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旧国名・都道府県名対照図
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筑前（福岡）
筑後（福岡）
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（注）宝亀2年（771）、武蔵を東山道から東海道に移した。
　　明治元年（1868）、陸奥は磐城・岩代・陸前・陸中・陸奥
　　の五国に、出羽は羽前・羽後に細分化された。

で　わ

（注）北海道は、明治2年（1869）の命名で、
　　本図のように区分された。
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小
石
を
集
め
る

い
つ
、
ど
ん
な
時
で
も
、
手
元
に
本
が
あ
れ
ば
、
心
が
落
ち
着
く
。
自
分
が
愚
か
に
思
え
る

と
き
、
わ
け
も
な
く
、
一
人
き
り
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
と
き
、
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
し
て
心
が

空
っ
ぽ
の
と
き
、
何
で
も
い
い
、
本
を
一
冊
手
に
取
っ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
だ
け
で
、
果
て
し

も
な
く
遠
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る
。
見
ず
知
ら
ず
の
、
言
葉
も
通
じ
な
い
は
ず
の
誰
か
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
。
死
者
で
あ
ろ
う
と
、
架
空
の
存
在
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
人
の
声
は
な
ぜ
か
親
し

み
深
く
胸
に
響
い
て
く
る
。

別
に
準
備
な
ど
は
い
ら
な
い
。
言
葉
の
連
な
り
に
身
を
任
せ
て
い
れ
ば
、
新
た
な
地
平
に

立
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
け
る
。
そ
こ
は
境
界
線
の
な
い
場
所
だ
。
善
と
悪
、
美
と
醜
、
未
来

と
現
在
と
過
去
、
生
と
死
。
あ
ら
ゆ
る
区
分
け
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
文
学
の
世
界
だ
け

に
許
さ
れ
る
自
由
が
、
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
。

両
手
に
載
る
ほ
ど
の
、
小
さ
な
四
角
で
し
か
な
い
本
の
中
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
出
会
い
が

隠
れ
て
い
る
の
か
、
時
々
不
思
議
に
思
う
。
例
え
ば
、
作
者
も
よ
く
分
か
ら
な
い『
竹た
け

取と
り

物
語
』。

は
じ
め
に

小お

川が
わ

洋よ
う

子こ

1

2
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日
本
最
古
の
物
語
と
さ
れ
な
が
ら
、
少
し
も
古
び
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
竹
を
通
路
と

し
て
宇
宙
と
つ
な
が
る
壮
大
な
組
み
立
て
に
は
、
Ｓ
Ｆ
小
説
を
読
む
よ
う
な
驚
き
が
あ
る
。

千
年
以
上
昔
の
人
々
と
自
分
は
、
同
じ
月
を
眺
め
て
い
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
事
実
に
、

改
め
て
思
い
至
る
。
人
類
の
足
跡
が
そ
こ
に
あ
る
と
知
っ
て
い
る
私
た
ち
で
も
、
泣
き
な
が
ら

月
へ
帰
っ
て
ゆ
く
か
ぐ
や
姫
の
物
語
を
、
非
科
学
的
だ
と
否
定
で
き
な
い
。
時
に
私
た
ち
は
、

大
事
な
死
者
や
、
遠
く
に
い
て
会
え
な
い
愛い
と

し
い
人
の
姿
を
、
月
の
光
の
中
に
見
い
だ
し
、
悲

し
み
を
癒
や
そ
う
と
す
る
。
現
実
の
境
界
を
超
え
た
先
に
、
救
い
を
求
め
る
。『
竹
取
物
語
』

が
生
ま
れ
た
頃
の
人
々
と
、
全
く
同
じ
よ
う
に
。

あ
る
い
は
『
今
昔
物
語
集
』
を
出
典
と
し
て
芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

が
描
い
た
『
羅
生
門
』。
平
安

時
代
と
大
正
と
現
代
が
、
一
つ
の
物
語
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
結
び
目
は
滑
ら
か
で
、

時
代
の
隔
た
り
な
ど
み
じ
ん
も
な
い
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
登
場
人
物
た
ち
の
心
理
を
追

い
か
け
る
う
ち
、
自
然
と
羅
生
門
の
楼
の
風
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
死
体
の
髪
の
感
触

が
て
の
ひ
ら
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
い
つ
し
か
、
自
分
の
中
に
潜
む
、
ご
ま
か
し
き
れ
な
い
悪
の

気
配
に
気
づ
い
て
立
ち
す
く
む
。

た
だ
し
読
者
は
、『
羅
生
門
』
に
描
か
れ
る
人
々
を
裁
く
役
目
は
負
っ
て
い
な
い
。
非
難
し

た
り
、
正
そ
う
と
し
た
り
す
る
必
要
も
な
い
。
文
学
の
世
界
に
い
る
限
り
、
私
た
ち
は
善
悪
と

2

3

4

1
『
竹
取
物
語
』　

五
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

2
『
今
昔
物
語
集
』　

一
九
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

3
芥
川
龍
之
介　

一
九
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

4
『
羅
生
門
』　

一
八
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

3
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い
う
社
会
的
な
基
準
よ
り
も
も
っ
と
自
在
な
、
懐
の
深
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
羅
生

門
の
楼
に
い
る
下
人
を
鏡
と
し
、
そ
こ
に
写
る
自
分
を
見
つ
め
、
自
身
で
も
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
心
の
奥
底
に
、
光
を
当
て
る
。
心
を
豊
か
に
掘
り
起
こ
し
て
く
れ
る
鏡
が
、
文
学
の
中

に
は
い
く
つ
も
あ
る
。

読
書
は
無
言
の
対
話
だ
。
声
な
き
声
だ
か
ら
こ
そ
、
遠
く
ま
で
届
く
。
日
常
生
活
の
言
葉
が
、

家
族
や
友
人
や
社
会
な
ど
、
他
者
へ
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
る
の
に
比
べ
、
文
学
の
言
葉
は
読
み

手
の
内
面
へ
、
ど
こ
ま
で
も
深
く
届
い
て
ゆ
く
。
一
見
、
地
味
な
行
為
だ
と
誤
解
さ
れ
る
が
、

一
人
の
読
み
手
の
中
で
は
、
劇
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
、
ほ
か

の
人
と
共
有
す
る
の
は
難
し
い
種
類
の
変
化
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
文
学
に
感
動
す

る
の
は
、
誰
に
も
奪
え
な
い
自
分
だ
け
の
宝
石
を
手
に
し
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
だ
。

し
か
し
、
宝
石
は
最
初
か
ら
磨
き
上
げ
ら
れ
た
完
成
品
と
し
て
、
光
を
放
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
一
度
読
ん
で
、
単
な
る
小
石
の
感
触
し
か
残
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
忘
れ
去
っ
て
し
ま
う

場
合
も
多
い
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
長
い
年
月
が
過
ぎ
よ
う
と
、
本
の
ほ
う
は
読
み
手
を

覚
え
て
い
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
大
切
な
本
と
は
、
再
び
巡
り
合
え
る
よ
う
、
文
学
の
偶
然
が

取
り
計
ら
っ
て
い
る
。

再
会
し
た
と
き
、
本
が
見
せ
る
新
た
な
光
に
驚
か
さ
れ
る
経
験
は
、
神
秘
に
満
ち
て
い
る
。

4



味
気
な
い
小
石
が
、
い
つ
の
間
に
か
輝
く
宝
石
に
変
わ
っ
て
い
る
。
一
冊
の
本
が
、
自
分
だ
け

の
た
め
に
辛
抱
強
く
待
ち
続
け
て
く
れ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
格
別
な
喜
び
に
浸
る
こ
と
が
で

き
る
。

若
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
小
石
を
集
め
て
お
け
ば
い
い
。
目
先
の
も
ろ
も
ろ
は
脇
に
置
い
て
、

ゆ
っ
た
り
文
学
と
付
き
合
え
ば
い
い
。
小
石
た
ち
は
時
空
を
超
え
た
永
遠
の
流
れ
の
中
に
、
自

分
の
居
場
所
を
作
る
た
め
の
星
座
と
な
る
。
い
つ
か
宝
石
の
よ
う
に
光
を
放
ち
、
心
の
内
を
照

ら
し
て
く
れ
る
。

小
川
洋
子
（
お
が
わ 

よ
う
こ
）　

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
〜
。
小
説
家
。
岡
山
県
の
生
ま
れ
。
言
葉
に
な
る
前
の
心

の
機
微
や
思
い
を
小
説
と
い
う
形
で
表
現
し
た
作
品
が
多
く
、
日
常
・
非
日
常
が
織
り
成
す
繊
細
な
世
界
を
表
現
す
る
。

作
品
に
『
揚あ

げ

羽は

蝶ち
ょ
うが

壊
れ
る
時
』『
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
』『
密ひ

そ

や
か
な
結
晶
』『
薬
指
の
標
本
』『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』『
ミ
ー

ナ
の
行
進
』『
人
質
の
朗
読
会
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
本
書
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
。
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46
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ぐ
や
姫
の
嘆
き  �

 

48
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文
を
読
む
た
め
に
　5
助
詞
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す
べ
き
言
葉
遣
い  �

 

51

　
　
　
古
典
文
学
と
月 �

 

54

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る  �

 

56

1

窓古
文
の2

は
じ
め
に

　
小
石
を
集
め
る（
小
川
洋
子
） �

 

2

6



4 
物
語 

　

伊
勢
物
語
　

　
芥
川  �

 

58

　
東
下
り  �

 

60

　
筒
井
筒  �
 

64

◆
読
み
比
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つ
白
浪（『
大
和
物
語
』）  �
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弓  �

 

69
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安
文
学
の
恋 �

 

71

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　
視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る  �

 

72
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文
の3

6 
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語 
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語
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曽
の
最
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86

参
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園
精
舎  �

 

94

古
文
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語
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漢
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交
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97

❖
単
元
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言
語
活
動
6 
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を
想
像
し
て「
木
曽
の
最
期
」

を
脚
本
化
す
る

  �
 

98
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文
学

お
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ほ
そ
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松
尾
芭
蕉
）

　
旅
立
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100
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泉  �

 

103

　
　
　
写
本
の
本
文
―
―「
青
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た
り
」と「
草
青
み
た
り
」 �

 

105

　
種
の
浜  �

 

106

玉
勝
間（
本
居
宣
長
）

　
田
舎
に
雅
言
の
残
れ
る
こ
と  �

 

108

❖
単
元
の
言
語
活
動
7 

　
歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く  �

 

111

3

窓古
文
の5

窓古
文
の6

文
学
と
芸
能 �

 

113

5 

日
記

土
佐
日
記（
紀
貫
之
）

　
門
出  �

 
74

　
阿
倍
仲
麻
呂  �

 
77

　
帰
京  �

 

79

古
典
に
関
す
る
文
章
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の
文
章
と
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の
文
章（
橋
本
治
）  �

 

81

　
　
　
真
名
と
仮
名 �

 

83

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　
変
体
仮
名
を
読
む  �

 

84

窓古
文
の4

7



2 

史
伝

十
八
史
略（
曽
先
之
）

　
先
従
レ

隗
始  �

 

134

　
鶏
口
牛
後  �

 

136

　
管
鮑
之
交  �

 

138

　
臥
薪
嘗
胆  �

 

140

古
典
に
関
す
る
文
章

中
国
英
傑
伝（
海
音
寺
潮
五
郎
）  �

 

144

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る  �

 

146

漢
文
編

3 

詩
文

詩絶
句

　
四
季 

春
暁（
孟
浩
然
）・
参
考 

春
あ
け
ぼ
の（
土
岐
善
麿
） 

　
　
　  

江
南
春（
杜
牧
）  �

 

148

　
　
　  

秋
風
引（
劉
禹
錫
）・
江
雪（
柳
宗
元
）  �

 

149

　
送
別 

送
三

元
二
使
二

安
西
一（
王
維
）・
勧
レ

酒（
于
武
陵
）・ 

　
　
　  

参
考 

コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ（
井
伏
鱒
二
）  �

 

150

　
望
郷 
涼
州
詞（
王
翰
）・
静
夜
思（
李
白
）  �

 

151

1 

漢
文
入
門

な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か  �

 

116

訓
読
の
世
界  �

 

117

漢
和
辞
典
の
使
い
方  �

 

124

❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　
熟
語
の
意
味「
創
作
」ゲ
ー
ム
を
行
う  �

 

125

故
事
成
語

蛇
足（
戦
国
策
）  �

 

126

　
　
　
中
国
の
寓
話 �

 
127

朝
三
暮
四（
列
子
）  �

 
128

断
腸（
世
説
新
語
）  �

 

130

　
　
　
現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語 �

 

131

❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　
故
事
成
語
を「
五
・
七
・
五
」で
表
現
す
る  �

 

132

窓漢
文
の1

窓漢
文
の2

8



律
詩

　
春
望（
杜
甫
）  �

 

152

　
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ

月
憶
二

元
九
一（
白
居
易
）  �

 

153

日
本
漢
詩

　
富
士
山（
石
川
丈
山
）・
烏
児
塞
宮（
成
島
柳
北
）  �
 

154

漢
詩
の
手
引
き  �
 

156

文雑
説（
韓
愈
）  �

 

158

春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序（
李
白
）  �

 

160

古
典
に
関
す
る
文
章

名
月
―
―
八
月
の
詩（
一
海
知
義
）  �

 

162

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　
漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴
を
つ
か
む  �

 

164

4 

思
想

論
語

　
学
問 

六
章  �

 

166

　
政
治 

四
章  �

 

167

　
人
生 

八
章  �

 

169

慎
思
録（
貝
原
益
軒
）  �

 

172

笑
話
出
思
録（
乾
篤
軒
）  �

 

173

古
典
に
関
す
る
文
章

知
る
と
い
う
こ
と（
金
谷
治
）  �

 

174

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　『
論
語
』の
言
葉
を
今
に
生
か
す  �

 

176

9



近
現
代
文
編

参
考 

明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文 �

 

177

	

大
つ
ご
も
り（
樋
口
一
葉
）

	

我
牢
獄（
北
村
透
谷
）

	

敢
て
同
胞
兄
弟
に
望
む（
清
水
豊
子
）

	

怪
談
牡
丹
灯
籠（
三
遊
亭
円
朝
）

	

新編
浮
雲（
二
葉
亭
四
迷
）

1 

近
代 

　

羅
生
門（
芥
川
龍
之
介
）  �

 

182

◆
読
み
比
べ
◆ 

羅
城
門
の
上
層
に
登
り
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
語（『
今
昔
物
語
集
』）  �

 

195

城
の
崎
に
て（
志
賀
直
哉
）  �

 

196

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
を
話
し
合
う

―
―
小
説
の
世
界
を
観
察
し
、
思
い
切
っ
て
参
加
す
る
―
―�

 

208

1

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

10



2 
近
代 

　

待
つ（
太
宰
治
）  �

 

210

う
そ
と
パ
ン（
幸
田
文
）  �

 

215

写
真
班（
梅
崎
春
生
）  �

 

221

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
家
の
工
夫
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く

―
―
文
学
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い
―
―�

 

232

2

❖
単
元
の
言
語
活
動
2

3 

現
代

青
が
消
え
る（
村
上
春
樹
）  �

 

234

離
さ
な
い（
川
上
弘
美
）  �

 

243

　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
し
合
う
と
何
が
起
こ
る
か
確
か
め
る

―
―
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
―
―�

 

256

❖
単
元
の
言
語
活
動
3
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俳
句
　
　
正
岡
子
規
・
高
浜
虚
子
・
種
田
山
頭
火
・

	

飯
田
蛇
笏
・
久
保
田
万
太
郎
・
水
原
秋
桜
子
・

	

橋
本
多
佳
子
・
永
田
耕
衣
・
西
東
三
鬼
・

	

中
村
草
田
男
・
山
口
誓
子
・
富
沢
赤
黄
男
・ �

 

278

	

星
野
立
子
・
加
藤
楸
邨
・
能
村
登
四
郎
・

	

石
田
波
郷
・
渡
辺
白
泉
・
金
子
兜
太
・

	

飯
田
龍
太
・
鷹
羽
狩
行
・
高
野
ム
ツ
オ

俳
句
の
修
辞

  �
 

282

俳
句
の
英
訳（
長
谷
川
櫂
）  �

 

283

❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
鑑
賞
す
る  �

 

284

詩
歌
編

2 

俳
諧
・
俳
句

俳
諧
　
　
松
尾
芭
蕉
・
与
謝
蕪
村
・
小
林
一
茶  �

 

276

1 

和
歌
・
短
歌

和
歌

　
万
葉
集  �
 

258

　
古
今
和
歌
集  �

 

260

　
後
拾
遺
和
歌
集  �

 

262

　
新
古
今
和
歌
集  �

 

262

和
歌
の
修
辞

  �
 

265

　
　
　
見
立
て �

 

267

短
歌
　
　
正
岡
子
規
・
与
謝
野
晶
子
・
若
山
牧
水
・

	

石
川
啄
木
・
斎
藤
茂
吉
・
齋
藤
史
・
　 �

 

268

	

寺
山
修
司
・
春
日
井
建
・
俵
万
智

❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　
折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る  �

 
273

窓詩
歌
の

3 

近
現
代
詩

小
景
異
情（
室
生
犀
星
）  �

 

286

お
よ
ぐ
ひ
と（
萩
原
朔
太
郎
）  �

 

288

永
訣
の
朝（
宮
沢
賢
治
）  �

 

289

参
考 

人
生
の〈
救
い
〉と
し
て
の
詩（
鮎
川
信
夫
）  �

 

293

汲
む（
茨
木
の
り
子
）  �

 

294

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　
文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩
を
読
み
比
べ
る  �

 

298

12



付
録

文
法
要
覧  �

 

308

日
本
文
学
史
年
表  �

 

318

重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引  �

 

327

漢
文
の
基
本
句
形  �

 

333

漢
文
の
重
要
単
語  �

 
335

常
用
漢
字
表  �

 
337

読
書
の
す
す
め  �

 

352

参
考
図
録
　
封
筒
・
は
が
き
の
書
き
方
　
頭
語
・
結
語
の
例（
手
紙
文
）

	

敬
称
の
例（
手
紙
文
）

	

原
稿
用
紙
の
使
い
方  �

 

356

	

月
の
異
名
と
二
十
四
節
気
　
陰
暦
月
齢
表

	�


十
干
・
十
二
支
・
干
支
　
古
方
位
　
古
時
刻
　
江
戸
時
代
の
不
定
時
法

お
わ
り
に

　
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史（
高
橋
源
一
郎
）  �

 

299

❖
単
元
の
言
語
活
動 
　「
自
分
の
文
学
史
」を
作
る  �

 

307

13



　
　

こ
の
教
科
書
で
学
習
す
る
に
当
た
っ
て

１
筆
者
名
の
な
い
も
の
は
、
編
集
委
員
が
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
漢
字
・
仮
名
遣
い
の
使
用
に
つ
い
て
、

　

⑴�

漢
字
は
、
原
則
と
し
て
「
常
用
漢
字
表
」
及
び
「
付
表
」
に
よ
る
漢

字
を
使
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
教
材
ご

と
の
初
出
の
際
に
読
み
方
を
示
し
た
。

　

⑵�

仮
名
遣
い
は
、
古
文
、
漢
文
の
訓
読
、
文
語
体
を
用
い
た
近
現
代
の

文
章
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
に
つ
い
て
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
使
用
し

た
。

３�

引
用
し
た
箇
所
を
示
す
場
合
、
本
文
ペ
ー
ジ
を
漢
数
字
で
、
行
を
算
用

数
字
で
示
し
た
。（
例
）（
一
三
・
10
）

４
注
の
欄
に
は
、
次
の
四
種
類
を
掲
げ
た
。

　

⑴�

注　

番
号
を
付
け
て
、
主
と
し
て
固
有
名
詞
、
外
来
語
、
難
語
句
な

ど
を
解
説
し
た
。

　

⑵�

注
意
点　

本
文
読
解
上
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
本
文
中
に　

印
で
示

し
、
脚
注
に　

の
形
で
掲
げ
た
。

　

⑶�

注
意
す
る
語
句　
　

印
を
付
け
て
示
し
た
。
古
文
・
古
典
詩
歌
（
和

歌
・
俳
諧
）、
漢
文
で
は
、
重
要
単
語
を
掲
げ
、
付
録
に
そ
れ
ぞ
れ

「
重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引
」「
漢
文
の
重
要
単
語
」
を
設
け
た
。

近
現
代
の
文
章
・
詩
歌
（
短
歌
・
俳
句
・
近
現
代
詩
）
で
は
、
知
っ

て
お
き
た
い
語
句
、
慣
用
句
な
ど
を
掲
げ
た
。

　

⑷�

重
要
句
形　

漢
文
で　

印
を
付
け
て
示
し
た
。
重
要
句
形
を
掲
げ
、

付
録
に
「
漢
文
の
基
本
句
形
」
を
設
け
た
。

５� 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
読
む
こ
と
」
の
学
習

領
域
に
関
す
る
問
題
を
中
心
に
、「
書
く
こ
と
」
の
学
習
領
域
に
関
す

る
問
題
を
随
時
加
え
た
。　
　
　
　
　
　

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関

す
る
問
題
と
、
語
句
や
文
法
の
知
識
の
整
理
を
中
心
と
す
る
問
題
を
設

け
た
。　
　
　
　
　
　
　

 

各
教
材
に
関
す
る
実
践
的
な
活
動
を
設
け
た
。

❖
漢
字
熟
語 

近
現
代
の
文
章
で
は
、
本
文
に
出
て
く
る
重
要
な
漢
字

熟
語
を
ま
と
め
た
。
書
体
は
、
書
く
便
宜
を
考
慮
し
、
教
科
書
体
（
筆

写
体
）
を
用
い
た
。

６�　
　
　
　
　
　

 

各
教
材
で
学
習
し
た
内
容
を
、
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
コ
ラ
ム
を
掲
げ
た
。

７�　
　
　
　
　
　
　
　

古
文
を
読
む
た
め
に
必
要
な
語
句
や
文
法
の
き
ま

り
を
ま
と
め
た
。

８�　
　
　
　
　
　
　
　

古
文
、
漢
文
の
教
材
と
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
扱
う
、

近
代
以
降
の
文
章
を
掲
げ
、　
　
　
　
　
　
　

  

を
設
け
た
。

９�　
　
　

各
教
材
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考
と
な
る
事
柄
を
掲
げ
た
。

10�　
　
　
　
　
　
　
　

 

各
単
元
の
ま
と
め
と
な
る
、
実
践
的
な
活
動
を

設
け
た
。

11　
　

  
教
材
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考
と
な
る
音
声
を
用
意
し
た
。

●

問

＊

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

古
文
を
読
む
た
め
に

古
典
に
関
す
る
文
章

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

参
考

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

14



説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
う
。

文
語
の
き
ま
り
を
理
解
し
、
古
文
に
親
し
む
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
の
読
み
方
を
理
解
し
、
古
文
を
音
読
す
る
。

宇
治
拾
遺
物
語

十
訓
抄

児
の
そ
ら
寝

絵
仏
師
良
秀

大
江
山

古
文
を
読
む
た
め
に
1

　

1
歴
史
的
仮
名
遣
い　

2
古
語
と
現
代
語　

3
五
十
音
図

古
文
を
読
む
た
め
に
2

　

1
文
・
文
節
・
単
語　

2
品
詞　

3
古
文
の
特
徴　

4
古
語
辞
典
の
引
き
方

古
文
を
読
む
た
め
に
3

　

1
活
用
・
活
用
形　

2
動
詞　

3
形
容
詞　

4
形
容
動
詞

　

5
係
り
結
び

❖
単
元
の
言
語
活
動

1

　

声
に
出
し
て
古
文
を
読
む

古
文
入
門  

1
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

不
動
明
王
二
童
子
像

中
央
に
炎
を
背
負
う
不
動
明
王
、
左
右
に
童
子
を
配
置
す
る
。

15



宇う

治ぢ

拾し
ふ

遺ゐ

物
語

児ち
ご

の
そ
ら
寝

　
今
は
昔
、
比ひ

叡え

の
山
に
児
あ
り
け
り
。
僧そ

う

た
ち
、
宵よ

ひ

の
つ
れ
づ
れ
に
、｢

い
ざ
、
か
い
も

ち
ひ
せ
む
。」
と
言
ひ
け
る
を
、
こ
の
児
、
心
寄
せ
に
聞
き
け
り
。
さ
り
と
て
、
し
出い

だ
さ

む
を
待
ち
て
寝
ざ
ら
む
も
、
わ
ろ
か
り
な
む
と
思

ひ
て
、
片か

た

方か
た

に
寄
り
て
、
寝
た
る
よ
し
に
て
、
出

で
来
る
を
待
ち
け
る
に
、
す
で
に
し
出
だ
し
た
る

さ
ま
に
て
、
ひ
し
め
き
合
ひ
た
り
。

　
こ
の
児
、
さ
だ
め
て
お
ど
ろ
か
さ
む
ず
ら
む
と

待
ち
ゐ
た
る
に
、
僧
の
、｢

も
の
申ま

う

し
さ
ぶ
ら
は
む
。

お
ど
ろ
か
せ
た
ま
へ
。」
と
言
ふ
を
、
う
れ
し
と

は
思
へ
ど
も
、
た
だ
一
度
に
い
ら
へ
む
も
、
待
ち

1

2

3

4

5

＊

●

＊

●

●

6

7

＊

＊

＊

＊

＊

8

1
今
は
昔
　
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
。

説
話
の
冒
頭
な
ど
の
決
ま
り
文
句
。

2
比
叡
の
山
　
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

。
京
都
府
と
滋
賀
県

と
の
境
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
山
に
あ

る
延え

ん
り
ゃ
く
じ

暦
寺
を
指
す
。

3
児
　
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
た
少
年
。
学
問
や

行
儀
作
法
を
修
得
す
る
た
め
に
貴
族
や
武
家

の
子
弟
が
児
と
し
て
預
け
ら
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
。

4
か
い
も
ち
ひ
　
ぼ
た
餅
の
類
い
。

5
し
出
だ
さ
む
を
　
作
り
上
げ
る
の
を
。

問
「
思
ひ
て
」「
待
ち
け
る
に
」「
ひ
し
め
き
合
ひ

た
り
」
の
主
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

6
お
ど
ろ
か
さ
む
ず
ら
む
　
起
こ
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

7
も
の
申
し
さ
ぶ
ら
は
む
　
も
し
も
し
。
誰
か

に
話
し
か
け
た
り
す
る
と
き
の
言
葉
。

8
待
ち
け
る
か
と
も
ぞ
思
ふ
と
て
　
待
っ
て
い

た
の
か
と
思
う
と
い
け
な
い
と
考
え
て
。

検定教科書　精選国語総合　古典編　改訂版（白表紙）
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し
さ＊

ぶ
ら
はワ

むン

。
お＊

ど
ろ
か
せ
た
ま
へエ

。」
と
言
ふウ

を
、
う
れ
し
と
は
思
へエ

ど
も
、
た

だ
一
度
に
い
ら
へエ

むン

も
、
待
ち
け
る
か
と
も
ぞ
思
ふウ

と
て
、
い
ま
ひ
と
こ
ゑエ

呼
ば
れ
て

い
ら
へエ

むン

と
、
念
じ
て
寝
た
る
ほ
ど
に
、「
や
、
な6

起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。
をオ

さ
な

き
人
は
寝
入
り
た
ま
ひイ

に
け
り
。」
と
言
ふウ

声
の
し
け
れ
ば
、
あ＊

な
、
わ＊

び
し
と
思
ひイ

て
、
い
ま
一
度
起
こ
せ
か
し
と
思
ひイ

寝
に
聞
け
ば
、
ひ
し
ひ
し
と
、
た
だ
食
ひイ

に
食
ふウ

音
の
し
け
れ
ば
、
ず
ち
な
く
て
、
無む

期ご

の
の
ち
に
、「
え
い
。」
と
い
ら
へエ

た
り
け
れ
ば
、

僧
た
ち
、
笑
ふウ

こ
と
限
り
な
し
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

ぼ　き　えことば

慕帰絵詞
6
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
「
な
…
…
そ
」

で
、
禁
止
を
表
す
。

＊わ
ろ
し
　
よ
し
　
さ
ぶ
ら
ふ
　
お
ど
ろ
く
　

あ
な
　
わ
び
し

研
究

　

1

　歴
史
的
仮
名
遣
い
に
注
意
し
て
、
何
度
も
音
読
し
て
み
よ
う
。

2

　「僧
た
ち
、
笑
ふ
こ
と
限
り
な
し
。」（
一
一
・
7
）
と
あ
る
が
、

僧
た
ち
が
笑
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

言
葉
の
学
習

　

1

　次
の
語
を
古
語
辞
典
で
調
べ
、
本
文
中
の
意
味
を
考
え
て
み

よ
う
。

　⑴

　お
ど
ろ
か
（
一
一
・
1）

　

（

注
）「
お
ど
ろ
く
」
で
引
く
。

　⑵

　わ
び
し
（
一
一
・
4
）

5

児のそら寝

11

510

慕
ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

16
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け
る
か
と
も
ぞ
思
ふ
と
て
、
い
ま
一ひ

と

声こ
ゑ

呼
ば
れ
て
い
ら
へ
む
と
、
念
じ
て
寝
た
る
ほ
ど
に
、

｢

や
、
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。
幼を

さ
なき

人
は
寝
入
り
た
ま
ひ
に
け
り
。」
と
言
ふ
声
の
し
け

れ
ば
、
あ
な
、
わ
び
し
と
思
ひ
て
、
い
ま
一
度
起
こ
せ
か
し
と
思
ひ
寝
に
聞
け
ば
、
ひ
し
ひ

し
と
、
た
だ
食
ひ
に
食
ふ
音
の
し
け
れ
ば
、
ず
ち
な
く
て
、
無む

期ご

の
の
ち
に
、｢

え
い
。」
と

い
ら
へ
た
り
け
れ
ば
、
僧
た
ち
、
笑
ふ
こ
と
限
り
な
し
。

●

9＊

＊

＊

＊

10

11

12

問
「
思
ふ
」
の
主
語
は
誰
か
。

9
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
　
お
起
こ
し
申
し

上
げ
る
な
。「
な
…
そ
」
で
、
禁
止
を
表
す
。

10
起
こ
せ
か
し
　
起
こ
し
て
く
れ
よ
。

11
ず
ち
な
く
て
　
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
。

12
無
期
の
の
ち
に
　
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
か

ら
。

わ
ろ
し
　
よ
し
　
申
す
　
さ
ぶ
ら
ふ
　

お
ど
ろ
く
　
た
ま
ふ
　
い
ら
ふ
　
な
…
そ
　

た
て
ま
つ
る
　
あ
な
　
わ
び
し

1
児
が
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
全
て
抜
き
出
し
、
心
情
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
次
の
語
の
品
詞
と
意
味
を
、
古
語
辞
典
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
現
代
語
の
意
味
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み

よ
う
。

⑴
念
じ
（
一
七
・
1
）　（
注
）「
念
ず
」
で
調
べ
る
。

⑵
わ
び
し
（
一
七
・
3
）

1
「
僧
た
ち
、
笑
ふ
こ
と
限
り
な
し
。」（
一
七
・
5
）
と
あ
る
が
、
僧
た
ち
が
笑
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

5

17

古
文
入
門
　  

宇
治
拾
遺
物
語
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1
歴
史
的
仮
名
遣
い

　

古
文
で
は
、
平
安
時
代
中
期
の
発
音
に
基
づ
い
た
歴
史
的
仮
名
遣
い

が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
現
代

仮
名
遣
い
と
は
異
な
る
点
が
幾
つ
か
あ
る
。

　

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
た
文
章
を
読
む
場
合
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

1�

語
中
・
語
尾
の「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」は「
ワ
・
イ
・
ウ
・
エ
・

オ
」と
読
む
。

　

例
く
ふ
（
食
ふ
）
→
ク
ウ

　
　

 

お
も
へ
ど
も
（
思
へ
ど
も
）
→
オ
モ
エ
ド
モ

2
ワ
行
の「
ゐ
・
ゑ
・
を
」は「
イ
・
エ
・
オ
」と
読
む
。

　

例
ま
ち
ゐ
た
る
に
（
待
ち
ゐ
た
る
に
）
→
マ
チ
イ
タ
ル
ニ

　
　

 

ひ
と
こ
ゑ
（
一
声
）
→
ヒ
ト
コ
エ

　
　

 

を
さ
な
き
ひ
と
（
幼
き
人
）
→
オ
サ
ナ
キ
ヒ
ト

3
助
動
詞「
む
」や
助
詞「
な
む
」な
ど
の「
む
」は「
ン
」と
読
む
。

　

例
い
ざ
、
か
い
も
ち
ひ
せ
む
（
→
ン
）。（
一
六
・
２
〜
３
）

　
　

 

も
と
光
る
竹
な
む
（
→
ン
）
一
筋
あ
り
け
る
。（
四
六
・
3
〜
4
）

古
文
を
読
む
た
め
に
　1

4「
く
わ
」「
ぐ
わ
」は「
カ
」「
ガ
」と
読
む
。

　

例
く
わ
か
く
（
過
客
）
→
カ
カ
ク

　
　

 

ぐ
わ
ん
じ
つ
（
元
日
）
→
ガ
ン
ジ
ツ

5
母
音
が
重
な
る
場
合
、
次
の
よ
う
に
長
音
で
読
む
。

　

あ
う

　

あ
ふ

　

例
や
う
や
う
（
→
ヨ
ー
ヨ
ー
）
豊
か
に
な
り
ゆ
く
。（
四
六
・
10
〜
11
）

　
　

 

子
に
な
り
給た

ま

ふ
（
→
タ
モ
ー
）
べ
き
人
な
め
り
。（
四
六
・
６
～
７
）

		


　

�「
給
ふ
」
は
「
タ
マ
ウ
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。

　

い
う

　

い
ふ　

　

例
い
う
げ
ん
（
幽
玄
）
→
ユ
ー
ゲ
ン　
　

い
ふ
（
言
ふ
）
→
ユ
ー

　

え
う

　

え
ふ

　

例
え
う
（
要
）
→
ヨ
ー　
　

け
ふ
（
今
日
）
→
キ
ョ
ー

　

お
う

　

お
ふ

　

例
お
う
な（
嫗
）→
オ
ー
ナ�

か
げ
ろ
ふ（
陽
炎
・
蜻
蛉
）→
カ
ゲ
ロ
ー

→
オ
ー
〔
au
→
ō
〕

→
ユ
ー
〔
iu
→
yū
〕

→
ヨ
ー
〔
eu
→
yō
〕

→
オ
ー
〔
ou
→
ō
〕

18



2
古
語
と
現
代
語

　

古
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
（
古
語
）
に
は
、「
今
」「
聞
く
」
な
ど

の
よ
う
に
、
現
代
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
古
文
特
有
の
語
や
、

現
代
語
と
形
は
同
じ
で
も
意
味
の
異
な
る
語
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
わ
ろ
か
り
な
む
」（
一
六
・
４
）
の
「
わ
ろ
し
」
は
、「
よ

く
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
い
ら
へ
た
り
け
れ
ば
」（
一
七
・
５
）

の
「
い
ら
ふ
」
は
、「
返
事
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
、
現
代
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
古
文
特
有
の
語
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
古
文
特
有
の
助
動
詞
や
語
法
と
い
っ
た
文
法
事
項
に
も
注

意
が
必
要
で
あ
る
。「
児ち
ご

あ
り
け
り
。」（
一
六
・
２
）
の
「
け
り
」
な
ど

の
助
動
詞
や
、「
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。」（
一
七
・
2
）
の
「
な
…
そ
」

の
禁
止
の
表
現
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

ま
た
、
現
代
語
と
形
は
同
じ
で
も
意
味
の
異
な
る
語
の
例
と
し
て
は
、

「
お
ど
ろ
く
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
お
ど
ろ
く
」
は
、
現
代
で
は
「
び
っ

く
り
す
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、「
お
ど
ろ
か
せ
た
ま
へ
。」（
一

六
・
10
）
の
よ
う
に
、
古
文
で
は
、「
目
を
覚
ま
す
」
等
の
意
味
で
も
用

い
ら
れ
た
。

3
五
十
音
図

　

同
じ
母
音
を
持
つ
仮
名
を
横
に
、
同
じ
子
音
を
持
つ
仮
名
を
縦
に
配

列
し
た
も
の
を
五
十
音
図
と
い
う
。
横
の
並
び
を
段
と
い
い
、
縦
の
並

び
を
行
と
い
う
。

　

全
て
の
仮
名
を
一
度
ず
つ
用
い
て
作
ら
れ
た
「
い
ろ
は
歌
」
が
あ
る
。

い
ろ
は
に
ほ
へ
と　

ち
り
ぬ
る
を

わ
か
よ
た
れ
そ　
　

つ
ね
な
ら
む

う
ゐ
の
お
く
や
ま　

け
ふ
こ
え
て

あ
さ
き
ゆ
め
み
し　

ゑ
ひ
も
せ
す

色
は
匂に
ほ

へ
ど　

散
り
ぬ
る
を

我
が
世
誰た
れ

ぞ　

常
な
ら
む

有う

為ゐ

の
奥
山　

今け

日ふ

越
え
て

浅
き
夢
見
じ　

酔ゑ

ひ
も
せ
ず

ア
段

イ
段

ウ
段

エ
段

オ
段

ア
行

あ

い

う

え

お

カ
行

か

き

く

け

こ

サ
行

さ

し

す

せ

そ

タ
行

た

ち

つ

て

と

ナ
行

な

に

ぬ

ね

の

ハ
行

は

ひ

ふ

へ

ほ

マ
行

ま

み

む

め

も

ヤ
行

や

い

ゆ

え

よ

ラ
行

ら

り

る

れ

ろ

ワ
行

わ

ゐ

う

ゑ

を
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古
文
入
門　

  

古
文
を
読
む
た
め
に
1



絵ゑ

仏ぶ
つ

師し

良り
や
う
し
う秀

　

こ
れ
も
今
は
昔
、
絵
仏
師
良
秀
と
い
ふ
あ
り
け
り
。
家い

へ

の
隣
よ
り
、
火
出い

で
き
て
、
風
お

し
お
ほ
ひ
て
、
せ
め
け
れ
ば
、
逃
げ
出
で
て
、
大お

ほ

路ち

へ
出
で
に
け
り
。
人
の
書
か
す
る
仏
も

お
は
し
け
り
。
ま
た
、
衣き

ぬ

着
ぬ
妻め

子こ

な
ど
も
、
さ
な
が
ら
内
に
あ
り
け
り
。
そ
れ
も
知
ら
ず
、

た
だ
逃
げ
出
で
た
る
を
こ
と
に
し
て
、
向
か
ひ
の
つ
ら
に
立
て
り
。

　

見
れ
ば
、
す
で
に
我
が
家
に
移
り
て
、
煙け

ぶ
り・

炎ほ
の
ほ、

く
ゆ
り
け
る
ま
で
、
お
ほ
か
た
、
向
か

ひ
の
つ
ら
に
立
ち
て
な
が
め
け
れ
ば
、「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
。」
と
て
、
人
ど
も
、
来
と
ぶ
ら

ひ
け
れ
ど
、
騒
が
ず
。「
い
か
に
。」
と
、
人
、
言
ひ
け
れ
ば
、
向
か
ひ
に
立
ち
て
、
家
の
焼

く
る
を
見
て
、
う
ち
う
な
づ
き
て
、
時
々
笑
ひ
け
り
。「
あ
は
れ
、
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な
。

年
ご
ろ
は
、
わ
ろ
く
書
き
け
る
も
の
か
な
。」
と
言
ふ
と
き
に
、
と
ぶ
ら
ひ
に
来
た
る
者
ど

も
、「
こ
は
い
か
に
、
か
く
て
は
立
ち
た
ま
へ
る
ぞ
。
あ
さ
ま
し
き
こ
と
か
な
。
物
の
つ
き

た
ま
へ
る
か
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、「
な
ん
で
ふ
、
物
の
つ
く
べ
き
ぞ
。
年
ご
ろ
、
不ふ

動ど
う

尊そ
ん

の

火く
わ

炎え
ん

を
悪あ

し
く
書
き
け
る
な
り
。
今
見
れ
ば
、
か
う
こ
そ
燃
え
け
れ
と
、
心
得
つ
る
な
り
。

こ
れ
こ
そ
、
せ
う
と
く
よ
。
こ
の
道
を
立
て
て
世
に
あ
ら
ん
に
は
、
仏
だ
に
よ
く
書
き
た
て

1

2

＊

＊

3

4

＊

＊

●
＊

＊

●
＊

＊

5

＊

6

7

8

＊

＊

●

＊

510

1
絵
仏
師　

仏
像
を
描
く
こ
と
を
専
門
に
す
る

画
家
。
仏
画
師
。　
　

2
良
秀　

伝
未
詳
。

3
こ
と
に
し
て　

よ
い
こ
と
に
し
て
。
満
足
し

て
。

4
く
ゆ
り
け
る
ま
で　

く
す
ぶ
り
出
し
た
と
こ

ろ
ま
で
。

問
人
々
が
「
あ
さ
ま
し
き
こ
と
。」「
い
か
に
。」

と
言
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
対
し
て
か
。

5
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な　

大
変
な
も
う
け
も

の
を
し
た
な
あ
。

6
物　

怨
霊
や
鬼
な
ど
、
人
に
と
り
つ
い
て
正

気
を
狂
わ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
存
在
。

7
な
ん
で
ふ　

ど
う
し
て
。「
な
に
と
い
ふ
」
が

変
化
し
た
形
。

8
不
動
尊
の
火
炎　

不
動
尊
の
像
を
描
く
と
き
、

周
囲
に
描
き
添
え
る
火
炎
。「
不
動
尊
」
は
、

一
切
の
悪
や
煩
悩
を
滅
ぼ
す
と
さ
れ
る
諸
尊

の
一
つ
。
不
動
明
王
と
も
い
う
。

問
「
こ
の
道
」
と
は
、
何
の
こ
と
か
。
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1
見
舞
い
に
来
た
人
々
は
、
絵
仏
師
良
秀
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
感
情
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
。
順
を
追
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
語
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴ 

わ
ろ
く
書
き
け
る
も
の
か
な
。（
二
〇
・
10
）　
　

⑵ 

悪
し
く
書
き
け
る
な
り
。（
二
〇
・
13
）

1　

絵
を
描
く
こ
と
に
対
し
て
、
絵
仏
師
良
秀
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

ま
つ
ら
ば
、
百
千
の
家
も
出
で
来き

な
ん
。
わ
党た

う

た
ち
こ
そ
、
さ
せ
る
能の

う

も
お
は
せ
ね
ば
、
物

を
も
惜を

し
み
た
ま
へ
。」
と
言
ひ
て
、
あ
ざ
笑
ひ
て
こ
そ
立
て
り
け
れ
。

　

そ
の
後
に
や
、
良
秀
が
よ
ぢ
り
不
動
と
て
、
今
に
、
人
々
、
め
で
合
へ
り
。

9

10

＊

11

＊

9
わ
党
た
ち　

お
前
さ
ん
た
ち
。

10
さ
せ
る
能　

こ
れ
と
い
っ
た
才
能
。

11
よ
ぢ
り
不
動　

不
動
尊
の
火
炎
の
形
が
よ
じ

れ
る
よ
う
な
曲
線
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
は
す　

さ
な
が
ら　

お
ほ
か
た　

な
が
む

あ
さ
ま
し　

と
ぶ
ら
ふ　

い
か
に　

あ
は
れ

年
ご
ろ　

悪
し　

心
得　

世　

惜
し
む　

め

づ

　
　

宇
治
拾
遺
物
語　

説
話
集
。
編
者
未
詳
。
十
三
世
紀
前
半
の
成
立
か
。「
鬼
に
瘤こ

ぶ

と
ら
る
る
事
」
な
ど
の
多
様
な
説
話
、
百
九
十
七
編
を

収
め
る
。
本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

不動明王像（良秀様
よう

）
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1
文
・
文
節
・
単
語
　

　

現
代
語
と
同
様
に
、
古
文
に
お
い
て
も
、
文
章
は
、
文
・
文
節
・
単

語
に
分
け
ら
れ
る
。

文�　

ひ
と
ま
と
ま
り
の
判
断
や
感
情
を
表
す
、
一
続
き
の
言
葉
の
連
な

り
。
言
語
を
用
い
た
行
為
の
最
小
単
位
。

文
章　

ま
と
ま
っ
た
思
想
や
感
情
を
幾
つ
か
の
文
で
表
し
た
も
の
。

文�

節　

文
を
、
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
、
意
味
上
の
最
も
短
い
単
位

に
区
切
っ
た
も
の
。

単
語
　
文
を
組
み
立
て
る
要
素
と
し
て
の
、
言
語
の
最
小
単
位
。

　
　

文
を
単
語
、
文
節
に
区
切
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

例
人 

の
／
書
か 

す
る
／
仏 

も
／
お
は
し 

け
り
。（
二
〇
・
３
～
４
）

		


　

�

　
→
単
語
で
区
切
っ
た
場
合
。
／
→
文
節
で
区
切
っ
た
場
合
。

　

単
語
は
、
次
の
二
種
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
。

▼�

自
立
語　

そ
れ
単
独
で
、
あ
る
意
味
を
成
し
、
単
独
で
文
節
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
語
。

▼�

付
属
語　

そ
れ
だ
け
で
は
意
味
を
成
さ
ず
、
自
立
語
の
下
に
付
い

て
文
節
を
構
成
す
る
語
。

古
文
を
読
む
た
め
に
　2

2
品
詞

　

単
語
は
、
次
の
基
準
で
表
の
よ
う
に
十
種
の
品
詞
に
分
類
さ
れ
る
。

1
自
立
語
か
付
属
語
か
。

2
活
用
（
変
化
）
す
る
か
、
し
な
い
か
。

3
単
独
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
文
節
に
な
る
か
。

自
立
語
か

付
属
語
か
活
用
す
る
か
　

活
用
し
な
い
か

単
独
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を

す
る
文
節
に
な
る
か
　
　
　

言
い
切
り

の
語
尾
　

品
詞

自
立
語

活
用

す
る

述
語
に
な
る
＝
用
言

ウ
段「
あ
り
」
な
ど

を
除
く
。　

動
詞
　

「　

し
」「　

じ
」
形
容
詞

「　

な
り
」「　

た
り
」
形
容
動
詞

活
用

し
な
い

主
語
に
な
る
＝
体
言

名
詞
　

主
語
に

な
ら
な
い

修
飾
語
に

な
る

用
言
を
修
飾

副
詞
　

体
言
を
修
飾

連
体
詞

修
飾
語
に

な
ら
な
い

接
続
語
に
な
る

接
続
詞

独
立
語
に
な
る

感
動
詞

付
属
語
活
用
す
る

助
動
詞

活
用
し
な
い

助
詞
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3
古
文
の
特
徴

　
「
古
文
を
読
む
た
め
に
1
」（
一
八
〜
一
九
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
よ
う
に
、
古

文
で
は
仮
名
遣
い
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
古
文
の
特

徴
と
し
て
、
主
語
を
表
す
助
詞
「
が
」
や
目
的
語
を
表
す
助
詞
「
を
」、

さ
ら
に
は
主
語
や
目
的
語
そ
の
も
の
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
文
が
多
い
、

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

1
助
詞
の
省
略

　

例
比ひ

叡え

の
山
に
児ち
ご

（
が
）
あ
り
け
り
。（
一
六
・
２
）

　
　

 

か
の
こ
と
（
を
）
沙
汰
し
お
き
て
（
三
二
・
3
〜
4
）

2
主
語
の
省
略

　

例�

（
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

が
）
御み

簾す

よ
り
半な
か

ら
ば
か
り
出い

で
て
（
二
四
・
９
）

3
目
的
語
の
省
略

　

例
や
、（
児
を
）
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。（
一
七
・
2
）

　
　

 

は
や
一
口
に
（
女
を
）
食
ひ
て
け
り
。（
五
九
・
１
）

　

場
面
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
前
後
の
文
を
よ
く
読
み
、
省
略
さ
れ

て
い
る
語
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
補
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

4
古
語
辞
典
の
引
き
方

　

古
語
辞
典
は
、
基
本
的
に
は
国
語
辞
典
と
同
じ
よ
う
に
引
く
こ
と
が

で
き
る
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

1
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
引
く

　
例
煩
ひ
（
わ
づ
ら
ひ
）　　

 

な
ほ

2
活
用
す
る
語
の
引
き
方

⑴�

動
詞　

終
止
形
に
直
し
て
引
く
。
終
止
形
は
、
一
部
の
例
外
（「
あ

り
」
な
ど
）
を
除
い
て
、
ウ
段
の
音
に
な
る
。

　

例
寝ね

→
寝ぬ　
　

お
ど
ろ
か
→
お
ど
ろ
く　
　

念
ず
る
→
念
ず

⑵�

形
容
詞　

終
止
形
に
直
し
て
引
く
。
終
止
形
は
、「
…
し
」「
…
じ
」

の
形
に
な
る
。

　

例�

わ
ろ
か
り
→
わ
ろ
し　
　

を
さ
な
き
→
を
さ
な
し

　
　

 

あ
ま
ね
く
→
あ
ま
ね
し　
　

む
つ
ま
じ
き
→
む
つ
ま
じ

⑶
形
容
動
詞　

語
幹
で
引
く
古
語
辞
典
が
多
い
。

　

例
ほ
の
か
に
→
ほ
の
か　
　

つ
れ
づ
れ
な
る
→
つ
れ
づ
れ

⑷
助
動
詞　

終
止
形
に
直
し
て
引
く
。

�

　

四
〇
～
四
二
ペ
ー
ジ
「
古
文
を
読
む
た
め
に
４
」
参
照
。

　

調
べ
た
い
語
を
古
語
辞
典
で
引
く
と
、
意
味
が
複
数
あ
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
ど
の
意
味
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
前

後
の
文
脈
を
確
か
め
な
が
ら
決
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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十じ
つ

訓き
ん

抄せ
う

大お
ほ

江え

山や
ま

　

和い
づ
み泉

式し
き

部ぶ

、
保や

す

昌ま
さ

が
妻め

に
て
、
丹
後
に
下
り

け
る
ほ
ど
に
、
京き

や
うに

歌う
た

合あ
は
せあ

り
け
る
に
、
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

、
歌
詠
み
に
と
ら
れ
て
詠
み
け
る
を
、 

定さ
だ

頼よ
り
の

中ち
ゆ
う 

言ご
ん

、
た
は
ぶ
れ
て
、
小
式
部
内
侍

あ
り
け
る
に
、「
丹
後
へ
遣
は
し
け
る
人
は
参ま

ゐ

り
た
り
や
。
い
か
に
心
も
と
な
く
お
ぼ
す
ら

む
。」と
言
ひ
て
、
局つ

ぼ
ねの
前ま

へ

を
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
、

御み

簾す

よ
り
半な

か

ら
ば
か
り
出い

で
て
、
僅わ

づ

か
に
直な

ほ
し衣

の
袖
を
ひ
か
へ
て
、

　
　

大
江
山
い
く
の
の
道
の
遠と

ほ

け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
天あ

ま

の
橋は

し

立だ
て

1

2

3

4

5

6

7

納な

＊

＊

＊

＊

8

●

●

9

●

10

11

1
和
泉
式
部　

生
没
年
未
詳
。
歌
人
。
初
め

橘
た
ち
ば
な
の

道み
ち

貞さ
だ

の
妻
と
な
り
、
小
式
部
内
侍
を

産
ん
だ
。
後
に
藤

ふ
じ
わ

原ら
の

保
昌
の
妻
と
な
っ
た
。

2
保
昌　

藤
原
保
昌
。
九
五
八
年
〜
一
〇
三

六
年
。
丹
後
の
国
の
国
司
な
ど
を
歴
任
し
た
。

3
丹
後　

現
在
の
京
都
府
北
部
。

4
歌
合　

参
加
者
が
左
右
の
組
に
分
か
れ
、
決

め
ら
れ
た
題
で
詠
ん
だ
和
歌
を
出
し
合
い
、

そ
の
優
劣
を
競
う
催
し
。

5
小
式
部
内
侍　

生
年
未
詳
〜
一
〇
二
五
年
。

歌
人
。

6
歌
詠
み
に
と
ら
れ
て　

歌
合
の
詠
み
手
と
し

て
選
ば
れ
て
。

7
定
頼
中
納
言　

藤
原
定
頼
。
九
九
五
年
〜

一
〇
四
五
年
。
歌
人
。
藤
原
公き
ん

任と
う

の
息
子
。

8
局　
（
女
房
た
ち
の
）
部
屋
。

問
「
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
」「
出
で
て
」「
ひ
か
へ
て
」

の
主
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

9
直
衣　

貴
族
の
男
性
が
着
る
平
服
。

10
大
江
山　

現
在
の
京
都
市
と
亀
岡
市
と
の

境
に
あ
る
山
。
一
説
に
、
生い
く

野の 

（
現
在
の
京

都
府
福
知
山
市
生
野
）
の
北
の
丹
後
に
あ
る

大
江
山
。

天の橋立

510

24



と
詠
み
か
け
け
り
。
思
は
ず
に
あ
さ
ま
し
く
て
、「
こ
は
い
か
に
。
か
か
る
や
う
や
は
あ
る
。」

と
ば
か
り
言
ひ
て
、
返
歌
に
も
及
ば
ず
、
袖
を
引
き
放
ち
て
逃
げ
ら
れ
け
り
。

　

小
式
部
、
こ
れ
よ
り
、
歌
詠
み
の
世
に
お
ぼ
え
出
で
き
に
け
り
。

　

こ
れ
は
う
ち
ま
か
せ
て
の
理
運
の
こ
と
な
れ
ど
も
、
か
の
卿き

や
うの
心
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
歌
、

た
だ
今
詠
み
出
だ
す
べ
し
と
は
、
知
ら
れ
ざ
り
け
る
に
や
。

●
＊

＊

12

11
天
の
橋
立　

現
在
の
京
都
府
宮み

や

津づ

市
に
あ
る

砂
州
。
丹
後
の
国
の
名
勝
地
。

問
「
か
か
る
や
う
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

12
う
ち
ま
か
せ
て
の
理
運
の
こ
と　

ご
く
普
通

で
、
当
然
の
こ
と
。

遣
は
す　

参
る　

心
も
と
な
し　

お
ぼ
す

か
か
る　

お
ぼ
え

1
「
丹
後
へ
遣
は
し
け
る
人
は
参
り
た
り
や
。」（
二
四
・
６
〜
７
）
と
い
う
言
葉
に
は
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
大
江
山
」
の
歌
で
、
小
式
部
内
侍
は
定
頼
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
本
文
中
か
ら
形
容
詞
を
全
て
抜
き
出
し
て
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
「
大
江
山
」
の
歌
に
つ
い
て
、

⑴�

「
い
く
の
の
道
」「
ふ
み
も
み
ず
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
意
味
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

⑵
こ
の
歌
の
ど
の
よ
う
な
点
が
す
ば
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

　
　

十
訓
抄　

説
話
集
。
編
者
は
六ろ

く

波は

羅ら

二に

﨟ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

入
道
（
伝
未
詳
）
と
い
わ
れ
る
。
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
成
立
。
十
種
の
教
訓
の

も
と
に
約
二
百
八
十
編
の
説
話
を
収
め
る
。
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

5
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1
活
用
・
活
用
形

　

例
え
ば
、「
言
ふ
」
は
「
言
へ
ば
」
の
よ
う
に
、
語
の
形
が
変
化
す
る
。

こ
れ
を
活
用
と
い
う
。
活
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
活
用
形
と
い
い
、

次
の
六
種
に
分
類
さ
れ
る
。

　

活
用
形
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
す
る
。

⑴�

現
代
語
の
「
仮
定
形
」
の
位
置
に
、
古
文
で
は
「
已
然
形
」
が
置

か
れ
、
働
き
も
異
な
る
。

古
文
を
読
む
た
め
に
　3

⑵�

活
用
す
る
語
（
活
用
語
）
は
、
変
化
し
な
い
部
分
を
語
幹
、
変
化

す
る
部
分
を
語
尾
（
活
用
語
尾
）
と
い
う
。

　

例
言　

は　
（
未
然
形
）
ず　
　

言　

へ　
（
已
然
形
）
ど
も

2
動
詞

　

用
言
の
う
ち
、
動
作
・
作
用
・
存
在
な
ど
を
表
し
、
言
い
切
り
の
末

尾
が
原
則
と
し
て
ウ
段
（
ラ
行
変
格
活
用
の
動
詞
の
み
イ
段
）
の
語
を

動
詞
と
い
う
。
古
文
の
動
詞
は
活
用
の
し
か
た
か
ら
次
の
九
種
に
分
類

さ
れ
る
。

�

　
活
用
表
は
三
〇
八
〜
三
一
〇
ペ
ー
ジ
「
文
語
・
口
語
動
詞
活
用
表
」
参
照
。

語
幹
語
尾

語
幹
語
尾

活
用
形

活
用
形
の
名
称
の
意
味

下
に
続
く
主
な
語

未
然
形

ま
だ
そ
の
事
態
に
な
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
内
容
を
表
す
形
。

助
動
詞
「
ず
・
む
」

連
用
形

用
言
な
ど
に
連
な
る
形
。

助
動
詞
「
け
り
・
た
り
」

助
詞
「
て
」

終
止
形

言
い
切
り
の
形
。

（
言
い
切
る
）

連
体
形

体
言
な
ど
に
連
な
る
形
。

名
詞
「
こ
と
・
と
き
」

已い

然ぜ
ん

形

す
で
に
そ
の
事
態
に
な
っ
た
、

と
い
う
内
容
を
表
す
形
。

助
詞
「
ど
・
ど
も
」

命
令
形

命
令
の
言
い
切
り
の
形
。

（
命
令
で
言
い
切
る
）

活
用
の
種
類

活
用
の
し
か
た

例
語

四
段
活
用

上
二
段
活
用

下
二
段
活
用

上
一
段
活
用

下
一
段
活
用

カ
行
変
格
活
用

サ
行
変
格
活
用

ナ
行
変
格
活
用

ラ
行
変
格
活
用

ア
〜
エ
の
四
段

イ
・
ウ
の
二
段

ウ
・
エ
の
二
段

イ
段
の
み
の
一
段

エ
段
の
み
の
一
段

カ
行
の
三
段

サ
行
の
三
段

ナ
行
の
四
段

ラ
行
の
四
段

思
ふ　

知
る

落
つ　

過
ぐ

上
ぐ　

寝ぬ

着
る　

見
る

蹴
る

来くす　

お
は
す

死
ぬ　

往い

ぬ

あ
り　

を
り

ア
イ
ウ
エ
オ

ア
イ
ウ
エ
オ

ア
イ
ウ
エ
オ

ア
イ
ウ
エ
オ

ア
イ
ウ
エ
オ

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

な
に
ぬ
ね
の

ら
り
る
れ
ろ
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3
形
容
詞

　

用
言
の
う
ち
、
性
質
や
状
態
、
人
の
感
情
な
ど
を
表
し
、「　

し
」

で
言
い
切
る
語
を
形
容
詞
と
い
う
。
形
容
詞
に
は
、
連
用
形
の
活
用
語

尾
が
「　

く
」
に
な
る
ク
活
用
と
、「　

し
く
」
に
な
る
シ
ク
活
用
が

あ
る
。

4
形
容
動
詞

　

用
言
の
う
ち
、
性
質
や
状
態
を
表
し
、「　

な
り
」
ま
た
は
「　

た
り
」

	

　

�

ク
活
用
の
形
容
詞
は
物
事
の
客
観
的
な
性
質
・
状
態
を
表
し
、
シ
ク
活
用
の

形
容
詞
は
人
の
感
情
な
ど
の
主
観
的
な
内
容
を
表
す
傾
向
が
あ
る
。

	

　

��

ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
本
活
用
（
点
線
右
側
）
と
、
連
用
形

が
「
か
り
」「
し
か
り
」
に
な
る
カ
リ
活
用
（
点
線
左
側
）
の
二
系
統
が
あ
る
。

カ
リ
活
用
は
補
助
活
用
と
も
い
い
、
下
に
助
動
詞
を
続
け
る
場
合
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
。

	

　

��

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
に
は
、「
い
み
じ
」「
す
さ
ま
じ
」
な
ど
の
よ
う
に
活
用

語
尾
が
「
じ
」
と
濁
音
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

で
言
い
切
る
語
を
形
容
動
詞
と
い
う
。
前
者
を
ナ
リ
活
用
と
呼
び
、
後

者
を
タ
リ
活
用
と
呼
ぶ
。

5
係
り
結
び

　

普
通
、
文
が
活
用
語
で
終
わ
る
と
き
は
、
終
止
形
か
命
令
形
で
結
ぶ
。

し
か
し
、
文
中
に
次
の
表
の
係
助
詞
（
五
二
ペ
ー
ジ
）
が
あ
る
場
合
、
そ

れ
に
応
じ
て
文
末
（
結
び
）
の
活
用
語
が
、
連
体
形
ま
た
は
已
然
形
に

な
る
。
こ
れ
を
係
り
結
び
と
い
う
。

　

例
昔
の
人
の
袖
の
香 

ぞ 

す
る
（
二
六
一
・
3
）

　

例
初
め
終
は
り 

こ
そ 

を
か
し
け
れ
。（
三
六
・
９
）

サ
行
変
格
活
用
動
詞
・
連
体
形

形
容
詞
・
已
然
形

活
用
の
種
類

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ク
活
用

白
し

し
ろ
（
く
）

く

し

き

け
れ

○

か
ら

か
り

○ 

か
る

○ 

か
れ

シ
ク
活
用

美
し

う
つ
く
（
し
く
）
し
く

し

し
き

し
け
れ

○

し
か
ら
し
か
り

○ 
し
か
る

○

し
か
れ

助
詞

意
味

結
び

や
・
か　

疑
問
・
反
語

連
体
形
で
結
ぶ

ぞ
・
な
む

強
意
　
　
　

こ
そ　
　

已
然
形
で
結
ぶ

活
用
の
種
類

例
語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ナ
リ
活
用
ほ
の
か
な
り

ほ
の
か

な
ら

な
りに

な
り
な
る
な
れ
な
れ

タ
リ
活
用

朧ろ
う

々ろ
う

た
り
ろ
う
ろ
う
た
ら

た
りと

た
り
た
る
た
れ
た
れ
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古
文
を
読
む
た
め
に
3



　
声
に
出
し
て
古
文
を
読
む�

　
　

い
け
な
い
、
寝
坊
だ
。

　
　

時
計
は
ど
こ
だ
。

　
　

も
う
学
校
へ
出
か
け
る
時
間
じ
ゃ
な
い
か
。

　

高
校
生
の
朝
の
ひ
と
こ
ま
の
描
写
で
あ
る
。「
時
計
」
は
平
仮
名
で

表
記
す
る
と
「
と
け
い
」
と
な
る
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
話
し
て
い
る

の
を
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、「
ト
ケ
イ
」
と
は
聞
こ
え
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
ト
ケ
ー
」
と
聞
こ
え
る
。
さ
ら
に
、「
学
校
」
は
「
ガ
ッ

コ
ウ
」
で
は
な
く
、「
ガ
ッ
コ
ー
」
と
聞
こ
え
る
し
、「
学
校
へ
」
の
「
へ
」

は
「
ヘ
」
で
は
な
く
て
、「
エ
」
と
発
音
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
現

代
語
で
も
表
記
の
と
お
り
に
発
音
し
て
い
な
い
言
葉
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

古
文
で
は
、
表
記
と
発
音
と
の
関
係
が
、
現
代
語
よ
り
も
複
雑
で
あ

る
。
古
文
の
学
習
は
正
し
く
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

古
文
を
読
む
と
き
の
ル
ー
ル
を
学
び
、
正
確
に
読
め
る
よ
う
に
し
よ
う
。

実
は
、
古
文
を
正
確
に
読
む
と
、
目
で
見
て
い
る
だ
け
の
と
き
よ
り
も

内
容
が
理
解
し
や
す
く
な
る
。
初
め
は
た
く
さ
ん
音
読
し
て
、
古
文
を

滑
ら
か
に
読
め
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
声
に
出
さ
な

く
て
も
次
第
に
内
容
が
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

さ
あ
、
古
文
を
音
読
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
古
文
を
読
む
た
め
に
１
」（
一
八
ペ
ー
ジ
）の
1�
歴
史
的
仮
名
遣
い
の

読
み
方
の
ル
ー
ル
1
～
4
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を「
児
の
そ
ら
寝
」

（
一
六
〜
一
七
ペ
ー
ジ
）「
絵
仏
師
良
秀
」（
二
〇
〜
二
一
ペ
ー
ジ
）「
大
江
山
」

（
二
四
〜
二
五
ペ
ー
ジ
）の
本
文
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
古
文
を
読
む
た
め
に
１
」の
1�
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
読
み
方
の

ル
ー
ル
5
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を「
児
の
そ
ら
寝
」「
絵
仏
師
良
秀
」

「
大
江
山
」の
本
文
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
み
よ
う
。

・�

そ
の
際
に
、
1
の
ル
ー
ル
と
5
の
ル
ー
ル
を
二
段
階
に
用
い
て
い

る
箇
所
に
気
を
つ
け
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、「
児
の
そ
ら
寝
」「
絵
仏
師
良
秀
」「
大
江
山
」の

本
文
を
間
違
え
た
箇
所
で
交
代
し
な
が
ら
、
順
に
音
読
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
児ち
ご

の
そ
ら
寝
」「
絵
仏
師
良
秀
」「
大
江
山
」
の
本
文
を
、

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。

課
題

１２３

❖
単
元
の
言
語
活
動

1
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『
徒
然
草
』
に
表
れ
た
作
者
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
を
捉
え
る
。

文
語
助
動
詞
の
種
類
と
用
法
を
理
解
す
る
。

作
者
の
主
張
を
読
み
取
り
、
批
評
す
る
。

徒
然
草
亀
山
殿
の
御
池
に
（
第
五
十
一
段
）

大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
（
第
五
十
九
段
）

奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
（
第
八
十
九
段
）

花
は
盛
り
に
（
第
百
三
十
七
段
）

　
　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
（
序
段
）

古
文
を
読
む
た
め
に
4

　

助
動
詞

　
　

 

無
常
の
世
を
生
き
る

参
考

窓古
文
の1 随

筆

2

❖
単
元
の
言
語
活
動

2

　

作
者
の
主
張
を
読
み
取
る

700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

奈
良
絵
本
『
徒
然
草
』

机
に
向
か
い
、
筆
を
取
る
兼
好
。
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1
亀
山
殿　

後ご

嵯さ

峨が

・
亀
山
上
皇
の
離
宮
。

建
長
七（
一
二
五
五
）年
に
造
営
さ
れ
た
。
現

在
の
天
竜
寺
の
地
（
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
）

に
あ
っ
た
。

2
大
井
川　

大お
お

堰い

川が
わ

。
保
津
川
が
嵐
山
の
麓
を

流
れ
る
間
の
名
。
そ
の
下
流
は
桂

か
つ
ら

川が
わ

と
い
う
。

3
ま
か
せ
ら
れ
ん　

お
引
き
入
れ
に
な
ろ
う
。

「
ま
か
す
」
は
池
な
ど
に
水
を
引
く
意
。「
ら

れ
」
は
尊
敬
の
意
。

4
土
民　

土
地
の
住
民
。

5
お
ほ
か
た　

下
に
打
ち
消
し
の
表
現
を
伴
っ

て
「
全
然
」「
少
し
も
」
の
意
味
を
表
す
。

6
回
ら
で　

回
ら
な
い
で
。「
で
」
は
「
…
な
い

で
」
の
意
で
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
く
語
。

問
「
い
た
づ
ら
に
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子
か
。

7
宇
治　

宇
治
川
沿
い
の
地
。
現
在
の
京
都
府

宇
治
市
付
近
。
宇
治
川
は
昔
か
ら
水
車
で
有

名
で
あ
っ
た
。

8
結
ひ
て　

組
み
立
て
て
。

9
そ
の
道　

そ
の
専
門
。

仰
す　

い
た
づ
ら
な
り　

召
す　

参
ら
す　

め
で
た
し　

や
ん
ご
と
な
し

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

亀
山
殿
の
御み

池い
け

に

　

亀
山
殿
の
御
池
に
、
大
井
川
の
水
を
ま
か
せ
ら
れ
ん
と
て
、
大
井
の
土ど

民み
ん

に
仰
せ
て
、
水み

づ

車ぐ
る
まを

作
ら
せ
ら
れ
け
り
。
多
く
の
銭あ

し

を
給た

ま

ひ
て
、
数す

日じ
つ

に
営
み
出い

だ
し
て
掛
け
た
り
け
る
に
、

お
ほ
か
た
め
ぐ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
と
か
く
直
し
け

れ
ど
も
、
つ
ひ
に
回
ら
で
、
い
た
づ
ら
に
立
て
り

け
り
。

　

さ
て
、
宇
治
の
里さ

と

人び
と

を
召
し
て
、
こ
し
ら
へ
さ

せ
ら
れ
け
れ
ば
、
や
す
ら
か
に
結
ひ
て
参
ら
せ
た

り
け
る
が
、
思
ふ
や
う
に
め
ぐ
り
て
、
水
を
く
み
入
る
る
こ
と
、
め
で
た
か
り
け
り
。

　

よ
ろ
づ
に
そ
の
道
を
知
れ
る
者
は
、
や
ん
ご
と
な
き
も
の
な
り
。

�
（
第
五
十
一
段
）

兼け
ん　

好か
う

1

2

3

4

＊

5

6

●
＊

7

＊

8

＊

＊

9

＊

5

10

水車（石山寺縁起）
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1
「
大
井
の
土
民
」
の
「
数
日
に
営
み
出
だ
し
て
」（
三
〇
・
3
）
と
「
お
ほ
か
た
め
ぐ
ら
ざ
り
け
れ
ば
」（
三
〇
・
4
）
に
対
応
す

る
「
宇
治
の
里
人
」
の
様
子
を
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。
さ
ら
に
、「
大
井
の
土
民
」
と
「
宇
治
の

里
人
」
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
そ
の
道
を
知
れ
る
者
」（
三
〇
・
10
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
を
言
う
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
次
の
文
を
単
語
に
分
け
、
用
言
を
抜
き
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
終
止
形
に
直
し
て
み
よ
う
。

⑴
い
た
づ
ら
に
立
て
り
け
り
。（
三
〇
・
5
～
６
）　

⑵
や
ん
ご
と
な
き
も
の
な
り
。（
三
〇
・
10
）

1
「
そ
の
道
を
知
れ
る
者
」
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
、
身
近
に
い
る
人
の
中
か
ら
選
び
、
ど
の
よ
う
な
点
で
「
道
を
知
れ
る
」

と
言
え
る
の
か
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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本
意　

し
ば
し　

果
つ　

え
…
ず
（
打
消
）

い
と
ど　

き
は　

無
常　

い
と
き
な
し　

情

け

大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は

　

大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
、
去
り
が
た
く
、
心
に
か
か
ら
ん
こ
と
の
本ほ

意い

を
遂
げ
ず
し
て
、

さ
な
が
ら
捨
つ
べ
き
な
り
。
し
ば
し
、
こ
の
こ
と
果
て
て
、
同
じ
く
は
か
の
こ
と
沙
汰
し
お

き
て
、
し
か
し
か
の
こ
と
、
人
の
嘲
り
や
あ
ら
ん
、
行
く
末
難
な
く
し
た
た
め
ま
う
け
て
、

年
ご
ろ
も
あ
れ
ば
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
こ
と
待
た
ん
、
ほ
ど
あ
ら
じ
、
も
の
騒
が
し
か
ら
ぬ
や

う
に
な
ど
思
は
ん
に
は
、
え
さ
ら
ぬ
こ
と
の
み
い
と
ど
重
な
り
て
、
こ
と
の
尽
く
る
限
り
も

な
く
、
思
ひ
立
つ
日
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
お
ほ
や
う
、
人
を
見
る
に
、
少
し
心
あ
る
き
は
は
、

み
な
こ
の
あ
ら
ま
し
に
て
ぞ
一い

ち

期ご

は
過
ぐ
め
る
。

　

近
き
火
な
ど
に
逃
ぐ
る
人
は
、「
し
ば
し
。」
と
や
言
ふ
。
身
を
助
け
ん
と
す
れ
ば
、
恥
を

も
顧
み
ず
、
財た

か
らを

も
捨
て
て
逃
れ
去
る
ぞ
か
し
。
命
は
人
を
待
つ
も
の
か
は
。
無
常
の
来き

た

る

こ
と
は
、
水
火
の
攻
む
る
よ
り
も
速
や
か
に
、
逃
れ
が
た
き
も
の
を
、
そ
の
と
き
、
老
い
た

る
親
、
い
と
き
な
き
子
、
君
の
恩
、
人
の
情
け
、
捨
て
が
た
し
と
て
捨
て
ざ
ら
ん
や
。

�
（
第
五
十
九
段
）

1

＊

＊

＊

2

3

●

＊

＊

＊

4

●
＊

＊

＊

1
大
事　

人
の
一
生
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ

と
。
こ
こ
で
は
、
仏
道
に
入
り
、
悟
り
を
開

く
こ
と
。

2
し
た
た
め
ま
う
け
て　

前
も
っ
て
処
理
し
て

お
い
て
。

3
年
ご
ろ
も
あ
れ
ば
こ
そ
あ
れ　
「
長
年
の
間

こ
う
し
て
（
出
家
せ
ず
に
）
過
ご
し
て
き
た

の
だ
か
ら
」
の
意
か
。

問
「
…
な
ど
思
は
ん
に
は
」と
あ
る
が
、
思
う
こ

と
の
具
体
的
な
内
容
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

4
一
期　
一
生
。

問
「
無
常
」は
、
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

か
。

510
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1
「
大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
」（
三
二
・
2
）
に
と
っ
て
、
支
障
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
大
き
く
二
点
に
ま

と
め
て
み
よ
う
。

2
「
少
し
心
あ
る
き
は
」（
三
二
・
7
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
本
文
中
の
近
所
の
火
事
の
例
は
、
表
現
上
ど
の
よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
「
少
し
心
あ
る
き
は
」
は
、
な
ぜ
「
み
な
こ
の
あ
ら
ま
し
に
て
ぞ
一
期
は
過
ぐ
め
る
。」（
三
二
・
8
）
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

徒然草絵巻
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奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て

　

｢

奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
人
を
食
ら
ふ
な
る
。」
と
人
の
言
ひ
け
る
に
、「
山

な
ら
ね
ど
も
、
こ
れ
ら
に
も
、
猫
の
経へ

上
が
り
て
、
猫
ま
た
に
な
り
て
、
人
取
る
こ
と
は
あ

な
る
も
の
を
。」
と
言
ふ
者
あ
り
け
る
を
、
何な

に

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
か
や
、
連
歌
し
け
る
法
師
の
、�

　

 

願ぐ
わ
ん 

寺じ

の
ほ
と
り
に
あ
り
け
る
が
聞
き
て
、
ひ
と
り
あ
り
か
ん
身
は
、
心
す
べ
き
こ
と
に

こ
そ
と
思
ひ
け
る
こ
ろ
し
も
、
あ
る
所
に
て
夜
更
く

る
ま
で
連
歌
し
て
、
た
だ
ひ
と
り
帰
り
け
る
に
、
小こ

川が
は

の
は
た
に
て
、
音
に
聞
き
し
猫
ま
た
、
あ
や
ま
た

ず
足
も
と
へ
ふ
と
寄
り
来
て
、
や
が
て
か
き
つ
く
ま

ま
に
、
首
の
ほ
ど
を
食
は
ん
と
す
。
胆き

も

心こ
こ
ろも

失う

せ
て
、

防
が
ん
と
す
る
に
、
力
も
な
く
、
足
も
立
た
ず
、
小

川
へ
転
び
入
り
て
、「
助
け
よ
や
、
猫
ま
た
よ
や
、

よ
や
。」
と
叫
べ
ば
、
家
々
よ
り
松
ど
も
と
も
し
て

走
り
寄
り
て
見
れ
ば
、
こ
の
わ
た
り
に
見
知
れ
る
僧

1

2

3

4

●

5

行
ぎ
や
う

＊

6

＊

＊

7

＊

1
猫
ま
た　

伝
説
上
の
動
物
︒
藤
ふ
じ

原
わ
ら
の

定さ
だ

家い
え

の

『
明
月
記
』
に
﹁
目
は
猫
の
ご
と
く
︑
そ
の
体

は
犬
の
た
け
の
ご
と
し
︒﹂
と
あ
る
︒

2
経
上
が
り
て　

年
を
経
て
変
化
し
て
︒

3
あ
な
る
も
の
を　
﹁
あ
な
る
﹂
は
﹁
あ
る
な
る
﹂

の
音
便
﹁
あ
ん
な
る
﹂
の
﹁
ん
﹂
を
表
記
し
な

い
形
︒
音
読
す
る
と
き
に
は
︑﹁
あ
ん
な
る
﹂

と
読
む
︒

4
何
阿
弥
陀
仏　

な
ん
と
か
阿
弥
陀
仏
。
法
師

の
呼
称
を
曖
昧
に
ぼ
か
し
た
表
現
。

510

10

奈良絵本『徒然草』

    

●

奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
●

「
奥
山
に
猫1

ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
人
を
食
ら
ふ
な
る
。」
と
人
の
言
ひ
け
る
に
、

「
山
な
ら
ね
ど
も
、
こ
れ
ら
に
も
、
猫
の2経へ

上
が
り
て
、
猫
ま
た
に
な
り
て
、
人
取
る
こ
と

は
あ3

な
る
も
の
を
。」
と
言
ふ
者
あ
り
け

る
を
、4
何な
に

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
か
や
、
連
歌
し
け

る
法
師
の
、5

行
ぎ
や
う

願ぐ
わ
ん寺じ

の
ほ
と
り
に
あ
り
け

る
が
聞◉

き
て
、
ひ
と
り
あ
り
か
ん
身
は
、

心
す
べ
き
こ
と
に
こ
そ
と
思
ひ
け
る
頃
し

も
、
あ
る
所
に
て
夜
更
く
る
ま
で
連
歌
し

て
、
た
だ
ひ
と
り
帰
り
け
る
に
、6
小こ

川が
は

の

は
た
に
て
、
音
に
聞
き
し
猫
ま
た
、
あ7

や

ま
た
ず
足
も
と
へ
ふ
と
寄
り
来
て
、
や
が

て
か8

き
つ
く
ま
ま
に
、
首
の
ほ
ど
を
食
は

ん
と
す
。
胆き
も

心こ
こ
ろも
う
せ
て
、
防
が
ん
と
す

1
猫
ま
た

伝
説
上
の
動
物
。
藤
ふ
じ

原
わ
ら
の

定さ
だ

家い
え

の

『
明
月
記
』
に
「
目
は
猫
の
ご
と
く
、
そ

の
体
は
犬
の
た
け
の
ご
と
し
。」
と
あ
る
。

2
経
上
が
り
て

年
を
経
て
変
化
し
て
。

3
あ
な
る
も
の
を

「
あ
な
る
」
は
「
あ
る

な
る
」
の
音
便
「
あ
ん
な
る
」
の
「
ん
」

を
表
記
し
な
い
形
。
音
読
す
る
と
き
に
は
、

「
あ
ん
な
る
」
と
読
む
。

510

奈良絵本『徒然草』

徒然草
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な
り
。「
こ
は
い
か
に
。」
と
て
、
川
の
中
よ
り
抱い

だ

き
起
こ
し
た
れ
ば
、
連
歌
の
賭
け
物
取
り

て
、
扇
、
小
箱
な
ど
懐
に
持
ち
た
り
け
る
も
、
水
に
入
り
ぬ
。
希け

有う

に
し
て
助
か
り
た
る
さ

ま
に
て
、
は
ふ
は
ふ
家
に
入
り
に
け
り
。

　

飼
ひ
け
る
犬
の
、
暗
け
れ
ど
主
を
知
り
て
、
飛
び
つ
き
た
り
け
る
と
ぞ
。

�

（
第
八
十
九
段
）

●

8

＊

問
「
法
師
の
」は
、
下
の
部
分
と
ど
の
よ
う
な
関

係
で
続
い
て
い
る
か
。

5
行
願
寺　

京
都
府
京
都
市
上か
み
ぎ
ょ
う京
区
に
あ
っ

た
寺
。
そ
の
後
、
移
転
し
て
、
現
在
は
中

な
か
ぎ
ょ
う京

区
に
あ
る
。

6
小
川　

行
願
寺
の
近
く
を
流
れ
て
い
た
川
の

名
前
。

7
松　

た
い
ま
つ
。

問
「
抱
き
起
こ
し
た
れ
ば
」
の
主
語
は
、
誰
か
。

8
連
歌
の
賭
け
物　

連
歌
の
会
で
の
賞
品
。

あ
り
く　

や
が
て　

失
す　

わ
た
り　

希
有

な
り

5

1
﹁
猫
ま
た
﹂
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
︑
法
師
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
か
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

2
﹁
猫
ま
た
﹂
が
現
れ
た
後
の
︑
法
師
の
様
子
と
行
動
を
、
順
を
追
っ
て
箇
条
書
き
に
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
と
活
用
形
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
人
を
食
ら
ふ
な
る
。（
三
四
・
2
）	

⑵
山
な
ら
ね
ど
も
（
三
四
・
2
〜
3
）

⑶
人
取
る
こ
と
は
あ
な
る
も
の
を
。（
三
四
・
3
〜
4
）	

⑷
見
知
れ
る
僧
な
り
。（
三
四
・
14
〜
三
五
・
1
）

2
最
後
の
一
文
は
、
表
現
上
ど
の
よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
作
者
は
法
師
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
本
文
の
描
写
を
手
が
か
り
に
し
て
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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510

花
は
盛
り
に

　

花
は
盛
り
に
、
月
は
く
ま
な
き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
。
雨
に
向
か
ひ
て
月
を
恋
ひ
、
垂

れ
こ
め
て
春
の
行
方
知
ら
ぬ
も
、
な
ほ
あ
は
れ
に
情
け
深
し
。
咲
き
ぬ
べ
き
ほ
ど
の
梢こ

ず
ゑ、

散

り
し
を
れ
た
る
庭
な
ど
こ
そ
、
見
ど
こ
ろ
多
け
れ
。
歌
の
詞

こ
と
ば

書が
き

に
も
、「
花
見
に
ま
か
れ
り

け
る
に
、
は
や
く
散
り
過
ぎ
に
け
れ
ば
。」
と
も
、「
障
る
こ
と
あ
り
て
ま
か
ら
で
。」
な
ど

も
書
け
る
は
、「
花
を
見
て
。」
と
言
へ
る
に
劣
れ
る
こ
と
か
は
。
花
の
散
り
、
月
の
傾か

た
ぶく

を

慕
ふ
習
ひ
は
、
さ
る
こ
と
な
れ
ど
、
こ
と
に
か
た
く
な
な
る
人
ぞ
、「
こ
の
枝
、
か
の
枝
散

り
に
け
り
。
今
は
見
ど
こ
ろ
な
し
。」
な
ど
は
言
ふ
め
る
。

　

よ
ろ
づ
の
こ
と
も
、
初
め
終
は
り
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
男

を
と
こ

女を
ん
なの
情
け
も
、
ひ
と
へ
に
逢あ

ひ

見
る
を
ば
い
ふ
も
の
か
は
。
逢
は
で
や
み
に
し
憂
さ
を
思
ひ
、
あ
だ
な
る
契
り
を
か
こ
ち
、

長
き
夜
を
ひ
と
り
明
か
し
、
遠
き
雲
居
を
思
ひ
や
り
、
浅あ

さ

茅ぢ

が
宿
に
昔
を
し
の
ぶ
こ
そ
、
色

好
む
と
は
言
は
め
。

　

望も
ち

月づ
き

の
く
ま
な
き
を
千ち

里さ
と

の
外ほ

か

ま
で
な
が
め
た
る
よ
り
も
、
暁
近
く
な
り
て
待
ち
出い

で
た

る
が
、
い
と
心
深
う
、
青
み
た
る
や
う
に
て
、
深
き
山
の
杉
の
梢
に
見
え
た
る
、
木こ

の
間ま

の

＊

1

2

＊

＊

3

＊

●

4＊

＊

＊

＊ 5

＊

＊

6

7

●

＊

8

＊

9

＊

＊

1
雨
に
向
か
ひ
て
月
を
恋
ひ　
﹃
類る
い

聚じ
ゅ
う

句く

題だ
い

抄し
ょ
う』

の
「
対む

か
ヒ
テ

　

雨ニ

恋フ 

月ヲ

」
と
い
う
題
を
踏
ま
え
る
。

2
垂
れ
こ
め
て
︙　
『
古
今
和
歌
集
』
春
下
に

「
垂
れ
こ
め
て
春
の
行
方
も
知
ら
ぬ
間
に
待

ち
し
桜
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」︵
藤
ふ
じ
わ
ら
の原

因よ
る

香か

）

と
あ
る
。「
垂
れ
こ
め
て
」と
は
、
簾す

だ
れを
垂
ら

し
て
そ
の
中
に
引
き
籠
も
る
こ
と
を
指
す
。

3
詞
書　

和
歌
の
前
書
き
。
作
歌
の
状
況
や
趣

旨
な
ど
を
説
明
し
た
も
の
。

問
﹁
花
を
見
て
︒﹂
と
い
う
詞
書
と
比
べ
て
︑
ほ

か
の
二
つ
の
詞
書
に
は
︑
ど
の
よ
う
な
共
通

点
が
あ
る
か
︒

4
か
た
く
な
な
る
人　

情
緒
を
解
さ
な
い
、
不

粋
な
人
。

5
あ
だ
な
る
契
り　

は
か
な
く
、
実
を
結
ば
な

か
っ
た
（
恋
人
と
の
）
約
束
。

6
遠
き
雲
居　

遠
く
離
れ
た
場
所
。

7
浅
茅
が
宿　

茅ち
が
やな
ど
が
生
い
茂
っ
た
、
荒
れ

果
て
た
家
。

問
﹁
昔
を
し
の
ぶ
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
の
ん
で
い
る
の
か
︒

8
色
好
む　

恋
の
情
緒
が
分
か
る
︒

9
千
里
の
外　

は
る
か
遠
い
所
︒﹃
白
氏
文
集
﹄

レ

レ
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影
、
う
ち
し
ぐ
れ
た
る
群む

ら

雲く
も

隠が
く

れ
の
ほ
ど
、
ま
た
な
く
あ
は
れ
な
り
。
椎し

ひ

柴し
ば

、
白し

ら

樫か
し

な
ど
の
、

濡ぬ

れ
た
る
や
う
な
る
葉
の
上
に
き
ら
め
き
た
る
こ
そ
、
身
に
し
み
て
、
心
あ
ら
ん
友
も
が
な

と
、
都
恋
し
う
お
ぼ
ゆ
れ
。

　

す
べ
て
、
月･

花
を
ば
、
さ
の
み
目
に
て
見
る
も
の
か
は
。
春
は
家
を
立
ち
去
ら
で
も
、

月
の
夜
は
閨ね

や

の
内
な
が
ら
も
思
へ
る
こ
そ
、
い
と
頼
も
し
う
、
を
か
し
け
れ
。
よ
き
人
は
、

ひ
と
へ
に
好
け
る
さ
ま
に
も
見
え
ず
、
興
ず
る
さ
ま
も
な
ほ
ざ
り
な
り
。
片
田
舎
の
人
こ
そ
、

色
濃
く
よ
ろ
づ
は
も
て
興
ず
れ
。
花
の
も
と
に
は
、
ね
ぢ
寄
り
立
ち
寄
り
、
あ
か
ら
め
も
せ

ず
ま
も
り
て
、
酒
飲
み
、
連
歌
し
て
、

果
て
は
、
大
き
な
る
枝
、
心
な
く
折

り
取
り
ぬ
。
泉
に
は
手
・
足
さ
し
浸

し
て
、
雪
に
は
下
り
立
ち
て
跡
つ
け

な
ど
、
よ
ろ
づ
の
物
、
よ
そ
な
が
ら

見
る
こ
と
な
し
。

�

（
第
百
三
十
七
段
）

＊

10

11

12

＊

13

● 14

15

＊

16

に﹁
三
五
夜
中
新
月ノ

色　

二
千
里
外
故
人ノ

心
」

（
白
居
易
）
と
あ
る
︒
一
五
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

10
椎
柴　

椎
の
木
の
こ
と
。「
椎
」は
ブ
ナ
科
の

常
緑
高
木
。
実
は
食
用
に
な
る
。

11
白
樫　

ブ
ナ
科
の
常
緑
高
木
。
葉
が
小
さ
く
、

葉
裏
が
白
い
。

12
心
あ
ら
ん
友　

情
緒
を
解
す
る
よ
う
な
友
。

13
閨　

寝
室
。

14
色
濃
く　

し
つ
こ
く
。

問
﹁
色
濃
く
」
と
対
照
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語

は
、
こ
こ
で
は
、
何
か
。

15
あ
か
ら
め
も
せ
ず　

脇
目
も
ふ
ら
ず
。

16
よ
そ
な
が
ら
見
る　

そ
れ
と
な
く
見
る
。

く
ま
な
し　

な
ほ　

あ
は
れ
な
り　

ま
か
る�

か
た
く
な
な
り　

を
か
し　

逢
ふ　

あ
だ
な

り　

契
り　

か
こ
つ　

し
の
ぶ　

望
月　

暁�

い
と　

影　

お
ぼ
ゆ　

ま
も
る

5

10

    

う
ち
し
ぐ
れ
た
る
群む
ら

雲く
も

隠が
く

れ
の
ほ
ど
、
ま
た
な
く
あ
は
れ
な
り
。11
椎し
ひ

柴し
ば

、12
白し
ら

樫か
し

な
ど
の
、
濡ぬ

れ
た
る
や
う
な
る
葉
の
上
に
き
ら
め
き
た
る
こ
そ
、
身
に
し
み
て
、
心13

あ
ら
ん
友
も
が
な
と
、

都
恋
し
う
お
ぼ
ゆ
れ
。

（
第
百
三
十
七
段）

9
色
好
む

恋
の
情
緒
が
分
か
る
。

10
千
里
の
外

は
る
か
遠
い
所
。『
白
氏
文

集
』
に
「
三
五
夜
中
新
月ノ

色

二
千
里
外

故
人ノ

心
」
と
あ
る
。
三
七
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

11
椎
柴

椎
の
木
の
こ
と
。「
椎
」
は
ブ
ナ

科
の
常
緑
高
木
。
実
は
食
用
に
な
る
。

12
白
樫

ブ
ナ
科
の
常
緑
高
木
。
葉
が
小
さ

く
、
葉
裏
が
白
い
。

13
心
あ
ら
ん
友

情
緒
を
解
す
る
よ
う
な
友
。

＊く
ま
な
し

あ
は
れ
な
り

か
た
く
な
な
り

を
か
し

あ
だ
な
り

契
り

か
こ
つ

し

の
ぶ

望
月

い
と

影
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1
本
文
で
作
者
が
好
ま
し
く
思
っ
て
い
る
「
花
」「
男
女
の
情
け
」「
月
」
の
状
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま

と
め
て
み
よ
う
。

2
「
よ
そ
な
が
ら
見
る
」（
三
七
・
12
〜
13
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
態
度
の
こ
と
を
言
う
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
と
活
用
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
咲
き
ぬ
べ
き
ほ
ど
の
梢
（
三
六
・
3
）

⑵
は
や
く
散
り
過
ぎ
に
け
れ
ば
。（
三
六
・
5
）

1
作
者
の
論
の
立
て
方
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
の
立
論
の
し
か
た
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

　
　 

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日ひ

暮く

ら
し
硯す
ず
り

に
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

�

（
序
段
）

参
考＊

＊

つ
れ
づ
れ
な
り
　
あ
や
し

510

暗 唱
してみよう
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随
筆
︒
作
者
は
兼
好
︒
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
〜　
　

 （
一
三
三
一
）
年
頃
成
立
︒
序
段
の
ほ
か
二
百
四
十
三
段
か
ら
成
る
︒

自
然
観
察
︑
人
生
論
︑
恋
愛
話
な
ど
多
様
な
話
題
に
鋭
い
視
点
か
ら
批
評
を
加
え
︑
人
間
や
社
会
の
諸
相
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
て
い
る
︒

本
文
は
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
よ
っ
た
︒

　
　

兼
好　

弘こ
う

安あ
ん

六
（
一
二
八
三
）
年
頃
〜　
　

 

（
一
三
五
二
）
年
頃
︒
歌
人
︒
俗
名
は
卜う

ら

部べ
の

兼か
ね

好よ
し

と
も
︒
博
学
多
識
で
歌
人
と
し
て
も
知

ら
れ
、
頓と

ん

阿あ

・
浄
弁
・
慶
運
と
と
も
に
二
条
派
の
﹁
和
歌
四
天
王
﹂
と
称
せ
ら
れ
た
︒
家
集
に
﹃
兼
好
法
師
集
﹄
が
あ
る
︒

元
徳
三

元げ
ん

弘こ
う

元

正
平
七

文ぶ
ん

和な

元

嵯
さ

峨
が

本『徒然草』
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助
動
詞�
　 

三
一
二
～
三
一
三
ペ
ー
ジ「
文
語
助
動
詞
一
覧
表
」参
照
。

　

活
用
の
あ
る
付
属
語
を
助
動
詞
と
い
う
。
自
立
語
や
ほ
か
の
助
動
詞

に
付
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
加
え
、
叙
述
を
助
け
る
語
で
あ
る
。

主
な
助
動
詞
の
種
類
と
用
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

1
過
去
の
助
動
詞〔
き
・
け
り
〕

　
「
き
」
は
話
し
手
（
書
き
手
）
が
直
接
経
験
し
た
過
去
を
表
し
、「
け

り
」
は
伝
聞
し
た
過
去
を
表
す
場
合
が
多
い
。

　

例
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。（
七
九
・
7
）

		


比ひ

叡え

の
山
に
児ち
ご

あ
り
け
り
。（
一
六
・
2
）

2
完
了
の
助
動
詞〔
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
〕

　
「
つ
」
は
意
志
的
な
動
作
の
完
了
を
表
し
、「
ぬ
」
は
自
然
的
な
作
用

の
完
了
を
表
す
傾
向
が
あ
る
。

　

例
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
付
け
つ
。（
四
七
・
12
）

		


竹
の
中
に
お
は
す
る
に
て
、
知
り
ぬ
。（
四
六
・
6
）

　
「
つ
」「
ぬ
」
に
は
、
強
意
（
確
述
）
の
用
法
も
あ
る
。

古
文
を
読
む
た
め
に
　４

　
例
寝
ざ
ら
む
も
、
わ
ろ
か
り
な
む
（
一
六
・
4
）

　
「
た
り
」「
り
」
に
は
存
続
の
用
法
も
あ
る
。

　

例
す
で
に
し
出い

だ
し
た
る
さ
ま
に
て
、
ひ
し
め
き
合
ひ
た
り
。

		

�

（
一
六
・
6
〜
7
） 

3
打う

ち

消け
し

の
助
動
詞〔
ず
〕

　
「
ず
」
は
前
の
語
を
「
…
な
い
」
と
打
ち
消
す
助
動
詞
で
あ
る
。

　

例
し
出
だ
さ
む
を
待
ち
て
寝
ざ
ら
む
も
（
一
六
・
3
〜
4
）

		


ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
（
二
六
四
・
4
）

4
推
量
の
助
動
詞��〔
む〈
ん
〉・
む
ず〈
ん
ず
〉・
ま
し
・
け
む〈
け
ん
〉・

べ
し
・
ら
む〈
ら
ん
〉・
ら
し
・
め
り
〕

　
「
む
〈
ん
〉」「
む
ず
〈
ん
ず
〉」
は
文
末
で
は
主
に
推
量
・
意
志
を
表

す
。
文
中
で
連
体
形
の
場
合
は
、
仮
定
や
婉え
ん

曲き
ょ
くな
ど
の
意
味
で
用
い
ら

れ
る
。

		


　�

こ
の
例
の
よ
う
に
強
意
（
確
述
）
の
場
合
、
下
に
推
量
の
助
動
詞
を
伴
う

こ
と
が
多
い
。

		


　�

右
の
よ
う
に
、「
知
ら
ぬ
」
と
未
然
形
に
接
続
す
る
場
合
は
「
ぬ
」
は
打
消

の
意
味
で
あ
る
が
、「
知
り
ぬ
」
と
連
用
形
に
接
続
す
る
場
合
は
完
了
の
意

味
に
な
る
。
助
動
詞
の
意
味
の
把
握
に
は
、
こ
う
し
た
接
続
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

随
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例
な
ほ
飽
か
ず
や
あ
ら
む
（
七
九
・
14
） �

推
量

		


首
の
ほ
ど
を
食
は
ん
と
す
。（
三
四
・
10
） �

意
志

		


心
あ
ら
ん
友
も
が
な
（
三
七
・
2
） �

婉
曲

		


迎
へ
に
人
々
ま
う
で
来
む
ず
。（
四
九
・
5
〜
6
）�

推
量

　
「
ま
し
」
は
、
主
に
「
…
せ
ば
〜
ま
し
」「
…
ま
し
か
ば
〜
ま
し
」
の

形
で
、
反
実
仮
想
（
事
実
に
反
し
た
こ
と
を
仮
に
想
定
す
る
こ
と
）
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

　

例�

思
ひ
つ
つ
寝ぬ

れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ

ら
ま
し
を
（
二
六
一
・
11
）

　
「
べ
し
」
は
確
信
を
持
っ
て
推
量
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

意
志
・
可
能
・
当
然
・
適
当
・
命
令
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

　

例�

見
送
る
な
る
べ
し
。（
一
〇
一
・
7
） �

推
量

		


羽
な
け
れ
ば
、
空
を
も
飛
ぶ
べ
か
ら
ず
。（『
方
丈
記
』） �

可
能

		


子
に
な
り
給た
ま

ふ
べ
き
人
な
め
り
。（
四
六
・
6
〜
7
） �
当
然

　
「
ら
む
〈
ら
ん
〉」
は
主
に
現
在
推
量
の
意
味
で
、「
け
む
」
は
主
に

過
去
推
量
の
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
る
。

　
例�

春
立
つ
今
日
の
風
や
と
く
ら
む
（
二
六
〇
・
7
）

		


昔
は
聞
き
け
ん
も
の
を
（
八
七
・
２
）

　
「
ら
し
」「
め
り
」
は
推
定
の
意
味
で
用
い
る
。「
推
定
」
と
は
根
拠

の
あ
る
推
量
の
こ
と
で
あ
る
。「
ら
し
」
は
主
に
客
観
的
な
事
実
に
基

づ
く
推
定
を
表
し
、「
め
り
」
は
主
に
視
覚
的
な
根
拠
に
基
づ
く
推
定

を
表
す
。

　
例�

筒つ
つ

井ゐ

筒づ
つ

井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
丈
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹い
も

見
ざ
る

ま
に
（
六
四
・
９
）

　
　

子
に
な
り
給
ふ
べ
き
人
な
め
り
。（
四
六
・
6
〜
7
）

5
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞〔
な
り
〕

　
「
な
り
」
は
主
に
聴
覚
で
推
定
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
こ
か

ら
「
な
り
」
に
伝
聞
の
用
法
も
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
め
り
」
が

視
覚
で
推
定
す
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

例
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
（
七
四
・
２
）�

伝
聞

6
打
消
推
量
の
助
動
詞〔
じ
・
ま
じ
〕

　
「
じ
」
は
打
消
推
量
・
打
消
意
志
を
表
し
、「
ま
じ
」
は
打
消
推
量
・

打
消
意
志
の
ほ
か
不
可
能
・
打
消
当
然
・
不
適
当
・
禁
止
な
ど
を
表
す
。

「
じ
」
は
「
む
〈
ん
〉」
の
、「
ま
じ
」
は
「
べ
し
」
の
打
消
の
意
味
の

助
動
詞
で
あ
る
。

　

例�
京
に
は
あ
ら
じ
（
六
〇
・
11
）�

打
消
意
志

		


か
の
国
人
、
聞
き
知
る
ま
じ
く
思
ほ
え
た
れ
ど
も
（
七
八
・
1
）

�

打
消
推
量
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7
断
定
の
助
動
詞〔
な
り
・
た
り
〕

　
「
な
り
」「
た
り
」
は
断
定
の
意
味
を
表
す
助
動
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
体
言
や
活
用
語
の
連
体
形
に
接
続
す
る
。

　

例�

夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
（
六
二
・
3
）

		


清き
よ

盛も
り

、
嫡
男
た
る
に
よ
つ
て
（『
平
家
物
語
』）

　
「
な
り
」
に
は
、
存
在
の
意
味
も
あ
る
。

　

例�

春か
す
が日
な
る
三み

笠か
さ

の
山
に
出
で
し
月
か
も
（
七
七
・
14
）

8
受う

け

身み

・
尊
敬
・
可
能
・
自
発
の
助
動
詞〔
る
・
ら
る
〕

　
「
る
」「
ら
る
」
は
受
身
・
尊
敬
・
可
能
・
自
発
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
。「
自
発
」
と
は
「
自
然
と
そ
う
な
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

例�

い
ま
一
声
呼
ば
れ
て
い
ら
へ
む
（
一
七
・
1
）�
受
身

		


袖
を
引
き
放
ち
て
逃
げ
ら
れ
け
り
。（
二
五
・
2
）�
尊
敬

		


湯
水
飲
ま
れ
ず
（
五
〇
・
2
〜
3
）�

可
能

		


風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
二
六
一
・
５
）�

自
発

		


　�「
な
り
」
は
、「
ま
つ
虫
の
声
す
な
り
」
の
よ
う
に
、
終
止
形
に
接
続
す
る
場

合
は
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
で
あ
る
が
、「
春
日
な
る
」「
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」

の
よ
う
に
、
体
言
・
連
体
形
に
接
続
す
る
場
合
は
断
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。

		


　�「
る
」
と
「
ら
る
」
に
は
、
意
味
上
の
違
い
は
な
く
、
上
に
来
る
動
詞
の
活
用

の
種
類
が
違
う
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
「
す
」「
さ
す
」
も
同
様
で
あ
る
。

9
使
役
・
尊
敬
の
助
動
詞〔
す
・
さ
す
・
し
む
〕

　
「
す
」「
さ
す
」「
し
む
」
は
使
役
・
尊
敬
の
意
味
を
表
す
助
動
詞
で

あ
る
。
尊
敬
の
用
法
で
は
、「
…
せ
給
ふ
」
な
ど
と
下
に
尊
敬
の
補
助

動
詞
（
九
六
ペ
ー
ジ
）
を
伴
う
。

　

例�

物
も
絶
え
ず
得
さ
せ
た
り
。（
七
九
・
5
）�

使
役

		


あ
の
松
原
へ
入い

ら
せ
給
へ
。（
九
〇
・
5
〜
6
）�

尊
敬

⓾
願
望
の
助
動
詞〔
ま
ほ
し
・
た
し
〕

　
「
ま
ほ
し
」「
た
し
」
は
願
望
の
意
味
を
表
す
助
動
詞
で
あ
る
。

　

例�

紫
の
ゆ
か
り
を
見
て
、
続
き
の
見
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど

�

（『
更さ
ら

級し
な

日
記
』）

		


常
に
聞
き
た
き
は
、
琵び

琶は

・
和わ

琴ご
ん

。（『
徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』）

⓫
比
況
の
助
動
詞〔
ご
と
し
〕

　
「
ご
と
し
」
は
比
況
の
意
味
な
ど
を
表
す
。「
比
況
」
と
は
、
あ
る
も

の
を
ほ
か
の
も
の
に
比
べ
て
例
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

例�

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。（
九
四
・
3
）
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窓古
文
の

無
常
の
世
を
生
き
る

　

無
常
は
、
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
変
化
を
続
け
て
と
ど
ま
ら
ず
、

生
起
と
消
滅
を
繰
り
返
す
と
い
う
仏
教
の
観
念
で
あ
る
。
万
物
の
そ
の
よ

う
な
あ
り
方
を
心
に
深
く
悟
る
こ
と
を
、
無
常
観
と
い
う
。
こ
の
思
想
が

日
本
に
移
入
さ
れ
、
日
本
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、

特
に
中
世
の
文
学
作
品
に
著
し
い
。

　
「
祇ぎ

園を
ん

精し
や

舎う
じ
やの

鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。」
で
始
ま
る
『
平
家

物
語
』
の
冒
頭
（
九
四
ペ
ー
ジ
）
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
こ
の
物

語
は
、
絶
頂
を
極
め
た
平
家
一
族
の
滅
亡
の
さ
ま
を
語
っ
て
ゆ
く
。
平
家

の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
と
、
大
き
く
変
貌

し
て
ゆ
く
歴
史
そ
の
も
の
が
叙
述
さ
れ
る
。
無
常
観
は
、
激
動
の
時
代
を

記
述
す
る
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。
物
事
の
価
値
が
揺
れ
動
き
、
善
悪
の
基

準
す
ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
世
の
中
を
描
く
た
め
に
、
無
常
と
い
う

視
点
が
重
要
な
働
き
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。」
と

起
筆
す
る
『
方
丈
記
』
は
、「
そ
の
主あ

る
じ
と
す
み
か
と
、
無
常
を
争
ふ
さ
ま
、

い
は
ば
朝
顔
の
露
に
異
な
ら
ず
。」
と
、
人
と
人
が
住
む
場
所
の
無
常
の

さ
ま
を
語
る
。
と
り
わ
け
読
者
を
捉
え
て
離
さ
な
い
の
は
、
大
火
事
、
つ

1

む
じ
風
、
遷
都
、
飢き

饉き
ん

、
大
地
震
の
描
写
で
あ
る
。
日
本
の
中
心
都
市
平

安
京
に
甚
大
な
る
被
害
を
及
ぼ
し
た
こ
れ
ら
の
災
厄
が
、
実
に
迫
力
に
満

ち
た
筆
致
で
語
ら
れ
て
い
る
。
無
常
へ
の
認
識
が
、
未
曽
有
の
現
実
を
描

き
出
す
力
を
養
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』
は
無
常
を
さ
ら
に
積
極
的
に
捉
え
る
。「
世
は
定
め
な
き
こ

そ
い
み
じ
け
れ
。」、
世
界
は
無
常
だ
か
ら
こ
そ
す
ば
ら
し
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
無
常
で
な
か
っ
た
ら
、
物
事
の
味
わ
い
や
美
し
さ
へ
の
感
動
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
さ
え
言
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
唐
突
に
や
っ
て

く
る
死
を
し
っ
か
り
自
覚
せ
よ
、
と
繰
り
返
す
。
ど
う
せ
死
ぬ
の
だ
か
ら

何
を
し
て
も
無
意
味
だ
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
社
会
も
人
も
変
動
し
て

や
ま
な
い
世
界
で
、
ど
う
し
た
ら
自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
し
か
も
心
豊
か

に
生
き
ら
れ
る
か
、
そ
の
た
め
の
知
恵
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

動
乱
の
続
い
た
中
世
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
の
時
代
も
、
私
た
ち
は
先

の
見
え
な
い
今
を
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
ら
の
作
品
の
言
葉
は
、

時
代
を
越
え
て
人
々
の
心
に
届
く
の
で
あ
る
。

（
注
）

1
『
方
丈
記
』　

随
筆
。
作
者
は
鴨
か
も
の
ち
ょ
う
め
い

長
明
。
建け
ん

暦り
ゃ
く二

（
一
二
一
二
）
年
成
立
。

1
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作
者
の
主
張
を
読
み
取
る�

　

古
典
作
品
に
お
け
る
随
筆
の
代
表
と
も
言
え
る
『
徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』
は
、
多

彩
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
無
常
観
を
中
心
と
し
た
も
の
、

人
生
論
や
芸
術
論
、
説
話
的
な
も
の
、
有ゆ
う

職そ
く

故こ

実じ
つ

な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
気
ま
ま
に
つ
づ
ら
れ
る
の
が
随
筆
と
は
言
う
も
の
の
、『
徒

然
草
』
に
は
、
作
者
の
主
張
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
章
段
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
章
段
に
お
い
て
、
作
者
は
自
分
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
し

て
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
文
章

を
組
み
立
て
て
読
む
人
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
読
み
取
っ
て

み
よ
う
。

 
 

作
者
の
も
っ
と
も
主
張
し
た
い
こ
と
が
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
、

 
 

「
亀
山
殿
の
御み

池い
け

に
」「
大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
」
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
主
張
が
表
れ
て
い
る
箇
所
を
読
み
取
り
、
全

体
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、

ど
ち
ら
が
分
か
り
や
す
い
か
、
意
見
を
交
換
し
て
み
よ
う
。

課
題

１

読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

①�

「
亀
山
殿
の
御
池
に
」（
三
〇
ペ
ー
ジ
）
で
、
作
者
が
も
っ
と
も
主
張

し
た
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
箇
所
を
抜
き
出
す
。

②�

「
大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
」（
三
二
ペ
ー
ジ
）
で
、
作
者
が
も
っ
と

も
主
張
し
た
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
箇
所
を
抜
き
出
す
。

 
 

本
文
中
で
作
者
の
主
張
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
、
考
え

て
み
よ
う
。

①�

「
亀
山
殿
の
御
池
に
」
で
、
作
者
の
も
っ
と
も
主
張
し
た
い
部
分

が
ど
の
位
置
に
置
か
れ
、
全
体
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

②�

「
大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
」
で
、
作
者
の
も
っ
と
も
主
張
し
た

い
部
分
が
ど
の
位
置
に
置
か
れ
、
全
体
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

 
 

「
亀
山
殿
の
御
池
に
」「
大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は
」に
お
け
る
作
者

の
主
張
の
取
り
上
げ
方
を
比
べ
、
ど
ち
ら
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う

か
、
意
見
を
交
換
し
て
み
よ
う
。

・�
な
ぜ
、
分
か
り
や
す
い
と
思
う
の
か
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
示

し
て
意
見
を
述
べ
る
。

２３

❖
単
元
の
言
語
活
動

2
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『
竹
取
物
語
』
に
描
か
れ
た
人
物
の
心
情
な
ど
を
読
み
取
る
。

文
語
助
詞
の
種
類
と
用
法
を
理
解
す
る
。

昔
の
人
が
月
に
込
め
た
思
い
に
つ
い
て
調
べ
、
発
表
す
る
。

竹
取
物
語
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち

か
ぐ
や
姫
の
嘆
き

古
文
を
読
む
た
め
に
5

　
1
助
詞
　
2
注
意
す
べ
き
言
葉
遣
い

　
　 

古
典
文
学
と
月

❖
単
元
の
言
語
活
動

3

　
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る

窓古
文
の2 物

語 
　   1

3
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

竹
取
物
語
絵
巻

月
を
見
て
泣
く
か
ぐ
や
姫
と
、
か
ぐ
や
姫
の
告
白
に
驚
き
嘆
く
翁お

き
なた

ち
。
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竹た
け

取と
り

物
語

か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち

　

今
は
昔
、
竹
取
の
翁お

き
なと

い
ふ
者
あ
り
け
り
。
野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ

の
こ
と
に
使
ひ
け
り
。
名
を
ば
讃さ

ぬ
き岐

の
造

み
や
つ
こと

な
む
い
ひ
け
る
。
そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る

竹
な
む
一
筋
あ
り
け
る
。
あ
や
し
が
り
て
寄
り
て
見
る
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見

れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。
翁
、
言
ふ
や
う
、「
わ
が
朝

ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
の
中
に
お
は
す
る
に
て
、
知
り
ぬ
。
子
に
な
り
給た

ま

ふ
べ
き
人
な
め

り
。」
と
て
、
手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ
持
ち
て
来
ぬ
。
妻め

の
嫗お

う
な
に
預
け
て
養
は
す
。
う
つ

く
し
き
こ
と
限
り
な
し
。
い
と
幼
け
れ
ば
、
籠こ

に
入
れ
て
養
ふ
。

　

竹
取
の
翁
、
竹
を
取
る
に
、
こ
の
子
を
見
つ
け
て
の
ち
に
竹
取
る
に
、
節
を
隔
て
て
よ
ご

と
に
、
黄こ

金が
ね

あ
る
竹
を
見
つ
く
る
こ
と
重
な
り
ぬ
。
か
く
て
、
翁
、
や
う
や
う
豊
か
に
な
り

ゆ
く
。

1

2

＊

＊

3

4

5

6

＊

510

1
ま
じ
り
て　

分
け
入
っ
て
。

2
三
寸　
「
寸
」は
長
さ
の
単
位
。
一
寸
は
約
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

3
子　
「
籠こ

（
か
ご
）」
と
掛
け
た
洒し

ゃ
れ落 

。

4
な
め
り　
「
な
る
め
り
」
の
撥は
つ

音
便
「
な
ん
め

り
」
の
「
ん
」
を
表
記
し
な
い
形
。
音
読
す

る
と
き
に
は
、「
な
ん
め
り
」
と
読
む
。

5
手
に
う
ち
入
れ
て　

手
の
中
に
ひ
ょ
い
と
入

れ
て
。

6
よ　

節
と
節
と
の
間
の
空
洞
部
分
。

7
よ
き
ほ
ど
な
る
人　

一
人
前
の
大
き
さ
の
人
。

8
髪
上
げ　

垂
ら
し
て
い
た
髪
を
結
い
上
げ
る

こ
と
。
女
子
の
成
人
儀
礼
。
普
通
十
二
〜

十
四
歳
頃
に
行
う
。

9
さ
う
し
て　

さ
ま
ざ
ま
に
準
備
し
て
。

暗 唱
してみよう

物
語
１
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こ
の
児ち

ご

、
養
ふ
ほ
ど
に
、
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま

さ
る
。
三み

月つ
き

ば
か
り
に
な
る
ほ
ど
に
、
よ
き
ほ
ど
な
る
人

に
な
り
ぬ
れ
ば
、
髪
上
げ
な
ど
さ
う
し
て
、
髪
上
げ
さ
せ
、 

裳も

着き

す
。
帳
の
う
ち
よ
り
も
出い

だ
さ
ず
、
い
つ
き
養
ふ
。

こ
の
児
の
か
た
ち
、
け
う
ら
な
る
こ
と
世
に
な
く
、
屋や

の

う
ち
は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
。
翁
、
心
地
悪あ

し
く
苦

し
き
と
き
も
、
こ
の
子
を
見
れ
ば
、
苦
し
き
こ
と
も
や
み

ぬ
。
腹
立
た
し
き
こ
と
も
慰
み
け
り
。

　

翁
、
竹
を
取
る
こ
と
久
し
く
な
り
ぬ
。
勢
ひ
猛
の
者
に

な
り
に
け
り
。
こ
の
子
い
と
大
き
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
名 

を
、
御み

室む
ろ

戸と

斎い
ん

部べ

の
秋
田
を
呼
び
て
、
付
け
さ
す
。
秋
田
、

な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
付
け
つ
。
こ
の
ほ
ど
三
日
、
う
ち

あ
げ
遊
ぶ
。
よ
ろ
づ
の
遊
び
を
ぞ
し
け
る
。
男
は
う
け
き

ら
は
ず
呼
び
集
へ
て
、
い
と
か
し
こ
く
遊
ぶ
。
世
界
の
を
の
こ
、
あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
、

い
か
で
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得
て
し
が
な
、
見
て
し
が
な
と
、
音
に
聞
き
、
め
で
て
惑
ふ
。

7

8

9

10

11＊

＊

● 12

13

14

＊

15

＊

＊

＊

＊

16

＊

15

510

10
裳　

腰
の
後
ろ
に
広
が
る
装
飾
的
な
衣
。
女

子
の
正
装
に
用
い
る
。
初
め
て
裳
を
着
け
る

裳も

着ぎ

は
、
髪
上
げ
と
と
も
に
女
子
の
成
人
儀

礼
の
一
部
。

11
帳　

部
屋
を
区
切
っ
た
り
、
人
目
を
避
け
た

り
す
る
た
め
に
垂
ら
し
た
布
。

12
勢
ひ
猛
の
者　

富
裕
で
勢
力
の
あ
る
者
。

問
竹
取
の
翁
が
「
勢
ひ
猛
の
者
」
に
な
っ
た
の

は
、
な
ぜ
か
。

13
御
室
戸
斎
部
の
秋
田　
「
御
室
戸
」
は
地
名
。

「
斎
部
」
は
氏う

じ

。「
秋
田
」
は
名
。

14
う
ち
あ
げ
遊
ぶ　

宴
会
を
開
き
音
楽
を
奏
で

て
楽
し
む
。

15
う
け
き
ら
は
ず　

誰
で
も
構
わ
ず
。

16
得
て
し
が
な　

妻
に
し
た
い
も
の
だ
。

裳

う
つ
く
し　

ゐ
る　

や
う
や
う　

か
た
ち　

け
う
ら
な
り　

遊
ぶ　

か
し
こ
し　

あ
て
な

り　

い
や
し　

い
か
で　

惑
ふ

竹取物語絵巻
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か
ぐ
や
姫
の
嘆
き

　

多
く
の
男
た
ち
が
か
ぐ
や
姫
に
求
婚
し
、
中
で
も
熱
心
だ
っ
た
五
人
の
貴
公
子
が
、
結

婚
の
条
件
と
し
て
姫
が
出
し
た
難
題
に
挑
む
が
、
皆
失
敗
に
終
わ
る
。
さ
ら
に
か
ぐ
や
姫

は
、
帝み
か
ど

か
ら
の
求
愛
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
姫
と
帝
と
の
間
に
は
三
年
に
わ
た

る
手
紙
の
や
り
取
り
が
続
く
。
そ
の
後
、
か
ぐ
や
姫
は
月
を
見
て
物
思
い
に
沈
む
よ
う
に

な
る
が
、
翁お
き
なた

ち
に
は
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

八は

月づ
き

十も

ち
五
日
ば
か
り
の
月
に
出い

で
ゐ
て
、
か
ぐ
や
姫
、
い
と
い
た
く
泣
き
給た

ま

ふ
。
人
目
も

今
は
つ
つ
み
給
は
ず
泣
き
給
ふ
。
こ
れ
を
見
て
、
親
ど
も
も
、「
何
事
ぞ
。」
と
問
ひ
騒
ぐ
。

1

＊

＊

1
出
で
ゐ
て　
（
月
が
見
え
る
よ
う
に
建
物
の

端
近
く
に
）
出
て
座
っ
て
。

1
か
ぐ
や
姫
が
ほ
か
の
人
と
違
う
こ
と
が
分
か
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
指
摘
し
て
み
よ
う
。

2
か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
翁
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
本
文
中
の
表
現
を
も
と
に
考
え
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
詞
の
種
類
と
用
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
（
四
六
・
4
〜
5
）

⑵
い
か
で
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得
て
し
が
な
（
四
七
・
15
）

1
本
文
中
か
ら
過
去
や
完
了
の
意
味
を
持
つ
助
動
詞
を
探
し
、
本
文
の
ど
の
位
置
に
現
れ
る
か
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

10

5

15

48



か
ぐ
や
姫
、
泣
く
泣
く
言
ふ
、「
さ
き
ざ
き
も
申
さ
む
と
思
ひ
し
か
ど
も
、
必
ず
心
惑
は
し
給

は
む
も
の
ぞ
と
思
ひ
て
、
今
ま
で
過
ご
し
侍は

べ

り
つ
る
な
り
。
さ
の
み
や
は
と
て
、
う
ち
出
で

侍
り
ぬ
る
ぞ
。
お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の
人
に
も
あ
ら
ず
。
月
の
都
の
人
な
り
。
そ
れ
を
、

昔
の
契
り
あ
り
け
る
に
よ
り
な
む
、
こ
の
世
界
に
は
ま
う
で
来
た
り
け
る
。
今
は
帰
る
べ
き

に
な
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
月
の
十
五
日
に
、
か
の
も
と
の
国
よ
り
、
迎
へ
に
人
々
ま
う
で
来こ

む
ず
。
さ
ら
ず
、
ま
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
お
ぼ
し
嘆
か
む
が
悲
し
き
こ
と
を
、
こ
の
春
よ
り
、

思
ひ
嘆
き
侍
る
な
り
。」
と
言
ひ
て
、
い
み
じ
く
泣
く
を
、
翁
、「
こ
は
、
な
で
ふ
こ
と
の
た

ま
ふ
ぞ
。
竹
の
中
よ
り
見
つ
け
聞
こ
え
た
り
し
か
ど
、
菜
種
の
大
き
さ
お
は
せ
し
を
、
わ
が

丈
立
ち
並
ぶ
ま
で
養
ひ
奉
り
た
る
わ
が
子
を
、
何な

に

人び
と

か
迎
へ
聞
こ
え
む
。
ま
さ
に
許
さ
む
や
。」

と
言
ひ
て
、「
我
こ
そ
死
な
め
。」
と
て
、
泣
き
の
の
し
る
こ
と
、
い
と
堪
へ
が
た
げ
な
り
。

　

か
ぐ
や
姫
の
い
は
く
、「
月
の
都
の
人
に
て
、
父
母
あ
り
。
片
時
の
間あ

ひ
だ
と
て
、
か
の
国
よ

り
ま
う
で
来こ

し
か
ど
も
、
か
く
、
こ
の
国
に
は
あ
ま
た
の
年
を
経
ぬ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。

か
の
国
の
父
母
の
こ
と
も
お
ぼ
え
ず
、
こ
こ
に
は
、
か
く
久
し
く
遊
び
聞
こ
え
て
、
慣
ら
ひ

奉
れ
り
。
い
み
じ
か
ら
む
心
地
も
せ
ず
、
悲
し
く
の
み
あ
る
。
さ
れ
ど
、
お
の
が
心
な
ら
ず
、

ま
か
り
な
む
と
す
る
。」
と
言
ひ
て
、
も
ろ
と
も
に
い
み
じ
う
泣
く
。

2
3

＊

4

5

●

6

7

●

＊

●

8

＊

＊

＊

9

10

＊

11

＊

＊

12

13

14

51015

2
さ
き
ざ
き　

以
前
。

3
過
ご
し
侍
り
つ
る
な
り　

そ
の
ま
ま
に
し
て

い
た
の
で
す
。

4
さ
の
み
や
は　

ず
っ
と
そ
う
黙
っ
て
ば
か
り

い
ら
れ
よ
う
か
。

5
う
ち
出
で　

う
ち
明
け
て
。

問
「
こ
の
国
」「
こ
の
世
界
」「
か
の
も
と
の
国
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
を
指
す
か
。

6
そ
れ
を　

そ
れ
が
。
と
こ
ろ
が
。

7
昔
の
契
り　

前
世
か
ら
の
因
縁
。

8
さ
ら
ず　

避
け
よ
う
も
な
く
。

9
菜
種　

カ
ラ
シ
菜
の
種
子
。
ご
く
小
さ
い
も

の
の
例
え
。

10
ま
さ
に　

こ
こ
で
は
、「
や
」
と
対
応
し
て
反

語
の
意
。
ど
う
し
て
…
か
（
い
や
…
な
い
）。

11
片
時
の
間　

僅
か
の
期
間
。

12
遊
び
聞
こ
え
て　

気
ま
ま
に
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
。

13
慣
ら
ひ
奉
れ
り　

慣
れ
親
し
み
申
し
上
げ
た
。

14
い
み
じ
か
ら
む
心
地　
（
月
に
帰
る
こ
と
が
）

う
れ
し
く
思
わ
れ
る
気
持
ち
。

い
た
し　

つ
つ
む　

侍
り　

ま
う
づ　

い
み

じ　

の
た
ま
ふ　

聞
こ
ゆ　

の
の
し
る　

か

く　

あ
ま
た
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物
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日
本
で
現
存
最
古
の
物
語
。『
源げ

ん

氏じ

物
語
』
に
「
物
語
の
い
で
き
は
じ
め
の
祖お

や

」
と
あ
る
。
作
者
未
詳
。
九
世
紀
末
か
ら
十

世
紀
初
頭
頃
の
成
立
。
古
い
伝
承
を
も
と
に
、
仏
典
や
漢
籍
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、
仮
名
文
で
巧
み
に
構
成
さ
れ
た
物
語
。
本
文
は
『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

　

使
は
る
る
人
々
も
、
年
ご
ろ
慣
ら
ひ
て
、
立
ち
別
れ
な
む
こ
と
を
、
心
ば
へ
な
ど
あ
て
や

か
に
う
つ
く
し
か
り
つ
る
こ
と
を
見
慣
ら
ひ
て
、
恋
し
か
ら
む
こ
と
の
堪
へ
が
た
く
、
湯
水

飲
ま
れ
ず
、
同
じ
心
に
嘆
か
し
が
り
け
り
。

15

＊

1
「
悲
し
く
の
み
あ
る
。」（
四
九
・
14
）
と
あ
る
が
、
か
ぐ
や
姫
が
悲
し
ん
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
か
ぐ
や
姫
の
話
を
聞
い
た
翁
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
考
え
、
そ
の
心
情
を
効
果
的
に
表
し
て
い
る
部
分

を
、
本
文
中
か
ら
指
摘
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
「
に
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
文
法
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

⑴
お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の
人
に
も
あ
ら
ず
。（
四
九
・
3
）　

⑵
今
は
帰
る
べ
き
に
な
り
に
け
れ
ば
（
四
九
・
4
〜
5
）

⑶
ま
さ
に
許
さ
む
や
。（
四
九
・
9
）

1
か
ぐ
や
姫
が
、「
こ
の
国
」
を
去
る
の
を
嘆
き
悲
し
む
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

15
使
は
る
る
人
々
も　

召
し
使
わ
れ
て
い
る
人

た
ち
も
。

心
ば
へ
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1
助
詞�
　
三
一
六
～
三
一
七
ペ
ー
ジ「
文
語
助
詞
一
覧
表
」参
照
。

　

活
用
の
な
い
付
属
語
を
助
詞
と
い
う
。
ほ
か
の
語
に
付
い
て
、
語
と

語
、
文
節
と
文
節
の
関
係
を
示
し
た
り
、
文
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
添

え
た
り
す
る
。
働
き
の
違
い
に
よ
っ
て
、
格
助
詞
・
接
続
助
詞
・
副
助

詞
・
係
助
詞
・
終
助
詞
・
間
投
助
詞
の
六
種
に
分
類
さ
れ
る
。

Ⅰ
　�

語
と
語
、
文
節
と
文
節
の
関
係
を
示
す
も
の

1
格
助
詞

　

主
に
体
言
に
付
き
、
そ
の
文
節
が
ほ
か
の
文
節
と
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
か
を
示
す
。

　

古
文
の
格
助
詞
は
、
現
代
語
と
同
様
の
用
法
の
も
の
も
あ
る
が
、
次

の
よ
う
に
古
文
に
特
徴
的
な
も
の
も
あ
る
。

▼
同
格
の「
の
」「
が
」　�　
…
で

　

例
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け
る
を
（
五
八
・
2
）

▼
比
喩
の「
の
」　
　
　��　
…
の
よ
う
に

　

例
見
し
人
の
松
の
千ち

年と
せ

に
見
ま
し
か
ば
（
八
〇
・
1
）

古
文
を
読
む
た
め
に
　5

訳訳

▼
即
時
の「
よ
り
」　　

   　

…
や
い
な
や

　

例
三
里
に
灸き
う

据
う
る
よ
り
、
松
島
の
月
ま
づ
心
に
か
か
り
て

�

（
一
〇
〇
・
８
）

2
接
続
助
詞

　

主
に
活
用
語
に
付
き
、
そ
の
文
節
と
ほ
か
の
文
節
と
の
関
係
を
示
す
。

以
下
の
よ
う
な
も
の
に
注
意
す
る
。

▼「
ば
」

　

接
続
助
詞
「
ば
」
の
働
き
は
次
の
二
種
に
分
類
で
き
る
。

⑴
活
用
語
の
未
然
形
に
接
続
す
る
場
合
。

　

順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。　

も
し
…
な
ら
ば

　

例
仏
だ
に
よ
く
書
き
た
て
ま
つ
ら 

ば
、
百
千
の
家
も
出い

で
来き

な
ん
。

�

（
二
〇
・
14
〜
二
一
・
1
）

⑵
活
用
語
の
已い

然ぜ
ん

形
に
接
続
す
る
場
合
。

　

順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
用
法
に
分
け

ら
れ
る
。

イ
原
因
・
理
由
を
表
す
。	 　

…
の
で

　
例
い
と
幼
け
れ 

ば
、
籠こ

に
入
れ
て
養
ふ
。（
四
六
・
8
）

ロ
偶
然
条
件
を
表
す
。	

 　

…
と
こ
ろ

　
例
そ
れ
を
見
れ 

ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
（
四
六
・
4
〜
5
）

訳

訳訳訳
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ハ
恒
常
条
件
を
表
す
。	

 　

…
と
必
ず

　
例
こ
の
子
を
見
れ 

ば
、
苦
し
き
こ
と
も
や
み
ぬ
。（
四
七
・
7
〜
8
）

▼「
と
・
と
も
」「
ど
・
ど
も
」

　
「
と
・
と
も
」
は
逆
接
の
仮
定
条
件
を
表
し
、「
ど
・
ど
も
」
は
逆
接

の
確
定
条
件
を
表
す
。

　

例
兼か
ね

平ひ
ら

一い
ち

人に
ん

候さ
う
らふ

と
も
、
余
の
武
者
千せ
ん

騎ぎ

と
お
ぼ
し
め
せ
。

		�




（
八
九
・
5
）

		


さ
き
ざ
き
も
申
さ
む
と
思
ひ
し
か
ど
も
（
四
九
・
1
）

▼「
で
」

　

打う
ち

消け
し

接
続
を
表
す
。

　

例
逢あ

は
で
や
み
に
し
憂
さ
を
思
ひ
（
三
六
・
10
）

Ⅱ
　
文
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
添
え
る
も
の

3
副
助
詞

　

種
々
の
語
に
付
き
、
副
詞
の
よ
う
に
あ
る
意
味
を
添
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
下
の
用
言
を
修
飾
す
る
。

　

例
一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
者
（
七
五
・
11
）�

類
推

		


草
木
す
ら
春
は
生
ひ
つ
つ
秋
は
散
り
ゆ
く
（『
万
葉
集
』）�

類
推

		


神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
（
五
八
・
8
）�

添
加

訳

		


悲
し
く
の
み
あ
る
。（
四
九
・
14
）�

限
定

		


名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言こ
と

問
は
む
都
鳥
（
六
二
・
15
）�

強
意

4
係
助
詞

　

種
々
の
語
に
付
き
、
強
意
・
疑
問
・
反
語
な
ど
の
意
味
を
添
え
る
。

下
の
活
用
語
に
一
定
の
結
び
方
を
要
求
す
る
。

�

　「
係
り
結
び
」
に
つ
い
て
は
、
二
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

　

例
今
は
見
ど
こ
ろ
な
し
。（
三
六
・
8
）

		


見
渡
せ
ば
花
も
紅も
み
ぢ葉
も
な
か
り
け
り
（
二
六
三
・
6
）

		


も
と
光
る
竹
な
む
一
筋
あ
り
け
る
。（
四
六
・
３
～
４
）

5
終
助
詞

　

種
々
の
語
に
付
き
、
文
末
で
用
い
ら
れ
、
禁
止
や
詠
嘆
な
ど
の
意
味

を
添
え
る
。

　

例
あ
や
ま
ち
す
な
。
心
し
て
降
り
よ
。（『
徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』）�

禁
止

		


心
あ
ら
ん
友
も
が
な
（
三
七
・
2
）�

願
望

		


あ
は
れ
、
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な
。（
二
〇
・
9
）�

詠
嘆

		


い
ま
一
度
起
こ
せ
か
し
（
一
七
・
3
）�

念
押
し
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6
間
投
助
詞

　

文
節
の
終
わ
り
に
置
か
れ
て
、
詠
嘆
や
呼
び
か
け
な
ど
の
意
味
を
添

え
る
。

　

例
今
日
は
重
う
な
つ
た
る
ぞ
や
。（
八
九
・
1
）�

詠
嘆

		


少
納
言
よ
、
香
炉
峰
の
雪
い
か
な
ら
む
。（『
枕
ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』）�

呼
び
か
け

2
注
意
す
べ
き
言
葉
遣
い

1
副
詞
の
呼
応

　

現
代
語
で
、「
決
し
て
…
な
い
」
の
よ
う
に
、
あ
る
副
詞
を
用
い
た

と
き
に
、
下
に
決
ま
っ
た
言
い
方
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
副
詞

の
呼
応
と
い
う
。
古
文
に
も
副
詞
の
呼
応
が
あ
る
。

　

例
な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。（
一
七
・
2
）�

禁
止

		


　
「
な
…
そ
」
で
、「
…
す
る
な
」
の
意
。

		


え
聞
か
ざ
り
け
り
。（
五
九
・
２
～
３
）�

不
可
能

		


　
「
え
…
（
打
消
）」
で
、「
…
で
き
な
い
」
の
意
。

		


い
か
で
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得
て
し
が
な
（
四
七
・
15
）�

願
望

		


　
「
い
か
で
…
（
願
望
）」
で
、「
な
ん
と
か
し
て
…
」
の
意
。

2
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
主
な
語
幹
用
法

　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
幹
に
は
次
の
よ
う
な
用
法
が
あ
る
。
た
だ

し
、
形
容
詞
シ
ク
活
用
で
は
終
止
形
が
用
い
ら
れ
る
。

⑴
単
独
、
ま
た
は
感
動
詞
を
伴
っ
て
感
動
表
現
に
な
る
。

　

例
あ
な
、
を
さ
な
や
。（『
源げ
ん

氏じ

物
語
』）

�

↑

ク
活
用
の
形
容
詞
「
を
さ
な
し
」
の
語
幹

⑵
格
助
詞
「
の
」
が
付
い
て
、
連
体
修
飾
語
に
な
る
。

　

例
勢
ひ
猛
の
者
に
な
り
に
け
り
。（
四
七
・
9
〜
10
）

�

↑

形
容
動
詞
「
猛
な
り
」
の
語
幹

		


あ
な
お
び
た
た
し
の
源
氏
の
陣
の
遠と
ほ

火び

の
多
さ
よ
。（『
平
家
物
語
』）

�

↑

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
お
び
た
た
し
」
の
終
止
形

⑶
形
容
詞
の
語
幹
に
接
尾
語
「
み
」
が
付
い
て
、
原
因
・
理
由
を
表
し
、

連
用
修
飾
語
に
な
る
。
多
く
は
「
体
言
（
＋
を
）
＋
形
容
詞
の
語
幹

＋
み
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、「
…
を
〜
み
」
の
形
と
な
り
、「
…
ガ
〜

ノ
デ
」
と
訳
す
。「
を
」
が
省
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

		


　
接
尾
語
と
は
、
語
の
末
尾
で
意
味
を
添
え
た
り
品
詞
を
変
化
さ
せ
る
語
。

　

例
瀬
を
は
や
み
（
川
瀬
の
流
れ
が
速
い
の
で
）（『
詞
花
和
歌
集
』）

		


水
清
み
（
水
が
清
い
の
で
）（『
古
今
和
歌
集
』）
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窓古
文
の

古
典
文
学
と
月

　
『
竹
取
物
語
』
で
は
、「
八
月
十
五
日
」
が
、
あ
る
特
別
な
出
来
事
の
起

こ
る
日
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
典
文
学
に
出
て
来
る
八
月
十
五
日
と
現
代
の
八
月
十
五

日
と
は
、
厳
密
に
は
同
じ
日
で
は
な
い
。
現
代
の
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

暦
は
、
地
球
が
太
陽
の
周
囲
を
一
周
す
る
時
間
を
一
年
と
す
る
太
陽
暦

（
新
暦
）
だ
が
、
日
本
で
新
暦
が
一
般
に
普
及
し
た
の
は
明
治
五
（
一
八
七

二
）
年
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
月
の
満
ち
欠
け
を
基
に
一
か
月
を
定

め
、
太
陽
の
運
行
を
も
勘
案
し
て
一
年
の
長
さ
を
調
整
す
る
太
陰
太
陽
暦

（
旧
暦
）
を
使
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
持
統
天
皇

四
（
六
九
〇
）
年
に
勅
（
天
皇
の
命
令
）
に
よ
っ
て
旧
暦
の
「
元げ
ん

嘉か

暦
」

と
「
儀ぎ

鳳ほ
う

暦
」
を
用
い
た
と
の
記
事
が
あ
る
。

　

新
暦
で
は
一
年
を
三
六
五
日
と
し
、
四
年
に
一
度
、
閏

う
る
う
日
（
二
月
二
十

九
日
）
を
設
け
て
実
際
の
太
陽
の
運
行
と
の
間
に
生
じ
る
ず
れ
を
調
整
す

る
。
旧
暦
で
は
、
一
か
月
は
二
十
九
日
ま
た
は
三
十
日
で
あ
り
、
一
年
は

十
二
か
月
だ
が
、
十
九
年
に
七
度
、
閏
月
を
加
え
て
十
三
か
月
と
し
た
。

旧
暦
の
一
か
月
は
朔さ

く

日じ
つ

（
新
月)

か
ら
始
ま
り
、
上
弦
の
月
（
半
月
）・

満
月
（
望
月
）・
下
弦
の
月
（
半
月
）
を
経
て
晦み

そ
か日

で
終
わ
る
。
満
月
は

一
か
月
の
真
ん
中
あ
た
り
、
お
お
む
ね
十
五
日
目
の
月
で
あ
る
。
つ
ま
り

旧
暦
の
八
月
十
五
日
の
月
は
、
ほ
ぼ
満
月
と
考
え
て
よ
い
。
一
方
、
新
暦

で
は
、
八
月
十
五
日
の
月
は
必
ず
し
も
満
月
と
は
限
ら
な
い
。

　

旧
暦
の
八
月
は
、
秋
で
あ
る
。
秋
の
月
の
美
し
さ
は
多
く
の
和
歌
に
詠

ま
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
歌
を
紹
介
し
た
い
。

　
　

久
方
の
月
の
桂か

つ
らも

秋
は
な
ほ
も
み
ぢ
す
れ
ば
や
て
り
ま
さ
る
ら
む

　
　

�（
月
に
あ
る
と
い
う
桂
の
木
も
秋
に
は
紅
葉
す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
こ
の
季
節
の

月
は
、
い
つ
に
も
ま
し
て
明
る
い
よ
う
で
あ
る
。）

�

（『
古
今
和
歌
集
』
巻
四　

秋
上
・
壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

）

　

こ
の
和
歌
は
、
月
に
大
き
な
桂
の
木
が
あ
る
と
い
う
古
代
中
国
の
伝
説

に
基
づ
い
て
い
る
。
秋
の
月
の
明
る
さ
を
、
桂
の
木
の
紅
葉
と
い
う
想
像

上
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
け
て
詠
ん
だ
幻
想
的
な
歌
で
あ
る
。
な
お
、
月

に
は
男
が
い
て
桂
の
木
に
斧お

の

を
振
る
っ
て
い
る
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。「
桂

男
」
は
そ
の
男
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
月
の
異
名
で
も
あ
る
。

　
　

心
こ
そ
あ
く
が
れ
に
け
れ
秋
の
夜
の
夜
深
き
月
を
ひ
と
り
見
し
よ
り

　
　

�（
心
は
身
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
秋
の
夜
更
け
の
月
を
一
人
で
見
た
と
き
か
ら
。）

�

（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
四　

秋
上
・
源
み
な
も
と
の

道み
ち

済な
り

）

　
「
あ
く
が
る
」
は
、
い
る
べ
き
場
所
を
離
れ
て
さ
ま
よ
う
、
何
か
に
心

ひ
か
れ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
秋
の
夜
の
月
を
見

て
い
る
う
ち
に
、
月
に
魅
了
さ
れ
て
ゆ
く
心
情
を
詠
ん
で
い
る
。
見
る
者

2
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を
そ
の
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
月
の
美
し
さ
は
い
か
ば
か
り
か
、
思
い
を

は
せ
た
い
。　

　

さ
て
、
八
月
十
五
日
の
月
見
の
折
に
、
中
国
で
は
月
に
月
餅
（
小
麦
粉

な
ど
を
材
料
と
す
る
丸
く
平
た
い
菓
子
）
を
供
え
る
が
、
こ
れ
は
明み

ん

代
以

降
の
風
習
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
月
に
団
子
を
供
え
、
薄す

す
きを

飾

る
。
江
戸
時
代
に
は
八
月
十
五
日
の
月
を
「
芋
名
月
」
と
い
っ
た
。
こ
れ

は
月
に
サ
ト
イ
モ
の
新
芋
を
供
え
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に

日
本
で
は
九
月
十
三
日
に
も
月
見
を
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
月

を
「
後の

ち

の
名
月
」「
後
の
月
」、
ま
た
「
豆
名
月
」「
栗く
り

名
月
」
と
い
う
。

江
戸
時
代
の
俳
人
・
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん(

二
七
七
ペ
ー
ジ)
に
、「
後
の
月
」
を
詠

ん
だ
次
の
句
が
あ
る
。

　
　

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
木こ

の
間
見
せ
け
り
後
の
月�
（『
蕪
村
句
集
』）

　

夜
空
に
後
の
月
が
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
の
月
明
か
り
で
、
山
茶
花
の

木
々
の
隙
間
ま
で
が
見
え
る
と
い
う
情
景
で
あ
る
。
作
者
は
庭
の
木
々
の

下
か
ら
月
を
見
上
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
月
の
出
を
拝
む
「
月つ

き

待ま
ち

」
と
い
う
行
事
も
あ
っ
た
。

天て
ん

保ぽ
う

五
～
七
（
一
八
三
四
～
三
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
の
挿
絵
（
下
段
参
照
）
に
は
、
江
戸
の
高た
か

輪な
わ

（
現
在
の
東
京
都
港
区
高

輪
）
の
海
辺
に
人
々
が
集
ま
り
、
飲
食
し
な
が
ら
七
月
二
十
六
日
の
月
の

出
を
待
つ
「
二
十
六
夜
待
ち
」
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
六

日
の
月
の
出
の
時
刻
は
深
夜
で
あ
る
。
挿
絵
に
は
行あ

ん

灯ど
ん

を
出
し
て
い
る
露

店
や
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
持
っ
て
歩
い
て
い
る
人
の
姿
も
見
え
、
闇
の
中
で
楽
し
み

な
が
ら
月
の
出
を
待
つ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

1

2

（
注
）

1�
行
灯　

木
や
竹

な
ど
の
枠
に
紙

を
張
り
、
中
に

油
皿
を
入
れ
て

火
を
灯と
も

す
器
具
。

2�
提
灯　

紙
を
張 

っ
た
籠
状
の
火

袋
に
ろ
う
そ
く

を
入
れ
て
火
を

灯
す
器
具
。

江戸名所図会
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月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る�

　
『
竹た
け

取と
り

物
語
』
の
「
か
ぐ
や
姫
の
嘆
き
」（
四
八
～
五
〇
ペ
ー
ジ
）
で
は
、

か
ぐ
や
姫
が
「
八
月
十
五
日
ば
か
り
の
月
」
を
見
て
嘆
き
、
あ
る
重
要

な
告
白
を
す
る
。
ま
た
、「
古
典
文
学
と
月
」（
五
四
～
五
五
ペ
ー
ジ
）
に

よ
れ
ば
、
古
来
、
日
本
で
は
、
月
は
生
活
や
年
中
行
事
と
密
接
に
結
び

付
い
て
い
た
。
人
々
は
月
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
月
に

さ
ま
ざ
ま
な
心
情
を
託
し
、
と
き
に
和
歌
に
詠
ん
で
き
た
。

 
 

月
の
呼
び
名
を
調
べ
て
み
よ
う
。

①�

「
陰
暦
月
齢
表
」（
三
五
八
ペ
ー
ジ
）
を
見
て
、
日
付
ご
と
に
月
の
呼

び
名
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
確
認
す
る
。

②�

「
立た
ち

待ま
ち

月づ
き

」「
居い

待ま
ち

月づ
き

」「
臥ふ
し

待ま
ち

月づ
き

」
の
呼
び
名
の
意
味
を
調
べ
る
。

③�

「
有あ
り

明あ
け

の
月
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
月
を
言
う
の
か
、
調
べ
る
。

 
 

次
の『
百
人
一
首
』の
和
歌
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、
①
～
③
の
手
順
で

 
 

月
の
呼
び
名
を
調
べ
、
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
し
て

み
よ
う
。

課
題

１２

鑑
賞
し
て
み
よ
う
。

　

ア�　

月
見
れ
ば
千
々
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身
一
つ
の
秋

に
は
あ
ら
ね
ど�

（
二
十
三
番　

大お
お

江え
の

千ち

里さ
と

）

　

イ�　

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は

な
し�

（
三
十
番　

壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

）

　

ウ�　

夏
の
夜
は
ま
だ
宵
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
宿

る
ら
む�

(

三
十
六
番　

清
き
よ
は
ら
の原
深ふ
か

養や

父ぶ)

①�

六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
・
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
は
ア
、

グ
ル
ー
プ
Ｃ
・
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
は
イ
、
グ
ル
ー
プ
Ｅ
・
Ｆ
の
メ
ン

バ
ー
は
ウ
を
「
持
ち
歌
」
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
「
持
ち
歌
」

に
つ
い
て
、「
現
代
語
訳
」「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま

れ
て
い
る
か
」
を
話
し
合
い
、
文
章
で
ま
と
め
る
。

②�

グ
ル
ー
プ
を
解
体
し
、「
持
ち
歌
」
ア
・
イ
・
ウ
の
メ
ン
バ
ー
を

必
ず
含
む
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
内
で
、

①
で
ま
と
め
た
各
自
の「
持
ち
歌
」に
つ
い
て
の
文
章
を
発
表
す
る
。

③
ア
～
ウ
を
比
べ
た
感
想
を
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
。

 
 

『
百
人
一
首
』の
中
か
ら
、
ア
～
ウ
以
外
で
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を

一
首
選
び
、「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
か
」

に
つ
い
て
考
え
、
鑑
賞
し
て
み
よ
う
。

３

❖
単
元
の
言
語
活
動

3
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昔
の
人
の
恋
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
歌
物
語
に
親
し
む
。

同
じ
和
歌
を
主
題
と
し
た
異
な
る
物
語
を
読
み
比
べ
る
。

想
像
力
を
働
か
せ
、
人
物
の
心
情
を
考
え
る
。

伊
勢
物
語
芥
川
（
第
六
段
）

東
下
り
（
第
九
段
）

筒
井
筒
（
第
二
十
三
段
）

◆

読
み
比
べ◆

沖
つ
白
浪
（『
大
和
物
語
』
第
百
四
十
九
段
）

梓
弓
（
第
二
十
四
段
）

　
　 

平
安
文
学
の
恋

❖
単
元
の
言
語
活
動

4

　
視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る

窓古
文
の3 物

語 
　   2

4
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

燕か
き
つ
ば
た

子
花
図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

（
尾
形
光こ

う

琳り
ん

筆
）

『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
「
東
下
り
」
の
世
界
を
、
主
題
と
な
る
人
物
は
描
か

ず
に
燕
子
花
を
描
い
て
表
現
し
て
い
る
。
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伊い

勢せ

物
語

芥あ
く
た

川が
は

　
昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け
る
を
、

年
を
経
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
じ
て
盗

み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。
芥
川
と
い
ふ
川

を
率ゐ

て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上
に
置
き
た
り
け
る
露

を
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
、
男
に
問
ひ
け
る
。

　
行
く
先
多
く
、
夜
も
更
け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所

と
も
知
ら
で
、
神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も

い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば

奥
に
押
し
入
れ
て
、
男
、
弓
、
胡や

な

簶ぐ
ひ

を
負
ひ
て
戸
口

に
を
り
、
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り

1

2＊

34

＊

●

5

1
女
の
え
得
ま
じ
か
り
け
る
を
　
女
で
手
に
入

れ
ら
れ
そ
う
も
な
か
っ
た
人
を
。

2
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
　
求
婚
し
続
け
た
が
。

3
か
ら
う
じ
て
　
や
っ
と
の
こ
と
で
。

4
芥
川
　
所
在
不
明
。
現
在
の
大
阪
府
高た
か

槻つ
き

市

を
流
れ
る
川
、
と
い
う
説
が
あ
る
。

芥川（『伊勢物語絵巻（模本）』狩
かのう

野晴
せい

川
せん

院
いん

養
おさ

信
のぶ

ほか）

510

物
語
２

問
「
神
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、
何
の
こ
と
か
。

5
胡
簶
　
矢
を
差
し
て
背
中
に
負
う
武
具
。

    

伊い

勢せ

物
語

●

芥
あ
く
た

川が
は

●

昔
、
男
あ
り
け
り
。
女1

の
え＊
得う

ま
じ
か
り
け
る
を
、

年
を
経
て

2よ＊
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か3

ら
う
じ
て
盗

み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。
芥4

川
と
い
ふ
川

を
率ゐ

て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上
に
置
き
た
り
け
る
露

を
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
、
男
に
問
ひ
け
る
。

行5

く
先
多
く
、
夜
も
更
け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所

と
も
知
ら
で
、
神◉

さ
へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も

い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば

奥
に
押
し
入
れ
て
、
男
、
弓
、6
胡や
な

鏆ぐ
ひ

を
負
ひ
て
戸
口

1
女
の
え
得
ま
じ
か
り
け
る
を

女
で
手
に

入
れ
ら
れ
そ
う
も
な
か
っ
た
人
を
。

2
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を

求
婚
し
続
け
た

が
。

3
か
ら
う
じ
て

や
っ
と
の
こ
と
で
。

4
芥
川

所
在
不
明
。
現
在
の
大
阪
府
高た
か

槻つ
き

市
を
流
れ
る
川
、
と
い
う
説
が
あ
る
。

5
行
く
先
多
く

目
的
地
ま
で
ま
だ
遠
く
。

●
こ
こ
で
は
、「
神
」
と
は
、
何
の
こ
と
か
。

6
胡
簶

矢
を
差
し
て
背
中
に
負
う
武
具
。

510

4
伊
勢
物
語

芥川（『伊勢物語絵巻（模本）』狩野
か の う

晴
せい

川
せん

院
いん

養
おさ

信
のぶ

他）

伊勢物語
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け
る
に
、
鬼
、
は
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。「
あ
な

や
。」
と
言
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴
る
騒
ぎ
に
、
え
聞
か

ざ
り
け
り
。
や
う
や
う
夜
も
明
け
ゆ
く
に
、
見
れ
ば
、

率
て
来こ

し
女
も
な
し
。
足
ず
り
を
し
て
泣
け
ど
も
、

か
ひ
な
し
。

　
　�

白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
と
き
露
と
答
へ
て

消
え
な
ま
し
も
の
を

　
こ
れ
は
、
二に

条で
う
の

后き
さ
きの

、
い
と
こ
の
女

に
ょ
う

御ご

の
御お

ほ
ん

も

と
に
、
つ
か
う
ま
つ
る
や
う
に
て
ゐ
給た

ま

へ
り
け
る
を
、

か
た
ち
の
い
と
め
で
た
く
お
は
し
け
れ
ば
、
盗
み
て
負
ひ
て
出
で
た
り
け
る
を
、
御
兄せ

う

人と

堀

河
の
大お

と
ど臣
、
太
郎
国く

に

経つ
ね

の
大
納
言
、
ま
だ
下げ

﨟ら
ふ

に
て
内う

裏ち

へ
参
り
給
ふ
に
、
い
み
じ
う
泣
く

人
あ
る
を
聞
き
つ
け
て
、
と
ど
め
て
取
り
返
し
給
う
て
け
り
。
そ
れ
を
、
か
く
鬼
と
は
い
ふ

な
り
け
り
。
ま
だ
い
と
若
う
て
、
后
の
た
だ
に
お
は
し
け
る
と
き
と
や
。

�
（
第
六
段
）

6

● 7

89

10

11

＊

12

13

14

15

よ
ば
ふ
　
率
る
　
つ
か
う
ま
つ
る

6
あ
な
や
　
驚
き
の
叫
び
声
。

7
足
ず
り
　
地
に
足
を
こ
す
る
さ
ま
。

問
男
が
足
ず
り
を
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
か
ら
か
。

8
白
玉
　
真
珠
。

9
消
え
な
ま
し
も
の
を
　
消
え
て
し
ま
え
ば
よ

か
っ
た
の
に
。「
消
ゆ
」
は
「
露
」
の
縁
語
。

10
二
条
后
　
藤
ふ
じ
わ
ら
の原
長な

が
ら良
の
娘
、
高

た
か
い

子こ

。
清
和
天

皇
の
女
御
。
陽よ

う

成ぜ
い

天
皇
の
母
。

11
い
と
こ
の
女
御
　
藤
原
良よ

し

房ふ
さ

（
長
良
の
弟
）

の
娘
、
明

あ
き
ら
け
い

 

子こ

。
文
徳
天
皇
の
女
御
。

12
御
兄
人
　
兄
上
た
ち
。

13
堀
河
の
大
臣
　
藤
原
基も

と
つ
ね経

。
長
良
の
三
男
で

良
房
の
養
子
と
な
る
。
後
の
摂
政
関
白
太
政

大
臣
。
京
を
流
れ
る
堀
川
の
東
に
邸
宅
が
あ�

っ
た
た
め
「
堀
河
の
大
臣
」
と
呼
ば
れ
た
。

14
太
郎
国
経
の
大
納
言
　
藤
原
国
経
。
長
良
の

長
男
。

15
た
だ
に
お
は
し
け
る
と
き
　（
入じ

ゅ

内だ
い

す
る
前

の
）
普
通
の
身
分
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
。

5

10
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東あ
づ
ま
く
だ下
り

　
昔
、
男
あ
り
け
り
。
そ
の
男
、
身
を
要
な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
、
京
に
は
あ
ら
じ
、
東

の
方か

た

に
住
む
べ
き
国
求
め
に
と
て
行
き
け
り
。
も
と
よ
り
友
と
す
る
人
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し

て
行
き
け
り
。
道
知
れ
る
人
も
な
く
て
、
惑
ひ
行
き
け
り
。
三
河
の
国
八や

つ

橋は
し

と
い
ふ
所
に
至

り
ぬ
。
そ
こ
を
八
橋
と
い
ひ
け
る
は
、
水
行
く
川
の
蜘く

蛛も

手で

な
れ
ば
、
橋
を
八
つ
渡
せ
る
に

1

2

3

4

1
要
な
き
も
の
　
必
要
の
な
い
人
間
。

2
三
河
の
国
　
現
在
の
愛
知
県
の
東
部
。

3
八
橋
　
現
在
の
愛
知
県
知ち
り
ゅ
う立

市
八
橋
町
。

4
水
行
く
川
の
蜘
蛛
手
　
こ
こ
で
は
、
川
が
幾

筋
に
も
流
れ
て
い
る
さ
ま
。

10

5

1
「
か
れ
は
何
ぞ
。」（
五
八
・
6
）
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
か
ら
女
が
ど
の
よ
う
な
身
分
で
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
白
玉
か
」
の
歌
に
は
、
男
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

3
各
段
落
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
「
な
む
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
文
法
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

⑴
「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
、
男
に
問
ひ
け
る
。（
五
八
・
6
）

⑵
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
（
五
八
・
11
〜
五
九
・
1
）

2
本
文
中
か
ら
、
副
詞
の
呼
応
を
用
い
た
表
現
を
、
二
か
所
指
摘
し
て
み
よ
う
。

1
第
三
段
落
（
五
九
・
8
〜
13
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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よ
り
て
な
む
、
八
橋
と
い
ひ
け
る
。
そ
の
沢
の

ほ
と
り
の
木
の
陰
に
下
り
ゐ
て
、
乾か

れ

飯い
ひ

食
ひ
け

り
。
そ
の
沢
に
、
か
き
つ
ば
た
い
と
お
も
し
ろ

く
咲
き
た
り
。
そ
れ
を
見
て
、
あ
る
人
の
い
は

く
、「
か
き
つ
ば
た
、
と
い
ふ
五い

つ

文も

字じ

を
句
の

上か
み

に
据
ゑ
て
、
旅
の
心
を
詠
め
。」
と
言
ひ
け
れ�

ば
、
詠
め
る
。

　
　�

か
ら
衣
着
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば

は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ

と
詠
め
り
け
れ
ば
、
み
な
人
、
乾
飯
の
上
に
涙

落
と
し
て
、
ほ
と
び
に
け
り
。

　
行
き
行
き
て
、
駿す

る
が河
の
国
に
至
り
ぬ
。
宇
津

の
山
に
至
り
て
、
わ
が
入
ら
む
と
す
る
道
は
、

い
と
暗
う
細
き
に
、
蔦つ

た

・
楓か

へ
では
茂
り
、
も
の
心

細
く
、
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
、�

5

6

＊

7

8

9

10

11

＊

5
乾
飯
　
一
度
炊
い
た
飯
を
乾
燥
さ
せ
た
携
帯

用
の
食
料
。
水
で
戻
し
て
食
べ
る
。

6
か
き
つ
ば
た
　
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。
初
夏

に
、
紫
や
白
の
花
を
咲
か
せ
る
。

7
句
の
上
に
据
ゑ
て
　
和
歌
の
各
句
の
頭
に
置

い
て
。
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
を
「
折お
り

句く

」
と

い
う
。

8
か
ら
衣
…
　「
か
ら
衣
」
は
「
着
る
」
を
導
く

枕ま
く
ら
こ
と
ば

詞
。「
か
ら
衣
着
つ
つ
」
は
「
な
れ
」
を
導

く
序じ

ょ

詞こ
と
ば。「
な
れ
」
は
「
馴な

れ
」・「
褻な

れ
」、

「
つ
ま
」
は
「
妻
」・「
褄つ

ま

」、「
は
る
ば
る
」
は

「
遙は

る

々ば
る

」・「
張
る
張
る
」、「
き
」
は
「
来
」・

「
着
」の
掛か

け

詞こ
と
ば。
ま
た
、「
褻
れ
・
褄
・
張
る
・

着
」
は
「
衣
」
の
縁
語
。

9
ほ
と
び
に
け
り
　
ふ
や
け
て
し
ま
っ
た
。

10
駿
河
の
国
　
現
在
の
静
岡
県
の
中
・
東
部
。

11
宇
津
の
山
　
現
在
の
静
岡
県
藤
枝
市
と
静

岡
市
と
の
境
に
あ
る
宇う

津つ

ノの

谷や

峠
。

お
も
し
ろ
し
　
す
ず
ろ
な
り
　

八橋（伊勢物語図屏
びょうぶ

風）

51015
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修す 
行ぎ

や
う 

者ざ

会
ひ
た
り
。「
か
か
る
道
は
、
い
か
で
か
い
ま
す
る
。」
と
言
ふ
を
見
れ
ば
、
見
し

人
な
り
け
り
。
京
に
、
そ
の
人
の
御お

ほ
んも

と
に
と
て
、
文ふ

み

書
き
て
つ
く
。

　
　
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り

　
富ふ

士じ

の
山
を
見
れ
ば
、
五さ

月つ
き

の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
白
う
降
れ
り
。

　
　
時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺ね

い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む

　
そ
の
山
は
、
こ
こ
に
た
と
へ
ば
、
比ひ

叡え

の
山
を
二は

た
ち十

ば
か
り
重
ね
上
げ
た
ら
む
ほ
ど
し
て
、

な
り
は
塩
尻
の
や
う
に
な
む
あ
り
け
る
。

　
な
ほ
行
き
行
き
て
、
武む

さ
し蔵
の
国
と
下

し
も
つ

総ふ
さ

の
国
と
の
中
に
、
い
と
大
き
な
る
川
あ
り
。
そ
れ

を
す
み
だ
川
と
い
ふ
。
そ
の
川
の
ほ
と
り
に
群
れ
ゐ
て
、
思
ひ
や
れ
ば
、
限
り
な
く
遠
く
も

来
に
け
る
か
な
、
と
わ
び
合
へ
る
に
、
渡
し
守も

り

、「
は
や
舟
に
乗
れ
。
日
も
暮
れ
ぬ
。」
と
言

ふ
に
、
乗
り
て
渡
ら
む
と
す
る
に
、
み
な
人
も
の
わ
び
し
く
て
、
京
に
思
ふ
人
な
き
に
し
も

あ
ら
ず
。
さ
る
折
し
も
、
白
き
鳥
の
、
嘴は

し

と
脚
と
赤
き
、
鴫し

ぎ

の
大
き
さ
な
る
、
水
の
上
に
遊

び
つ
つ
魚い

を

を
食
ふ
。
京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
、
み
な
人
見
知
ら
ず
。
渡
し
守
に
問
ひ
け
れ

ば
、「
こ
れ
な
む
都
鳥
。」
と
言
ふ
を
聞
き
て
、

　
　
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言こ

と

問
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と

12

＊

＊

●

13

14

＊
＊

15

16

17

18

19

20

＊

＊

21

22

23

12
修
行
者
　
仏
道
修
行
の
た
め
に
諸
国
を
旅
し

て
歩
く
僧
。

問
「
そ
の
人
」
と
は
、
男
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

人
か
。

13
つ
く
　
言
づ
け
る
。

14
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
　「
う
つ
つ
」
を
導

く
序
詞
。

15
鹿
の
子
ま
だ
ら
　
鹿
の
毛
の
よ
う
に
、
白
く

ま
だ
ら
が
あ
る
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
山
の
残

雪
の
こ
と
。

16
比
叡
の
山
　
一
六
ペ
ー
ジ
注
2
参
照
。

17
塩
尻
　
塩
を
作
る
た
め
、
海
辺
に
砂
を
円え

ん

錐す
い

形
に
積
み
上
げ
た
も
の
。

18
武
蔵
の
国
　
現
在
の
埼
玉
県
・
東
京
都
お
よ

び
神
奈
川
県
の
一
部
。

19
下
総
の
国
　
現
在
の
千
葉
県
の
北
部
と
茨
城

県
の
南
西
部
。

20
す
み
だ
川
　
現
在
の
東
京
都
東
部
を
流
れ
る

隅
田
川
。
当
時
は
武
蔵
の
国
と
下
総
の
国
と

の
境
で
あ
っ
た
。

21
鴫
　
シ
ギ
科
の
鳥
の
総
称
。
く
ち
ば
し
と
脚

が
長
く
、
水
辺
に
す
む
。

22
都
鳥
　
ゆ
り
か
も
め
の
こ
と
。
カ
モ
メ
科
の

小
形
の
鳥
。
冬
の
渡
り
鳥
で
、
水
辺
に
群ぐ

ん

棲せ
い

す
る
。

51015
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と
詠
め
り
け
れ
ば
、
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
。

�

（
第
九
段
）

23
名
に
し
負
は
ば
　（「
都
」
と
い
う
言
葉
を
）

名
に
持
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
。

い
か
で
か
　
い
ま
す
　
う
つ
つ
　
つ
ご
も
り

わ
ぶ
　
渡
る

1
全
体
を
三
つ
に
分
け
、
場
面
ご
と
に
内
容
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
「
ば
」
の
用
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
（
六
二
・
13
）

⑵
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
（
六
二
・
15
）

1
「
か
ら
衣
」「
駿
河
な
る
」「
名
に
し
負
は
ば
」
の
三
首
の
歌
に
共
通
す
る
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

業
なり

平
ひら

東下り図（尾形光
こう

琳
りん

筆）

    

19
下
総
し
も
つ
ふ
さの
国
と
の
中
に
、
い
と
大
き
な
る
川
あ
り
。
そ
れ
を
す20

み
だ
川
と
い
ふ
。
そ
の
川
の
ほ

と
り
に
群
れ
ゐ
て
、
思
ひ
や
れ
ば
、
限
り
な
く
遠
く
も
来
に
け
る
か
な
、
と
わ＊
び
合
へ
る
に
、

渡
し
守も
り

、「
は
や
舟
に
乗
れ
。
日
も
暮
れ
ぬ
。」
と
言
ふ
に
、
乗
り
て
渡
ら
む
と
す
る
に
、
み

業
平
東
下
り
図
（
尾
形
光こ
う

琳り
ん

筆）

19
下
総
の
国

現
在
の
千
葉
県
の
北
部
と
茨

城
県
の
南
西
部
。

20
す
み
だ
川

現
在
の
東
京
都
東
部
を
流
れ

る
隅
田
川
。
当
時
は
武
蔵
の
国
と
下
総
の

国
と
の
境
で
あ
っ
た
。
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筒つ
つ

井ゐ

筒づ
つ

　
昔
、
田
舎
渡
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど

も
、
井
の
も
と
に
出い

で
て
遊
び
け
る
を
、

大
人
に
な
り
に
け
れ
ば
、
男
も
女
も
恥

ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
、
こ

の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。
女
は
、
こ

の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
も
、
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
、
こ
の
隣
の

男
の
も
と
よ
り
、
か
く
な
む
。

　
　
筒
井
筒
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
丈
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹い

も

見
ざ
る
ま
に

女
、
返
し
、

　
　
く
ら
べ
こ
し
振
り
分
け
髪
も
肩
過
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
上
ぐ
べ
き

な
ど
言
ひ
言
ひ
て
、
つ
ひ
に
本ほ

意い

の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。

　
さ
て
、
年
ご
ろ
経ふ

る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
頼
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
言

ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河か

ふ
ち内
の
国
高た

か

安や
す

の
郡こ

ほ
りに
、
行
き
通
ふ
所
出
で
来
に
け
り
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9＊

10＊

11

12

1
田
舎
渡
ら
ひ
し
け
る
人
　
地
方
を
回
っ
て
生

計
を
立
て
て
い
る
人
。

2
あ
は
す
れ
ど
も
　
ほ
か
の
男
と
結
婚
さ
せ
よ

う
と
す
る
け
れ
ど
も
。

3
筒
井
筒
　「
筒
井
」
は
筒
状
に
円
く
掘
り
下

げ
た
井
戸
。「
井
筒
」は
井
戸
の
地
上
部
分
の

囲
い
。

4
井
筒
に
か
け
し
　
井
筒
の
高
さ
と
背
比
べ
し

た
。

5
ま
ろ
が
丈
　
私
の
背
丈
。

6
振
り
分
け
髪
　
左
右
に
分
け
て
肩
の
辺
り
で

切
り
そ
ろ
え
た
子
供
の
髪
型
。

7
上
ぐ
　
髪
上
げ
を
す
る
。「
髪
上
げ
」は
四
六

ペ
ー
ジ
注
8
参
照
。

8
親
な
く
　（
女
の
）
親
が
亡
く
な
っ
て
。

9
頼
り
な
く
な
る
ま
ま
に
　
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
が
な
く
な
る
に
つ
れ
て
。

10
言
ふ
か
ひ
な
く
て
　
こ
こ
で
は
、
窮
乏
し
た

状
態
で
、
の
意
。

11
河
内
の
国
　
現
在
の
大
阪
府
南
東
部
。

12
高
安
の
郡
　
現
在
の
大
阪
府
八や

尾お

市
の
辺
り
。

10

5

奈良絵本『伊勢物語』
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さ
り
け
れ
ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
悪あ

し
と
思
へ
る
気け

色し
き

も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、

男
、
異こ

と

心ご
こ
ろあ

り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
疑
ひ
て
、
前せ

ん

栽ざ
い

の
中
に
隠
れ
ゐ
て
、
河
内
へ�

往い

ぬ
る
顔
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化け

粧さ
う

じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、

　
　
風
吹
け
ば
沖
つ
白し

ら

浪な
み

た
つ
た
山
夜よ

半は

に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

と
詠
み
け
る
を
聞
き
て
、
限
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
。

　
ま
れ
ま
れ
、
か
の
高
安
に
来
て
み
れ
ば
、
初
め
こ
そ
心
に
く
く
も
つ
く
り
け
れ
、
今
は
う

ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯い

ひ

匙が
ひ

取
り
て
、
笥け

子こ

の
器

う
つ
は

物も
の

に
盛
り
け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、

行
か
ず
な
り
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方か

た

を
見
や
り
て
、

　
　
君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
を
ら
む
生い

駒こ
ま

山
雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も

と
言
ひ
て
見
出
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
大や

ま
と和
人び

と

、「
来こ

む
。」
と
言
へ
り
。
喜
び
て
待
つ
に
、

た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、

　
　
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る

と
言
ひ
け
れ
ど
、
男
、
住
ま
ず
な
り
に
け
り
。

�
（
第
二
十
三
段
）

＊

13

●

14
＊

15

16

＊

＊

17

18

19

20

＊

510

13
異
心
　
浮
気
心
。

問
「
か
か
る
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
し

て
い
る
か
。

14
往
ぬ
る
顔
　
行
っ
た
ふ
り
。

15
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
　「
た
つ
」を
導
く
序じ

ょ
こ
と
ば詞。

16
た
つ
た
山
　
竜た

つ

田た

山
。
現
在
の
奈
良
県
生い

駒こ
ま

郡
に
あ
る
山
。

17
飯
匙
　
飯
を
盛
る
し
ゃ
も
じ
。

18
笥
子
の
器
物
　
飯
を
盛
る
器
。

19
大
和
　
現
在
の
奈
良
県
。

20
生
駒
山
　
現
在
の
奈
良
県
生
駒
市
と
大
阪

府
東
大
阪
市
と
の
境
に
あ
る
山
。

頼
り
　
言
ふ
か
ひ
な
し
　
気
色
　
往
ぬ
　
か

な
し
　
心
に
く
し
　
頼
む
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1
「
筒
井
筒
」「
く
ら
べ
こ
し
」
の
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
大
和
の
女
と
高
安
の
女
を
、
詠
ん
だ
歌
、
振
る
舞
い
や
性
格
に
つ
い
て
、
比
較
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
詞
の
種
類
と
用
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。（
六
四
・
7
）

⑵
君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
を
ら
む
（
六
五
・
9
）

1
『
伊
勢
物
語
』
と
『
大
和
物
語
』
は
と
も
に
十
世
紀
頃
に
成
立
し
た
歌
物
語
で
あ
る
。「
筒
井
筒
」（
六
四
～
六
五
ペ
ー
ジ
）
と
「
沖

つ
白
浪
」（
六
七
～
六
八
ペ
ー
ジ
）
は
、「
風
吹
け
ば
」
の
歌
を
、
男
が
別
の
女
性
の
と
こ
ろ
に
通
う
と
き
に
、
も
と
の
女
が
詠
ん

だ
歌
と
す
る
物
語
の
骨
格
は
共
通
し
て
い
る
が
、
細
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
。
二
つ
の
作
品
を
読
み
比
べ
て
み
よ

う
。

⑴
「
筒
井
筒
」
と
「
沖
つ
白
浪
」
で
描
写
が
違
う
部
分
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

⑵
「
筒
井
筒
」
と
「
沖
つ
白
浪
」
の
作
風
の
違
い
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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◆

読
み
比
べ◆沖

つ
白し

ら

浪な
み

（『
大
和
物
語
』）

　
昔
、
大
和
の
国
、
葛か
づ
ら
き城
の
郡こ
ほ
りに
住
む
男
・
女
あ
り
け
り
。
こ
の
女
、
顔
か
た
ち
い
と
清
ら
な
り
。

年
ご
ろ
思
ひ
か
は
し
て
住
む
に
、
こ
の
女
、
い
と
わ
ろ
く
な
り
に
け
れ
ば
、
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
、

限
り
な
く
思
ひ
な
が
ら
、
妻め

を
ま
う
け
て
け
り
。
こ
の
今
の
妻
は
、
富
み
た
る
女
に
な
む
あ
り
け

る
。
こ
と
に
思
は
ね
ど
、
行
け
ば
い
み
じ
う
い
た
は
り
、
身
の
装さ
う

束ぞ
く

も
い
と
清
ら
に
せ
さ
せ
け
り
。

　
か
く
に
ぎ
は
は
し
き
所
に
な
ら
ひ
て
、
来
た
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
わ
ろ
げ
に
て
ゐ
て
、
か
く

ほ
か
に
あ
り
け
ど
、
さ
ら
に
妬ね
た

げ
に
も
見
え
ず
な
ど
あ
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
け
り
。
心
地

に
は
、
限
り
な
く
妬
く
心
憂
く
思
ふ
を
、
忍
ぶ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
と
ど
ま
り
な
む
と
思
ふ
夜よ

も
、
な
ほ
「
往い

ね
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
わ
が
か
く
あ
り
き
す
る
を
妬
ま
で
、
異
わ
ざ
す
る
に
や

あ
ら
む
、
さ
る
わ
ざ
せ
ず
は
恨
む
る
こ
と
も
あ
り
な
む
な
ど
、
心
の
う
ち
に
思
ひ
け
り
。

　
さ
て
、
出い

で
て
行
く
と
見
え
て
、
前せ
ん

栽ざ
い

の
中
に
隠
れ
て
、
男
や
来
る
と
見
れ
ば
、
端
に
出
で
ゐ

て
、
月
の
い
と
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
に
、
頭か
し
らか
い
け
づ
り
な
ど
し
て
を
り
。
夜
更
く
る
ま
で
寝

ず
、
い
と
い
た
う
う
ち
嘆
き
て
な
が
め
け
れ
ば
、
人
待
つ
な
め
り
と
見
る
に
、
使
ふ
人
の
前
な
り

け
る
に
言
ひ
け
る
。

　
　
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
た
つ
た
山
夜よ

半は

に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

1

2

＊

3

＊

4

5

6

＊

7

＊

8

＊

9

10

11

12

1
大
和
の
国
　
六
五
ペ
ー
ジ
注
19
参
照
。

2
葛
城
の
郡
　
現
在
の
奈
良
県
西
部
の
御ご

所せ

市

と
葛か

つ
ら
ぎ城

市
の
辺
り
。

3
わ
ろ
く
な
り
に
け
れ
ば
　
貧
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
。

4
妻
を
ま
う
け
て
け
り
　
ほ
か
に
妻
を
作
っ
て

し
ま
っ
た
。

5
に
ぎ
は
は
し
き
　
裕
福
な
。

6
来
た
れ
ば
　（
も
と
の
女
の
所
へ
）
来
て
み
る

と
。

7
心
地
に
は
　
内
心
で
は
。

8
異
わ
ざ
す
る
に
や
あ
ら
む
　
ほ
か
に
男
を
通

わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

9
端
　
縁
側
。

10
頭
か
い
け
づ
り
な
ど
し
て
を
り
　
髪
を
櫛く
し

で

と
か
し
た
り
し
て
い
る
。

11
使
ふ
人
　
召
し
使
い
。

12
風
吹
け
ば
…
　
六
五
ペ
ー
ジ
注
15
・
16
参
照
。

清
ら
な
り
　
わ
づ
ら
ふ
　
さ
ら
に
…
（
打
消
）

心
憂
し
　
わ
ざ
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イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

◆
「
Ｑ
数
下
げ
て
17
行
取
り
に
」
の
指
示
に
よ
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
組
み

　
　
➡
段
落
ス
タ
イ
ル
「
本
文_

言
語
活
動_13

Ｑ
」、

　
　
　

フ
レ
ー
ム
グ
リ
ッ
ド
で
行
間12.9H

◆�

基
本
ペ
ー
ジ
と
同
じ
よ
う
な
構
成
（
上
部
が
物
語
、
下
部
が
脚
注
）

　
　

➡
下
部
（
脚
注
）
を
基
本
ペ
ー
ジ
と
同
じ
文
字
数
、
ス
タ
イ
ル
で
作
成



と
詠
み
け
れ
ば
、
わ
が
う
へ
を
思
ふ
な
り
け
り
と
思
ふ
に
、
い
と
か
な
し
う
な
り
ぬ
。
こ
の
今
の

妻
の
家
は
、
竜
田
山
越
え
て
行
く
道
に
な
む
あ
り
け
る
。

　
か
く
て
、
な
ほ
見
を
り
け
れ
ば
、
こ
の
女
、
う
ち
泣
き
て
伏
し
て
、
金か
な
ま
り椀
に
水
を
入
れ
て
、
胸

に
な
む
据
ゑ
た
り
け
る
。
あ
や
し
、
い
か
に
す
る
に
か
あ
ら
む
と
て
、
な
ほ
見
る
。
さ
れ
ば
、
こ

の
水
、
熱あ
つ

湯ゆ

に
た
ぎ
り
ぬ
れ
ば
、
湯
ふ
て
つ
。
ま
た
水
を
入
る
。
見
る
に
い
と
か
な
し
く
て
、
走

り
出
で
て
、「
い
か
な
る
心
地
し
給た
ま

へ
ば
、
か
く
は
し
給
ふ
ぞ
。」
と
言
ひ
て
、
か
き
抱い
だ

き
て
な
む

寝
に
け
る
。
か
く
て
、
ほ
か
へ
も
さ
ら
に
行
か
で
、
つ
と
ゐ
に
け
り
。

　
か
く
て
、
月
日
多
く
経
て
思
ひ
や
る
や
う
、
つ
れ
な
き
顔
な
れ
ど
、
女
の
思
ふ
こ
と
い
と
い
み

じ
き
こ
と
な
り
け
る
を
、
か
く
行
か
ぬ
を
い
か
に
思
ふ
ら
む
と
、
思
ひ
出
で
て
、
あ
り
し
女
の
が

り
行
き
た
り
け
り
。
久
し
く
行
か
ざ
り
け
れ
ば
、
つ
つ
ま
し
く
て
立
て
り
け
り
。
さ
て
、
垣か
い

間ま

め

ば
、
我
に
は
よ
く
て
見
え
し
か
ど
、
い
と
あ
や
し
き
さ
ま
な
る
衣き
ぬ

を
着
て
、
大お
ほ

櫛ぐ
し

を
面つ
ら

櫛ぐ
し

に
挿
し

か
け
て
を
り
、
手
づ
か
ら
飯い
ひ

盛
り
を
り
け
り
。
い
と
い
み
じ
と
思
ひ
て
、
来
に
け
る
ま
ま
に
、
行

か
ず
な
り
に
け
り
。
こ
の
男
は
王
お
ほ
き
みな

り
け
り
。�

（
第
百
四
十
九
段
）

13

14

15

＊

16

＊

17

＊

18

19

2021

22

13
か
な
し
う
　「
か
な
し
く
」
の
ウ
音
便
。

14
金
椀
　
金
属
製
の
椀わ

ん

。

15
ふ
て
つ
　
捨
て
た
。

16
つ
と
ゐ
に
け
り
　（
こ
の
女
の
そ
ば
を
）
ず
っ

と
離
れ
ず
に
い
た
。

17
あ
り
し
女
の
が
り
　
今
の
妻
の
所
へ
。

18
つ
つ
ま
し
く
て
立
て
り
け
り
　
気
が
引
け
て

（
外
に
）
立
っ
て
い
た
。

19
垣
間
め
ば
　
垣
根
の
隙
間
か
ら
の
ぞ
き
見
る

と
。

20
大
櫛
を
面
櫛
に
挿
し
か
け
て
を
り
　
大
き
な

櫛
を
額
髪
に
挿
し
て
い
て
。

21
来
に
け
る
ま
ま
に
　
帰
っ
て
来
た
ま
ま
。

22
王
　
天
皇
の
子
や
孫
で
、
親
王
宣
下
を
受
け

な
い
男
子
。
平へ

い

城ぜ
い

天
皇
の
孫
に
当
た
る
在

あ
り
わ
ら
の原

業な
り

平ひ
ら

（
二
六
一
ペ
ー
ジ
）
を
ほ
の
め
か
す
。

　
　
大
和
物
語
　
歌
物
語
。
作
者
未
詳
。
十
世
紀
中
頃
の
成
立
。
お
よ
そ
百
七
十
段
か
ら
成
る
。
当
時
の
貴
族
の
間
に
流
行
し
て
い
た
歌
語

り
（
著
名
な
和
歌
に
ま
つ
わ
る
説
話
）
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
中
に
は
地
方
に
伝
え
ら
れ
た
伝
説
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
文
は
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

い
か
な
る
　
つ
れ
な
し
　
が
り

510
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梓あ
づ
さ

弓ゆ
み

　
昔
、
男
、
片
田
舎
に
住
み
け
り
。
男
、
宮
仕
へ
し
に
と
て
、
別
れ
惜
し
み
て
行
き
に
け
る

ま
ま
に
、
三み

年と
せ

来こ

ざ
り
け
れ
ば
、
待
ち
わ
び
た
り
け
る
に
、
い
と
ね
む
ご
ろ
に
言
ひ
け
る
人

に
、
今こ

宵よ
ひ

会
は
む
と
契
り
た
り
け
る
に
、
こ
の
男
来
た
り
け
り
。「
こ
の
戸
開
け
給た

ま

へ
。」
と

た
た
き
け
れ
ど
、
開
け
で
、
歌
を
な
む
詠
み
て
出い

だ
し
た
り
け
る
。

　
　
あ
ら
た
ま
の
年
の
三
年
を
待
ち
わ
び
て
た
だ
今
宵
こ
そ
新
枕
す
れ

と
言
ひ
出
だ
し
た
り
け
れ
ば
、

　
　
梓
弓
ま
弓
槻つ

き

弓ゆ
み

年
を
経
て
我
が
せ
し
が
ご
と
う
る
は
し
み
せ
よ

と
言
ひ
て
、
往い

な
む
と
し
け
れ
ば
、
女
、

　
　
梓
弓
引
け
ど
引
か
ね
ど
昔
よ
り
心
は
君
に
よ
り
に
し
も
の
を

と
言
ひ
け
れ
ど
、
男
帰
り
に
け
り
。
女
、
い
と
か
な
し
く
て
、
後し

り

に
立
ち
て
追
ひ
行
け
ど
、

え
追
ひ
つ
か
で
、
清
水
の
あ
る
所
に
伏
し
に
け
り
。
そ
こ
な
り
け
る
岩
に
、
指お

よ
びの
血
し
て
書

き
つ
け
け
る
。

　
　
あ
ひ
思
は
で
離か

れ
ぬ
る
人
を
と
ど
め
か
ね
我
が
身
は
今
ぞ
消
え
果
て
ぬ
め
る

1

＊

＊

●

23

＊

45

510

1
三
年
来
ざ
り
け
れ
ば
　
三
年
間
帰
ら
な
か
っ

た
の
で
。
当
時
、
夫
が
家
を
出
て
三
年
間
帰

ら
な
け
れ
ば
、
妻
は
再
婚
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
い
た
。

問
﹁
こ
の
男
﹂
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

2
あ
ら
た
ま
の
…
　「
あ
ら
た
ま
の
」
は
「
年
」

を
導
く
枕
ま
く
ら
こ
と
ば

詞
。「
新
枕
」は
、
男
女
が
初
め
て

共
寝
を
す
る
こ
と
。

3
梓
弓
…
　「
梓
弓
ま
弓
槻
弓
」
は
「
年
」
を

導
く
序じ
ょ

詞こ
と
ば。「

槻
」に「
月
」を
掛
け
て
、「
年
」

の
序
詞
と
し
た
。「
う
る
は
し
み
せ
よ
」
は
、

（
新
し
い
夫
を
）
愛
し
、
む
つ
ま
じ
く
し
な
さ

い
の
意
。

4
梓
弓
…
　﹁
梓
弓
﹂
は
﹁
引
く
﹂
を
導
く
枕

詞
。「
引
け
ど
引
か
ね
ど
」
は
（
あ
な
た
が
私

の
心
を
）
引
こ
う
が
引
く
ま
い
が
の
意
。

5
あ
ひ
思
は
で
　
私
が
思
っ
て
い
る
の
に
、
私

の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
な
い
で
。

ね
む
ご
ろ
な
り 

契
る 

う
る
は
し
み
す

69

物
語
２
　  

伊
勢
物
語



と
書
き
て
、
そ
こ
に
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
。

�

（
第
二
十
四
段
）

6

6
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
　
死
ん
で
し
ま
っ

た
。

1
本
文
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
は
「
男
」
ま
た
は
「
女
」
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
述
べ
た
も
の
か
、
状
況
を
踏
ま
え
て
考
え

て
み
よ
う
。

1
本
文
中
か
ら
係
り
結
び
を
起
こ
す
係
助
詞
を
抜
き
出
し
、
そ
の
結
び
の
語
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

1
「
あ
ひ
思
は
で
」
の
歌
を
書
き
つ
け
た
後
、「
そ
こ
に
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
。」（
七
〇
・
1
）
と
い
う
結
末
は
、
こ
の
話

を
ど
の
よ
う
に
印
象
付
け
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

　
　
伊
勢
物
語
　
現
存
最
古
の
歌
物
語
。
作
者
未
詳
。
十
世
紀
初
頭
頃
の
成
立
。
全
体
と
し
て
在あ

り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
（
二
六
一
ペ
ー
ジ
）
を
想
起
さ
せ

る
「
男
」
の
一
代
記
の
よ
う
な
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。
恋
の
話
や
友
情
の
話
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
和
歌
を
物
語
の
中
心
に
据
え
た
、
お
よ
そ
百

二
十
五
段
の
短
編
か
ら
成
る
。
本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。
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窓古
文
の

平
安
文
学
の
恋

　
平
安
文
学
の
恋
は
「
か
い
ま
見
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。「
か
い

ま
見
」
は
「
垣か

い

間ま

見
」、
す
な
わ
ち
垣
根
の
間
か
ら
姿
を
の
ぞ
き
見
る
こ

と
を
い
う
。『
伊い

勢せ

物
語
』
の
第
一
段
は
、
元
服
を
迎
え
た
男
が
旧
都
奈

良
に
狩
り
に
出
か
け
、
そ
こ
で
美
し
い
姉
妹
を
か
い
ま
見
て
「
春か

す
が日
野
の

若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず
」
と
い
う
歌
を
詠
み
贈
る

話
で
あ
る
。
そ
の
「
か
い
ま
見
」
は
物
語
の
手
法
と
し
て
、『
源げ

ん

氏じ

物
語
』

若
紫
巻
で
光

ひ
か
る

源
氏
が
美
し
い
少
女
紫
の
上
に
出
会
う
場
面
へ
と
受
け
継
が

れ
た
。「
若
紫
」
と
い
う
巻
名
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
若
紫
」
を
明
ら
か

に
意
識
し
て
い
る
。

　
恋
は
、
文ふ

み

（
手
紙
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
想
い
を
懸
け
る
文
と
い

う
こ
と
で
「
懸け

想そ
う

文ぶ
み

」
と
も
呼
ば
れ
る
。
多
く
の
場
合
は
男
性
か
ら
送
る

の
だ
が
、
初
め
の
う
ち
は
返
事
が
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
で
も
何
度
も

届
け
ら
れ
る
文
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
お
付
き
の
女
房
や
時
に
は
母
親
、

さ
ら
に
は
父
親
に
よ
っ
て
返
事
が
代
作
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
相
手
の

女
性
本
人
か
ら
返
事
が
寄
越
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
た
と
え
そ
れ
が
は

ぐ
ら
か
し
た
り
断
っ
た
り
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
恋
の
駆
け
引

き
と
し
て
は
前
進
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
恋
文
は
薄う

す

様よ
う

と
い
う
薄
手
の

1

色い
ろ

紙が
み

に
し
た
た
め
ら
れ
、
折お
り

枝え
だ

（
季
節
の
花
の
枝
）
に
結
ぶ
な
ど
し
て
交

わ
さ
れ
た
。
文
面
に
加
え
、
和
歌
・
筆
跡
・
紙
・
折
枝
な
ど
、
多
く
の
要

素
で
差
出
人
の
教
養
と
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
恋
が
成
就
し
た
共
寝
の
翌
朝
は
、「
後き

ぬ

朝ぎ
ぬ

の
別
れ
」
と
い
う
。「
き
ぬ
ぎ

ぬ
」
と
は
夜
着
に
用
い
た
男
女
の
衣き

ぬ

と
衣
を
指
し
、
互
い
の
単ひ
と
えを

交
換
し

て
別
れ
た
後
、
夕
方
ま
で
会
え
な
い
こ
と
を
嘆
く
「
後
朝
の
歌
」
を
朝
の

う
ち
に
詠
み
交
わ
す
。
三
日
間
通
い
続
け
る
と
、「
三み

日か

夜よ

の
餅
」
と
い

わ
れ
る
小
さ
な
餅
を
共
に
食
べ
る
。
そ
れ
ま
で
は
秘
め
ら
れ
た
恋
で
あ
っ

て
も
、
餅
の
用
意
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
で
周
囲
も
二
人
の
関
係
に
気
づ
く

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
「
露

と
こ
ろ
あ
ら
わ
し

顕
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
い
う
披
露
宴
の
よ

う
な
役
割
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
通
い
婚
」
は
、
法
的
意
味

で
の
結
婚
で
な
い
場
合
も
多
く
、
男
性
が
通
う
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
二
人

の
関
係
は
自
然
消
滅
す
る
の
で
あ
っ
て
、
訪
れ
を
待
つ
女
性
は
常
に
不
安

定
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
も
律り

つ

令り
ょ
うに
よ
れ
ば
一
夫
一
妻
制

で
あ
る
が
、
事
実
上
は
妻
と
い
え
る
よ
う
な
通
い
所
を
ほ
か
に
持
つ
男
性

貴
族
は
多
く
、
そ
の
実
態
か
ら
一
夫
多
妻
制
で
あ
っ
た
と
考
え
る
見
方
も

あ
る
。
平
安
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る
際
の
「
妻
」
や
「
結
婚
」
の
定
義
は

一
様
で
な
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。

（
注
）

1
『
源
氏
物
語
』　
物
語
。
五
十
四
帖
。
作
者
は
紫
式
部
。
十
一
世
紀
初
め
頃
成
立
。

3
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視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る�

　『
伊い

勢せ

物
語
』
は
和
歌
を
中
心
と
し
て
、
主
に
男
女
の
恋
と
結
婚
を

主
題
に
し
た
物
語
が
展
開
し
て
い
く
歌
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章

段
で
は
男
性
か
女
性
か
、
ど
ち
ら
か
片
方
の
視
点
か
ら
物
語
が
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。「
梓
あ
づ
さ

弓ゆ
み

」（
六
九
～
七
〇
ペ
ー
ジ
）
は
、「
女
」
の
視
点
か

ら
語
ら
れ
て
い
る
が
、「
男
」
の
心
情
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
語
ら
れ

て
い
な
い
「
男
」
の
心
情
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
、
物
語
が
別
の
顔
を

見
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
も
物
語
を
読
み
味
わ
う
一
つ
の
や
り
方
で

あ
る
。「
女
」
の
心
情
を
理
解
し
た
う
え
で
、
相
手
の
「
男
」
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
、
表
現
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
梓
弓
引
け
ど
」「
あ
ひ
思
は
で
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
詠
ん
だ
と
き

の「
女
」の
心
情
を
、
表
の
中
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
梓
弓
引
け
ど
」「
あ
ひ
思
は
で
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
対
し
て
、「
男
」

は
ど
の
よ
う
な
心
情
を
抱
い
た
か
を
想
像
し
、
表
に
書
き
込
も
う
。

 
 

視
点
を
変
え
て
「
梓
弓
」
の
物
語
を
書
き
換
え
、「
男
」

の
心
情
を
表
現
し
て
み
よ
う
。

課
題

１２

 
 

「
男
帰
り
に
け
り
。」以
下
を「
男
」の
物
語
に
書
き
換
え
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考
え
た
「
男
」
の
心
情

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
、
意
見
を
ま
と
め
る
。

②�

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
意
見
に
従
っ
て
、「
男
」
の
心
情
に
基
づ

い
た
「
男
」
の
行
動
を
考
え
る
。

③�

「
男
帰
り
に
け
り
。」（
六
九
・
11
）
以
下
を
「
男
」
の
視
点
の
物
語

に
書
き
換
え
る
。

　
・
現
代
語
で
書
き
換
え
る
。

 
 

「
男
」の
視
点
の
物
語
を
発
表
し
よ
う
。

①�
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
「
男
」
の
物
語
を
発
表
す
る
。

②�
発
表
を
聞
い
て
、
共
感
で
き
る
点
を
あ
げ
る
。

和
歌

「
女
」
の
心
情

「
男
」
の
心
情

梓弓引けど…

・・・

・・・

あひ思はで…

・・・

・・・

３４

❖
単
元
の
言
語
活
動

4
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日
記
文
学
の
特
徴
や
成
立
の
背
景
を
理
解
す
る
。

諧か
い

謔ぎ
ゃ
くな
ど
の
表
現
の
工
夫
を
味
わ
う
。

変
体
仮
名
を
読
む
。

土
佐
日
記
門
出

阿
倍
仲
麻
呂

帰
京

男
の
文
章
と
女
の
文
章
（
橋
本
治
）

　
　 

真
名
と
仮
名

❖
単
元
の
言
語
活
動

5

　
変
体
仮
名
を
読
む

古
典
に
関
す
る
文
章

窓古
文
の4 日

記 

5
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

北き
た

野の

天て
ん

神じ
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

平
安
時
代
の
船
旅
の
様
子
。
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土と

佐さ

日
記

門
出 

　

男
も
す
な
る
日に

記き

と
い
ふ
も
の
を
、

女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。

　

そ
れ
の
年
の
十し

二は

月す

の
二は

十つ

日か

あ

ま
り
一ひ

と

日ひ

の
日
の
戌い

ぬ

の
刻と

き

に
、
門
出

す
。
そ
の
よ
し
、
い
さ
さ
か
に
も
の

に
書
き
つ
く
。

　

あ
る
人
、
県あ

が
たの
四よ

年と
せ

五い
つ

年と
せ

果
て
て
、

例
の
こ
と
ど
も
み
な
し
終
へ
て
、
解げ

由ゆ

な
ど
取
り
て
、
住
む
館た

ち

よ
り
出い

で

て
、
船
に
乗
る
べ
き
所
へ
渡
る
。
か

紀き
の　

貫つ
ら

之ゆ
き

暗 唱
してみよう

1

2

3

4

●

5

6

7

8

1
す
な
る　

す
る
（
書
く
）
と
い
う
。

2
そ
れ
の
年　

あ
る
年
。
わ
ざ
と
ぼ
か
し
た
表

現
で
、
実
際
の
貫
之
の
門
出
は
承
じ
ょ
う

平へ
い

四
（
九

三
四
）
年
の
こ
と
。

3
戌
の
刻　

午
後
八
時
頃
。

4
門
出　

出
発
。

問
「
あ
る
人
」
と
は
、
誰
か
。

5
県
の
四
年
五
年　

地
方
官
と
し
て
の
任
務
期

間
の
四
、
五
年
。
貫
之
は
、
延
長
八
（
九
三

〇
）
年
に
土
佐
の
国
（
現
在
の
高
知
県
）
の

国
守
と
な
っ
た
。

6
例
の
こ
と
ど
も　

国
司
交
替
に
伴
う
、
慣
例

の
事
務
引
き
継
ぎ
の
こ
と
。

7
解
由　

解
由
状
。
新
任
者
が
前
任
者
の
任

務
完
了
を
証
明
す
る
公
文
書
。

8
住
む
館　

作
者
が
住
ん
で
い
た
国
司
の
官
舎
。

現
在
の
高
知
県
南
国
市
比ひ

江え

に
あ
っ
た
。

9
く
ら
べ
つ
る
人
　々

親
し
く
交
際
し
て
き
た

人
々
。

問
「
人
々
な
む
」
の
「
な
む
」
の
結
び
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

10
日
し
き
り
に　
一
日
中
。

510

『土佐日記』に出てくる地名
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れ
こ
れ
、
知
る
知
ら
ぬ
、
送
り
す
。
年
ご
ろ
よ
く
く
ら
べ
つ
る
人
々
な
む
、
別
れ
が
た
く
思

ひ
て
、
日
し
き
り
に
、
と
か
く
し
つ
つ
、
の
の
し
る
う
ち
に
、
夜
更
け
ぬ
。

　
二は

つ
か
あ
ま
り
ふ
つ
か

十
二
日
に
、
和い

づ
み泉

の
国
ま
で
と
、
平
ら
か
に
願
立
つ
。
藤
原
の
と
き
ざ
ね
、
船ふ

な

路ぢ

な
れ

ど
、
馬
の
は
な
む
け
す
。
上か

み

中な
か

下し
も

、
酔ゑ

ひ
飽
き
て
、
い
と
あ
や
し
く
、
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、

あ
ざ
れ
合
へ
り
。

　
二は

つ
か
あ
ま
り
み
か

十
三
日
。
八や

木ぎ

の
や
す
の
り
と
い
ふ
人
あ
り
。
こ
の
人
、
国
に
必
ず
し
も
言
ひ
使
ふ
者

に
も
あ
ら
ざ
な
り
。
こ
れ
ぞ
、
た
た
は
し
き
や
う
に
て
、
馬
の
は
な
む
け
し
た
る
。
守か

み

柄が
ら

に

や
あ
ら
む
、
国く

に

人ひ
と

の
心
の
常
と
し
て
、「
今
は
。」
と
て
見
え
ざ
な
る
を
、
心
あ
る
者
は
、
恥

ぢ
ず
に
な
む
来
け
る
。
こ
れ
は
、
物
に
よ
り
て
褒
む
る
に
し
も
あ
ら
ず
。

　
二は

つ
か
あ
ま
り
よ
か

十
四
日
。
講か

う

師じ

、
馬
の
は
な
む
け
し
に
出い

で
ま
せ
り
。
あ
り
と
あ
る
上
下
、
童わ

ら
はま
で
酔

ひ
し
れ
て
、
一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
者
、
し
が
足
は
十
文
字
に
踏
み
て
ぞ
遊
ぶ
。

9

●

10

11

12

13

＊

14

15

16

17

●
18

19

20
21

510

11
和
泉
の
国
　
現
在
の
大
阪
府
南
部
。

12
藤
原
の
と
き
ざ
ね
　
伝
未
詳
。
国
府
の
役
人

か
。

13
馬
の
は
な
む
け
　
旅
立
つ
人
に
餞せ

ん

別べ
つ

の
品
を

送
っ
た
り
、
送
別
の
宴
を
開
い
た
り
す
る
こ

と
。

14
あ
ざ
れ
合
へ
り
　
ふ
ざ
け
合
っ
た
。「
あ
ざ
る
」

に
は
「
ふ
ざ
け
る
」
と
「（
魚
な
ど
が
）
腐

る
」
の
二
つ
の
意
味
が
掛
け
て
あ
る
。

15
八
木
の
や
す
の
り
　
伝
未
詳
。
土
佐
の
豪
族

か
。

16
国
　
国
司
の
役
所
。
国
府
。

17
ざ
な
り
　「
ざ
る
な
り
」
の
撥は

つ

音
便
「
ざ
ん
な

り
」
の
「
ん
」
を
表
記
し
な
い
形
。

18
守
柄
　
前
国
守
の
人
柄
。

問
「
守
柄
に
や
あ
ら
む
」
は
、
ど
こ
に
掛
か
っ
て

い
る
か
。

19
講
師
　
国
分
寺
の
住
職
。
国
内
の
僧
尼
を

管
掌
し
、
仏
の
教
え
を
講
じ
る
。

20
出
で
ま
せ
り
　
お
い
で
に
な
っ
た
。「
出
で
ま

す
」
は
動
詞
「
出
づ
」
に
尊
敬
の
補
助
動
詞

「
ま
す
」
が
付
い
て
一
語
化
し
た
も
の
。

21
し
が
足
は
　
そ
の
足
は
。「
し
」
は
代
名
詞
。

飽
く
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佐
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1
「
和
泉
の
国
ま
で
と
、
平
ら
か
に
願
立
つ
。」（
七
五
・
３
）
と
あ
る
が
、『
土
佐
日
記
』
旅
程
図
も
参
考
に
し
な
が
ら
、「
和
泉

の
国
ま
で
」
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
八
木
の
や
す
の
り
と
い
ふ
人
あ
り
。」（
七
五
・
６
）
と
あ
る
が
、
作
者
は
「
八
木
の
や
す
の
り
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
、「
国
人
」
と
対
比
し
て
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

⑴
船
路
な
れ
ど
、
馬
の
は
な
む
け
す
。（
七
五
・
３
～
４
）

⑵
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、
あ
ざ
れ
合
へ
り
。（
七
五
・
４
～
５
）

⑶
一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
者
、
し
が
足
は
十
文
字
に
踏
み
て
ぞ
遊
ぶ
。（
七
五
・
11
）

1
「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。」（
七
四
・
２
～
３
）
と
あ
る
が
、
作
者
は
女
性
に
仮

託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
こ
の
日
記
に
書
こ
う
と
し
た
の
か
、「
男
の
文
章
と
女
の
文
章
」（
八
一
～
八
二

ペ
ー
ジ
）
を
参
考
に
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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阿あ

倍べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ

　

十
九
日
。
日
悪あ

し
け
れ
ば
、
船
出い

だ
さ
ず
。

　

二は

つ

か
十
日
。
昨
日
の
や
う
な
れ
ば
、
船
出
だ
さ
ず
。
み
な
人
々
、
憂
へ
嘆
く
。
苦
し
く
心
も

と
な
け
れ
ば
、
た
だ
日
の
経
ぬ
る
数
を
、
今
日
幾い

く

日か

、
二
十
日
、
三み

そ

か
十
日
と
数
ふ
れ
ば
、
指

お
よ
び

も
損
な
は
れ
ぬ
べ
し
。
い
と
わ
び
し
。
夜
は
寝い

も
寝
ず
。

　

二
十
日
の
夜よ

の
月
出
で
に
け
り
。
山
の
端は

も
な
く
て
、
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る
。
か
う

や
う
な
る
を
見
て
や
、
昔
、
阿
倍
仲
麻
呂
と
言
ひ
け
る
人
は
、
唐も

ろ

土こ
し

に
渡
り
て
、
帰
り
来
け

る
と
き
に
、
船
に
乗
る
べ
き
所
に
て
、
か
の
国く

に

人ひ
と

、
馬
の
は
な
む
け
し
、
別
れ
惜
し
み
て
、

か
し
こ
の
漢か

ら

詩う
た

作
り
な
ど
し
け
る
。
飽
か
ず
や
あ
り
け
む
、
二
十
日
の
夜
の
月
出
づ
る
ま
で

ぞ
あ
り
け
る
。
そ
の
月
は
海
よ
り
ぞ
出
で
け
る
。
こ
れ
を
見
て
ぞ
、
仲
麻
呂
の
主
、「
我
が

国
に
、
か
か
る
歌
を
な
む
、
神か

み

代よ

よ
り
神
も
詠
ん
給た

び
、
今
は
上か

み

中な
か

下し
も

の
人
も
、
か
う
や
う

に
別
れ
惜
し
み
、
喜
び
も
あ
り
、
悲
し
び
も
あ
る
と
き
に
は
詠
む
。」
と
て
、
詠
め
り
け
る 

歌
、

　
　

青あ
を

海う
な

原ば
ら

振
り
さ
け
見
れ
ば
春か

す
が日

な
る
三み

笠か
さ

の
山
に
出
で
し
月
か
も

1

2

3

＊

4

●

5

6

7

510

1
十
九
日　

承
じ
ょ
う

平へ
い

五
（
九
三
五
）
年
正
月
十
九

日
。

2
か
う
や
う
な
る　

こ
の
よ
う
な
。「
か
う
や

う
」
は
「
か
く
や
う
」
の
ウ
音
便
。

3
阿
倍
仲
麻
呂　

六
九
八
年
〜
七
七
〇
年
。

養
老
元
（
七
一
七
）
年
に
遣
唐
留
学
生
と
し

て
渡
唐
。
帰
国
を
果
た
せ
ず
、
客
死
し
た
。

4
馬
の
は
な
む
け　

七
五
ぺ
ー
ジ
注
13
参
照
。

問
「
か
し
こ
」
と
は
、
ど
こ
の
こ
と
か
。

5
主　

人
名
に
つ
く
敬
称
。

6
詠
ん
給
び　
「
詠
み
給
び
」
の
撥は
つ

音
便
。

7
春
日　

現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
街
東
方
の

丘
陵
地
を
指
す
。
三
笠
山
（
御み

蓋か
さ

山
）
も
こ

れ
に
含
ま
れ
る
。

唐
土

77
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土
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日
記

光
こう

琳
りん

かるた（尾形光琳筆）



1
「
指
も
損
な
は
れ
ぬ
べ
し
。」（
七
七
・
４
～
５
）
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
二
十
日
の
夜
の
月
出
づ
る
ま
で
ぞ
あ
り
け
る
。」（
七
七
・
９
～
10
）
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う
の
か
、「
二
十

日
の
月
」
の
出
が
い
つ
頃
か
を
調
べ
た
う
え
で
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
「
心
を
や
聞
き
得
た
り
け
む
」（
七
八
・
２
～
３
）
と
あ
る
が
、
誰
が
ど
う
し
た
と
い
う
の
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
各
文
を
傍
線
部
に
注
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
指
も
損
な
は
れ
ぬ
べ
し
。（
七
七
・
４
～
５
）　　

⑵
船
に
乗
る
べ
き
所
に
て
（
七
七
・
８
）

⑶
月
の
影
は
同
じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
（
七
八
・
４
）

1
「
青
海
原
」「
都
に
て
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
考
え
、
作
者
が
な
ぜ
「
青
海
原
」
の
歌
を
日
記
に
引
用

し
て
い
る
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

と
ぞ
詠
め
り
け
る
。
か
の
国
人
、
聞
き
知
る
ま
じ
く
思
ほ
え
た
れ
ど
も
、
言こ

と

の
心
を
、
男
文

字
に
さ
ま
を
書
き
出
だ
し
て
、
こ
こ
の
言
葉
伝
へ
た
る
人
に
言
ひ
知
ら
せ
け
れ
ば
、
心
を
や

聞
き
得
た
り
け
む
、
い
と
思
ひ
の
ほ
か
に
な
む
賞め

で
け
る
。
唐
土
と
こ
の
国
と
は
、
言こ

と

異こ
と

な

る
も
の
な
れ
ど
、
月
の
影
は
同
じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。

さ
て
、
今
、
そ
の
か
み
を
思
ひ
や
り
て
、
あ
る
人
の
詠
め
る
歌
、

　
　

都
に
て
山
の
端
に
見
し
月
な
れ
ど
波
よ
り
出
で
て
波
に
こ
そ
入
れ

8

9

10

●

●

11

8
聞
き
知
る
ま
じ
く　
（
日
本
語
な
の
で
）理
解

で
き
ま
い
と
。

9
言
の
心　

歌
の
意
味
。

10
男
文
字　

男
手
。
漢
字
の
こ
と
。
平
仮
名

を
女
お
ん
な

手で

と
い
う
の
に
対
す
る
言
い
方
。

問
「
こ
こ
の
言
葉
」と
あ
る
が
、
ど
こ
の
言
葉
か
。

問
「
賞
で
け
る
」
の
主
語
は
誰
か
。

11
そ
の
か
み　

当
時
。
仲
麻
呂
が
歌
を
詠
ん
だ

当
時
。

5
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帰
京

　

京
に
入
り
た
ち
て
う
れ
し
。
家
に
至
り
て
、
門か

ど

に
入
る
に
、
月
明あ

か
け
れ
ば
、
い
と
よ
く

あ
り
さ
ま
見
ゆ
。
聞
き
し
よ
り
も
ま
し
て
、
言
ふ
か
ひ
な
く
ぞ
こ
ぼ
れ
破
れ
た
る
。
家
に
預

け
た
り
つ
る
人
の
心
も
、
荒
れ
た
る
な
り
け
り
。
中
垣
こ
そ
あ
れ
、
一
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、

望
み
て
預
か
れ
る
な
り
。
さ
る
は
、
便
り
ご
と
に
物
も
絶
え
ず
得
さ
せ
た
り
。
今こ

宵よ
ひ

、
か
か

る
こ
と
と
、
声
高
に
も
の
も
言
は
せ
ず
。
い
と
は
つ
ら
く
見
ゆ
れ
ど
、
志
は
せ
む
と
す
。

　

さ
て
、
池
め
い
て
く
ぼ
ま
り
、
水
漬
け
る
所
あ
り
。
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。
五い

つ

年と
せ

六む

年と
せ

の
う
ち
に
、
千ち

年と
せ

や
過
ぎ
に
け
む
、
か
た
へ
は
な
く
な
り
に
け
り
。
今
生
ひ
た
る
ぞ
交
じ
れ

る
。
お
ほ
か
た
の
、
み
な
荒
れ
に
た
れ
ば
、「
あ
は
れ
。」
と
ぞ
人
々
言
ふ
。
思
ひ
出い

で
ぬ
こ

と
な
く
、
思
ひ
恋
し
き
が
う
ち
に
、
こ
の
家
に
て
生
ま
れ
し
女

を
ん
な
子ご

の
、
も
ろ
と
も
に
帰
ら
ね

ば
、
い
か
が
は
悲
し
き
。
船ふ

な

人び
と

も
み
な
、
子
た
か
り
て
の
の
し
る
。
か
か
る
う
ち
に
、
な
ほ

悲
し
き
に
堪
へ
ず
し
て
、
ひ
そ
か
に
心
知
れ
る
人
と
言
へ
り
け
る
歌
、

　
　

生
ま
れ
し
も
帰
ら
ぬ
も
の
を
わ
が
宿
に
小
松
の
あ
る
を
見
る
が
悲
し
さ

と
ぞ
言
へ
る
。
な
ほ
飽
か
ず
や
あ
ら
む
、
ま
た
、
か
く
な
む
。

1

2

3

＊

●

＊

4

5

6

7＊

8

9

10

510

1
京
に
入
り
た
ち
て　

一
行
は
、
承
じ
ょ
う

平へ
い

五
（
九

三
五
）
年
二
月
十
六
日
に
帰
京
し
た
。

2
家
に
預
け
た
り
つ
る
人
の
心　

家
の
世
話
を

頼
ん
で
お
い
た
人
の
気
持
ち
。

3
中
垣　

隣
家
と
の
隔
て
の
垣
根
。

問
「
か
か
る
こ
と
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
し
て
い
る
か
。

4
志　

お
礼
。

5
水
漬
け
る
所　

水
が
た
ま
っ
て
い
る
所
。

7
い
か
が
は
悲
し
き　

ど
ん
な
に
悲
し
い
こ
と

か
。
強
調
表
現
。

8
船
人　

作
者
と
同
じ
船
で
帰
京
し
た
人
々
。

9
た
か
り
て　

群
が
っ
て
。

10
心
知
れ
る
人　

気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る

人
。

さ
る
は　

つ
ら
し　

い
か
が

6
か
た
へ　
一
部
分
。
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1
前
半
の
段
落
に
お
い
て
、
作
者
の
心
情
は
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
「
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。」（
七
九
・
７
）
と
あ
る
が
、「
松
」
と
「
生
ま
れ
し
も
」、「
見
し
人
の
」
の
二
首
の
歌
は
ど
の
よ

う
に
関
連
し
て
い
る
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
各
部
は
下
の
部
分
と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
続
い
て
い
る
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

⑴
中
垣
こ
そ
あ
れ
（
七
九
・
４
）　
　

⑵
見
し
人
の
松
の
千
年
に
見
ま
し
か
ば
（
八
〇
・
１
）

1
「
忘
れ
が
た
く
、
口
惜
し
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
え
尽
く
さ
ず
。
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
疾
く
破
り
て
む
。」（
八
〇
・
２
～
３
）
と

あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
作
品
の
冒
頭
部
（
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

　
　

土
佐
日
記　

仮
名
に
よ
る
最
初
の
日
記
文
学
。
作
者
は
紀
貫
之
。
承
平
五
（
九
三
五
）
年
頃
成
立
。
土と

佐さ
の

守か
み

と
し
て
の
任
期
を
終
え
、

土
佐
か
ら
都
に
帰
る
ま
で
の
出
来
事
や
感
想
な
ど
を
つ
づ
っ
た
も
の
。
作
者
が
女
性
に
扮ふ

ん

す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
は
『
新
日
本
古

典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

　
　

紀
貫
之　

貞
じ
ょ
う

観が
ん

十
四
（
八
七
二
）
年
頃
〜
天て

ん

慶ぎ
ょ
う

八
（
九
四
五
）
年
頃
。
紀き

の

友と
も

則の
り

や
凡

お
お
し

河こ
う

内ち
の

躬み

恒つ
ね

、
壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

と
と
も
に
『
古
今
和
歌
集
』

の
編
集
に
従
事
し
た
。
当
代
随
一
の
歌
人
。

　
　

見
し
人
の
松
の
千
年
に
見
ま
し
か
ば
遠
く
悲
し
き
別
れ
せ
ま
し
や

忘
れ
が
た
く
、
口
惜
し
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
え
尽
く
さ
ず
。
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
疾と

く
破や

り

て
む
。 ●

＊

11

＊

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

問
「
見
し
人
」
と
は
、
誰
の
こ
と
を
指
す
か
。

11
と
ま
れ
か
う
ま
れ　

と
も
か
く
。「
と
も
あ
れ

か
う
も
あ
れ
」
の
つ
づ
ま
っ
た
形
。

口
惜
し　

疾
し
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男
の
文
章
と
女
の
文
章�

橋は
し

本も
と　

治
お
さ
む 

平
安
時
代
の
男
は
「
漢
字
だ
け
の
文
章
」
し
か
書
け
な
か
っ
た

　

平
安
時
代
に
、「
日
記
」
と
い
う
も
の
は
、
男
が
書
き
ま
し
た
。「
日
記
」

を
書
く
文
体
は
、
漢
文
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
女
が
漢
字
の
本
を
読
ん

で
い
る
だ
け
で
へ
ん
な
顔
を
さ
れ
る
平
安
時
代
な
ん
で
す
か
ら
、
こ
れ
は

と
て
も
女
の
書
く
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、「
男
も
す

な
る
（
男
も
す
る
ら
し
い
）」
で
す
。
こ
の
時
代
は
男
女
の
区
別
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、「
女
が
漢
字
を
読
め
た
ら
ヘ
ン
」
な
ん
で
す
か
ら
、
女

が
男
の
し
て
い
る
こ
と
に
詳
し
か
っ
た
ら
、
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
ヘ
ン
で

し
ょ
う
。
そ
れ
だ
か
ら
、
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

が
“
女
〟
に
な
っ
て
書
い
た
『
土と

佐さ

日

記
』
は
、「
男
が
す
る
」
で
は
な
く
て
、「
男
も
す
る
ら
し
い
」
と
い
う
婉え

ん

曲き
ょ
く表

現
で
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
。「
男
も
す
な
る
」
の
「
な
る
」
は
、
推

量
の
意
味
で
す
。

　

当
時
の
「
日
記
」
は
「
男
の
書
く
も
の
」
で
、
女
が
書
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
、
紀
貫
之
は
わ
ざ
わ
ざ
“
女
〟
に

な
っ
て
書
い
て
み
た
ん
で
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？

　

私
は
、
紀
貫
之
が
「
有
名
な
歌
人
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

和
歌
と
い
う
も
の
は
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
す
。「
男
と
は
漢
字
の
文

章
を
書
く
も
の
」
と
い
う
常
識
の
支
配
し
て
い
た
時
代
に
、
こ
の
紀
貫
之

は
、
男
の
く
せ
に
「
ひ
ら
が
な
を
扱
う
名
人
」
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、

紀
貫
之
は
「
ひ
ら
が
な
の
文
章
」
を
書
い
た
の
で
す
。

　
「
漢
字
の
文
章
を
書
く
の
は
男
だ
け
」
と
い
う
常
識
の
支
配
し
て
い
る

時
代
に
、「
ひ
ら
が
な
の
文
章
」
は
「
女
し
か
書
か
な
い
も
の
」
で
す
。「
ひ

ら
が
な
使
い
の
名
人
」
が
、
自
分
の
そ
の
特
技
を
生
か
し
て
文
章
を
書
く

と
な
る
と
“
女
〟
に
な
っ
て
書
く
し
か
な
か
っ
た　
　

平
安
時
代
と
い
う

の
は
、
そ
ん
な
不
便
な
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

紀
貫
之
は
「
女
流
文
学
の
時
代
」
の
先
駆
者

　

当
時
の
公
式
文
書
は
み
ん
な
漢
文
で
、
社
会
人
で
あ
る
男
に
と
っ
て
、

「
漢
文
を
書
く
」
と
い
う
の
は
、
必
須
常
識
で
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、「
男

は
漢
文
以
外
の
文
章
を
書
け
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
日
記
」

と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
男
が
書
く
ん
で
す
か
ら
、
文
章
は
も
ち
ろ
ん

「
漢
文
」
で
、
内
容
だ
っ
て
、「
自
分
の
こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
世

の
中
の
こ
と
」
や
「
政
界
メ
モ
」
み
た
い
な
も
の
で
す
。
今
で
も
、
政
治

古
典
に
関
す
る
文
章

81

日
記　

  

古
典
に
関
す
る
文
章



5

家
の
日
記
が
時
々
「
政
界
秘
話
」
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
ま
す
が
、
漢
文

で
書
か
れ
た
平
安
貴
族
の
日
記
も
、
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。『
土
佐
日
記
』
は
、
一
人
の
女
性
が
土
佐
（
高
知
県
）
か
ら
京
都
ま

で
旅
行
す
る
間
の
記
録
で
す
が
、
当
時
に
は
そ
ん
な
「
日
記
」
な
ん
か
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

紀
貫
之
は
、
そ
う
い
う
、
当
時
と
し
て
は
い
た
っ
て
変
わ
っ
た
内
容
の

「
日
記
」
を
、
わ
ざ
わ
ざ
“
女
〟
に
な
っ
て
書
き
ま
し
た
。
歌
人
で
あ
っ

た
紀
貫
之
は
、
同
時
に
“
中
央
政
府
の
役
人
〟
で
し
た
。
役
人
の
彼
は
、

実
際
に
地
方
長
官
と
し
て
土
佐
へ
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
経
験
の

あ
っ
た
彼
は
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
を
、「
女
の
書
く
ひ
ら
が
な
の
日
記
」

と
い
う
形
で
書
い
た
ん
で
す
。「
日
記
」
と
い
う
よ
り
は
、「
日
記
の
形
を

し
た
小

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

説
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
ね
。
紀
貫
之
が
書
い

た
の
は
、
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
安
時
代
は
「
女
流
文
学
の
時
代
」
で
す
。
こ
の
時
代
に

は
、
右
大
将
道み

ち

綱つ
な

の
母
に
よ
る
『
蜻か
げ

蛉ろ
う

日
記
』
や
、『
和い
ず
み泉
式し
き

部ぶ

日
記
』『
紫

式
部
日
記
』、
菅

す
が
わ
ら
の原

孝た
か

標す
え

の
女む
す
めに

よ
る
『
更さ
ら

級し
な

日
記
』
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、

女
た
ち
の
日
記
文
学
の
名
作
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
清
少
納
言
の
書
い

た
『
枕

ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』
だ
っ
て
、「
ひ
ら
が
な
の
文
章
」
で
す
。
だ
か
ら
、
う
っ

か
り
す
る
と
カ
ン
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
す　
　
「
紀
貫
之
は
、
そ
う
い

う
女
流
文
学
の
真
似
を
し
よ
う
と
思
っ
て
『
土
佐
日
記
』
を
書
い
た
の
で

1

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
平
安
時
代
の
日
記
に
つ
い
て
、
男
性
の
も
の
と
女
性
の
も
の
は
ど
の

よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
か
。
文
体
と
内
容
の
面
か
ら
ま
と
め
て
み
よ

う
。

2
平
安
時
代
の
男
性
の
日
記
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
名
前
の
日

記
を
残
し
て
い
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　

橋
本
治　

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
〜
平
成
三
十
一
（
二
〇

一
九
）
年
。
小
説
家
・
評
論
家
・
随
筆
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
と
独
特
の
軽
妙
な
文
体
で
、
多
彩
な
執
筆
活
動
を
行
っ
た
。

日
本
の
古
典
文
学
に
関
す
る
造
詣
も
深
い
。
本
文
は
『
こ
れ
で
古
典
が

よ
く
わ
か
る
』〔
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

は
な
い
か
」
と
。
で
も
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
紀
貫
之
は
、
そ
う
い
う
女

性
た
ち
よ
り
も
前
の
時
代
に
生
き
て
い
た
人
だ
か
ら
で
す
。
時
代
順
か
ら

い
っ
て
、
紀
貫
之
の
方
が
先
で
す
。
事
実
は
、「
紀
貫
之
の
『
土
佐
日
記
』

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
後
の
時
代
の
女
性
た
ち
は
自
由
に
ひ
ら
が
な
の
文

章
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
」
な
の
で
す
。
紀
貫
之
が
『
土
佐
日
記
』
を
書

か
な
か
っ
た
ら
、
後
の
女
流
文
学
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。

（
注
）

1
右
大
将
道
綱　

藤
ふ
じ
わ

原ら
の

道
綱
。
九
五
五
年
～
一
〇
二
〇
年
。
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窓古
文
の

真ま

名な

と
仮
名

　

蕎そ

麦ば

屋
の
看
板
に
「
生
𛁛
𛂦
゙」
と
あ
る
の
を
見
か
け

た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
生
そ
ば
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
そ
」
と
「
ば
」
は
ふ
だ
ん
私
た

ち
が
使
っ
て
い
る
平
仮
名
で
は
な
い
。「
そ
」 

は
「
四

面
楚そ

歌か

」
の
「
楚
」、「
ば
（
は
）」
は
「
者
」
を
崩
し

た
字
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
仮
名
の
元
と
な
る
漢
字
を
「
字
母
」
と
呼

ぶ
。
ち
な
み
に
、
読
み
方
は
「
な
ま
そ
ば
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
茹ゆ

で
る

前
の
蕎
麦
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
「
き
そ
ば
」、
混
じ
り
気
の
な
い
蕎
麦

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
蕎
麦
の
前
に
置
か
れ
た
箸
袋
に
は
「
御
𛂓
𛃛
𛁻
」

と
書
い
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
字
母
で
書
け
ば
「
御
手
茂
登
」、

す
な
わ
ち
「
お
て
も
と
」
と
読
む
。 

　

現
在
使
用
し
て
い
る
平
仮
名
の
「
そ
」
の
字
母
は
「
曽
」、「
ば
」
の
字

母
は
「
波
」
だ
が
、
か
つ
て
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
字
母
に
基
づ
く
平

仮
名
を
用
い
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
「
変
体
仮
名
」
と
呼
ぶ
。
右
の
図
に
あ

げ
た
よ
う
な
文
字
を
読
む
に
は
、
ど
の
よ
う
に
崩
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
ど
の
字
母
を
崩
し
た
仮
名
で
あ
る
か
の
把
握
も
必
要
な
の

で
あ
る
。
変
体
仮
名
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
整
理
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平

仮
名
が
今
日
の
よ
う
に
一
種
類
ず
つ
に
定
め
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十
三

（
一
九
〇
〇
）
年
の
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
で
、
仮
名
を
使
っ
て
き
た
長

い
歴
史
か
ら
す
れ
ば
さ
ほ
ど
昔
の
話
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
語
の

文
章
は
、
こ
の
多
様
な
変
体
仮
名
を
駆
使
し
て
書
か
れ
て
い
た
。 

　

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
「
仮
名
」
と
は
「
か
り
そ
め
の
文
字
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
か
り
そ
め
で
な
い
文
字
」
と
は
何
か
。
察
し

の
通
り
、
漢
字
で
あ
る
。
漢
字
は
「
仮
名
」
に
対
し
て
「
真
名
」
と
呼
ば

れ
、
公
の
記
録
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
一
方
で
漢
字
を
も
と
に
新
た
に
発

明
さ
れ
た
仮
名
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
を
も
つ
づ
れ
る
文
字
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
。『
土と

佐さ

日
記
』
や
『
源げ
ん

氏じ

物
語
』（
七
一
ペ
ー
ジ
注
１
）

な
ど
の
仮
名
文
学
も
、「
か
り
そ
め
の
文
字
」
で
記
さ
れ
た
文
学
作
品
と

い
う
性
格
を
帯
び
て
お
り
、
奥
付
に
当
た
る
作
者
名
や
日
付
な
ど
が
何
も

な
い
こ
と
も
、
そ
の
性
格
と
関
わ
る
は
ず
で
あ
る
。 

　

近
年
で
は
変
体
仮
名
を
学
習
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
も
開
発

さ
れ
、
気
軽
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
変
体
仮
名
が
読

め
る
こ
と
は
、
変
体
仮
名
で
書
か
れ
た
書
物
が
読
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

読
書
の
世
界
が
一
気
に
広
が
る
。
変
体
仮
名
を
通
し
て
日
本
語
の
文
字
の

豊
か
さ
を
体
験
し
て
み
よ
う
。 

1

2

4

（
注
）

1
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン　

sm
artphone

（
英
語
）。
携
帯
電
話
を
兼
ね
た
情
報
端
末
。

2
ア
プ
リ　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（application　

英
語
）
の
略
称
。
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古
文
の
窓
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変
体
仮
名
を
読
む�

　

私
た
ち
が
古
典
文
学
作
品
に
触
れ
る
際
は
、
活
字
に
な
っ
た
も
の
に

触
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
昔
の
人
が
活
字
を
書
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
昔
の
人
の
書
い
た
も
の
を
、
読
み
や
す
い
活

字
の
形
に
し
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
土と

佐さ

日
記
』
の

冒
頭
部
分
は
、
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
本
で
は
、
図
版
１
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
現
代
の
仮
名
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る

字
も
あ
る
が
、
字
母
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
字
も
あ
る
。「
真ま

名な

と
仮
名
」

（
八
三
ペ
ー
ジ
）
に
も
あ
る
よ
う
に
変
体
仮
名
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ

と
は
古
典
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

 
 

現
代
の
平
仮
名
と
字
母
が
異
な
る
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
。

①�

図
版
２
の
「
仮
名
字
体
表
」
か
ら
、
図
版
１
の　

で
囲
っ
た
部
分

の
字
母
と
な
っ
て
い
る
漢
字
を
探
す
。

②�　

で
囲
っ
た
部
分
を
平
仮
名
に
置
き
換
え
る
。

 
 

変
体
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
。 

課
題

１
 

 

図
版
１
を「
門
出
」（
七
四
ペ
ー
ジ
）の
本
文
と
比
べ
、
本
文
中
で
句
読

点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
句
読
点
を
加
え
て
み
よ
う
。

２

❖
単
元
の
言
語
活
動

5

図版１　藤
ふじわ

原
らの

為
ため

家
いえ

自筆嘉
か

禎
てい

二年古写本『土佐日記』

き

喜

幾

支

祈

貴

起

す

壽
（寿）

數
（数）

春

須

𛀣

𛀥

𛀦

𛀨

𛀩

𛀪

𛁋

𛁍

𛁎

𛁑

た

堂

多

當
（当）

な

南

名

奈

那

難

𛁞

𛁠
 
𛁡

𛁾

𛁿

𛂂

𛂅

𛂆

に

丹

二

仁

尓

耳

而

の

乃

濃

能

農

𛂇

𛂈

𛂉

𛂌

𛂍

𛂎

𛂙

𛂚

𛂜

𛂝

を

乎

尾

緒

越

遠

𛄖

𛄘

𛄙

𛄚

𛄜

図版２　仮名字体表
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�

音
読
す
る
、
平
曲
を
聞
く
な
ど
を
通
し
て『
平
家
物
語
』特
有
の
表
現
を
味
わ
う
。

軍
記
物
語
の
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

物
語
に
描
か
れ
た
人
物
の
心
情
を
深
く
読
み
取
る
。

平
家
物
語
木
曽
の
最
期
（
巻
第
九
）

　
　
祇
園
精
舎
（
巻
第
一
）

古
文
を
読
む
た
め
に
6

　

1
敬
語　

2
音
便

　
　

 

和
文
と
和
漢
混
交
文

❖
単
元
の
言
語
活
動

6

　

人
物
の
心
情
を
想
像
し
て
「
木
曽
の
最
期
」
を
脚
本
化
す
る

参
考

窓古
文
の5 物

語 
　   3

6
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

『
平
家
物
語
』
関
係
地
図　

主
な
武
将
の
進
路
を
あ
げ
た
。

0 100 km

白河の関

鎌倉

木曽

国府

しのはら

篠原

あわ づ

粟津

宇治福原

かつうら

勝浦

屋島

一の谷
いつくしま

厳島

　　 木曽義仲の進路

●❶数字は合戦の時代順

壇の浦
水島

富
士
川

俱利伽羅峠

すのまた

墨俣

平泉

　　いしばしやま

●❷石橋山の戦い
　　 ふ じ がわ

●❸富士川の戦い
　　　 　 みなもとのよりまさ

●❶源 頼政の挙兵
　　 う じ がわ

●❺宇治川の戦い

　　 や しま

●❼屋島の戦い

　　だん　　うら

●❽壇の浦の戦い

　　いち　　たに

●❻一の谷の戦い

　　 く り か らとうげ

●❹俱利伽羅峠の戦い む
　つ
陸
奥
国
府

石
橋
山

だ

ざ
い
ふ

大
宰
府

京都

室山

ふ
じ
わ
ら
の
ひ
で
ひ
ら

藤
原
秀
衡

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

源
頼
朝

た
い
ら
の
む
ね
も
り

　平
　宗
盛

き
　そ
　よ
し
な
か

木
曽
義
仲

みなもとのよしつね

源 義経の進路
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平
家
物
語

木き

曽そ

の
最
期

　

寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
、
源
み
な
も
と
の

  

義よ
し

仲な
か

（
木
曽
義
仲
）

は
北
陸
道
で
平
家
の
大
軍
を
破
り
、
同
年
七
月
に
京
に

入
っ
た
が
、
政
治
力
の
欠
如
や
独
裁
的
な
行
動
の
た
め

に
孤
立
を
深
め
た
。
後ご

白し
ら

河か
わ

法
皇
は
源
頼よ
り

朝と
も

に
義
仲
追

討
を
命
じ
、
頼
朝
は
弟
の
範の
り

頼よ
り

・
義よ
し

経つ
ね

の
軍
勢
を
京
へ

派
遣
し
た
。
翌
年
一
月
、
義
仲
は
寵
ち
ょ
う

愛あ
い

す
る
巴と
も
え
を
連
れ
、

京
を
敗
走
し
、
大
津
の
打う
ち

出で

の
浜
で
今い
ま

井い
の

四し

郎ろ
う

兼か
ね

平ひ
ら（
義

仲
を
養
育
し
た
中
原
兼か
ね

遠と
お

の
子
）
と
再
会
し
た
。

　

木
曽
左さ

馬ま
の

頭か
み

、
そ
の
日
の
装
束
に
は
、
赤
地
の
錦
の
直ひ

た

垂た
れ

に
唐か

ら
あ
や
を
ど
し

綾
威
の
鎧よ

ろ
ひ着
て
、
鍬く

は

形が
た

打

つ
た
る
甲か

ぶ
との
緒
締
め
、
い
か
も
の
作
り
の
大
太
刀
は
き
、
石
打
ち
の
矢
の
、
そ
の
日
の
い
く

さ
に
射
て
少
々
残
つ
た
る
を
、
頭

か
し
ら

高だ
か

に
負
ひ
な
し
、
重し

げ
ど
う

の
弓
持
つ
て
、
聞
こ
ゆ
る
木
曽
の�

鬼お
に

葦あ
し

毛げ

と
い
ふ
馬
の
、
き
は
め
て
太
う
た
く
ま
し
い
に
、
黄き

覆ぶ
く

輪り
ん

の
鞍く

ら

置
い
て
ぞ
乗
つ
た
り

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1
木
曽
左
馬
頭　

源
義
仲
。
一
一
五
四
年
〜
一

一
八
四
年
。
信し
な

濃の

国
木
曽
（
現
在
の
長
野
県

木
曽
郡
辺
り
）
で
育
つ
。
寿
永
二
（
一
一
八

三
）
年
に
左
馬
頭
（
左さ

馬ま

寮り
ょ
うの
長
官
）
に
任

ぜ
ら
れ
た
。

2
直
垂　

こ
こ
で
は
鎧
の
下
に
着
用
す
る
鎧
直

垂
の
こ
と
。
袴は
か
まが
短
く
、
袖
と
袴
の
裾
を
く

く
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

3
唐
綾
威　

唐
綾
（
模
様
を
浮
き
織
り
に
し
た

絹
織
物
）
を
細
長
く
た
た
ん
で
鎧
の
札さ
ね

（
鉄

ま
た
は
革
で
作
ら
れ
た
小
板
）
を
つ
づ
り
あ

わ
せ
た
も
の
。

4
鍬
形　

甲
の
正
面
に
付
け
ら
れ
た
、
角
の
よ

う
に
突
き
出
た
金
属
製
の
飾
り
。

5
い
か
も
の
作
り
の
大
太
刀　

大
き
く
堂
々
と

見
え
る
よ
う
に
作
っ
た
太
刀
。

6
石
打
ち
の
矢　

鷲わ
し

な
ど
の
尾
の
両
端
の
羽

（
石
打
ち
）
を
矢
羽
と
し
た
戦
闘
用
の
矢
。

7
重

の
弓　

黒
漆
を
塗
り
、
そ
の
上
に

を

巻
き
つ
け
た
弓
。

8
鬼
葦
毛　
「
鬼
」
は
、
強
い
こ
と
を
表
す
語
。

「
葦
毛
」は
馬
の
毛
色
で
、
黒
色
や
濃
褐
色
の

毛
に
白
い
毛
が
混
じ
っ
た
も
の
。

【
清
和
源
氏
略
系
図
】

せ
い
　わ
　げん
　じ

清
和
天
皇…

為
義

た
め
よ
し

義
朝

よ
し
と
も

義
賢

よ
し
か
た

義
平

よ
し
ひ
ら

頼
朝

義
経

範
頼

義
仲

5
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9
黄
覆
輪
の
鞍　

金
で
縁
ど
り
し
た
鞍
。

10
鐙　

鞍
の
両
脇
に
さ
げ
、
足
を
踏
み
掛
け
る

道
具
。

11
冠
者　

元
服
し
て
冠
を
着
け
た
若
者
。

12
伊
予
守　

伊
予
（
現
在
の
愛
媛
県
）
の
国
主
。

13
甲
斐　

現
在
の
山
梨
県
。

14
一
条
次
郎　

頼
朝
方
の
武
将
。

15
兵
衛
佐　

兵
衛
府
の
次
官
。
こ
こ
で
は
、
源

頼
朝
を
指
す
。
一
一
四
七
年
〜
一
一
九
九
年
。

鎌
倉
幕
府
初
代
の
将
軍
。

16
を
め
い
て　

大
声
で
叫
ん
で
。

問
「
縦
さ
ま
、
横
さ
ま
、
蜘
蛛
手
、
十
文
字
に

駆
け
割
つ
て
」
と
は
、
何
の
ど
の
よ
う
な
様

子
を
表
し
て
い
る
の
か
。

17
土
肥
二
郎
実
平　

頼
朝
方
の
武
将
。「
土
肥
」

は
現
在
の
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
。

問
「
主
従
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

18
巴　

義
仲
に
愛
さ
れ
、
木
曽
か
ら
従
っ
て
来

た
女
性
。
武
勇
に
優
れ
、
た
び
た
び
武
勲
を

立
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

19
疾
う
疾
う　

早
く
早
く
。「
疾
く
疾
く
」の
ウ

音
便
。

け
る
。
鐙あ

ぶ
み踏

ん
張
り
立
ち
上
が
り
、
大だ

い

音お
ん

声じ
や
うを

上
げ
て
名
乗
り
け
る
は
、

「
昔
は
聞
き
け
ん
も
の
を
、
木
曽
の
冠く

わ
ん者じ
や、

今
は
見
る
ら
ん
、
左
馬
頭
兼
伊い

予よ
の

守か
み

朝
日
の
将

軍
源
義
仲
ぞ
や
。
甲か

斐ひ

の
一い

ち
で
う
の
じ
ら
う

条
次
郎
と
こ
そ
聞
け
。
互
ひ
に
よ
い
敵か

た
きぞ

。
義
仲
討
つ
て
兵

ひ
や
う
ゑ
の衛

佐す
け

に
見
せ
よ
や
。」

と
て
、
を
め
い
て
駆
く
。
一
条
次
郎
、

「
た
だ
今
名
乗
る
は
大
将
軍
ぞ
。
あ
ま
す
な
者
ど
も
、
も
ら
す
な
若
党
、
討
て
や
。」

と
て
、
大
勢
の
中
に
取
り
こ
め
て
、
我
討
つ
取
ら
ん
と
ぞ
進
み
け
る
。
木
曽
三
百
余
騎
、
六

千
余
騎
が
中
を
縦
さ
ま
、
横
さ
ま
、
蜘く

蛛も

手で

、
十
文
字
に
駆
け
割
つ
て
、
後
ろ
へ
つ
つ
と
出い

で
た
れ
ば
、
五
十
騎
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
。
そ
こ
を
破
つ
て
行
く
ほ
ど
に
、
土と

肥ひ
の

二じ

郎ら
う

実さ
ね

平ひ
ら

、
二
千
余
騎
で
支
へ
た
り
。
そ
れ
を
も
破
つ
て
行
く
ほ
ど
に
、
あ
そ
こ
で
は
四
、
五
百
騎
、

こ
こ
で
は
二
、
三
百
騎
、
百
四
、
五
十
騎
、
百
騎
ば
か
り
が
中
を
駆
け
割
り
駆
け
割
り
行
く

ほ
ど
に
、
主

し
ゆ
う

従じ
ゆ
う五
騎
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
五
騎
が
う
ち
ま
で
巴と

も
ゑは
討
た
れ
ざ
り
け
り
。
木
曽

殿
、

「
お
の
れ
は
、
疾と

う
疾
う
、
女
な
れ
ば
、
い
づ
ち
へ
も
行
け
。
我
は
討
ち
死
に
せ
ん
と
思
ふ

な
り
。
も
し
人
手
に
か
か
ら
ば
自
害
を
せ
ん
ず
れ
ば
、
木
曽
殿
の
最
後
の
い
く
さ
に
、
女
を

10

11

12

13

14

15

16

●

17

●

18

19

87

物
語
３　

  

平
家
物
語



具
せ
ら
れ
た
り
け
り
な
ん
ど
、
言
は
れ
ん
こ
と
も
し
か
る
べ
か

ら
ず
。」

と
の
た
ま
ひ
け
れ
ど
も
、
な
ほ
落
ち
も
行
か
ざ
り
け
る
が
、
あ

ま
り
に
言
は
れ
奉た

て
まつ

て
、

「
あ
つ
ぱ
れ
、
よ
か
ら
う
敵
が
な
。
最
後
の
い
く
さ
し
て
見
せ

奉
ら
ん
。」

と
て
、
控
へ
た
る
と
こ
ろ
に
、
武む

さ
し蔵

の
国
に
聞
こ
え
た
る
大だ

い

力ぢ
か
ら、�

恩お
ん

田だ
の

八は
ち

郎ら
う

師も
ろ

重し
げ

、
三
十
騎
ば
か
り
で
出い

で
来
た
り
。
巴
、
そ
の

中
へ
駆
け
入
り
、
恩
田
八
郎
に
押
し
並
べ
て
、
む
ず
と
取
つ
て

引
き
落
と
し
、
わ
が
乗
つ
た
る
鞍
の
前ま

へ

輪わ

に
押
し
つ
け
て
、
ち

つ
と
も
は
た
ら
か
さ
ず
、
首
ね
ぢ
切
つ
て
捨
て
て
ん
げ
り
。
そ

の
後
、
物
の
具
脱
ぎ
捨
て
、
東
国
の
方
へ
落
ち
ぞ
行
く
。
手て

づ
か
の塚

太た

郎ら
う

討
ち
死
に
す
。
手
塚
別
当
落
ち
に
け
り
。

　

今
井
四
郎
、
木
曽
殿
、
主
従
二
騎
に
な
つ
て
の
た
ま
ひ
け
る

は
、

＊

20

●

21
22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

51015

20
し
か
る
べ
か
ら
ず　

よ
ろ
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

問
「
な
ほ
落
ち
も
行
か
ざ
り
け
る
が
」と
あ
る
が
、

こ
こ
で
の
巴
の
心
情
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

21
奉
つ
て　
「
た
て
ま
つ
り
て
」
の
音
便
形
「
た

て
ま
つ
つ
て
」
の
つ
づ
ま
っ
た
形
。

22
よ
か
ら
う　
「
よ
か
ら
む
」
が
転
じ
た
形
。

23
武
蔵
の
国　

六
二
ペ
ー
ジ
注
18
参
照
。

24
恩
田
八
郎
師
重　

頼
朝
方
の
武
将
。

25
前
輪　

鞍
の
前
部
の
高
く
な
っ
て
い
る
部
分
。

26
は
た
ら
か
さ
ず　

身
動
き
さ
せ
ず
。

27
捨
て
て
ん
げ
り　
「
捨
て
て
け
り
」
の
変
化
し

た
形
。

28
物
の
具　

鎧
、
甲
な
ど
の
武
具
。

29
手
塚
太
郎　

木
曽
方
の
武
将
。

30
手
塚
別
当　

太
郎
の
叔
父
。
木
曽
方
の
武

将
。

31
今
井
四
郎　

兼
平
。
木
曽
方
の
武
将
。
八
六

ペ
ー
ジ
参
照
。

恩
田
八
郎
と
戦
う
巴（
絵
本『
平
家
物
語
』）
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「
日
ご
ろ
は
何
と
も
お
ぼ
え
ぬ
鎧
が
、
今
日
は
重
う
な
つ
た
る
ぞ
や
。」

今
井
四
郎
申
し
け
る
は
、

「
御お

ん

身み

も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
給た

ま

は
ず
。
御お

ん

馬ま

も
弱
り
候さ

う
ら

は
ず
。
何
に
よ
つ
て
か
、
一
領
の
御お

ん�

着き

背せ

長な
が

を
重
う
は
お
ぼ
し
め
し
候
ふ
べ
き
。
そ
れ
は
御み

方か
た

に
御お

ん

勢せ
い

が
候
は
ね
ば
、
臆
病
で
こ

そ
さ
は
お
ぼ
し
め
し
候
へ
。
兼
平
一い

ち

人に
ん

候
ふ
と
も
、
余
の
武
者
千せ

ん

騎ぎ

と
お
ぼ
し
め
せ
。
矢
七

つ
八
つ
候
へ
ば
、
し
ば
ら
く
防
ぎ
矢
つ
か
ま
つ
ら
ん
。
あ
れ
に
見
え
候
ふ
、
粟あ

は

津づ

の
松
原
と

申
す
。
あ
の
松
の
中
で
御お

ん

自
害
候
へ
。」

と
て
、
打
つ
て
行
く
ほ
ど
に
、
ま
た
新あ

ら

手て

の
武
者
五
十
騎
ば
か
り
出
で
来
た
り
。

「
君
は
あ
の
松
原
へ
入い

ら
せ
給
へ
。
兼
平
は
こ
の
敵
防
ぎ
候
は
ん
。」

と
申
し
け
れ
ば
、
木
曽
殿
の
た
ま
ひ
け
る
は
、

「
義
仲
都
に
て
い
か
に
も
な
る
べ
か
り
つ
る
が
、
こ
れ
ま
で
逃
れ
来
る
は
、
な
ん
ぢ
と
一い

つ

所し
よ

で
死
な
ん
と
思
ふ
た
め
な
り
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
討
た
れ
ん
よ
り
も
、
ひ
と
と
こ
ろ
で
こ
そ

討
ち
死
に
を
も
せ
め
。」

と
て
、
馬
の
鼻
を
並
べ
て
駆
け
ん
と
し
給
へ
ば
、
今
井
四
郎
馬
よ
り
飛
び
降
り
、
主
の
馬
の

口
に
取
り
つ
い
て
申
し
け
る
は
、

＊

32

33

＊

34

35

36

37

●

51015

32
一
領　
「
領
」
は
鎧
な
ど
を
数
え
る
際
の
単
位
。

33
着
背
長　

大
将
の
着
る
大
鎧
の
別
称
。

34
臆
病　

気
後
れ
。

35
防
ぎ
矢　

相
手
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
矢
。

36
粟
津
の
松
原　

現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
粟

津
町
付
近
。
琵び

琶わ

湖
畔
の
松
原
は
古
来
景

勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

37
打
つ
て
行
く
ほ
ど
に　
（
馬
に
）
鞭む

ち

を
打
っ
て

進
む
う
ち
に
。

問
「
い
か
に
も
な
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
な
る
こ
と
か
。

具
す　

日
ご
ろ　

お
ぼ
し
め
す
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「
弓
矢
取
り
は
、
年
ご
ろ
、
日
ご
ろ
い
か
な
る
高
名
候
へ
ど
も
、
最
後
の
と
き
不
覚
し
つ
れ

ば
、
長
き
き
ず
に
て
候
ふ
な
り
。
御
身
は
疲
れ
さ
せ
給
ひ
て
候
ふ
。
続
く
勢
は
候
は
ず
。
敵

に
押
し
隔
て
ら
れ
、
言
ふ
か
ひ
な
き
人
の
郎ら

う

等ど
う

に
組
み
落
と
さ
れ
さ
せ
給
ひ
て
討
た
れ
さ
せ

給
ひ
な
ば
、『
さ
ば
か
り
日
本
国
に
聞
こ
え
さ
せ
給
ひ
つ
る
木
曽
殿
を
ば
、
そ
れ
が
し
が
郎

等
の
討
ち
奉
つ
た
る
。』
な
ん
ど
申
さ
ん
こ
と
こ
そ
口
惜
し
う
候
へ
。
た
だ
あ
の
松
原
へ
入

ら
せ
給
へ
。」

と
申
し
け
れ
ば
、
木
曽
、

「
さ
ら
ば
。」

と
て
、
粟
津
の
松
原
へ
ぞ
駆
け
給
ふ
。

　

今
井
四
郎
た
だ
一
騎
、
五
十
騎
ば
か
り
が
中
へ
駆
け
入
り
、
鐙
踏
ん
張
り
立
ち
上
が
り
、

大
音
声
上
げ
て
名
乗
り
け
る
は
、

「
日
ご
ろ
は
音
に
も
聞
き
つ
ら
ん
、
今
は
目
に
も
見
給
へ
。
木
曽
殿
の
御お

ん

乳め

母の
と

子ご

、
今
井
四

郎
兼
平
、
生

し
や
う

年ね
ん

三
十
三
に
ま
か
り
な
る
。
さ
る
者
あ
り
と
は
、
鎌
倉
殿
ま
で
も
知
ろ
し
め
さ

れ
た
る
ら
ん
ぞ
。
兼
平
討
つ
て
見げ

ん

参ざ
ん

に
入
れ
よ
。」

と
て
、
射
残
し
た
る
八や

筋す
ぢ

の
矢
を
、
さ
し
つ
め
引
き
つ
め
さ
ん
ざ
ん
に
射
る
。
死し

生し
や
うは
知
ら

38

39

●

40

41

＊

42

43

＊

44

51015

38
弓
矢
取
り　

武
士
。

39
長
き
き
ず　

い
つ
ま
で
も
残
る
不
名
誉
。

問
「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
給
ひ
て
候
ふ
。」
と
、
兼

平
が
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

40
郎
等　

家
来
。

41
そ
れ
が
し　

誰
そ
れ
。
な
に
が
し
。

42
乳
母
子　

こ
こ
で
は
、
守
り
役
の
子
。

43
鎌
倉
殿　

源
頼
朝
。

44
見
参
に
入
れ
よ　

御
覧
に
入
れ
よ
。
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ず
、
や
に
は
に
敵
八
騎
射
落
と
す
。
そ
の
後
打

ち
物
抜
い
て
、
あ
れ
に
馳は

せ
合
ひ
、
こ
れ
に
馳

せ
合
ひ
、
切
つ
て
回
る
に
、
面お

も
て

を
合
は
す
る
者

ぞ
な
き
。
分ぶ

ん

捕ど

り
あ
ま
た
し
た
り
け
り
。
た
だ
、

「
射
と
れ
や
。」

と
て
、
中
に
取
り
こ
め
、
雨
の
降
る
や
う
に
射

け
れ
ど
も
、
鎧
よ
け
れ
ば
裏
か
か
ず
、
あ
き
間

を
射
ね
ば
手
も
負
は
ず
。

　

木
曽
殿
は
た
だ
一
騎
、
粟
津
の
松
原
へ
駆
け

給
ふ
が
、
正
月
二
十
一
日
、
入い

り

相あ
ひ

ば
か
り
の
こ

と
な
る
に
、
薄う

す

氷ご
ほ
りは
張
つ
た
り
け
り
、
深ふ

か

田た

あ

り
と
も
知
ら
ず
し
て
、
馬
を
ざ
つ
と
う
ち
入
れ

た
れ
ば
、
馬
の
頭か

し
ら

も
見
え
ざ
り
け
り
。
あ
ふ
れ

ど
も
あ
ふ
れ
ど
も
、
打
て
ど
も
打
て
ど
も
は
た

ら
か
ず
。
今
井
が
行
方
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
、 45

46

47

48

49

50

51

45
打
ち
物　

刀
。

46
分
捕
り　

敵
の
武
器
を
奪
う
こ
と
。

47
裏
か
か
ず　
（
鎧
の
札
が
丈
夫
な
の
で
、
矢

が
）
裏
ま
で
通
ら
な
い
。

48
あ
き
間　

鎧
の
札
と
札
と
の
間
な
ど
の
す
き

間
。

49
手
も
負
は
ず　

負
傷
も
し
な
い
。

50
入
相　

日
没
。
た
そ
が
れ
時
。

51
あ
ふ
れ
ど
も　
（
馬
の
腹
を
鐙
で
蹴
っ
て
）
駆

り
立
て
て
も
。

さ
ら
ば　

知
ろ
し
め
す

51015

兼
平
最
後
の
戦
い（
平
家
物
語
絵
巻
）
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振
り
仰
ぎ
給
へ
る
内う

ち
か
ぶ
と

甲
を
、
三
浦
の
石い

し

田だ
の

次じ

郎ら
う

為た
め

久ひ
さ

、
追
つ
か
か

つ
て
よ
つ
ぴ
い
て
ひ
や
う
ふ
つ
と
射
る
。
痛い

た

手で

な
れ
ば
、
真ま

つ

向か
う

を

馬
の
頭
に
当
て
て
、
う
つ
ぶ
し
給
へ
る
と
こ
ろ
に
、
石
田
が
郎
等

二に

人に
ん

落
ち
合
う
て
、
つ
ひ
に
木
曽
殿
の
首
を
ば
取
つ
て
ん
げ
り
。

太
刀
の
先
に
貫
き
、
高
く
さ
し
上
げ
、
大
音
声
を
上
げ
て
、

「
こ
の
日
ご
ろ
日
本
国
に
聞
こ
え
さ
せ
給
ひ
つ
る
木
曽
殿
を
ば
、

三
浦
の
石
田
次
郎
為
久
が
討
ち
奉
つ
た
る
ぞ
や
。」

と
名
乗
り
け
れ
ば
、
今
井
四
郎
い
く
さ
し
け
る
が
、
こ
れ
を
聞
き
、

「
今
は
誰た

れ

を
か
ば
は
ん
と
て
か
、
い
く
さ
を
も
す
べ
き
。
こ
れ
を

見
給
へ
、
東
国
の
殿
ば
ら
、
日
本
一
の
剛か

う

の
者
の
自
害
す
る
手

本
。」

と
て
、
太
刀
の
先
を
口
に
含
み
、
馬
よ
り
逆
さ
ま
に
飛
び
落
ち
、

貫
か
つ
て
ぞ
失う

せ
に
け
る
。
さ
て
こ
そ
粟
津
の
い
く
さ
は
な
か
り

け
れ
。

�
（
巻
第
九
）

52

53

54

55

56

57

58

●

59

52
内
甲　

甲
の
内
側
。
額
の
部
分
。

53
三
浦
の
石
田
次
郎
為
久　

頼
朝
方
の
武
将
。

「
石
田
」
は
現
在
の
神
奈
川
県
伊い

勢せ

原は
ら

市
。

54
追
つ
か
か
つ
て　

追
い
つ
い
て
。「
追
ひ
か
か

り
て
」
の
音
便
形
。

55
よ
つ
ぴ
い
て　
「
よ
く
ひ
き
て
」
の
音
便
形
。

56
痛
手　

重
傷
。

57
真
向　

甲
の
前
面
。

58
取
つ
て
ん
げ
り　
「
取
り
て
け
り
」の
音
便
形

「
取
つ
て
け
り
」
に
「
ん
」
が
加
わ
っ
た
形
。

問
「
聞
こ
え
さ
せ
給
ひ
つ
る
」
の
「
聞
こ
え
」
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

59
貫
か
つ
て　
「
貫
か
り
て
」
の
音
便
形
。「
貫

か
る
」（
四
段
動
詞
）
は
「
貫
く
」
に
対
す
る

自
動
詞
の
形
。

深
田
に
は
ま
る
義
仲（
平
家
物
語
絵
巻
）

51015
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1
音
便
や
文
の
調
子
に
注
意
し
て
、
音
読
し
て
み
よ
う
。

1
次
の
各
部
分
か
ら
敬
語
を
指
摘
し
、
敬
語
の
種
類
と
品
詞
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

　

⑴
の
た
ま
ひ
け
れ
ど
も
（
八
八
・
3
）

　

⑵
申
し
け
る
は
（
八
九 

・
２
）

　

⑶
お
ぼ
し
め
し
候
ふ
べ
き
。（
八
九
・
4
）

　

⑷
討
た
れ
さ
せ
給
ひ
な
ば
（
九
〇
・
3
〜
4
）

1
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
の
、
登
場
人
物
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

⑴
義
仲
と
巴
が
別
れ
る
と
き
の
、
義
仲
と
巴
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
。

⑵
主
従
二
騎
に
な
っ
た
と
き
の
、
義
仲
と
兼
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
。

⑶
義
仲
と
兼
平
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
期
を
遂
げ
た
と
き
の
心
情
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

    

●

坂さ
か

落お
と
し

●

元
暦
げ
ん
り
や
く元
（
一
一
八
四
）
年
二
月

義よ
し

仲な
か

を
討
伐
し
た
源げ
ん

氏じ

軍
は
、
勢
い
を
盛
り
返
し
旧
都
福
原
に
戻
っ
て
き
た
平
家
を
討
つ

た
め
に
都
を
発た

っ
た
。
大
手
（
正
面
）
の
大
将
は
範の
り

頼よ
り

。
搦か
ら
め手て

（
背
面
）
の
大
将
義よ
し

経つ
ね

は
、

北
か
ら
福
原
へ
迫
ろ
う
と
し
た
。
背
後
か
ら
奇
襲
を
か
け
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

1
御お
ん

曹ざ
う

司し

、
城2

郭
は
る
か
に
見
渡
い
て
お＊
は
し
け
る
が
、「
馬
ど
も
落
と
い
て
み
ん
。」
と
て
、

鞍く
ら

置
き
馬
を
追
ひ
落
と
す
。
あ
る
い
は
足
を
う
ち
折
つ
て
、
転
ん
で
落
つ
。
あ
る
い
は
相
違

な
く
落
ち
て
ゆ
く
も
あ
り
。
鞍
置
き
馬
三
匹
、3

越
中
前
司

ゑ
つ
ち
ゆ
う
の
せ
ん
じ

が
屋
形
の
上
に
落
ち
着
い
て
、
身

震
ひ
し
て
ぞ
立
つ
た
り
け
る
。
御
曹
司
こ
れ
を

見
て
、「
馬
ど
も
は4
主ぬ
し

々ぬ
し

が
心
得
て
落5

と
さ
う

に
は
損
ず
ま
じ
い
ぞ
。
く
は
、
落
と
せ
。
義
経

を
手
本
に
せ
よ
。」
と
て
、
ま
づ
三
十
騎
ば
か

り
、
真
つ
先
駆
け
て
落
と
さ
れ
け
り
。
大
勢
み

な
続
い
て
落
と
す
。
後
陣
に
落
と
す
人
々
の6

鐙
あ
ぶ
み

【馬具】

1
御
曹
司

源
み
な
も
と
の義
経
の
こ
と
。「
御
曹
司
」

は
源
氏
の
子
息
へ
の
敬
称
。

2
城
郭

城
や
陣
地
の
総
称
。
こ
こ
で
は
、

平
家
の
陣
地
を
指
す
。

3
越
中
前
司

平
た
い
ら
の

盛も
り

俊と
し

。
福
原
の
山
手
を

防
衛
す
る
陣
の
指
揮
者
。

4
主
々

そ
れ
ぞ
れ
の
馬
の
乗
り
手
。

5
落
と
さ
う
に
は

落
と
す
な
ら
ば
。

6
鐙

鞍
の
脇
に
垂
ら
し
、
足
を
掛
け
る
馬

具
。

7
流
れ
落
と
し

流
れ
落
ち
る
砂
と
い
っ
し

ょ
に
馬
を
滑
ら
せ
て
下
り
る
こ
と
。

8
二
町
「
町
」
は
長
さ
、
距
離
の
単
位
。

一
町
は
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
。
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祇ぎ

園を
ん

精し
や
う
じ
や舎 

　
　

　
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花
の
色
、
盛
じ
や
う

者し
や

必
衰
の
こ
と
わ

り
を
あ
ら
は
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。
猛た

け

き
者
も
つ
ひ

に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。
遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
秦し
ん

の
趙て
う

高か
う

、
漢
の

王わ
う
ま
う莽

、
梁り
や
う

の
朱し
ゆ

异い

、
唐
の
禄ろ
く

山さ
ん

、
こ
れ
ら
は
み
な
旧
主
先せ
ん

皇く
わ
うの 

政
ま
つ
り
ご
と

 

に
も
従
は
ず
、
楽
し
み
を
極

め
、
い
さ
め
を
も
思
ひ
い
れ
ず
、
天
下
の
乱
れ
ん
こ
と
を
悟
ら
ず
し
て
、
民
間
の
憂
ふ
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ざ
つ
し
か
ば
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、
亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。
近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、

承じ
よ
う
へ
い

平
の
将ま
さ

門か
ど

、
天て
ん

慶ぎ
や
うの

純す
み

友と
も

、
康
和
の
義ぎ

親し
ん

、
平
治
の
信の
ぶ

頼よ
り

、
こ
れ
ら
は
お
ご
れ
る
心
も
猛
き
こ

と
も
、
み
な
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、
間
近
く
は
六
波
羅
の
入
道
前さ

き
の

太だ
い

政じ
や
う

大だ
い

臣じ
ん

平
た
ひ
ら
の

朝あ
つ

臣そ
ん

清き
よ

盛も
り

公こ
う

と
申
し
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
へ
承
る
こ
そ
、
心
も
言
葉
も
及
ば
れ
ね
。

�

（
巻
第
一
）

参
考

平 曲を聞
いてみよう

＊

＊

　
　
平
家
物
語
　
軍
記
物
語
。
作
者
未
詳
。
十
三
世
紀
前
半
の
成
立
か
。
十
二
巻
。
仏
教
的
無
常
観
を
基
調

と
す
る
叙
事
詩
的
物
語
。
源
平
の
動
乱
を
描
く
。
擬
態
語
な
ど
が
多
用
さ
れ
る
和
漢
混
交
文
で
、
琵
琶
法
師

が
語
り
伝
え
る
こ
と
で
広
ま
っ
た
。
本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

こ
と
わ
り
　
猛
し
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1
敬
語
　

　

書
き
手
（
話
し
手
）
が
、
読
み
手
（
聞
き
手
）
や
話
題
に
し
て
い
る

人
物
に
対
し
て
、
敬
意
を
表
し
た
言
葉
遣
い
を
敬
語
と
い
う
。

1
敬
語
の
種
類

　

誰
に
敬
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
敬
語
は
次
の
三
種
に

分
け
ら
れ
る
。

⑴
尊
敬
語　

書
き
手
（
話
し
手
）
が
、
話
題
の
中
の
動
作
を
す
る
人

物
（
動
作
主
・
為し

手て

）
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
も
の
。

⑵
謙
譲
語　

書
き
手
（
話
し
手
）
が
、
話
題
の
中
の
動
作
を
受
け
る

人
物
（
受
け
手
）
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
も
の
。

⑶
丁
寧
語　

書
き
手
（
話
し
手
）
が
、
読
み
手
（
聞
き
手
）
に
対
し

て
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
用
い
て
直
接
敬
意
を
表
す
も
の
。

　

⑴
〜
⑶
の
い
ず
れ
の
敬
語
も
、
誰
か
ら
の
敬
意
を
表
す
か
は
、
会

話
文
か
地
の
文
か
を
手
掛
か
り
に
考
え
る
。

・
会
話
文
→
そ
の
会
話
の
話
し
手
か
ら
の
敬
意
。

・
地
の
文
→
そ
の
文
章
全
体
の
書
き
手
か
ら
の
敬
意
。

古
文
を
読
む
た
め
に
　6

　

例
「
子
に
な
り
給た

ま

ふ
べ
き
人
な
め
り
。」
と
て
（
四
六
・
6
〜
7
）

�

　
　
竹た

け

取と
り

の
翁お

き
なか

ら
か
ぐ
や
姫
へ
の
敬
意
を
表
す
尊
敬
語
。

　

例
木き

曽そ

殿
の
た
ま
ひ
け
る
は
（
八
九
・
10
）

�

　
　
書
き
手
か
ら
木
曽
殿
へ
の
敬
意
を
表
す
尊
敬
語
。

　

例
「
最
後
の
い
く
さ
し
て
見
せ
奉
ら
ん
。」
と
て
（
八
八
・
5
〜
7
）

�

　
　
巴と

も
えか
ら
木
曽
殿
へ
の
敬
意
を
表
す
謙
譲
語
。

　

例
今い
ま

井い
の

四し

郎ら
う

申
し
け
る
は
（
八
九
・
2
）

�

　
　
書
き
手
か
ら
木
曽
殿
へ
の
敬
意
を
表
す
謙
譲
語
。

	
	

　�『
平
家
物
語
』
の
「
書
き
手
」
が
、
今
井
の
動
作
に
謙
譲
語
を
用
い
る
こ
と

で
、
今
井
の
動
作
（「
申
す
」）
を
受
け
る
木
曽
殿
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

　

例
「
今
ま
で
過
ご
し
侍は

べ

り
つ
る
な
り
。」（
四
九
・
２
）

�

　
　
か
ぐ
や
姫
か
ら
「
親
ど
も
」
へ
の
敬
意
を
表
す
丁
寧
語
。

　

例
百
首
歌
詠
ま
せ
侍
り
け
る
に
（
二
六
三
・
5
）

�

　
　
書
き
手
か
ら
読
み
手
へ
の
敬
意
を
表
す
丁
寧
語
。

2
敬
語
の
表
現
方
法

　

敬
語
の
表
現
方
法
に
は
、
本
動
詞
を
用
い
る
も
の
、
補
助
動
詞
や
助

動
詞
を
用
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

本
来
の
意
味
で
用
い
る
動
詞
を
本
動
詞
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
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そ
の
動
詞
本
来
の
意
味
を
失
い
、
ほ
か
の
動
詞
に
付
い
て
、
特
定
の
意

味
を
添
え
る
動
詞
を
補
助
動
詞
と
い
う
。

▼
本
動
詞
を
用
い
た
敬
語
表
現

　

例
「
し
か
る
べ
か
ら
ず
。」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ど
も
（
八
八
・
1
〜
3
）

▼
補
助
動
詞
を
用
い
た
敬
語
表
現

　

例
何な
に

人び
と

か
迎
へ
聞
こ
え
む
。（
四
九
・
9
）

▼
助
動
詞
を
用
い
た
敬
語
表
現

　

例
局つ
ぼ
ねの

前
を
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
（
二
四
・
8
）

	
	

　�「
亀
山
殿
の
御み

池
」（
三
〇
・
1
）
の
よ
う
に
、
接
頭
語
を
用
い
た
敬
語
表

現
も
あ
る
。

3
注
意
す
べ
き
敬
語
表
現

⑴ 

二
重
敬
語
（
最
高
敬
語
）　

尊
敬
語
を
二
つ
重
ね
て
用
い
、
特
別
な

敬
意
を
表
す
も
の
。

　

例
御お
ん

身み

も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ 

給
は
ず
。（
八
九
・
3
）

⑵ 

二
方
面
へ
の
敬
語　

書
き
手
（
話
し
手
）
が
、
動
作
を
す
る
人
、

動
作
を
受
け
る
人
の
両
方
に
敬
意
を
表
す
た
め
、
二
種
類
の
敬
語
を

同
時
に
使
う
も
の
。

　

例�

御お
ほ
ん

兄せ
う

人と

堀
河
の
大お
と
ど臣

、
太
郎
国く
に

経つ
ね

の
大
納
言
、
ま
だ
下げ

﨟ら
ふ

に
て

内う

裏ち

へ
参
り 

給
ふ
に
、（
五
九
・
10
〜
11
）

�

　
　
「
参
り
」
→
書
き
手
か
ら
内
裏
（
帝み

か
どの
居
所
）
へ
の
敬
意
を
表
す
謙
譲
語
。

	
�　

　
「
給
ふ
」
→
書
き
手
か
ら
堀
河
の
大
臣
・
太
郎
国
経
の
大
納
言
へ
の
敬
意

を
表
す
尊
敬
語
。

⑶ �

絶
対
敬
語　

天
皇
・
上
皇
・
皇
后
・
中
宮
な
ど
、
身
分
の
高
い
特

定
の
人
物
に
対
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
敬
語
。

　

例
奏
す
＝
「（
天
皇
・
上
皇
に
）
申
し
上
げ
る
」
の
意
。

		


啓
す
＝
「（
皇
后
・
中
宮
・
皇
太
子
に
）
申
し
上
げ
る
」
の
意
。

2
音
便

　

発
音3

の
便3

宜
上
、
単
語
中
の
あ
る
音
が
変
化
す
る
こ
と
を
、
音
便
と

い
う
。

⑴
イ
音
便　

イ
音
へ
と
変
化
す
る
も
の
。

	

例
馬
の
口
に
取
り
つ
い
て
申
し
け
る
は
（
八
九
・
14
〜
15
）
←
つ
き
て

⑵
ウ
音
便　

ウ
音
へ
と
変
化
す
る
も
の
。

	

例
き
は
め
て
太
う
た
く
ま
し
い
に
（
八
六
・
13
）
←
太
く

⑶
撥は
つ

音お
ん

便び
ん　

撥
音
（「
ん
」
の
音
）
へ
と
変
化
す
る
も
の
。

	

例
人
な
（
ん
）
め
り
。（
四
六
・
６
～
７
）
←
な
る
め
り
。

	
	

　
�

こ
の
よ
う
に
、
音
便
化
し
た
「
ん
」
は
無
表
記
の
場
合
も
多
い
。

⑷
促
音
便　

促
音
（「
っ
」
の
音
）
へ
と
変
化
す
る
も
の
。

	
例
知
ら
ざ
つ
し
か
ば
（
九
四
・
7
）
←
知
ら
ざ
り
し
か
ば
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窓古
文
の

和
文
と
和
漢
混
交
文

　

文
章
を
読
む
と
き
、
私
た
ち
は
言
葉
の
意
味
を
考
え
、
書
か
れ
て
い
る

内
容
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
文
章
は
内
容
だ
け
で
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
選
ば
れ
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
文
章
全
体
が
ま
と
う
雰
囲
気
を
左
右
す
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
。

　

古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
日
本
で
読
ま
れ
、
書
か
れ
て
き
た
文
章
の
ス
タ

イ
ル
（
文
体
）
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
主
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、

漢
文
・
和
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
漢
混
交
文
な
ど
が
あ
る
。

　

漢
語
で
構
成
さ
れ
る
漢
文
に
対
し
て
、
和
語
（
や
ま
と
言
葉
）
を
中
心

に
成
さ
れ
る
文
を
和
文
と
い
う
。
ま
た
、
和
漢
混
交
文
は
和
文
と
漢
文
訓

読
文
（
漢
文
を
読
み
く
だ
し
た
文
）
が
混
ざ
り
合
っ
た
文
で
あ
る
。

　

和
文
の
例
と
し
て
、『
伊い

勢せ

物
語
』「
芥
川
」（
五
八
～
五
九
ペ
ー
ジ
）
の
冒

頭
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

�　

昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け
る
を
、
年
を
経
て
よ

ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
じ
て
盗
み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来

け
り
。

　

こ
の
文
の
中
に
「
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ

れ
は
「
求
婚
し
続
け
た
が
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
で

は
「
求
婚
」
と
い
う
漢
語
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
よ
ば
ふ
」
と
い
う
和

語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
和
漢
混
交
文
の
例
と
し
て
、『
平
家
物
語
』「
祇ぎ

園お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

精
舎
」（
九

四
ペ
ー
ジ
）
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

�　

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花

の
色
、
盛

じ
や
う

者し
や

必
衰
の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し

か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。

　
「
諸
行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
な
ど
の
漢
語
が
多
用
さ
れ
、「
～
ご
と
し
」

の
よ
う
な
漢
文
訓
読
調
の
表
現
も
み
ら
れ
る
。「
～
ご
と
し
」
を
和
文
調

に
書
き
換
え
る
な
ら
、「
～
や
う
な
り
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
」
よ
り
も
「
春
の
夜
の
夢
の
や
う
な
り
」
の

ほ
う
が
、
語
感
が
や
わ
ら
か
い
印
象
が
あ
る
。
文
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い

が
、
使
う
言
葉
を
変
え
る
だ
け
で
、
文
の
ま
と
う
雰
囲
気
は
異
な
る
も
の

に
な
る
。

　

鎌
倉
時
代
以
降
、
和
文
は
「
擬
古
文
」
と
呼
ば
れ
、
明
治
時
代
ま
で
命

脈
を
保
っ
た
。
和
漢
混
交
文
も
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
で
用
い
ら
れ
た
。
古
文
と
い
っ
て
も
、
そ
の
文
体
は
一
種
類
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

5
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人
物
の
心
情
を
想
像
し
て「
木き

曽そ

の
最
期
」を
脚
本
化
す
る�

　
『
平
家
物
語
』
は
、
文
字
で
表
記
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
ま
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
琵び

琶わ

法
師
の
奏
で
る
平
曲
の
調
べ
に
合
わ
せ
、「
声
」

を
通
じ
て
多
様
な
形
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
々
に
享
受
さ
れ
て
き
た
。

特
に
「
木
曽
の
最
期
」（
八
六
～
九
二
ペ
ー
ジ
）
は
、
登
場
人
物
の
微
妙
な

心
の
動
き
を
巧
み
に
描
写
し
た
『
平
家
物
語
』
屈
指
の
名
場
面
で
あ
る
。

文
字
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
登
場
人
物

の
心
の
動
き
を
、「
声
」
に
出
し
て
演
じ
る
こ
と
で
生
き
生
き
と
表
現

し
て
み
よ
う
。

 
 

担
当
す
る
シ
ー
ン
と
役
割
分
担
を
決
め
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
次
の
Ａ
～
Ｃ
か
ら
一
つ
ず
つ
担
当
す
る
シ
ー

ン
を
決
め
る
。
ク
ラ
ス
の
人
数
に
よ
っ
て
は
一
シ
ー
ン
を
担
当
す

る
グ
ル
ー
プ
が
二
つ
に
な
っ
て
も
よ
い
。

　

シ
ー
ン
Ａ
「
義よ
し

仲な
か

と
巴と
も
えの

別
れ
」

 
 

「
木
曽
の
最
期
」
を
脚
本
化
し
、
演
じ
て
み
よ
う
。

課
題

１

　

シ
ー
ン
Ｂ
「
義
仲
を
励
ま
す
兼か
ね

平ひ
ら

」

　

シ
ー
ン
Ｃ
「
義
仲
と
兼
平
の
最
期
」

②�

義
仲
役
・
巴
役
・
兼
平
役
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
役
・
演
出
な
ど
の
役

割
分
担
を
決
め
る
。

 
 

「
せ
り
ふ
」と「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
考
え
、
脚
本
を
作
ろ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
全
員
で
話
し
合
い
、
登
場
人
物
の
「
せ
り
ふ
」
を
考
え

る
。「
木
曽
の
最
期
」
の
会
話
文
を
参
考
に
す
る
が
、
登
場
人
物

の
さ
ま
ざ
ま
な
心
情
を
想
像
し
て
、
本
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い

表
現
を
補
っ
て
も
よ
い
。

②�

場
面
の
説
明
な
ど
、「
せ
り
ふ
」
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
要
素

を
補
足
説
明
す
る
「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
考
え
る
。

③�

「
せ
り
ふ
」
と
「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
脚
本
に
ま
と
め
、
読
み
合

わ
せ
を
す
る
。
不
自
然
な
「
せ
り
ふ
」
や
、
伝
わ
り
に
く
い
「
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
表
現
が
な
い
か
、
確
認
す
る
。

 
 

完
成
し
た
脚
本
を
基
に
演
じ
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
脚
本
を
輪
読
し
て
、
発
表
す
る
。「
せ
り
ふ
」
の

担
当
者
は
、
登
場
人
物
の
心
情
を
想
像
し
、
感
情
を
込
め
て
読
む
。

②�
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
脚
本
の
よ
か
っ
た
点
を
あ
げ
る
。

２３

❖
単
元
の
言
語
活
動

6
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7
時
間
の
経
過
や
地
域
に
よ
る
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

俳
諧
の
修
辞
や
古
典
を
踏
ま
え
た
表
現
な
ど
、
作
者
の
工
夫
を
読
み
味
わ
う
。

古
跡
や
伝
統
行
事
を
調
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く
。

お
く
の
ほ
そ
道

玉
勝
間

旅
立
ち

平
泉

種
の
浜

田
舎
に
雅
言
の
残
れ
る
こ
と

　
　 

写
本
の
本
文
　
　「
青
々
た
り
」
と
「
草
青
み
た
り
」

❖
単
元
の
言
語
活
動

7

　
歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く

窓古
文
の6

700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

芭ば

蕉し
ょ
う

行
脚
図
（
森
川
許き

ょ

六り
く

筆
）

笠か
さ

を
手
に
杖つ

え

を
つ
く
芭
蕉
と
同
行
す
る
門
人
曽そ

良ら

。

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

（
望も

ち

月づ
き

春し
ゅ
ん

江こ
う

筆
）

鈴す
ず

屋の
や

と
名
付
け
た
書
斎
で
筆
を
取
る
宣
長
。
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旅
立
ち 

　

月
日
は
百は

く

代た
い

の
過く

わ

客か
く

に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
。
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か

べ
、
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
者
は
、
日
々
旅
に
し
て
、
旅
を
栖す

み
かと

す
。
古
人
も
多

く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。
予
も
、
い
づ
れ
の
年
よ
り
か
、
片
雲
の
風
に
誘
は
れ
て
、
漂
泊
の
思

ひ
や
ま
ず
、
海
浜
に
さ
す
ら
へ
、
去こ

年ぞ

の
秋
、
江か

う
し
や
う上の
破
屋
に
蜘く

蛛も

の
古
巣
を
払
ひ
て
、
や

や
年
も
暮
れ
、
春
立
て
る
霞か

す
みの

空
に
白し

ら

河か
は

の
関
越
え
ん
と
、
そ
ぞ
ろ
神が

み

の
物
に
つ
き
て
心
を

狂
は
せ
、
道
祖
神
の
招
き
に
あ
ひ
て
取
る
も
の
手
に
つ
か
ず
、
股も

も

引ひ
き

の
破
れ
を
つ
づ
り
、
笠か

さ

の
緒を

付
け
替
へ
て
、
三
里
に
灸き

う

据
う
る
よ
り
、
松
島
の
月
ま
づ
心
に
か
か
り
て
、
住
め
る
方か

た

は
人
に
譲
り
、
杉さ

ん

風ぷ
う

が
別べ

つ

墅し
よ

に
移
る
に
、

　
　

草
の
戸
も
住
み
替
は
る
代
ぞ
雛ひ

な

の
家

　

表
八
句
を
庵い

ほ
りの

柱
に
掛
け
置
く
。

松ま
つ

尾を

芭ば

蕉せ
う

暗 唱
してみよう

1

2

＊

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

●

13

1
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て　

月
日
は
永 

遠
の
旅
人
で
あ
っ
て
。「
夫そ 

天
地
者は

万
物 

之の

逆げ
き

旅り
よ
ニ
シ
テ
、　

光
陰
者
百
代
之
過
客ナ

リ。」（「
春
夜 

宴ス
ル

 

桃た
う

李り

園ゑ
ん
ニ

 

序
」
李り

白は
く

）
に
よ
る
。
一
六
〇

ぺ
ー
ジ
参
照
。

2
古
人　

芭
蕉
が
敬
慕
し
た
、
西
行
・
宗そ
う

祇ぎ

・

李
白
・
杜と

甫ほ 

な
ど
を
指
す
。

3
海
浜
に
さ
す
ら
へ　

貞
じ
ょ
う

享き
ょ
う

四
（
一
六
八
七
）

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
須
磨
・
明あ

か

石し

な
ど

を
旅
し
た
こ
と
を
指
す
。

4
江
上
の
破
屋　

隅
田
川
の
ほ
と
り
の
あ
ば
ら

屋
。
江
戸
深
川
（
現
在
の
東
京
都
江
東
区
内

の
地
）
に
あ
っ
た
芭
蕉
庵あ
ん

を
指
す
。

5
白
河
の
関　

現
在
の
福
島
県
白
河
市
旗
宿

に
あ
っ
た
関
所
。

6
そ
ぞ
ろ
神　

何
と
な
く
人
の
心
を
落
ち
着
か

な
く
さ
せ
る
神
。

7
道
祖
神　

旅
人
を
悪
霊
な
ど
か
ら
守
る
神
。

8
股
引　

腰
か
ら
脚
ま
で
を
覆
う
下
着
の
一
種
。

9
三
里　

膝
頭
の
下
で
、
外
側
の
や
や
く
ぼ
ん

だ
所
。
健
脚
を
保
つ
灸
点
。

10
松
島　

宮
城
県
の
松
島
湾
一
帯
の
景
勝
地
。

11
杉
風　

杉
山
杉
風
。
一
六
四
七
年
〜
一
七
三

二
年
。
芭
蕉
の
門
人
。

レ

二

一
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弥
生
も
末
の
七な

ぬ

日か

、
あ
け
ぼ
の
の
空
朧ろ

う

々ろ
う

と
し
て
、
月
は
有あ

り

明あ
け

に
て
光
を
さ
ま
れ
る
も
の

か
ら
、
富ふ

士じ

の
峰
か
す
か
に
見
え
て
、
上
野
、
谷や

中な
か

の
花
の
梢こ

ず
ゑ、

ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。

む
つ
ま
じ
き
か
ぎ
り
は
宵
よ
り
集
ひ
て
、
舟
に
乗
り
て
送
る
。
千せ

ん

住ぢ
ゆ

と
い
ふ
所
に
て
舟
を
上

が
れ
ば
、
前
途
三
千
里
の
思
ひ
胸
に
ふ
さ
が
り
て
、
幻
の
ち
ま
た
に
離
別
の
涙
を
そ
そ
ぐ
。

　
　

行
く
春
や
鳥
啼な

き
魚
の
目
は
涙

　

こ
れ
を
矢や

立た
て

の
初
め
と
し
て
、
行
く
道
な
ほ
進
ま
ず
。
人
々
は
途
中
に
立
ち
並
び
て
、
後

ろ
影
の
見
ゆ
る
ま
で
は
と
見
送
る
な
る
べ
し
。

＊

14

＊

15

＊

16

17

5

12
別
墅　

別
荘
。
芭
蕉
庵
の
近
く
に
あ
っ
た
採さ

い

荼と

庵
を
指
す
。

問
「
草
の
戸
も
」の
句
の
季
語
と
季
節
は
ど
れ
か
。

13
表
八
句　

百
韻
連
句
の
最
初
の
八
句
。
懐
紙

の
一
枚
目
の
表
に
記
す
。

14
月
は
…　
『
源げ

ん

氏じ

物
語
』
帚は

は

木き
ぎ

巻
に
「
月
は

有
明
に
て
光
を
さ
ま
れ
る
も
の
か
ら
、
影
さ

や
か
に
見
え
て
な
か
な
か
を
か
し
き
あ
け
ぼ

の
な
り
。」
と
あ
る
。

15
上
野
、
谷
中　

共
に
現
在
の
東
京
都
台た

い

東と
う

区
内
の
地
。
桜
の
名
所
。

16
千
住　

現
在
の
東
京
都
足あ

立だ
ち

区
内
の
地
。

奥
州
街
道
の
最
初
の
宿
駅
。

17
矢
立
の
初
め　

旅
日
記
の
書
き
出
し
。「
矢

立
」
は
携
帯
用
の
筆
記
具
。

い
づ
れ　

あ
け
ぼ
の　

有
明　

む
つ
ま
じ

1
作
者
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
旅
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
本
文
中
か
ら
、
対
句
表
現
を
探
し
て
み
よ
う
。

2
次
の
傍
線
部
の
後
に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
が
省
略
さ
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

⑴
ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。（
一
〇
一
・
2
）　
　

⑵
後
ろ
影
の
見
ゆ
る
ま
で
は
と
（
一
〇
一
・
6
〜
7
）

1
「
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。」（
一
〇
〇
・
3
～
4
）
と
あ
る
が
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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つ
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矢立
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平
泉

　

三
代
の
栄え

い

耀え
う

一
睡
の
う
ち
に
し
て
、
大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。
秀ひ

で

衡ひ
ら

が
跡
は
田

野
に
な
り
て
、
金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。
ま
づ
高た

か

館だ
ち

に
登
れ
ば
、
北
上
川
、
南
部
よ
り
流
る

る
大
河
な
り
。
衣

こ
ろ
も

川が
は

は
和い

づ
み泉

が
城じ

や
うを

め
ぐ
り
て
、
高
館
の
下も

と

に
て
大
河
に
落
ち
入
る
。
泰や

す

衡ひ
ら

ら
が
旧
跡
は
、
衣
が
関
を
隔
て
て
南
部
口
を

さ
し
固
め
、
夷え

ぞ

を
防
ぐ
と
見
え
た
り
。
さ
て

も
義
臣
す
ぐ
つ
て
こ
の
城
に
籠
も
り
、
功
名

一い
ち

時じ

の
叢

く
さ
む
らと
な
る
。「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、

城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
。」
と
笠か

さ

う
ち
敷

き
て
、
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
侍は

べ

り
ぬ
。

　
　

夏
草
や
兵

つ
は
も
のど
も
が
夢
の
跡

　
　

卯う

の
花
に
兼か

ね

房ふ
さ

見
ゆ
る
白し

ら

毛が

か
な　

　

�

曽そ

良ら

　

か
ね
て
耳
驚
か
し
た
る
二
堂
開
帳
す
。
経

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1
平
泉　

現
在
の
岩
手
県
西
磐い
わ

井い

郡
平
泉
町
。

2
三
代　

藤
ふ
じ
わ

原ら
の

清き
よ

衡ひ
ら

・
基も

と

衡ひ
ら

・
秀ひ

で

衡ひ
ら

。

3
一
睡
の
う
ち
に
し
て　

一
眠
り
ほ
ど
の
僅
か

な
間
に
消
え
て
。

4
一
里　

約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

5
秀
衡
が
跡　

秀
衡
（
生
年
未
詳
〜
一
一
八
七

年
）
の
居
館
の
跡
。

6
金
鶏
山　

秀
衡
が
居
館
の
西
に
富ふ

士じ

山さ
ん

に
似

せ
て
築
い
た
山
。

7
高
館　

源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

と
反
目
し
、
逃
れ
て
き
た

源
義よ

し

経つ
ね

の
居
館
が
あ
っ
た
所
。

8
南
部　

平
泉
の
北
方
の
南
部
氏
の
領
地
。

現
在
の
岩
手
県
盛も
り

岡お
か

市
付
近
を
指
す
。

9
和
泉
が
城　

秀
衡
の
三
男
、
和い
ず
み
の泉

三さ
ぶ

郎ろ
う

忠た
だ

衡ひ
ら

の
居
館
だ
っ
た
所
。

10
泰
衡　

一
一
五
五
年
〜
一
一
八
九
年
。
秀
衡

の
次
男
。

11
衣
が
関　

高
館
の
西
方
に
あ
っ
た
関
所
。

12
国
破
れ
て
…　
「
国
破レ

テ

 

山
河
在リ

、
城
春ニ

シ
テ

　

草
木
深シ

。」（「
春
望
」
杜と

甫ほ

）
に
よ
る
。
一
五

二
ペ
ー
ジ
参
照
。

13
兼
房　

十
郎
権ご

ん
の
か
み頭兼

房
。
義
経
の
老
臣
。

14
曽
良　

河か
わ
い合
曽
良
。
一
六
四
九
年
〜
一
七
一

〇
年
。
芭
蕉
の
門
人
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』

の
旅
の
同
行
者
。

芭蕉が訪れた当時の姿を残す旧鞘
さや

堂
どう

510
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堂
は
三
将
の
像
を
残
し
、
光

ひ
か
り

堂だ
う

は
三
代
の
棺ひ

つ
ぎを

納
め
、

三
尊
の
仏
を
安
置
す
。
七し

つ

宝ぽ
う

散
り
う
せ
て
、
珠た

ま

の
扉
風

に
破
れ
、
金こ

が
ねの

柱
霜
雪
に
朽
ち
て
、
す
で
に
頽た

い

廃は
い

空
虚

の
叢
と
な
る
べ
き
を
、
四
面
新
た
に
囲
み
て
、
甍い

ら
かを

覆

ひ
て
風
雨
を
し
の
ぎ
、
し
ば
ら
く
千せ

ん

歳ざ
い

の
記か

た
み念
と
は
な
れ
り
。

　
　

五さ
み
だ
れ

月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

15

16

17

18
19●

5

15
三
将
の
像　

清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
の
像
。

実
際
に
は
、
文も

ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

・
優う

闐で
ん

大
王
・
善

財
童
子
の
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

16
光
堂　

天て
ん

治じ

元
（
一
一
二
四
）
年
、
清
衡
の

建
立
し
た
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

。「
金こ

ん

色じ
き

堂ど
う

」と
も
い
う
。

17
三
尊
の
仏　

阿
弥
陀
如
来
・
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩
薩
・

勢せ
い

至し

菩
薩
。

18
七
宝　

金
・
銀
・
瑠
璃
な
ど
、
仏
教
で
言

う
七
種
の
宝
玉
。

19
四
面
新
た
に
囲
み
て　

正
応
元（
一
二
八
八
）

年
に
光
堂
を
覆
う
鞘
堂
が
造
ら
れ
た
こ
と
。

問
「
し
ば
ら
く
」
と
述
べ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

1
「
夏
草
や
」「
五
月
雨
の
」
の
句
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
詞
の
用
法
を
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
（
一
〇
三
・
11
）　
　

⑵
す
で
に
頽
廃
空
虚
の
叢
と
な
る
べ
き
を
（
一
〇
四
・
３
～
4
）

⑶
五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂
（
一
〇
四
・
６
）

1
「
夏
草
や
」「
卯
の
花
に
」
の
句
を
詠
む
際
に
想
起
さ
れ
た
歴
史
上
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

卯の花
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窓古
文
の

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
芭ば

蕉し
ょ
う

の
死
後
で
あ
る
。
出
版

さ
れ
た
本
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
西
村
本
と
呼
ば
れ
る
写
本
（
書
き
写

さ
れ
た
本
）
で
あ
っ
た
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
は
西
村
本
の
ほ
か
に
も
中
尾
本
・
曽そ

良ら

本
な
ど

の
写
本
が
あ
る
。
中
尾
本
は
芭
蕉
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
曽
良
本

は
中
尾
本
を
芭
蕉
の
弟
子
が
写
し
た
本
で
あ
る
。
西
村
本
は
、
補
訂
後
の

曽
良
本
を
書
家
の
素そ

龍り
ゅ
うが

清
書
し
、
芭
蕉
が
最
後
の
旅
に
携
え
て
行
っ
た

本
で
あ
る
。

　

写
本
の
本
文
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
平
泉
」
の
段
の

「
城
春
に
し
て
…
」
の
箇
所
は
、
中
尾
本
で
は
「
城
春
に
し
て
青
々
た
り
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
曽
良
本
で
は「
城
春
に
し
て
青
ミ
た
り
」と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
「
青
」
の
上
に
「
草
」
を
補
入
し
て
い
る
。
西
村
本
で

は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
青
々
た
り
」
と
「
草
青
み
た
り
」。
芭
蕉
は
ど
ち
ら
の
表
現
が
よ
り
良

い
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

写
本
の
本
文

　
　「
青
々
た
り
」と「
草
青
み
た
り
」

6

曽良本 中尾本

105

近
世
の
文
学　

  

古
文
の
窓
6

アタリ
W19 

H98.5

アタリ
W19 

H98.5



種い
ろ

の
浜

　

十
六
日
、
空
霽は

れ
た
れ
ば
、
ま
す
ほ
の
小
貝
拾
は
ん
と
、
種
の
浜
に
舟
を
走は

す
。
海
上
七

里
あ
り
。
天て

ん

屋や

な
に
が
し
と
い
ふ
者
、
破わ

り

籠ご

・
小さ

竹さ

筒え

な
ど
細
や
か
に
し
た
た
め
さ
せ
、
僕

し
も
べ

あ
ま
た
舟
に
取
り
乗
せ
て
、
追
ひ
風
と
き
の
間
に
吹
き
着
き
ぬ
。

　

浜
は
僅
か
な
る
海あ

人ま

の
小こ

家い
へ

に
て
、
侘わ

び

し
き
法ほ

つ

花け

寺で
ら

あ
り
。
こ
こ
に
茶
を
飲
み
、
酒
を
温

め
て
、
夕
暮
れ
の
寂
し
さ
、
感
に
堪
へ
た
り
。

　
　

寂
し
さ
や
須
磨
に
か
ち
た
る
浜
の
秋

　
　

波
の
間
や
小
貝
に
ま
じ
る
萩は

ぎ

の
塵ち

り

　

そ
の
日
の
あ
ら
ま
し
、
等と

う

栽さ
い

に
筆
を
取
ら
せ
て
寺
に
残
す
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

5

1
十
六
日　

元げ
ん

禄ろ
く

二
（
一
六
八
九
）
年
八
月
十

六
日
。

2
ま
す
ほ
の
小
貝　

淡
い
黄
褐
色
に
紅
の
さ
し

た
小
貝
で
、
色
浜
の
特
産
。
西
行
（
二
六
三

ペ
ー
ジ
注
41
参
照
）
の
『
山さ
ん

家か

集し
ゅ
う』
に
「
汐し

ほ

染
む
る
ま
す
ほ
の
小
貝
拾
ふ
と
て
色
の
浜
と

は
い
ふ
に
や
あ
る
ら
む
」
と
あ
る
。

3
種
の
浜　

現
在
の
福
井
県
敦つ
る

賀が

市
色
浜
。

4
天
屋
な
に
が
し　

天
屋
五ご

郎ろ
う

右え

も

ん
衛
門
。
敦
賀

の
廻か

い

船せ
ん

問
屋
。
俳
号
玄
流
。

5
破
籠　

破
子
。「
わ
り
こ
」と
も
い
う
。
薄
い

檜ひ
の
きの

白
木
を
曲
げ
て
作
っ
た
入
れ
物
。

6
小
竹
筒　

竹
筒
で
作
っ
た
携
帯
用
の
酒
入
れ
。

7
追
ひ
風
と
き
の
間
に
…　
「
と
き
の
間
」
は
、

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
。『
源げ

ん

氏じ

物
語
』須
磨
巻

に
「
日
長
き
こ
ろ
な
れ
ば
、
追
い
風
さ
へ
そ

ひ
て
、
ま
だ
申さ

る

の
刻
ば
か
り
に
、
か
の
浦
に

着
き
給た

ま

ひ
ぬ
。」
と
あ
る
。

8
法
花
寺　

現
在
の
日に
ち

蓮れ
ん

宗
の
寺
、
本
隆
寺
。

9
須
磨　

現
在
の
兵
庫
県
神こ
う

戸べ

市
須
磨
区
。

『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
に
「
須
磨
は
、
い
と
ど

心
づ
く
し
の
秋
風
に
…
ま
た
な
く
あ
は
れ
な

る
も
の
は
、
か
か
る
所
の
秋
な
り
け
り
」
と

あ
る
。

色浜

ますほの小貝
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1
「
寂
し
さ
や
」
の
句
に
つ
い
て
、「
か
ち
た
る
」
と
は
、
何
が
、
何
に
、
ど
の
よ
う
な
点
で
勝
っ
た
の
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
「
波
の
間
や
」
の
句
に
つ
い
て
、「
波
」「
小
貝
」「
萩
の
塵
」
を
取
り
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
て

い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
「
ま
す
ほ
の
小
貝
拾
は
ん
と
」（
一
〇
六
・
２
）と
あ
る
が
、
作
者
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

　
　

お
く
の
ほ
そ
道　

俳
諧
紀
行
文
。
作
者
は
松
尾
芭
蕉
。
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
以
前
の
成
立
。
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
三
月
、
門

人
河
合
曽
良
を
伴
っ
て
江
戸
を
出
発
し
、
東
北
・
北
陸
を
経
て
、
同
年
九
月
、
大
垣
（
現
在
の
岐
阜
県
大
垣
市
）
に
至
る
ま
で
の
旅
行
記
。

和
漢
混
交
文
で
旅
の
事
実
に
虚
構
を
交
え
て
記
し
て
お
り
、
簡
潔
で
含
蓄
に
富
み
、
高
雅
な
趣
を
伝
え
て
い
る
。
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学

大
系
』
に
よ
っ
た
。

　
　

松
尾
芭
蕉　

正
し
ょ
う

保ほ
う

元
（
一
六
四
四
）
年
〜
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
。
俳
人
。
名
は
宗む

ね

房ふ
さ

。
伊い

賀が

上
野
（
現
在
の
三
重
県
伊
賀
市
）
の
人
。

貞
門
俳
諧
、
談
林
俳
諧
を
経
て
、
三
十
五
歳
頃
か
ら
俳
諧
師
と
し
て
立
ち
、
し
だ
い
に
独
自
の
俳
境
を
深
め
、
閑
寂
高
雅
な
蕉
風
俳
諧
を
打

ち
立
て
た
。
蕉
門
の
撰せ

ん

集し
ゅ
うと

し
て
『
春
の
日
』
な
ど
、
紀
行
文
に
『
笈お

い

の
小
文
』
な
ど
が
あ
る
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

10
波
の
間
…　
「
小
萩
ち
れ
ま
す
ほ
の
小
貝
小

盃
」
を
改
案
し
た
も
の
。

11
等
栽　

福
井
の
俳
人
。

12
寺
に
残
す　

本
隆
寺
に
「
越
前
ふ
く
ゐ
洞と

う

哉さ
い

書
」
の
一
軸
が
伝
存
し
て
い
る
。
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玉た
ま

勝が
つ

間ま
田
舎
に
雅

み
や
び

言ご
と

の
残
れ
る
こ
と

　

す
べ
て
田
舎
に
は
、
い
に
し
へ
の
言こ

と

の
残
れ
る
こ
と
多
し
。
こ
と
に
遠
き
国く

に

人び
と

の
言
ふ
言こ

と

の
中
に
は
、
お
も
し
ろ
き
こ
と
ど
も
ぞ
ま
じ
れ
る
。
お
の
れ
年
ご
ろ
心
を
つ
け
て
、
遠
き
国

人
の
と
ぶ
ら
ひ
来
た
る
に
は
、
必
ず
そ
の
国
の
言
葉
を
問
ひ
聞
き
も
し
、
そ
の
人
の
言
ふ
言

を
も
、
心
と
ど
め
て
聞
き
も
す
る
を
、
な
ほ
国
々
の
言
葉
ど
も
を
あ
ま
ね
く
聞
き
集
め
な
ば
、

い
か
に
お
も
し
ろ
き
こ
と
多
か
ら
ん
。

　

近
き
こ
ろ
、
肥
後
の
国
人
の
来
た
る
が
、
言
ふ
こ
と
を
聞
け
ば
、
世
に
「
見
え
る
」「
聞

こ
え
る
」
な
ど
い
ふ
類
ひ
を
、「
見
ゆ
る
」「
聞
こ
ゆ
る
」
な
ど
ぞ
言
ふ
な
る
。
こ
は
今
の
世

に
は
絶
え
て
聞
こ
え
ぬ
、
雅み

や

び
た
る
言
葉
遣
ひ
な
る
を
、「
そ
の
国
に
て
は
、
な
べ
て
か
く

言
ふ
に
や
。」
と
問
ひ
け
れ
ば
、「
ひ
た
ぶ
る
の
賤し

づ

、
山
が
つ
は
み
な
、『
見
ゆ
る
』『
聞
こ
ゆ

る
』『
さ
ゆ
る
』『
た
ゆ
る
』
な
ど
や
う
に
言
ふ
を
、
少
し
言
葉
を
も
つ
く
ろ
ふ
ほ
ど
の
者
は
、

1

本も
と

居を
り

宣の
り

長な
が

＊

2

＊

3

●

2
遠
き
国
人　

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
国
の
人
。

1
雅
言　

優
雅
な
言
葉
。

3
肥
後　

肥
後
の
国
。
現
在
の
熊
本
県
。

問
「
少
し
言
葉
を
も
つ
く
ろ
ふ
ほ
ど
の
者
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
場
所
に
暮
ら
す
人
々
か
。

510
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多
く
は
『
見
え
る
』『
聞
こ
え
る
』
と
や
う
に
言
ふ
な
り
。」
と
ぞ
語
り
け
る
。
そ
は
な
か
な

か
今
の
世
の
卑
し
き
言
ひ
ざ
ま
な
る
を
、
な
べ
て
国
々
の
人
の
言
ふ
か
ら
、
そ
を
よ
き
こ
と

と
心
得
た
る
な
め
り
。

　

い
づ
れ
の
国
に
て
も
、
賤
、
山
が
つ
の
言
ふ
言
は
、
よ
こ
な
ま
り
な
が
ら
も
、
多
く
昔
の

言
を
言
ひ
伝
へ
た
る
を
、
人
し
げ
く
に
ぎ
は
は
し
き
里
な
ど
は
、
異こ

と

国く
に

人び
と

も
入
り
ま
じ
り
、

都
の
人
な
ど
も
、
こ
と
に
触
れ
て
来
通
ひ
な
ど
す
る
ほ
ど
に
、
お
の
づ
か
ら
こ
こ
か
し
こ
の

言
葉
を
聞
き
な
ら
ひ
て
は
、
お
の
れ
も
言
選え

り
し
て
、
な
ま
さ
か
し
き
今
や
う
に
移
り
や
す

く
て
、
昔
ざ
ま
に
遠
く
、
な
か
な
か
に
卑
し
く
な
ん
な
り
も
て
ゆ
く
め
る
。

　

ま
こ
と
や
、
同
じ
肥
後
の
国
の
、
ま
た
の
人
の
言
へ
る
、「
か
の
国
に
て
、『
ひ
き
が
へ
る
』

と
い
ふ
も
の
を
、『
た
ん
が
く
』
と
言
ふ
な
る
は
、
い
に
し
へ
の
『
た
に
ぐ
く
』
の
よ
こ
な

ま
り
な
る
べ
く
お
ぼ
ゆ
。」
と
語
り
し
は
、
ま
こ
と
に
し
か
な
る
べ
し
。
こ
の
類
ひ
の
こ
と
、

国
々
に
な
ほ
聞
け
る
こ
と
多
か
る
を
、
今
は
ふ
と
思
ひ
出い

で
た
る
こ
と
を
言
ふ
な
り
。
な
ほ

思
ひ
出
で
ん
ま
ま
に
、
ま
た
も
言
ふ
べ
し
。

＊

4

5

＊

6

7

＊

●

510

4
よ
こ
な
ま
り
な
が
ら
も　

言
葉
や
発
音
を
崩

し
て
、
な
ま
り
な
が
ら
も
。

5
こ
と
に
触
れ
て
…　

折
に
触
れ
て
往
来
な
ど

す
る
う
ち
に
。

6
言
選
り　

言
葉
を
選
ぶ
こ
と
。

7
な
ま
さ
か
し
き　

中
途
半
端
に
小
ざ
か
し
い
。

問
「
こ
の
類
ひ
の
こ
と
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
指
し
て
い
る
か
。

い
に
し
へ　

あ
ま
ね
し　

な
か
な
か　

お
の

づ
か
ら　

ま
こ
と
に
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1
本
文
で
は
、「
見
え
る
」「
聞
こ
え
る
」
に
対
し
て
、「
見
ゆ
る
」「
聞
こ
ゆ
る
」
の
ほ
う
を
「
雅
び
た
る
言
葉
遣
ひ
」（
一
〇
八
・

9
）
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
「
見
ゆ
る
」「
聞
こ
ゆ
る
」
な
ど
ぞ
言
ふ
な
る
。（
一
〇
八
・
8
）

⑵
こ
は
今
の
世
に
は
絶
え
て
聞
こ
え
ぬ
、
雅
び
た
る
言
葉
遣
ひ
な
る
を
（
一
〇
八
・
8
〜
9
）

2
次
の
部
分
を
、
傍
線
部
の
語
に
注
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。　

⑴
あ
ま
ね
く
聞
き
集
め
な
ば
（
一
〇
八
・
5
）　

⑵
そ
を
よ
き
こ
と
と
心
得
た
る
な
め
り
。（
一
〇
九
・
2
〜
3
）

1
作
者
の
、
地
方
の
言
葉
に
対
す
る
感
じ
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

❖
言
葉
と
表
現

❖
言
語
活
動

　
　

玉
勝
間　

随
筆
。
作
者
は
本
居
宣
長
。
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
起
筆
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
か
ら
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年

に
か
け
て
出
版
。
内
容
は
書
籍
か
ら
の
抄
録
、
注
釈
、
学
問
論
、
古
道
論
、
随
想
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
含
む
。
千
項
目
余
か
ら
成
る
。

本
文
は
『
日
本
思
想
大
系
』
に
よ
っ
た
。

　
　

本
居
宣
長　

享
き
ょ
う

保ほ
う

十
五
（
一
七
三
〇
）
年
〜
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
。
医
者
・
国
学
者
。
伊い

勢せ

松
坂
（
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
）
の
人
。

契
沖
と
賀か

茂も
の

真ま

淵ぶ
ち

の
影
響
を
受
け
、
実
証
性
を
重
視
し
た
古
典
研
究
を
行
っ
た
。「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
論
で
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に
、
古

典
注
釈
書
『
源げ

ん

氏じ

物
語
玉
の
小お

櫛ぐ
し

』『
古
事
記
伝
』、
歌
論
書
『
石い

そ
の
か
み
の

上
私
淑さ

さ
め
ご
と
言
』
な
ど
が
あ
る
。

け
い
ち
ゅ
う

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く�

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』（
一
〇
〇
～
一
〇
六
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
各
地
の
古
跡

を
訪
れ
て
先
人
の
足
跡
を
追
体
験
す
る
作
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
作
者
が
描
く
古
跡
の
風
景
は
、
単
な

る
過
去
の
歴
史
の
再
現
で
は
な
い
。
過
去
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
目

の
前
の
風
景
の
見
え
方
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
作
者
は
そ
こ
か
ら
新
し

い
発
見
を
し
て
い
る
の
だ
。
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
生
き

て
い
る
時
代
の
お
も
し
ろ
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
だ
と
も
言
え
よ
う
。

　
「
田
舎
に
雅
み
や
び

言ご
と

の
残
れ
る
こ
と
」（
一
〇
八
～
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）
で
示
さ

れ
た
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
考
え
方
の
独
創
性
も
、
古
い
言
葉
の
成
り
立
ち
や
変

化
に
関
す
る
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
宣
長
の
時
代
ま
で
伝
え

ら
れ
た
方
言
と
関
連
づ
け
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
昔
の
言
葉
や
文
化
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
代
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
だ
。

 
 

関
心
を
持
っ
た
古
跡
や
伝
統
行
事
を
題
材
と
し
て
、
随
筆

を
書
い
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

古
跡
や
伝
統
行
事
に
関
す
る
体
験
談
や
知
識
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
旅
行
な
ど
で
古
跡
を
訪
れ
た
り
、
地
域
の
伝

統
行
事
に
参
加
し
た
り
し
た
と
き
の
体
験
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②�

実
体
験
以
外
に
も
、
古
跡
や
地
域
の
伝
統
行
事
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
事
例
が
あ
れ
ば
、
互
い
に
教
え
合
う
。

 
 

古
跡
や
伝
統
行
事
を
一
つ
選
び
、
グ
ル
ー
プ
で
調
査
し
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
古
跡
や
伝
統
行
事
の
事
例
の
中
か
ら
一

つ
を
選
び
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
調
べ
る
。

　

・�

古
跡
の
場
合
は
、
そ
の
場
所
で
起
き
た
歴
史
的
な
出
来
事
や
事

件
、
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
調
べ
る
。

　

・�

伝
統
行
事
の
場
合
は
、
起
源
、
現
在
ま
で
の
継
承
の
過
程
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る
。

　

・�

書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
写
真
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
。

　

・�
古
跡
の
保
存
や
再
現
、
伝
統
行
事
の
継
承
事
業
に
関
わ
っ
て
い

る
人
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
っ
て
も
よ
い
。

②
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
る
。

１２

❖
単
元
の
言
語
活
動

7
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各
自
で
、
随
筆
を
書
い
て
み
よ
う
。

①　

の
調
査
を
も
と
に
下
書
き
を
す
る
。

　

・�
調
査
し
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
。
最
初
か
ら
整
っ

た
文
章
を
書
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
箇
条
書
き
か
ら
始
め

て
も
よ
い
。

　

・�

な
ぜ
そ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
、
動
機
や

き
っ
か
け
を
書
く
。

　

・�

調
査
の
前
と
後
で
、
ど
の
よ
う
に
見
方
が
変
わ
っ
た
か
な
ど
を

書
く
。

②
推
敲
す
る
。

　

・�

タ
イ
ト
ル
を
工
夫
す
る
。
読
み
手
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
言
葉

を
選
ぶ
。
倒
置
法
、
体
言
止
め
な
ど
の
修
辞
を
用
い
て
も
よ
い
。

３

２

　

・�

文
章
の
構
成
を
工
夫
す
る
。
も
っ
と
も
伝
え
た
い
こ
と
を
文
章

の
ど
こ
に
配
置
す
る
の
が
効
果
的
か
を
考
え
る
。

　

・�

文
体
を
工
夫
す
る
。
で
す
ま
す
体
か
、
で
あ
る
体
か
、
自
分
の

伝
え
た
い
こ
と
に
合
う
文
体
を
選
ぶ
。

③
清
書
す
る
。

　

・�

誤
字
脱
字
が
な
い
か
、
文
体
は
一
致
し
て
い
る
か
、
確
か
め
る
。

　

・�

全
文
を
通
読
し
て
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
表
現
で
き
て
い

る
か
、
確
か
め
る
。

④
完
成
し
た
文
章
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
合
う
。

　

・�

文
章
表
現
に
関
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
点
や
、
内
容
面
に
つ

い
て
特
に
関
心
を
持
っ
た
点
な
ど
を
話
し
合
う
。
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文
学
と
芸
能

　

古
典
文
学
を
読
む
と
、
昔
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
昔
の
人

は
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
た
の
か
。
文
学
は
時
を
超
え
て
そ

れ
ら
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

能
・
狂
言
・
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
と
い
っ
た
芸
能
も
、
昔
の
人
と
私
た
ち

を
つ
な
ぐ
窓
口
で
あ
る
。
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド
ラ
マ
、

芸
能
と
し
て
の
様
式
美
や
約
束
事
は
、
か
つ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
価
値
観

や
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
た
美
意
識
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
。

　

物
語
が
新
た
な
物
語
を
生
む
。
そ
の
意
味
で
、
文
学
と
芸
能
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
現
代
小
説
を
原
作
と
す
る
映
画
や
現
代
劇
が
あ
る

よ
う
に
、
古
典
文
学
に
基
づ
く
芸
能
も
数
多
く
あ
る
。

　

例
え
ば
、
能
の
『
井
筒
』
は
『
伊い

勢せ

物
語
』
の
「
筒
井
筒
」
を
基
に
し

て
い
る
。
旅
の
途
中
で
在あ

り

原わ
ら

寺で
ら

を
訪
れ
た
僧
が
在
原
業な
り

平ひ
ら

と
紀き
の

有あ
り

常つ
ね

の
娘

の
故
事
に
思
い
を
は
せ
、
亡
き
二
人
を
弔
っ
て
い
る
と
、
女
が
現
れ
る
。

女
は
僧
の
求
め
に
応
じ
て
業
平
の
物
語
を
語
り
、
自
ら
が
紀
有
常
の
娘
で

あ
る
と
明
か
す
。

　
（
地じ�

謡う
た
い

）
昔
在
原
の
中
将
、
年
経
て
こ
こ
に
石
い
そ
の

上か
み

、
古ふ

り
に
し
里
も
花

の
春
、
月
の
秋
と
て
住
み
給た

ま

ひ
し
に
、

1

2

　
（
シ�

テ
）
そ
の
こ
ろ
は
紀
の
有
常
が
娘
と
契
り
、
妹い
も

背せ

の
心
浅
か
ら
ざ

り
し
に
、

　
（
地�

謡
）
ま
た
河か
ふ
ち内
の
国
高
安
の
里
に
、
知
る
人
あ
り
て
二ふ
た

道み
ち

に
、
忍

び
て
通
ひ
給
ひ
し
に
、

　
（
シ
テ
）
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
竜
田
山
、

　
（
地�

謡
）
夜
半
に
や
君
が
独
り
行
く
ら
ん
と
、
お
ぼ
つ
か
な
み
の
夜
の 

道
、
行
方
を
思
ふ
心
遂
げ
て
、
よ
そ
の
契
り
は
か
れ
が
れ
な
り
。

　
『
伊
勢
物
語
』
の
「
筒
井
筒
」
で
は
、
物
語
は
客
観
的
な
視
点
か
ら
語

ら
れ
て
い
る
が
、『
井
筒
』
で
は
女
（
紀
有
常
の
娘
）
の
亡
霊
に
よ
る
回

想
と
い
う
形
式
で
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
ち
な
み
に
「
筒
井
筒
」
の
女
を
紀
有

常
の
娘
と
す
る
説
は
、
す
で
に
中
世
か
ら
存
在
し
て
い
た
（
こ
れ
に
は
異

論
も
あ
っ
た
）。

　

能
に
は
『
源げ

ん

氏じ

物
語
』（
七
一
ペ
ー
ジ
注
１
）
や
『
平
家
物
語
』
な
ど
に

基
づ
く
演
目
も
あ
る
。『
平
家
物
語
』
に
取
材
し
た
能
『
巴と

も
え
』
で
は
、
旅

の
僧
の
前
に
武
者
姿
を
し
た
巴
の
亡
霊
が
現
れ
、
木き

曽そ
の

義よ
し

仲な
か

の
最
期
を
語

る
。

　
（
地�

謡
）
さ
て
こ
の
原
の
合
戦
に
て
、
討
た
れ
給
ひ
し
義
仲
の
、
最
期

を
語
り
給
へ
や
。

　
（
シ
テ
）
こ
ろ
は
睦む

月つ
き

の
空
な
れ
ば
、

　
（
地�

謡
）
雪
は
む
ら
消
え
に
残
る
を
、
た
だ
通
ひ
路
と
汀み
ぎ
は

を
さ
し
て
、

3
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駒
を
し
る
べ
に
落
ち
給
ふ
が
、
薄
氷
の
深
田
に
駆
け
込
み
、
弓ゆ
ん

手で

も
馬め

て手
も
鐙あ
ぶ
み
は
沈
ん
で
、
下
り
立
た
ん
便
り
も
な
く
て
、
手
綱
に

す
が
つ
て
鞭む

ち

を
う
て
ど
も
、
引
く
方か
た

も
渚な
ぎ
さ
の
浜
波
、
前
後
を
忘
じ

て
控
へ
給
へ
り
。
こ
は
い
か
に
あ
さ
ま
し
や
。

　
『
平
家
物
語
』
の
「
木
曽
の
最
期
」
と
読
み
比
べ
る
と
、
一
致
す
る
部

分
の
多
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
『
平
家
物
語
』
は
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
題
材
に
も
な
っ
た
。
現
代
で
も

し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
る
『
義よ

し
つ
ね経

千せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

本
桜
』
は
、
平
家
滅
亡
後
の 

源
み
な
も
と
の

  

義

経
主
従
の
物
語
に
平
家
の
武
将
た
ち
の
物
語
を
か
ら
め
て
創
作
し
た
も
の

で
あ
る
。
浄
瑠
璃
は
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
十
一
月
に
初
演
さ
れ
、
歌
舞

伎
は
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
五
月
に
初
演
さ
れ
た
。

　

劇
中
の
「
渡と

海か
い

屋や

」「
大だ
い
も
つ
の
う
ら

物
浦
」
の
段
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
段
は
『
平

家
物
語
』
を
題
材
と
す
る
能
『
船ふ

な
べ
ん
け
い

弁
慶
』
に
基
づ
い
て
い
る
。『
船
弁
慶
』

で
は
都
落
ち
し
た
源
義
経
主
従
が
海
上
で
平
家
の
亡
霊
た
ち
に
出
会
い
、

平
た
い
ら
の

知と
も

盛も
り

の
亡
霊
に
襲
わ
れ
る
が
、『
義
経
千
本
桜
』
で
は
死
ん
だ
は
ず

の
平
知
盛
や
安
徳
天
皇
が
実
は
生
き
て
い
た
と
い
う
設
定
で
、
廻か

い

船せ
ん

問
屋

の
渡
海
屋
銀ぎ

ん

平ぺ
い

（
実
は
平
知
盛
）
が
都
落
ち
し
て
き
た
義
経
を
暗
殺
し
よ

う
と
す
る
。
だ
が
計
画
は
失
敗
し
、
知
盛
は
自
ら
の
体
に
碇い

か
りを

結
び
付
け

て
入じ

ゅ

水す
い

す
る
。

　
『
平
家
物
語
』
や
『
船
弁
慶
』
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
観
客
は
翻
案
の
巧

4

5

み
さ
も
含
め
て
舞
台
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。『
平
家
物
語
』
か
ら
『
船

弁
慶
』
へ
、
そ
し
て
『
義
経
千
本
桜
』
へ
。
作
る
側
も
観
る
側
も
、
そ
れ

ま
で
に
自
ら
が
読
ん
で
き
た
（
観
て
き
た
）
物
語
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

物
語
は
物
語
を
生
む
土
壌
に
な
る
と
同
時
に
、
物
語
を
読
み
解
く
知
識
に

も
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

碇を掲げる知盛（義経千本桜）

（
注
）

1
紀
有
常
の
娘　

歌
人
。
生
没
年
未
詳
。
在
原
業
平
の
妻
。

2
地
謡　

能
で
、
地
の
文
の
部
分
。
ま
た
は
そ
の
部
分
を
謡
う
斉
唱
団
。

3
シ
テ　

能
お
よ
び
狂
言
の
役
種
の
名
で
、
主
役
の
こ
と
。

4
平
知
盛　
一
一
五
二
年
～
一
一
八
五
年
。
平
清き
よ

盛も
り

の
息
子
。

5
安
徳
天
皇　
一
一
七
八
年
～
一
一
八
五
年
。
高
倉
天
皇
の
皇
子
。
母
は
平
清
盛
の
娘
、

徳
子
。
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�

格
言
や
短
い
漢
文
を
読
み
、
漢
文
の
世
界
に
親
し
む
。

�

訓
読
の
き
ま
り
や
熟
語
の
構
造
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
文
章
の
内
容
を
そ
の

叙
述
に
即
し
て
的
確
に
読
み
取
る
。

�

故
事
成
語
の
由
来
や
意
味
と
、
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
。

な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か

訓
読
の
世
界

漢
和
辞
典
の
使
い
方

故
事
成
語
蛇
足
（『
戦
国
策
』）

朝
三
暮
四
（『
列
子
』）

断
腸
（『
世
説
新
語
』）

　
　 

中
国
の
寓
話

　
　 

現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

　
熟
語
の
意
味
「
創
作
」
ゲ
ー
ム
を
行
う

❖
単
元
の
言
語
活
動
2

　
故
事
成
語
を
「
五
・
七
・
五
」
で
表
現
す
る

窓漢
文
の1

窓漢
文
の2 漢

文
入
門

1

白
文
の
書
物
　
中
国
の
文
章
は
本
来
全
て
漢
字
だ
け
で
記
さ
れ
た
白
文

だ
っ
た
。
写
真
は
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
白
文
の
『
論
語
』。

天文二年泉南阿
あ

佐
さ

井
い

野
の

氏刊本『論語』

訓
点
を
施
し
た
書
物
　
日
本
で
は
、
白
文
に
送
り
仮
名
、
返
り
点
な
ど
を

施
し
、
日
本
語
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
し
た
書
物
が
作
ら
れ
た
。
写
真
は

訓
点
を
施
し
た
『
論
語
』。

改正音訓四書正文『論語』
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10 5

訓�

読
と
は
…
漢
字
だ
け
で
表
記
さ
れ
た
文

（
白
文
・
本
単
元
の
扉
の
写
真
「
白
文
の

書
物
」
参
照
）
に
、
訓
点
（
主
に
送
り
仮

名
・
句
読
点
・
返
り
点
）
を
施
し
（
本
単

元
の
扉
の
写
真
「
訓
点
を
施
し
た
書
物
」

参
照
）
て
日
本
語
と
し
て
読
む
方
法
。
訓

点
に
従
っ
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
書
き

改
め
た
も
の
を
書
き
下
し
文
（
一
二
三

ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。

ポ
イ
ン
ト
1

　
今
か
ら
三
千
数
百
年
前
、
中
国
で
漢
字
が
生
ま
れ
、
文
明
の
発
展
に
伴
っ
て
多
く
の
文

章
が
記
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
そ
れ
を
漢
文
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
漢
文
の
文
献

は
次
々
に
海
を
渡
り
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の
漢
文
に

よ
っ
て
先
進
の
文
化
を
学
び
、
豊
か
な
文
学
や
思
想
、
文
化
を
創
り
出
し
て
き
た
の
で
す
。

　
漢
文
を
中
国
以
外
の
地
域
の
言
語
で
読
む
た
め
に
、
各
地
域
で
独
自
の
方
法
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
特
に
日
本
で
は
、
漢
文
を
日
本
語
の
文
章
と
し
て
読
む
訓
読
の
方
法
が
広
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
祖
先
は
こ
の
訓
読
に
よ
っ
て
、
漢
文
の
持
つ
簡

潔
さ
、
論
理
性
、
表
現
力
な
ど
を
日
本
語
に
取
り
入
れ
、
言
葉
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
の
私
た
ち
が
日
本
の
文
学
や
文
化
の
根
源
を
見
直
し
、
現
在
の
日
常
の
言
葉
を
深
く

理
解
す
る
た
め
に
は
、
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
す
。

　
漢
文
は
わ
が
国
の
言
葉
と
文
化
の
源
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
も
と
も
と
、
中
国

や
朝
鮮
半
島
の
人
々
と
共
有
し
て
き
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
自
ら
の
言
葉
と

心
の
中
に
、
広
い
世
界
の
人
々
と
共
に
し
て
き
た
源
泉
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
漢
文
を

学
び
、
そ
の
広
い
世
界
に
つ
な
が
る
扉
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
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訓
読
の
世
界

　
漢
字
だ
け
で
表
記
さ
れ
た
白
文
に
、
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
、
用
言
の
活
用
語
尾
な
ど

を
補
っ
た
の
が
送
り
仮
名
で
あ
り
、
文
を
区
切
る
た
め
に
付
け
た
符
号
が
句
読
点
で
あ
る
。

　
送
り
仮
名
は
漢
字
の
右
下
に
片
仮
名
で
書
き
、
文
語
文
法
の
き
ま
り
に
従
い
、
歴
史
的
仮

名
遣
い
を
用
い
る
。

鳥
　

語リ

、
花
　

香ル

。	

鳥
　

語
り
、花
　

香
る
。

天
　

朗ラ
カ
ニ、気

　

清シ

。	

天
　

朗
ら
か
に
、気
　

清
し
。

大
　

器ハ
　

晩
　

成ス

。	

大
器
は
晩
成
す
。

1

2

3

5

1
朗
　
明
る
く
広
々
と
し
て
い
る
さ
ま
。

2
大
器
　
大
き
な
器
。
大
人
物
の
例
え
。

3
晩
成
　
出
来
上
が
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。

「
晩
」
は
、
遅
い
の
意
。

送
り
仮
名
・
句
読
点

　
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
る
熟
語
の
構

造
は
、
漢
文
の
構
造
に
従
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
た
め
、
漢
文
を
理
解
す
る
に
は
熟
語
の

構
造
を
理
解
す
る
の
が
近
道
で
あ
る
。

　
　 

　   
述
語
＋　

★目１
　

的
語

　
　
　
　
　 

　   

　

★補２
　

語

読
書

登
山

　
　 

　   
修
飾
語
＋
被
修
飾
語

美
食

予
定

日
没 

　   
主
語
＋
述
語

ポ
イ
ン
ト
2

★�

1
目
的
語
　
動
作
の
目
的
や
行
為
の
対

象
を
示
す
語
。「
ヲ
」
と
送
り
仮
名
を

施
す
こ
と
が
多
い
。

★�

2
補
語
　
述
語
を
補
足
す
る
語
。「
ニ
・

ト
・
ヨ
リ
」
と
送
り
仮
名
を
施
す
こ
と

が
多
い
。

漢
文
入
門 

　  

訓
読
の
世
界
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返
り
点

　
漢
文
と
日
本
語
と
で
は
言
語
構
造
が
違
う
た
め
、
語
順
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
漢
文
を

日
本
語
の
文
章
と
し
て
読
む
と
き
に
は
、
例
え
ば
動
詞
の
下
に
名
詞
が
あ
る
場
合
、
訓
読
す

る
に
は
下
か
ら
返
っ
て
読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
漢
字
の
左
下
に
付
け
た
符
号
が
返

り
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
動
詞
以
外
で
返
り
点
の
付
く
文
字
（「
易や

す
シ

・
難か

た
シ

・
不ず

・
以も

つ
テ

・
為た

め
ニ

」
な
ど
）
を
、
返

読
文
字
と
呼
ぶ
。

5

転ジ
テ　

禍
　

為な

ス
　

福ト

。	
禍
を
転
じ
て
福
と
為
す
。

少
　

年
　

易や
す
ク

　

老イ
　

学
　

難シ
　

成リ

。	

少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
。

人
　

不ざ

　レ
バ　

学バ

、不ず

　

知ラ
　

道ヲ

。	

人
　

学
ば
ざ
れ
ば
、道
を
知
ら
ず
。

懸ケ
テ　

羊
　

頭ヲ

、売ル
　

狗く

　

肉に
く
ヲ

。	

羊
頭
を
懸
け
て
、狗
肉
を
売
る
。

レ 4
わ
ざ

　
は
ひ
ヲ

レレ

レ

レ

レ

レ

10

5

二

一

二

6

一

◎
返
り
点
の
働
き

レ
点

下
の
一
字
か
ら
す
ぐ
上

の
一
字
に
返
っ
て
読
む
。

一
・
二
点

一
・
二
・
三
…
点

二
字
以
上
を
隔
て
て
下

か
ら
上
に
返
っ
て
読
む
。

上
・
下
点

上
・
中
・
下
点

一
・
二
点
を
含
む
句
を

挟
ん
で
、
上
点
か
ら
下

点
に
返
っ
て
読
む
。

一レ
点
・
上レ
点

レ
点
で
返
っ
た
後
、
一

点
・
上
点
に
従
っ
て
読

む
。

甲
・
乙
・
丙
…
点

天
・
地
・
人
点

さ
ら
に
複
雑
に
返
っ
て

読
む
場
合
に
、
ま
れ
に

用
い
ら
れ
る
。

4
禍
　
災
難
。

5
懸
　（
看
板
と
し
て
）
掲
げ
る
。

6
狗
肉
　
犬
の
肉
。
質
の
悪
い
肉
の
例
え
。
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百
　

聞ハ
　

不
　

如し

カ
　

一
　

見ニ

。	

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

吾わ
れ

　

日ニ
　

三
─

省ス
　

吾わ

ガ
　

身ヲ

。	

吾
　

日
に
吾
が
身
を
三
省
す
。

君
　

子ハ
　

恥ヅ
　

其そ

ノ
　

言
　

之の

　

過グ
ル
ヲ　

其ノ
　

行ヒ
ニ。

 	
君
子
は
其
の
言
の
其
の
行
ひ
に
過
ぐ
る
を
恥
づ
。

君
　

子ハ
　

不
　

以も
つ
テ

　

言ヲ
　

挙ゲ
　

人ヲ

。	
君
子
は
言
を
以
て
人
を
挙
げ
ず
。

不
　

以テ
　

人ヲ
　

廃セ
　

言ヲ

。	
人
を
以
て
言
を
廃
せ
ず
。

悪に
く
ム

　

称ス
ル　

人
　

之
　

悪ヲ
　

者ヲ

。	

人
の
悪
を
称
す
る
者
を
悪
む
。

不
　

為た
め
ニ

　

児
　

孫ノ
　

買ハ
　

美
　

田ヲ

。	

児
孫
の
為
に
美
田
を
買
は
ず
。

7

レ

二

一

8

二

一

9

三

10

二

一

11

二

レ

12

一レ

5

二

レ

一レ

下

13

二

一

上

下

二

一

中

14

上

7
不
如
…
「
…
に
及
ば
な
い
」
の
意
。
比
較
を

表
す
。

8
三
省
　
何
度
も
反
省
す
る
。

熟
語
に
返
る
と
き
は
、
熟
語
の
間
に
「
┃

」

（
ハ
イ
フ
ン
）
を
入
れ
、
そ
の
左
側
に
返
り

点
を
付
け
る
。

14
美
田
　
よ
く
肥
え
た
田
畑
。

13
称
　
言
い
立
て
る
。

11
君
子
　
注
9
参
照
。
こ
こ
で
は
、
優
れ
た
為�

政
者
の
意
。

12
挙
　
登
用
す
る
。

9
君
子
　
徳
の
高
い
人
。
人
格
の
優
れ
た
人
。

10
過
　
上
回
る
。

漢
文
入
門 

　  

訓
読
の
世
界
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置
き
字

　
単
独
で
は
実
質
的
な
意
味
を
持
た
ず
、
補
助
的
な
意
味
を
添
え
た
り
、
語
気
を
補
っ
た
り

す
る
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
を
助
字
と
い
う
。
特
に
そ
の
中
で
も
、
意
味
・
用
法
が
前
後
の
送

り
仮
名
で
明
ら
か
に
な
る
な
ど
し
て
、
訓
読
し
な
い
文
字
を
置
き
字
と
い
う
。

良
　

薬ハ
　

苦シ
　

於
　

口ニ

。	

良
薬
は
口
に
苦
し
。

青ハ
　

取ル
　

之こ
れ
ヲ

　

於
　

藍ヨ
リ。	

青
は
之
を
藍
よ
り
取
る
。

不
　

信
　

於
　

朋ほ
う

　

友
。	
朋
友
に
信
ぜ
ら
れ
ず
。

過
　

而
　

不ル
　

改メ

、是こ
れ
ヲ

　

謂い

フ
　

過チ
ト　

矣
。	

過
ち
て
改
め
ざ
る
、是
を
過
ち
と
謂
ふ
。

心
　

不レ
バ　

在ラ
　

焉こ
こ
ニ

、視
　

而
　

不
　

見エ

。	

心
焉
に
在
ら
ざ
れ
ば
、視
れ
ど
も
見
え
ず
。

三
　

人
　

行ヘ
バ、必ズ

　

有リ
　

我ガ
　

師
　

焉
。	

三
人
行
へ
ば
、必
ず
我
が
師
有
り
。

二

15

一

5

二

16

一

レ
　
ゼ
ラ
レ

二

17

い
う
ニ

一

　
　
チ
テ

18

レ

レ

19

レ

レ

み
レ
ド
モ

20

レ

二

一

21

10

15
於
　
場
所
を
表
す
。

16
於
　
起
点
を
表
す
。

17
於
　
受
身
を
表
す
。

18
而
　
順
接
を
表
す
。

19
矣
　
断
定
の
語
気
を
表
す
。

20
而
　
逆
接
を
表
す
。

21
焉
　
断
定
の
語
気
を
表
す
。

◎
置
き
字
の
働
き

乎コ＝于ウ＝於オ

場
所
・
時
間
　〔
…
ニ
〕

目
的
・
対
象
　〔
…
ニ
・
ヲ
〕

起
点
　〔
…
ヨ
リ
〕

比
較
　〔
…
ヨ
リ
（
モ
）〕

受う
け

身み

　〔
…
ニ
～
（
ラ
）
ル
〕

而ジ

順
接
　〔
…
テ
・
シ
テ
〕

逆
接
　〔
…
ド
モ
〕

矣イ

断
定
　〔
訓
読
し
な
い
〕

焉エ
ン

断
定
　〔
訓
読
し
な
い
〕
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❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1�

次
の
よ
う
に
返
り
点
を
施
さ
れ
た
文
は
、ど
の
よ
う
な
順
序
で
読
む

か
、

に
番
号
を
入
れ
て
み
よ
う
。

⑴

　

　

　

　

　

。

⑵

　

　

　

　

　

。

⑶

　

　

　

─

　

。

⑷

　

　

　

　

　

。

⑸

　

　

　

　

　

　

　

。

2�

次
の
文
を
、書
き
下
し
文
に
改
め
て
み
よ
う
。

⑴
聞キ
テ　

一ヲ
　

以テ
　

知ル
　

十ヲ

。

⑵
遂つ
ひ
ニ　

迷ヒ
テ　

不
　

復ま
タ

　

得
　

路み
ち
ヲ。

⑶
得テ
　

天
　

下ノ
　

英
　

才ヲ
　

而
　

教
─

育ス
　

之ヲ

。

⑷
君
　

子ハ
　

欲ス
　

訥と
つ
ニ
シ
テ

　
　
　

於
　

言ニ
　

而
　

敏ナ
ラ
ン
ト

　
　
　

於
　

行ヒ
ニ。

3�

次
の
読
み
方
に
従
っ
て
、白
文
に
訓
点
を
施
し
て
み
よ
う
。

⑴�

陰
徳
有
る
者
は
必
ず
陽
報
有
り
。�

有
　

陰
　

徳
　

者
　

必
　

有
　

陽
　

報

レ

レ

レ

レ

三

二

一

二

一

二

一

レ

二

一レ

下

二

一

中

上レ

レ

レ

二

一レ

二

一

二

一

下
1

二

一

中

上

2

3

⑵�

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
。�

不
　

入
　

虎
　

穴
　

不
　

得
　

虎
　

子

⑶�

夏
の
虫
は
与と
も

に
寒
を
語
る
べ
か
ら
ず
。�

夏
　

虫
　

不
　

可
　

与
　

語
　

寒

⑷�

天
下
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫な

し
。�

天
　

下
　

莫
　

柔
　

弱
　

於
　

水

⑸�

悪
の
小
な
る
を
以
て
之
を
為
す
こ
と
勿な

か
れ
。�

勿
　

以
　

悪
　

小
　

而
　

為
　

之

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
四
字
熟
語
に
つ
い
て
意
味
を
調
べ
、
訓
読
し
て
み
よ
う
。

⑴
朝
令
暮
改
　
　
　
　

⑵
呉
越
同
舟

⑶
傍
若
無
人
　
　
　
　

⑷
臨
機
応
変

⑸
以
心
伝
心
　
　
　
　

⑹
不ふ

俱ぐ

戴た
い

天て
ん

（
注
）

1
訥
　
口
数
が
少
な
い
。

2
陰
徳
　
人
に
知
ら
れ
な
い
善
行
。

3
陽
報
　
は
っ
き
り
現
れ
る
よ
い
結
果
。
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再
読
文
字

　
一
つ
の
漢
字
を
、
日
本
語
で
は
二
つ
の
語
と
し
て
読
む
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
再
読
文
字

と
い
う
。
こ
の
場
合
、
初
め
は
返
り
点
と
か
か
わ
り
な
く
読
み
（
送
り
仮
名
は
右
下
に
付
け

る
）、
二
度
目
は
返
り
点
に
従
っ
て
読
む
（
送
り
仮
名
は
左
下
に
付
け
る
）。

未い
ま
ダ

　

知ラ
　

生ヲ

、
焉
　

知ラ
ン
ヤ　

死ヲ

。	

未
だ
生
を
知
ら
ず
、焉
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
や
。

不
　

知ラ
　

老イ
ノ　

将ま
さ
ニ

　

至ラ
ン
ト。	

老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
。

及ン
デ　

時ニ
　

当ま
さ
ニ

　

勉
　

励ス

。	
時
に
及
ん
で
当
に
勉
励
す
べ
し
。

過
　

猶な

ホ
　

不ル
ガ　

及バ

。	

過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。

惟た

ダ
　

仁
　

者ノ
ミ　

宜よ
ろ
シ
ク　

在ル
　

高
　

位ニ

。	

惟
だ
仁
者
の
み
宜
し
く
高
位
に
在
る
べ
し
。

人
　

生
　

得テ
ハ　

意ヲ
　

須ラ
ク　

尽ク
ス　

歓ヲ

。	

人
生
　

意
を
得
て
は
須
ら
く
歓
を
尽
く
す
べ
し
。

レ

　
ず

レ

22
い
づ

　
ク
ン
ゾ

レ

5

レ

二

一レ

す
　
ル
ヲ

23

レ

ベ
　
シ
二

一

　
ギ
タ

　
　
ル
ハ

ご
と
シ
レ

レ
ベ
　
シ
レ

二

一

レ

す
べ
か

ベ
　
シ
レ

レ

10

22
焉
　「
ど
う
し
て
…
か
（
い
や
…
な
い
）」
の

意
。
反
語
を
表
す
。

23
及
時
　
な
す
べ
き
と
き
に
。
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1
次
の
熟
語
を
例
に
な
ら
っ
て
訓
読
し
、
書
き
下
し
て
み
よ
う
。

　

　

未
来
→
未
だ
来き

た

ら
ず
。

　

⑴
将
来
　
　
⑵
当
然
　
　
⑶
未
完
成
　
　
⑷
未
納
金

2
次
の
読
み
方
に
従
っ
て
、
白
文
に
訓
点
を
施
し
て
み
よ
う
。

　

⑴�
応ま

さ

に
故
郷
の
事
を
知
る
べ
し
。�

応
　

知
　

故
　

郷
　

事

　

⑵�

鄭て
い

人ひ
と

に
且ま

さ

に
履く

つ

を
買
は
ん
と
す
る
者
有
り
。�

鄭
　

人
　

有
　

且
　

買
　

履
　

者

　

⑶�

盍な
ん

ぞ
疾
を
以
て
辞
せ
ざ
る
。�

盍
　

以
　

疾
　

辞

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

◎
再
読
文
字
の
読
み
方
と
意
味

未ミ

い
ま
ダ
…
〈
未
然
形
〉
ず

ま
だ
…
な
い

将シ
ョ
ウ且シ

ョ

ま
さ
ニ
…
〈
未
然
形
〉（
ン
ト
）
す

…
し
よ
う
と
す
る
・
…
し
そ
う
だ

当ト
ウ

ま
さ
ニ
…
〈
終
止
形
〉
ベ
シ
　

…
す
べ
き
だ
・
…
に
違
い
な
い

応オ
ウ

ま
さ
ニ
…
〈
終
止
形
〉
ベ
シ
　

き
っ
と
…
だ
ろ
う
・
…
す
べ
き
だ

宜ギ

よ
ろ
シ
ク
…
〈
終
止
形
〉
ベ
シ

…
す
る
の
が
よ
い

須シ
ュ

す
べ
か
ラ
ク
…
〈
終
止
形
〉
ベ
シ

ぜ
ひ
…
す
る
必
要
が
あ
る

猶ユ
ウ

（
由
）

な
ホ
…
（
ノ
・
ガ
）
ご
と
シ

ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

盍コ
ウ

（
蓋
）

な
ん
ゾ
…
〈
未
然
形
〉
ざ
ル

ど
う
し
て
…
し
な
い
の
か

（「
何
不
」
と
同
じ
。）

書
き
下
し
文
の
ま
と
め

　
漢
文
を
日
本
語
の
語
順
に
改
め
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
書
い
た
も
の
を
「
書
き
下

し
文
」
と
い
う
。
次
の
原
則
に
留
意
し
よ
う
。

　
①
送
り
仮
名
は
平
仮
名
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
に
す
る
。

　
②
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
に
当
た
る
漢
字
は
平
仮
名
に
す
る
。

　
③
訓
読
の
と
き
に
読
ま
な
い
文
字
（
置
き
字
）
は
書
か
な
い
。

　
④
再
読
文
字
は
、
最
初
の
読
み
は
漢
字
を
用
い
、
二
度
目
の
読
み
は
平
仮
名
に
す
る
。
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漢
和
辞
典
を
引
く
と
、
漢
字
の
読
み
方
や
意
味
な
ど
の
ほ
か
に
、
数
多

く
の
熟
語
が
載
っ
て
い
る
。
た
め
し
に
「
謝
」
を
引
い
て
み
よ
う
。

　
ま
た
、
熟
語
に
は
、
日
本
で
新
た
に
作
ら
れ
た
り
（
例
１
）、
日
本
で

新
た
に
意
味
が
付
与
さ
れ
た
り
（
例
２
）
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
漢
字
は
長
い
時
間
の
中
で
い
く
つ
も
の
意
味
が
派
生
し
、「
謝
」
に
も

複
数
の
意
味
が
あ
る
。
辞
書
を
引
く
と
、「
謝
恩
」
の
「
謝
」
は
「
礼
を

の
べ
る
」
意
、「
謝
罪
」
の
「
謝
」
は
「
わ
び
る
」
意
だ
と
分
か
る
。
こ

の
よ
う
に
、
先
人
は
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
熟
語
と
し
、
漢
字
の
意
味
を

理
解
し
や
す
く
し
た
。

　
近
年
で
は
、
電
子
辞
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る
辞
書
が

登
場
し
、
熟
語
の
逆
引
き
な
ど
、
よ
り
便
利
な
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。

漢
和
辞
典
の
使
い
方

❶
わ
び
る
。
❷
礼
を
の
べ
る
。
❸
こ
と
わ
る
。

❹
告
げ
る
。
❺
入
れ
替
わ
る
。
…
…

【
謝
恩
】
受
け
た
恩
に
対
し
て
感
謝
す
る
。

【
謝
罪
】
罪
を
わ
び
る
。
あ
や
ま
る
。

訓
音
　
　
　
漢
音
　
　
呉
音

韻
　
現
代
中
国
語
の
発
音

日
本
の
用
法

1
次
の
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
熟
語
の
構
造
を
考
え
て
み
よ
う
。

⑴
気
絶
　
　
⑵
非
難
　
　
⑶
是
正
　
　
⑷
必
要
　
　
⑸
啓
蒙
　
　
⑹
暴
露
　
　
⑺
暴
発

2
次
の
漢
字
や
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
現
代
日
本
語
の
意
味
と
の
違
い
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
鬼
　
　
⑵
城
　
　
⑶
故
人
　
　
⑷
人
間
　
　
⑸
百
姓
　
　
⑹
小
人
　
　
⑺
学
者

❖
言
葉
と
表
現

【
謝
】　
シ
ャ
　
シ
ャ
　
　
ジ
ャ
　
　
　
　xiè 

あ
や
ま-

る

（17）
教５

漢

呉

禡

言 10

●
漢
和
辞
典
の
引
き
方

漢
字
の
読
み
方
が
→
分
か
る 

… 

音
訓
索
引

　
　
　
　
　 

↓

漢
字
の
部
首
が
→
分
か
る 

…
… 

部
首
索
引

　
　
　
　
　 

↓

　
　
　
　
総
画
索
引

不 

明
不 

明

例
１
【
労
働
】
ほ
ね
お
り
は
た
ら
く
こ
と
。

例
２
【
遠
慮
】
❶
先
々
ま
で
見
通
し
た
深
い
考
え
。

　
　
　
　
　
　
❷
国
人
に
対
し
て
控
え
目
に
す
る
こ
と
。
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♦
熟
語
の
意
味「
創
作
」ゲ
ー
ム
を
行
う�

　

漢
和
辞
典
の
説
明
文
は
、
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
言
い
回
し
が
多
い
。

そ
の
言
い
回
し
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
漢
字
の
意
味
や
熟
語
の
構
造
の

知
識
を
用
い
、
熟
語
の
意
味
を
「
創
作
」
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
て
み
よ
う
。

 
 

熟
語
の
意
味
を
「
創
作
」
し
て
支
持
数
を
競
い
合
い
、
多

く
の
人
に
支
持
さ
れ
る
「
創
作
」
の
特
徴
を
見
つ
け
出
そ
う
。

課
題

　

 

「
蓮
歩
（
れ
ん
ぽ
）」

Ａ
さ
ん
「
美
人
が
し
な
や
か
に
歩
く
さ
ま
」

Ｂ
さ
ん
「
蓮は
す

を
売
り
歩
く
こ
と
」

Ｃ
さ
ん
「
集
団
で
歩
く
こ
と
」

Ｄ
さ
ん
「
僧
侶
の
軍
隊
」

Ｅ
さ
ん
「
池
の
ほ
と
り
を
歩
く
さ
ま
」

 
 

漢
和
辞
典
か
ら
熟
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
を「
創
作
」し
て
み
よ
う
。

①
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
。

②�

リ
ー
ダ
ー
は
熟
語
を
選
び
、
そ
の
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
意
味

例
１

を
「
創
作
」
す
る
。

・
見
慣
れ
た
漢
字
の
熟
語
だ
が
、
意
味
を
知
ら
な
い
熟
語
を
選
ぶ
。

・「
正
解
」
で
は
な
く
、
ほ
か
の
人
に
支
持
さ
れ
そ
う
な
文
を
書
く
。

・
漢
和
辞
典
の
言
い
回
し
に
似
る
よ
う
、
工
夫
す
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
は
漢
和
辞
典
に
あ
る
「
正
解
」
文
を
書
き
写
す
。

 
 

リ
ー
ダ
ー
は
、「
創
作
」文
と「
正
解
」文
を
読
み
上
げ
よ
う
。

①�「
創
作
」
文
を
回
収
し
、
読
め
な
い
文
字
が
な
い
か
目
を
通
す
。

②�

読
み
上
げ
る
順
番
を
決
め
、
各
「
創
作
」
文
と
「
正
解
」
文
に
番

号
を
振
る
。

③
聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
、
は
っ
き
り
と
読
み
上
げ
る
。

 
 �

メ
ン
バ
ー
は「
正
解
」文
を
予
想
し
、
そ
の
番
号
を
表
明
し
よ
う
。

リ
ー
ダ
ー
は「
正
解
」文
の
番
号
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
創
作
」文
の
作

成
者
を
発
表
し
よ
う
。

 
 �

ゲ
ー
ム
を
振
り
返
り
、
支
持
さ
れ
や
す
い
文
の
特
徴
を
話
し
合
お

う
。

①
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
、
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
を
経
験
す
る
。

②�

選
ん
だ
理
由
を
発
表
し
合
い
、
支
持
さ
れ
や
す
い
「
創
作
」
文
の

特
徴
を
話
し
合
い
、
共
有
す
る
。

２３４

❖
単
元
の
言
語
活
動

1

125

漢
文
入
門　

  

単
元
の
言
語
活
動
1



　
　
　

楚そ

　ニ
　

有リ
　

祠ま
つ
ル

　

者
。賜た

ま
フ

　

其そ

　ノ
　

舎
　

人ニ
　

卮し

　

酒し
ゆ
ヲ

。舎
　

人
　

相
　

謂い

　ヒ
テ　

曰い

　ハ
ク、

数
　

人ニ
テ　

飲マ
バ　

之こ
れ
ヲ

　

不ず

　

足ラ

、一
　

人ニ
テ　

飲マ
バ　

之ヲ
　

有リ
　

余リ

。請フ
　

画ゑ
が
キ
テ　

地ニ
　

為つ
く
リ

　

蛇ヲ

、先ま

　ヅ
　

成ル
　

者
　

飲マ
ン
ト　

酒ヲ
　

一
　

人ノ
　

蛇
　

先ヅ
　

成ル

。引キ
テ　

酒ヲ
　

且ま
さ
ニ

　

飲マ
ン
ト。乃す
な
は
チ　

左
　

手モ
テ　

持チ
　

卮ヲ

、右
　

手モ
テ　

画キ
テ　

蛇ヲ
　

曰ハ
ク　

吾わ
れ

　

能よ

　ク
　

為ル
ト　

之ガ
　

足ヲ
　

未い
ま
ダ

　

成ラ

、

一
　

人
　

之の

　

蛇
　

成ル

。奪ヒ
テ　

其ノ
　

卮ヲ
　

曰ハ
ク　

蛇
　

固も
と
ヨ
リ　

無シ
　

足
。子
　

安
　

能ク
　

為
　

之ガ
　

足ヲ
　

遂つ
ひ
ニ

　

飲ム
　

其ノ
　

酒ヲ

。為ル
　

蛇ノ
　

足ヲ
　

者
、終つ

ひ
ニ

　

亡
　

其ノ
　

酒ヲ

。

�
（『
戦
国
策
』）

1

二

2

一

二

3

4

一

「

レ

レ

レ

レ

5

レ

＊

レ

レ

。」

レ

6＊
す

レ

＊

レ

レ

、「●

＊

二

一。」＊ざル
ニ
レ

5

二

一

、「

レ

7＊

8
い
づ

　
ク
ン
ゾ

　
ラ
ン

　
　
ヤ
ト二

一。」

二

一

二

一

う
し
な

　
　
ヘ
リ二

一

1
楚
　
春
秋
戦
国
時
代
の
大
国
。
長
江
中
流

域
に
あ
っ
た
。

2
祠
者
　
神
霊
を
祭
る
者
。
司
祭
者
。

3
舎
人
　
貴
人
の
傍
ら
に
仕
え
る
者
。
こ
こ
で

は
、
召
し
使
い
の
こ
と
。

4
卮
酒
　
大
杯
に
満
た
さ
れ
た
酒
。「
卮
」
は
、

取
っ
手
の
あ
る
大
杯
。

5
請
…
　「
…
し
よ
う
」
の
意
。
勧
誘
を
表
す
。

6
且
…
　「
…
し
よ
う
と
す
る
」の
意
。
意
志
を

表
す
。

「
吾
能
為
二

之
足
。」と
言
っ
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
か
ら
か
。

7
子
　
二
人
称
の
敬
称
。
こ
こ
で
は
、
あ
な
た

の
意
。

8
安
…
　「
ど
う
し
て
…
か（
い
や
…
な
い
）」の

意
。
反
語
を
表
す
。

＊
為
　
且
　
乃
　
能
　
未
　
子

無シ
レ
～
（
否
定
）　
安ク
ン
ゾ

～ン
ヤ（

反
語
）

問

一

蛇
　
　
足

故
事
成
語
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
本
文
を
書
き
下
し
文
に
し
て
み
よ
う
。

2
「
蛇
足
」
は
、
ど
の
よ
う
な
失
敗
談
で
あ
る
の
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
蛇
足
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

1
身
近
な
「
蛇
足
」
の
例
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
あ
げ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
戦
国
策
　
三
十
三
巻
。
劉り

ゅ
う

向き
ょ
うの

編
。
戦
国
時
代
の
遊
説
家
の
主
張
・
政
策
の
記
録
を
国
別
に
ま
と
め
た
も
の
。

　
　
劉
向
　
前
七
七
年
頃
～
前
六
年
。
前
漢
の
儒
者
。

　
寓
話
は
、
人
が
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
役
立

つ
教
訓
を
、
人
間
、
動
物
な
ど
を
主
人
公
に
し
て
、
分
か
り
や
す
く
描
い

た
例
え
話
で
あ
る
。

　
中
国
で
は
特
に
戦
国
時
代
に
、
多
く
の
寓
話
が
生
ま
れ
た
。
戦
国
時
代
、

各
国
は
生
き
残
り
を
か
け
て
争
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
多
数
の
思
想
家
が
、

自
己
の
理
想
と
す
る
哲
学
や
、
国
家
を
強
く
す
る
政
策
を
各
国
の
為
政
者

に
説
い
て
回
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
の
政
策
を
採
用
さ
せ
る
た
め
に
、
分
か

り
や
す
く
、
興
味
を
そ
そ
る
寓
話
を
好
ん
で
用
い
た
。
難
し
い
理
論
を
説

く
だ
け
で
は
、
聴
き
手
の
注
意
を
引
き
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
中
国
の
寓
話
は
、
意
表
を
突
く
筋
立
て
を
特
徴
と
し
、
ユ
ー
モ
ア
に
富

み
、
聴
き
手
を
話
の
中
に
引
き
込
む
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代
以

後
、
思
想
家
た
ち
は
し
ば
し
ば
寓
話
に
よ
っ
て
、
人
間
や
国
家
の
あ
る
べ

き
姿
を
描
き
出
し
、
ま
た
人
間
の
陥
り
や
す
い
過
ち
を
批
判
し
た
。
こ
う

し
た
寓
話
に
基
づ
い
て
、
数
多
く
の
故
事
成
語
が
生
ま
れ
た
。

窓漢
文
の1

中
国
の
寓ぐ

う

話わ

漢
文
入
門 

　  

故
事
成
語
・
漢
文
の
窓
1
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宋そ
う
ニ

　

有リ
　

狙そ

　

公
　

者
。愛シ
　

狙さ
る
ヲ

、養ヒ
テ　

之こ
れ
ヲ

　

成ス
　

群レ
ヲ。能よ

　ク
　

解シ
　

狙
　

之の

　�

意ヲ

、狙モ
　

亦ま
た

　

得タ
リ　

公
　

之
　

心ヲ

。損へ
ら
シ
テ　

其そ

　ノ
　

家
　

口ヲ

、充み
タ
セ
リ　

狙
　

之
　

欲ヲ

。俄
　�

而
　

匱と
ぼ
シ

　

焉
。将ま

さ
ニ

　

限ラ
ン
ト　

其ノ
　

食ヲ

。恐ル
ル　

衆
　

狙
　

之
　

不ざ

　ル
ヲ　

馴な

　レ
　

於
　

己ニ
　

也や

、�

先ま

　ヅ
　

誑
　

之ヲ
　

曰い

　ハ
ク　

与フ
ル
ニ　

若な
ん
ぢ
ニ　
し
よ
ヲ

、朝あ
し
た
ニ　

三ニ
シ
テ　

而
　

暮レ
ニ　

四ニ
セ
ン。足ル

　

乎か

　ト
　

衆
　

狙
　�

皆
　

起た

　チ
テ　

而
　

怒い
か
ル

。俄
　

而
　

曰ハ
ク　

与フ
ル
ニ　

若ニ
　

ヲ

、朝ニ
　

四ニ
シ
テ　

而
　

暮レ
ニ　

三ニ
セ
ン。足ル

　�

乎ト
　

衆
　

狙
　

皆
　

伏シ
テ　

而
　

喜ブ

。�

（『
列
子
』）

1

二

2

こ
う

　
ト
イ
フ

一

レ

レ
＊

レ

二

一

＊

二

一

3

二

一

二

一 4
に
は
カ

　
ニ
シ
テ

5

＊

＊
す

レ

二

一

二

一レ

二

一

6

7
あ
ざ
む

　
　
キ
テレ

、「

二

＊

8

一

。」

5

　
カ
ニ
　

　
　
シ
テ

、「

二

一

。」

●

1
宋
　
春
秋
戦
国
時
代
の
国
。
現
在
の
河
南

省
に
あ
っ
た
。

2
狙
公
　
猿
飼
い
に
付
け
た
呼
び
名
。「
狙
」は

猿
。

3
損
其
家
口
　
家
族
の
食
糧
を
減
ら
す
。

4
俄
　
や
が
て
。
ま
も
な
く
。

5
匱
　
少
な
く
な
る
。

6
也
　
強
調
を
表
す
助
字
。

7
誑
　
だ
ま
す
。

8　

　
ど
ん
ぐ
り
の
実
。

衆
狙
が
「
喜
」
ん
だ
の
は
、
な
ぜ
か
。

問＊
之
　
亦
　
焉
　
将
　
若

～
　

乎
（
疑
問
）

朝
三
暮
四
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
「
狙
公
」「
衆
狙
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
主
眼
を
置
き
、
こ
の
寓ぐ

う

話わ

が
伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
二
つ
の
漢
数
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
四
字
熟
語
を
探
し
て
み
よ
う
。

2
「
朝
三
暮
四
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

1
こ
の
寓
話
の
「
狙
公
」
と
「
衆
狙
」
は
、
身
の
周
り
で
は
ど
の
よ
う
な
人
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
列
子
　
八
編
。
列れ

つ

禦ぎ
ょ

寇こ
う

著
と
伝
え
ら
れ
る
。
道
家
思
想
を
説
い
た
も
の
。

　
　
列
禦
寇
　
生
没
年
未
詳
。
戦
国
時
代
の
思
想
家
。

群猿図（長沢蘆
ろ

雪
せつ

筆）

漢
文
入
門 

　  

故
事
成
語
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桓く
わ
ん

　

公こ
う

　

入リ
　

蜀し
よ
く
ニ、至ル

　

三
　

峡
　

中ニ

。部ぶ

　

伍ご

　ノ
　

中う
ち
ニ

　

有リ
　

得ル
　

ゑ
ん

　

子し

　ヲ
　�

者
。其そ

　ノ
　

母
　

縁よ

　リ
テ　

岸ニ
　

哀
　

号シ

、行ク
コ
ト　

百
　

余
　

里ナ
ル
モ　

不ず

　

去ラ

。遂つ
ひ
ニ

　

跳を
ど
リ
テ　

上リ
　�

船ニ

、至レ
バ　

便す

　な
　

即は

　チ
　

絶ユ

。破リ
　

視み

　レ
バ　

其ノ
　

腹
　

中ヲ

、腸
　

皆
　

寸
　

寸ニ
　

断エ
タ
リ。公

　�

聞キ
テ　

之こ
れ
ヲ

　

怒リ

、命ジ
テ　

黜
　

其ノ
　

人ヲ

。�

（『
世
説
新
語
』）

1

レ
2

二

3

一

4

下

二

5

一

上

6

レ

7

レ

レ

8

二─

一
●

レ

9
し
り
ぞ

　
ケ
シ
ム二

一一

5

1
桓
公
　
桓
温
。
三
一
二
年
～
三
七
三
年
。

東と
う

晋し
ん

の
武
将
。

2
蜀
　
現
在
の
四
川
省
と
そ
の
周
辺
地
域
。

3
三
峡
　
瞿く

塘と
う

峡
・
巫ふ

峡
・
西
陵
峡
を
指
す
。

長
江
が
蜀
の
山
地
か
ら
楚そ

の
平
野
に
入
る
辺

り
に
続
く
険
し
い
峡
谷
。

4
部
伍
　
部
隊
。

5　

子
　
猿
の
子
。

6
縁
…
　
…
に
沿
っ
て
。

7
里
　
当
時
の
一
里
は
、
約
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
。

8
便
即
　
す
ぐ
に
。
そ
の
ま
ま
。

「
腸
皆
寸
寸
断
。」
と
あ
る
が
、
そ
う
な
っ
た

の
は
、
な
ぜ
か
。

9
黜
　
地
位
を
下
げ
る
。

命ジ
テ

～シ
ム（

使
役
）

問

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
「
聞キ

テ　

之ヲ

怒リ

、命ジ
テ

黜ケ
シ
ム　
其ノ

人ヲ

。」（
一
三
〇
・
5
）
と
あ
る
が
、
桓
公
が
こ
の
よ
う
に
し
た
理
由
を
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
断
腸
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

2
次
の
語
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
故
事
か
ら
成
っ
た
も
の
か
、
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

　

⑴
助
長
　
　
⑵
推す

い

敲こ
う

　
　
⑶
完
璧
　
　
⑷
矛
盾

1
「
断
腸
の
思
い
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
小
話
を
作
っ
て
み
よ
う
。

レ

二

一

❖
言
語
活
動

　
　
世
説
新
語
　
三
巻
。
劉り

ゅ
う義ぎ

慶け
い

の
著
。
後
漢
末
か
ら
東
晋
末
ま
で
の
名
士
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
。

　
　
劉
義
慶
　
四
〇
三
年
～
四
四
四
年
。
六り

く

朝ち
ょ
う

時
代
の
宋そ

う

の
人
。

断
　
　
腸
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窓漢
文
の

●
随
想

●
小
説

●
新
聞
記
事

2

『
三
国
志
』

「
骨
肉
の
別
れ
、
相
思
の
仲
の
別
れ
。
い
ず

れ
も
悲
し
い
の
は
当
然
だ
が
、
男
子
と
し

て
は
、
君
臣
の
別
れ
も
ま
た
断
腸
の
一
つ
だ
。

…
…
あ
あ
、
き
ょ
う
ば
か
り
は
、
何
度
思

い
止
ま
ろ
う
か
と
迷
っ
た
か
知
れ
ぬ
。」

　
徐
庶
は
、
駒
を
早
め
て
い
た
。

　
今
な
お
、
玄
徳
の
恩
に
、
情
に
、
う
し

ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
︱
︱
。

1
2

3

北き
た

大お
お

路じ

魯ろ

山さ
ん

人じ
ん

　
明
治

十
六
（
一
八
八
三
）
年
～

昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）

年
。
京
都
府
の
生
ま
れ
。

吉よ
し

川か
わ

英え
い

治じ

　
明
治
二
十

五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭

和
三
十
七（
一
九
六
二
）年
。

神
奈
川
県
の
生
ま
れ
。

1
骨
肉
　
肉
親
。

（
注
）

2
徐
庶
　
後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
の
魏ぎ

に
か
け
て
の

武
将
・
政
治
家
。

3
玄
徳
　
後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
の
武
将
、
蜀
し
ょ
く

漢か
ん

の

初
代
皇
帝
。

玄
米
は
白
米
と
は
別
な
意
味
で
非
常
に
う

ま
い
。
玄
米
の
ご
は
ん
に
ご
馳ち

走そ
う

を
つ
け

て
出
す
の
は
蛇
足
で
あ
る
。
漬
け
も
の
で

も
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
い
く

ら
う
ま
い
と
い
っ
て
も
、
料
理
の
後
で
は

邪
魔
に
な
る
。

「
お
米
の
話
」

『
日
本
経
済
新
聞
』

（
二
〇
一
九
年
七
月
十
三
日
）

現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語

　
故
事
成
語
は
現
在
の
文
章
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
故
事
成
語
を
探
し
て
み
よ
う
。

漢
文
入
門
　  

漢
文
の
窓 

2
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♦
故
事
成
語
を「
五
・
七
・
五
」で
表
現
す
る�

　「
故
事
」
と
は
文
字
ど
お
り
「
昔
の
こ
と
、
古
い
こ
と
」
も
指
す
が
、�

「
故
実
や
典
故
と
な
る
こ
と
」
も
指
す
。「
成
語
」
と
は
「
人
々
が
長
い

間
使
っ
て
い
る
、
簡
潔
で
精
巧
な
、
一
定
の
型
を
持
つ
単
語
の
組
み
合

わ
せ
も
し
く
は
短
い
句
」
と
定
義
で
き
る
。
漢
字
文
化
の
長
い
歴
史
の

中
で
蓄
積
さ
れ
た
英
知
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
言
語
活
動
を
豊
か
に
で

き
る
こ
れ
ら
の
言
葉
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
み
よ
う
。

 
 

故
事
成
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
と
由
来
を
調
べ
、「
五
・

七
・
五
」
に
し
て
発
表
し
、
互
い
の
作
品
を
鑑
賞
し
合
お
う
。

課
題

 
 

故
事
成
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
と
由
来
を
調
べ
よ
う
。

①�

漢
和
辞
典
や
故
事
成
語
辞
典
、
資
料
集
を
参
照
し
、
故
事
成
語
を

一
つ
選
ぶ
。

②�

意
味
・
も
と
と
な
っ
た
話
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
を
辞
典
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
資
料
集
で
調
べ
る
。

１
 
 

「
五
・
七
・
五
」を
作
ろ
う
。

①
も
と
と
な
っ
た
話
の
特
徴
的
な
点
を
見
つ
け
る
。

②
意
味
・
状
況
・
由
来
が
伝
わ
る
「
五
・
七
・
五
」
を
心
が
け
る
。

例 

「
朝
三
暮
四
」
猿
た
ち
は
　
暮
れ
の
四
つ
に
　
目
が
行
か
ず

「
呉
越
同
舟
」
君
と
僕
　
呉
越
同
舟
　
試
験
前

「
五
十
歩
百
歩
」
チ
ョ
コ
一
個
　
君
は
母
か
ら
　
僕
は
義
理

 
 

調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

　
選
ん
だ
故
事
成
語
と
そ
の
意
味
、
も
と
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

２
で
作
成
し
た
「
五
・
七
・
五
」
を
紙
一
枚
に
ま
と
め
る
。

例 

 
 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
相
互
評
価
を
行
お
う
。

３
で
ま
と
め
た
紙
を
互
い
に
読
み
合
い
、
評
価
を
す
る
。

２３４

❖
単
元
の
言
語
活
動

2
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�

史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
漢
文
の
世
界
に
親
し
む
。

�

史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
び
、

自
己
の
生
き
方
の
糧
に
す
る
。

�

史
伝
の
登
場
人
物
の
紹
介
文
を
書
く
。

十
八
史
略
先
従
　

隗
始

鶏
口
牛
後

管
鮑
之
交

臥
薪
嘗
胆

中
国
英
傑
伝
（
海
音
寺
潮
五
郎
）

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

　
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る

レ

古
典
に
関
す
る
文
章

史
伝

2

越
王
句こ

う

践せ
ん

絵
の
中
央
に
越
王
句
践
が
配
さ
れ
、
そ
の
周
り
に
、「
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

」
に
ま
つ

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。
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十
八
史
略�

曽そ
う

　
先せ

ん

之し

燕え
ん

　

人ひ
と

　

立テ
テ　

太
　

子
　

平ヲ
　

為な

　ス
　

君ト

。
是こ

　レ
　

為た

　リ
　

昭
　

王
。
弔ヒ

　

死ヲ
　

問ヒ
　

生ヲ

、

卑ひ
く
ク
シ　

辞ヲ
　

厚ク
シ
テ　

幣ヲ

、
以も

つ
テ

　

招ク
　

賢
　

者ヲ

。
問ヒ

テ　

郭く
わ
く

　

隗く
わ
い
ニ　

曰い

　ハ
ク　

斉
　

因リ
テ　

孤
　

之の

　

国ノ
　

乱ル
ル
ニ、

而
　

襲ヒ
テ　

破ル
　

燕ヲ

。
孤

　

極メ
テ　

知ル
　

燕ノ
　

小ニ
シ
テ　

不ざ

 ル
ヲ　

足ラ
　

以テ
　

報ユ
ル
ニ。

誠ニ
　

得テ
　

賢
　

士ヲ
　

与と
も
ニ

　

共ニ
シ　

国ヲ

、
以テ

　

雪
　

先
　

王
　

之
　

恥ヲ

、
孤

　

之
　

願ヒ
　

也な
り

。
先

　

生
　

視し
め
セ

　

可ナ
ル　

者ヲ

。
得ン

ト　

身
　

事
　

之こ
れ
ニ

隗
　

曰ハ
ク　

古い
に
し
へ　

之
　

君ニ

、
有リ

　

以テ
　

千
　

金ヲ
　

使し

　ム
ル　

涓け
ん

　

人
　

求メ
　

千
　

里ノ
　

馬ヲ
　

者
。
買ヒ

テ　

死
　

馬ノ
　

骨ヲ
　

五
　

百
　

金ニ
　

而
　

返ル

。
君

　

怒ル

。
涓

　

人
　

曰ハ
ク　

死
　

馬ス
ラ　

1
燕

　
戦
国
時
代
の
大
国
。
現
在
の
河
北
省
に

あ
っ
た
。

2
昭
王

　
前
三
一
一
年
～
前
二
七
九
年
在
位
。

3
弔
死
問
生

　
戦
死
者
を
弔
い
、
生
存
者
を
慰

問
す
る
。

4
卑
辞
厚
幣

　
へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
遣
い
を
し
、

多
く
の
進
物
を
用
意
す
る
。

5
郭
隗

　
生
没
年
未
詳
。
燕
の
賢
人
。
昭
王

の
臣
。
燕
王
の
師
と
な
っ
た
。

6
斉

　
春
秋
戦
国
時
代
の
大
国
。
現
在
の
山

東
省
に
あ
っ
た
。

7
孤

　
私
。
諸
侯
の
謙
称
。

8
報

　
仕
返
し
を
す
る
。

9
先
王

　
斉
に
殺
さ
れ
た
昭
王
の
父
、
燕
王
噲か

い

の
こ
と
。

10
可
者

　
適
当
な
人
物
。

11
涓
人

　
君
主
の
そ
ば
近
く
に
仕
え
、
日
常
の

世
話
を
す
る
者
。

12
千
里
馬

　
一
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
。

先ま

　ヅ

従よ

　リ

隗く
わ
い

始メ
ヨ

レ

1

二

一

レ
＊

二

2

一

3

レ

レ

4

レ

レ

二

一

二

5

一

、「

二

7

6

9

一

レ

二

＊

一レ

二

8

一

二

一

レ

す
す
ガ

　
ン
コ
ト二

一

5
二

10＊

一

二

つ
か

　
フ
ル
ヲ一レ

。」

、「

下

二

一

三

11

じ
ん

　
ヲ
シ
テ

二

12

一

上

二

一

、『
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且か

　ツ
　

買フ
　

之ヲ

、
況い

は
ン
ヤ　

生ケ
ル　

者ヲ
　

乎や

。
馬

　

今ニ
　

至ラ
ン
ト　

矣
　

不ず

　シ
テ　

期
　

年ナ
ラ　

千
　

里ノ
　

馬
　

至ル
　

者
　

三
。
今

　

王
　

必ズ
　

欲セ
バ　

致サ
ン
ト　

士ヲ

、
先ヅ

　

従リ
　

隗
　

始メ
ヨ。

況ン
ヤ　

賢ナ
ル　

於
　

隗ヨ
リ　

者
、
豈あ

　ニ
　

遠
　

千
　

里ヲ
　

哉や

　ト

於お
イ
テ

　

是こ
こ
ニ

、
昭

　

王
　

為た
め
ニ

　

隗ノ
　

改メ
　

築キ
テ　

宮ヲ

、
師

　

事ス
　

之ニ

。
於イ

テ　

是ニ

、
士

　

争ヒ
テ　

趨お
も
む
ク　

燕ニ

。�

（
春
秋
戦
国
・
燕
）

13
期
年

　
ま
る
一
年
。

14
致
士

　
優
れ
た
人
物
を
招
く
。

「
先
従
レ
隗
始
。」と
は
、
誰
が
誰
に
何
を
求
め

た
の
か
。

15
於
是

　
こ
う
し
て
。
そ
こ
で
。

＊
君

　
不
足

　
可

　
期
年

　
今

　
従

　
於�

於
是

使ム
二

～ヲ
シ
テ　

…
一

（
使
役
）　
～ス

ラ　

且ツ
　

…
、�

況ン
ヤ　

─ヲ
　

乎
（
抑
揚
）　
豈ニ

　

～ン

哉
（
反
語
）

問

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
昭
王
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
先ヅ

従リ
　

隗
始メ

ヨ
」
の
本
来
の
意
味
と
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

1
郭
隗
の
弁
舌
の
巧
み
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

レ

❖
言
語
活
動 レ

』。
二

＊ 13

一

＊

レ
14

レ

●

＊

レ

二

＊

一

　
シ
ト

　
　
セ
ン二

一

。」

＊
15

レ

レ

二─

一

二─

一

レ

レ

5

史
伝 

　  

十
八
史
略
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1
秦
人
　
こ
こ
で
は
、
秦
王
の
意
。「
秦
」
は
、

春
秋
戦
国
時
代
の
大
国
。
現
在
の
甘
粛
省
、

陝せ
ん

西せ
い

省
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。

2
洛
陽
　
現
在
の
河
南
省
洛
陽
市
。

3
蘇
秦
　
生
年
未
詳
～
前
三
一
七
年
。
戦
国
時

代
の
遊
説
家
。

「
遊
説
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

か
。

4
恵
王
　
前
三
三
七
年
～
前
三
一
一
年
在
位
。

5
燕
文
侯
　
前
三
六
一
年
～
前
三
三
三
年
在

位
。「
燕
」
は
、
一
三
四
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

6
趙
　
戦
国
時
代
の
大
国
。
現
在
の
山
西
省
、

河
北
省
、
河
南
省
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。

7
従
親
　
南
北
に
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
。「
従
」は

「
縦
」
の
意
で
、
南
北
を
指
す
。「
合が
っ

従し
ょ
う」

と

も
い
う
。

8
資
之
　
蘇
秦
に
（
遊
説
の
）
資
金
を
与
え
る
。

9
粛
侯
　
趙
の
王
。
前
三
四
九
年
～
前
三
二
六

年
在
位
。

10
卒
　
こ
こ
で
は
、
兵
士
の
意
。

11
矣
　
一
二
〇
ペ
ー
ジ
注
19
参
照
。

問

鶏
口
牛
後

秦し
ん

　

人ひ
と

　

恐
　

喝シ
テ　

諸
　

侯ヲ

、

求ム
　

割
　

地ヲ

。
有リ
　

洛ら
く

　

陽や
う
ノ

　

人
　

蘇そ

　

秦
。
遊い

う

　

説ぜ
い
シ
テ　

秦ノ
　

恵
　

王ニ
　

不ず

　

用ヰ
ラ
レ。
乃す

な
は
チ　

往ゆ

　キ
テ　

説キ
　

燕え
ん
ノ

　

文
　

侯ニ

、
与と

　

趙て
う

　

従し
よ
う

　

親
。
燕
　

資シ
　

之こ
れ
ニ

、
以も

つ
テ

　

至ラ
シ
ム　

趙ニ

。
説キ

テ　

粛
　

侯ニ
　

曰い

　ハ
ク　

諸
　

侯
　

之の

　

卒
、
十
　

倍ス
　

於
　

秦ニ

。
幷あ

は
セ
テ　

力ヲ
　

西ニ
　

向カ
ハ
バ、

秦
　

必ズ
　

破レ
ン　

矣
。
為た

め
ニ

　

大
　

王ノ
　

計ル
ニ、

1

二─

一

レ

レ

二

一

＊
二─

一

レ

二

一

＊

レ

レ

レ

二

一

、「

＊

二─

一

レ

＊

二

一

510

カ
ン

　
コ
ト
ヲ

2

3

し
んナル
モ
ノ

●

45

6

7

し
ん

　
セ
シ
ム

8

9

10

11
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12
六
国
　
斉
・
楚そ

・
燕
・
韓
・
魏ぎ

・
趙
。

13
擯
　（
押
し
出
し
て
）
の
け
者
に
す
る
。

14
鄙
諺
　
世
間
で
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

わ
ざ
。

15
従
合
　「
従
親
」
と
同
じ
。

＊
遊
説
　
与
　
卒
　
矣

説キ
二

～ニ
一

従
親セ
シ
ム　（

使
役
）　
莫シ
レ
若ク
ハ二

～ニ
一（
比

較
）　
寧ロ
　

～ト
モ　

無カ
レレ

…
（
選
択
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
春
秋
戦
国
時
代
・
戦
国
の
七
雄
・
諸
子
百
家
に
つ
い
て
、
辞
書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
を
利
用
し
、
調
べ
て

み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
鶏
口
牛
後
」「
合
従
連
衡
」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

2
「
寧
ろ
」
を
用
い
た
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

1
蘇
秦
の
説
得
の
巧
み
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

莫な

　シ
ト　

若し

　ク
ハ　

六り
く

　

国こ
く

　

従
　

親シ
テ、

以テ
　

擯
　

秦ヲ
　

粛
　

侯
　

乃チ
　

資シ
　

之ニ

、
以テ
　

約セ
シ
ム　

諸
　

侯ニ

。
蘇
　

秦
　

以テ
　

鄙ひ

　

諺げ
ん
ヲ

　

説キ
テ　

諸
　

侯ニ
　

曰ハ
ク　

寧む
し
ロ

　

為な
ル
ト
モ　

鶏
　

口ト

、
無カ

レ
ト　

為ル
コ
ト　

牛
　

後ト
　

於お

　イ
テ　

是こ
こ
ニ

　

六
　

国
　

従し
よ
う

　

合が
ふ
ス

。�

（
春
秋
戦
国
・
趙
）

レ

二

一レ

。」

レ

二

一

二

一

二

一

、「

二

一

レ

二

一。」
レ

12

13
し
り
ぞ

　
ク
ル
ニ

14

15

史
伝 

　  

十
八
史
略
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斉ハ
　

姜き
や
う

　

姓せ
い
ナ
リ。

至リ
テ　

桓く
わ
ん

　

公こ
う
ニ

　

覇タ
リ　

諸
　

侯ニ

。
五
　

覇ハ
　

桓
　

公ヲ
　

為な

　ス
　

始メ
ト。

名ハ
　

小
　

白
。
兄ノ
　

襄じ
や
う

　

公こ
う

　

無
　

道ナ
リ。

群
　

弟
　

恐ル
　

禍
　

及
。
子
　

糾
　

奔は
し
ル

　

魯ろ

　ニ

。
管
　

仲
　

傅ふ

　タ
リ　

之こ
れ
ニ

。
小
　

白
　

奔ル
　

き
よ
ニ

。
鮑は

う

　

叔し
ゆ
く

　

傅タ
リ　

之ニ

。
襄
　

公
　

為な

　リ
　

弟
　

無
　

知ノ
　

所ト
　

弑し
い
ス
ル、
無
　

知モ
　

亦ま
た

　

為ル
　

人ノ
　

所ト
　

殺ス

。
斉
　

人
　

召ま
ね
ク

　

小
　

白ヲ
　

於
　

ヨ
リ。

而し
か
シ
テ　

魯モ
　

亦
　

発シ
テ　

兵ヲ
　

送ル
　

糾ヲ

。
管
　

仲
　

嘗か
つ
テ

　

遮リ
　

ノ
　

道ヲ

、
射テ
　

小
　

白ヲ
　

中あ

　ツ
　

帯た
い

　

鉤こ
う
ニ

。
小
　

白
　

先ま

　ヅ
　

至リ
テ　

斉ニ
　

而
　

立ツ

。
鮑
　

叔
　

牙
　

薦メ
テ　

管
　

仲ヲ
　

為サ
シ
ム　

政ヲ

。
公ハ
　

置キ
テ　

怨う
ら
ミ
ヲ　

而
　

用ヰ
ル　

之ヲ

。

管
　

仲
　

字あ
ざ
な
ハ　

夷い

　

吾ご

。
嘗テ
　

与と

　

鮑
　

叔
　

賈こ

　ス

。
分カ

ツ
ニ　

利ヲ
　

多ク
　

自ラ
　

与フ

。
鮑
　

叔
　

不ず

　

以も
つ
テ

　

為サ
　

貪た
ん
ト

。
知レ

バ　

仲ノ
　

貧ナ
ル
ヲ　

也な
り

。
嘗テ
　

謀リ
テ　

事ヲ
　

窮
　

困ス

。
鮑
　

叔
　

不
　

1

二

2

一

3

二

一

4

レ

5

二

わ
ざ
は

　
ひ
ノ

　
バ
ン

　
コ
ト
ヲ一

6

レ
7

8

9

レ

レ
10

11

レ

二

12

一レ
13

二

一レ

二

一

5

レ

レ

＊

二

一

二

一

二
14

一

レ

二

一

レ

●

レ

レ

＊ 15

二

一

16

レ

＊

二

＊

一レ

二

一

17

レ

二
10

1
斉
　
一
三
四
ペ
ー
ジ
注
6
参
照
。

2
桓
公
　
斉
の
君
主
。
前
六
八
五
年
～
前
六
四

三
年
在
位
。

3
覇
　
諸
侯
の
旗
頭
に
な
る
。

4
五
覇
　
春
秋
時
代
の
五
人
の
覇
者
。

5
襄
公
　
斉
の
君
主
。
前
六
九
七
年
～
前
六
八

六
年
在
位
。

6
子
糾
　
襄
公
の
弟
。

7
魯
　
春
秋
時
代
の
国
。
現
在
の
山
東
省
曲

阜
市
一
帯
に
あ
っ
た
。

8
管
仲
　
生
年
未
詳
～
前
六
四
五
年
。
斉
の
宰

相
。

9
傅
　
守
り
役
と
な
る
。

10　

　
春
秋
時
代
の
国
。
現
在
の
山
東
省

県

に
あ
っ
た
。

11
鮑
叔
　
生
没
年
未
詳
。
斉
の
家
臣
。「
鮑
叔

牙
」
と
も
い
う
。

12
無
知
　
襄
公
の
叔
父
の
子
。

13
弑
　
殺
す
。
臣
下
が
主
君
を
、
子
が
親
を
殺

す
。
身
分
の
下
の
者
が
上
の
者
を
殺
す
こ
と
。

14
帯
鉤
　
帯
を
締
め
る
た
め
の
金
具
。

「
置
レ
怨
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

15
字
　
成
人
し
た
男
子
が
本
名
の
ほ
か
に
付
け

る
呼
び
名
。

16
賈
　
商
い
を
す
る
。

17
謀
事
　（
管
仲
が
鮑
叔
の
た
め
に
）物
事
を
画

問

管く
わ
ん

鮑ぱ
う

之の

交ハ
リ
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以テ
　

為サ
　

愚ト

。
知レ

バ　

時ニ
　

有ル
ヲ　

利ト
　

不
　

利ト
　

也
。
嘗テ
　

三タ
ビ　

戦ヒ
　

三タ
ビ　

走ル

。
鮑
　

叔
　

不
　

以テ
　

為サ
　

怯け
ふ
ト

。
知レ

バ　

仲ニ
　

有ル
ヲ　

老
　

母
　

也
。
仲
　

曰い

　ハ
ク　

生ム
　

我ヲ
　

者ハ
　

父
　

母
、

知ル
　

我ヲ
　

者ハ
　

鮑
　

子
　

也ト

桓
　

公
　

九
　

合シ
　

諸
　

侯ヲ

、
一い

つ

　

匡
　

天
　

下ヲ

、
皆
　

仲
　

之
　

謀ナ
リ。

一ニ
モ　

則す
な
は
チ　

仲ち
ゆ
う

　

父ほ

、
二ニ

モ　

則チ
　

仲
　

父
。�

（
春
秋
戦
国
・
斉
）

一レ

三

二

一

＊

二

一レ

三

二

一

、「

レ

レ

18

。」

19

二─

一

20

二─

き
や
う

　
セ
シ
ハ

一

＊

21

　
ト
イ

　
　
ヘ
リ

5

策
し
た
。

18
鮑
子
　
鮑
叔
の
こ
と
。「
子
」は
、
こ
こ
で
は

男
子
の
尊
称
。

19
九
合
　
集
め
合
わ
せ
る
。

20　
一
匡
　
天
下
を
統
一
し
、
乱
れ
を
正
す
。

21
仲
父
　
管
仲
の
こ
と
。「
父
」は
父
の
よ
う
に

尊
敬
で
き
る
人
物
に
付
け
る
。

＊
嘗
　
字
　
自
　
以
為
　
走
　
則

為ル
二

～ノ
　

所ト
一レ

…
　（
受
身
）　
薦メ
テ二

～ヲ
一

…シ
ム　（

使
役
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
管
仲
の
三
つ
の
行
動
に
お
け
る
鮑
叔
の
評
価
と
、
そ
の
理
由
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
管
鮑
之
交
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

2
「
謀
る
」「
図
る
」「
計
る
」「
測
る
」「
量
る
」「
諮
る
」
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

1
管
仲
が
鮑
叔
に
、
鮑
叔
が
管
仲
に
抱
く
心
情
を
、
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
そ
の
う
え
で
、
管
仲
と
鮑
叔
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

史
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呉
　

王
　

闔か
ふ

　

廬り
よ

、
挙ゲ

テ　

伍ご

　

員う
ん
ヲ

　

謀ラ
シ
ム　

国
　

事ヲ

。
員
　

字あ
ざ
な
ハ　

子し

　

胥し
よ

、
楚そ

　

人ひ
と

　

伍ご

　

奢し
や

　

之の

　

子ナ
リ。
奢
　

誅
　

而
　

奔は
し
リ

　

呉ニ

、
以ひ

き
ヰ
テ　

呉ノ
　

兵ヲ
　

入ル
　

郢え
い
ニ

。

1

2

3

二

4

一

二

一

5

6

＊
7
ち
ゆ
う

セ
ラ
レ
テ

レ

二

一

レ
8

1
呉
　
春
秋
時
代
の
大
国
。
現
在
の
江こ
う

蘇そ

省
に

あ
っ
た
。

2
闔
廬
　
呉
の
六
代
目
の
君
主
。
前
五
一
四
年

～
前
四
九
六
年
在
位
。

3
挙
　
一
一
九
ペ
ー
ジ
注
12
参
照
。

4
伍
員
　
生
年
未
詳
～
前
四
八
四
年
。
楚
の
人
。

5
楚
　
一
二
六
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

6
伍
奢
　
生
年
未
詳
～
前
五
二
二
年
。
楚
の
臣
。

7
誅
　
罪
を
と
が
め
て
殺
す
。

8
郢
　
楚
の
都
。
現
在
の
湖
北
省
荆け
い

州し
ゅ
う

市
。

9
越
　
春
秋
時
代
の
大
国
。
現
在
の
浙せ
っ

江こ
う

省
に

あ
っ
た
。

10
夫
差
　
呉
の
七
代
目
の
君
主
。
前
四
九
五
年

～
前
四
七
三
年
在
位
。

11
而
　
お
前
。「
汝
」
と
同
じ
。

12
周
敬
王
二
十
六
年
　
前
四
九
四
年
。

13
夫
椒
　
江
蘇
省
の
南
西
、
太
湖
の
中
に
あ
る

山
。

14
句
践
　
越
の
二
代
目
の
君
主
。
前
四
九
六
年

～
前
四
六
五
年
在
位
。

15
会
稽
山
　
浙
江
省
紹
興
市
の
南
に
あ
る
山
。

16
妾
　
女
性
の
召
し
使
い
。

子
胥
が
、「
不
可
。」と
言
っ
た
の
は
、な
ぜ
か
。

17
太
宰
　
官
名
。
宰
相
。

18
伯

　
生
年
未
詳
～
前
四
七
三
年
。
楚
の

問

臥ぐ
わ

薪し
ん

嘗し
や
う

胆た
ん

［
臥
薪
］

呉
　

伐う

　ツ
　

越ヲ

。
闔
　

廬
　

傷ツ
キ
テ　

而
　

死ス

。
子ノ
　

夫
　

差
　

立ツ

。
子
　

胥
　

復ま

　タ
　

事つ
か
フ

　

之こ
れ
ニ

。
夫
　

差
　

志シ
　

復セ
ン
ト　

讎あ
だ
ヲ

、
朝
　

夕
　

臥ふ

　シ
　

薪
　

中ニ

、
出
　

入ス
ル
ニ　

使し

　メ
テ　

人ヲ
シ
テ　

呼バ
　

曰い

　ハ
ク、

夫
　

差
、
而な

ん
ぢ

　

忘レ
タ
ル　

越
　

人
　

之
　

殺シ
シ
ヲ　

而ノ
　

父ヲ
　

邪か

ト

周ノ
　

敬
　

王ノ
　

二
　

十
　

六
　

年
、
夫
　

差
　

敗や
ぶ
ル

　

越ヲ
　

于
　

夫ふ

　

椒せ
う
ニ

。
越
　

王
　

レ
9

10

＊

レ

レ

レ

二

一

二

一

「

＊ 11

三

二

一

。」

12

二

＊

13

一

10

5

闔
廬

×

×

×

子
胥（
謀
臣
）

伯
嚭

内
通

（
宰
相
）

文
種（
重
臣
・
内
政
）

范
蠡（
重
臣
・
軍
事
）

夫
差

呉

臣君
主

君
主臣

越

句
践

前 514

前 496
前 495

前 473

前 465

国
名

年
号

×＝死亡

人物関係図
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句こ
う

　

践せ
ん

、
以ヰ

テ　

余
　

兵ヲ
　

棲す

　ミ
　

会
　

稽
　

山ニ

、
請フ
　

為な

　リ
　

臣ト
　

妻ハ
　

為ラ
ン
ト　

妾せ
ふ
ト

。
子
　

胥
　

言フ
　

不
　

可ナ
リ
ト　

太た
い

　

宰さ
い

　

伯は
く

　
ひ

　

受ケ
　

越ノ
　

賂
、
説キ

テ　
夫
　

差ニ
　

赦
　

越ヲ

。

14

二

一

二

15

一

＊

二

レ

一レ
16

、「●

。」 17

18

二

ま
ひ

　
な
ひ
ヲ一

二

一

ゆ
る

　
サ
シ
ムレ

人
。
呉
に
亡
命
し
、
闔
廬
・
夫
差
に
仕
え
、

宰
相
と
な
っ
た
。

19
坐
臥
　
寝
起
き
す
る
自
分
の
部
屋
。

20
女
　
お
前
。「
汝
」
と
同
じ
。

句
　

践
　

反か
へ
ル
ヤ　

国ニ

、
懸ケ
　

胆き
も
ヲ

　

於
　

坐ざ

　

臥ぐ
わ
ニ

、
即す

な
は
チ　

仰ギ
　

胆ヲ
　

嘗な

　メ
テ　

之ヲ
　

曰ハ
ク　

女な
ん
ぢ

　

レ

二

19

一

＊

レ

レ

、「
20

［
嘗
胆
］

蘇
そ

州
しゅう

の虎丘雲岩寺塔
（虎丘は、呉王闔廬の墓と伝えられる。）

＊
誅
　
復
　
而
　
于
　
請
　
即

挙ゲ
テ二

～ヲ
一

謀ラ
シ
ム

二

…ヲ
一

（
使
役
）　
使ム
二

～ヲ
シ
テ　

…
一

（
使
役
）　
～
　

邪
（
疑
問
）　
説キ
テ二

～ニ
一

赦サ
シ
ム

レ

…ヲ
（
使
役
）

史
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忘レ
タ
ル　

会
　

稽
　

之
　

恥ヲ
　

邪ト
　

挙ゲ
テ　

国
　

政ヲ
　

属し
よ
く
シ　

大た
い

　

夫ふ

　

種し
よ
う
ニ、

而し
か
シ
テ　

与と
も
ニ

　

范は
ん

　

蠡れ
い
ト

　

治メ
　

兵ヲ

、
事ト

ス　

謀ル
ヲ　

呉ヲ

。

太
　

宰
　

　

譖し
ん
ス

　

子
　

胥
　

恥ヂ
テ　

謀
　

不ざ

　ル
ヲ　

用ヰ
ラ
レ　

怨ゑ
ん

　

望ば
う
ス
ト。

夫
　

差
　

乃す
な
は
チ　

賜た
ま
フ

　

子
　

胥ニ
　

属し
よ
く

　

鏤る

　

之
　

剣ヲ

。
子
　

胥
　

告ゲ
テ　

其そ

　ノ
　

家
　

人ニ
　

曰ハ
ク　

必ズ
　

樹う

　ヱ
ヨ　

吾わ

　ガ
　

墓ニ
　

か

　ヲ

。
ハ

　

可べ

　キ
　

材ト
ス　

也な
り

。
抉ゑ

ぐ
リ
テ　

吾ガ
　

目ヲ
　

懸ケ
ヨ　

東
　

門ニ

。
以も

つ
テ

　

観み

　ン
ト　

越
　

兵
　

之
　

滅ボ
ス
ヲ　

呉ヲ
　

乃チ
　

自じ

　

剄け
い
ス

。
夫
　

差
　

取リ
　

其ノ
　

尸
、
盛ル

ニ　

以テ
シ　

鴟し

　

夷い

　ヲ

、
投ズ
　

之ヲ
　

江ニ

。
呉
　

人
　

憐あ
は
レ
ミ　

之ヲ

、
立テ
　

祠し

　ヲ
　

江
　

上ニ

、
命な

づ
ケ
テ　

曰フ
　

胥
　

山ト

。

越
、
十
　

年
　

生せ
い

　

聚し
ゆ
う
シ、

十
　

年
　

教
　

訓ス

。
周ノ
　

元
　

王ノ
　

四
　

年
、
越
　

伐ツ
　

呉ヲ

。
呉
　

三タ
ビ　

戦ヒ
テ　

三タ
ビ　

北に

　グ

。
夫
　

差
　

上リ
　

姑こ

　

蘇そ

　ニ

、
亦ま

た

　

請フ
　

成
　

於
　

越ニ

。
范
　

蠡
　

不ず

　

可き

　カ

。
夫
　

差
　

曰ハ
ク　

吾わ
れ

　

無シ
ト　

以テ
　

見ル
　

子
　

胥ヲ
　

為つ
く
リ
テ　

幎べ
き

　

冒ば
う
ヲ

　

乃チ
　

死ス

。

�
（
春
秋
戦
国
・
呉
）

二

一

。」
二

一

21

二

22

23

一

二

24

一

レ

25

レ

レ
26

下

二

は
か
り

　
ご
と
ノ

一レ

27

上

●

二

28

一

二

一

、「

二

29

一

レ

二

一

二

一

二

一レ
5

。」

30

二

し
か

　
ば
ね
ヲ一

二

31

一

二

一

レ

二

32

33＊

一

二

一

34

35

36

レ

＊

二

37

一

二
38
た
ひ

　
ら
ぎ
ヲ

一

レ

、「

三

二

一。」
二

39

一

10

21
属
　
任
せ
る
。「
嘱し

ょ
く」
と
同
じ
。

22
大
夫
　
諸
侯
の
重
臣
。

23
種
　
生
没
年
未
詳
。
越
の
功
臣
で
あ
っ
た
文

種
の
こ
と
。

24
范
蠡
　
生
没
年
未
詳
。
句
践
の
重
臣
。

25
事
　
専
念
す
る
。

26
譖
　
中
傷
す
る
。

27
怨
望
　
恨
む
。「
怨
」
も
「
望
」
も
、
恨
む

の
意
。

「
賜
二

子
胥
属
鏤
之
剣
。」
と
あ
る
が
、
夫
差

が
、
子
胥
に
「
属
鏤
之
剣
」
を
与
え
た
の
は
、

な
ぜ
か
。

28
属
鏤
之
剣
　
名
剣
の
名
。

29　

　
木
の
名
。
ひ
さ
ぎ
。
棺ひ

つ
ぎの

材
料
と
し
て

用
い
ら
れ
た
。

30
自
剄
　
自
分
で
自
分
の
首
を
は
ね
る
。

31
鴟
夷
　
酒
を
入
れ
る
馬
皮
製
の
袋
。

32
祠
　
ほ
こ
ら
。

33
江
上
　
長
江
の
ほ
と
り
。

34
生
聚
　
人
口
を
増
や
し
、
物
資
を
蓄
え
て
、

国
力
を
充
実
さ
せ
る
。

35
教
訓
　
兵
を
訓
練
す
る
。

36
周
元
王
四
年
　
前
四
七
三
年
。

37
姑
蘇
　
姑
蘇
台
。
姑
蘇
山
に
あ
っ
た
夫
差
の

宮
殿
の
名
。
姑
蘇
山
は
現
在
の
江
蘇
省
蘇

問

一
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
夫
差
が
「
臥
薪
」
す
る
に
至
っ
た
経
過
と
そ
の
結
果
、
句
践
が
「
嘗
胆
」
す
る
に
至
っ
た
経
過
と
そ
の
結
果
を
、
そ
れ
ぞ

れ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
夫
差
の
子
胥
に
対
す
る
気
持
ち
の
変
化
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
臥
薪
嘗
胆
」
の
意
味
を
調
べ
て
み
よ
う
。

2
四
字
熟
語
を
創
作
し
、
発
表
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
作
品
の
意
味
と
使
い
方
も
解
説
し
て
み
よ
う
。

1
夫
差
が
句
践
に
敗
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
十
八
史
略
　
七
巻
。
元
の
曽
先
之
の
編
著
。『
史
記
』
以
下
の
十
八
種
の
史
書
を
参
考
に
、
太
古
か
ら
宋そ

う

代
ま
で
の
歴
史
を
簡
潔
に
ま
と

め
た
も
の
。

　
　
曽
先
之
　
一
二
四
一
年
頃
～
一
三
三
二
年
頃
。
宋
末
元
初
の
人
。

州
市
に
あ
る
。

38
成
　
講
和
。

39
幎
冒
　
死
者
の
顔
に
掛
け
る
四
角
の
布
。

＊
江
上
　
北

越
王
句
践
の
剣

史
伝 

　  

十
八
史
略
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51015

中
国
英
傑
伝�

海か
い

音お
ん

寺じ

潮ち
ょ
う

五ご

郎ろ
う 

　

呉
の
権
臣
、
伍ご

子し

胥し
ょ

の
策
略
に
よ
っ
て
闔こ
う

廬り
ょ

が
呉
王
と
な
っ
た

こ
ろ
、
楚そ

か
ら
呉
に
伯は
く
ひ

が
亡
命
し
て
き
た
。
楚
に
父
を
殺
さ
れ

た
伯

は
、
楚
を
恨
み
、
呉
に
よ
っ
て
復ふ
く

讐し
ゅ
うし

よ
う
と
考
え
て
来

た
の
で
あ
る
。
そ
の
伯

を
伍
子
胥
は
受
け
入
れ
、
大
夫
に
推
薦

す
る
。

　

闔
廬
は
伯

を
受
け
入
れ
て
、
大
夫
と
し
た
。

　

子
胥
は
伯

が
自
分
と
境
遇
を
同
じ
く
し
、
志
を
同
じ
く
し
て
い
る
の

で
、
最
も
親
し
く
交
際
し
、
闔
廬
へ
も
よ
く
と
り
な
し
た
。
恐
ら
く
、
闔

廬
が
伯

を
大
夫
に
し
た
の
も
、
子
胥
の
こ
の
と
り
な
し
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
頃
の
あ
る
日
、
呉
の
大
夫
の
一
人
披ひ

離り

と
い
う
者
が
、
子
胥
を
自

宅
に
招
待
し
て
宴う

た
げを

ひ
ら
い
た
が
、
宴
後
、
客
の
散
じ
つ
く
し
た
あ
と
、

声
を
ひ
そ
め
て
、
子
胥
に
言
っ
た
。

　
「
卿け

い

は
伯

殿
と
ず
い
ぶ
ん
親
し
く
し
て
お
い
で
の
よ
う
で
ご
ざ
る
が
、

何
か
特
別
な
わ
け
が
あ
る
の
で
ご
ざ
る
か
。」

　

何
か
わ
け
あ
り
げ
な
相
手
の
様
子
を
い
ぶ
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
、
子

胥
は
答
え
る
。

　
「
拙
者
は
楚
に
父
と
兄
と
を
殺
さ
れ
、
伯

は
父
を
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

讎か
た
きを

同
じ
く
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
ま
す
。
と
も

に
亡
命
の
客
臣
で
す
。
境
遇
も
同
じ
で
す
。
卿
は
船
乗
り
共ど

も

が
水
上
で

歌
っ
て
い
る
、
こ
ん
な
唄
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

胸
痛や

め
ば
、
胸
や
む
人
の
い
と
ほ
し
く

　
　

貧
し
け
れ
ば
、
貧
し
き
人
の
い
と
ほ
し
く

　
　

お
び
え
立
つ
鳥
は
、
と
も
に
飛
び
立
ち

　
　

同
じ
瀬
に
集
ま
り

　
　

同
じ
瀬
に
と
も
に
流
さ
る

　
　

胡こ

馬ば

は
北
風
に
い
な
な
き

　
　

越
鳥
は
南
に
向
か
ひ
て
巣
く
ふ

　
　

人
は
皆
わ
れ
に
似
た
る
を
愛
し

　
　

同
じ
こ
と
を
思
ふ
を
い
と
ほ
し
む

�（
同
病
相
憐あ
は

れ
み
、
同
憂
相
救
ふ
、
驚
翔
す
る
鳥
は
相
随し
た
がひ

1
2

3

4

古
典
に
関
す
る
文
章
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て
、
瀬ら
い

下か

の
水
に
集
ま
り
、
因
つ
て
ま
た
俱と
も

に
流
さ
れ
、
胡

馬
は
北
風
を
望
み
て
立
ち
、
越え

つ

燕え
ん

は
日
に
向
か
ひ
て
熙よ
ろ
こぶ
、

誰
か
そ
の
近
き
所
を
愛
せ
ざ
ら
ん
や
、
そ
の
思
ふ
所
を
悲
し

ま
ざ
ら
ん
や
。）

　

こ
れ
が
拙
者
の
伯

に
た
い
す
る
気
持
ち
で
す
。」

　

披
離
は
憮ぶ

然ぜ
ん

と
し
た
様
子
に
な
っ
た
が
、
な
お
言
う
。

　
「
ご
も
っ
と
も
で
す
。
し
か
し
、
拙
者
は
貴
殿
の
た
め
に
な
お
申
し
た

い
。
伯

は
警
戒
す
べ
き
人
物
の
よ
う
に
、
拙
者
に
は
見
え
ま
す
。」

　
「
ど
う
警
戒
せ
よ
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。」

　
「
あ
の
人
は
鷹た

か

の
よ
う
な
目
を
し
、
虎
の
ご
と
き
歩
き
ぶ
り
を
し
ま
す
。

拙
者
の
経
験
で
は
、
こ
ん
な
人
間
は
功
名
心
旺
盛
で
、
残
忍
で
、
功
を
独

占
し
、
殺
を
嗜た

し
なむ

性
質
が
あ
り
ま
す
。」

　
「
そ
う
で
す
か
。
し
か
し
、
拙
者
に
は
そ
う
見
え
ま
せ
ん
。」

　

子
胥
は
承
服
せ
ず
、
益ま

す

々ま
す

親
し
み
、
闔
廬
に
と
り
な
し
て
、
重
く
用
い

さ
せ
た
と
、
呉
越
春
秋
は
伝
え
て
い
る
。

　

披
離
の
忠
告
は
あ
た
っ
て
い
た
の
だ
。
ず
っ
と
ず
っ
と
後
年
、
子
胥
は

そ
れ
を
思
い
知
る
の
で
あ
る
。

5

6

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
「
唄
」（
一
四
四
・
下
７
～
一
四
五
・
上
４
）
に
つ
い
て
、

　

⑴
「
同
じ
こ
と
」（
一
四
四
・
下
15
）
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
い
う
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

　

⑵
（　
　
　

）
内
の
書
き
下
し
文
を
現
代
語
訳
し
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

2
伍
子
胥
は
伯

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
、

本
文
に
即
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

（
注
）

1
胡
馬　

北
方
の
胡
の
国
に
産
し
た
馬
。

2
越
鳥　

南
方
の
越
の
国
の
鳥
。

3
同
病
相
憐
れ
み
、
…　
『
呉
越
春
秋
』
闔こ
う

閭り
ょ

内
伝
の
一
節
の
書
き
下
し
文
。

4
驚
翔　

驚
い
て
飛
び
立
つ
。

5
熙　

楽
し
む
。
好
む
。

6
呉
越
春
秋　

呉
と
越
、
二
国
の
興
亡
史
。「
春
秋
」
と
は
、
歴
史
の
意
味
。

5

　
　

海
音
寺
潮
五
郎　

明
治
三
十
四（
一
九
〇
一
）年
～
昭
和
五
十
二（
一

九
七
七
）
年
。
小
説
家
。
鹿
児
島
県
の
生
ま
れ
。
歴
史
の
真
実
を
伝
え

る
史
伝
文
学
の
復
興
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
文
は『
中
国
英
傑
伝
』〔
昭

和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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♦
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る�

　『
十
八
史
略
』（
一
四
三
ペ
ー
ジ
）
と
は
、
三
皇
五
帝
の
伝
説
時
代
か
ら

南な
ん

宋そ
う

末
に
至
る
ま
で
の
中
国
の
歴
史
の
要
点
を
、
時
代
を
追
っ
て
読
み

物
風
に
ま
と
め
た
通
史
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
歴
史
を
切
り
開
い
た
躍
動

的
な
人
物
の
個
性
的
な
生
き
方
や
奥
深
い
考
え
方
が
示
さ
れ
、
人
と
し

て
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
な
ど
、
多
く
の
こ
と
が
学
べ
る
書
物
で
も
あ

る
。

　
日
本
に
は
室
町
時
代
に
渡
来
し
、
江
戸
時
代
に
は
『
唐
詩
選
』・『
論

語
』
と
共
に
初
学
者
の
必
読
書
と
し
て
流
行
し
た
。
現
在
で
も
、
歴
史

小
説
の
題
材
に
な
る
な
ど
し
て
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
て
い
る
。

 
 

こ
の
教
科
書
掲
載
の
「
史
伝
」
教
材
の
中
か
ら
、
紹
介
し

た
い
と
思
う
人
物
一
名
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す

る
文
章
を
、
四
百
字
～
五
百
字
程
度
で
書
い
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

紹
介
す
る
人
物
一
名
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
探
ろ
う
。

①�

そ
の
人
物
の
、
も
の
の
考
え
方
や
生
き
方
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
場

１

面
や
言
動
な
ど
を
多
面
的
に
分
析
し
、
そ
の
魅
力
を
探
り
出
す
。

②�

辞
書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
で
そ
の
人
物
の
略
歴
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
・
人
物
像
な
ど
を
調
べ
、
分
析
の
参
考
に
す
る
。

③�

探
り
出
し
た
人
物
の
魅
力
を
、
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
る
。

 
 

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
、
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
構
想
を
練

り
、
紹
介
文
を
書
き
上
げ
よ
う
。

①�

人
物
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
表
現
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
。

・�

読
み
手
や
聞
き
手
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
題
名
や
見
出
し
を
考
え
る
。

・�

人
物
の
魅
力
を
伝
え
る
印
象
深
い
話
題
な
ど
を
ま
と
め
る
。

・�

適
切
な
構
成
や
展
開
を
考
え
、
構
成
メ
モ
を
作
成
す
る
。

②�

①
を
踏
ま
え
て
、
人
物
紹
介
文
を
書
き
上
げ
る
。

③�

①
を
踏
ま
え
て
、
書
き
上
げ
た
人
物
紹
介
文
を
、
推す
い

敲こ
う

す
る
。

 
 

人
物
紹
介
文
を
、
発
表
し
合
お
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
人
物
紹
介
文
を
発
表
し
合
い
、
相
互
評
価
す
る
。

②�

相
互
評
価
を
も
と
に
、
人
物
紹
介
文
を
加
筆
訂
正
す
る
。

③
加
筆
訂
正
し
た
人
物
紹
介
文
の
自
己
評
価
を
行
う
。

２３

❖
単
元
の
言
語
活
動

3
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詩
文

3

�

漢
詩
の
き
ま
り
と
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
学
び
、
漢
詩
の
世
界
に
親
し
む
。

�

漢
文
の
簡
潔
で
整
然
と
し
た
表
現
と
構
成
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
味
わ
う
。

�

描
か
れ
た
状
況
や
心
情
を
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
詩
文
を
読
み
味
わ
う
。

�

漢
詩
文
の
日
本
語
・
日
本
文
学
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
。

詩

絶
句
　
四
季

　
　
　
送
別

　
　
　
望
郷

律
詩
　

日
本
漢
詩

漢
詩
の
手
引
き

文
　
雑
説（
韓
愈
）

　
　
春
夜
宴
　

桃
李
園
　

序（
李
白
）

名
月
　
　
八
月
の
詩
（
一
海
知
義
）

❖
単
元
の
言
語
活
動
4

　
漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴
を
つ
か
む

二

一

古
典
に
関
す
る
文
章

唐
詩
関
連
地
図

唐
詩
に
関
連
す
る
地
名
や
名
跡
を
あ
げ
た
。

辺境地域の防衛・行政
をつかさどった機関

都護府
嶺南

江南

山南

剣南

河南

河北

河東関内

隴右

江陵

淮水

黄河

揚州（広陵）

蘇州

泰山

安南

安東
単于安北

廬山

広州

永州

黄鶴楼

幽州

洛陽

太原府

長安

夜郎

成都
剣閣

涼州海青

嘉峪関
か よくかん

峨眉山
が び さん

敦煌陽関

玉門関

北庭

安西
ぜん う

れいなん

淮南
わいなん

ろうゆう

とんこう

らくよう

こうかくろう

杭州
こうしゅう

ろ ざん

そしゅう

ようしゅう

わいすい

こう が

0 300 km

たいざん

終南山

白帝城
三峡

洞庭湖
岳陽楼

襄陽
じょうよう

渭水
い
すい

渭城
いじょういじょう

江
長

陽関
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春
　

眠
　

不ず

　

覚エ
　

暁ヲ
　

レ

レ

処
　

処
　

聞ク
　

啼て
い

　

鳥て
う
ヲ

1

二

一

花
　

落
　

知ル
　

多
　

少	

（『
唐
詩
選
』）�

　
ツ
ルコ

ト
3

＊

夜
　

来
　

風
　

雨ノ
　

声

2千
　

里
　

鶯
う
ぐ
ひ
す　

啼な
キ
テ

　

緑
　

映ズ
　

紅ニ 
 

水
　

村
　

山
　

郭
　

酒
　

旗ノ
　

風

レ

5

6

7

南
　

朝
　

四
　

百
　

八は
つ

　

十し
ん

　

寺 
 

多
　

少ノ
　

楼
　

台
　

煙
　

雨ノ
　

中う
ち�（『

三
体
詩
』）

8

9

10

10

�

孟
浩
然
　
六
八
九
年
～
七
四
〇
年
。
一
説
に
、

名
は
浩
、
字あ

ざ
なは

浩
然
。
盛
唐
の
詩
人
。

1
処
処
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
。

2
夜
来
　
昨
夜
。「
来
」は
時
間
を
表
す
語
に
付

く
助
字
。

3
知
多
少
　
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
…
だ
ろ
う
か
。

「
多
少
」
は
、「
ど
れ
ほ
ど
」
の
意
。
疑
問
を

表
す
。

作
者
は
、
こ
の
詩
を
ど
の
よ
う
な
状
態
で
い

る
と
き
に
詠
ん
だ
の
か
。

�

杜
牧
　
八
〇
三
年
～
八
五
三
年
。
字
は
牧ぼ

く

之し

。

晩
唐
の
詩
人
。

4
江
南
　
長
江
の
南
岸
一
帯
。

5
水
村
　
水
辺
の
村
。

6
山
郭
　
山
辺
の
町
。

7
酒
旗
　
居
酒
屋
の
目
印
の
旗
。

8
南
朝
　
江
南
の
建
康
（
現
在
の
江こ
う

蘇そ

省
南ナ

ン

京キ
ン

市
）
を
都
と
し
た
宋そ

う

・
斉
・
梁り

ょ
う・
陳
の
四
代

の
王
朝
を
い
う
。

9
多
少
　
こ
こ
で
は
、
多
く
の
、
の
意
。

10
煙
雨
　
煙
る
よ
う
に
降
る
雨
。
霧
雨
。

問

春
　

暁	

孟ま
う

　
　

浩か
う

　

然ね
ん

● 　
　

江
　

南ノ
　

春�

杜と

　
　
　
　

牧ぼ
く

4

　
　
春
あ
け
ぼ
の

春
あ
け
ぼ
の
の
　
う
す
ね
む
り

ま
く
ら
に
か
よ
う
　
鳥
の
声

風
ま
じ
り
な
る
　
夜よ

べ
の
雨

花
ち
り
け
ん
か
　
庭
も
せ
に

　
　（『
鶯

う
ぐ
い
すの
卵
』
土と

岐き

善ぜ
ん

麿ま
ろ

）

参
考

5
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
押
韻
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
漢
字
が
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
、
漢
和
辞
典
で
調
べ
て

み
よ
う
。

　
⑴
覚
・
憶
　
　
⑵
聞
・
聴

1
季
節
と
心
情
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
を
比
較
し
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

何い
づ
レ
ノ　

処
　

秋
　

風
　

至ル 
 

蕭せ
う

　

蕭
　

送ル
　

雁が
ん

　

群ぐ
ん
ヲ

と
こ
ろヨリ
カ

12

せ
うト
シ
テ

二

一

朝
　

来
　

入リ
　

庭
　

樹ニ 
 

孤
　

客
　

最モ
　

先ニ
　

聞ク�

（『
唐
詩
選
』）

13

●

二

一

14

＊

千
　

山
　

鳥
　

飛ブ
コ
ト　

絶エ 
 

万
　

径
　

人じ
ん

　

蹤し
よ
う

　

滅ス

16

17

18

5

孤
　

舟
　

蓑さ

　

笠り
ふ
ノ

　

翁 
 

独リ
　

釣ル
　

寒
　

江ノ
　

雪�

（『
唐
詩
三
百
首
』）

19●

秋
　

風ノ
　

引�

劉り
う

　
　

禹う

　

錫
し
や
く

11江
　

雪�

柳り
う

　
　

宗そ
う

　

元げ
ん

15
�

劉
禹
錫
　
七
七
二
年
～
八
四
二
年
。
字
は
夢ぼ

う

得と
く

。

中
唐
の
詩
人
。

11
秋
風
引
　
秋
風
の
う
た
。「
引
」
は
、「
う
た
」

の
意
。

12
蕭
蕭
　
も
の
寂
し
い
様
子
や
音
の
形
容
。

13
朝
来
　
今
朝
が
た
。

「
入
二

庭
樹
一

」
の
主
語
は
何
か
。

14
孤
客
　
独
り
ぼ
っ
ち
の
旅
人
。

問

�

柳
宗
元
　
七
七
三
年
～
八
一
九
年
。
字
は
子
厚
。

中
唐
の
詩
人
。

15
江
雪
　
川
辺
の
雪
景
色
。

16
千
山
　
多
く
の
山
々
。

17
万
径
　
全
て
の
小
道
。

18
人
蹤
　
人
の
足
跡
。

19
蓑
笠
翁
　
蓑み

の

と
笠か

さ

を
つ
け
た
老
人
。

「
蓑
笠
翁
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

問＊
多
少
　
客

何レ
ノ　

処ヨ
リ
カ　
～
（
疑
問
）

詩
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�

王
維
　
七
〇
一
年
頃
～
七
六
一
年
。
字
は
摩ま

詰き
つ

。

盛
唐
の
詩
人
。

20
元
二
　
王
維
の
友
人
。
伝
未
詳
。「
二
」は
排

行
（
一
族
同
世
代
の
兄
弟
・
い
と
こ
な
ど
の

年
齢
の
順
位
）
を
示
す
。

21
安
西
　
現
在
の
新し

ん

疆き
ょ
うウ

イ
グ
ル
自
治
区
庫ク

車チ
ャ

県
。
安
西
都
護
府
が
置
か
れ
、
西
域
の
政
治

や
軍
事
の
要
所
で
あ
っ
た
。

22
渭
城
　
現
在
の
陝せ

ん

西せ
い

省
咸か

ん

陽よ
う

市
。
渭
水
を

挟
ん
で
長
安
の
対
岸
に
あ
っ
た
町
。
唐
代
の

長
安
で
は
、
旅
立
つ
人
を
こ
こ
ま
で
見
送
る

風
習
が
あ
っ
た
。

23
客
舎
　
旅
館
。

｢

勧
レ
君
」
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
心
情
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　

24
陽
関
　
現
在
の
甘
粛
省
敦と

ん

煌こ
う

市
西
南
に
あ
っ

た
関
所
。
中
国
と
西
域
を
区
切
る
関
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
。

�

于
武
陵
　
生
没
年
未
詳
。
名
はぎ
よ
う
。
武
陵
は
字
。

一
般
に
字
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
晩
唐
の
詩
人
。

25
金
屈
巵
　
取
っ
手
の
付
い
た
黄
金
製
の
杯
。

「
満
酌
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

26
不
須
…
　「
…
し
な
い
で
ほ
し
い
」
の
意
。
懇

願
を
表
す
。

27
足
　
多
い
。

問問

渭ゐ

　

城じ
や
う
ノ　

朝
　

雨
　

浥う
る
ほ
ス　

軽け
い

　

塵ぢ
ん
ヲ 

 

客
　

舎
　

青
　

青
　

柳
　

色
　

新タ
ナ
リ

22

＊

二

一

＊ 23

�

（『
三
体
詩
』）
5

勧ム
　

君ニ
　

更ニ
　

尽ク
セ　

一
　

杯ノ
　

酒 
 

西ノ
カ
タ　

出い
ヅ
レ
バ　

陽
　

関ヲ
　

無カ
ラ
ン　

故
　

人

●

レ

二

24

一

二

＊

一

送ル
　

元げ
ん

　

二じ
ノ

　

使
　

安
　

西ニ�

王わ
う

　
　
　
　

維ゐ

三

20

ヒ
スル

ヲ二

21

一

勧ム
　

君ニ
　

金き
ん

　

屈く
つ

　

巵し

レ

25

満
　

酌
　

不
　

須も
ち
ヰ

　

辞ス
ル
ヲ

●

26

レ

レ

人
　

生
　

足ル
　

別
　

離
　	

（『
唐
詩
選
』）�

27

二

一

10

花
　

発ひ
ら
キ
テ　

多シ
　

風
　

雨

二

一

勧ム
　

酒ヲ	

于う

　
　

武ぶ

　

陵
り
よ
う

レ

コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ

ド
ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
テ
オ
ク
レ

ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ

「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ

　
　
　（『
厄や

く

除よ

け
詩
集
』
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

）

参
考
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
「
起
承
転
結
」
の
構
成
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
漢
字
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
、
漢
和
辞
典
で
調
べ
て
み
よ
う
。

　
⑴
尽
（
一
五
〇
・
4
）　
　
⑵
辞
（
一
五
〇
・
8
）　
　
⑶
催
（
一
五
一
・
3
）

1
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
舞
台
や
誰
に
呼
び
か
け
て
い
る
か
を
比
較
し
、
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

葡ぶ

　

萄だ
う
ノ

　

美
　

酒
　

夜
　

光ノ
　

杯 
 

欲ス
レ
バ　

飲マ
ン
ト　

琵び

　

琶は

　

馬
　

上ニ
　

催う
な
が
ス

29

レ

30

酔ヒ
テ　

臥ふ
ス
ト
モ　

沙さ

　

場ぢ
や
う
ニ　

君
　

莫カ
レ　

笑フ
コ
ト

 
 

古
　

来
　

征
　

戦
　

幾
　

人カ
　

回か
へ
ル

二

31

一

レ

な

32

�

（『
唐
詩
三
百
首
』）
5

牀し
や
う

　

前ぜ
ん

　

看ル
　

月
　

光ヲ
　 

 

疑
　

是レ
　

地
　

上ノ
　

霜カ
ト

33

＊ み

二

一

34　
フ
ラク

ハ
こ

挙ゲ
テ　

頭か
う
べ
ヲ　

望ミ
　

山
　

月ヲ
　 
 

低レ
テ　

頭ヲ
　

思フ
　

故
　

郷ヲ�

（『
唐
詩
選
』）

レ

二

一

た

レ

二

一

涼
　

州
　

詞�

王わ
う

　
　
　
　

翰か
ん

28静
　

夜
　

思�

李り

　
　
　
　

白は
く

�

王
翰
　
六
八
七
年
頃
～
七
二
六
年
頃
。
字
は
子

羽
。
盛
唐
の
詩
人
。

28
涼
州
詞
　
涼
州
か
ら
流
行
し
た
歌
曲
の
名
。

「
涼
州
」
は
、
現
在
の
甘
粛
省
一
帯
の
地
で
、

西
北
国
境
警
備
の
要
で
あ
っ
た
。

29
夜
光
杯
　
夜
で
も
光
り
輝
く
玉ぎ

ょ
くの
杯
。

30
琵
琶
　
西
域
の
弦
楽
器
。
馬
上
で
演
奏
さ
れ

た
。

31
沙
場
　
戦
場
と
な
っ
た
砂
漠
。

32
征
戦
　
遠
征
し
て
戦
う
。

33
牀
　
寝
台
。

34
疑
是
…
　「
…
で
は
な
い
か
と
思
う
」
の
意
。

推
量
を
表
す
。

�

李
白
　
七
〇
一
年
～
七
六
二
年
。
字
は
太
白
。

盛
唐
の
詩
人
。「
詩
仙
」
と
称
さ
れ
る
。

＊
城
　
客
舎
　
故
人
　
看

幾
人カ
　

～
（
反
語
）

詩
文 

　  

絶
句
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国
　

破レ
テ　

山
　

河
　

在
リ

城
　

春ニ
シ
テ　

草
　

木
　

深シ

感ジ
テ
ハ　

時ニ
　

花ニ
モ　

濺そ
そ
ギ

　

涙ヲ

恨ン
デ
ハ　

別レ
ヲ　

鳥ニ
モ　

驚カ
ス　

心ヲ

烽ほ
う

　

火く
わ

　

連ナ
リ　

三さ
ん

　

月げ
つ
ニ

家
　

書
　

抵タ
ル　

万
　

金ニ

白
　

頭
　

搔ケ
バ　

更ニ
　

短ク

渾す
べ
テ

　

欲ス
　

不ざ
ラ
ン
ト　

勝た

　ヘ
　

簪し
ん
ニ	

（『
唐
詩
三
百
首
』）

363738

レ

レ

5

39

レ

レ

40●

二

一

41

42あ

二

一

か

43

44＊

レ

レ
＊

レ
45

10

春
　

望	

杜と

　
　
　
　

甫ほ

35

�

杜
甫
　
七
一
二
年
～
七
七
〇
年
。
字
は
子
美
。

盛
唐
の
詩
人
。「
詩
聖
」
と
称
さ
れ
る
。

35
春
望
　
春
の
眺
望
。

36
国
破
　
都
は
破
壊
さ
れ
た
。「
国
」は
、
こ
こ

で
は
、
首
都
の
意
。
安あ

ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱
に
よ
り
、

反
乱
軍
に
占
領
さ
れ
た
都
（
長
安
）
の
混
乱

を
い
う
。

37
城
　
城
壁
で
囲
ま
れ
た
長
安
の
ま
ち
。

38
感
時
　
時
代
の
あ
り
さ
ま
に
心
を
痛
め
る
。

43
渾
　
全
く
。

44
欲
…
　
…
し
そ
う
だ
。

45
簪
　
冠
を
留
め
る
か
ん
ざ
し
。

41
家
書
　
家
族
か
ら
の
手
紙
。

42
抵
万
金
　
大
金
に
相
当
す
る
。

40
烽
火
　
敵
の
襲
来
を
告
げ
る
合
図
の
の
ろ
し
。

「
烽
火
」
は
、
何
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
。

問 39
恨
別
　
妻
子
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
こ
と
を

悲
し
む
。

西安城（長安城）の城壁
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＊
欲
　
勝
　
相
　
猶

銀
　

台
　

金き
ん

　

闕け
つ

　

夕ベ
　

沈
　

沈 
 

独リ
　

宿シ
　

相
　

思ヒ
テ　

在リ
　

翰か
ん

　

林り
ん
ニ

　

三
　

五
　

夜
　

中
　

新
　

月ノ
　

色 
 

二
　

千
　

里
　

外
　

故
　

人ノ
　

心

渚し
よ

　

宮き
ゆ
う
ノ　

東
　

面
　

煙
　

波
　

冷 
 

浴
　

殿ノ
　

西
　

頭
　

鐘
　

漏
　

深シ

猶な

　ホ
　

恐ル
　

清
　

光
　

不ル
ヲ　

同ジ
ク
ハ　

見 
 
江
　

陵ハ
　

卑
　

湿ニ
シ
テ　

足ル
　

秋
　

陰

�

（『
白
氏
文
集
』）

50

51

＊

二

52

一

53

54

●

55

　
ヤ
ヤ

　
　
カ
ニ

56

57

5

＊

二

ざ

一

58

二

一

八
　

月
　

十
　

五
　

日
　

夜
、　
禁
　

中ニ
　

独リ
　

直シ

、

46

47

48

対シ
テ　

月ニ
　

憶お
も
フ

　

元
　

九ヲ�

白は
く

　
　

居き
よ

　

易い

レ

二

49

一

�

白
居
易
　
七
七
二
年
～
八
四
六
年
。
字
は
楽
天
。

中
唐
の
詩
人
。

46
八
月
十
五
日
夜
　
旧
暦
中
秋
の
名
月
の
夜
。

47
禁
中
　
宮
中
。「
禁
」
は
、
天
子
の
居
所
。

48
直
　
宿
直
す
る
。

49
元
九
　
元げ

ん
し
ん

。「
九
」は
排
行
。
作
者
の
親
友

で
、
こ
の
と
き
江
陵（
現
在
の
湖
北
省
荆け

い

州し
ゅ
う

市
）
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
。

50
銀
台
金
闕
　
宮
中
の
美
し
い
高
殿
や
門
。

51
夕
沈
沈
　
夜
が
し
ん
し
ん
と
更
け
る
。

52
翰
林
　
翰
林
院
。
天
子
の
詔
勅
や
上
奏
文

を
扱
う
宮
中
の
役
所
。
作
者
は
当
時
、
翰

林
学
士
の
位
に
あ
っ
た
。

53
三
五
夜
　
十
五
夜
。

54
新
月
　
昇
り
始
め
た
月
。

｢

二
千
里
外
故
人
心
」と
は
、
誰
の
、
ど
の
よ

う
な
心
の
こ
と
を
言
う
の
か
。

55
渚
宮
　
元

の
い
る
江
陵
の
地
に
あ
っ
た
古

代
の
宮
殿
。

56
浴
殿
　
翰
林
院
の
東
南
に
あ
っ
た
浴
堂
殿
。

57
鐘
漏
　
時
を
告
げ
る
鐘
と
水
時
計
。

58
卑
湿
　
土
地
が
低
く
、
湿
気
が
多
い
。

問

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
律
詩
の
標
準
的
な
形
式
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
対
句
表
現
を
抜
き
出
し
、
ど
の
よ
う
な
対
に
な
っ
て
い
る
か
、
単
語
ご
と
に

確
認
し
て
み
よ
う
。

1
杜
甫
と
白
居
易
の
当
時
の
境
遇
と
時
代
背
景
を
調
べ
、
二
つ
の
詩
を
比
較
し

て
、
そ
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

153

詩
文 

　  

律
詩



�

石
川
丈
山
　
一
五
八
三
年
～
一
六
七
二
年
。
名

は
重し

げ

之ゆ
き

、
号
は
丈
山
・
詩
仙
堂
。
江
戸
時

代
初
期
の
漢
詩
人
。
来
日
し
た
朝
鮮
使
節
か

ら
「
日
東
（
日
本
）
の
李り

杜と

」
と
称
揚
さ
れ

た
。

59
仙
客
　
鶴
に
乗
っ
た
仙
人
。

60
神
竜
　
神
秘
的
な
竜
。

61
　

素
　
扇
に
貼
る
白
い
練
り
絹
地
。

�

成
島
柳
北
　
一
八
三
七
年
～
一
八
八
四
年
。
名

は
惟こ

れ

弘ひ
ろ

、
号
は
柳
北
。
江
戸
の
生
ま
れ
。

幕
府
の
儒
官
と
し
て
仕
え
、
明
治
維
新
後
は

在
野
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
。

62
烏
児
塞
宮
　
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
。
ル
イ

十
四
世
に
よ
っ
て
パ
リ
郊
外
に
建
て
ら
れ

た
。

63
鳳
輦
　
天
子
の
乗
る
車
。

64
淑
姫
　
し
と
や
か
で
美
し
い
妃き

さ
き。

65
晤
歌
　
顔
を
合
わ
せ
て
歌
う
。『
詩
経
』「
東と

う

門も
ん

之し

池ち

」
に
「
彼ノ

美ナ
ル　

淑
姫
、
可べ

シ
二

与と
も
ニ　

晤	

歌ス　

」
と
あ
る
。

66
錦
帳
　
錦
の
と
ば
り
。

67
玻
璃
　
ガ
ラ
ス
。

一

＊
如

仙
　

客
　

来リ
　

遊ブ
　

雲
　

外ノ
　

巓い
た
だ
き

 
 

神し
ん

　

竜り
よ
う

　

棲す

　ミ
　

老ユ
　

洞
　

中ノ
　

淵ふ
ち

雪ハ
　

如ご
と
ク

　
ぐ
わ
ん

　

素そ

　ノ
　

煙ハ
　

如シ
　

柄ノ 
 

白
　

扇
　

倒
　

懸カ
ル　

東
　

海ノ
　

天

�

（『
新
編
覆ふ

醬し
や
う

集
』）

59

60

＊

二

61

一

レ

さ
か

　
し
ま
ニ

5

富ふ

　

士じ

　

山�

石い
し

　

川か
は

　

丈ぢ
や
う

　

山ざ
ん

想お
も
フ

　

曽か
つ
テ

　

鳳ほ
う

　

輦れ
ん

　

幾い
く

　

回く
わ
い
カ　

過よ
ぎ
リ

来リ
テ　

与と

　

淑
　

姫
　

長ク
　

晤ご

　

歌か
セ
シ
ヲ

錦
　

帳
　

依
　

然タ
ル
モ　

人
　

不
　

見エ

玻は

　

璃り

　

窓
　

外
　

夕
　

陽
　

多シ
　

�

（『
航
西
日
乗
』）

63

二

64

一

65

66

レ

67

10

烏
　

児
　

塞
　

宮き
ゆ
う�

成な
る

　

島し
ま

　

柳り
う

　

北ほ
く

ウ

エ

ル

サ

イ

ユ

62

マリー・アントワネット
（ルイ 16世の王妃としてヴェルサイユ宮
殿に住んだ。）
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
主
題
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
与
え
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

　
⑴
仙
客
（
一
五
四
・
3
）　
　
⑵
神
竜
（
一
五
四
・
3
）　
　
⑶
鳳
輦
（
一
五
四
・
7
）　
　
⑷
玻
璃
（
一
五
四
・
10
）

1
富
士
山
や
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
漢
詩
の
題
材
と
す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
唐
詩
選
　
七
巻
。
明み

ん

の
李り

攀は
ん

竜り
ょ
うの

編
と
い
わ
れ
る
。
唐
詩
を
詩
体
別
に
分
け
て
編
集
し
た
も
の
。
江
戸
時
代
以
後
の
日
本
で
広
く
読
ま
れ

た
。

三
体
詩
　
六
巻
。
南な

ん

宋そ
う

の
周

し
ゅ
う

弼ひ
つ

編
。
唐
詩
の
中
か
ら
、
七
言
絶
句
・
七
言
律
詩
・
五
言
律
詩
の
み
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
。

唐
詩
三
百
首
　
六
巻
。
清し

ん

の
孫そ

ん

洙し
ゅ

編
。
代
表
的
な
唐
詩
三
百
十
首
を
詩
体
別
に
分
け
て
編
集
し
た
も
の
。

白
氏
文
集
　
七
十
一
巻
。
白
居
易
が
自
ら
の
詩
文
を
集
め
て
編
集
し
た
も
の
。『
白
氏
長
慶
集
』
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
の
平
安
文
学
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。

新
編
覆
醬
集
　
前
集
四
巻
、
続
集
十
六
巻
。
石
川
丈
山
の
詩
文
集
。

航
西
日
乗
　
成
島
柳
北
に
よ
る
日
記
体
の
欧
米
旅
行
記
。
旅
行
中
に
書
か
れ
た
漢
詩
を
多
く
載
せ
る
。
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1
近
体
詩
の
き
ま
り

　
唐
詩
は
中
国
の
古
典
文
学
の
精
華
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
作

ら
れ
て
き
た
古
体
詩
に
対
し
て
、
唐
代
に
は
、
近
体
詩
と
呼
ば
れ
る
新

し
い
詩
形
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
近
体
詩
は
、
絶
句
と
律
詩
と
に
大
別

さ
れ
る
。

1
絶
句

　
四
句
か
ら
成
り
、
一
句
の
字
数
が
五
言
（
五
文
字
）
で
あ
る
か
七
言

（
七
文
字
）
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
と
に
分
け

ら
れ
る
。

　
四
句
を
そ
れ
ぞ
れ
起
（
あ
る
内
容
を
う
た
い
起
こ
す
）・
承
（
継
承
・

展
開
す
る
）・
転
（
転
換
し
、
変
化
を
持
た
せ
る
）・
結
（
全
体
を
結
び

ま
と
め
る
）
の
順
序
に
構
成
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
る
。

2
律
詩

 

八
句
か
ら
成
り
、
や
は
り
五
言
律
詩
と
七
言
律
詩
が
あ
る
。
二
句

ず
つ
を
一
単
位
と
し
て
聯れ
ん

と
呼
び
、
一
首
は
四
つ
の
聯
で
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
首
聯（
あ
た
ま
）・
頷が
ん

聯れ
ん（

あ
ご
）・
頸け
い

聯れ
ん（

く
び
）・
尾び

聯れ
ん（

お
）

と
呼
ば
れ
る
。

　
四
つ
の
聯
の
構
成
は
、
絶
句
の
起
承
転
結
の
構
成
法
に
準
じ
、
特
に
、

頷
聯
と
頸
聯
に
は
対
句
を
用
い
る
。
対
句
と
は
、
構
成
が
同
じ
で
、
意

味
内
容
も
互
い
に
対
応
す
る
二
つ
の
句
を
い
う
。

　
な
お
、
律
詩
の
規
則
に
従
っ
て
十
句
以
上
の
長
編
と
な
る
も
の
を
排

律
（
長
律
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

漢
詩
の
手
引
き

詩
古
体
詩
（
句
数
に
制
限
が
な
い
）

近
体
詩

四
言
古
詩
（
一
句
四
文
字
）

五
言
古
詩
（
一
句
五
文
字
）

七
言
古
詩
（
一
句
七
文
字
）

雑
言
古
詩（
一
句
の
字
数
不
定
）

五
言
絶
句
（
一
句
五
文
字
）

七
言
絶
句
（
一
句
七
文
字
）

五
言
律
詩
（
一
句
五
文
字
）

七
言
律
詩
（
一
句
七
文
字
）

絶
句
（
四
句
か
ら
成
る
）

律
詩
（
八
句
か
ら
成
る
）
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3
押
韻

　
詩
は
、
本
来
歌
っ
た
り
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
音

声
の
美
し
さ
が
重
視
さ
れ
、
同
じ
響
き
を
持
つ
語
を
句
末
に
置
く
こ
と

が
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
押
韻
（
韻
を
踏
む
）
と
い
う
。
五
言

詩
で
は
偶
数
句
末
に
押
韻
し
、
第
一
句
末
に
押
韻
し
て
も
よ
い
。
七
言

詩
で
は
第
一
句
と
偶
数
句
末
に
押
韻
す
る
の
が
原
則
だ
が
、
第
一
句
末

に
は
押
韻
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

4
平ひ

ょ
う

仄そ
く

　
中
国
語
に
は
元
来
、
一
字
一
字
の
発
音
に
声
調
（
音
程
の
高
低
）
が

あ
り
、
平
ひ
ょ
う

声せ
い

と
仄そ
く

声せ
い

に
二
分
さ
れ
る
。
近
体
詩
で
は
詩
の
音
調
を
美
し

く
整
え
る
た
め
、
こ
の
平
声
と
仄
声
の
組
み
合
わ
せ
が
厳
し
く
規
則
化

さ
れ
た
。
こ
れ
を
平
仄
と
い
う
。

2
唐
詩
の
流
れ

 

唐
代
（
六
一
八
年
〜
九
〇
七
年
）
の
詩
は
、
文
学
史
の
上
で
四
つ

の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
初
唐
は
、
唐
王
朝
の
始
ま
り
か
ら
の
約
百
年

間
で
、
前
代
の
修
辞
に
重
き
を
置
い
た
詩
風
か
ら
脱
皮
し
て
、
若
々
し

く
力
強
い
詩
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
続
く
約

五
十
年
間
は
盛
唐
と
呼
ば
れ
、
唐
の
国
力
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
期
で
、

王
維
・
孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

・
李り

白は
く

・
杜と

甫ほ

な
ど
、
多
く
の
大
詩
人
が
活
躍
し
た
。

し
か
し
、
安あ
ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱
（
七
五
五
年
）
を
境
に
国
力
は
急
速
に
衰
え
、

次
の
中
唐
の
約
七
十
年
間
は
、
社
会
矛
盾
に
目
を
向
け
た
詩
が
作
ら
れ

た
り
、
従
来
は
詩
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
表
現
を
追
求
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
た
り
し
た
。
こ
の
時
期
の
詩
人
に
は
、
韓か
ん

愈ゆ 

・
柳
宗
元
・

白
居
易
な
ど
が
い
る
。
唐
が
滅
亡
へ
と
向
か
う
晩
唐
の
約
七
十
年
間
は
、

詩
の
爛
ら
ん
じ
ゅ
く熟
期
に
当
た
り
、
杜と

牧ぼ
く

・
李り
し
ょ
う
い
ん

商
隠
な
ど
の
詩
人
が
現
れ
た
。

〈
押
韻
の
き
ま
り
〉（
●
は
押
韻
）

五
言
絶
句

（
第
一
句
末
に
押
韻
し
て
も
よ
い
。）

 

起
句
　
○
○
○
○
○

 

承
句
　
○
○
○
○
●

 

転
句
　
○
○
○
○
○

 

結
句
　
○
○
○
○
●

七
言
律
詩

（
第
一
句
末
は
押
韻
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。）

首
聯
　
○
○
○
○
○
○
●

　
　
　
○
○
○
○
○
○
●

頷
聯
　
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
○
○
○
○
○
○
●

頸
聯
　
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
○
○
○
○
○
○
●

尾
聯
　
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
○
○
○
○
○
○
●

対句対句
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雑
説�

韓か
ん

　
　
愈ゆ

1世ニ
　

有リ
テ　

伯
　

楽
、
然し

か
ル

　

後ニ
　

有リ
　

千
　

里ノ
　

馬
。
千
　

里ノ
　

馬ハ
　

常ニ
　

有レ
ド
モ、

而
　

伯
　

楽ハ
　

不ず

　

常ニ
ハ　

有ラ

。
故ニ
　

雖い
へ
ど
モ　

有リ
ト　

名
　

馬
、
祇た

　ダ
　

辱メ
ラ
レ　

於
　

奴
　

隷
　

人
　

之の

　

手ニ

、
へ
ん

　

死し

　シ
テ　

於
　

槽さ
う

　

櫪れ
き

　

之
　

間ニ

、
不ざ

　ル
　

以も
つ
テ

　

千
　

里ヲ
　

称セ
ラ
レ　

也な
り

。

馬
　

之
　

千
　

里ナ
ル　

者ハ

、
一
　

食ニ
　

或あ
る
イ
ハ　

尽ク
ス　

粟ぞ
く

　

一
　

石ヲ

。
食や

し
な
フ　

馬ヲ
　

者ハ

、
不ル
　

知リ
テ　

其そ

　ノ
　

能よ

　ク
　

千
　

里ナ
ル
ヲ　

而
　

食ハ
　

也
。

是こ

　ノ
　

馬
　

也や

、
雖モ
　

有リ
ト　

千
　

里
　

之
　

能
、
食
　

不レ
バ　

飽カ

、
力
　

不
　

足ラ

、
才ノ
　

美
　

不
　

外ニ
　

見あ
ら
は
レ。

且か

ツ
　

欲ス
ル
モ　

与と

　

常
　

馬
　

等
、
不
　

可べ

　カ
ラ　

得う

。
安
　

求メ
ン　

其ノ
　

能ク
　

千
　

里ナ
ル
ヲ　

也や

。 二

2

一

二

3＊

一

二

一

＊

＊

レ

二

一

二

＊

4

一

5

二─

6

一

下

＊

二

一

上

二

7

8

一

＊

レ

下

二

＊

一

上

5

レ

二

一

レ

レ

9

二

一

下

二

一

　
シ
カ

　
ラ
ン
ト上

レ

レ

い
づ

　
ク
ン
ゾ

二

一

1
説
　
文
体
の
一
種
。
比
喩
な
ど
に
よ
っ
て
自

分
の
意
見
を
述
べ
た
文
。

2
伯
楽
　
馬
の
鑑
定
の
名
人
。

3
千
里
馬
　
一
三
四
ペ
ー
ジ
注
12
参
照
。

9
才
美
　
才
能
や
資
質
の
優
れ
て
い
る
こ
と
。

5　

死
　（
平
凡
な
馬
と
）
首
を
並
べ
て
死
ぬ
。

6
槽
櫪
之
間
　
か
い
ば
お
け
の
間
。「
槽
」「
櫪
」

は
、
い
ず
れ
も
、
か
い
ば
お
け
。

7
粟
　
穀
物
の
総
称
。

8
一
石
　「
石
」は
容
量
の
単
位
。
当
時
の
一
石

は
約
六
〇
リ
ッ
ト
ル
。

4
奴
隷
人
　
身
分
の
低
い
使
用
人
。

文
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策
　

之こ
れ
ヲ

　

不
　

以テ
セ　

其ノ
　

道ヲ

。
食フ

ニ　

之ヲ
　

不
　

能あ
た
ハ

　

尽
　

其ノ
　

材ヲ

。
鳴ケ

ド
モ　

之ニ
　

不
　

能ハ
　

通ズ
ル　

其ノ
　

意ニ

。
執リ

テ　

策ヲ
　

而
　

臨ミ
テ　

之ニ
　

曰い

　ハ
ク　

天
　

下ニ
　

無シ
ト　

馬

嗚あ

　

呼あ

、
其そ

　レ
　

真ニ
　

無キ
　

馬
　

邪か

、
其レ
　

真ニ
　

不ル
　

知ラ
　

馬ヲ
　

也か

。

�

（『
唐た

う

宋そ
う

八
家
文
読
本
』）

む
ち

　
ウ
ツ
ニレ

レ

二

10

一

レ

＊

レ

レ
　
ク
サ

　
シ
ム
ル二

11

一

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

、「

レ
●

。」

レ

レ

レ

10
其
道
　
名
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り

方
。

11
材
　「
才
」
と
同
じ
。

こ
の
「
馬
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
馬
の
こ
と

か
。

＊
千
里
馬
　
故
　
雖
　
於
　
以
　
食
　
其�

不
能

不
二

常ニ
ハ　

～
一

（
否
定
）　
祇ダ
　

～
（
限
定
）

安ク
ン
ゾ　
～ン
　

也
（
反
語
）　
嗚
呼
　

～
（
詠
嘆
）

～
　

邪
（
疑
問
）　
～
　

也
（
疑
問
）

問

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
本
文
の
構
成
を
、
分
か
り
や
す
く
図
に
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
の
「
其
」
を
全
て
抜
き
出
し
て
現
代
語
訳
し
、
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
分
類
し
て
み
よ
う
。

1
作
者
は
「
伯
楽
」
や
「
千
里
馬
」
の
話
に
例
え
て
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
韓
愈
　
七
六
八
年
～
八
二
四
年
。
中
唐
の
詩
人
・
文
章
家
。
字あ

ざ
なは
退た

い

之し

。
号
は
昌

し
ょ
う

黎れ
い

。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。

　
　
唐
宋
八
家
文
読
本
　
三
十
巻
。
清し

ん

の
沈し

ん

徳と
く

潜せ
ん

の
編
。
唐
宋
の
名
文
家
と
い
わ
れ
る
八
人
の
散
文
を
集
め
た
も
の
。

詩
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雑
説
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夫そ

　レ
　

天
　

地
　

者は

　

万
　

物
　

之の

　

逆げ
き

　

旅
、
光
　

陰
　

者
　

百
　

代
　

之
　

過
　

客ナ
リ。

而し
か
シ
テ　

浮
　

生ハ
　

若ご
と
シ

　

夢ノ

。
為な

ス
コ
ト　

歓ヲ
　

幾
　

何ゾ

。
古
　

人
　

秉と

　リ
テ　

燭し
よ
く
ヲ　

夜
　

遊ブ

、
良ま

こ
と
ニ　

有ル
　

以ゆ
ゑ

　

也な
り

。
況い

は
ン
ヤ　

陽
　

春
　

召ま
ね
ク
ニ　

我ヲ
　

以も
つ
テ
シ　

煙
　

景ヲ

、
大
　

塊
　

仮か

　ス
ニ　

＊

＊

2

り
よ

　
ニ
シ
テ
3

4●

＊

レ

レ

い
く
ば
く

5

レ

レレ

二

6

一

7

8

レ

1
序
　
文
体
の
一
種
。
物
事
の
次
第
を
順
序
立

て
て
述
べ
る
文
。

2
逆
旅
　
旅
館
。「
逆
」
は
迎
え
る
の
意
。

3
光
陰
　
時
間
の
流
れ
。
年
月
。

4
百
代
之
過
客
　
永
遠
の
旅
人
。

「
浮
生
若
レ
夢
。」と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

5
古
人
秉
燭
夜
遊
　
漢
代
の
古
詩
に
「
昼
短ク

苦シ
ム

�

夜ノ

長キ
ニ一

　
何ゾ

不ざ
ル

二

秉リ
テレ
燭ヲ

遊バ
一

」
と
あ
る
。

6
煙
景
　
か
す
み
た
な
び
く
春
景
色
。

7
大
塊
　
大
地
。
大
自
然
。
こ
こ
で
は
、
万
物

の
創
造
者
。

8
仮
　
貸
し
与
え
る
。

9
序
天
倫
之
楽
事
　
肉
親
の
間
の
楽
し
み
を
繰

り
広
げ
る
。

10
群
季
　
大
勢
の
年
少
者
た
ち
。

11
恵
連
　
謝
恵
連
。
三
九
七
年
～
四
三
三
年
。

六り
く

朝ち
ょ
う

時
代
の
宋そ

う

の
詩
人
。
謝
霊
運
の
い
と

こ
。

12
康
楽
　
謝
霊
運
。
三
八
五
年
～
四
三
三
年
。

当
代
随
一
の
詩
人
で
、
祖
父
の
爵
位
を
継
い

で
康
楽
公
に
封ほ

う

ぜ
ら
れ
た
。

13
幽
賞
　
心
静
か
に
風
景
を
め
で
る
。

14
高
談
　
世
俗
を
離
れ
た
高
尚
な
談
論
。

問

二

桃
李
園
図
屛び
ょ
う
ぶ風

（
川
か
わ
ば
た
ぎ
ょ
く

端
玉
章し
ょ
う

筆
）

春
夜
宴ス

ル　

桃た
う

李り

園ゑ
ん
ニ

　

序�

李り

　
　
白は

く

二

一

1
5
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我ニ
　

以
　

文
　

章ヲ

。
会シ

テ　

桃
　

李
　

之
　

芳
　

園ニ

、
序ス
　

天
　

倫
　

之
　

楽
　

事ヲ

。
群
　

季ノ
　

俊
　

秀ハ

、
皆
　

為た

　リ
　

恵
　

連
。
吾ご

　

人じ
ん
ノ

　

詠
　

歌ハ

、
独リ
　

慚は

　ヅ
　

康
　

楽ニ

。
幽
　

賞
　

未い
ま
ダ

　

已や

　マ

、
高
　

談
　

転う
た
タ

　

清シ

。
開キ

テ　

瓊け
い

　

筵え
ん
ヲ

　

以テ
　

坐ざ

　シ
　

華ニ

、
飛バ

シ
テ　

羽う

　

觴し
や
う
ヲ　

而
　

酔フ
　

月ニ

。
不ず

　ン
バ　

有ラ
　

佳
　

作
、
何ゾ
　

伸ベ
ン　

雅
　

懐ヲ

。
如も

　シ
　

詩
　

不ン
バ　

成ラ

、
罰ハ
　

依よ

　ラ
ン　

金
　

谷ノ
　

酒
　

数ニ

。�

（『
古
文
真
宝
』）

　
テ
ス
ル

　
　
ヲ
ヤ二

一

二

一

9

二

一

10

二

11

一

二

12

一

13

ず

レ

14

二

15

一

レ

二

16

一

レ

レ

二

一

二

一

＊

レ

二

17

一

5

15
瓊
筵
　
玉
を
編
ん
で
作
っ
た
よ
う
な
美
し
い

む
し
ろ
。
立
派
な
宴
席
を
指
す
。

16
羽
觴
　
す
ず
め
が
羽
を
広
げ
た
形
の
杯
。

17
金
谷
酒
数
　
晋し

ん

の
石せ

き

崇す
う

が
別
荘
の
金
谷
園
で

大
宴
会
を
催
し
た
際
、
参
会
者
に
詩
を
作
ら

せ
、
で
き
な
い
者
に
は
罰
と
し
て
大
杯
で
酒

三
杯
を
飲
ま
せ
た
故
事
を
指
す
。

＊
夫
　
者
　
若
　
如

幾
何ゾ
（
反
語
）　
況ン
ヤ　

～ヲ
ヤ（

抑
揚
）

独リ
　

～
（
限
定
）　
何ゾ
　

～ン
（
反
語
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
こ
の
文
章
の
文
体
上
の
特
色
を
、
字
数
や
対
句
な
ど
の
点
か
ら
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
比
喩
表
現
を
抜
き
出
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

2
歴
史
上
の
人
名
や
地
名
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
が
使
わ
れ
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

1
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
う『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
部
分
（
一
〇
〇
・
2
）
と
比
較
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　
李
白
　
一
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

　
　
古
文
真
宝
　
前
集
十
巻
。
後
集
十
巻
。
宋
末
元
初
の
黄
堅
（
生
没
年
未
詳
）
の
編
と
い
わ
れ
る
。
戦
国
時
代
か
ら
宋
ま
で
の
詩
文
を
集
め

た
も
の
。

詩
文 

　  

春
夜
宴
桃
李
園
序
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51015

名
月

─
八
月
の
詩�

一い
っ

海か
い

知と
も

義よ
し 

　
さ
て
、
仲
秋
の
名
月
を
う
た
っ
た
漢
詩
の
中
で
、
日
本
人
に
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
来
た
の
は
、
白
楽
天
の
次
の
句
だ
ろ
う
。

　
　
三
五
夜
中
　
新
月
の
色

　
　
二
千
里
外
　
故
人
の
心

　
当
時
詩
人
は
、
み
や
こ
長
安
に
い
た
。
そ
し
て
左
遷
さ
れ
て
湖
北
省
の

江
陵
に
い
た
親
友
元げ

ん

稹し
ん

に
思
い
を
は
せ
て
、
こ
の
句
を
作
る
。
詩
題
を

「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
に
独ひ

と

り
直
し
、
月
に
対
し
て
元げ
ん

九き
ゅ
うを

憶お
も

う
」
と

い
う
。

　
こ
の
句
は
わ
が
国
の
『
源
氏
物
語
』
須す

磨ま

の
巻
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

　
　�

　
月
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出い

で
た
る
に
、
今こ

宵よ
ひ

は
十
五
夜
な
り
と

お
ぼ
し
出
で
て
、（
み
や
こ
の
）
殿
上
の
御

お
ほ
ん

遊あ
そ

び
恋
し
く
、
所
々
な

が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔

の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。「
二じ

千せ
ん

里り
の

外ほ
か

故こ
じ

人ん
の

心こ
こ
ろ。」

と
誦ず

し
た
ま
へ
る
、

例
の
、
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。

（
月
が
本
当
に
明
る
く
美
し
く
輝
い
て
出
て
き
た
の
で
、〈
光
源
氏
は
〉
今
夜
は
十

五
夜
で
あ
っ
た
よ
と
お
思
い
出
し
に
な
っ
て
、
宮
中
殿
上
の
間
で
の
詩
歌
管
弦
の

1

2

宴
が
恋
し
く
思
わ
れ
て
、
今
頃
は
み
や
こ
の
あ
の
方
こ
の
方
が
物
思
い
に
ふ
け
っ

て
お
い
で
で
あ
ろ
う
よ
と
想
像
な
さ
る
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
ば
か
り
を
お
の
ず

と
見
つ
め
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。〈
光
源
氏
〉「
二
千
里
外
故
人
心
。」
と
声
に

出
し
て
吟
じ
ら
れ
る
と
、
例
に
よ
っ
て
涙
も
抑
え
ら
れ
な
い
。）

　
か
つ
て
私
は
『
源
氏
』
の
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
　�

　「
名
月
を
な
が
め
て
、
白
楽
天
が
想お
も

う
の
は
、
親
友
元
稹
の
こ
と

で
あ
り
、
源
氏
が
想
う
の
は
、
都
に
の
こ
し
て
来
た
女
た
ち
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
男
性
の
文
学
で
あ
っ
た
中
国
古
典
詩

と
、
女
性
の
文
学
で
あ
る
『
源
氏
』
と
の
ち
が
い
を
示
し
て
い
る
、

と
い
え
な
く
も
な
い
。
な
お
、
白
詩
の
こ
の
句
は
、『
源
氏
』
成
立

後
数
年
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

の
『
和
漢
朗
詠
集
』（
一
〇
一
三
年
成
立
）
に

採
ら
れ
て
、
さ
ら
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

　
と
こ
ろ
で
句
中
に
い
う
「
二
千
里
」
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
を
さ
す

の
か
。
唐
代
の
一
里
は
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
だ
と
さ
れ
、
二
千
里
は
一
一

〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
な
る
。
地
図
上
で
測
っ
て
み
る
と
、
た
し
か
に
長
安

3

4

古
典
に
関
す
る
文
章
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（
現
在
の
西
安
）
と
江
陵
は
一
千
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本

に
当
て
は
め
れ
ば
、
ほ
ぼ
東
京
・
下

し
も
の

関せ
き

間
か
。

　
か
く
一
千
キ
ロ
も
離
れ
た
土
地
に
い
る
二
人
が
、
同
時
に
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
天
上
の
月
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
遠
く
離
れ
た
二
人

の
心
を
、
一
つ
に
結
び
つ
け
る
。

　
だ
が
、
親
友
元
稹
も
ま
た
同
じ
時
間
に
、
同
じ
こ
の
月
を
眺
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
さ
き
の
二
句
は
、
全
八
句
中
の
第
三
、
四
句
だ
が
、
詩
は
末
尾
二
句
に

至
っ
て
、
次
の
よ
う
に
う
た
う
。

　
　
猶な

お
恐
る
　
清
光
　
同
じ
く
は
見
ざ
る
を

　
　
江
陵
は
卑ひ

湿し
つ

に
し
て
　
秋
陰
足
る

　
元
稹
君
、
き
み
が
い
ま
居
る
江
陵
は
、
土
地
が
卑ひ

く

く
て
湿
気
の
多
い
所

だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
秋
に
な
っ
て
も
、
陰く

も

り
が
ち
な
日
が
つ
づ
く

と
い
う
こ
と
だ
。

　
遠
く
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
二
人
が
、
せ
め
て
今
宵
は
こ
の
清
ら
か
な
光

を
、
空
を
仰
い
で
共
に
眺
め
た
い
の
だ
が
、
…
…
。
そ
れ
も
か
な
わ
ぬ
願

い
な
の
だ
ろ
う
か
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
月
を
見
て
遠
く
離
れ
た
人
や
場
所
を
思
う
文
学
作
品
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

2
漢
詩
（
漢
文
）
と
和
歌
（
古
文
）
で
、
月
の
描
か
れ
方
や
作
品
の
背

景
に
ど
の
よ
う
な
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
か
、
五
六
ペ
ー
ジ
「
単

元
の
言
語
活
動
3
」
も
参
考
に
し
て
、
比
較
し
て
み
よ
う
。

（
注
）

1�

元

　
一
五
三
ペ
ー
ジ
注
49
参
照
。

2�

『
源
氏
物
語
』　
七
一
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

3�

藤
原
公
任
　
九
六
六
年
～
一
〇
四
一
年
。
学
芸
に
長
じ
、
和
歌
・
漢
詩
・
音
楽
に
才

能
を
発
揮
し
た
。

4�

『
和
漢
朗
詠
集
』　
藤
原
公
任
が
漢
詩
文
の
秀
句
や
和
歌
の
優
れ
た
も
の
を
主
題
ご

と
に
分
類
し
て
編
ん
だ
詞
華
集
。

5

　
　
一
海
知
義
　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
～
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
。
中
国
文
学
者
。
奈
良
県
の
生
ま
れ
。
陶と

う

淵え
ん

明め
い

・
陸り

く

游ゆ
う

か
ら
夏な

つ

目め

漱そ
う

石せ
き

・
河か

わ

上か
み

肇は
じ
めま

で
研
究
の
対
象
は
広
く
、『
漢
詩
一
日
一
首
』『
漢
詩
入
門
』

な
ど
、
優
れ
た
入
門
書
や
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。
本
文
は
『
漢か

ん

詩し

逍し
ょ
う

遥よ
う

』

〔
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
な
お
、『
源
氏
物
語
』

の
現
代
語
訳
は
本
書
掲
載
に
あ
た
り
、
原
文
に
追
加
し
た
。
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♦
漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴
を
つ
か
む�

　
漢
詩
や
漢
文
に
は
、
対
句
や
反
語
な
ど
の
特
徴
的
な
表
現
方
法
が
あ

り
、
訓
読
を
経
由
し
て
、
日
本
語
の
文
章
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
以
来
、
日
本
の
文
学
も
、
主
題
や
比
喩
な
ど
、
漢

詩
文
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
的
手
法
を
学
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
漢
詩

文
に
は
な
い
表
現
を
追
求
す
る
和
の
意
識
も
生
ま
れ
、
こ
う
し
た
和
漢

の
対
比
や
融
合
に
よ
っ
て
、
独
自
の
表
現
や
文
学
が
形
作
ら
れ
た
。
日

本
語
・
日
本
文
学
の
豊
か
な
歴
史
は
、
和
と
漢
の
二
つ
の
流
れ
に
よ
っ

て
育
ま
れ
た
と
い
え
る
。

 
 

漢
詩
や
漢
文
の
表
現
方
法
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

か
、
和
歌
や
俳
句
、
さ
ら
に
現
代
日
本
語
の
文
章
な
ど
と
比
較

し
て
ま
と
め
、
発
表
し
て
み
よ
う
（
次
の
１
・
２
・
３
は
、
１
と

３
、
２
と
３
の
よ
う
に
分
担
し
て
も
よ
い
）。

課
題

 
 

漢
詩
ら
し
い
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①�

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
漢
詩
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
句
も
し
く

１

は
聯れ
ん

を
一
つ
選
ぶ
。

②�

選
ば
れ
た
句
（
聯
）
に
つ
い
て
、
な
ぜ
漢
詩
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
の
か
、
こ
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
と
比
較
し
な
が

ら
発
表
し
、
話
し
合
う
。

 
 

漢
文
特
有
の
言
い
回
し
や
比
喩
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①�

こ
の
単
元
の
漢
文
か
ら
、
漢
文
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
言
い
回
し
や

比
喩
を
一
つ
選
ぶ
。

②�

選
ば
れ
た
言
い
回
し
や
比
喩
の
中
に
現
代
日
本
語
の
実
用
文
や
論

説
文
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
、
話
し
合
う
。

 
 

漢
詩
や
漢
文
の
表
現
方
法
が
日
本
語
・
日
本
文
学
に
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
、

こ
の
教
科
書
掲
載
の
漢
詩
の
和
訳（
一
四
八
ペ
ー
ジ
・
一
五
〇
ペ
ー
ジ
）

も
参
考
に
し
て
、
ま
と
め
て
発
表
し
て
み
よ
う
。

①�

生
か
さ
れ
て
い
る
点
と
異
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
一
つ
ず
つ

例
を
あ
げ
る
。

②�

あ
げ
ら
れ
た
例
を
分
類
し
て
、
漢
詩
や
漢
文
の
表
現
の
特
徴
に
つ

い
て
、
図
表
に
し
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

２３

❖
単
元
の
言
語
活
動

4
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�

『
論
語
』
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
。

�

日
本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
受
容
を
理
解
す
る
。

�

『
論
語
』
を
引
用
し
な
が
ら
自
己
の
主
張
を
ま
と
め
る
。

論
語

学
問
　
六
章

政
治
　
四
章

人
生
　
八
章

慎
思
録（
貝
原
益
軒
）

笑
話
出
思
録（
乾
篤
軒
）

知
る
と
い
う
こ
と
（
金
谷
治
）

❖
単
元
の
言
語
活
動
5

　『
論
語
』
の
言
葉
を
今
に
生
か
す

古
典
に
関
す
る
文
章

思
想

4
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雖
⒎

い
へ
ど
モ
く
つ
が
へ

覆
⑹

ス
ト

一
簣ヲ

⑾進ム
ハ

吾ガ

往ゆ
ク

也ト

э（

子し

罕か
ん）

13冉ぜ
ん

求き
う

曰
《㎠

ハ
ク
＊非

⒎

あ
ら
ズ

不
⒎

ル
ニ

説バ

⑹子
之の

道ヲ

⑿

力
不
⒎

レ
バ

足ラ

也ト

э子
曰
《㎠

ハ
ク

力
不ル

⒎足ラ

者ハ

《中14

道ニ
シ
テ

而
15廃ス

〉今
女ハ

16
か
ぎ画

э
レ
リ
ト（

雍よ
う

也や）

子
曰
《㎠

ハ
ク

不
⒎

レ
バ
17憤セ

不
⒎18啓セ

〉不
⒎

レ
バ
19悱ひ
セ

不
⒎

20発セ

〉挙
⑹

グ
ル
ニ

一
隅ヲ

⑸不
⑽

レ
バ

以
⑹

も
つ
テ

三
隅ヲ

⑸21反セ

⒀

則チ

不ル

⒎ふ
た
た復び
セ

也ト

э

（

述じ
ゆ
つ而じ）

12
一
簣

も
っ
こ
一
つ
分
の
土
。「
簣
」
は
、

も
っ
こ
。
土
を
運
ぶ
た
め
の
竹
籠
。

13
冉
求

孔
子
の
門
人
。
字
は
子
有
。

14
中
道

途
中
。

15
廃

力
尽
き
て
や
め
る
。

16
画

見
切
り
を
つ
け
る
。
こ
れ
以
上
は
で

き
な
い
と
し
て
自
ら
と
ど
ま
る
。

17
憤

い
き
り
た
つ
。（
理
解
し
よ
う
と
し

て
）
や
っ
き
に
な
る
。

18
啓

開
く
。（
理
解
の
）
き
っ
か
け
を
与

え
る
。

19
悱（

言
葉
で
表
そ
う
と
し
て
）
も
だ
え

苦
し
む
。

20
発

あ
け
る
。
糸
口
を
開
く
。

21
反

反
応
す
る
。

＊不
◥亦
…
…
◣乎
（
詠
嘆）

　
…
…
乎
（
疑
問）

非ズ

⒏不
⒏
ル
ニ
…
…
（
否
定）

　

5

杏
きょう

壇
だん

礼楽図

論語

131

杏き
ょ
う

壇だ
ん

礼
楽
図

孔
子
が
祖
国
に
帰
り
学
校
を
開
き
、
杏
壇
（
孔
子
が
弟
子
に
学
問
を
教

え
た
所
）
で
弟
子
に
詩
書
礼
楽
を
教
え
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
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論
語

子
　

曰い

　ハ
ク　

学ビ
テ　

而
　

時ニ
　

習フ
　

之こ
れ
ヲ

、
不ず

　

亦ま
た

　

説
　

乎や

。
有リ
　

朋と
も
ノ

　

自よ

　リ
　

遠
　

方
　

来き
た
ル

、

不
　

亦
　

楽シ
カ
ラ　

乎
。
人
　

不シ
テ　

知ラ
　

而
　

不
　

慍
、
不
　

亦
　

君
　

子ナ
ラ　

乎ト
　�

（
学が
く

而じ

）

子
　

曰ハ
ク　

温メ
テ　

故ふ
る
キ
ヲ　

而
　

知レ
バ　

新シ
キ
ヲ、

可べ

　シ
ト　

以も
つ
テ

　

為た

　ル
　

師
　

矣
　�

（
為
政
）

子
　

曰ハ
ク　

学ビ
テ　

而
　

不ざ

　レ
バ　

思ハ
　

則す
な
は
チ　

罔く
ら
シ

。
思ヒ

テ　

而
　

不レ
バ　

学バ
　

則チ
　

殆
　�

（
為
政
）

子
　

曰ハ
ク　

由い
う

、
誨を

し
ヘ
ン　

女な
ん
ぢ
ニ　

知ル
ヲ　

之ヲ
　

乎か

。
知ル

ヲ　

之ヲ
　

為な

　シ
　

知ル
ト　

之ヲ

、
不　

　ル
ヲ　

知ラ
　

為ス
　

不ト
　

1＊

、「

2

レ

二

3よ
ろ
こ
バ
シ
カ
ラ一

下

＊

二

一

上

二

一

●

レ

レ 4
い
き

　
ど
ほ
ラ

二

5＊

一

。」

、「
6

レ

7

レ

二

一レ

。」

、「

レ

＊

8

レ

9
あ
や
ふ

　
　
シ
ト。」

5

、「
10

11

二

12

一レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

1
子
　
男
子
に
対
す
る
敬
称
。
こ
こ
で
は
、
先

生
の
意
。『
論
語
』で
は
、
多
く
の
場
合
、
孔

子
を
指
す
。

2
時
　
折
に
触
れ
て
。
機
会
あ
る
ご
と
に
。

3
説
　
喜
ば
し
い
。
う
れ
し
い
。「
悦
」
と
同
じ
。

「
人
不
レ
知
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
か
。

4
慍
　
心
に
不
満
を
持
つ
。
む
っ
と
す
る
。

5
君
子
　
一
一
九
ペ
ー
ジ
注
9
参
照
。

6
温
故
　
伝
承
や
古
典
を
よ
く
研
究
し
て
習
熟

す
る
。「
温
」
は
「
た
づ
ネ
テ
」
と
も
読
む
。

7
知
新
　
現
代
の
問
題
を
理
解
す
る
。

8
罔
　
暗
い
。
道
理
を
理
解
で
き
な
い
。

9
殆
　
危
な
い
。（
独
断
に
陥
る
）危
険
が
あ
る
。

10
由
　
孔
子
の
門
人
。
前
五
四
二
年
～
前
四
八

〇
年
。
姓
は
仲
、
名
は
由
、
字あ
ざ
なは
子
路
。

11
誨
　
教
え
る
。
教
え
諭
す
。

12
女
　
一
四
一
ペ
ー
ジ
注
20
参
照
。

問

学
問
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知ラ

。
是こ

　レ
　

知ル
　

也な
り
ト

　�

（
為
政
）

子
　

曰ハ
ク　

不レ
バ　

憤セ
　

不
　

啓セ

。
不レ

バ　
ひ

　セ
　

不
　

発セ

。
挙グ

ル
ニ　

一
　

隅ヲ
　

不レ
バ　

以テ
　

三
　

隅ヲ
　

反セ

、
則チ
　

不ル
　

復
　

也ト
　�

（
述じ
ゆ
つ而じ

）

子
　

曰ハ
ク　

譬た
と
へ
バ　

如ご
と
シ

　

為つ
く
ル
ガ　

山ヲ

。
未い

ま
ダ

　

成サ
　

一い
つ

　

簣き

　ヲ

、
止や

　ム
ハ　

吾わ

　ガ
　

止ム
　

也
。
譬ヘ

バ　

如シ
　

平
　

地ヲ

。
雖い

へ
ど
モ　

覆
　

一
　

簣ヲ

、
進ム

ハ　

吾ガ
　

往ゆ

　ク
　

也ト
　�

（
子し

罕か
ん

）

＊

。」

、「

レ
13

レ
14

レ
15

レ
16

二

一

下

二

一

17

上

レ
ふ
た
たび

セ

。」

、「

レ

レ

ざ
　
ル
モレ

二

18

一

レ
ラ
カ
ニ

ス
ル
ガレ

レ
く
つ
が
へ

ス
ト二

一

。」

5

子
　

曰ハ
ク　

為ス
ニ　

政
　

以
　

徳ヲ

、
譬ヘ

バ　

如シ
ト　

北ほ
く

　

辰し
ん
ノ

　

居テ
　

其そ

ノ
　

所ニ
　

而
　

衆
　

星ノ
　

共め
ぐ
ル
ガ　

之ヲ
　�
（
為
政
）

、「

レ
ま
つ
り

ご
と
ヲ
　
テ
スル

ハレ

下

19

20

二

一

21

上レ

。」

13
憤
　
い
き
り
た
つ
。（
理
解
し
よ
う
と
し
て
）

や
っ
き
に
な
る
。

14
啓
　
開
く
。（
理
解
の
）き
っ
か
け
を
与
え
る
。

15　

　（
言
葉
で
表
現
で
き
ず
）も
ど
か
し
が
る
。

16
発
　
あ
け
る
。
糸
口
を
開
く
。

17
反
　
反
応
す
る
。

18
一
簣
　
も
っ
こ
一
つ
分
の
土
。「
簣
」は
、
も
っ

こ
。
土
を
運
ぶ
た
め
の
竹
籠
。

19
北
辰
　
北
極
星
。

20
居
其
所
　（
動
か
ず
に
）自
ら
の
場
所
に
い
る
。

21
共
　（
北
極
星
を
中
心
に
し
て
）周
り
を
回
る
。

＊
子
　
自
　
君
子
　
則
　
也

不
二

亦
～
一

乎
（
詠
嘆
）　
～
　

乎
（
疑
問
）

政
治

杏
きょう

壇
だん

思
想 

　  

論
語
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子
　

曰ハ
ク　

道
　

之ヲ
　

以テ
シ　

政ヲ

、
斉
　

之ヲ
　

以
　

刑ヲ

、
民
　

免レ
テ　

而
　

無シ
　

恥
。
道ク

ニ　

之ヲ
　

以テ
シ　

徳ヲ

、
斉フ

ル
ニ　

之ヲ
　

以
　

礼ヲ

、
有リ

テ　

恥
　

且か

　ツ
　

格い
た
ル
ト　�

（
為
政
）

子
　

貢
　

問フ
　

政ヲ

。
子
　

曰ハ
ク　

足シ
　

食ヲ

、
足シ
　

兵ヲ

、
民ハ
　

信ニ
ス
ト　

之ヲ
　

矣
　

子
　

貢
　

曰ハ
ク　

必ズ
　

不シ
テ　

得
　

已や

　ム
ヲ　

而
　

去ラ
バ、

於お

　イ
テ　

斯こ

　ノ
　

三
　

者ニ
　

何ヲ
カ　

先
　

曰ハ
ク　

去ラ
ン
ト　

兵ヲ
　

子
　

貢
　

曰ハ
ク　

必ズ
　

不シ
テ　

得
　

已ム
ヲ　

而
　

去ラ
バ、

於イ
テ　

斯ノ
　

二
　

者ニ
　

何ヲ
カ　

先
　

曰ハ
ク　

去ラ
ン　

食ヲ

。
自リ
　

古い
に
し
へ　

皆
　

有リ
　

死
。
民
　

無ク
ン
バ　

信
、
不ト
　

立タ
　�

（
顔が
ん

淵え
ん

）

季き

　

康か
う

　

子し

　

問フ
　

政ヲ
　

於
　

孔
　

子ニ

。
孔
　

子
　

対こ
た
ヘ
テ　

曰ハ
ク　

政
　

者は

　

正
　

也
。
子
　

帥
　

以テ
セ
バ　

正ヲ

、
孰た

れ
カ

　

敢あ

　ヘ
テ　

不
　

正シ
カ
ラ　�

（
顔
淵
）

、「22
み
ち
びク
ニ

＊

レ

レ
23

24
と
と
の
フ
ル
ニレ

　
テ
スレ

バレ
25

レ

レ

レ

レ

　
テ
スレ

バレ
26

レ

27

。」

28

レ

、「

レ
29

レ
30

31

レ

。」

、

32
「

レ

レ
＊

二

一

　
ニ
セン
ト。」

、「

レ

。」

、「

レ

レ

二

●

一

　
ニ
セン

ト。」

、「

レ

5
レ

レ

レ

レ

。」

33

二

一

34

、「

35
ひ
きヰ

ル
ニ

レ

　
ラ
ンヤ

トレ

。」

22
道
　
先
に
立
っ
て
導
く
。

23
政
　
こ
こ
で
は
、
法
律
の
意
。

24
斉
　
と
と
の
え
る
。
秩
序
立
て
る
。

25
刑
　
刑
罰
。

26
礼
　
礼
儀
。

27
格
　
善
に
至
る
。

33
季
康
子
　
春
秋
時
代
の
魯ろ

の
大
夫
（
大
臣
）。

生
年
未
詳
～
前
四
七
七
年
。

34
対
　（
目
上
の
人
に
）
お
答
え
す
る
。

35
帥
　
先
頭
に
立
っ
て
人
々
を
導
く
。

28
子
貢
　
孔
子
の
門
人
。
前
五
二
〇
年
頃
～

前
四
五
六
年
頃
。
姓
は
端
木
、
名
は
賜
。

29
食
　
食
べ
物
。
食
糧
。

30
兵
　
戦
の
備
え
。
軍
備
。

31
民
信
之
　
人
民
に
信
頼
の
心
を
持
た
せ
る
。

32
必
　
ど
う
し
て
も
。

「
二
者
」
が
指
す
も
の
は
何
か
。

問
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39
曽
子
　
孔
子
の
門
人
。
前
五
〇
五
年
～
前

四
三
六
年
頃
。
姓
は
曽
、
名
は
参し

ん

、
字
は

子し

輿よ

。

40
忠
　
真
心
を
尽
く
す
。

41
不
習
　
習
熟
し
て
い
な
い
こ
と
。

42
立
　（
学
問
や
思
想
に
つ
い
て
）
自
ら
の
立
場

が
確
立
す
る
。

43
天
命
　
天
が
与
え
た
使
命
。

44
耳
順
　
何
事
を
聞
い
て
も
、
そ
の
道
理
が
す

ぐ
に
理
解
で
き
る
。

45
矩
　
人
の
道
。
行
為
の
規
準
。

＊
道
　
已

何ヲ
カ　

～
（
疑
問
）　
無ク
ン
バ

レ
　

～
　

不
レ
…
（
仮
定
）

孰カ
　

～
（
反
語
）　
敢ヘ
テ

不ラ
ン
ヤ

レ
　

～
（
反
語
）　

～
　

乎
（
疑
問
）

36
巧
言
　
言
葉
を
巧
み
に
飾
る
。

37
令
色
　
表
情
を
巧
み
に
取
り
繕
う
。

38
仁
　
人
間
の
本
心
に
あ
る
広
い
愛
。

子
　

曰ハ
ク　

巧
　

言
　

令
　

色
、
鮮す

く
な
シ　

矣
　

仁ト
　�

（
学
而
）

曽そ
う

　

子し

　

曰ハ
ク　

吾わ
れ

　

日ニ
　

三
　

省ス
　

吾ガ
　

身ヲ

。
為た

め
ニ

　

人ノ
　

謀リ
テ　

而
　

不ル
　

忠ナ
ラ　

乎か

。
与と

　

朋ほ
う

　

友い
う

　

交ハ
リ
テ　

而
　

不ル
　

信ナ
ラ　

乎
。
伝ヘ

シ　

不ル
ヲ　

習ハ
　

乎ト
　�

（
学
而
）

子
　

曰ハ
ク　

吾
　

十
　

有
　

五ニ
シ
テ　

而
　

志ス
　

于
　

学ニ

。
三
　

十ニ
シ
テ　

而
　

立ツ

。
四
　

十ニ
シ
テ　

而
　

不
　

惑ハ

。
五
　

十ニ
シ
テ　

而
　

知ル
　

天
　

命ヲ

。�

六
　

十ニ
シ
テ　

而
　

耳
　

順し
た
が
フ。
七
　

十ニ
シ
テ　

而
　�

従ヒ
テ　

心ノ
　

所ニ
　

欲ス
ル、

不ト
　

踰こ

　エ
　

矩の
り
ヲ

　�

�

（
為
政
）

、「
36

37

38

。」

39

、「

─二

一

レ

レ
40

二

一

レ

レ
41

レ

。」

、「

二

一

42

5

レ

二

43

一

44

二

一レ

レ

レ 45

。」

人
生

孔子像

思
想 

　  

論
語
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子
　

曰ハ
ク　

知ル
　

之ヲ
　

者ハ
　

不
　

如し

　カ
　

好ム
　

之ヲ
　

者ニ

、
好ム
　

之ヲ
　

者ハ
　

不ト
　

如カ
　

楽シ
ム　

之ヲ
　

者ニ
　�

（
雍よ
う

也や

）

子
　

在リ
テ　

川ノ
　

上ほ
と
り
ニ　

曰ハ
ク、「

逝ク
　

者ハ
　

如キ
　

斯か

　ク
ノ　

夫か
な

。
不ト
　

舎お

　カ
　

昼
　

夜ヲ
　�

（
子
罕
）

葉せ
ふ

　

公こ
う

　

語つ

　ゲ
テ　

孔
　

子ニ
　

曰ハ
ク　

吾ガ
　

党ニ
　

有リ
　

直ち
よ
く

　

躬
　

者
。
其ノ
　

父
　

攘ぬ
す
ミ
テ　

羊ヲ

、
而
　

子
　

証セ
リ
ト　

之ヲ
　

孔
　

子
　

曰ハ
ク　

吾ガ
　

党
　

之
　

直な
ほ
キ

　

者ハ

、
異ナ

リ　

於
　

是こ
れ
ニ

。
父ハ
　

為ニ
　

子ノ
　

隠シ

、
子ハ
　

為ニ
　

父ノ
　

隠ス

。
直キ

コ
ト　

在リ
ト　

其ノ
　

中う
ち
ニ

　

矣
　�

（
子
路
）

子
　

貢
　

問ヒ
テ　

曰ハ
ク　

有リ
　

一
　

言ニ
シ
テ　

而
　

可キ
　

以テ
　

終
　

身
　

行フ
　

之ヲ
　

者
　

乎や

　ト
　

子
　

曰ハ
ク　

其そ

　レ
　

恕じ
よ

　

乎か

。
己ノ
　

所
　

不ル
　

欲セ

、
勿な

カ
レ
ト　

施ス
コ
ト　

於
　

人ニ
　�
（
衛
霊
公
）

、「

レ

レ

二

レ

一

レ

レ

二

レ

一。」
二

一

46

レ

＊

レ
47

二

一。」

48

二

一

、「

49

二

50

き
ゆ
うナ

ル

一

51

レ

52

レ

。」

、「

二

一

レ

5

レ

二

一

。」

、「
下

二

一レ

上

。」

、「

53
＊

●

レ

レ

＊

レ

二

一。」

46
逝
者
　
過
ぎ
ゆ
く
も
の
。
時
の
流
れ
な
ど
を

い
う
。

47
舎
　
と
ど
ま
る
。
休
む
。

48
葉
公
　
楚そ

の
葉
（
現
在
の
河
南
省
葉
県
）
と

い
う
土
地
の
長
官
。
生
没
年
未
詳
。
姓
は
沈し

ん

、

名
は
諸し

ょ

梁り
ょ
う、
字
は
子
高
。

49
党
　
村
里
。

50
直
躬
　
正
直
者
の
躬
。
人
の
呼
称
。

51
攘
　
盗
み
取
る
。
自
分
の
所
に
紛
れ
込
ん
で

き
た
も
の
を
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
。

52
証
　
証
言
す
る
。 

53
恕
　
思
い
や
り
。
他
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

「
己
所
レ
不
レ
欲
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

問

子在川上（范
はん

曽
そう

筆）
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
本
文
を
音
読
し
、
印
象
に
残
っ
た
章
を
暗
唱
し
て
み
よ
う
。

2
［
学
問
］
の
各
章
か
ら
、
孔
子
の
学
問
に
対
す
る
態
度
や
方
法
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3
［
政
治
］
の
各
章
か
ら
、
孔
子
が
政
治
に
お
い
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

4
［
人
生
］
の
各
章
か
ら
、
孔
子
の
人
間
の
生
き
方
に
対
す
る
考
え
方
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
各
部
分
を
、
傍
線
部
に
注
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
不レ

バ　

憤セ

不
　

啓セ

。（
一
六
七
・
2
）　
　
⑵
知ル
　

之ヲ

者ハ

不
　

如カ
　

好ム
　

之ヲ

者ニ

　（
一
七
〇
・
1
）

2
「
吾
十
有
五ニ

シ
テ　

而
志ス
　

于
学ニ

。」（
一
六
九
・
5
）
の
章
を
出
典
と
す
る
、
年
齢
を
表
す
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

1
［
学
問
］［
政
治
］［
人
生
］
の
各
章
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
一
章
を
選
び
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
孔
子
の
学
問
観
・

政
治
観
・
人
生
観
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

レ

レ

レ

レ

二

レ

一

二

一

❖
言
語
活
動

子
　

曰ハ
ク　

過チ
テ　

而
　

不ル
　

改メ

、
是ヲ
　

謂い

　フ
ト　

過チ
ト　

矣
　�

（
衛
霊
公
）

、「

レ

レ

。」

　
　
論
語
　
十
巻
。
二
十
編
。
春
秋
時
代
末
期
の
孔
子
（
孔
丘
）
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
録
。
孔
子
は
、
古
い
秩
序
が
崩
れ
、
新
し
い
秩
序

は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
混
乱
と
不
安
の
渦
巻
く
時
代
に
、
人
間
の
善
意
と
愛
情
に
基
づ
く
「
仁
」
を
根
本
と
し
て
、
平
和
な
社
会
を
築
こ
う

と
し
た
。

＊
夫
　
恕
　
勿

不
レ
如カ
二

～ニ
一

（
比
較
）　
～
　

夫
（
詠
嘆
）�

～
　

乎
（
疑
問
）

思
想 

　  

論
語
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慎
思
録�

貝か
ひ

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

恭　
黙シ

テ
　

思フ
ハ

　

道ヲ

、
是こ

　
レ　

所　
以　
自　
得ス

ル
　

之の
　

工　
夫ナ

リ。
孟ま

う　

子し
　

曰い
　
ハ
ク

　

思ヘ
バ

　

則す
な
は
チ

　

得　
之こ

れ
ヲ

、
不ざ

　
レ
バ

　

思ハ　

則チ　

不ず
　
ト　

得　
故ニ　

学　
者　
之　
自　
得ス

ル
ト

　

与と
　

否　
者は

、

因ル　

克よ
　
ク　

念お
も
フ
ト

　

与ニ　

不ル　

克ク　

念ハ　

也な
り

。
思ヒ　

之　
於お

　
ケ
ル

　

学ノ　

功ニ　

也や

、
其そ

　
ノ　

益　
大ナ

ル
　�

乎か
　

哉な

。
論　
語ニ　

曰ハ
ク
　

学ビ
テ
　

而　
不レ

バ
　

思ハ　

則チ　

罔く
ら
シ
ト
　

聖　
人　
以も

つ
テ　

学ト　

与ヲ　

思　

対　
言セ

ル
　

者
、
誠ニ　

有ル　

以ゆ
ゑ　

也
。�

（
巻
一
）

1

レ

ゆ　
　

ゑ　
　

ん

＊

二─

2

一

3

4

、「
5

レ

レ

レ

。」

＊

レ
し
か
ら

　
　

ザ
ル

二

6

一レ

二

一

二

7

一

＊

8

、「
9

レ

。」10

二

一レ

レ

5

1
恭
黙　

慎
み
深
く
沈
黙
す
る
。

2
自
得　

学
問
や
真
理
を
自
分
で
体
得
す
る
。

3
工
夫　

手
段
。
方
法
。

4
孟
子　

前
三
七
二
年
頃
～
前
二
八
九
年
頃
。

戦
国
時
代
の
思
想
家
。
名
は
軻か

、
字あ

ざ
な
は
子し

輿よ

。

5
思
則
得
之　

思
索
す
れ
ば
道
理
を
体
得
で
き

る
。『
孟
子
』
告
子
上
編
の
言
葉
。

6
克
念　

思
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
学
功　

学
問
上
の
効
果
。

8
論
語　
一
七
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

9
学
而
不
思
則
罔　
『
論
語
』
為
政
編
の
言
葉
。

一
六
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

10
聖
人　

こ
こ
で
は
、
孔
子
を
指
す
。

＊
所
以　

学
者　

也

～　
乎
哉
（
詠
嘆
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
孟
子
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
か
、

考
え
て
み
よ
う
。

2
こ
の
文
章
で
筆
者
が
最
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
本
文
中
か
ら
そ
れ

を
示
す
語
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

　
　

慎
思
録　

六
巻
。
貝
原
益
軒
の
著
。
儒

学
の
書
や
道
徳
・
倫
理
・
教
育
な
ど
に
関
す

る
考
え
を
述
べ
た
も
の
。
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笑
話
出
思
録�

乾い
ぬ
ゐ

篤と
く

軒け
ん

5

一い
ち　

壊ゑ
　

衲な
ふ　

振リ　

錫し
や
く
ヲ

　

誦　
仏　
経ヲ

、
而　
募　
化ス　

於　
儒　
家ノ　

門　
外ニ

。

主　
人　
罵リ

テ
　

之こ
れ
ヲ　

曰い
　
ハ
ク

　

爾な
ん
ぢ　

胡な
ん　

為す
　
レ
ゾ

　

立チ
テ

　

中　
華　
文　
教　
之の
　

門ニ

、
誦ス

ル
　

夷い
　

狄て
き　

虚　
誕　
之　
言ヲ

。
宜よ

ろ
シ
ク

　

速ヤ
カ
ニ

　

去ル　

僧　
完く

わ
ん　

爾じ
ト
シ
テ

　

而　
忽た

ち
ま
チ

　

止や
　
メ
テ

　

誦ス
ル
ヲ

　

仏　
経ヲ　

而　
誦ス　

論　
語　
学が

く　

而じ
　

之　
聖　
語ヲ

。
主　
人　
知リ　

其そ
　
ノ　

不ざ
　
ル
ヲ

　

可べ
　
カ
ラ

　

去ラ
シ
ム、
与ヘ

テ
　

一い
つ　

掬き
く
ノ　

米ヲ　

曰ハ
ク

　

爾　
実ま

こ
と
ニ

　

所　
謂　
巧　
言　
令　
色　
之　
徒　
歟か

　
ト　

僧　
受ケ

テ
　

米ヲ　

拝シ
テ

　

曰ハ
ク

　

鮮す
く
ナ
シ

　

矣　
仁ト　

1

レ
2

し
よ
う

　
　

シ
テ二

3

一

4

二─

一

レ

、「＊

二

●

一

二

5●

一

＊

べ
　
シ
ト二

一。」

6

レ

二

一

二

一

二

一レ

レ

二

一

、「●

い　

は　

ゆ　

る

＊

7

。」

レ

10

、「
7

。」

1
壊
衲　

僧
衣
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
ま
と
っ

た
物
乞
い
の
僧
。

2
錫　

僧
侶
の
持
つ
杖つ
え

。
錫

し
ゃ
く

杖じ
ょ
う。

3
仏
経　

仏
典
。
お
経
。

4
募
化　

布
施
を
求
め
る
。

5
夷
狄
虚
誕
之
言　

異
民
族
の
で
た
ら
め
な
言

葉
。

「
中
華
文
教
之
門
」「
夷
狄
虚
誕
之
言
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
か
。

6
完
爾　

に
っ
こ
り
笑
う
。「
莞
く
わ
ん

爾じ

」
に
同
じ
。

主
人
が「
爾
実
所
謂
巧
言
令
色
之
徒
歟
。」と

言
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

7
巧
言
令
色
・
鮮
矣
仁　
『
論
語
』
学
而
編
の

言
葉
。
一
六
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

＊
爾　

宜　

所
謂

胡
為レ
ゾ
　

～
（
疑
問
）　

～　
歟
（
疑
問
）

問問 　
　

貝
原
益
軒　

寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

～
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
。
江
戸
時
代
前

期
の
儒
学
者
。
筑ち

く

前ぜ
ん

（
現
在
の
福
岡
県
）
の

人
。
名
は
篤あ

つ

信の
ぶ

、
号
は
益
軒
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
各
部
分
を
、
傍
線
部
に
注
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
是レ

所
─

以
自
得ス

ル
　

之
工
夫ナ

リ。（
一
七
二
・
１
）　

⑵
其ノ

益
大ナ

ル
　

乎
哉
。（
一
七
二
・
３
～
４
）

1
こ
の
文
章
の
表
現
上
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
か
。
特
に
主
張
の
展

開
と
の
関
連
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

二

一

❖
言
語
活
動
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
「
鮮
矣
仁
」（
一
七
三
・
11
）
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
転
用
さ
れ
て

い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
完
爾
」（
一
七
三
・
8
）
の
「
爾
」
の
よ
う
に
、
状
態
を
表
す
接
尾
辞
に
は
ほ

か
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
ふ
だ
ん
使
用
し
て
い
る
言
葉
か
ら
探
し
、

漢
和
辞
典
な
ど
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

1
こ
の
文
章
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
み
よ
う
。

5

❖
言
語
活
動

　
　

笑
話
出
思
録　

一
巻
。
乾
篤
軒
の
編
。

江
戸
時
代
に
民
間
に
流
布
し
て
い
た
笑
話
を

漢
訳
し
た
短
文
を
編
集
し
た
も
の
。

　
　

乾
篤
軒　

艸そ
う

喬き
よ
う

先
生
な
る
人
物
の
門

人
と
い
う
。
伝
未
詳
。

知
る
と
い
う
こ
と�

金か
な

谷や　

治
お
さ
む

　
「
学
び
て
時
に
之こ
れ

を
習
う
、
亦ま
た

説よ
ろ
こば
し
か
ら
ず
や
」
と
い
う
の
は
、
学

ぶ
こ
と
の
喜
び
を
の
べ
た
『
論
語
』
の
巻
頭
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
知
識
が

ひ
ろ
が
り
、
習
熟
し
て
深
ま
っ
て
い
く
の
は
、
た
し
か
に
嬉う

れ

し
い
こ
と
に

ち
が
い
な
い
。『
論
語
』
の
全
体
が
そ
う
し
た
学
び
を
す
す
め
て
い
る
の

だ
が
、
じ
つ
は
孔
子
自
身
が
学
び
の
人
で
あ
っ
た
。「
私
は
生
ま
れ
つ
き

の
知
者
で
は
な
い
」、
ひ
た
す
ら
に
勉
学
を
つ
づ
け
て
き
た
の
だ
と
、
孔

子
は
い
う
。「
学
び
て
厭い

と

わ
ず
」と
い
う
孔
子
の
述
懐
も
有
名
で
あ
る
。「
私

ほ
ど
の
好
学
の
人
は
そ
う
は
あ
る
ま
い
」
と
さ
え
自
負
し
て
い
る
。
高
み

か
ら
の
強
制
で
は
な
い
孔
子
の
こ
の
姿
は
す
が
す
が
し
く
爽
や
か
で
あ
る
。

　

で
は
、
学
ん
で
知
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
論
語
』
に
は
す
ば
ら

10

古
典
に
関
す
る
文
章
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し
い
こ
と
ば
が
あ
る
。「
之
を
知
る
を
之
を
知
る
と
為な

し
、
知
ら
ざ
る
を

知
ら
ず
と
為
す
、
是こ

れ
知
る
な
り
」。
わ
か
っ
た
こ
と
、
理
解
で
き
た
こ

と
と
、
そ
う
で
な
い
こ
と
と
を
、
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
知

る
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。
私
は
こ
の
こ
と
ば
を
合
理
主
義
の
鉄
則
だ
と

も
考
え
て
い
る
。
わ
か
っ
た
こ
と
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
を
区
別
し
て
、

こ
こ
ま
で
は
わ
か
っ
た
、
こ
こ
か
ら
が
わ
か
ら
な
い
と
、
は
っ
き
り
言
え

る
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
の
知
る
（
認
識
）
に
は
な
ら
な
い
。
ど

こ
が
わ
か
ら
な
い
か
と
先
生
に
聞
か
れ
て
答
え
ら
れ
な
い
の
は
、
初
め
か

ら
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

知
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
確
実
鮮
明
に
も
の
を
切
り
と
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
知
っ
た
世
界
の
確
実
な
ひ
ろ
が
り
が
あ
れ
ば
、
そ

の
反
面
で
、
知
ら
な
い
世
界
の
ひ
ろ
が
り
も
わ
か
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
も

の
を
切
り
と
っ
た
喜
び
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
残
さ
れ
た
未
知
の
世
界

も
広
大
だ
と
知
っ
て
、
そ
こ
に
畏
れ
を
抱
く
こ
と
だ
。
世
界
が
広
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
も
含
め
て
い
う
の
で
あ
る
。
知
識
の
獲
得

を
喜
ぶ
だ
け
で
は
、
高
慢
な
衒ペ

ダ
ン
テ
ィ
ス
ト

学
者
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

孔
子
が
も
っ
と
も
強
調
し
た
の
は
、
人
の
道
と
し
て
の
仁
の
徳
で
あ
っ

た
。「
仁
の
徳
を
選
択
で
き
な
い
で
い
る
者
は
、
知
者
と
は
い
え
な
い
」

と
孔
子
は
い
っ
て
い
る
。
知
る
こ
と
は
仁
徳
実
現
の
前
提
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
性
的
な
認
識
だ
け
を
無
条
件
に
貴
ん
で
い
る
の

1

で
は
な
い
。
情
報
氾
濫
の
今
日
的
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
何
を
知
る
べ
き

か
、
あ
い
ま
い
な
こ
と
に
迷
わ
さ
れ
な
い
で
正
確
な
情
報
を
選
択
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
す
ぐ
に
わ
か
る
だ
ろ
う
。
情
報
社
会
に

な
っ
て
、
か
え
っ
て
知
る
と
い
う
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
の
も
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。

（
注
）

1�

衒
学
者　

学
識
が
あ
る
の
を
ひ
け
ら
か
す
人
物
。

5

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
筆
者
は
、『
論
語
』
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、「
知
る
」
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
か
、
本
文
中
の
語
を
用
い
て
説
明
し
て
み

よ
う
。

2
『
論
語
』
の
「
之
を
知
る
を
之
を
知
る
と
為
し
、
…
」（
一
七
五
・
上
1

～
2
）
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
本
文
を
参
考
に
し
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

　
　

金
谷
治　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
～
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
。

中
国
研
究
者
。
三
重
県
の
生
ま
れ
。
専
門
は
、
中
国
古
代
思
想
史
。『
論

語
』
や
『
孟も

う

子し

』
な
ど
の
優
れ
た
訳
業
で
も
知
ら
れ
る
。
著
書
に
『
秦し

ん

漢か
ん

思
想
史
研
究
』『
管
子
の
研
究
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
論
語
と
私
』

〔
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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♦
『
論
語
』の
言
葉
を
今
に
生
か
す�

　
『
論
語
』
の
簡
潔
で
含
蓄
に
富
ん
だ
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

お
い
て
人
々
の
思
索
に
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与
え
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
心
に
響
い
た
『
論
語
』
の
一
節
を
引

用
し
な
が
ら
、『
論
語
』
の
言
葉
を
現
代
の
私
た
ち
の
言
葉
と
し
て
活

用
し
て
み
よ
う
。

 
 

学
習
し
た
『
論
語
』
の
本
文
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
一
文

ま
た
は
一
句
を
選
び
、
そ
れ
を
引
用
し
な
が
ら
学
問
や
人
生
・

政
治
・
社
会
に
対
す
る
自
己
の
主
張
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

『
論
語
』の
語
句
を
生
か
し
た
主
張
を
考
え
よ
う
。

①�『
論
語
』の
文
章
の
中
か
ら
心
に
響
い
た
一
文
ま
た
は
一
句
を
選
び
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
か
を
考
え
る
。

②�

選
ん
だ
『
論
語
』
の
語
句
に
つ
い
て
、
出
典
の
文
脈
を
離
れ
て
、

新
た
に
意
味
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
考
え
る
。

１
 
 

論
旨
の
展
開
と
引
用
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
。

①�

Ａ『
慎
思
録
』（
一
七
二
ペ
ー
ジ
）と
Ｂ『
笑
話
出
思
録
』（
一
七
三
ペ
ー
ジ
）

を
読
ん
で
論
旨
の
展
開
と
引
用
と
の
関
係
の
違
い
を
確
認
し
、
自

分
の
執
筆
す
る
文
章
で
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
を
選
択

す
る
の
か
検
討
す
る
。

 
 

文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う
。

①�

引
用
す
る
『
論
語
』
の
語
句
と
述
べ
た
い
主
張
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の

カ
ー
ド
や
付
箋
に
書
き
出
し
、
さ
ら
に
導
入
・
展
開
・
結
論
の
各

部
分
の
内
容
を
短
文
に
し
て
カ
ー
ド
や
付
箋
に
書
き
出
す
。

②�

短
文
を
書
き
付
け
た
カ
ー
ド
や
付
箋
を
並
べ
替
え
な
が
ら
文
章
化

す
る
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
文
章
の
構
成
を
考
え
る
。

③�

各
自
が
出
来
上
が
っ
た
構
成
案
を
報
告
す
る
。

④�

他
者
の
発
表
を
参
考
に
、
自
分
の
作
成
し
た
構
成
案
を
再
考
す
る
。

 
 

『
論
語
』の
語
句
を
生
か
し
て
、
主
張
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

①�

構
成
案
に
従
っ
て
、
自
己
の
主
張
を
文
章
に
ま
と
め
る
。

②�

引
用
し
た
『
論
語
』
の
語
句
と
主
張
が
か
み
合
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
、
主
張
の
展
開
に
よ
り
効
果
的
な
引
用
と
な
る
よ
う
推す
い

敲こ
う

す

る
。

２３４

❖
単
元
の
言
語
活
動

5
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言い

は
れ
ぬ
仕し

義ぎ

を
何な

に

と
せ
ん
、
姉あ

ね

さ
ま
這は

入い

つ
て
も
叱し

か
ら
れ
は
し
ま

せ
ぬ
か
、
約や

く

束そ
く

の
物も

の

は
貰も

ら

つ
て
行ゆ

か
れ
ま
す
か
、
旦だ

ん

那な

や
御ご

新し
ん

造ぞ

に
宜よ

く
お
礼れ

い

を
申

〔
も
う
し
〕て
来こ

い
と
父と

ゝ

さ
ん
が
言い

ひ
ま
し
た
と
、
子し

細さ
い

を
知し

ら
ね
ば

喜よ
ろ
こび
顔が

ほ

つ
ら
や
、
ま
づ

く
〔
ま
ず
〕

待ま

つ
て
下く

だ

さ
れ
、
少す

こ

し
用よ

う

も
あ
れ
ば
と
馳は

せ
行ゆ

き
て
内う

ち

外と

を
見み

廻ま
は

せ
ば
、
嬢ぢ

や
う
さ
ま
が
た
は
庭に

は

に
出で

て
追お

ひ

羽は

子ご

に
余よ

う
と
す
る
動
き
は
、
清
水
豊
子
の
感
情
を
力
強
く
表
現
す
る
演
説

体
の
文
章
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
手
紙
も
「
候

そ
う
ろ
う」
文
が
普
通
で

あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
時
代
は
「
話
す
よ
う
に
書
く
」
と
い
う
動
き

が
高
ま
り
、「
言
文
一
致
」
が
唱
え
ら
れ
た
。
以
前
か
ら
の
人
々

の
生
き
た
言
葉
の
動
き
は
、
伝
統
的
な
話
芸
の
世
界
に
も
残
さ
れ
、

そ
れ
を
記
録
す
る
速
記
術
の
開
発
に
よ
り
、
三
遊
亭
円
朝
が
幕
末

か
ら
高
座
に
か
け
て
い
た
人

に
ん
じ
ょ
う
ば
な
し

情
噺
の
「
牡ぼ

た
ん丹
灯ど

う

籠ろ
う

」
も
、
書
物
の

形
で
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
古
め
か
し
い
表

現
も
散
見
さ
れ
る
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮う

き

雲ぐ
も

』
も
、「
第
三
篇ぺ

ん

」
ま

で
書
き
進
め
る
う
ち
に
ロ
シ
ア
文
学
や
円
朝
の
影
響
の
も
と
、
心

理
を
見
据
え
、
そ
の
機
微
を
緻
密
に
描
く
文
体
を
持
つ
よ
う
に
成

長
し
、
二
葉
亭
に
よ
る
清
新
な
翻
訳
作
品
と
と
も
に
、
多
く
の
読

者
に
影
響
を
与
え
た
。

大
つ
ご
も
り

　

行ゆ
き

ち
が
へ
に
三
之の

助す
け

、
此こ

処ゝ
と
聞き

き
た
る
白し

ろ

銀か
ね

台だ
い

町ま
ち

、
相さ

う

違い

な
く
尋た

づ

ね
あ
て
ゝ
、
我わ

が
身み

の
み
す
ぼ
ら
し
き
に
姉
の
肩か

た

身み

を
思お

も

ひ
や
り
て
、

勝か
つ

手て

口ぐ
ち

よ
り
怕こ

わ

ぐ々
の
ぞ
け
ば
、
誰た

れ
ぞ
来き

し
か
と
竈か

ま
ど
の
前ま

へ

に
泣な

き
伏ふ

し

た
る
お
峯み

ね

が
、
涙な

み
だ
を
か
く
し
て
見み

出い
だ

せ
ば
此こ

の

子こ

、
お
ゝ
宜よ

く
来き

た
と
も

�

　

 �　
『
文
学
界
』
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年

初
出

　
　
明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文

　

明
治
の
新
時
代
に
入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
的
な
表
現
が
出
現

し
た
が
、
そ
れ
ら
は
伝
統
的
な
文
語
文
か
ら
、
新
し
い
口
語
文
体

へ
の
大
き
な
変
遷
で
あ
っ
た
。
樋ひ

口ぐ
ち

一
葉
は
日
本
の
古
典
へ
の
造

詣
か
ら
、
庶
民
の
喜
怒
哀
楽
を
、
会
話
を
地
の
文
に
組
み
込
み
な

が
ら
雅
俗
折
衷
体
で
描
き
出
す
。
和
歌
の
伝
統
に
も
通
ず
る
こ
な

れ
た
文
体
は
、
過
渡
期
の
時
代
を
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

北
村
透
谷
は
、
西
洋
文
学
や
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

そ
の
表
現
に
は
漢
文
学
の
教
養
が
う
か
が
え
、
当
時
の
若
者
の
言

語
世
界
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
己
の
内
部
の
奥
深
さ
を

見
つ
め
つ
つ
も
、
積
極
的
に
社
会
に
向
か
っ
て
表
現
を
拡
大
し
よ

参
考

51015177

参
考　

  

明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文
﻿



き
こ
と
は
無な

く
な
れ
り
、
唯た

だ
我わ

が

九き
う

膓て
う

を
裂さ

き
て
又ま

た
裂さ

く
も
の
は
我わ

が
恋こ

ひ

な
り
、
恋こ

ひ

ゆ
ゑ
に
悩も

だ

ゆ
る
に
あ
ら
ず
牢ろ

う

獄ご
く

の
為た

め

に
悶も

だ

ゆ
る
な
り
、

我わ
れ

は
籠ろ

う

中ち
う

に
あ
る
を
苦く

る

し
む
よ
り
も
我わ

が
半は

ん

魂こ
ん

の
行ゆ

く

衛え

の
為た

め

に
血け

つ

涙る
い

を

絞し
ぼ

る
な
り
。
雷ラ

イ

音ヲ
ン

洞ド
ウ

主シ
ユ

の
風ふ

う

流り
う

は
恋れ

ん

愛あ
い

を
以も

つ

て
牢ろ

う

獄ご
く

を
造つ

く

り
、
己お

の

れ
是こ

ゝ

に
入い

り
て
然し

か

る
後の

ち

に
是こ

ゝ

を
出い

で
た
り
、
然し

か

れ
ど
も
我わ

が
不ぶ

風ふ
う

流り
う

は
牢ろ

う

獄ご
く

の
中う

ち

に
捕ほ

繫け
い

せ
ら
れ
て
然し

か

る
後の

ち

に
恋れ

ん

愛あ
い

の
為た

め

に
苦く

る

し
む
、
我わ

が
牢ろ

う

獄ご
く

は

我わ
れ

を
殺こ

ろ

す
為た

め

に
設も

う

け
ら
れ
た
り
、
我わ

れ

も
亦ま

た
我わ

が

牢ろ
う

獄ご
く

に
あ
り
て
死し

す
る

こ
と
を
憂う

れ

ひ
と
は
せ
ざ
れ
ど
も
我わ

れ

を
し
て
死し

す
能あ

た

は
ざ
ら
し
む
る
も
の

則す
な
はち
恋れ

ん

愛あ
い

な
り
、
而し

か

し
て
彼か

れ

は
我わ

れ

を
生い

か
し
む
る
こ
と
を
も
せ
ず
、
空む

な

し
く
我わ

れ

を
し
て
彼か

の
デ
ン
マ
ル
ク
の
狂

き
よ
う

公こ
う

子し

の
如ご

と

く
、
我わ

が

母は
ゝ

が
我わ

れ

を
生う

ま
ざ
り
し
な
ら
ば
と
打う

ち
喞か

こ

た
し
む
る
の
み
。

　

春は
る

や
来こ

し
と
覚お

ぼ

ゆ
る
な
る
に
我わ

が

牢ろ
う

室し
つ

を
距さ

る
こ
と
数す

う

歩ほ

の
地ち

に
黄こ

う

鳥て
う

の
来き

鳴な

く
こ
と
あ
り
て
我わ

が

耳み
ゝ

を
奪う

ば

ひ
我わ

が

魂た
ま
し
ひを
奪う

ば

ひ
、
我わ

れ

を
し
て
し
ば

ら
く
故こ

郷け
う

に
帰か

へ

り
恋こ

ひ

人び
と

の
家い

へ

に
到い

た

る
思お

も

ひ
あ
ら
し
む
、
そ
の
声こ

ゑ

を
我わ

が

恋こ
ひ

人び
と

の
声こ

へ

と
思お

も

ふ
て
聴き

く
時と

き

に
恋こ

ひ

人び
と

の
姿す

が
た
は
我わ

が

前ま
へ

に
あ
り
、
一い

つ

笑せ
う

し
て
我わ

れ

を
悩の

う

殺さ
つ

す
る
昔せ

き

日じ
つ

の
色い

ろ

香か

は
見
え
ず
、
愁

し
ゆ
う

涙る
い

の
蒼さ

う

頰け
う

に
流な

が

れ
て
紅く

れ
な
ひ
闌ら

ん

干か
ん

た
る
を
見み

る
の
み
。

念ね
ん

な
く
、
小こ

僧ざ
う

ど
の
は
ま
だ
お
使つ

か

ひ
よ
り
帰か

へ

ら
ず
、
…
…
若わ

か

旦だ
ん

那な

は
と

見み

れ
ば
お
居い

間ま

の
炬こ

燵た
つ

に
今い

ま

ぞ
夢ゆ

め

の
真ま

つ

最た
ゞ

中な
か

、
拝を

が

み
ま
す
る
神か

み

さ
ま
仏

ほ
と
け

さ
ま
、
私わ

た
し
は
悪あ

く

人に
ん

に
な
り
ま
す
る
、
成な

り
た
う
は
無な

け
れ
ど
成な

ら
ね
ば

成な

り
ま
せ
ぬ
、
罸ば

ち

を
お
当あ

て
な
さ
ら
ば
私

わ
た
し

一〔
ひ
と
り
〕人
、
遣つ

か

ふ
て
も
伯を

父ぢ

や
伯を

母ば

は
知し

ら
ぬ
事こ

と

な
れ
ば
お
免ゆ

る

し
な
さ
り
ま
せ
、
勿も

つ

躰た
い

な
け
れ
ど
比こ

の

金か
ね

ぬ

す
ま
せ
て
下く

だ

さ
れ
と
、
か
ね
て
見み

置お

き
し
硯す

ゞ
り
の
引ひ

き

出だ

し
よ
り
、
束た

ば

の
う

ち
を
唯た

ゞ

二
枚ま

い

、
つ
か
み
し
後の

ち

は
夢ゆ

め

と
も
現う

つ
ゝ
と
も
知し

ら
ず
、
三
之の

助す
け

に
渡わ

た

し
て
帰か

へ

し
た
る
始し

終じ
う

を
、
見み

し
人ひ

と

な
し
と
思お

も

へ
る
は
愚お

ろ

か
や
。

我わ
が

牢ろ
う

獄ご
く

　

現う
つ
ゝ
に
於お

け
る
我わ

が
悲ひ

恋れ
ん

は
雪せ

つ

風ぷ
う

凜り
ん

く々
た
る
冬ふ

ゆ

の
野の

に
葉は

落お

ち
枝え

だ

折を

れ

た
る
枯か

れ

木き

の
ひ
と
り
立た

つ
よ
り
も
激は

げ

し
か
る
べ
し
。
然し

か

り
、
我わ

れ

は
已す

で

に
冬ふ

ゆ

の
寒さ

む

さ
に
慣な

れ
た
り
、
慣な

れ
し
と
云い

ふ
に
は
あ
ら
ね
ど
我わ

れ

は
こ
れ

に
怖お

そ

る
ゝ
心こ

ゝ
ろ
を
失う

し
な
ひ
た
り
、
夏な

つ

の
熱あ

つ

さ
に
も
我わ

れ

は
我わ

が
膓

は
ら
は
たを
沸わ

か
す
如ご

と

▼�

樋
口
一
葉　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
～
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
。
小
説
家
。

本
文
は
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
一
巻
〔
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　

お
峯
は
、
大
恩
あ
る
伯
父
か
ら
借
金
を
頼
ま
れ
る
が
、
奉
公
の
身
で
自

由
に
な
ら
な
い
。
引
用
は
、
家
か
ら
子
供
が
使
い
に
来
て
切
羽
詰
ま
り
、

奉
公
先
の
家
の
引
き
出
し
か
ら
金
を
盗
ん
で
し
ま
う
場
面
。
人
物
の
発
話

と
地
の
文
を
続
け
る
雅
俗
折
衷
体
で
、
最
後
の
一
文
な
ど
に
語
り
手
の
存

在
感
が
あ
る
。

�

　

 �　
『
女
学
雑
誌
』
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年

初
出

5101520

▼�

北
村
透
谷　

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
～
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
。
詩
人
・

評
論
家
。
本
文
は
『
明
治
の
文
学
』
第
16
巻
〔
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
刊
〕
に
よ
っ

た
。

　

自
由
民
権
運
動
に
挫
折
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
、
ロ
マ
ン
主
義
的
傾
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の
教
育
を
受
け
、
あ
つ
ぱ
れ
な
る
議
論
家
も
あ
り
奥
妙
の
理
を
極
め
た

る
大
見
識
家
も
あ
り
な
が
ら
、
か
く
の
ご
と
く
誤
り
た
る
論
理
を
是
認

さ
る
る
ハ
、
便
宜
の
た
め
か
、
私
情
の
故
か
、
も
し
婦
女
は
器
械
な
り

玩
弄
物
な
り
故
に
汝な

ん
じ
ら等
の
権
利
は
例
外
な
り
と
い
ふ
に
あ
ら
ば
、
妾

〔
わ
ら
わ
〕ま

た
何
を
か
い
は
ん
。

怪
談
牡
丹
灯
籠
　

　

新し
ん

三ざ
ぶ

郎ら
う

は
止よ

せ
ば
い
ゝ
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
唱と

な

へ
な
が
ら
蚊か

帳や

を
出で

て　

窃そ
ツ

と

戸と

の
節ふ

し

穴あ
な

か
ら
覗の

ぞ

い
て
見み

る
と　

毎い
つ
も時
の
通と

ほ

り
牡ぼ

た
ん
の
は
な

丹
花
の
灯と

う

籠ろ

を
下さ

げ

て
米よ

ね

が
先さ

き

へ
立た

ち　

後あ
と

に
は
髪か

み

を
文ぶ

ん

金き
ん

の
高た

か

髷ま
げ

に
結ゆ

ひ
上あ

げ　

秋あ
き

草く
さ

色い
ろ

染ぞ
め

の
振ふ

り

袖そ
で

に
燃も

へ
る
様や

う

な
緋ひ

縮ぢ
り

緬め
ん

の
長な

が

繻じ

袢ば
ん　

其そ
の

綺き

麗れ
い

な
事こ

と

云い

ふ
ば
か

り
も
な
く　

綺き

麗れ
い

ほ
ど
猶な

ほ

怖こ
は

く　

こ
れ
が
幽い

ふ

霊れ
い

か
と
思お

も

へ
ば
萩は

ぎ

原は
ら

は
此こ

の

世よ

か
ら
な
る
焼せ

う

熱ね
つ

地ぢ

獄ご
く

に
墜お

ち
た
る
苦く

る
し
み
で
す　

萩は
ぎ

原は
ら

の
家う

ち

は
四
方は

う

八

方ぼ
う

に
御お

札ふ
だ

が
貼は

ツ

て
あ
る
の
で
二

ふ
た
り
の
い
ふ
れ
い

陰
鬼
が
臆お

く

し
て
後あ

と

へ
下さ

が
り

　
米
「
嬢じ

や
う
さ
ま様
と
て
も
入は

い

れ
ま
せ
ん　

萩は
ぎ

原は
ら

様さ
ま

は
御お

こ
ゝ
ろ心
変が

は

り
が
遊あ

そ

ば
し
ま

▼�

清
水
豊
子　

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
～
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
。
自
由
民
権
運

動
の
女
性
活
動
家
。
号
は
紫
琴
。
本
文
は
『
紫
琴
全
集
』
全
一
巻
〔
昭
和
五
十
八
（
一

九
八
三
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　

当
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
演
説
に
よ
っ
て
聴
衆
に
広
め
て
お
り
、
引

用
も
演
説
口
調
の
文
体
。
自
由
民
権
運
動
が
人
権
を
求
め
る
な
ら
、
同
じ

く
「
人
」
で
あ
る
女
性
を
除
外
す
べ
き
で
な
く
、
抑
圧
は
改
め
る
べ
き
だ

と
、
特
に
男
性
に
向
か
っ
て
男
女
同
権
を
訴
え
て
い
る
。

�

　

 �　

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
刊

初
出

敢あ
え

て
同
胞
兄
弟
に
望
む

　

廿
〔
に
じ
ゅ
う
〕三
年
国
会
開
設
の
暁
ニ
ハ
国
会
議
員
た
ら
ん
事
を
予
期
す
る
の
紳

士
も
あ
る
を
憶お

も

ふ
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
ハ
必

〔
ひ
っ
き
ょ
う
〕
竟
人
権
の
重
ん
ず
べ
き
を

知
れ
バ
こ
そ
自
由
を
主
張
す
る
な
ら
ん
。
立
憲
政
体
を
企
図
せ
し
な
ら

ん
。
し
か
し
て
人
と
ハ
男
女
を
概
括
す
る
の
名
称
な
る
ハ
万
々
知〔

ち
し
つ
〕悉
す

る
と
こ
ろ
な
ら
ん
。
し
か
ら
バ
則す

な
わ
ち
男
権
女
権
に
論
な
く
共
に
そ
の
権

利
を
拡
張
す
る
ハ
当
然
な
ら
ず
や
、
今
一
歩
を
仮
し
て
論
ぜ
ば
よ
し
や

女
権
の
拡
張
を
計
る
ま
で
ニ
ハ
至
ら
ず
と
も
、
こ
れ
を
浸
害
す
る
の
行

為
ハ
勉

〔
つ
と
〕め
て
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
し
か
る
に
今
得
意

然
揚

〔
よ
う

々よ
う

乎こ
〕

と
し
て
弱
者
の
肉
を
食
ひ
我
が
姉
妹
の
繊
弱
に
乗
し
て
そ

の
抑
圧
を
逞

た
く
ま
しふ
せ
ん
と
す
る
こ
れ
あ
に
諸
君
の
い
わ
ゆ
る
男
子
ら
し
き

行
ひ
な
ら
ん
や
。
今
仮〔

か
〕
り
に
諸
君
が
採
る
と
こ
ろ
の
主
義
の
表
を
作
ら

ば
／
（
す
べ
て
人
の
権
利
は
同
一
な
り
し
か
れ
ど
も
婦
女
の
権
は
男
子

よ
り
小
な
り
）
／
と
い
ふ
が
如
し
。
こ
れ
あ
に
論
理
に
適
し
た
る
も
の

な
ら
ん
や
。
人
の
権
は
同
一
な
り
と
い
ハ〔

わ
ば
〕ハ
、
男
女
を
一
様
と
観
念
せ

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
我
が
兄
弟
は
我
が
姉
妹
よ
り
も
高
等

�　
 �　

『
興
和
之の

友
』
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
（
草
稿
）

初
出

5101520

向
が
強
い
。
引
用
で
は
、
勇
壮
な
漢
文
訓
読
調
の
文
体
に
よ
っ
て
、
世
俗

的
価
値
に
と
ら
わ
れ
る
自
ら
の
分
裂
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
悲
劇
に
な
ぞ
ら
え
、

幸
田
露
伴
（
雷
音
洞
主
）
に
よ
る
「
恋
愛
」
の
克
服
と
は
対
照
的
な
考
え

方
に
よ
っ
て
、
自
由
な
内
的
世
界
を
希
求
し
て
い
る
。
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口
を
も
閉
ぢ
、
認
識
の
眼〔

め
〕
を
眩く

ら

ま
せ
て
、
お
そ
ろ
し
い
力
を
以

〔
も
っ
〕て
、
さ

ま

ぐ
〔
ざ
ま
〕

の
醜
態
に
奮ふ

ん

見け
ん

す
る
の
で
有
ら
う
。
若〔

も
〕
し
然〔

そ
〕
う
な
れ
ば
、
今
が

お
勢
の
一
生
中
で
尤

〔
も
っ
と
〕も
大
切
な
時

能よ

く
今
の
境

き
や
う

界が
い

を
渡
り
課お

ほ

せ
れ
ば
、

此
〔
こ
の
〕
一ひ

と

時ゝ
き

に
さ
ま

ぐ
の
経
験
を
得
て
、
己お

の
れ
の
人
と
為〔

な
〕
り
を
も
知
り
、

所い
は

謂ゆ
る

放は
う

心し
ん

を
求
め
得
て
始

〔
は
じ
め
〕て
心
で
此〔

こ
の
よ
〕世
を
渡
る
や
う
に
な
ら
う
が
、
若

し
躓つ

ま
づ
け
ば
も
う
そ
れ
ま
で
、
倒た

ふ
れ
た
儘

〔
ま
ま
〕で
、
再
び
起

〔
お
き
あ
が
〕
上
る
事
も
出
来
ま
い
。

物
の
う
ち
の
人
と
な
る
も
此
一ひ

と
ゝ
き時
、
人
の
中う

ち

の
物
と
な
る
も
亦

〔
ま
た
〕此
一ひ

と

時ゝ
き

、

今
が
浮
沈
の
潮し

ほ

界ざ
か
ひ、
尤
も
大
切
な
時
で
有
る
に
、
お
勢
ハ
此
危
い
境
を

放う
つ
か
り心
し
て
渡
ツ
て
ゐ
て
何い

時つ

眼
が
覚
め
よ
う
と
も
見
え
ん
。

　

此
儘
に
し
て
ハ
置
け
ん
。
早
く
、
手
遅
れ
に
な
ら
ん
う
ち
に
、
お
勢

の
眠ね

ふ

つ
た
本
心
を
覚
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
が
、
し
か
し
誰た

れ

が
お
勢

の
た
め
に
此
事
に
当

〔
あ
た
〕ら
う
？

�

＊ 

〔　

〕
で
読
み
を
補
っ
た
。

▼�

二
葉
亭
四
迷　

元
治
元（
一
八
六
四
）年
～
明
治
四
十
二（
一
九
〇
九
）年
。
小
説
家
・

翻
訳
家
。
本
文
は
『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
第
一
巻
〔
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
刊
〕

に
よ
っ
た
。

　

人
情
本
や
落
語
、
ロ
シ
ア
文
学
を
通
し
て
言
文
一
致
体
を
模
索
、
写
実

小
説
の
祖
と
な
る
。
官
吏
の
文
三
は
下
宿
先
の
お
勢
に
想お
も

い
を
寄
せ
る
が

失
職
、
お
勢
は
処
世
術
に
た
け
た
同
僚
の
昇の
ぼ
るへ

心
変
わ
り
す
る
。「
第
三
篇
」

の
引
用
部
分
で
は
、
文
三
の
思
考
・
心
情
へ
と
寄
り
添
い
同
化
し
て
い
く

語
り
を
試
み
て
い
る
。

し
て　

昨さ
く

晩ば
ん

の
御お

言こ
と

葉ば

と
違ち

が

ひ
貴あ

な
た嬢
を
入い

れ

な
い
や
う
に
戸と

締じ
ま

り
が
付つ

き

ま
し
た
か
ら　

迚と
て

も
入は

い

る
事こ

と

は
出で

来き

ま
せ
ん
か
ら
お
諦あ

き
ら
め
遊あ

そ

ば
し
ま
せ

　

心こ
ゝ
ろ
の
変か

は

つ
た
男お

と
こ
は
迚と

て

も
入い

れ
る
気き

遣づ
か

ひ
は
あ
り
ま
せ
ん　

心こ
ゝ
ろ
の
腐く

さ
ツ
た

男お
と
こは
お
諦あ

き
ら
め
あ
そ
ば
せ

　

と
慰な

ぐ
さ
む
れ
ば

　
嬢
「
あ
れ
程ほ

ど

迄ま
で

に
御お

約や
く

束そ
く

を
し
た
の
に　

今こ
ん

夜や

に
限か

ぎ

り
戸と

諦じ
ま

り
を
す

る
と
は　

男お
と
こ
の
心こ

ゝ
ろ
と
秋あ

き

の
空そ

ら　

か
わ
り
は
て
た
る
萩は

ぎ

原は
ら

様さ
ま

の
御お

心こ
ゝ
ろが
情

な
さ
け

な
い　

米よ
ね

や　

ど
う
ぞ
萩は

ぎ

原は
ら

様さ
ま

に
逢あ

は

せ
て
を
く
れ　

逢あ
は

せ
て
く
れ
な
け

れ
ば
私わ

た
く
し
は
帰か

へ

ら
な
い
よ

新編
浮
雲
　

　

慕
は
れ
る
の
が
何な

に

と
な
く
快
い
の
で
有
ら
う
が
、
そ
れ
に
も
ま
た
自

分
ハ
心
附

〔
づ
〕
い
て
ゐ
ま
い
。
之

〔
こ
れ
〕を
要
す
る
に
、
お
勢
の
病
ハ
外ほ

か

か
ら
来
た

ば
か
り
で
ハ
な
く
、
内
か
ら
も
発
し
た
の
で
、
文

〔
ぶ
ん
ぞ
う
〕
三
に
感か

染ぶ

れ
て
少
し

畏い
じ
け縮
た
血
気
が
今
外ぐ

わ
い
か
い界
の
刺
激
を
受
け
て
一
時
に
暴あ

れ
だ
し
、
理
性
の

▼�

三
遊
亭
円
朝　

天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
～
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
。
落
語
家
。

本
文
は
『
円
朝
全
集
』
第
一
巻
〔
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
「
怪
談
牡
丹
灯
籠
」
は
人
情
噺
。
引
用
は
、
円
朝
が
演
じ
た
も
の
を
速

記
術
で
書
き
取
っ
た
口
演
速
記
（
明
治
十
七
〔
一
八
八
四
〕
年
刊
）
に
よ
る
。

萩
原
新
三
郎
は
、
恋
人
お
露
と
女
中
お
米
が
幽
霊
で
あ
る
と
知
り
、
二
人

の
来
訪
を
拒
む
。
人
物
の
心
情
が
臨
場
感
の
あ
る
語
り
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。

�

　

 �　
『
都
の
花
』
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年

初
出

5101520 180



近
代 
　   1

1

�

近
代
日
本
文
学
へ
の
入
門
的
な
短
編
を
通
し
て
、
内
容
や
展
開
を
的
確
に
捉

え
る
こ
と
を
学
ぶ
。

�

異
な
る
作
風
の
小
説
を
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
色
を
つ
か
む
。

舞
台
設
定
・
構
成
・
描
写
に
注
目
す
る
。

羅
生
門

城
の
崎
に
て

芥
川
龍
之
介

◆

読
み
比
べ◆

�

羅
城
門
の
上
層
に
登
り
て
死
人

を
見
る
盗
人
の
語
（『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
九
第
十
八
）

志
賀
直
哉

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
を
話
し
合
う

　
　
　
　

小
説
の
世
界
を
観
察
し
、
思
い
切
っ
て
参
加
す
る　
　

大
正
中
期
の
銀
座

右
手
に
市
電
、
左
手
に
玩
具
店
が
見
え
る
。

181



510

羅
生
門

　

あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　

広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
所
々
丹に

塗ぬ

り
の
剝
げ
た
、
大
き
な
円ま

る

柱ば
し
らに
、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に
あ
る
以
上
は
、
こ
の
男
の
ほ
か

に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も

み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

こ
の
男
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ

風か
ぜ

と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん

と
か
い
う
災

い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
うの
さ
び
れ
方
は
一
と
お
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
る
と
、
仏
像
や

仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、

薪
の
料し
ろ

に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門
の
修
理
な
ど
は
、

も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ

す

人び
と

が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て

き
て
、
捨
て
て
い
く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

1

2

3

4

5

6

7

＊

8

1
羅
生
門　

平
安
京
の
正
門

に
当
た
り
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

の

南
端
に
あ
っ
た
門
。
羅
城
門

の
こ
と
。

2
丹
塗
り　

丹
（
赤
土
ま
た
は

赤
色
の
絵
の
具
）
を
用
い
た

赤
い
塗
装
。

3
朱
雀
大
路　

平
安
京
を
南

北
に
貫
通
す
る
中
央
通
り
。

4
市
女
笠　

漆
塗
り
の
中な
か

高だ
か

の
菅す

げ

笠が
さ

。
市
場
で
物
を
売

る
女
（
市
女
）
が
用
い
た
の

で
、
こ
う
呼
ん
だ
。
こ
こ
で

は
、
そ
れ
を
か
ぶ
っ
た
女
を

指
す
。

5
揉
烏
帽
子　

柔
ら
か
に
揉も

ん
で
し
わ
の
あ
る
烏
帽
子
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
か
ぶ
っ

た
男
を
指
す
。

　

 �『
帝
国
文
学
』大
正
四（
一

九
一
五
）
年
十
一
月

初
出
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自
分
の
思
う「
正
し
さ
」に
疑
い
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。　

導
入
の
問
い
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を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
代
わ
り
ま
た
鴉か
ら
す

が
ど
こ
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ
の
鴉
が
何
羽
と
な
く
輪

を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び

回
っ
て
い
る
。
殊
に
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な

る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
ご
ま
を
ま
い
た
よ
う
に
、
は
っ
き

り
見
え
た
。
鴉
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上
に
あ
る
死
人
の

肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来
る
の
で
あ
る
。
︱
︱
も
っ
と
も
今

日
は
、
刻
限
が
遅
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
。
た
だ
、

所
々
、
崩
れ
か
か
っ
た
、
そ
う
し
て
そ
の
崩
れ
目
に
長
い

草
の
生
え
た
石
段
の
上
に
、
鴉
の
糞く
そ

が
、
点
々
と
白
く
こ

び
り
つ
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
下
人
は
七
段
あ
る
石
段

の
い
ち
ば
ん
上
の
段
に
、
洗
い
ざ
ら
し
た
紺
の
襖あ
お

の
尻
を

据
え
て
、
右
の
頰
に
で
き
た
、
大
き
な
に
き
び
を
気
に
し

な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
、
雨
の
降
る
の
を
眺
め
て
い
た
。

＊

9

＊

10

6
辻
風　

つ
む
じ
風
。
旋
風
。

7
洛
中　

都
の
中
。
京
の
市

中
。

8
旧
記　

古
い
記
録
。
こ
こ
で

は
、
鴨
か
も
の
ち
ょ
う
め
い

長
明
『
方
丈
記
』
第

五
段
に
お
け
る
養
和
年
間

（
一
一
八
一
～
一
一
八
二
）
の

大
飢
饉
を
叙
し
た
一
節
を
指

す
。
四
三
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

9
鴟
尾　

宮
殿
や
仏
殿
な
ど

の
棟
の
両
端
に
取
り
付
け
ら

れ
た
飾
り
。

10
襖　

あ
わ
せ
（
表
裏
を
合
わ

せ
て
作
っ
た
衣
服
）。

一
と
お
り　

足
踏
み　

洗
い
ざ
ら
し

羅城門の復元模型（実物の大きさは東西約 32ｍ）

左
、
市
女
笠
の
女

右
、
揉
烏
帽
子
の
男

（「
粉こ

河か
わ

寺で
ら

縁え
ん

起ぎ

」
よ
り
）

183

近
代
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羅
生
門

鴟尾
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作
者
は
さ
っ
き
、「
下
人
が
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。」
と
書
い
た
。
し
か
し
、
下
人
は
雨
が
や
ん
で
も
、

格
別
ど
う
し
よ
う
と
い
う
当
て
は
な
い
。
ふ
だ
ん
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
主
人
の
家
へ
帰
る
べ
き
は
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
主
人
か
ら
は
、
四
、
五
日
前
に
暇
を
出
さ
れ
た
。
前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
当
時
京

都
の
町
は
一
と
お
り
な
ら
ず
衰
微
し
て
い
た
。
今
こ
の
下
人
が
、
永
年
、
使
わ
れ
て
い
た
主
人
か
ら
、
暇

を
出
さ
れ
た
の
も
、
実
は
こ
の
衰
微
の
小
さ
な
余
波
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
下
人
が
雨
や
み
を

待
っ
て
い
た
。」
と
い
う
よ
り
も
、「
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
た
下
人
が
、
行
き
所
が
な
く
て
、
途
方
に
暮
れ

て
い
た
。」
と
い
う
ほ
う
が
、
適
当
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
今
日
の
空
模
様
も
少
な
か
ら
ず
、
こ
の
平
安

朝
の
下
人
のS

サ

ン

チ

マ

ン

タ

リ

ス

ム

entim
entalism

e
に
影
響
し
た
。
申さ

る

の
刻
下
が
り
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
い
ま
だ
に

上
が
る
気
色
が
な
い
。
そ
こ
で
、
下
人
は
、
何
を
お
い
て
も
さ
し
あ
た
り
明
日
の
暮
ら
し
を
ど
う
に
か
し

よ
う
と
し
て　
　

い
わ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
と
り
と
め
も
な
い

考
え
を
た
ど
り
な
が
ら
、
さ
っ
き
か
ら
朱
雀
大
路
に
降
る
雨
の
音
を
、
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

雨
は
、
羅
生
門
を
包
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ
あ
っ
と
い
う
音
を
集
め
て
く
る
。
夕
闇
は
次
第
に
空
を
低

く
し
て
、
見
上
げ
る
と
、
門
の
屋
根
が
、
斜
め
に
突
き
出
し
た
甍い
ら
かの
先
に
、
重
た
く
薄
暗
い
雲
を
支
え
て

い
る
。

　

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
す
る
た
め
に
は
、
手
段
を
選
ん
で
い
る
暇い
と
まは

な
い
。
選
ん
で

●

11

＊

12

13

14
●

＊

14
甍　

瓦
ぶ
き
の
屋
根
。

問
「
手
段
を
選
ん
で
い
る
暇
は

な
い
」
と
は
、「
下
人
」
の
ど

の
よ
う
な
状
況
を
述
べ
て
い

る
か
。

12 Sentim
entalism

e　
（
フ

ラ
ン
ス
語
）。
こ
こ
で
は
、

感
傷
的
な
気
分
の
意
。

13
申
の
刻
下
が
り　

午
後
四

時
過
ぎ
。「
申
の
刻
」
は
午

後
三
時
か
ら
五
時
の
こ
と
。

11
暇
を
出
さ
れ
た　

勤
め
を

解
雇
さ
れ
た
。

問
「
作
者
は
…
書
い
た
。」
の
一

文
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
。

15
築
土　

土
塀
。

問
「
こ
の
局
所
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る

か
。

16
火
桶　

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
っ
た
火
鉢
。

17
山
吹
の
汗
衫　

山
吹
色
（
黄

色
）
を
し
た
、
ひ
と
え
（
裏

を
つ
け
ず
に
仕
立
て
た
服
）。

汗
取
り
の
着
物
。
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を
出
さ
れ
た
の
も
、
実
は
こ
の
衰
微
の
小
さ
な
余＊
波
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
下
人
が
雨
や
み
を
待

っ
て
い
た
。」
と
い
う
よ
り
も
、「
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
た
下
人
が
、
行
き
所
が
な
く
て
、
途＊
方
に
暮
れ
て

い
た
。」
と
い
う
ほ
う
が
、
適
当
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
今
日
の
空
模
様
も
少
な
か
ら
ず
、
こ
の
平
安
朝

の
下
人
の12Sentim

entalism
e

サ
ン
チ
マ
ン
タ
リ
ス
ム

に
影
響
し
た
。13
申さ
る

の
刻
下
が
り
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
い
ま
だ
に
上
が

る
気
色
が
な
い
。
そ
こ
で
、
下
人
は
、
何
を
お
い
て
も
さ
し
あ
た
り
明
日
の
暮
ら
し
を
ど
う
に
か
し
よ
う

と
し
て
⒡
⒢
い
わ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
と
り
と
め
も
な
い
考
え

を
た
ど
り
な
が
ら
、
さ
っ
き
か
ら
朱
雀
大
路
に
降
る
雨
の
音
を
、
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　雨
は
、
羅
生
門
を
包
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ
あ
っ
と
い
う
音
を
集
め
て
く
る
。
夕
闇
は
次
第
に
空
を
低

く
し
て
、
見
上
げ
る
と
、
門
の
屋
根
が
、
斜
め
に
突
き
出
し
た14
甍い
ら
かの
先
に
、
重
た
く
薄
暗
い
雲
を
支
え
て

い
る
。

　ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
す
る
た
め
に
は
、
手◉

　段
を
選
ん
で
い
る＊
暇い
と
まは
な
い
。
選
ん
で

い
れ
ば
、15
築つ
い

土じ

の
下
か
、
道
端
の
土
の
上
で
、
飢
え
死
に
を
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
門

の
上
へ
持
っ
て
き
て
、
犬
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
あ
る
。
選
ば
な
い
と
す
れ
ば
⒡
⒢
下

人
の
考
え
は
、
何
度
も
同
じ
道
を
低＊
回
し
た
あ＊
げ
く
に
、
や
っ
と
こ◉

　の
局
所
へ＊
逢ほ
う

着ち
ゃ
くし
た
。
し
か
し
こ
の

「
す
れ
ば
」
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
結
局
「
す
れ
ば
」
で
あ
っ
た
。
下
人
は
、
手
段
を
選
ば
な
い
と

い
う
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
こ
の
「
す
れ
ば
」
の
片＊
を
つ
け
る
た
め
に
、
当
然
、
そ
の
後
に
来
る
べ

12Sen
tim

en
talism

e

（

フ
ラ
ン
ス
語
）。
こ
こ
で

は
、
感
傷
的
な
気
分
の
意
。

13
申
の
刻
下
が
り

午
後
四

時
過
ぎ
。「
申
の
刻
」
は

午
後
三
時
か
ら
五
時
の
こ

と
。

14
甍

轍
ぶ
き
の
屋
根
。

●問「
手
段
を
選
ん
で
い
る
暇

は
な
い
。」
と
は
、「
下

人
」
の
ど
の
よ
う
な
状
況

を
述
べ
て
い
る
か
。

15
築
土

土
塀
。

●問「
こ
の
局
所
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て

い
る
か
。
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き
「
盗
人
に
な
る
よ
り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
、

積
極
的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

　下
人
は
、
大
き
な
く
さ
め
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大＊
儀
そ
う
に
立

ち
上
が
っ
た
。
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う16火ひ

桶お
け

が
欲
し
い
ほ
ど

の
寒
さ
で
あ
る
。
風
は
門
の
柱
と
柱
と
の
間
を
、
夕
闇
と
と
も
に
遠

慮
な
く
、
吹
き
抜
け
る
。
丹
塗
り
の
柱
に
止
ま
っ
て
い
た
き
り
ぎ
り

す
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　下
人
は
、
首
を
縮
め
な
が
ら
、17
山や
ま

吹ぶ
き

の
汗
衫
か
ざ
み

に
重
ね
た
、
紺
の
襖

の
肩
を
高
く
し
て
、
門
の
周
り
を
見
回
し
た
。
雨
風
の
憂
え
の
な
い
、

人
目
に
か
か
る
お
そ
れ
の
な
い
、
一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
所
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
で
と
も
か
く
も
、
夜
を
明
か
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
る
と
、
幸
い
門
の
上
の
楼
へ
上
る
、
幅
の
広
い
、
こ
れ
も
丹

を
塗
っ
た
は
し
ご
が
目
に
つ
い
た
。
上
な
ら
、
人
が
い
た
に
し
て
も
、

ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
そ
こ
で
、
腰
に
提
げ
た18

聖ひ
じ
り

柄づ
か

の
太
刀
が19
鞘さ
や

走ば
し

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
わ
ら
草ぞ
う

履り

を

履
い
た
足
を
、
そ
の
は
し
ご
の
い
ち
ば
ん
下
の
段
へ
踏
み
か
け
た
。

16
火
桶

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
っ
た
火
鉢
。

17
山
吹
の
汗
衫

山
吹
色

（
黄
色
）
を
し
た
、
ひ
と

え
（
裏
を
つ
け
ず
に
仕
立

て
た
服
）。
汗
取
り
の
着

物
。

18
聖
柄
の
太
刀

柄つ
か

の
部
分

が
木き

地じ

の
ま
ま
で
飾
り
を

つ
け
て
い
な
い
太
刀
。

19
鞘
走
ら
な
い
よ
う
に

刀

身
が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
。

＊余
波
　
途
方
に
暮
れ
る
　
暇

は
な
い
　
低
回
　
あ
げ
く
　

逢
着
　
片
を
つ
け
る
　
大
儀

51015
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い
れ
ば
、
築つ

い

土じ

の
下
か
、
道
端
の
土
の
上
で
、
飢
え
死
に
を
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
門
の
上
へ
持
っ
て
き
て
、
犬
の
よ
う

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
あ
る
。
選
ば
な
い
と
す
れ
ば　
　

下
人
の
考
え
は
、
何
度
も
同
じ
道
を
低
回
し
た
あ
げ
く
に
、
や
っ
と

こ
の
局
所
へ
逢ほ
う
ち
ゃ
く
着
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
す
れ
ば
」
は
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
、
結
局
「
す
れ
ば
」
で
あ
っ
た
。
下
人
は
、
手
段
を
選
ば

な
い
と
い
う
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
こ
の
「
す
れ
ば
」
の
片
を

つ
け
る
た
め
に
、
当
然
、
そ
の
後
に
来
る
べ
き
「
盗
人
に
な
る
よ
り

ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
、
積
極
的
に
肯
定
す
る

だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

　

下
人
は
、
大
き
な
く
さ
め
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大
儀
そ
う
に
立

ち
上
が
っ
た
。
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う
火ひ

桶お
け

が
欲
し
い
ほ
ど

の
寒
さ
で
あ
る
。
風
は
門
の
柱
と
柱
と
の
間
を
、
夕
闇
と
と
も
に
遠

慮
な
く
、
吹
き
抜
け
る
。
丹
塗
り
の
柱
に
止
ま
っ
て
い
た
き
り
ぎ
り

す
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

下
人
は
、
首
を
縮
め
な
が
ら
、
山や
ま

吹ぶ
き

の
汗か

ざ
み衫

に
重
ね
た
、
紺
の
襖

15

＊

●

＊

＊

16

17

途
方
に
暮
れ
る　

暇
は
な
い

あ
げ
く　

手
段
を
選
ば
な
い�

片
を
つ
け
る

15
築
土　

土
塀
。

問
「
こ
の
局
所
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る

か
。

16
火
桶　

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
っ
た
火
鉢
。

17
山
吹
の
汗
衫　

山
吹
色
（
黄

色
）
を
し
た
、
ひ
と
え
（
裏

を
つ
け
ず
に
仕
立
て
た
服
）。

汗
取
り
の
着
物
。
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を
出
さ
れ
た
の
も
、
実
は
こ
の
衰
微
の
小
さ
な
余＊
波
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
下
人
が
雨
や
み
を
待

っ
て
い
た
。」
と
い
う
よ
り
も
、「
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
た
下
人
が
、
行
き
所
が
な
く
て
、
途＊
方
に
暮
れ
て

い
た
。」
と
い
う
ほ
う
が
、
適
当
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
今
日
の
空
模
様
も
少
な
か
ら
ず
、
こ
の
平
安
朝

の
下
人
の12Sentim

entalism
e

サ
ン
チ
マ
ン
タ
リ
ス
ム

に
影
響
し
た
。13
申さ
る

の
刻
下
が
り
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
い
ま
だ
に
上
が

る
気
色
が
な
い
。
そ
こ
で
、
下
人
は
、
何
を
お
い
て
も
さ
し
あ
た
り
明
日
の
暮
ら
し
を
ど
う
に
か
し
よ
う

と
し
て
⒡
⒢
い
わ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
と
り
と
め
も
な
い
考
え

を
た
ど
り
な
が
ら
、
さ
っ
き
か
ら
朱
雀
大
路
に
降
る
雨
の
音
を
、
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　雨
は
、
羅
生
門
を
包
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ
あ
っ
と
い
う
音
を
集
め
て
く
る
。
夕
闇
は
次
第
に
空
を
低

く
し
て
、
見
上
げ
る
と
、
門
の
屋
根
が
、
斜
め
に
突
き
出
し
た14
甍い
ら
かの
先
に
、
重
た
く
薄
暗
い
雲
を
支
え
て

い
る
。

　ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
に
か
す
る
た
め
に
は
、
手◉

　段
を
選
ん
で
い
る＊
暇い
と
まは
な
い
。
選
ん
で

い
れ
ば
、15
築つ
い

土じ

の
下
か
、
道
端
の
土
の
上
で
、
飢
え
死
に
を
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
門

の
上
へ
持
っ
て
き
て
、
犬
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
あ
る
。
選
ば
な
い
と
す
れ
ば
⒡
⒢
下

人
の
考
え
は
、
何
度
も
同
じ
道
を
低＊
回
し
た
あ＊
げ
く
に
、
や
っ
と
こ◉

　の
局
所
へ＊
逢ほ
う

着ち
ゃ
くし
た
。
し
か
し
こ
の

「
す
れ
ば
」
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
結
局
「
す
れ
ば
」
で
あ
っ
た
。
下
人
は
、
手
段
を
選
ば
な
い
と

い
う
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
こ
の
「
す
れ
ば
」
の
片＊
を
つ
け
る
た
め
に
、
当
然
、
そ
の
後
に
来
る
べ

12Sen
tim

en
talism

e

（

フ
ラ
ン
ス
語
）。
こ
こ
で

は
、
感
傷
的
な
気
分
の
意
。

13
申
の
刻
下
が
り

午
後
四

時
過
ぎ
。「
申
の
刻
」
は

午
後
三
時
か
ら
五
時
の
こ

と
。

14
甍

轍
ぶ
き
の
屋
根
。

●問「
手
段
を
選
ん
で
い
る
暇

は
な
い
。」
と
は
、「
下

人
」
の
ど
の
よ
う
な
状
況

を
述
べ
て
い
る
か
。

15
築
土

土
塀
。

●問「
こ
の
局
所
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て

い
る
か
。

51015

小説（1）
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き
「
盗
人
に
な
る
よ
り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
、

積
極
的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

　下
人
は
、
大
き
な
く
さ
め
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大＊
儀
そ
う
に
立

ち
上
が
っ
た
。
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う16火ひ

桶お
け

が
欲
し
い
ほ
ど

の
寒
さ
で
あ
る
。
風
は
門
の
柱
と
柱
と
の
間
を
、
夕
闇
と
と
も
に
遠

慮
な
く
、
吹
き
抜
け
る
。
丹
塗
り
の
柱
に
止
ま
っ
て
い
た
き
り
ぎ
り

す
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　下
人
は
、
首
を
縮
め
な
が
ら
、17
山や
ま

吹ぶ
き

の
汗
衫
か
ざ
み

に
重
ね
た
、
紺
の
襖

の
肩
を
高
く
し
て
、
門
の
周
り
を
見
回
し
た
。
雨
風
の
憂
え
の
な
い
、

人
目
に
か
か
る
お
そ
れ
の
な
い
、
一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
所
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
で
と
も
か
く
も
、
夜
を
明
か
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
る
と
、
幸
い
門
の
上
の
楼
へ
上
る
、
幅
の
広
い
、
こ
れ
も
丹

を
塗
っ
た
は
し
ご
が
目
に
つ
い
た
。
上
な
ら
、
人
が
い
た
に
し
て
も
、

ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
そ
こ
で
、
腰
に
提
げ
た18

聖ひ
じ
り

柄づ
か

の
太
刀
が19
鞘さ
や

走ば
し

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
わ
ら
草ぞ
う

履り

を

履
い
た
足
を
、
そ
の
は
し
ご
の
い
ち
ば
ん
下
の
段
へ
踏
み
か
け
た
。

16
火
桶

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
っ
た
火
鉢
。

17
山
吹
の
汗
衫

山
吹
色

（
黄
色
）
を
し
た
、
ひ
と

え
（
裏
を
つ
け
ず
に
仕
立

て
た
服
）。
汗
取
り
の
着

物
。

18
聖
柄
の
太
刀

柄つ
か

の
部
分

が
木き

地じ

の
ま
ま
で
飾
り
を

つ
け
て
い
な
い
太
刀
。

19
鞘
走
ら
な
い
よ
う
に

刀

身
が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
。

＊余
波
　
途
方
に
暮
れ
る
　
暇

は
な
い
　
低
回
　
あ
げ
く
　

逢
着
　
片
を
つ
け
る
　
大
儀

51015

平安京

羅生門
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き
「
盗
人
に
な
る
よ
り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
、

積
極
的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

　下
人
は
、
大
き
な
く
さ
め
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大＊
儀
そ
う
に
立

ち
上
が
っ
た
。
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う16火ひ

桶お
け

が
欲
し
い
ほ
ど

の
寒
さ
で
あ
る
。
風
は
門
の
柱
と
柱
と
の
間
を
、
夕
闇
と
と
も
に
遠

慮
な
く
、
吹
き
抜
け
る
。
丹
塗
り
の
柱
に
止
ま
っ
て
い
た
き
り
ぎ
り

す
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　下
人
は
、
首
を
縮
め
な
が
ら
、17
山や

ま

吹ぶ
き

の
汗
衫

か
ざ
み

に
重
ね
た
、
紺
の
襖

の
肩
を
高
く
し
て
、
門
の
周
り
を
見
回
し
た
。
雨
風
の
憂
え
の
な
い
、

人
目
に
か
か
る
お
そ
れ
の
な
い
、
一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
所
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
で
と
も
か
く
も
、
夜
を
明
か
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
る
と
、
幸
い
門
の
上
の
楼
へ
上
る
、
幅
の
広
い
、
こ
れ
も
丹

を
塗
っ
た
は
し
ご
が
目
に
つ
い
た
。
上
な
ら
、
人
が
い
た
に
し
て
も
、

ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
そ
こ
で
、
腰
に
提
げ
た18

聖ひ
じ
り

柄づ
か

の
太
刀
が19
鞘さ

や

走ば
し

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
わ
ら
草ぞ

う

履り

を

履
い
た
足
を
、
そ
の
は
し
ご
の
い
ち
ば
ん
下
の
段
へ
踏
み
か
け
た
。

16
火
桶

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
っ
た
火
鉢
。

17
山
吹
の
汗
衫

山
吹
色

（
黄
色
）
を
し
た
、
ひ
と

え
（
裏
を
つ
け
ず
に
仕
立

て
た
服
）。
汗
取
り
の
着

物
。

18
聖
柄
の
太
刀

柄つ
か

の
部
分

が
木き

地じ

の
ま
ま
で
飾
り
を

つ
け
て
い
な
い
太
刀
。

19
鞘
走
ら
な
い
よ
う
に

刀

身
が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
。

＊余
波
　
途
方
に
暮
れ
る
　
暇

は
な
い
　
低
回
　
あ
げ
く
　

逢
着
　
片
を
つ
け
る
　
大
儀

51015

平安京

羅生門
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平安京（南北 5.2km，東西 4.5km）

185

近
代
１　

  

羅
生
門



の
肩
を
高
く
し
て
、
門
の
周
り
を
見
回
し
た
。
雨
風
の
憂
え
の
な
い
、
人
目
に
か
か
る
お
そ
れ
の
な
い
、

一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
所
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
と
も
か
く
も
、
夜
を
明
か
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

す
る
と
、
幸
い
門
の
上
の
楼
へ
上
る
、
幅
の
広
い
、
こ
れ
も
丹
を
塗
っ
た
は
し
ご
が
目
に
つ
い
た
。
上
な

ら
、
人
が
い
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
そ
こ
で
、
腰
に
提
げ
た
聖
ひ
じ
り
づ
か柄

の
太
刀

が
鞘さ
や

走ば
し

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
わ
ら
草ぞ

う

履り

を
履
い
た
足
を
、
そ
の
は
し
ご
の
い
ち
ば
ん
下
の

段
へ
踏
み
か
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
何
分
か
の
後
で
あ
る
。
羅
生
門
の
楼
の
上
へ
出
る
、
幅
の
広
い
は
し
ご
の
中
段
に
、
一
人

の
男
が
、
猫
の
よ
う
に
身
を
縮
め
て
、
息
を
殺
し
な
が
ら
、
上
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
楼
の
上
か

ら
差
す
火
の
光
が
、
か
す
か
に
、
そ
の
男
の
右
の
頰
を
ぬ
ら
し
て
い
る
。
短
い
ひ
げ
の
中
に
、
赤
く
う
み

18

19

●

＊

18
聖
柄
の
太
刀　

柄つ
か

の
部
分

が
木き

地じ

の
ま
ま
で
飾
り
を
つ

け
て
い
な
い
太
刀
。

19
鞘
走
ら
な
い
よ
う
に　

刀
身

が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
。

問
「
一
人
の
男
」
と
は
、
誰
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を

し
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

5 月岡芳
よし

年
とし

画「羅
らじょうもんにわたなべのつなおにのうでをきるのず

城門渡辺綱鬼腕斬之図」

186



51015

を
持
っ
た
に
き
び
の
あ
る
頰
で
あ
る
。
下
人
は
、
初
め
か
ら
、
こ
の
上
に
い
る
者
は
、
死
人
ば
か
り
だ
と

高
を
く
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
は
し
ご
を
二
、
三
段
上
っ
て
み
る
と
、
上
で
は
誰
か
火
を
と
ぼ
し
て
、

し
か
も
そ
の
火
を
そ
こ
こ
こ
と
、
動
か
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
濁
っ
た
、
黄
色
い
光
が
、

隅
々
に
く
も
の
巣
を
か
け
た
天
井
裏
に
、
揺
れ
な
が
ら
映
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
そ
れ
と
知
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
火
を
と
も
し
て
い
る
か
ら
は
、
ど
う
せ
た
だ
の
者
で
は
な
い
。

　

下
人
は
、
や
も
り
の
よ
う
に
足
音
を
盗
ん
で
、
や
っ
と
急
な
は
し
ご
を
、
い
ち
ば
ん
上
の
段
ま
で
は
う

よ
う
に
し
て
上
り
詰
め
た
。
そ
う
し
て
体
を
で
き
る
だ
け
、
平
ら
に
し
な
が
ら
、
首
を
で
き
る
だ
け
、
前

へ
出
し
て
、
恐
る
恐
る
、
楼
の
内
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

　

見
る
と
、
楼
の
内
に
は
、
う
わ
さ
に
聞
い
た
と
お
り
、
幾
つ
か
の
死
骸
が
、
無
造
作
に
捨
て
て
あ
る
が
、

火
の
光
の
及
ぶ
範
囲
が
、
思
っ
た
よ
り
狭
い
の
で
、
数
は
幾
つ
と
も
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
、
知
れ
る
の
は
、
そ
の
中
に
裸
の
死
骸
と
、
着
物
を
着
た
死
骸
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
中
に
は
女
も
男
も
交
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
死
骸
は
皆
、
そ
れ
が
、
か
つ
て
、

生
き
て
い
た
人
間
だ
と
い
う
事
実
さ
え
疑
わ
れ
る
ほ
ど
、
土
を
こ
ね
て
造
っ
た
人
形
の
よ
う
に
、
口
を
開

い
た
り
手
を
伸
ば
し
た
り
し
て
、
ご
ろ
ご
ろ
床
の
上
に
転
が
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
肩
と
か
胸
と
か
の
高

く
な
っ
て
い
る
部
分
に
、
ぼ
ん
や
り
し
た
火
の
光
を
受
け
て
、
低
く
な
っ
て
い
る
部
分
の
影
を
い
っ
そ
う

暗
く
し
な
が
ら
、
永
久
に
お
し
の
ご
と
く
黙
っ
て
い
た
。

＊

●

20

21

息
を
殺
す　

高
を
く
く
る　

問
「
そ
れ
」は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
指
し
て
い
る
か
。

20
や
も
り　

爬は
ち
ゅ
う
る
い

虫
類
ヤ
モ
リ
科

の
小
動
物
。
壁
な
ど
に
吸
い

つ
く
。
体
長
約
一
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
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　そ
れ
か
ら
、
何
分
か
の
後
で
あ
る
。
羅
生
門
の
楼
の
上
へ
出
る
、
幅
の
広
い
は
し
ご
の
中
段
に
、
一◉

　人

の
男
が
、
猫
の
よ
う
に
身
を
縮
め
て
、
息＊
を
殺
し
な
が
ら
、
上
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
楼
の
上
か

ら
差
す
火
の
光
が
、
か
す
か
に
、
そ
の
男
の
右
の
頰
を
ぬ
ら
し
て
い
る
。
短
い
ひ
げ
の
中
に
、
赤
く
う
み

を
持
っ
た
に
き
び
の
あ
る
頰
で
あ
る
。
下
人
は
、
初
め
か
ら
、
こ
の
上
に
い
る
者
は
、
死
人
ば
か
り
だ
と

高＊
を
く
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
は
し
ご
を
二
、
三
段
上
っ
て
み
る
と
、
上
で
は
誰
か
火
を
と
ぼ
し
て
、

し
か
も
そ
の
火
を
そ
こ
こ
こ
と
、
動
か
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
濁
っ
た
、
黄
色
い
光
が
、
隅
々

に
く
も
の
巣
を
か
け
た
天
井
裏
に
、
揺
れ
な
が
ら
映
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
そ◉

　れ
と
知
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
火
を
と
も
し
て
い
る
か
ら
は
、
ど
う
せ
た
だ
の
者
で
は
な
い
。

　下
人
は
、
や20

も
り
の
よ
う
に
足
音
を
盗
ん
で
、
や
っ
と
急
な
は
し
ご
を
、
い
ち
ば
ん
上
の
段
ま
で
は
う

よ
う
に
し
て
上
り
詰
め
た
。
そ
う
し
て
体
を
で
き
る
だ
け
、
平
ら
に
し
な
が
ら
、
首
を
で
き
る
だ
け
、
前

へ
出
し
て
、
恐
る
恐
る
、
楼
の
内
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

　見
る
と
、
楼
の
内
に
は
、
う
わ
さ
に
聞
い
た
と
お
り
、
幾
つ
か
の
死
骸
が
、
無＊
造
作
に
捨
て
て
あ
る
が
、

火
の
光
の
及
ぶ
範
囲
が
、
思
っ
た
よ
り
狭
い
の
で
、
数
は
幾
つ
と
も
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
、
知
れ
る
の
は
、
そ
の
中
に
裸
の
死
骸
と
、
着
物
を
着
た
死
骸
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
中
に
は
女
も
男
も
交
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
死
骸
は
皆
、
そ
れ
が
、
か
つ
て
、

生
き
て
い
た
人
間
だ
と
い
う
事
実
さ
え
疑
わ
れ
る
ほ
ど
、
土
を
こ
ね
て
造
っ
た
人
形
の
よ
う
に
、
口
を
開

●問「
一
人
の
男
」
と
は
、
誰

か
。
ま
た
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
表
現
を
し
た
の
か
。

●問「
そ
れ
」
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。

20
や
も
り

爬は

虫
ち
ゅ
う

類る
い

ヤ
モ
リ

科
の
小
動
物
。
壁
な
ど
に

吸
い
つ
く
。
体
長
約
一
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

51015

小説（1）

28

21  

お
し　

口
を
き
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
。
差
別
的
な
表

現
と
し
て
、
現
在
で
は
使
わ

れ
な
い
。
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下
人
は
、
そ
れ
ら
の
死
骸
の
腐
乱
し
た
臭
気
に
思
わ
ず
、
鼻
を
覆
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
は
、
次
の

瞬
間
に
は
、
も
う
鼻
を
覆
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
あ
る
強
い
感
情
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
と
ご
と
く
こ
の
男

の
嗅
覚
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

下
人
の
目
は
、
そ
の
と
き
、
初
め
て
、
そ
の
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。
檜ひ
わ
だ皮

色い
ろ

の
着
物
を
着
た
、
背
の
低
い
、
痩
せ
た
、
白
髪
頭
の
、
猿
の
よ
う
な
老
婆
で
あ
る
。
そ
の
老
婆
は
、
右
の

手
に
火
を
と
も
し
た
松
の
木
切
れ
を
持
っ
て
、
そ
の
死
骸
の
一
つ
の
顔
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
眺
め
て
い

た
。
髪
の
毛
の
長
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
た
ぶ
ん
女
の
死
骸
で
あ
ろ
う
。

　

下
人
は
、
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
と
に
動
か
さ
れ
て
、
暫
時
は
息
を
す
る
の
さ
え
忘
れ
て
い
た
。

旧
記
の
記
者
の
語
を
借
り
れ
ば
、「
頭
身
の
毛
も
太
る
」
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
老
婆
は
、

松
の
木
切
れ
を
、
床
板
の
間
に
挿
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
眺
め
て
い
た
死
骸
の
首
に
両
手
を
か
け
る

と
、
ち
ょ
う
ど
、
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を
取
る
よ
う
に
、
そ
の
長
い
髪
の
毛
を
一
本
ず
つ
抜
き
始

め
た
。
髪
は
手
に
従
っ
て
抜
け
る
ら
し
い
。

　

そ
の
髪
の
毛
が
、
一
本
ず
つ
抜
け
る
の
に
従
っ
て
、
下
人
の
心
か
ら
は
、
恐
怖
が
少
し
ず
つ
消
え
て

い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が
、
少
し
ず
つ
動
い
て
き
た
。

　
　

い
や
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
と
い
っ
て
は
、
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
悪

に
対
す
る
反
感
が
、
一
分
ご
と
に
強
さ
を
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
誰
か
が
こ
の
下
人
に
、

●

22

23

24

●

＊

23
頭
身
の
毛
も
太
る　

異
常

な
恐
ろ
し
さ
の
形
容
。『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
に
あ

る
表
現
。

24 

し
ら
み　

シ
ラ
ミ
科
の
昆

虫
の
総
称
。
人
や
動
物
の
肌

に
寄
生
し
て
血
を
吸
う
。

問
「
激
し
い
憎
悪
」と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

問
「
あ
る
強
い
感
情
」
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

22
檜
皮
色　

檜ひ
の
き

の
樹
皮
の
よ

う
な
赤
黒
い
色
。
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い
た
り
手
を
伸
ば
し
た
り
し
て
、
ご
ろ
ご
ろ
床
の
上
に
転
が
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
肩
と
か
胸
と
か
の
高

く
な
っ
て
い
る
部
分
に
、
ぼ
ん
や
り
し
た
火
の
光
を
受
け
て
、
低
く
な
っ
て
い
る
部
分
の
影
を
い
っ
そ
う

暗
く
し
な
が
ら
、
永
久
に
お
し
の
ご
と
く
黙
っ
て
い
た
。

　下
人
は
、
そ
れ
ら
の
死
骸
の
腐
乱
し
た
臭
気
に
思
わ
ず
、
鼻
を
覆
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
は
、
次
の

瞬
間
に
は
、
も
う
鼻
を
覆
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
あ◉

　る
強
い
感
情
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
と
ご
と
く
こ
の
男

の
嗅＊
覚
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　下
人
の
目
は
、
そ
の
と
き
、
初
め
て
、
そ
の
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。21
檜
皮
ひ
わ
だ

色い
ろ

の
着
物
を
着
た
、
背
の
低
い
、
痩
せ
た
、
白
髪
頭
の
、
猿
の
よ
う
な
老
婆
で
あ
る
。
そ
の
老
婆
は
、
右
の

手
に
火
を
と
も
し
た
松
の
木
切
れ
を
持
っ
て
、
そ
の
死
骸
の
一
つ
の
顔
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
眺
め
て
い

た
。
髪
の
毛
の
長
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
た
ぶ
ん
女
の
死
骸
で
あ
ろ
う
。

　下
人
は
、
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
と
に
動
か
さ
れ
て
、
暫＊
時
は
息
を
す
る
の
さ
え
忘
れ
て
い
た
。

旧
記
の
記
者
の
語
を
借
り
れ
ば
、「
頭22

身
の
毛
も
太
る
」
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
老
婆
は
、

松
の
木
切
れ
を
、
床
板
の
間
に
挿
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
眺
め
て
い
た
死
骸
の
首
に
両
手
を
か
け
る

と
、
ち
ょ
う
ど
、
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し23

ら
み
を
取
る
よ
う
に
、
そ
の
長
い
髪
の
毛
を
一
本
ず
つ
抜
き
始

め
た
。
髪
は
手
に
従
っ
て
抜
け
る
ら
し
い
。

　そ
の
髪
の
毛
が
、
一
本
ず
つ
抜
け
る
の
に
従
っ
て
、
下
人
の
心
か
ら
は
、
恐
怖
が
少
し
ず
つ
消
え
て
い

●問「
あ
る
強
い
感
情
」
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

21
檜
皮
色

檜ひ
の
きの
樹
皮
の
よ

う
な
赤
黒
い
色
。

22
頭
身
の
毛
も
太
る

異
常

な
恐
ろ
し
さ
の
形
容
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二

十
七
に
あ
る
表
現
。

23
し
ら
み

シ
ラ
ミ
科
の
昆

虫
の
総
称
。
人
や
動
物
の

肌
に
寄
生
し
て
血
を
吸
う
。

＊息
を
殺
す
　
高
を
く
く
る
　

無
造
作
　
嗅
覚
　
暫
時
　

51015

羅生門

29
188
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さ
っ
き
門
の
下
で
こ
の
男
が
考
え
て
い
た
、
飢
え
死
に
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
と
い
う
問
題
を
、
あ
ら

た
め
て
持
ち
出
し
た
ら
、
恐
ら
く
下
人
は
、
何
の
未
練
も
な
く
、
飢
え
死
に
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
男
の
悪
を
憎
む
心
は
、
老
婆
の
床
に
挿
し
た
松
の
木
切
れ
の
よ
う
に
、
勢
い
よ
く
燃
え

上
が
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

下
人
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
な
ぜ
老
婆
が
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

合
理
的
に
は
、
そ
れ
を
善
悪
の
い
ず
れ
に
片
づ
け
て
よ
い
か
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
下
人
に
と
っ
て
は
、

こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に

許
す
べ
か
ら
ざ
る
悪
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
下
人
は
、
さ
っ
き
ま
で
自
分
が
、
盗
人
に
な
る
気
で
い
た

こ
と
な
ぞ
は
、
と
う
に
忘
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
下
人
は
、
両
足
に
力
を
入
れ
て
、
い
き
な
り
、
は
し
ご
か
ら
上
へ
飛
び
上
が
っ
た
。
そ
う
し

て
聖
柄
の
太
刀
に
手
を
か
け
な
が
ら
、
大
股
に
老
婆
の
前
へ
歩
み
寄
っ
た
。
老
婆
が
驚
い
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

老
婆
は
、
一
目
下
人
を
見
る
と
、
ま
る
で
弩
い
し
ゆ
みに

で
も
弾は

じ

か
れ
た
よ
う
に
、
飛
び
上
が
っ
た
。

　

｢

お
の
れ
、
ど
こ
へ
行
く
。」

　

下
人
は
、
老
婆
が
死
骸
に
つ
ま
ず
き
な
が
ら
、
慌
て
ふ
た
め
い
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
行
く
手
を
塞
い
で
、

こ
う
罵
っ
た
。
老
婆
は
、
そ
れ
で
も
下
人
を
突
き
の
け
て
い
こ
う
と
す
る
。
下
人
は
ま
た
、
そ
れ
を
行
か

●

＊

25

語
弊
が
あ
る　

と
う
に

25
弩　

ば
ね
を
利
用
し
て
矢
や

石
を
射
る
武
器
。
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っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
激◉

　し
い
憎
悪
が
、
少
し
ず
つ
動
い
て
き
た
。

⒡
⒢
い
や
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
と
い
っ
て
は
、
語＊
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
悪

に
対
す
る
反
感
が
、
一
分
ご
と
に
強
さ
を
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
誰
か
が
こ
の
下
人
に
、

さ
っ
き
門
の
下
で
こ
の
男
が
考
え
て
い
た
、
飢
え
死
に
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
と
い
う
問
題
を
、
あ
ら

た
め
て
持
ち
出
し
た
ら
、
恐
ら
く
下
人
は
、
何
の
未＊
練
も
な
く
、
飢
え
死
に
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
男
の
悪
を
憎
む
心
は
、
老
婆
の
床
に
挿
し
た
松
の
木
切
れ
の
よ
う
に
、
勢
い
よ
く
燃
え

上
が
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　下
人
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
な
ぜ
老
婆
が
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

合＊
理
的
に
は
、
そ
れ
を
善
悪
の
い
ず
れ
に
片
づ
け
て
よ
い
か
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
下
人
に
と
っ
て
は
、

こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
と
い
う
こ
と
が
、
そ◉

　れ
だ
け
で
す
で
に

許
す
べ
か
ら
ざ
る
悪
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
下
人
は
、
さ
っ
き
ま
で
自
分
が
、
盗
人
に
な
る
気
で
い
た

こ
と
な
ぞ
は
、
と＊
う
に
忘
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　そ
こ
で
、
下
人
は
、
両
足
に
力
を
入
れ
て
、
い
き
な
り
、
は
し
ご
か
ら
上
へ
飛
び
上
が
っ
た
。
そ
う
し

て
聖
柄
の
太
刀
に
手
を
か
け
な
が
ら
、
大
股
に
老
婆
の
前
へ
歩
み
寄
っ
た
。
老
婆
が
驚
い
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　老
婆
は
、
一
目
下
人
を
見
る
と
、
ま
る
で24

弩
い
し
ゆ
みに
で
も
弾は
じ

か
れ
た
よ
う
に
、
飛
び
上
が
っ
た
。

●問「
激
し
い
憎
悪
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

●問「
そ
れ
だ
け
で
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し

て
い
る
か
。

24
弩

ば
ね
を
利
用
し
て
矢

や
石
を
射
る
武
器
。

51015

小説（1）

30

問
「
そ
れ
だ
け
で
」と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る

か
。

189

近
代
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す
ま
い
と
し
て
、
押
し
戻
す
。
二
人
は
死
骸
の
中
で
、
し
ば
ら
く
、
無
言
の
ま
ま
、
つ
か
み
合
っ
た
。
し

か
し
勝
敗
は
、
初
め
か
ら
、
分
か
っ
て
い
る
。
下
人
は
と
う
と
う
、
老
婆
の
腕
を
つ
か
ん
で
、
無
理
に
そ

こ
へ
ね
じ
倒
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
鶏と
り

の
脚
の
よ
う
な
、
骨
と
皮
ば
か
り
の
腕
で
あ
る
。

　

｢

何
を
し
て
い
た
。
言
え
。
言
わ
ぬ
と
、
こ
れ
だ
ぞ
よ
。」

　

下
人
は
、
老
婆
を
突
き
放
す
と
、
い
き
な
り
、
太
刀
の
鞘
を
払
っ
て
、
白
い
鋼
の
色
を
そ
の
目
の
前
へ

突
き
つ
け
た
。
け
れ
ど
も
、
老
婆
は
黙
っ
て
い
る
。
両
手
を
わ
な
わ
な
震
わ
せ
て
、
肩
で
息
を
切
り
な
が

ら
、
目
を
、
眼
球
が
ま
ぶ
た
の
外
へ
出
そ
う
に
な
る
ほ
ど
、
見
開
い
て
、
お
し
の
よ
う
に
執し
ゅ
う拗ね

く
黙
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
下
人
は
初
め
て
明
白
に
こ
の
老
婆
の
生
死
が
、
全
然
、
自
分
の
意
志
に
支
配
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
。
そ
う
し
て
こ
の
意
識
は
、
今
ま
で
険
し
く
燃
え
て
い
た
憎
悪
の
心

を
、
い
つ
の
間
に
か
冷
ま
し
て
し
ま
っ
た
。
後
に
残
っ
た
の
は
、
た
だ
、
あ
る
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
が
円

満
に
成
就
し
た
と
き
の
、
安
ら
か
な
得
意
と
満
足
と
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
下
人
は
、
老
婆

を
、
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
少
し
声
を
和
ら
げ
て
こ
う
言
っ
た
。

　

｢

俺
は
検け

非び

違い

使し

の
庁
の
役
人
な
ど
で
は
な
い
。
今
し
方
こ
の
門
の
下
を
通
り
か
か
っ
た
旅
の
者
だ
。

だ
か
ら
お
前
に
縄
を
か
け
て
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
今
時
分
、
こ
の
門
の
上

で
、
何
を
し
て
い
た
の
だ
か
、
そ
れ
を
俺
に
話
し
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
だ
。」

　

す
る
と
、
老
婆
は
、
見
開
い
て
い
た
目
を
、
い
っ
そ
う
大
き
く
し
て
、
じ
っ
と
そ
の
下
人
の
顔
を
見

＊

26

●

27

●

●

27
検
非
違
使　

平
安
時
代
に

都
の
治
安
維
持
の
任
に
当

た
っ
た
役
人
。

問
わ
ざ
わ
ざ
「
役
人
」
で
あ
る

こ
と
を
否
定
し
て
、「
旅
の

者
」
と
名
乗
っ
た
の
は
、
な

ぜ
か
。

問
「
こ
の
意
識
は
、…
冷
ま
し
て

し
ま
っ
た
。」と
あ
る
が
、
な

ぜ
か
。

26
執
拗
く　

執
念
深
く
。
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守
っ
た
。
ま
ぶ
た
の
赤
く
な
っ
た
、
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目
で
見
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
し
わ

で
、
ほ
と
ん
ど
、
鼻
と
一
つ
に
な
っ
た
唇
を
、
何
か
物
で
も
か
ん
で
い
る
よ
う
に
動
か
し
た
。
細
い
喉
で
、

と
が
っ
た
喉
仏
の
動
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
そ
の
と
き
、
そ
の
喉
か
ら
、
鴉
の
鳴
く
よ
う
な
声
が
、
あ

え
ぎ
あ
え
ぎ
、
下
人
の
耳
へ
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

｢

こ
の
髪
を
抜
い
て
な
、
こ
の
髪
を
抜
い
て
な
、
か
つ
ら
に
し
ょ
う
と
思
う
た
の
じ
ゃ
。」

　

下
人
は
、
老
婆
の
答
え
が
存
外
、
平
凡
な
の
に
失
望
し
た
。
そ
う
し
て
失
望
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
前

の
憎
悪
が
、
冷
や
や
か
な
侮
蔑
と
い
っ
し
ょ
に
、
心
の
中
へ
入
っ
て
き
た
。
す
る
と
、
そ
の
気
色
が
、
先

方
へ
も
通
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
老
婆
は
、
片
手
に
、
ま
だ
死
骸
の
頭
か
ら
奪と

っ
た
長
い
抜
け
毛
を
持
っ
た

な
り
、
蟇ひ
き

の
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
で
、
口
ご
も
り
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。

　

｢

な
る
ほ
ど
な
、
死し

人び
と

の
髪
の
毛
を
抜
く
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
ぼ
う
悪
い
こ
と
か
も
し
れ
ぬ
。
じ
ゃ

が
、
こ
こ
に
い
る
死
人
ど
も
は
、
皆
、
そ
の
く
ら
い
な
こ
と
を
、
さ
れ
て
も
い
い
人
間
ば
か
り
だ
ぞ
よ
。

現
に
、
わ
し
が
今
、
髪
を
抜
い
た
女
な
ど
は
な
、
蛇
を
四
寸
ば
か
り
ず
つ
に
切
っ
て
干
し
た
の
を
、
干
し

魚
だ
と
言
う
て
、
太た

刀て

帯わ
き

の
陣
へ
売
り
に
往い

ん
だ
わ
。
疫え

病や
み

に
か
か
っ
て
死
な
な
ん
だ
ら
、
今
で
も
売
り

に
往
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
。
そ
れ
も
よ
、
こ
の
女
の
売
る
干
し
魚
は
、
味
が
よ
い
と
い
う
て
、
太
刀
帯

ど
も
が
、
欠
か
さ
ず
菜
料
に
買
っ
て
い
た
そ
う
な
。
わ
し
は
、
こ
の
女
の
し
た
こ
と
が
悪
い
と
は
思
う
て

い
ぬ
。
せ
ね
ば
、
飢
え
死
に
を
す
る
の
じ
ゃ
て
、
し
か
た
が
な
く
し
た
こ
と
で
あ
ろ
。
さ
れ
ば
、
今
ま
た
、

●

＊

28

＊

29

＊

30

31

32

33

34

35

わ
な
わ
な　

冷
や
や
か

口
ご
も
る　

現
に　

問
「
平
凡
な
の
に
失
望
し
た
」の

は
、
な
ぜ
か
。

28
蟇　

ひ
き
が
え
る
。
体
長
一

〇
〜
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

29
な
ん
ぼ
う　

ど
ん
な
に
か
。

30
四
寸　
「
寸
」
は
長
さ
の
単

位
。
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。

31
太
刀
帯
の
陣　
「
太
刀
帯
」

は
、
平
安
時
代
の
東
宮
坊

（
皇
太
子
に
奉
仕
す
る
役
所
）

の
役
人
で
、
皇
太
子
を
護
衛

し
た
。「
陣
」は
、
そ
の
役
人

の
詰
め
所
。

32
往
ん
だ
わ　

行
っ
た
わ
。

33
疫
病　

流
行
病
。

34
菜
料　

お
か
ず
の
材
料
。

35
じ
ゃ
て　

だ
か
ら
。
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わ
し
の
し
て
い
た
こ
と
も
悪
い
こ
と
と
は
思
わ
ぬ
ぞ
よ
。
こ
れ
と
て
も
や
は
り
せ
ね
ば
、
飢
え
死
に
を
す

る
じ
ゃ
て
、
し
か
た
が
な
く
す
る
こ
と
じ
ゃ
わ
い
の
。
じ
ゃ
て
、
そ
の
し
か
た
が
な
い
こ
と
を
、
よ
く

知
っ
て
い
た
こ
の
女
は
、
お
お
か
た
わ
し
の
す
る
こ
と
も
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
あ
ろ
。」

　

老
婆
は
、
大
体
こ
ん
な
意
味
の
こ
と
を
言
っ
た
。

　

下
人
は
、
太
刀
を
鞘
に
収
め
て
、
そ
の
太
刀
の
柄つ
か

を
左
の
手
で
押
さ
え
な
が
ら
、
冷
然
と
し
て
、
こ
の

話
を
聞
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
右
の
手
で
は
、
赤
く
頰
に
う
み
を
持
っ
た
大
き
な
に
き
び
を
気
に
し
な

が
ら
、
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
下
人
の
心
に
は
、
あ
る
勇
気

が
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
さ
っ
き
門
の
下
で
、
こ
の
男
に
は
欠
け
て
い
た
勇
気
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

ま
た
さ
っ
き
こ
の
門
の
上
へ
上
が
っ
て
、
こ
の
老
婆
を
捕
ら
え
た
と
き
の
勇
気
と
は
、
全
然
、
反
対
な
方

向
に
動
こ
う
と
す
る
勇
気
で
あ
る
。
下
人
は
、
飢
え
死
に
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
に
、
迷
わ
な
か
っ
た

ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
と
き
の
こ
の
男
の
心
持
ち
か
ら
言
え
ば
、
飢
え
死
に
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
、
考
え
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
ほ
ど
、
意
識
の
外
に
追
い
出
さ
れ
て
い
た
。

　

｢

き
っ
と
、
そ
う
か
。」

　

老
婆
の
話
が
終
わ
る
と
、
下
人
は
嘲
る
よ
う
な
声
で
念
を
押
し
た
。
そ
う
し
て
、
一
足
前
へ
出
る
と
、

不
意
に
右
の
手
を
に
き
び
か
ら
離
し
て
、
老
婆
の
襟
髪
を
つ
か
み
な
が
ら
、
か
み
つ
く
よ
う
に
こ
う
言
っ

た
。

＊

●

●

●

＊

＊

問
「
こ
の
男
に
は
欠
け
て
い
た

勇
気
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

勇
気
か
。

問
「
こ
の
老
婆
を
捕
ら
え
た
と

き
の
勇
気
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
勇
気
か
。

問
「
大
体
こ
ん
な
意
味
」
と
あ

る
の
は
、
な
ぜ
か
。
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芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ 

り
ゅ
う
の
す
け
）　

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
〜
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
。
小
説
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。『
羅

生
門
』
に
続
き
発
表
し
た
『
鼻
』
が
夏
目
漱そ

う

石せ
き

に
激
賞
さ
れ
た
。
現
実
を
理
知
と
叙
情
で
再
構
成
す
る
短
編
を
多
く
発
表
し
た
。
作
品
に
『
戯げ

作さ
く

三
昧
』『
地
獄
変
』『
舞
踏
会
』『
ト
ロ
ッ
コ
』『
河か

っ

童ぱ

』『
歯
車
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
巻
〔
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

大
目
に
見
る　

嘲
る　

念
を
押
す

　

｢
で
は
、
俺
が
引ひ

剝は

ぎ
を
し
よ
う
と
恨
む
ま
い
な
。
俺
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
飢
え
死
に
を
す
る
体
な

の
だ
。」

　

下
人
は
、
す
ば
や
く
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
足
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
老
婆

を
、
手
荒
く
死
骸
の
上
へ
蹴
倒
し
た
。
は
し
ご
の
口
ま
で
は
、
僅
か
に
五
歩
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

下
人
は
、
剝
ぎ
取
っ
た
檜
皮
色
の
着
物
を
脇
に
抱
え
て
、
瞬
く
間
に
急
な
は
し
ご
を
夜
の
底
へ
駆
け
下
り

た
。

　

し
ば
ら
く
、
死
ん
だ
よ
う
に
倒
れ
て
い
た
老
婆
が
、
死
骸
の
中
か
ら
、
そ
の
裸
の
体
を
起
こ
し
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
老
婆
は
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
、
う
め
く
よ
う
な
声
を
立
て
な
が
ら
、

ま
だ
燃
え
て
い
る
火
の
光
を
頼
り
に
、
は
し
ご
の
口
ま
で
、
は
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
こ
か
ら
、

短
い
白
髪
を
逆
さ
ま
に
し
て
、
門
の
下
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
外
に
は
、
た
だ
、
黒こ
く

洞と
う

々と
う

た
る
夜
が
あ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　

下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

●

36

37

問
「
で
は
」
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
受
け
て
い
る
か
。

36
引
剝
ぎ　

追
い
剝
ぎ
。

37
黒
洞
々
た
る
夜　

黒
々
と
奥

深
い
闇
の
夜
。

510
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⑶
一
分
ご
と
に
強
さ
を
増
し
て
き
た
（
一
八
八
・
16
）

2
「
ほ
か
な
ら
な
い
」（
一
八
四
・
5
）「
暇
は
な
い
」（
一
八
四
・
16
）「
語

弊
が
あ
る
」（
一
八
八
・
15
）
を
用
い
て
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

3
本
文
中
か
ら
動
物
を
用
い
た
比
喩
表
現
を
抜
き
出
し
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

4
本
文
中
か
ら
「
ば
か
り
」
を
用
い
た
箇
所
を
全
て
抜
き
出
し
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

1
末
尾
の
一
文
か
ら
想
像
さ
れ
る
下
人
の
そ
の
後
の
姿
を
、
文
章
に

ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
本
文
と
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
十
八
「
羅ら

城せ
い

門も
ん

の
上う

は

層こ
し

に

登
り
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
語こ

と

」（
一
九
五
ペ
ー
ジ
）
を
比
較
し
な
が
ら
、

「
下
人
」
の
行
動
に
つ
い
て
、
肯
定
・
否
定
の
立
場
に
分
か
れ
て
議

論
し
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

道
端
182　

刻
限
183　
　

格
別
184　
　

衰
微
184　

余
波
184　
　

気
色
184

低
回
185　

積
極
的
185　

肯
定
185　
　

大
儀
185　

夕
闇
185　
　

無
造
作
187

永
久
187　

腐
乱
188　
　

臭
気
188　
　

嗅
覚
188　

好
奇
心
188　

暫
時
188

憎
悪
188　

未
練
189　
　

合
理
的
189　

全
然
190　

成
就
190　
　

得
意
190

満
足
190　

存
外
191　
　

失
望
191　
　

侮
蔑
191　

先
方
191　
　

冷
然
192

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
こ
の
小
説
の
構
成
を
四
つ
の
場
面
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

の
「
下
人
」
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

2
老
婆
の
話
か
ら
、
老
婆
の
、
自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
弁
明
の
要

点
を
二
点
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3
髪
を
抜
か
れ
て
い
る
女
と
老
婆
の
行
為
に
は
、
ど
の
よ
う
な
共
通

点
と
相
違
点
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

4
「
下
人
」
の
「
勇
気
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
本
文
に
沿
っ

て
整
理
し
て
み
よ
う
。

5
小
説
内
に
登
場
す
る
「
作
者
」
に
つ
い
て
、

⑴
「
作
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

⑵
こ
う
し
た
「
作
者
」
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
小
説
全
体
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
の
か
、「
旧
記
の
記
者
」（
一
八
八
・
9
）

と
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
「
分
」
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

⑴
何
分
か
の
後
（
一
八
六
・
7
）

⑵
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
（
一
八
八
・
8
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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◆
読
み
比
べ◆

　
羅ら

城せ
い

門も
ん

の
上う
は

層こ
し

に
登
り
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
語こ
と

（『
今
昔
物
語
集
』）

　

今
は
昔
、
摂つ
津
の
国
の
ほ
と
り
よ
り
、
盗
み
せ
む
が
た
め
に
京
に
上
り
け
る
男を
の
この

、
日
の
い
ま
だ
明あ
か

か
り
け
れ

ば
、
羅
城
門
の
下
に
立
ち
隠
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱し
ゆ

雀じ
や
くの

方か
た

に
人
し
げ
く
あ
り
き
け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で

と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の
方か
た

よ
り
人
ど
も
の
あ
ま
た
来
た
る
音
の
し
け
れ
ば
、
そ
れ

に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門
の
上
層
に
や
は
ら
か
か
つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た
り
。

盗
人
、「
あ
や
し
。」
と
思
ひ
て
、
連れ
ん

子じ

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
若
き
女
の
、
死
に
て
臥ふ

し
た
る
あ
り
。
そ
の
枕
ま
く
ら

上が
み

に
火
を
と
も
し
て
、
年
い
み
じ
く
老
い
た
る
嫗お
う
なの

白し
ら

髪が

白
き
が
、
そ
の
死
人
の
枕
上
に
ゐ
て
、
死
人
の
髪
を
か
な

ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。
盗
人
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、「
こ
れ
は
も
し
鬼
に
や
あ
ら
む
。」と
思
ひ
て
恐

ろ
し
け
れ
ど
も
、「
も
し
死
人
に
て
も
ぞ
あ
る
。
脅
し
て
試
み
む
。」と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸
を
開
け
て
、
刀
を
抜
き

て
、「
己
は
、
己
は
。」と
言
ひ
て
走
り
寄
り
け
れ
ば
、
嫗
、
手
惑
ひ
を
し
て
、
手
を
摺す

り
て
惑
へ
ば
、
盗
人
、「
こ

は
何
ぞ
の
嫗
の
、
か
く
は
し
ゐ
た
る
ぞ
。」と
問
ひ
け
れ
ば
、
嫗
、「
己
が
あ
る
じ
に
て
お
は
し
ま
し
つ
る
人
の
失う

せ

給た
ま

へ
る
を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
な
け
れ
ば
、
か
く
て
置
き
奉
り
た
る
な
り
。
そ
の
御
お
ほ
ん

髪か
み

の
丈
に
余
り
て
長
け
れ
ば
、
そ

れ
を
抜
き
取
り
て
鬘か
つ
ら
に
せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
給
へ
。」と
言
ひ
け
れ
ば
、
盗
人
、死
人
の
着
た
る
衣き
ぬ

と
嫗
の

着
た
る
衣
と
抜
き
取
り
て
あ
る
髪
と
を
奪ば

ひ
取
り
て
、下お

り
走
り
て
逃
げ
て
去
り
に
け
り
。さ
て
そ
の
上
の
層こ
し

に
は

死
人
の
骸
骨
ぞ
多
か
り
け
る
。死
に
た
る
人
の
、
葬は
う
ぶり

な
ど
え
せ
ぬ
を
ば
、こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き
け
る
。
こ
の
こ

と
は
、
そ
の
盗
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
、
か
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。（
巻
二
十
九
第
十
八
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1
摂
津
の
国　

現
在
の
大
阪

府
北
西
部
と
兵
庫
県
南
東

部
。「
せ
っ
つ
」。

2
朱
雀　

朱
雀
大
路
。

3
山
城　

現
在
の
京
都
府
南

部
。
こ
こ
で
は
、
都
の
外
、

羅
城
門
の
南
側
を
指
す
。

4
や
は
ら
か
か
つ
り
登
り
た
り

け
る
に　

そ
っ
と
よ
じ
登
っ

た
と
こ
ろ
。

5
連
子　

縦
ま
た
は
横
に
細

木
や
竹
を
打
ち
つ
け
た
窓
。

6
心
も
得
ね
ば　

納
得
が
い
か

な
い
の
で
。

7
鬼　

当
時
、羅
城
門
に
は
鬼

が
住
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

8
死
人　

こ
こ
で
は
、
死
者
の

霊
、
の
意
か
。

9
手
惑
ひ　

う
ろ
た
え
る
こ
と
。

10
丈
に
余
り
て
長
け
れ
ば　

背

丈
以
上
に
長
い
の
で
。

11
葬
り
な
ど
え
せ
ぬ　

葬
儀

な
ど
で
き
な
い
死
者
。

　
　

今
昔
物
語
集　

説
話
集
。
作
者
未
詳
。
十
二
世
紀
前
半
の
成
立
。�

〔
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。〕
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城き

の
崎さ

き

に
て

　

山
の
手
線
の
電
車
に
跳
ね
飛
ば
さ
れ
て
け
が
を
し
た
、
そ
の
後あ

と

養よ
う

生じ
ょ
うに
、
一
人
で
但た

じ
ま馬
の
城き

の

崎さ
き

温
泉
へ

出
か
け
た
。
背
中
の
傷
が
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
な
れ
ば
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る

ま
い
と
医
者
に
言
わ
れ
た
。
二
、
三
年
で
出
な
け
れ
ば
後
は
心
配
は
い
ら
な
い
、
と
に
か
く
要
心
は
肝
心

志し

賀が

直な
お

哉や

1

2

3

4

5

1
山
の
手
線　

山や
ま

手の
て

線
。
東

京
都
区
内
を
循
環
す
る
鉄

道
線
。

2
後
養
生　

け
が
や
病
気
な

ど
の
後
、
完
全
に
回
復
す
る

よ
う
静
養
に
努
め
る
こ
と
。

3
但
馬　

但
馬
の
国
。
現
在

の
兵
庫
県
北
部
。

4
城
崎
温
泉　

兵
庫
県
豊と
よ

岡お
か

市
城
崎
町
に
あ
る
温
泉
。

5
脊
椎
カ
リ
エ
ス　

脊
椎
が

結
核
菌
に
侵
さ
れ
て
変
形
し
、

痛
む
病
。
か
つ
て
は
不
治
の

病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
。

　

 �『
白し

ら

樺か
ば

』
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
五
月

初
出

だ
か
ら
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
来
た
。
三
週
間
以
上　
　

我
慢
で
き

た
ら
五
週
間
く
ら
い
い
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
来
た
。

　

頭
は
ま
だ
何
だ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
た
。

し
か
し
気
分
は
近
年
に
な
く
静
ま
っ
て
、
落
ち
着
い
た
い
い
気
持
ち

が
し
て
い
た
。
稲
の
穫と

り
入
れ
の
始
ま
る
頃
で
、
気
候
も
よ
か
っ
た

の
だ
。

　

一
人
き
り
で
誰
も
話
し
相
手
は
な
い
。
読
む
か
書
く
か
、
ぼ
ん
や

り
と
部
屋
の
前
の
椅
子
に
腰
か
け
て
山
だ
の
往
来
だ
の
を
見
て
い
る

か
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
散
歩
で
暮
ら
し
て
い
た
。
散
歩
す
る
所
は
町

当時の山の手線車両

510
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小
さ
な
生
き
物
の
姿
や
動
き
を
、
意
識
し
て
観
察
し
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。　

導
入
の
問
い
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ふ
ち

か
ら
小
さ
い
流
れ
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
上
り
に
な
っ
た
道
に
い
い
所
が
あ
っ
た
。
山
の
裾
を
回
っ
て
い
る

辺
り
の
小
さ
な
ふ
ち
に
な
っ
た
所
に
や
ま
め
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
な
お
よ
く
見
る
と
、

足
に
毛
の
生
え
た
大
き
な
川
が
に
が
石
の
よ
う
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
夕
方

の
食
事
前
に
は
よ
く
こ
の
道
を
歩
い
て
き
た
。
冷
え
冷
え
と
し
た
夕
方
、
寂
し
い
秋
の
山
峡
を
小
さ
い
清

い
流
れ
に
つ
い
て
い
く
と
き
考
え
る
こ
と
は
や
は
り
沈
ん
だ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
寂
し
い
考
え
だ
っ
た
。

＊

6

問
「
そ
れ
は
寂
し
い
が
、
そ
れ

ほ
ど
に
自
分
を
恐
怖
さ
せ
な

い
考
え
だ
っ
た
」
の
は
、
な

ぜ
か
。

7
青
山　

東
京
都
港
区
に
あ

る
地
名
。
こ
こ
で
は
、
作
者

の
家
の
墓
所
が
あ
る
青
山

墓
地
の
こ
と
。

6
や
ま
め　

サ
ケ
科
の
淡
水
魚
。

体
長
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
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城き

の
崎さ
き

に
て

志し

賀が

直な
お

哉や

　山1

の
手
線
の
電
車
に
跳
ね
飛
ば
さ
れ
て
け
が
を
し
た
、
そ
の2
後あ
と

養よ
う

生じ
ょ
うに
、
一
人
で3
但
馬
た
じ
ま

の4
城き
の

崎さ
き

温
泉
へ

出
か
け
た
。
背
中
の
傷
が
脊5

椎
カ
リ
エ
ス
に
な
れ
ば
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る

ま
い
と
医
者
に
言
わ
れ
た
。
二
、
三
年
で
出
な
け
れ
ば
後
は
心
配
は
い
ら
な
い
、
と
に
か
く
要
心
は
肝
心

だ
か
ら
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
来
た
。
三
週
間
以
上
⒡
⒢
我
慢
で
き
た
ら
五
週
間
く
ら
い
い
た
い
も
の
だ

と
考
え
て
来
た
。

　頭
は
ま
だ
何
だ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
気
分
は
近
年
に
な
く
静
ま

っ
て
、
落
ち
着
い
た
い
い
気
持
ち
が
し
て
い
た
。
稲
の
穫と

り
入
れ
の
始
ま
る
頃
で
、
気
候
も
よ
か
っ
た
の

だ
。　一

人
き
り
で
誰
も
話
し
相
手
は
な
い
。
読
む
か
書
く
か
、
ぼ
ん
や
り
と
部
屋
の
前
の
椅
子
に
腰
か
け
て

山
だ
の
往＊
来
だ
の
を
見
て
い
る
か
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
散
歩
で
暮
ら
し
て
い
た
。
散
歩
す
る
所
は
町
か
ら

小
さ
い
流
れ
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
上
り
に
な
っ
た
道
に
い
い
所
が
あ
っ
た
。
山
の
裾
を
回
っ
て
い
る
辺
り

の
小
さ
な
ふ
ち
に
な
っ
た
所
に
や6

ま
め
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
な
お
よ
く
見
る
と
、
足
に

1
山
の
手
線

山
手
や
ま
の
て

線
。
東

京
都
区
内
を
循
環
す
る
鉄

道
線
。

2
後
養
生

け
が
や
病
気
な

ど
の
後
、
完
全
に
回
復
す

る
よ
う
静
養
に
努
め
る
こ

と
。

3
但
馬

但
馬
の
国
。
現
在

の
兵
庫
県
北
部
。

4
城
崎
温
泉

兵
庫
県
豊と
よ

岡お
か

市
城
崎
町
に
あ
る
温
泉
。

5
脊
椎
カ
リ
エ
ス

脊
椎
が

結
核
菌
に
冒
さ
れ
る
病
気
。

6
や
ま
め

サ
ケ
科
の
淡
水

魚
。
体
長
約
二
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。

510

9
小
説（

3）

小説（3）

180

し
か
し
そ
れ
に
は
静
か
な
い
い
気
持
ち
が

あ
る
。
自
分
は
よ
く
け
が
の
こ
と
を
考
え

た
。
一
つ
間
違
え
ば
、
今
頃
は
青
山
の
土

の
下
に
あ
お
む
け
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
な
ど
思
う
。
青
い
冷
た
い
堅

い
顔
を
し
て
、
顔
の
傷
も
背
中
の
傷
も
そ

の
ま
ま
で
。
祖
父
や
母
の
死
骸
が
脇
に
あ

る
。
そ
れ
も
も
う
お
互
い
に
何
の
交
渉
も

な
く
、　　

こ
ん
な
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
。

そ
れ
は
寂
し
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
自
分
を

恐
怖
さ
せ
な
い
考
え
だ
っ
た
。
い
つ
か
は

7

●
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毛
の
生
え
た
大
き
な
川
が
に
が
石
の
よ
う
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
夕
方
の
食

事
前
に
は
よ
く
こ
の
道
を
歩
い
て
き
た
。
冷
え
冷
え
と
し
た
夕
方
、
寂
し
い
秋
の
山
峡
を
小
さ
い
清
い
流

れ
に
つ
い
て
い
く
と
き
考
え
る
こ
と
は
や
は
り
沈
ん
だ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
寂◉

　し
い
考
え
だ
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
に
は
静
か
な
い
い
気
持
ち
が
あ
る
。
自
分
は
よ
く
け
が
の
こ
と
を
考
え
た
。
一
つ
間
違
え
ば
、
今

頃
は
青7

山
の
土
の
下
に
あ
お
む
け
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
ど
思
う
。
青
い
冷
た
い
堅
い
顔

を
し
て
、
顔
の
傷
も
背
中
の
傷
も
そ
の
ま
ま
で
。
祖
父
や
母
の
死
骸
が
脇
に
あ
る
。
そ
れ
も
も
う
お
互
い

に
何
の
交
渉
も
な
く
、
⒡
⒢
こ
ん
な
こ
と
が

思
い
浮
か
ぶ
。
そ
れ
は
寂
し
い
が
、
そ
れ
ほ

ど
に
自
分
を
恐
怖
さ
せ
な
い
考
え
だ
っ
た
。

い
つ
か
は
そ
う
な
る
。
そ
れ
が
い
つ
か
？

⒡
⒢
今
ま
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
、
そ

の
「
い
つ
か
」
を
知
ら
ず
知
ら
ず
遠
い
先
の

こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
今
は
、
そ
れ
が

本
当
に
い
つ
か
知
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て

き
た
。
自
分
は
死
ぬ
は
ず
だ
っ
た
の
を
助
か

っ
た
、
何
か
が
自
分
を
殺
さ
な
か
っ
た
、
自

●問「
寂
し
い
考
え
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

7
青
山

こ
こ
で
は
、
東
京

都
港
区
に
あ
る
青
山
墓
地

（
作
者
の
家
の
墓
所
が
あ

る
）
を
指
す
。

＊往
来
　

51015

城崎温泉全景

城の崎にて

181

城崎温泉全景
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そ
う
な
る
。
そ
れ
が
い
つ
か
？　
　

今
ま
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
、
そ
の
「
い
つ
か
」
を
知
ら
ず
知

ら
ず
遠
い
先
の
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
今
は
、
そ
れ
が
本
当
に
い
つ
か
知
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て

き
た
。
自
分
は
死
ぬ
は
ず
だ
っ
た
の
を
助
か
っ
た
、
何
か
が
自
分
を
殺
さ
な
か
っ
た
、
自
分
に
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
仕
事
が
あ
る
の
だ
、　　

中
学
で
習
っ
た
ロ
ー
ド
・
ク
ラ
イ
ブ
と
い
う
本
に
、
ク
ラ
イ
ブ
が

そ
う
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
激
励
さ
れ
る
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
実
は
自
分
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
危
う

か
っ
た
出
来
事
を
感
じ
た
か
っ
た
。
そ
ん
な
気
も
し
た
。
し
か
し
妙
に
自
分
の
心
は
静
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
の
心
に
は
、
何
か
し
ら
死
に
対
す
る
親
し
み
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　

自
分
の
部
屋
は
二
階
で
、
隣
の
な
い
、
わ
り
に
静
か
な
座
敷
だ
っ
た
。
読
み
書
き
に
疲
れ
る
と
よ
く
縁

の
椅
子
に
出
た
。
脇
が
玄
関
の
屋
根
で
、
そ
れ
が
家
へ
接
続
す
る
所
が
羽は

目め

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
羽
目

の
中
に
蜂
の
巣
が
あ
る
ら
し
い
。
虎と
ら

斑ふ

の
大
き
な
太
っ
た
蜂
が
天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
、
朝
か
ら
暮
れ
近
く

ま
で
毎
日
忙
し
そ
う
に
働
い
て
い
た
。
蜂
は
羽
目
の
あ
わ
い
か
ら
す
り
抜
け
て
出
る
と
、
ひ
と
ま
ず
玄
関

の
屋
根
に
下
り
た
。
そ
こ
で
羽
や
触
角
を
前
足
や
後
足
で
丁
寧
に
調
え
る
と
、
少
し
歩
き
回
る
や
つ
も
あ

る
が
、
す
ぐ
細
長
い
羽
を
両
方
へ
し
っ
か
り
と
張
っ
て
ぶ
ー
ん
と
飛
び
立
つ
。
飛
び
立
つ
と
急
に
早
く

な
っ
て
飛
ん
で
い
く
。
植
え
込
み
の
や
つ
で
の
花
が
ち
ょ
う
ど
咲
き
か
け
で
蜂
は
そ
れ
に
群
が
っ
て
い
た
。

自
分
は
退
屈
す
る
と
、
よ
く
欄
干
か
ら
蜂
の
出
は
い
り
を
眺
め
て
い
た
。

　

あ
る
朝
の
こ
と
、
自
分
は
一
匹
の
蜂
が
玄
関
の
屋
根
で
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
足
を
腹
の
下
に

8

●

9

10

11

＊

12

問
「
感
じ
た
か
っ
た
」と
過
去
形

で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が
表

れ
て
い
る
か
。

9
羽
目　

家
の
外
装
と
し
て
、

板
を
縦
ま
た
は
横
に
並
べ
て

平
ら
に
張
っ
た
も
の
。

10
虎
斑　

虎
の
毛
皮
の
よ
う

な
、
黄
褐
色
と
黒
の
ま
だ

ら
模
様
。

11
あ
わ
い　

物
と
物
と
の
間
。

12
や
つ
で　

常
緑
低
木
で
、
大

き
な
つ
や
の
あ
る
葉
が
、
掌

状
に
七
つ
ま
た
は
八
つ
に
裂

け
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。

8
ロ
ー
ド
・
ク
ラ
イ
ブ　

Lord 
Clive　

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史

家
・
政
治
家
マ
コ
ー
レ
ー
が

書
い
た
ク
ラ
イ
ブ
卿き

ょ
う（

一
七

二
五
年
〜
一
七
七
四
年
）
の

伝
記
。
一
八
四
〇
年
刊
。
ク

ラ
イ
ブ
卿
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍

人
・
政
治
家
。
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調
え
る

問
「
い
か
に
も
」と
い
う
語
の
多

用
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
。

13
『
范
の
犯
罪
』　

大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
十
月
、
発
表
。

ぴ
っ
た
り
と
つ
け
、
触
角
は
だ
ら
し
な
く
顔
へ
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
。
他
の
蜂
は
一
向
に
冷
淡
だ
っ
た
。

巣
の
出
は
い
り
に
忙
し
く
そ
の
脇
を
は
い
回
る
が
全
く
拘
泥
す
る
様
子
は
な
か
っ
た
。
忙
し
く
立
ち
働
い

て
い
る
蜂
は
い
か
に
も
生
き
て
い
る
も
の
と
い
う
感
じ
を
与
え
た
。
そ
の
脇
に
一
匹
、
朝
も
昼
も
夕
も
、

見
る
た
び
に
一
つ
所
に
全
く
動
か
ず
に
う
つ
む
き
に
転
が
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
れ
が
ま
た
い
か
に

も
死
ん
だ
も
の
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
の
だ
。
そ
れ
は
三
日
ほ
ど
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
見

て
い
て
、
い
か
に
も
静
か
な
感
じ
を
与
え
た
。
寂
し
か
っ
た
。
他
の
蜂
が
み
ん
な
巣
へ
入
っ
て
し
ま
っ
た

日
暮
れ
、
冷
た
い
瓦
の
上
に
一
つ
残
っ
た
死
骸
を
見
る
こ
と
は
寂
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
か
に

も
静
か
だ
っ
た
。

　

夜
の
間
に
ひ
ど
い
雨
が
降
っ
た
。
朝
は
晴
れ
、
木
の
葉
も
地
面
も
屋
根
も
き
れ
い
に
洗
わ
れ
て
い
た
。

蜂
の
死
骸
は
も
う
そ
こ
に
な
か
っ
た
。
今
も
巣
の
蜂
ど
も
は
元
気
に
働
い
て
い
る
が
、
死
ん
だ
蜂
は
雨
ど

い
を
伝
っ
て
地
面
へ
流
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
足
は
縮
め
た
ま
ま
、
触
角
は
顔
へ
こ
び
り
つ
い
た

ま
ま
、
た
ぶ
ん
泥
に
ま
み
れ
て
ど
こ
か
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
外
界
に
そ
れ
を
動
か
す
次
の

変
化
が
起
こ
る
ま
で
は
死
骸
は
そ
こ
に
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
あ
り
に
ひ
か
れ
て
い
く
か
。

そ
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
は
い
か
に
も
静
か
で
あ
っ
た
。
せ
わ
し
く
せ
わ
し
く
働
い
て
ば
か
り
い
た
蜂
が
全
く

動
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
静
か
で
あ
る
。
自
分
は
そ
の
静
か
さ
に
親
し
み
を
感
じ
た
。
自
分
は

『
范は
ん

の
犯
罪
』
と
い
う
短
編
小
説
を
そ
の
少
し
前
に
書
い
た
。
范
と
い
う
中
国
人
が
過
去
の
出
来
事
だ
っ

●

●

●

●

●

13
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た
結
婚
前
の
妻
と
自
分
の
友
達
だ
っ
た
男
と
の
関
係
に
対
す
る
嫉
妬
か
ら
、
そ
し
て
自
身
の
生
理
的
圧
迫

も
そ
れ
を
助
長
し
、
そ
の
妻
を
殺
す
こ
と
を
書
い
た
。
そ
れ
は
范
の
気
持
ち
を
主
に
し
て
書
い
た
が
、
し

か
し
今
は
范
の
妻
の
気
持
ち
を
主
に
し
、
し
ま
い
に
殺
さ
れ
て
墓
の
下
に
い
る
、
そ
の
静
か
さ
を
自
分
は

書
き
た
い
と
思
っ
た
。

14
長
編　
『
暗
夜
行
路
』
の
も

と
に
な
っ
た
未
完
の
作
品
の

こ
と
。

15
円
山
川　

兵
庫
県
中
部
に

源
を
発
し
、
豊
岡
盆
地
を

貫
流
し
て
日
本
海
に
注
ぐ
川
。

16
東
山
公
園　

温
泉
町
の
東

の
端
に
あ
る
、
城
崎
の
風
景

を
一
望
で
き
る
公
園
。

17
一
の
湯　

城
崎
温
泉
に
あ
る

共
同
浴
場
の
一
つ
。

　
「
殺
さ
れ
た
る
范
の
妻
」
を
書
こ
う
と
思
っ
た
。
そ

れ
は
と
う
と
う
書
か
な
か
っ
た
が
、
自
分
に
は
そ
ん
な

要
求
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
の
前
か
ら
か
か
っ
て
い
る

長
編
の
主
人
公
の
考
え
と
は
、
そ
れ
は
大
変
違
っ
て
し

ま
っ
た
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
弱
っ
た
。

　

蜂
の
死
骸
が
流
さ
れ
、
自
分
の
眼
界
か
ら
消
え
て
間

も
な
い
と
き
だ
っ
た
。
あ
る
午
前
、
自
分
は
円ま
る

山や
ま

川
、

そ
れ
か
ら
そ
れ
の
流
れ
出
る
日
本
海
な
ど
の
見
え
る
東

山
公
園
へ
行
く
つ
も
り
で
宿
を
出
た
。「
一
の
湯
」
の

前
か
ら
小
川
は
往
来
の
真
ん
中
を
緩
や
か
に
流
れ
、
円

山
川
へ
入
る
。
あ
る
所
ま
で
来
る
と
橋
だ
の
岸
だ
の
に

人
が
立
っ
て
何
か
川
の
中
の
も
の
を
見
な
が
ら
騒
い
で

14

15

16

17

検定教科書　精選国語総合　現代文編　改訂版（白表紙）
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川
へ
投
げ
込
ん
だ
の
を
見
て
い
る
の
だ
。
ね
ず
み
は
一
生
懸
命
に
泳
い
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
ね
ず
み
に

は
首
の
所
に
七16

寸
ば
か
り
の
魚
串
が
刺
し
通
し
て
あ
っ
た
。
頭
の
上
に
三
寸
ほ
ど
、
喉
の
下
に
三
寸
ほ
ど

そ
れ
が
出
て
い
る
。
ね
ず
み
は
石
垣
へ
は
い
上
が
ろ
う
と
す
る
。
子
供
が
二
、
三
人
、
四
十
く
ら
い
の
車17

夫
が
一
人
、
そ
れ
へ
石
を
投
げ
る
。
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
。
カ
チ
ッ
カ
チ
ッ
と
石
垣
に
当
た
っ
て
跳
ね

返
っ
た
。
見
物
人
は
大
声
で
笑
っ
た
。
ね
ず
み
は
石
垣
の
間
に
よ
う
や
く
前
足
を
か
け
た
。
し
か
し
入
ろ

う
と
す
る
と
魚
串
が
す
ぐ
に
つ
か
え
た
。
そ
し
て
ま
た
水

へ
落
ち
る
。
ね
ず
み
は
ど
う
か
し
て
助
か
ろ
う
と
し
て
い

る
。
顔
の
表
情
は
人
間
に
分
か
ら
な
か
っ
た
が
動◉

　作
の
表

情
に
、
そ
れ
が
一
生
懸
命
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

ね
ず
み
は
ど
こ
か
へ
逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
助
か
る

と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
長
い
串
を
刺
さ
れ
た
ま
ま
、
ま

た
川
の
真
ん
中
の
ほ
う
へ
泳
ぎ
出
た
。
子
供
や
車
夫
は
ま

す
ま
す
お
も
し
ろ
が
っ
て
石
を
投
げ
た
。
脇
の
洗
い
場
の

前
で
餌え

を
あ
さ
っ
て
い
た
二
、
三
羽
の
あ
ひ
る
が
石
が
飛

ん
で
く
る
の
で
び
っ
く
り
し
、
首
を
伸
ば
し
て
き
ょ
ろ
き

ょ
ろ
と
し
た
。
ス
ポ
ッ
、
ス
ポ
ッ
と
石
が
水
へ
投
げ
込
ま

16
七
寸

三
二
ペ
ー
ジ
注

29
参
照
。

17
車
夫

人
力
車
を
引
く
こ

と
を
職
業
と
す
る
人
。

●問「
動
作
の
表
情
」
と
は
、

具
体
的
に
何
を
指
し
て
い

る
か
。

51015

城崎温泉街と大
おお

谿
たに

川

小説（3）
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城崎温泉街と大
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18
七
寸　

一
九
一
ペ
ー
ジ
注
30

参
照
。

19
車
夫　

人
力
車
を
引
く
こ

と
を
職
業
と
す
る
人
。

問
「
動
作
の
表
情
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

い
た
。
そ
れ
は
大
き
な
ね
ず
み
を
川
へ
投
げ
込
ん
だ
の
を
見
て
い
る
の
だ
。
ね
ず
み
は
一
生
懸
命
に
泳
い

で
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
ね
ず
み
に
は
首
の
所
に
七
寸
ば
か
り
の
魚
串
が
刺
し
通
し
て
あ
っ
た
。
頭
の
上
に

三
寸
ほ
ど
、
喉
の
下
に
三
寸
ほ
ど
そ
れ
が
出
て
い
る
。
ね
ず
み
は
石
垣
へ
は
い
上
が
ろ
う
と
す
る
。
子
供

が
二
、
三
人
、
四
十
く
ら
い
の
車
夫
が
一
人
、
そ
れ
へ
石
を
投
げ
る
。
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
。
カ
チ
ッ

カ
チ
ッ
と
石
垣
に
当
た
っ
て
跳
ね
返
っ
た
。
見
物
人
は
大
声
で
笑
っ
た
。
ね
ず
み
は
石
垣
の
間
に
よ
う
や

く
前
足
を
か
け
た
。
し
か
し
入
ろ
う
と
す
る
と
魚
串
が
す
ぐ
に
つ
か
え
た
。
そ
し
て
ま
た
水
へ
落
ち
る
。

ね
ず
み
は
ど
う
か
し
て
助
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
顔
の
表
情
は
人
間
に
分
か
ら
な
か
っ
た
が
動
作
の
表
情

に
、
そ
れ
が
一
生
懸
命
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
ね
ず
み
は
ど
こ
か
へ
逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
助
か
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
長
い
串
を
刺
さ
れ
た
ま
ま
、
ま
た
川
の
真
ん
中
の
ほ
う
へ
泳
ぎ
出
た
。

子
供
や
車
夫
は
ま
す
ま
す
お
も
し
ろ
が
っ
て
石
を
投
げ
た
。
脇
の
洗
い
場
の
前
で
餌え

を
あ
さ
っ
て
い
た
二
、

三
羽
の
あ
ひ
る
が
石
が
飛
ん
で
く
る
の
で
び
っ
く
り
し
、
首
を
伸
ば
し
て
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
し
た
。
ス

ポ
ッ
、
ス
ポ
ッ
と
石
が
水
へ
投
げ
込
ま
れ
た
。
あ
ひ
る
は
頓
狂
な
顔
を
し
て
首
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、
鳴
き

な
が
ら
、
せ
わ
し
く
足
を
動
か
し
て
上
流
の
ほ
う
へ
泳
い
で
い
っ
た
。
自
分
は
ね
ず
み
の
最
期
を
見
る
気

が
し
な
か
っ
た
。
ね
ず
み
が
殺
さ
れ
ま
い
と
、
死
ぬ
に
決
ま
っ
た
運
命
を
担
い
な
が
ら
、
全
力
を
尽
く
し

て
逃
げ
回
っ
て
い
る
様
子
が
妙
に
頭
に
つ
い
た
。
自
分
は
寂
し
い
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
あ
れ
が
本
当

な
の
だ
と
思
っ
た
。
自
分
が
願
っ
て
い
る
静
か
さ
の
前
に
、
あ
あ
い
う
苦
し
み
の
あ
る
こ
と
は
恐
ろ
し
い

18

19

●

●

問
「
寂
し
い
嫌
な
気
持
ち
に

な
っ
た
」
の
は
、
な
ぜ
か
。

前
の
部
分
の
「
寂
し
い
」
気

持
ち
（
一
九
七
・
5
、
15
）
と

対
比
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

201
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こ
と
だ
。
死
後
の
静
寂
に
親
し
み
を
持
つ
に
し
ろ
、
死
に
到
達
す
る
ま
で
の
あ
あ
い
う
動
騒
は
恐
ろ
し
い

と
思
っ
た
。
自
殺
を
知
ら
な
い
動
物
は
い
よ
い
よ
死
に
き
る
ま
で
は
あ
の
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
自
分
に
あ
の
ね
ず
み
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
自
分
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
。
自
分
は
や
は
り

ね
ず
み
と
同
じ
よ
う
な
努
力
を
し
は
し
ま
い
か
。
自
分
は
自
分
の
け
が
の
場
合
、
そ
れ
に
近
い
自
分
に

な
っ
た
こ
と
を
思
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
は
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
。
自

分
は
自
身
で
病
院
を
決
め
た
。
そ
れ
へ
行
く
方
法
を
指
定
し
た
。
も
し
医
者
が
留
守
で
、
行
っ
て
す
ぐ
に

手
術
の
用
意
が
で
き
な
い
と
困
る
と
思
っ
て
電
話
を
先
に
か
け
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
頼
ん
だ
。
半
分
意

識
を
失
っ
た
状
態
で
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
だ
け
に
よ
く
頭
の
働
い
た
こ
と
は
自
分
で
も
後
か
ら
不
思

議
に
思
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
傷
が
致
命
的
な
も
の
か
ど
う
か
は
自
分
の
問
題
だ
っ
た
。
し

か
し
、
致
命
的
の
も
の
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
死
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
な
か
っ
た
の
も

自
分
で
は
不
思
議
で
あ
っ
た
。「
フ
ェ
ー
タ
ル
な
も
の
か
、
ど
う
か
？　

医
者
は
何
と
言
っ
て
い
た
？
」

こ
う
そ
ば
に
い
た
友
に
聞
い
た
。「
フ
ェ
ー
タ
ル
な
傷
じ
ゃ
な
い
そ
う
だ
。」
こ
う
言
わ
れ
た
。
こ
う
言
わ

れ
る
と
自
分
は
し
か
し
急
に
元
気
づ
い
た
。
興
奮
か
ら
自
分
は
非
常
に
快
活
に
な
っ
た
。
フ
ェ
ー
タ
ル
な

も
の
だ
と
も
し
聞
い
た
ら
自
分
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
自
分
は
ち
ょ
っ
と
想
像
で
き
な
い
。
自
分
は

弱
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
ふ
だ
ん
考
え
て
い
る
ほ
ど
、
死
の
恐
怖
に
自
分
は
襲
わ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う

気
が
す
る
。
そ
し
て
そ
う
言
わ
れ
て
も
な
お
、
自
分
は
助
か
ろ
う
と
思
い
、
何
か
し
ら
努
力
を
し
た
ろ
う

20

21

20
動
騒　

暴
れ
騒
ぎ
回
る
こ

と
。

21
フ
ェ
ー
タ
ル　

fatal

（
英

語
）。
致
命
的
な
。
生
命
に

か
か
わ
る
。
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相
違
な
い　

肌
触
り

物
静
か

22
山
陰
線　

山
陰
本
線
。
山

陰
地
方
を
縦
貫
す
る
鉄
道
。

問
「
両
方
」
と
は
、
何
と
何
を

指
し
て
い
る
か
。

と
い
う
気
が
す
る
。
そ
れ
は
ね
ず
み
の
場
合
と
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
で
、
ま

た
そ
れ
が
今
来
た
ら
ど
う
か
と
思
っ
て
み
て
、
な
お
か
つ
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
自
分
で
あ
ろ
う
と
思
う

と
「
あ
る
が
ま
ま
」
で
、
気
分
で
願
う
と
こ
ろ
が
、
そ
う
実
際
に
す
ぐ
は
影
響
は
し
な
い
も
の
に
相
違
な

い
、
し
か
も
両
方
が
本
当
で
、
影
響
し
た
場
合
は
、
そ
れ
で
よ
く
、
し
な
い
場
合
で
も
、
そ
れ
で
い
い
の

だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
し
か
た
の
な
い
こ
と
だ
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
ま
た
し
ば
ら
く
し
て
、
あ
る
夕
方
、
町
か
ら
小
川
に
沿
う
て
一
人
だ
ん
だ
ん

上
へ
歩
い
て
い
っ
た
。
山
陰
線
の
ト
ン
ネ
ル
の
前
で
線
路
を
越
す
と
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
道
も
急
に
な
る
、

流
れ
も
同
様
に
急
に
な
っ
て
、
人
家
も
全
く
見
え
な
く
な
っ
た
。
も
う
帰
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
あ
の
見

え
る
所
ま
で
と
い
う
ふ
う
に
角
を
一
つ
一
つ
先
へ
先
へ
と
歩
い
て
い
っ
た
。
物
が
全
て
青
白
く
、
空
気
の

肌
触
り
も
冷
え
冷
え
と
し
て
、
物
静
か
さ
が
か
え
っ
て
何
と
な
く
自
分
を
そ
わ
そ
わ
と
さ
せ
た
。
大
き
な

桑
の
木
が
道
端
に
あ
る
。
向
こ
う
の
、
道
へ
差
し
出
し
た
桑
の
枝
で
、
あ
る
一
つ
の
葉
だ
け
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ

ヒ
ラ
ヒ
ラ
、
同
じ
リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
。
風
も
な
く
流
れ
の
他
は
全
て
静
寂
の
中
に
そ
の
葉
だ
け
が
い

つ
ま
で
も
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
せ
わ
し
く
動
く
の
が
見
え
た
。
自
分
は
不
思
議
に
思
っ
た
。
多
少
怖
い

気
も
し
た
。
し
か
し
好
奇
心
も
あ
っ
た
。
自
分
は
下
へ
行
っ
て
そ
れ
を
し
ば
ら
く
見
上
げ
て
い
た
。
す
る

と
風
が
吹
い
て
き
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
動
く
葉
は
動
か
な
く
な
っ
た
。
原
因
は
知
れ
た
。
何
か
で
こ
う

い
う
場
合
を
自
分
は
も
っ
と
知
っ
て
い
た
と
思
っ
た
。

＊

●
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だ
ん
だ
ん
と
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
。
い
つ
ま
で
行
っ
て
も
、
先
の
角
は
あ
っ
た
。
も
う
こ
こ
ら
で
引
き

返
そ
う
と
思
っ
た
。
自
分
は
何
気
な
く
脇
の
流
れ
を
見
た
。
向
こ
う
側
の
斜
め
に
水
か
ら
出
て
い
る
半
畳

敷
き
ほ
ど
の
石
に
黒
い
小
さ
い
も
の
が
い
た
。
い
も
り
だ
。
ま
だ
ぬ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
い
い
色
を
し
て

い
た
。
頭
を
下
に
傾
斜
か
ら
流
れ
へ
臨
ん
で
、
じ
っ
と
し
て
い
た
。
体
か
ら
滴
れ
た
水
が
黒
く
乾
い
た
石

へ
一
寸
ほ
ど
流
れ
て
い
る
。
自
分
は
そ
れ
を
何
気
な
く
、
し
ゃ
が
ん
で
見
て
い
た
。
自
分
は
先せ
ん

ほ
ど
い
も

り
は
嫌
い
で
な
く
な
っ
た
。
と
か
げ
は
多
少
好
き
だ
。
や
も
り
は
虫
の
中
で
も
最
も
嫌
い
だ
。
い
も
り
は

好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
い
。
十
年
ほ
ど
前
に
よ
く
蘆あ
し

の
湖こ

で
い
も
り
が
宿
屋
の
流
し
水
の
出
る
所
に
集

ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
が
い
も
り
だ
っ
た
ら
た
ま
ら
な
い
と
い
う
気
を
よ
く
起
こ
し
た
。
い
も
り

に
も
し
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
自
分
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。
そ
の
頃
い
も
り
を
見

る
と
そ
れ
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
、
い
も
り
を
見
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
し
か
し
も
う
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

く
な
っ
て
い
た
。
自
分
は
い
も
り
を
驚
か
し
て
水
へ
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
。
不
器
用
に
体
を
振
り
な
が
ら

歩
く
形
が
思
わ
れ
た
。
自
分
は
し
ゃ
が
ん
だ
ま
ま
、
脇
の
小
ま
り
ほ
ど
の
石
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
投
げ

て
や
っ
た
。
自
分
は
別
に
い
も
り
を
狙
わ
な
か
っ
た
。
狙
っ
て
も
と
て
も
当
た
ら
な
い
ほ
ど
、
狙
っ
て
投

げ
る
こ
と
の
下
手
な
自
分
は
そ
れ
が
当
た
る
こ
と
な
ど
は
全
く
考
え
な
か
っ
た
。
石
は
コ
ツ
と
い
っ
て
か

ら
流
れ
に
落
ち
た
。
石
の
音
と
同
時
に
い
も
り
は
四
寸
ほ
ど
横
へ
跳
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
。
い
も
り
は
尻

尾
を
反
ら
し
、
高
く
上
げ
た
。
自
分
は
ど
う
し
た
の
か
し
ら
、
と
思
っ
て
見
て
い
た
。
最
初
石
が
当
た
っ

＊

23

24

25

26

26
小
ま
り　

小
さ
い
球
。

23
い
も
り　

両
生
類
イ
モ
リ
科

の
小
動
物
。
体
長
約
二
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
淡
水
に
す

み
、
形
は
と
か
げ
に
似
て
い

る
。

24
や
も
り　

一
八
七
ペ
ー
ジ
注

20
参
照
。

25
蘆
の
湖　

神
奈
川
県
の
箱

根
山
に
あ
る
火
口
原
湖
。

芦あ
し

ノ
湖こ

。
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ヒ
ラ
ヒ
ラ
、
同
じ
リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
。
風
も
な
く
流
れ
の
他
は
全
て
静
寂
の
中
に
そ
の
葉
だ
け
が
い

つ
ま
で
も
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
せ
わ
し
く
動
く
の
が
見
え
た
。
自
分
は
不
思
議
に
思
っ
た
。
多
少
怖
い

気
も
し
た
。
し
か
し
好
奇
心
も
あ
っ
た
。
自
分
は
下
へ
行
っ
て
そ
れ
を
し
ば
ら
く
見
上
げ
て
い
た
。
す
る

と
風
が
吹
い
て
き
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
動
く
葉
は
動
か
な
く
な
っ
た
。
原
因
は
知
れ
た
。
何
か
で
こ
う

い
う
場
合
を
自
分
は
も
っ
と
知
っ
て
い
た
と
思
っ
た
。

　だ
ん
だ
ん
と
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
。
い
つ
ま
で
行
っ
て
も
、
先
の
角
は
あ
っ
た
。
も
う
こ
こ
ら
で
引
き

返
そ
う
と
思
っ
た
。
自
分
は
何
気
な
く
脇
の
流
れ
を
見
た
。
向
こ
う
側
の
斜
め
に
水
か
ら
出
て
い
る
半
畳

敷
き
ほ
ど
の
石
に
黒
い
小
さ
い
も
の
が
い
た
。
い21

も
り
だ
。
ま
だ
ぬ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
い
い
色
を
し
て

い
た
。
頭
を
下
に
傾
斜
か
ら
流
れ
へ
臨
ん
で
、
じ
っ
と
し
て
い
た
。
体
か
ら
滴
れ
た
水
が
黒
く
乾
い
た
石

へ
一
寸
ほ
ど
流
れ
て
い
る
。
自
分
は
そ
れ
を
何
気
な
く
、
し
ゃ
が
ん
で
見
て
い
た
。
自
分
は
先せ
ん

ほ
ど
い
も

り
は
嫌
い
で
な
く
な
っ
た
。
と
か
げ
は
多
少
好
き
だ
。
や22

も
り
は
虫
の
中
で
も
最
も
嫌
い
だ
。
い
も
り
は

好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
い
。
十
年
ほ
ど
前
に
よ
く23
蘆あ
し

の
湖こ

で
い
も
り
が
宿
屋
の
流
し
水
の
出
る
所
に
集
ま

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
が
い
も
り
だ
っ
た
ら
た
ま
ら
な
い
と
い
う
気
を
よ
く
起
こ
し
た
。
い
も
り
に

も
し
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
自
分
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。
そ
の
頃
い
も
り
を
見
る

と
そ
れ
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
、
い
も
り
を
見
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
し
か
し
も
う
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
く

な
っ
て
い
た
。
自
分
は
い
も
り
を
驚
か
し
て
水
へ
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
。
不
器
用
に
体
を
振
り
な
が
ら
歩

21
い
も
り

両
生
類
イ
モ
リ

科
の
小
動
物
。
体
長
約
一

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
淡

水
に
す
み
、
形
は
と
か
げ

に
似
て
い
る
。

22
や
も
り

二
八
ペ
ー
ジ
注

20
参
照
。

23
蘆
の
湖

神
奈
川
県
の
箱

根
山
に
あ
る
火
口
原
湖
。

芦あ
し

ノ
湖こ

。
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問
「
生
き
物
の
寂
し
さ
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

何
気
な
く　

肘
を
張
る

た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
い
も
り
の
反
ら
し
た
尾
が
自
然
に
静
か
に
下
り
て
き
た
。
す
る
と
肘
を
張
っ
た

よ
う
に
し
て
傾
斜
に
堪
え
て
、
前
へ
つ
い
て
い
た
両
の
前
足
の
指
が
内
へ
ま
く
れ
込
む
と
、
い
も
り
は
力

な
く
前
へ
の
め
っ
て
し
ま
っ
た
。
尾
は
全
く
石
に
つ
い
た
。
も
う
動
か
な
い
。
い
も
り
は
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
自
分
は
と
ん
だ
こ
と
を
し
た
と
思
っ
た
。
虫
を
殺
す
こ
と
を
よ
く
す
る
自
分
で
あ
る
が
、
そ
の
気
が

全
く
な
い
の
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
は
自
分
に
妙
な
嫌
な
気
を
さ
し
た
。
も
と
よ
り
自
分
の
し
た
こ
と
で

は
あ
っ
た
が
い
か
に
も
偶
然
だ
っ
た
。
い
も
り
に
と
っ
て
は
全
く
不
意
な
死
で
あ
っ
た
。
自
分
は
し
ば
ら

く
そ
こ
に
し
ゃ
が
ん
で
い
た
。
い
も
り
と
自
分
だ
け
に
な
っ
た
よ
う
な
心
持
ち
が
し
て
い
も
り
の
身
に
自

分
が
な
っ
て
そ
の
心
持
ち
を
感
じ
た
。
か
わ
い
そ
う
に
思
う
と
同
時
に
、
生
き
物
の
寂
し
さ
を
い
っ
し
ょ

に
感
じ
た
。
自
分
は
偶
然
に
死
な
な
か
っ
た
。
い
も
り
は
偶
然
に
死
ん
だ
。
自
分
は
寂
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
、
よ
う
や
く
足
元
の
見
え
る
道
を
温
泉
宿
の
ほ
う
に
帰
っ
て
き
た
。
遠
く
町
外
れ
の
灯
が
見
え
出

し
た
。
死
ん
だ
蜂
は
ど
う
な
っ
た
か
。
そ
の
後
の
雨
で
も
う
土
の
下
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ろ
う
。
あ
の
ね

ず
み
は
ど
う
し
た
ろ
う
。
海
へ
流
さ
れ
て
、
今
頃
は
そ
の
水
膨
れ
の
し
た
体
を
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
海
岸

へ
で
も
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
死
な
な
か
っ
た
自
分
は
今
こ
う
し
て
歩
い
て
い
る
。

そ
う
思
っ
た
。
自
分
は
そ
れ
に
対
し
、
感
謝
し
な
け
れ
ば
済
ま
ぬ
よ
う
な
気
も
し
た
。
し
か
し
実
際
喜
び

の
感
じ
は
湧
き
上
が
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
生
き
て
い
る
こ
と
と
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ

は
両
極
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
差
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
も
う
か
な
り
暗
か
っ
た
。
視
覚
は

＊
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問
「
三
週
間
い
て
」と
は
、
ど
の

よ
う
な
心
情
を
表
し
て
い
る

か
。

問
「
も
う
三
年
以
上
に
な
る
」

と
い
う
時
間
の
経
過
の
記
述

は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
付

け
加
え
て
い
る
か
。

志
賀
直
哉
（
し
が 

な
お
や
）　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
～
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
。
小
説
家
。
宮
城
県
の
生
ま
れ
。
明
治
四
十
三
（
一

九
一
〇
）
年
、
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

ら
と
『
白し

ら

樺か
ば

』
を
創
刊
。
対
象
や
人
間
の
気
分
な
ど
を
観
察
し
続
け
、
簡
潔
な
言
葉
で
表
す
、
写
実
的
な
作
品

が
多
い
。
作
品
に
『
網あ 

走ば
し
りま

で
』『
和
解
』『
小
僧
の
神
様
』『
暗
夜
行
路
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
小
僧
の
神
様 

他
十じ

ゅ
っ

篇ぺ
ん

』〔
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

遠
い
灯
を
感
ず
る
だ
け
だ
っ
た
。
足
の
踏
む
感
覚
も
視
覚
を
離
れ
て
、
い
か
に
も
不
確
か
だ
っ
た
。
た
だ

頭
だ
け
が
勝
手
に
働
く
。
そ
れ
が
い
っ
そ
う
そ
う
い
う
気
分
に
自
分
を
誘
っ
て
い
っ
た
。

　

三
週
間
い
て
、
自
分
は
こ
こ
を
去
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
三
年
以
上
に
な
る
。
自
分
は
脊
椎
カ
リ
エ

ス
に
な
る
だ
け
は
助
か
っ
た
。

●

●
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行
為
や
判
断
の
方
向
が
揺
れ
る
表
現
も
抜
き
出
し
、
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
な
表
現
に
な
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
か
ら
擬
音
語
や
擬
態
語
を
抜
き
出
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
今
自
分
に
あ
の
ね
ず
み
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
自
分
は

ど
う
す
る
だ
ろ
う
。
…
そ
れ
へ
行
く
方
法
を
指
定
し
た
。」（
二
〇
二
・

3
～
6
）
と
い
う
部
分
を
読
ん
で
、
筆
者
が
自
身
を
指
す
の
に
使
う

「
自
分
」
の
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

1
自
分
の
見
た
も
の
や
感
じ
た
こ
と
を
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
構
成
上
の
工
夫
を
し
て
い
る
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

致
命
傷
196　

要
心
196　
　

肝
心
196　
　

往
来
196　

死
骸
197　
　

恐
怖
197

激
励
198　
　

触
角
198　
　

丁
寧
198　
　

退
屈
198　

冷
淡
199　
　

拘
泥
199

外
界
199　
　

嫉
妬
200　
　

生
理
的
200　

圧
迫
200　

助
長
200　
　

頓
狂
201

最
期
201　
　

運
命
201　
　

静
寂
202　
　

留
守
202　

不
思
議
202　

興
奮
202

快
活
202　
　

傾
斜
205　
　

偶
然
205　
　

不
意
205　

視
覚
205

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
死
ん
だ
蜂
に
つ
い
て
「
地
面
へ
流
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
一

九
九
・
11
）「
ど
こ
か
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
」（
一
九
九
・
12
）

「
死
骸
は
そ
こ
に
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
」（
一
九
九
・
13
）
と
推
量

で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
ね
ず
み
の
死
の
場
合
の
描
写
を
対
比

し
、
両
者
へ
の
筆
者
の
向
き
合
い
方
の
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

2
動
物
の
死
を
め
ぐ
る
三
つ
の
出
来
事
に
対
し
、
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ

死
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
か
、
本
文
に
即
し
て
ま

と
め
て
み
よ
う
。

3
「
眺
め
て
い
た
」（
一
九
八
・
15
）「
見
つ
け
た
」（
一
九
八
・
16
）「
見
え

な
く
な
っ
た
」（
二
〇
三
・
8
）
な
ど
、
視
覚
に
関
す
る
表
現
を
抜
き

出
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
聴
覚
や
触
覚
な
ど
、
ほ
か
の
感
覚
に
関

す
る
表
現
は
ど
の
程
度
あ
る
か
を
確
認
し
、
筆
者
が
世
界
を
捉
え

る
方
法
の
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

4
「
い
つ
か
」（
一
九
七
・
16
）「
何
か
し
ら
」（
一
九
八
・
7
）「
こ
う
い
う

場
合
」（
二
〇
三
・
15
）
な
ど
、
内
容
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
な
い
表
現

を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、「
想
像
で
き
な
い
」（
二
〇
二
・
14
）

の
直
後
に
「
…
だ
っ
た
に
相
違
な
い
」（
二
〇
三
・
1
）
と
述
べ
る
な
ど
、

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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近
代
１　

  

城
の
崎
に
て



　
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
を
話
し
合
う

　 
小
説
の
世
界
を
観
察
し
、
思
い
切
っ
て
参
加
す
る 

　

　

こ
の
単
元
で
は
、
短
編
小
説
が
流
行
し
定
着
す
る
大
正
期
に
発
表
さ

れ
た
、
特
色
に
富
む
二
編
を
読
ん
だ
。『
羅
生
門
』
で
は
、「
下
人
」
の

揺
れ
動
く
善
悪
の
価
値
基
準
に
つ
い
て
、『
城
の
崎
に
て
』
で
は
、「
自

分
」
の
生
と
死
を
め
ぐ
る
認
識
の
深
化
に
つ
い
て
考
え
た
。

 
 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
舞
台
設
定
や
人
物
設
定
に
注
目
し
よ
う
。

①�

『
羅
生
門
』
と
『
城
の
崎
に
て
』
の
舞
台
設
定
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
点
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
か
、
小
説
の
内
容
を

振
り
返
り
な
が
ら
考
え
る
。

②�

『
羅
生
門
』
と
『
城
の
崎
に
て
』
の
主
人
公
（「
下
人
」「
自
分
」）
に

つ
い
て
、
小
説
の
始
ま
り
近
く
で
示
さ
れ
る
設
定
を
ま
と
め
、
読

１

者
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
期
待
さ
せ
る
の
か
、
考
え
る
。

 
 

『
羅
生
門
』と『
城
の
崎
に
て
』に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
た
場
面
や

気
に
な
る
語
り
口
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
特
徴
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
小
説
の
内
容
と
表
現
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
み
よ
う
。

 
 

『
羅
生
門
』の
末
尾
は「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。」で
あ

り
、『
城
の
崎
に
て
』の
末
尾
は「
自
分
は
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
な
る
だ

け
は
助
か
っ
た
。」で
あ
る
。
こ
う
し
た
締
め
括
り
方
は
読
者
に
何

を
投
げ
か
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
が
ど
の
よ
う
な
先

入
観
を
問
い
直
し
た
の
か
と
か
か
わ
ら
せ
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

 
  

小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
を
考
え
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、
模
擬
裁
判
を
行
っ
て
み
よ
う
。
語
り
手
に
導
か
れ
た
読
み
方
を

受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
視
点
で
捉
え
て
み
れ
ば
、
積
極
的

に
小
説
の
世
界
を
問
い
直
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た

読
み
の
実
践
と
し
て
、
検
察
官
・
弁
護
士
・
裁
判
官（
陪
審
員
）に
分

か
れ
、
小
説
を
調
書
に
見
立
て
て
、
登
場
人
物
の
言
動
な
ど
を
吟
味

し
、
原
告
・
被
告
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
議
論
に
参
加
し
て

み
よ
う
。

①
『
羅
生
門
』　　
　
　

原
告
＝
「
老
婆
」　　

被
告
＝
「
下
人
」

②
『
城
の
崎
に
て
』　　

原
告
＝
「
い
も
り
」　

被
告
＝
「
自
分
」

２３４

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

 
 

小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
、
効

果
的
に
常
識
的
な
道
徳
観
や
認
識
を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と
が

多
い
。
効
果
的
に
な
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
構
成
や
描
写
に
つ

い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題
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�

小
説
や
随
想
の
表
現
の
仕
方
・
特
色
を
つ
か
み
、
自
分
の
も
の
の
見
方
・
考

え
方
、
感
じ
方
を
深
め
る
。

�

作
品
の
成
立
し
た
時
代
や
背
景
に
つ
い
て
調
べ
、
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
考
え
る
。

�

人
称
・
時
制
に
注
目
す
る
。

待
つ

う
そ
と
パ
ン

写
真
班

太
宰　

治

幸
田　

文

梅
崎
春
生

❖
単
元
の
言
語
活
動
2

作
家
の
工
夫
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く

　
　
　
　

文
学
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い　
　

	

近
代 
　   2

2

街
頭
テ
レ
ビ
に
群
が
る
人
々

芝
居
や
ス
ポ
ー
ツ
の
中
継
に
は
観
衆
が
殺
到
し
た
。
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510

待
つ

　

省
線
の
そ
の
小
さ
い
駅
に
、
私
は
毎
日
、
人
を
お
迎
え
に
ま
い
り
ま
す
。
誰
と
も
、
分
か
ら
ぬ
人
を
迎

え
に
。

　

市
場
で
買
い
物
を
し
て
、
そ
の
帰
り
に
は
、
必
ず
駅
に
立
ち
寄
っ
て
駅
の
冷
た
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ

し
、
買
い
物
籠
を
膝
に
乗
せ
、
ぼ
ん
や
り
改
札
口
を
見
て
い
る
の
で
す
。
上
り
下
り
の
電
車
が
ホ
ー
ム
に

到
着
す
る
ご
と
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
電
車
の
戸
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
、
ど
や
ど
や
改
札
口
に
や
っ
て
来

て
、
一
様
に
怒
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
て
、
パ
ス
を
出
し
た
り
、
切
符
を
手
渡
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、

そ
そ
く
さ
と
脇
目
も
振
ら
ず
歩
い
て
、
私
の
座
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
の
前
を
通
り
駅
前
の
広
場
に
出
て
、
そ

う
し
て
思
い
思
い
の
方
向
に
散
っ
て
行
く
。
私
は
、
ぼ
ん
や
り
座
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
、
ひ
と
り
、
笑
っ

て
私
に
声
を
掛
け
る
。
お
お
、
怖
い
。
あ
あ
、
困
る
。
胸
が
、
ど
き
ど
き
す
る
。
考
え
た
だ
け
で
も
、
背

中
に
冷
や
水
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
ぞ
っ
と
し
て
、
息
が
詰
ま
る
。
け
れ
ど
も
私
は
、
や
っ
ぱ
り
誰
か

を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
い
っ
た
い
私
は
、
毎
日
こ
こ
に
座
っ
て
、
誰
を
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ど

ん
な
人
を
？　

い
い
え
、
私
の
待
っ
て
い
る
も
の
は
、
人
間
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
人
間
を
嫌

太だ

宰ざ
い　

治
お
さ
む

1
＊

2

＊

＊

＊

＊

1
省
線　

鉄
道
省
の
管
轄
に
あ�

っ
た
鉄
道
網
。

2
パ
ス　

pass

（
英
語
）。
こ

こ
で
は
、
定
期
券
。

　

 �『
女
性
』
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）
年
六
月

初
出
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あ
な
た
が
待
ち
た
い
も
の
は
、
何
で
す
か
。

導
入
の
問
い



5

い
で
す
。
い
い
え
、
怖
い
の
で
す
。
人
と
顔
を
合
わ
せ
て
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
寒
く
な
り
ま
し

た
、
な
ど
と
言
い
た
く
も
な
い
挨
拶
を
、
い
い
加
減
に
言
っ
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
、
自
分
ほ
ど
の
う
そ

つ
き
が
世
界
中
に
い
な
い
よ
う
な
苦
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
死
に
た
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
た
、

相
手
の
人
も
、
む
や
み
に
私
を
警
戒
し
て
、
当
た
ら
ず
障
ら
ず
の
お
世
辞
や
ら
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
う
そ

の
感
想
な
ど
を
述
べ
て
、
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
相
手
の
人
の
け
ち
な
用
心
深
さ
が
悲
し
く
、
い
よ
い
よ

世
の
中
が
嫌
で
嫌
で
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
世
の
中
の
人
と
い
う
も
の
は
、
お
互
い
、
こ
わ
ば
っ
た
挨

拶
を
し
て
、
用
心
し
て
、
そ
う
し
て
お
互
い
に
疲
れ
て
、
一
生
を
送
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

人
に
逢あ

う
の
が
、
嫌
な
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
限
り
、
私
の
ほ
う
か
ら
お
友

達
の
所
へ
遊
び
に
行
く
こ
と
な
ど
は
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
に
い
て
、
母
と
二
人
き
り
で
黙
っ
て
縫
い

物
を
し
て
い
る
と
、
い
ち
ば
ん
楽
な
気
持

ち
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
い
よ
い
よ
大
戦

争
が
始
ま
っ
て
、
周
囲
が
ひ
ど
く
緊
張
し

て
ま
い
り
ま
し
て
か
ら
は
、
私
だ
け
が
家

で
毎
日
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
が
大
変
悪

い
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
て
、
何
だ

か
不
安
で
、
ち
っ
と
も
落
ち
着
か
な
く
な

＊

●

＊

＊

3

問
「
苦
し
い
気
持
ち
」に
な
る
の

は
、
な
ぜ
か
。

3
大
戦
争　

こ
こ
で
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
の
こ
と
。

1015

一
様
に　

そ
そ
く
さ
と　

脇

目
も
振
ら
ず　

冷
や
水
を
か

け
る　

息
が
詰
ま
る　

い
い

加
減　

当
た
ら
ず
障
ら
ず　

も
っ
た
い
ぶ
る

『女性』表紙（装丁：阿
あ

部
べ

合
ごう

成
せい

）
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51015

り
ま
し
た
。
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
、
直
接
に
、
お
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
な
の
で
す
。
私
は
、
私
の
今

ま
で
の
生
活
に
、
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

家
に
黙
っ
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
思
い
で
、
け
れ
ど
も
、
外
に
出
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
私
に
は
行
く
と

こ
ろ
が
、
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
買
い
物
を
し
て
、
そ
の
帰
り
に
は
、
駅
に
立
ち
寄
っ
て
、
ぼ
ん
や
り

駅
の
冷
た
い
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
い
る
の
で
す
。
ど
な
た
か
、
ひ
ょ
い
と
現
れ
た
ら
！　

と
い
う
期
待
と
、

あ
あ
、
現
れ
た
ら
困
る
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
恐
怖
と
、
で
も
現
れ
た
と
き
に
は
し
か
た
が
な
い
、
そ
の

人
に
私
の
命
を
差
し
上
げ
よ
う
、
私
の
運
が
そ
の
と
き
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
諦
め
に

似
た
覚
悟
と
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
け
し
か
ら
ぬ
空
想
な
ど
が
、
異
様
に
絡
み
合
っ
て
、
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
窒
息
す
る
ほ
ど
苦
し
く
な
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
の
か
、
死
ん
で
い
る
の
か
、
分
か
ら
ぬ
よ
う
な
、

白
昼
の
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
、
何
だ
か
頼
り
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
眼
前
の
、
人
の
往
来
の
あ
り
さ

ま
も
、
望
遠
鏡
を
逆
に
の
ぞ
い
た
み
た
い
に
、
小
さ
く
遠
く
思
わ
れ
て
、
世
界
が
シ
ン
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
あ
あ
、
私
は
い
っ
た
い
、
何
を
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
私
は
大
変
淫

ら
な
女
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
何
だ
か
不
安
で
、
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
、
お
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
の
は
う
そ
で
、
本
当
は
、
そ
ん
な
立
派
そ
う
な
口
実
を
設
け
て
、
自
身
の
軽
は
ず
み

な
空
想
を
実
現
し
よ
う
と
、
何
か
し
ら
、
よ
い
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
こ

う
し
て
座
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
し
た
顔
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
胸
の
中
で
は
、
不ふ

埒ら
ち

な
計
画
が
ち
ろ
ち
ろ

＊

●

＊

＊

●
＊

問
「
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
」

の
は
、
な
ぜ
か
。

問
「
不
埒
な
計
画
」と
言
っ
て
い

る
の
は
、
な
ぜ
か
。
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燃
え
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

　

い
っ
た
い
、
私
は
、
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
は
何
も
な
い
。
た
だ
、

も
や
も
や
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
待
っ
て
い
る
。
大
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
毎
日
、
毎
日
、

お
買
い
物
の
帰
り
に
は
駅
に
立
ち
寄
り
、
こ
の
冷
た
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
て
、
待
っ
て
い
る
。
誰
か
、

ひ
と
り
、
笑
っ
て
私
に
声
を
掛
け
る
。
お
お
、
怖
い
。
あ
あ
、
困
る
。
私
の
待
っ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た

で
な
い
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
私
は
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
旦
那
さ
ま
。
違
う
。
恋
人
。
違
い

ま
す
。
お
友
達
。
嫌
だ
。
お
金
。
ま
さ
か
。
亡
霊
。
お
お
、
嫌
だ
。

　

も
っ
と
和
や
か
な
、
ぱ
っ
と
明
る
い
、
す
ば
ら
し
い
も
の
。
何
だ
か
、
分
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
春

の
よ
う
な
も
の
。
い
や
、
違
う
。
青
葉
。
五
月
。
麦
畑
を
流
れ
る
清
水
。
や
っ
ぱ
り
、
違
う
。
あ
あ
、
け

れ
ど
も
私
は
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
胸
を
躍
ら
せ
て
待
っ
て
い
る
の
だ
。
眼め

の
前
を
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
が

通
っ
て
行
く
。
あ
れ
で
も
な
い
、
こ
れ
で
も
な
い
。
私
は
買
い
物
籠
を
抱
え
て
、
細
か
く
震
え
な
が
ら
一

心
に
一
心
に
待
っ
て
い
る
の
だ
。
私
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。
毎
日
、
毎
日
、
駅
へ
お
迎
え
に

行
っ
て
は
、
む
な
し
く
家
へ
帰
っ
て
く
る
二
十
の
娘
を
笑
わ
ず
に
、
ど
う
か
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ま

せ
。
そ
の
小
さ
い
駅
の
名
は
、
わ
ざ
と
お
教
え
申
し
ま
せ
ん
。
お
教
え
せ
ず
と
も
、
あ
な
た
は
、
い
つ
か

私
を
見
か
け
る
。�

（
十
七
年
一
月
）

＊

●

問
「
私
」
が
「
あ
な
た
」
に
わ

ざ
と
教
え
な
い
の
は
、
な
ぜ

か
。

身
を
粉
に
す
る　

け
し
か
ら

ぬ　

軽
は
ず
み　

不
埒　

胸

を
躍
ら
せ
る
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太
宰
　
治
（
だ
ざ
い 

お
さ
む
）　

明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
～
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
。
小
説
家
。
青
森
県
の
生
ま
れ
。
自
虐
に
満
ち

た
饒

じ
ょ
う

舌ぜ
つ

体
で
若
者
の
苦
悩
に
寄
り
添
い
、
戦
時
下
に
は
女
性
独
白
体
や
古
典
の
パ
ロ
デ
ィ
な
ど
多
様
な
表
現
を
試
み
た
。
戦
後
、『
斜
陽
』
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
。
作
品
に
『
道
化
の
華
』『
富ふ

嶽が
く

百
景
』『
走
れ
メ
ロ
ス
』『
お
伽と

ぎ

草ぞ
う

紙し

』『
人
間
失
格
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
太
宰
治
全
集
６
』〔
平

成
十
（
一
九
九
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

1
時
代
状
況
が
表
れ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
作
品

の
テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
私
」
が
何
を
待
っ
て
い
る
か
が
明
確
で
な
い
の
は
な
ぜ
か
、「
私
」

の
気
持
ち
と
、
作
者
の
立
場
の
両
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

到
着
210　

戸
口
210　

切
符
210　

挨
拶
211　

世
辞
211　

覚
悟
212　

空
想
212

異
様
212　

窒
息
212　

白
昼
212　

眼
前
212　

口
実
212　

実
現
212　

機
会
212

旦
那
213　

亡
霊
213

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
「
大
戦
争
」
が
始
ま
る
前
と
後
で
、「
私
」
の
心
情
に
は
ど
の
よ
う

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
小
説
内
で
「
私
」
が
提
示
し
て
い
る
「
待
つ
」
対
象
を
順
番
に
抜

き
出
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

3
第
四
段
落
の
「
あ
な
た
」
と
第
五
段
落
の
「
あ
な
た
」
が
指
す
内

容
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
私
」
が
直
前
の
発
言
を
否
定
す
る
表
現
や
、
反
復
さ
れ
る
「
…

な
い
」
と
い
う
表
現
を
抜
き
出
し
、
そ
の
多
様
な
否
定
的
表
現
が

も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

2
改
行
が
少
な
く
、
長
い
文
章
と
短
い
文
章
が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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う
そ
と
パ
ン

　

誰
し
も
お
弁
当
の
味
を
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
な
か
な
か
複
雑
な
味
の
も
の
で
あ
る

こ
と
も
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
と
思
う
。
待
ち
か
ね
て
開
け
る
お
弁
当
な
ら
、
愉た
の

し
く
て
お
い
し
い
に

決
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
食
べ
な
く
て
も
承
知
し
て
い
る
味
も
あ
る
。
お
な
か
は
減
っ
て
い
て
食
べ
た
い

の
だ
け
れ
ど
弁
当
は
持
っ
て
い
な
い
、
持
っ
て
い
な
い
と
は
体
裁
が
悪
く
て
人
に
言
え
な
い
か
ら
、
痩
せ

我
慢
に
「
腹
痛
で
絶
食
だ
」
な
ど
と
ご
ま
か
す
。
そ
ん
な
場
合
な
ど
の
味
は
、
食
べ
な
い
で
も
十
分
に
分

か
ら
せ
ら
れ
る
恨
め
し
い
味
で
あ
る
。

　

私わ
た
しの

若
い
と
き
は
、
今
ほ
ど
激
し
い
世
相
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
学
費
・
生

活
費
に
差
し
支
え
る
家
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
気
の
毒
な
学
生
も
い
た
。
私
は
両
親
が
い
て
、
割
合
に
恵

ま
れ
た
学
生
生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
弁
当
な
し
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
い
わ
ば
自
分
の
甲か

斐い

性し
ょ
うな
し
意
気
地
な
し
、
あ
る
い
は
、
わ
が
ま
ま

0

0

0

0

と
言
う
べ
き
も
の
か
ら
、
弁
当
な
し
を
経
験
し
た
。
つ

ま
り
朝
早
く
起
き
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
弁
当
を
詰
め
る
だ
け
の
、
時
間
の
余
裕
を
み
て
起
き
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
学
校
と
私
の
家
と
の
距
離
は
遠
く
て
、
一
時
間
半
は
か
か
る
。
八
時

幸こ
う

田だ　

文あ
や

＊

＊

＊

＊

●

●

問
「
甲
斐
性
な
し
」「
意
気
地
な

し
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

　

 �『
高
校
コ
ー
ス
』
昭
和
三

十
（
一
九
五
五
）
年
七
月

初
出待

ち
か
ね
る　

痩
せ
我
慢　

差
し
支
え
る　

気
の
毒
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始
ま
り
だ
っ
た
の
で
、
学
校
に
間
に
合

う
に
は
、
六
時
半
に
家
を
出
ね
ば
な
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
前
に
食
事
を
こ

し
ら
え
て
、
弟
に
も
食
べ
さ
せ
弁
当
を

詰
め
て
や
り
、
自
分
も
身
繕
い
な
ど
を

す
れ
ば
、
ど
ん
な
に
手
早
く
し
て
も
五

時
半
に
は
起
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

五
時
半
が
つ
ら
い
の
だ
っ
た
。
父
親
の

経
済
状
態
は
女
中
な
し
の
程
度
で
あ
り
、

母
親
が
病
気
持
ち
の
弱
い
体
で
、
女
手

は
私
一
人
と
き
て
は
、
い
き
お
い
登
校

前
の
家
事
雑
用
が
か
か
っ
て
く
る
。
と

に
も
か
く
に
も
、
弟
に
は
是
非
お
弁
当

を
持
た
せ
よ
う
と
思
う
気
持
ち
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
は
無
理
に
も
こ
し
ら
え
る

が
、
自
分
は
お
ひ
る

0

0

0

抜
き
の
空
腹
の
ほ

1

2

3

＊

＊

1
身
繕
い　

身
な
り
を
整
え
る

こ
と
。

女学校の風景

2
父
親　

幸
田
露
伴
。
慶
応
三

（
一
八
六
七
）
年
〜
昭
和
二
十

二
（
一
九
四
七
）
年
。
作
者

解
説
参
照
。

3
女
中　

よ
そ
の
家
に
雇
わ
れ

て
、
家
事
の
手
伝
い
な
ど
を

す
る
女
性
の
こ
と
。
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う
が
遅
刻
よ
り
ま
だ
し
も
で
あ
る
。
ひ
っ
そ
り
と
全
校
の
生
徒
が
着
席
し
て
い
る
朝
礼
の
講
堂
へ
、
こ
と

り
こ
と
り
と
靴
の
音
を
忍
ん
で
は
い
る

0

0

0

ほ
ど
情な

さ
けな

い
こ
と
は
な
い
。
父
母
は
私
の
体
力
と
労
働
力
を
信
じ

て
い
る
か
ら
、
弁
当
な
し
の
こ
と
な
ど
て
ん
で

0

0

0

気
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
私
は
実
は
そ
の
信
用
を
裏
切
っ

て
、
眠
さ
に
負
け
て
い
た
し
、
し
ば
し
ば
弁
当
抜
き
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
は
友
達
に
は
知
ら
れ
た
く
な
し
、
十
二
時
に
な
る
と
校
庭
へ
抜
け
て
い
く
私
に
、「
ど
う

し
た
の
？
」
と
案
じ
て
く
れ
る
人
へ
は
、
い
い
加
減
に
う
そ

0

0

を
取
り
繕
う
。
友
達
を
偽
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
簡
単
に
偽
れ
な
い
の
は
お
な
か
の
虫
だ
っ
た
。
こ
の
虫
は
ぐ
う
と
鳴
き
、
き
ゅ
う
と
訴
え
て
、
私
の

不
届
き
を
暴
露
し
よ
う
と
す
る
正
直
な
虫
な
の
で
あ
る
。
う
そ
を
つ
け
ば
自
然
と
意
地
っ
張
り
に
な
る
も

の
ら
し
い
。
私
は
腹
の
虫
に
抵
抗
し
て
、
ま
す
ま
す
ふ
が
い
な
い
弁
当
な
し
を
取
り
繕
う
意
地
を
張
っ
た
。

　

伸の
ぶ

子こ

さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
。
常
に
一
緒
に
い
る
と
い
う
ほ
ど
の
特
別
な
な
か
よ
し

0

0

0

0

で
は
な
か
っ
た
が
、

気
持
ち
の
い
い
人
だ
っ
た
。「
ど
う
し
た
の
？
」
と
訊き

い
て
く
れ
た
。
私
は
例
の
と
お
り
、
う
そ

0

0

返
事
を

す
る
。

　
「
そ
ん
な
ら
食
べ
な
い
ほ
う
が
い
い
わ
ね
。」
と
素
直
で
あ
る
。
私
は
簡
単
に
だ
ま
さ
れ
た
伸
子
さ
ん
を
、

ち
ょ
っ
と
滑
稽
に
思
っ
た
。

　

す
る
と
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、「
今
日
も
食
べ
な
い
の
？
」
と
言
う
。
私
は
例
の
と
お
り
。

　
「
私
の
お
弁
当
、
決
し
て
お
な
か
に
さ
わ
ら
な
い
お
弁
当
な
の
。
一
緒
に
半
分
ず
つ
食
べ
な
い
？
」

＊

＊
●

＊

＊

4

＊

＊

＊

＊

4
お
な
か
の
虫　

空
腹
時
に
お

な
か
が
鳴
る
こ
と
を
、
腹
の

中
に
虫
が
い
て
、
そ
れ
が
鳴

く
も
の
と
し
て
言
う
。

問
「
い
い
加
減
に
う
そ

0

0

を
取
り

繕
う
」
の
は
、
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
か
ら
か
。

い
き
お
い　

と
に
も
か
く
に

も　

ま
だ
し
も　

て
ん
で　

取
り
繕
う　

偽
る　

不
届
き�

意
地
っ
張
り　

ふ
が
い
な
い

さ
わ
ら
な
い
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「
だ
っ
て
食
べ
た
く
な
い
も
の
。」

　
「
そ
れ
が
ね
、
ち
ょ
っ
と
食
べ
れ
ば
も
っ
と
食
べ
た
く
な
る
お
弁
当
な
の
よ
。」

　

何
度
押
し
問
答
し
て
も
、
伸
子
さ
ん
は
い
さ
さ
か
も
退
く
け
は
い

0

0

0

が
な
い
。
た
だ
、「
お
な
か
に
さ
わ

0

0

ら
な
い
」「
割
合
お
い
し
い
」
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
を
言
わ
ず
、
愉
し
そ
う
に
誘
う
の
で
あ
る
。

な
か
よ
し
同
士
の
し
つ
こ
い
会
話
の
形
で
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
動
か
し
が
た
い
気
持
ち
を
含
ま
せ
て
繰

り
返
し
誘
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
確
実
で
あ
る
。
私
は
そ
の
誘
い
に
乗
り
た
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ

に
乗
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
う
そ

0

0

や
取
り
繕
い
は
一
挙
に
ば
れ
る

0

0

0

こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
強
情
を
張
っ
た
。

で
も
、
伸
子
さ
ん
は
私
よ
り
も
少
し
強
か
っ
た
。
微
笑
と
強
情
と
で
は
、
強
情
が
負
け
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
お
弁
当
は
、
焼
い
た
パ
ン
へ
バ
タ
と
白
い
砂
糖
を
塗
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
一
目
で
そ
れ
が
丁
寧

に
こ
し
ら
え
て
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
端
々
ま
で
バ
タ
と
砂
糖
は
丹
念
に
行
き
渡
っ
て
い
た
。「
ほ
ら
、

お
い
し
い
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
、
私
が
彼
女
か
ら
予
期
し
た
言
葉
は
、
予
期
外
れ
で
、
伸
子
さ
ん
は
一

言
も
言
わ
ず
、
私
が
食
べ
終
え
た
と
き
、

　
「
う
ち
の
お
母
さ
ん
が
き
っ
と
喜
ぶ
わ
。」
と
言
っ
た
。

　

私
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。「
だ
っ
て
、
ど
う
し
て
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
が
？
」

　
「
こ
ん
な
に
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
お
な
か
が
悪
い
の
は
、
何
か
わ
け
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
う
と
言
っ
て
、

あ
な
た
の
こ
と
心
配
し
て
い
る
の
よ
。」

＊

＊

●

5

●

問
「
微
笑
と
強
情
と
で
は
、
強

情
が
負
け
る
」
の
は
、
な
ぜ

か
。

5
バ
タ　

butter

（
英
語
）。
バ

タ
ー
。

問
「
私
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。」
と

あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
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パ
ン
は
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
、
伸
子
さ
ん
の
一
人
前
よ
り
余
計
に
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
私

は
こ
の
親
子
の
怜れ
い

悧り

な
、
そ
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
打
た
れ
て
、
弁
当
な
し
の
う
そ

0

0

を
粉
々
に
崩
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
日
か
ら
も
う
三
十
何
年
に
な
る
。
伸
子
さ
ん
も
私
も
お
互
い
に
忙
し
い
の
で
、
訪と

い
尋
ね
は
、
時

た
ま
し
か
で
き
な
い
が
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
友
情
が
続
い
て
い
る
。
あ
の
と
き
の
パ
ン
は
、
三
十
年
の

間
中
、
私
を
励
ま
し
続
け
て
い
る
。
私
の
よ
う
な
者
の
と
こ
ろ
へ
も
、
時
に
は
、
空
腹
の
う
そ
を
つ
く
人

が
来
な
い
で
も
な
い
。
私
は
じ
い
っ
と
そ
う
い
う
人
を
見
つ
め
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
折
を
う
か
が
っ
て
、

バ
タ
と
砂
糖
の
、
あ
の
パ
ン
を
薦
め
る
。
そ
の
た
び
に
、
あ
の
と
き
の
伸
子
さ
ん
の
微
笑
を
思
い
浮
か
べ

る
の
だ
し
、
伸
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
一
言
も
、
私
が
弁
当
を
持
っ
て
こ
な
い
理
由
の
詮
索
だ
て
を
、

伸
子
さ
ん
に
さ
せ
な
か
っ
た
、
そ
の
行
き
届
い
た
注
意
深
さ
を
尊
く
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
私
の
娘
は
、

バ
タ
と
砂
糖
を
塗
っ
た
パ
ン
の
こ
と
を
、「
母
さ
ん
の
パ
ン
」
と
言
う
し
、「
伸
子
さ
ん
の
パ
ン
」
と
も
言
っ

て
い
る
。

●
＊

●

＊
＊

●

●

問
「
母
さ
ん
の
パ
ン
」「
伸
子
さ

ん
の
パ
ン
」
と
い
う
表
現
に

は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
か
。

問
「
怜
悧
な
」「
温
か
い
気
持
ち
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

幸
田
　
文
（
こ
う
だ 

あ
や
）　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
～
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
。
随
筆
家
・
小
説
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
父
は
小
説

家
・
考
証
家
の
幸
田
露
伴
。
幼
く
し
て
母
、
姉
を
亡
く
し
、
露
伴
に
家
事
全
般
を
厳
し
く
教
育
さ
れ
る
。
露
伴
の
死
を
書
い
た
随
筆
『
雑
記
』

『
終

し
ゅ
う

焉え
ん

』
で
作
家
と
し
て
文
壇
に
立
つ
。
清
新
な
作
風
で
多
く
の
随
筆
・
小
説
を
書
い
た
。
代
表
作
に
『
流
れ
る
』『
崩
れ
』
な
ど
が
あ
る
。
本

文
は
、『
幸
田
文
全
集
５
』〔
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

押
し
問
答　

い
さ
さ
か　

怜

悧　

粉
　々

折
を
う
か
が
う
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❖
言
語
活
動

1
時
代
状
況
が
表
れ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
作
品

の
テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
回
想
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
作
品
に
ど
の
よ
う
な
奥
行

き
を
与
え
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

体
裁
215　

絶
食
215　

世
相
215　

余
裕
215　

抵
抗
217　

素
直
217　

滑
稽
217

強
情
218　

砂
糖
218　

端
2々18　

丹
念
218　

予
期
218　

余
計
219　

索
219

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
第
一
段
落
か
ら「
味
」と
い
う
言
葉
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
味
」

に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

2
「
私
」
は
家
庭
内
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
ま
た
、

そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
「
私
」
の
性
格
を
考
え
て
み
よ
う
。

3
「
私
」
が
素
直
に
友
達
に
甘
え
ら
れ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
、
2

も
踏
ま
え
て
考
え
て
み
よ
う
。

4
「
行
き
届
い
た
注
意
深
さ
」（
二
一
九
・
10
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

説
明
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
お
な
か
の
虫
」（
二
一
七
・
7
）
の
よ
う
に
、「
虫
」
を
使
っ
た
慣
用

表
現
を
調
べ
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
共
通

す
る
虫
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
私
の
よ
う
な
者
」（
二
一
九
・
6
）
を
具
体
的
に
表
す
表
現
を
、
本

文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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玄
関
の
ブ
ザ
ー
が
重
苦
し
く
鳴
り
響
い
た
。
二
度
短
く
、
三
度
目
は
長
く
。
茶
の
間
で
モ
リ
ソ
バ
を
平

ら
げ
て
い
た
彼
は
、
心
臓
を
ど
き
ん
と
さ
せ
、
慌
て
て
箸
を
置
い
て
よ
た
よ
た
と
立
ち
上
が
っ
た
。
彼
は

自
宅
の
こ
の
ブ
ザ
ー
の
音
を
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ふ
だ
ん
の
日
は
勤
め
に
出
て
い
る
し
、
日

曜
日
に
は
来
訪
者
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し
ど
う
も
こ
の
ブ
ザ
ー
の
音
は
心
臓
に
響
く
。

玄
関
の
ブ
ザ
ー
と
書
い
た
が
、
玄
関
に
あ
る
の
は
押
し
ボ
タ
ン
で
あ
っ
て
、
ブ
ザ
ー
の
音
源
は
台
所
に
取

り
付
け
て
あ
る
。
茶
の
間
は
台
所
の
隣
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
ブ
ザ
ー
は
ず
っ
と
前
の
日
曜
日
、
見
知
ら
ぬ

電
気
屋
が
や
っ
て
来
て
、
半
ば
強
制
的
に
取
り
付
け
て
い
っ
た
も
の
だ
。
取
り
付
け
終
わ
っ
て
電
気
屋
は

言
っ
た
。
電
池
代
だ
け
は
お
マ
ケ
に
し
と
き
ま
す
。
お
マ
ケ
だ
っ
て
？　

電
池
代
だ
け
が
お
マ
ケ
だ
っ

て
？　

ブ
ザ
ー
の
響
き
の
充
満
し
た
台
所
を
、
彼
は
腹
を
立
て
な
が
ら
擦
過
し
、
玄
関
に
飛
び
出
し
た
。

腹
立
ち
の
対
象
は
も
ち
ろ
ん
ブ
ザ
ー
そ
れ
自
身
と
そ
れ
を
取
り
付
け
た
電
気
屋
。
そ
れ
に
そ
れ
を
許
容
し

た
自
分
自
身
も
だ
。
玄
関
の
扉
を
押
し
開
け
る
と
、
そ
こ
に
見
知
ら
ぬ
男
が
二
人
立
っ
て
い
た
。
一
人
は

四
十
前
後
の
赤
ら
顔
の
男
で
、
ど
う
い
う
つ
も
り
か
、
一
握
り
の
赤
茶
け
た
よ
う
な
鬚ひ
げ

を
、
顎
の
下
に
生

梅う
め

崎ざ
き

春は
る

生お

1
●＊

問
「
ブ
ザ
ー
の
音
を
ほ
と
ん
ど

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。」
か

ら
、「
彼
」
に
と
っ
て
ブ
ザ
ー

が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
分

か
る
か
。

1
ブ
ザ
ー　

buzzer

（
英
語
）。

こ
こ
で
は
、
家
の
中
に
い
る

人
に
、
来
客
を
音
だ
け
で
知

ら
せ
る
装
置
。

　

 �『
新
潮
』
昭
和
三
十
一（
一

九
五
六
）
年
二
月

初
出赤

ら
顔

510
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あ
な
た
の
持
ち
物
が
あ
な
た
の
も
の
で
あ
る
と
、
ど
の
よ
う
に
証
明
で
き
ま
す
か
。　

導
入
の
問
い
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や
し
て
い
た
。
も
一
人
は
そ
れ
よ
り
少
し
若
い
、
頭
を
イ
ガ
ク
リ
坊
主
に
刈
っ
た
男
で
、
肩
か
ら
重
そ
う

に
大
き
な
写
真
機
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。
彼
が
玄
関
の
扉
を
内
側
か
ら
押
す
と
た
ん
に
ブ
ザ
ー
の
音
は
鳴

り
止や

ん
だ
。
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
て
い
た
の
は
、
顎
鬚
男
の
親
指
だ
っ
た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
。」

　

今
ま
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た
指
で
、
顎
鬚
は
自
分
の
鳥
打
ち
帽
の
ひ
さ
し
を
上
方
に
弾は
じ

い
た
。

　
「
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
に
来
ま
し
た
よ
。」

　
「
写
真
？
」
彼
は
い
ぶ
か
し
く
、
ま
た
い
ら
だ
た
し
げ
に
反
問
し
た
。「
僕
の
写
真
を
で
す
か
。
僕
は
そ

ん
な
も
の
を
頼
ま
な
い
で
す
よ
。」

　
「
あ
な
た
の
写
真
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」

　

顎
鬚
は
に
や
り
と
笑
い
、
玄
関
の
土
間
に
ず
い
と
入
っ
て
き
た
。
イ
ガ
ク
リ
も
体
を
斜
め
に
し
て
、
片

足
だ
け
を
踏
み
入
れ
た
。
二
人
ま
る
ま
る
収
容
す
る
に
は
土
間
は
狭
す
ぎ
る
の
だ
。
そ
し
て
イ
ガ
ク
リ
が

ぼ
ん
や
り
し
た
声
で
言
っ
た
。

　
「
小
さ
な
玄
関
だ
な
あ
。」

　
「
近
頃
の
建
築
は
ど
こ
で
も
玄
関
が
小
さ
い
の
だ
よ
。」
顎
鬚
が
た
し
な
め
る
よ
う
に
言
っ
て
、
再
び
顔

を
彼
に
向
け
た
。「
あ
な
た
の
写
真
じ
ゃ
な
く
て
、
家
の
写
真
で
す
よ
。」

　
「
家
を
写
し
て
何
に
な
る
？
」
え
た
い
の
知
れ
ぬ
狼ろ
う

狽ば
い

を
感
じ
て
彼
は
天
井
を
見
上
げ
た
り
壁
を
見
回

2

3

4

＊

●

＊

問
「
え
た
い
の
知
れ
ぬ
狼
狽
を

感
じ
」
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

2
イ
ガ
ク
リ
坊
主　

短
く
丸

刈
り
に
し
た
髪
型
。
栗
の
イ

ガ
の
よ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
呼
ば
れ
る
。

3
鳥
打
ち
帽　

ひ
さ
し
を
つ
け

た
平
た
い
軽
便
な
帽
子
。
ハ

ン
チ
ン
グ
。

4
土
間　

家
の
中
で
、
床
を
張

ら
ず
、
土
足
で
入
れ
る
部
分
。

居
室
と
は
区
別
さ
れ
る
。
二

二
六
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
。
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5

し
た
り
し
た
。「
そ
れ
に
僕
は
…
…
。」

　
「
い
や
、
お
心
使
い
は
無
用
で
す
。」
顎
鬚
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
名
刺
を
さ
っ
と
取
り
出
し
、
彼
が
手
を
出

さ
な
い
の
に
、
そ
れ
を
し
ゃ
に
む
に
彼
の
掌て

に
握
ら
せ
、
イ
ガ
ク
リ
を
目め

顔か
お

で
促
し
た
。「
さ
あ
。」

　

二
人
の
男
は
一
斉
に
腰
を
か
が
め
て
、
ご
そ
ご
そ
と
靴
の
ひ
も
を
解
き
始
め
た
。
押
し
付
け
ら
れ
た
名

刺
に
急
い
で
彼
は
視
線
を
走
ら
せ
た
。「
金
融
公
庫
住
宅
資
料
調
査
社
写
真
班
・
多た

た々

良ら

太
郎
」
多
々
良

と
い
う
の
が
顎
鬚
男
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
顎
鬚
が
靴
を
脱
い
で
の
そ
の
そ
と
上
が
っ
て
来
た
。
押
し
と
ど

め
る
間
も
な
か
っ
た
。
続
い
て
イ
ガ
ク
リ
が
上
が
っ
て
来
た
。
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
靴
で
狭
い
土
間
は
靴
だ

ら
け
に
な
っ
た
。
彼
は
余
儀
な
く
台
所
ま
で
後あ
と

退し
ざ

り
し
た
。

廊
下
も
狭
い
の
で
、
後
退
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
後

退
す
る
彼
を
追
い
詰
め
る
よ
う
に
顎
鬚
も
歩
を
進
め
、
台

所
に
ま
で
達
す
る
と
立
ち
止
ま
り
、
イ
ガ
ク
リ
を
顧
み
た
。

　
「
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
に
台
所
が
あ
る
な
。」

　
「
そ
う
だ
ね
え
。」
イ
ガ
ク
リ
は
写
真
機
を
肩
か
ら
下
ろ

し
な
が
ら
、
吟
味
す
る
よ
う
に
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
し
た
。

「
ふ
ん
。
こ
ち
ら
が
茶
の
間
か
。」

　
「
こ
こ
を
撮
る
か
。」
顎
鬚
が
両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指

＊

5

6

＊

7

5
目
顔　

目
つ
き
や
顔
の
表
情
。

6
金
融
公
庫　

政
府
が
出
資

し
て
作
っ
た
金
融
機
関
。

1015

昭和 30年代の家

た
し
な
め
る　

狼
狽　

し
ゃ
に
む
に　

後
退
り

7
両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指

を
使
用
し
て
…
動
か
し
た　

枠
を
通
し
て
風
景
な
ど
を
眺

め
、
写
真
の
構
図
を
決
め

る
動
作
。
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を
使
用
し
て
四
角
な
ワ
ク
を
作
り
、
そ
れ
を
自
分
の
顔
の
前
で
あ
ち
こ
ち
動
か
し
た
。「
台
所
か
ら
茶
の

間
を
見
通
す
か
。」

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。」彼
は
慌
て
て
口
を
入
れ
た
。「
写
真
を
撮
る
っ
て
、
そ
り
ゃ
あ
、
あ
ん
た
ち
ょ
っ

と
…
…
。」

　
「
大
丈
夫
で
す
よ
。」
顎
鬚
が
い
や
に
は
っ
き
り
し
た
声
を
出
し
た
。「
あ
な
た
を
撮
る
の
で
は
な
く
、

家
を
撮
る
の
だ
。
家
と
い
う
も
の
は
、
撮
ら
れ
て
も
減
り
は
し
な
い
。
そ
れ
に
わ
た
く
し
た
ち
は
命
ぜ
ら

れ
て
、
家
を
撮
影
す
る
責
任
が
あ
る
。
そ
れ
で
お
給
金
を
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
ね
え
。
だ
か
ら
家

は
撮
影
さ
れ
る
義
務
が
あ
る
。」

　

顎
鬚
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
間
に
、
イ
ガ
ク
リ
は
金
属
製
の
三
脚
を
ど
こ
か
ら
か
取
り
出
し
て
、
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
と
脚
を
引
き
伸
ば
し
た
。
顎
鬚
は
言
葉
を
続
け
た
。

　
「
そ
こ
で
わ
た
し
た
ち
は
家
を
撮
っ
て
回
っ
て
い
る
。
撮
る
の
は
家
だ
け
で
す
よ
。
な
に
、
こ
の
家
が

＊

510

公
庫
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
判わ

か

っ
て
い
ま
す
よ
。
我
々
は
公
庫
の
名
簿
で
調
べ

て
き
た
ん
で
す
か
ら
な
。
お
い
、
用
意
で
き
た
か
。」

　

イ
ガ
ク
リ
は
し
き
り
に
手
足
や
機
械
を
動
か
し
た
。

　
「
家
に
そ
の
義
務
が
あ
れ
ば
、
自
然
家
の
持
ち
主
に
も
義
務
が
あ
る
。」

　
「
義
務
と
い
う
と
、
写
さ
れ
る
義
務
？
」

15

写真機と三脚
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「
あ
ん
た
自
身
に
は
写
さ
れ
る
義
務
は
な
い
で
す
よ
。
そ
り
ゃ
先
刻
か
ら
何
度
も
説
明
し
た
。」
顎
鬚
は

い
ら
い
ら
し
て
掌
を
打
ち
合
わ
せ
た
。「
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
あ
ん
た
は
ま
る
ま
る
あ
ん
た
だ
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
家
は
そ
う
で
な
い
。」

　
「
す
る
と
、
あ
な
た
が
た
は
、
い
や
、
あ
な
た
が
た
の
、
こ
の
調
査
社
と
い
う
の
は　
　

」
何
か
言
お

う
と
思
う
の
だ
が
、
言
う
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
彼
は
手
の
名
刺
に
目
を
う
ろ
う
ろ
と
さ
せ
た
。

「
こ
れ
は
住
宅
金
融
公
庫
の
、
外
郭
団
体
か
何
か
で
す
か
？
」

　
「
外
郭
団
体
で
あ
る
か
外
郭
団
体
で
な
い
か
、
と
い
う
お
尋
ね
で
す
ね
。」
も
う
こ
れ
以
上
質
問
は
許
さ
ぬ

と
い
っ
た
き
つ
い
口
調
で
、
顎
鬚
が
念
を
押
し
た
。「
で
は
お
答
え
し
ま
す
。
外
郭
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」

　

あ
ま
り
に
も
ピ
タ
リ
と
し
た
答
え
方
だ
っ
た
の
で
、
彼
は
二
の
句
が
継
げ
ず
た
じ
ろ
い
だ
。
そ
の
隙
に

イ
ガ
ク
リ
は
も
う
写
真
機
を
三
脚
の
上
に
据
え
付
け
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
い
た
り
、
横
を
向
い
て
せ

き
払
い
を
し
た
り
し
て
い
る
。
肩
や
背
中
か
ら
急
に
力
が
抜
け
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
、
彼
は
そ
の
ま
ま

茶
の
間
の
ほ
う
に
ま
た
二
三
歩
後
退
し
た
。（
靴
を
脱
が
さ
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
ん
だ
）
い
ま
い
ま
し
い
気

持
ち
で
彼
は
そ
う
思
っ
た
。（
こ
の
間
の
電
気
屋
だ
っ
て
そ
う
だ
っ
た
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
ご
め
ん
く

だ
さ
い
と
言
う
も
ん
だ
か
ら
、
玄
関
に
出
て
行
っ
て
み
た
ら
、
も
う
そ
い
つ
は
靴
を
片
一
方
脱
い
で
い
や

が
っ
た
）
そ
れ
も
日
曜
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
電
気
屋
は
も
う
少
し
怒
っ
て
い
る
ら
し
く
、
ま
だ
三
十
に

な
ら
ぬ
若
い
男
だ
っ
た
が
、
目
を
吊つ

り
上
げ
て
、
唇
の
端
に
泡
を
少
し
出
し
て
い
た
。
そ
い
つ
は
い
き
り

8

＊

＊

9

●

＊

＊

口
を
入
れ
る　

念
を
押
す　

二
の
句
が
継
げ
な
い　

目
を

吊
り
上
げ
る　

い
き
り
立
つ

8
外
郭
団
体　

国
や
官
公
庁

の
外
部
に
あ
り
な
が
ら
、
そ

れ
ら
か
ら
援
助
を
受
け
て
補

完
的
な
活
動
を
す
る
団
体
。

9
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー　

finder

（
英
語
）。
こ
こ
で
は
、
構
図

や
焦
点
の
調
節
を
見
る
た
め

の
カ
メ
ラ
の
窓
。

問
「
肩
や
背
中
か
ら
急
に
力
が

抜
け
て
い
く
よ
う
な
感
じ
」

は
、
事
態
に
対
す
る
「
彼
」

の
ど
の
よ
う
な
感
じ
方
を
表

し
て
い
る
か
。
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立
っ
た
声
を
出
し
た
。

　
「
あ
ん
た
は
何
度
僕
に
、
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
を
言
わ
せ
る
つ
も
り
で
す
か
？
」

　
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。」
と
彼
は
謝
っ
た
。「
奥
の
間
に
い
た
か
ら
、
つ
い
聞
こ
え
な
か
っ
た
ん
で
す
。」

　
「
奥
の
間
？
」
電
気
屋
は
軽
蔑
し
た
よ
う
な
声
を
出
し
た
。「
た
か
が
十
四
五
坪
程
度
の
コ
マ
ギ
レ
住
宅

に
、
奥
の
間
も
控
え
の
間
も
あ
り
ま
す
か
い
な
。
こ
り
ゃ
家
の
構
造
が
悪
い
ん
で
す
よ
。
玄
関
の
声
は
奥

に
通
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
外
に
散
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
玄
関
の
役
目
を
全
然
果
た
し
て
い
な
い
。

ベ
ル
を
付
け
な
さ
い
。
ベ
ル
か
ブ
ザ
ー
。
ベ
ル
か
ブ
ザ
ー
を
付
け
る
の
は
、
も
う
あ
な
た
の
義
務
で
す
よ
。」

　
「
あ
な
た
は
ど
な
た
？
」
彼
は
う
ん
ざ
り
し
て
訊た
ず

ね
た
。「
ど
う
い
う
ご
用
件
で
す
？
」

　
「
僕
は
電
気
器
具
屋
で
す
。」
電
気
屋
は
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
ハ
ガ
キ
ぐ
ら
い
も
あ
る
大
き
な
名
刺
を

10

＊

11
上
が
り
框　

玄
関
か
ら
家

に
上
が
る
段
差
の
部
分
に
あ

る
横
木
。

10
十
四
五
坪　

坪
は
、
土
地

や
部
屋
の
広
さ
を
示
す
単

位
。
一
坪
は
、
一
辺
が
六
尺

の
正
方
形
の
面
積
で
、
約

三
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
。

二
六
八
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

抜
い
て
差
し
出
し
た
。「
こ
の
家
で
は
ブ
ザ
ー
で
す
な
。
ベ
ル
を
取
り
付
け
る
に
は
家
が

小
さ
す
ぎ
る
。」

　
「
で
、
ご
用
件
は
？
」

　
「
ブ
ザ
ー
の
取
り
付
け
で
す
よ
。」
電
気
屋
は
い
ら
だ
た
し
げ
に
言
っ
て
、
残
っ
た
足
の

踵く
び
すも

靴
か
ら
引
っ
張
り
出
し
た
。
上あ

が
り
框が

ま
ち

に
片
足
か
け
た
。「
う
ち
の
ブ
ザ
ー
は
性
能

が
い
い
ん
で
評
判
な
ん
で
す
よ
。
故
障
は
起
き
な
い
し
、
音
色
は
い
い
し
。」

　
「
ブ
ザ
ー
？　

誰
が
ブ
ザ
ー
を　
　

。」
彼
は
ち
ょ
っ
と
頭
が
混
乱
し
て
、
口
を
も
ぐ
も

＊

11

上がり框と土間（奥にチャブ台が見える）
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ぐ
さ
せ
た
。「
そ
、
そ
れ
は
、
取
り
付
け
て
も
い
い
が
、
値
段
…
…
。」

　
「
値
段
の
こ
と
な
ん
か
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。」
電
気
屋
の
残
っ
た
足
も
上
に
上
が
っ
て

き
た
。
電
気
屋
は
彼
よ
り
三
寸
ば
か
り
背
が
高
か
っ
た
。「
ブ
ザ
ー
を
付
け
な
き
ゃ
、
来
訪
者
が
皆
迷
惑

す
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ね
、
そ
う
で
し
ょ
う
。
現
に
僕
が
さ
っ
き
何
度
、
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
と
言

わ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
？
」

　
「
そ
、
そ
れ
は
判
る
が
、
つ
ま
り
君
が
、
ご
め
ん
く
だ
さ
い
を
連
呼
し
た
の
は
、
つ
ま
り
、
ブ
ザ
ー
を

売
り
つ
け
る
た
め
に　
　

。」
彼
の
顔
は
少
し
赤
く
な
っ
た
。
何
が
何
だ
か
よ
く
判
ら
な
く
な
っ
て
き
た

か
ら
だ
。「
で
も
、
僕
は
ブ
ザ
ー
や
ベ
ル
の
音
は
嫌
い
な
ん
だ
。」

　
「
な
ぜ
？
」

　
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
と
い
う
声
を
聞
け
ば
、
来
訪
者
の
お
お
よ
そ
の
性
格
が
見
当
つ
く
け
れ
ど
、
ブ

ザ
ー
や
ベ
ル
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ね
、
そ
う
で
し
ょ
う
。」
背
の
高
い
電
気
屋
を
奥
に
通

す
ま
い
と
、
狭
い
廊
下
に
立
ち
塞
が
る
よ
う
に
し
て
、
彼
は
必
死
に
抗
弁
し
た
。「
友
達
の
ブ
ザ
ー
も
、

押
し
売
り
の
ブ
ザ
ー
も
、
保
険
勧
誘
人
の
ブ
ザ
ー
も
、
音
色
は
一
つ
だ
。
性
格
が
な
い
。
扉
を
開
け
る
ま

で
そ
い
つ
の
正
体
は
見
当
が
つ
か
な
い
。
そ
ん
な
の
は
僕
は
厭い
や

だ
ね
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
の
ほ
う
が

よ
っ
ぽ
ど
い
い
。」

　
「
何
を
言
っ
て
ん
で
す
か
、
あ
な
た
は
。」
電
気
屋
は
失
笑
し
て
、
右
手
を
伸
ば
し
て
彼
の
肩
を
押
す
よ

●

●

問
「
現
に
僕
が
さ
っ
き
何
度
、

…
思
い
ま
す
？
」
に
は
奇
妙

な
理
屈
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

う
ん
ざ
り
す
る　

踵

問
「
ブ
ザ
ー
や
ベ
ル
の
音
は
嫌

い
」
な
の
は
、「
彼
」
が
ど
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
望
ん
で
い
る
か
ら
か
。
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う
に
し
た
。「
い
く
ら
ご
め
ん
く
だ
さ
い
の
ほ
う
が
い
い
と
言
っ
て
も
、
あ
な
た
に
聞
こ
え
な
き
ゃ
意
味

が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
第
一
あ
な
た
は
身
勝
手
で
す
よ
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
の
連
呼
で
来
訪
者
を
疲

労
さ
せ
、
疲
労
さ
せ
た
あ
げ
く
に
正
体
を
見
当
つ
け
よ
う
と
言
う
。
ト
ク
を
す
る
の
は
あ
な
た
だ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。」

　

彼
は
肩
を
押
さ
れ
て
二
三
歩
後
退
り
し
た
。
電
気
屋
は
手
を
緩
め
ず
、
彼
に
つ
い
て
前
進
し
た
。
そ
し

て
と
う
と
う
彼
は
台
所
ま
で
押
し
戻
さ
れ
、
う
や
む
や
の
う
ち
に
ブ
ザ
ー
を
取
り
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
そ
の
自
分
の
引
き
下
が
り
方
が
、
今
の
こ
の
写
真
屋
の
場
合
と
そ
っ
く
り
だ
と
思
っ
た
と
き
、
彼

は
茶
の
間
に
戻
り
な
が
ら
身
を
よ
じ
り
た
く
な
る
よ
う
な
い
ま
い
ま
し
さ
を
感
じ
た
。

　
（
つ
ま
り
俺
が
ま
ご
ま
ご
と
押
し
戻
さ
れ
て
し
ま
う
の
は　
　

）
彼
は
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
と
チ
ャ
ブ
台
の

前
に
座
り
、
箸
を
取
り
上
げ
な
が
ら
考
え
た
。（
つ
ま
り
こ
ち
ら
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
た
め
だ
。
こ

の
家
が
は
っ
き
り
と
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
、
そ
い
つ
が
こ
の
俺
に
な
い
た
め
だ
）

　

半
年
前
に
こ
の
家
を
建
て
た
と
き
、
そ
れ
も
や
っ
と
の
思
い
で
建
て
た
と
き
か
ら
、
そ
の
不
安
定
な
も

の
が
彼
に
つ
き
ま
と
っ
て
離
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
理
由
も
あ
っ
た
。
家
を
建
て
た
費
用
の
約
三
分
の
一
は

住
宅
公
庫
か
ら
の
借
入
金
で
あ
っ
た
し
、
残
余
の
二
分
の
一
は
彼
が
勤
め
て
い
る
会
社
か
ら
の
借
金
で
、

そ
の
ま
た
残
余
の
二
分
の
一
は
親
類
や
先
輩
か
ら
の
借
金
で
あ
っ
た
。
彼
が
自
分
で
出
し
た
の
は
、
総
額

の
六
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
当
初
か
ら
彼
の
意
識
に
ま
つ
わ
り
、
彼
の
物
腰
を
落
ち
着

＊

＊

＊

＊

＊

12

問
「
自
分
が
こ
の
家
の
付
属
物

で
あ
る
よ
う
な
」
気
が
す
る

の
は
、
な
ぜ
か
。

13
棟
木　

屋
根
の
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
水
平
に
取
り
付
け
る

木
材
。

　

 

→

問
「
僕
を
ど
け
ろ
と
言
う
ん
で

す
か
。」と
勘
違
い
し
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
か
ら
か
。

12
チ
ャ
ブ
台　

四
本
足
の
食
事

用
テ
ー
ブ
ル
。
足
が
折
り
畳

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
い
。
西
洋
か
ら
入
っ

て
来
た
テ
ー
ブ
ル
が
、
日
本

家
屋
に
合
う
よ
う
改
良
さ

れ
た
も
の
。
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か
な
く
さ
せ
て
い
る
。
す
べ
て
の
因
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
が
彼
の
所
有
物
で
あ
る
と

い
う
よ
り
、
自
分
が
こ
の
家
の
付
属
物
で
あ
る
よ
う
な
、
棟
木
と
か
ガ
ラ
ス
窓
と
か
下げ

駄た

箱
、
そ
ん
な
も

の
と
等
価
値
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
気
が
い
つ
も
彼
に
は
し
て
い
る
。（
こ
の
家
が
は
っ
き
り
と
俺
の
も

の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
こ
れ
は
誰
の
も
の
だ
ろ
う
？
）

　

彼
は
箸
を
ソ
バ
に
つ
け
た
。
ソ
バ
は
伸
び
て
ぐ
ち
ゃ
っ
と
く
っ
つ
き
合
っ
て
い
た
。
そ
の
二
筋
三
筋
を

引
き
剝
が
し
て
口
に
持
っ
て
い
く
。
ひ
ど
く
ま
ず
い
。
ま
ず
い
け
れ
ど
も
食
べ
残
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

よ
う
な
気
持
ち
が
別
に
あ
る
。
彼
は
ま
た
箸
を
ソ
バ
に
伸
ば
し
た
。
台
所
で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
い
て

い
た
イ
ガ
ク
リ
が
、
首
を
か
し
げ
て
う
ん
ざ
り
し
た
声
を
出
し
た
。

　
「
目
障
り
だ
な
あ
。
ど
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」

　
「
僕
を
ど
け
ろ
と
言
う
ん
で
す
か
。」
彼
は
ソ
バ
を
つ
ま
ん
だ
ま
ま
む
っ
と
し
た
顔
を
台
所
に
向
け
た
。

や
は
り
少
し
声
が
高
く
な
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」
顎
鬚
が
な
だ
め
る
よ
う
に
目
尻
に
し
わ
を
寄
せ
て
言
っ
た
。「
こ
い

つ
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
モ
リ
ソ
バ
の
こ
と
で
す
よ
。」

　
「
そ
う
だ
。
そ
う
だ
。」
イ
ガ
ク
リ
が
う
な
ず
い
た
。「
公
庫
住
宅
写
真
集
に
モ
リ
ソ
バ
が
写
っ
て
い
て

は
具
合
が
悪
い
。」

　

彼
は
肩
を
そ
び
や
か
し
て
何
か
言
い
返
そ
う
と
し
た
。
が
、
す
ぐ
に
肩
を
元
の
高
さ
に
戻
し
た
。
ソ
バ

●

13

＊
●

問
「
自
分
が
こ
の
家
の
付
属
物

で
あ
る
よ
う
な
」
気
が
す
る

の
は
、
な
ぜ
か
。

13
棟
木　

屋
根
の
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
水
平
に
取
り
付
け
る

木
材
。

　

 

→

問
「
僕
を
ど
け
ろ
と
言
う
ん
で

す
か
。」と
勘
違
い
し
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
か
ら
か
。

身
勝
手　

身
を
よ
じ
る　

い
ま
い
ま
し
い　

ま
ご
ま
ご

し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ　

目
障
り
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の
ザ
ル
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。
次
の
間
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
部
屋
は
も
う
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
。

そ
こ
を
は
み
出
る
と
も
う
庭
に
な
る
。
狭
い
庭
に
は
庭に
わ

樹き

が
た
く
さ
ん
繁し

げ

っ
て
い
る
。
彼
は
部
屋
の
真
ん

中
に
座
り
、
ぼ
ん
や
り
し
た
目
で
庭
を
見
回
す
。
何
か
不
法
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
体
が

は
っ
き
り
つ
か
め
な
い
。
こ
れ
が
夢
な
ら
、
何
か
の
拍
子
に
ふ
っ
と
判
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
夢
じ
ゃ
な

い
か
ら
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
カ
チ
ッ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
が
し
た
。
低
い
声
で
二
人
が
台
所
で
何

か
相
談
し
合
っ
て
い
る
。
彼
は
さ
っ
と
そ
ち
ら
を
振
り
向
き
、
ま
た
顔
を
元
に
戻
し
て
、
思
い
切
っ
た
よ

う
に
ま
ず
い
残
り
ソ
バ
を
箸
で
つ
ま
み
上
げ
た
。
伸
び
て
団
子
状
に
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
容
易

に
つ
ま
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
そ
れ
を
全
部
無
理
や
り
に
口
の
中
に
押
し
込
ん
だ
。
目
を
白
黒

さ
せ
な
が
ら
そ
れ
を
か
ん
だ
。
二
人
の
写
真
班
は
何
か
こ
そ
こ
そ
話
し
合
い
な
が
ら
、
台
所
か
ら
茶
の
間

に
移
動
し
、
そ
の
ま
ま
彼
の
い
る
部
屋
に
侵
入
し
て
き
た
。
真
ん
中
に
座
っ
て
い
る
彼
を
無
視
し
て
、
二

人
は
立
っ
た
ま
ま
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
庭
の
ほ
う
を
し
げ
し
げ
と
眺
め
て
い
る
。

　
「
ず
い
ぶ
ん
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
樹
が
生
え
て
い
る
ね
え
。」

　
「
そ
う
だ
ね
え
。
ま
る
で
植
木
市
み
た
い
だ
な
。」

　

彼
は
ま
る
で
自
分
自
身
が
光
を
発
さ
な
い
光
源
体
み
た
い
な
感
じ
に
な
り
、
そ
い
つ
を
ぶ
ち
破
る
た
め

に
何
か
叫
び
出
そ
う
と
し
た
が
、
口
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
だ
ソ
バ
の
た
め
に
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
声
に

な
ら
な
か
っ
た
。

＊

●

問
「
光
を
発
さ
な
い
光
源
体
み

た
い
な
感
じ
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。

目
を
白
黒
さ
せ
る
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梅
崎
春
生
（
う
め
ざ
き 

は
る
お
）　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
～
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
。
小
説
家
。
福
岡
県
の
生
ま
れ
。
戦
時
中
の
海
軍
で

の
体
験
を
描
い
た
『
桜
島
』『
日
の
果
て
』
で
、
第
一
次
戦
後
派
の
代
表
的
存
在
と
な
る
。
戦
争
を
背
景
と
し
た
人
間
の
不
安
や
虚
無
感
を
描
い

た
が
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
作
品
も
手
が
け
た
。
ほ
か
に
『
ボ
ロ
家
の
春
秋
』『
幻げ

ん

化け

』
な
ど
。
本
文
は
『
梅
崎
春
生
全
集
３
』〔
昭
和
五
十
九
（
一

九
八
四
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

5
「
ソ
バ
」
が
出
て
く
る
箇
所
を
抜
き
出
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

表
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
親
指
」「
足
」「
肩
」
な
ど
、
体
の
部
位
で
作
中
人
物
の
動
き
が

表
さ
れ
て
い
る
部
分
を
探
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う

な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
だ
ろ
う
か
。

❖
言
語
活
動

1
時
代
状
況
が
表
れ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
作
品
の

テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
自
分
の
行
為
が
他
人
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
、
ど
の
よ

う
な
場
面
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

来
訪
者
221
　
充
満
221
　
擦
過
221
　
許
容
221
　
　
収
容
222
　
給
金
224

融
資
224
　
　
先
刻
225
　
外
郭
225
　
軽
蔑
226
　
　
音
色
226
　
抗
弁
227

失
笑
227
　
　
連
呼
228
　
残
余
228
　
等
価
値
229
　
拍
子
230

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
作
中
人
物
が
ど
う
呼
ば
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、

人
物
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
、
彼
ら
の
言
動
と

合
わ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
小
さ
な
玄
関
だ
な
あ
」（
二
二
二
・
13
）「
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
に
台

所
が
あ
る
な
」（
二
二
三
・
12
）「
ず
い
ぶ
ん
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
樹
が
生

え
て
い
る
ね
え
」（
二
三
〇
・
12
）
な
ど
の
写
真
班
の
家
に
対
す
る
評

価
は
、
な
ぜ
「
彼
」
を
不
安
に
さ
せ
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
「
彼
」
の
家
の
特
徴
を
整
理
し
、「
彼
」
が
ど
の
よ
う
に
家
を
入
手

し
た
か
を
ま
と
め
、
自
分
の
も
の
だ
と
言
い
切
れ
な
い
こ
と
に
、

ど
の
よ
う
な
事
情
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

4
写
真
班
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
電
気
屋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
、
内
容
の
類
似
や
相
違
、
語
ら
れ
る

順
番
な
ど
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
両
者
が
描
か
れ
る
こ

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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作
家
の
工
夫
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く

　 
文
学
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い 

　

　

こ
の
単
元
で
は
、
戦
時
か
ら
日
常
が
立
て
直
さ
れ
る
時
期
ま
で
の
小

説
と
随
想
、
三
編
を
読
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
お
い
て
、
時
代
や

人
間
関
係
の
範
囲
に
よ
っ
て
、
他
人
か
ら
の
働
き
か
け
は
不
快
で
あ
っ

た
り
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
作

家
自
身
の
体
験
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
書
き
方
の
工
夫
に

よ
っ
て
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。

 
 

『
待
つ
』を
振
り
返
り
、
一
人
称
の
語
り
の
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
私
」は
、
周
囲
と
は
異
な
る
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
表

す
際
に
、
一
人
称
だ
と
ど
う
い
う
点
が
効
果
的
か
。

 

　
他
人
か
ら
の
働
き
か
け
が
、
う
れ
し
い
場
合
、
あ
る
い
は

違
和
感
が
あ
る
場
合
を
思
い
浮
か
べ
て
、
文
章
を
書
い
て
み
よ

う
。
自
分
で
書
い
て
み
る
こ
と
で
、
作
家
の
書
き
方
の
工
夫
を

実
感
し
て
み
よ
う
。

課
題

１
 
 

『
う
そ
と
パ
ン
』を
振
り
返
り
、『
待
つ
』の
一
人
称
と
の
違
い
を
考

え
て
み
よ
う
。

①�

「　

」
内
の
伸の
ぶ

子こ

さ
ん
の
言
葉
の
意
図
を
「
私
」
が
推
測
し
て
い

る
部
分
、
捉
え
損
ね
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
る
。
こ
れ
は
、

一
人
称
の
視
点
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

②�

①
は
、
ア
過
去
の
事
件
当
時
の
「
私
」
の
考
え
方
、
イ
当
時
を
解

説
で
き
る
大
人
に
な
っ
た
「
私
」
の
意
識
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
の
効
果
は
何
か
。

 
 

『
写
真
班
』を
、
漫
画
に
す
る
と
し
た
ら
、
ま
た
は
、
コ
ン
ト
と
し

て
演
じ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
通

し
て
、『
写
真
班
』の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
ま
た
、
三

人
称
を
採
用
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

 
 

課
題
に
あ
る
と
お
り
、
文
章
の
テ
ー
マ
を
構
想
し
て
み
よ
う
。
自

分
の
体
験
で
な
く
て
も
、
見
聞
き
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
想
像
で
も

構
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
読
者
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
て
よ
い
事
柄
か
、

遠
回
し
に
す
る
べ
き
事
柄
か
考
え
た
う
え
で
、　
～
　
の
ど
れ
か
を

意
識
し
て
実
際
に
文
章
に
し
て
み
よ
う
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
互
い
に
感
想
を
述
べ
合
っ
て
み
よ
う
。

２３４

１

３

❖
単
元
の
言
語
活
動
2
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�

現
代
の
小
説
を
読
み
、
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方

を
つ
か
む
。

現
代
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
、
批
評
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

比
喩
・
象
徴
に
注
目
す
る
。

青
が
消
え
る

離
さ
な
い

村
上
春
樹

川
上
弘
美

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

　

話
し
合
う
と
何
が
起
こ
る
か
確
か
め
る

　
　
　
　

あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か　
　

現
代 
　  

3

渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。
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510

青
が
消
え
る

　

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
る
と
き
に
、
青
が
消
え
た
。
青
は
だ
ん
だ
ん
か
す
ん
で
薄
く
な
っ
て
い
っ
て
、

そ
れ
か
ら
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
機
械
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
み

た
い
に
。
あ
る
い
は
ま
る
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
が
演
奏
の
途
中
で
気
を
変
え
て
、
突
然
指
揮
棒
を

振
る
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
み
た
い
に
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
中
断
し
た
あ
と
も
、
い
く
つ
か
の
楽
器
は
ま
だ

名
残
惜
し
そ
う
に
断
片
的
な
音
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
や
が
て
力
な
く
消
え
て
、
あ
と
に
は
居
心
地

の
悪
い
沈
黙
だ
け
が
残
っ
た　
　

と
い
う
風
に
。

　

そ
の
と
き
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
た
の
は
た
ま
た
ま
青
と
オ
レ
ン
ジ
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
シ
ャ
ツ
だ
っ
た

の
で
、
青
が
消
え
た
こ
と
に
僕
は
す
ぐ
に
気
づ
い
た
。
最
初
は　
　

同
じ
立
場
に
置
か
れ
た
ら
誰
だ
っ
て

き
っ
と
そ
う
思
う
は
ず
だ　
　

自
分
の
目
が
ど
う
か
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
神
経
を
集
中

し
て
じ
っ
と
ひ
と
つ
の
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
せ
い
で
、
視
力
が
一
時
的
に
狂
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
。

僕
は
ア
イ
ロ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
そ
の
シ
ャ
ツ
を
持
っ
て
も
っ
と
明
る
い
部
屋
に
移
動
し
た
。
そ
し

て
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
お
ろ
し
て
し
ば
ら
く
目
を
閉
じ
、
何
度
か
深
呼
吸
を
し
、
そ
れ
か
ら
目
を
開
け
て

村む
ら

上か
み

春は
る

樹き

1

＊

2

2
ス
ト
ラ
イ
プ　

stripe

（
英

語
）。
縞し

ま

。
縞
模
様
。

　

 �

一
九
九
二
年
、
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ

リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
各
国
を

代
表
す
る
新
聞
の
別
冊
に

同
時
発
表
さ
れ
た
。
日
本

語
版
は
『
村
上
春
樹
全
作

品1990

〜2000

①
』平

成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
。

1
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
が
る　

過

重
な
負
荷
に
よ
り
、
バ
ッ
テ

リ
ー
が
機
能
し
な
く
な
る
。

「
バ
ッ
テ
リ
ー
」（battery 

英
語
）
は
蓄
電
池
の
こ
と
。

初
出
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消
え
て
し
ま
っ
た
ら
困
る
も
の
は
何
で
す
か
。　

導
入
の
問
い



51015

シ
ャ
ツ
を
も
う
一
度
よ
く
見
て
み
た
。
で
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
も
う
青
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

僕
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
オ
レ
ン
ジ
と
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
シ
ャ
ツ
だ
っ
た
。
か
つ
て
青
で
あ
っ
た
部

分
は
、
棍こ
ん

棒ぼ
う

で
殴
ら
れ
て
記
憶
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
と
り
と
め
の
な
い
白
に
と
っ
て
換
わ
ら
れ
て

い
た
。

　

僕
は
そ
の
シ
ャ
ツ
を
長
い
あ
い
だ
身
動
き
ひ
と
つ
せ
ず
眺
め
て
い
た
の
だ
が
、
ど
れ
だ
け
眺
め
た
と
こ

ろ
で
青
は
も
う
戻
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
僕
は
寝
室
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

僕
は
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
青
の
服
を
持
っ
て
い
た
。
青
い
シ
ャ
ツ
や
、
青
い
ネ
ク
タ
イ
や
、
青
い
ス
ー
ツ
。

淡
い
青
か
ら
深
い
青
ま
で
、
僕
は
青
と
い
う
色
が
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
し
、
み
ん
な
も
僕
に
は
青
が
よ
く

似
合
う
と
言
っ
た
。
で
も
そ
こ
に
は
も
う
青
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
み
ん
な
白
い
シ
ャ
ツ
や
白
い
ネ
ク

タ
イ
や
白
い
ス
ー
ツ
に
変
わ
っ
て
い
た
。
僕
は
引
き
出
し
の
中
も
覗の
ぞ

い
て
み
た
。
そ
こ
に
は
青
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
あ
り
、
青
い
靴
下
が
あ
り
、
青
い
セ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
青
い
ス
カ
ー
フ
が
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
で
も

そ
こ
で
も
事
情
は
同
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
み
ん
な
、
ま
る
で
歳
月
に
洗
わ
れ
た
見
知
ら
ぬ
人
の
骨
の
よ

う
な
白
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
僕
は
書
斎
に
行
っ
て
、
引
き
出
し
か
ら
ハ
ワ
イ
に
旅
行
し
た
と
き
の
写
真
ア
ル
バ
ム
を
出
し

て
み
た
。
そ
こ
に
は
僕
と
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
、
水
着
姿
で
海
岸
に
寝
こ
ろ
ん
で
い
る
写
真
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
白
い
ビ
ー
チ
、
青
い
海
、
椰や

子し

の
木
。
僕
ら
は
去
年
そ
こ
に
二
人
で
旅
行
に

●
＊

3

●

問
「
と
り
と
め
の
な
い
白
」と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト　

closet　

（
英
語
）。
押
し
入
れ
。
戸

棚
。

問
「
歳
月
に
洗
わ
れ
た
見
知
ら

ぬ
人
の
骨
の
よ
う
な
白
」
と

い
う
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う

な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る

か
。

名
残
惜
し
い　

と
り
と
め
の

な
い
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代　

  

青
が
消
え
る
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5
ミ
レ
ニ
ア
ム　
　
　
　
　
　

m
illennium

（
英
語
）。
千

年
紀
。
千
年
間
。

行
っ
た
の
だ
。
で
も
そ
こ
に
は
も
う
青
い
海
の
姿
は
な
か
っ
た
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
マ
イ
タ
イ
の
グ

ラ
ス
を
手
に
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
い
る
僕
ら
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
ま
る
で
シ
ベ
リ
ア
の
氷
原
の
よ
う
な�

茫ぼ
う

漠ば
く

と
し
た
白
い
広
野
だ
っ
た
。

　

青
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

で
も
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
、
僕
に
は
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
僕
は
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
１
９
９
９
年
の
大お
お

晦み
そ
か日

の
夜
だ
っ
た
。
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
る

記
念
す
べ
き
夜
だ
っ
た
。
世
界
中
の
人
間
は
ひ
と
り
残
ら
ず
み
ん
な
ど
こ
か
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
で
か
け
て

い
た
。
家
に
残
っ
て
ひ
と
り
で
シ
ャ
ツ
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
る
人
間
な
ん
て
僕
く
ら
い
の
も
の
だ
。

僕
は
少
し
前
に
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
と
喧け
ん

嘩か

別
れ
を
し
て
、
そ
れ
で
も
の
す
ご
く
落
ち
込
ん
で
い
た
か
ら
、

と
て
も
パ
ー
テ
ィ
ー
に
で
か
け
る
気
に
な
ん
て
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
年
号
が
２
０
０
０
年
に
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
い
っ
た
い
何
が
変
わ
る
と
い
う
の
だ
、
と
僕
は
思
っ
た
。
そ
ん
な
も
の
た
だ
の
日
付
の
違
い

に
す
ぎ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
カ
レ
ン
ダ
ー
を
一
枚
め
く
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
で
世

界
が
何
か
変
わ
る
っ
て
い
う
わ
け
で
も
な
い
ん
だ
。
く
だ
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
僕
は
ひ
と
り
で
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、
他
に
や
る
こ
と
も
な
い
か
ら
シ
ャ
ツ
に
ア
イ
ロ

ン
を
か
け
て
い
た
。
そ
し
て
青
が
消
え
た
の
だ
。

　

僕
は
青
の
消
滅
に
つ
い
て
何
か
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
も
の
か
と
、
何
人
か
の
友
人
に
電
話
を
か
け
て

4

＊

5

●

4
マ
イ
タ
イ　

m
aitai

（
英

語
）。
カ
ク
テ
ル
の
一
種
。

原
義
は
タ
ヒ
チ
語
で「
最
高
」

の
意
。

問
「
く
だ
ら
な
い
。」と
い
う「
僕
」

の
気
持
ち
の
原
因
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
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み
た
の
だ
が
、
誰
も
つ
か
ま
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
仕
方
な
く
、
別
れ
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
の
ア
パ
ー
ト

に
電
話
を
か
け
て
み
た
。
電
話
に
は
知
ら
な
い
男
が
出
た
。
ど
う
や
ら
僕
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
の
部
屋
で

は
賑に
ぎ

や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
大
き
な

音
で
か
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
大
声
で
人
々
が
語
り
合
っ
て
い
た
。
僕
は

そ
の
男
に
向
か
っ
て
大
き
な
声
で
僕
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
を
出
し
て
く
れ
と
い
っ
た
。

　

｢

楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
邪
魔
し
て
悪
い
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
確
か
め
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
ん

だ
」
と
僕
は
彼
女
に
言
っ
た
。「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
君
の
ま
わ
り
で
青
が
消
え
て
い
な
い
か
な
？
」

　

｢

青
っ
て
な
に
よ
？
」
と
彼
女
は
半
分
喧
嘩
腰
で
言
っ
た
。

　

｢

色
の
青
だ
よ
」
と
僕
は
説
明
し
た
。「
海
の
青
、
空
の
青
。
実
は
さ
っ
き
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
る
途

中
で
シ
ャ
ツ
の
青
が
突
然
消
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
シ
ャ
ツ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
家
中
の
青
と
い
う
青
が
み

ん
な
消
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
で
も
そ
れ
が
僕
の
家
の
中
の
こ
と
だ
け
な
の
か
ど
う
か
、
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。

だ
か
ら
君
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
の
か
知
り
た
か
っ
た
ん
だ
。
青
が
そ
こ
に
ま
だ
あ
る
か
ど
う
か
」

　

｢

用
事
は
そ
れ
だ
け
な
の
？
」

　

｢

そ
う
」
と
僕
は
言
っ
た
。

　

｢

あ
な
た
っ
て
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
辛
気
臭
い
人
生
を
送
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
？
」と
彼
女
は
言
っ

た
。「
よ
く
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
よ
。
今
日
は
二
十
世
紀
最
後
の
夜
な
の
よ
。
一
生
に
一
度
あ
る
か
な

●

＊
＊

茫
漠　

喧
嘩
腰　

辛
気
臭
い

問
「
半
分
喧
嘩
腰
で
言
っ
た
。」

と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
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い
か
の
こ
と
な
の
よ
。
だ
か
ら
世
の
中
の
人
は
み
ん
な
目
一
杯
楽
し
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
耳
を
澄
ま

せ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
る
音
が
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
？　

な
の
に
ど
う
し
て
あ
な

た
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
と
き
に
、
青
が
ど
う
し
た
、
ア
イ
ロ
ン
が
ど
う
し
た
な
ん
て
ロ
ク
で
も
な
い
話
を

私
に
聞
か
せ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
。
青
が
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
だ
っ
て
い
う
の
よ
。
な
ん
で

そ
ん
な
こ
と
で
私
の
と
こ
ろ
に
わ
ざ
わ
ざ
電
話
し
て
こ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
。
ど
う
し
て
他
人
の
楽

し
み
に
い
ち
い
ち
水
を
さ
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
」

　

そ
し
て
彼
女
は
電
話
を
切
っ
た
。

　

僕
は
コ
ー
ト
を
着
込
み
、
外
に
出
て
み
た
。
ぴ
り
っ
と
寒
く
は
あ
る
け
れ
ど
、
雲
ひ
と
つ
な
い
気
持
ち

の
良
い
冬
の
夜
だ
っ
た
。
時
計
は
十
一
時
半
を
指
し
て
い
た
。
僕
は
家
を
出
る
と
ま
っ
す
ぐ
に
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
の
地
下
鉄
の
駅
ま
で
行
っ
て
み
た
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
何
も
か
も
が
ブ
ル
ー
で
で
き
て
い
る
。
電
車

も
ブ
ル
ー
だ
し
、
切
符
も
ブ
ル
ー
だ
し
、
駅
員
の
制
服
も
ブ
ル
ー
だ
し
、
駅
の
壁
だ
っ
て
ブ
ル
ー
な
の
だ
。

そ
う
し
て
お
け
ば
こ
の
立
体
迷
路
の
よ
う
な
東
京
の
地
下
鉄
で
乗
客
が
迷
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

の
が
、
彼
ら
の
言
い
分
だ
っ
た（
も
ち
ろ
ん
何
を
し
よ
う
と
み
ん
な
結
局
迷
っ
た
の
だ
が
）。
で
も
今
で
は
、

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
何
も
か
も
が
白
に
変
わ
っ
て
い
た
。
白
い
電
車
が
白
い
壁
の
中
を
走
り
、
白
い
制
服
を

着
た
駅
員
が
白
い
切
符
を
売
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
僕
に
古
い
記
録
映
画
で
見
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の

冬
季
攻
防
戦
を
思
い
出
さ
せ
た
。

＊

＊

＊

6

＊

6
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
冬

季
攻
防
戦　
一
九
四
二
年
の

ド
イ
ツ
と
ソ
連
（
現
在
の
ロ

シ
ア
）
と
の
戦
い
の
こ
と
。

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
旧

ソ
連
の
都
市
。
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ

ラ
ー
ド
の
旧
称
。
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｢
青
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」、
切
符
売
り
場
の
近
く
で
機
械
の
修
理
を
し
て
い
た
白
い
駅

員
に
僕
は
聞
い
て
み
た
。「
青
に
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
で
す
か
？
」

　

｢

政
治
の
こ
と
は
私
に
聞
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
は
た
だ
の
駅
員
で
す
」
と
駅
員
は
早
口
で
言
っ
た
。

　

｢

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
政
治
の
せ
い
だ
と
言
う
ん
で
す
か
？　

政
治
の
せ
い
で
青
が
な
く
な
っ
た

ん
で
す
か
？
」
と
僕
は
聞
い
て
み
た
。

　

｢

だ
か
ら
政
治
の
こ
と
は
私
に
聞
か
な
い
で
く
れ
と
言
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
彼
は
言
っ
た
。

そ
し
て
彼
は
被か
ぶ

っ
て
い
た
白
い
帽
子
を
手
に
取
っ
て
、
そ
れ
を
床
に
投
げ
つ
け
た
。「
あ
な
た
は
私
に
い
っ

た
い
何
を
求
め
て
い
る
ん
で
す
か
。
私
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
は
も
っ
と
偉
い
人
に
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
私
は
青
の
こ
と
な
ん
て
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も

知
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
私
は
た
だ
言
わ
れ
た
と
お
り
に
働
い
て
い
る
だ
け
で
す
」

　

僕
は
あ
き
ら
め
て
、
べ
つ
の
青
を
探
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
画
集
が
あ
れ
ば

〈
青
の
時
代
〉
の
ペ
ー
ジ
を
探
せ
る
ん
だ
が
な
と
思
っ
た
。
で
も
も
ち
ろ
ん
大
晦
日
の
夜
に
は
書
店
は
開

い
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
か
フ
ラ
ン
ス
の
旗
を
探
し
て
も
よ
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
青
が
世
界

に
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
る
は
ず
だ
。
し
か
し
東
京
の
い
っ
た
い
ど
こ
に
行
け
ば
ア
メ
リ
カ
か

フ
ラ
ン
ス
の
旗
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
？

　

時
計
は
十
一
時
四
十
五
分
を
指
し
て
い
た
。
時
計
の
針
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
僕
の
不
安
は
だ
ん
だ
ん

●

7

目
一
杯　

ロ
ク
で
も
な
い　

水
を
さ
す　

攻
防
戦

7
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ　

Pablo 
Picasso

一
八
八
一
年
〜
一

九
七
三
年
。
ス
ペ
イ
ン
の
画

家
。
青
を
基
調
に
し
た
作

品
を
集
中
的
に
描
い
た
時
期

を
「
青
の
時
代
」
と
い
う
。

問
駅
員
が
「
早
口
で
言
っ
た
」

の
は
、
な
ぜ
か
。
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高
ま
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
風
に
青
と
い
う
色
を
失
っ
た
ま
ま　
　

そ
し
て
僕
以
外
の
誰
ひ
と
り
そ
れ
に
つ

い
て
と
く
に
心
配
も
し
て
い
な
い
（
僕
に
は
そ
う
思
え
た
）
ま
ま　
　

新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
な
ん
だ
か
す
ご
く
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
た
の
だ
。

　

僕
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
を
使
っ
て
公
衆
電
話
か
ら
内
閣
総
理
府
広
報
室
に
電
話
を
か
け
、
総
理
大

臣
を
呼
び
出
し
て
み
た
。
も
ち
ろ
ん
総
理
大
臣
が
本
当
に
電
話
に
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
民
の
疑

問
や
苦
情
に
、
総
理
大
臣
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
個
人
的
に
答
え
て
く
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を

Ｎ
社
が
新
し
く
作
り
上
げ
て
、
実
用
化
さ
れ
た
の
だ
。
声
も
合
成
だ
が
、
本
当
に
総
理
大
臣
の
声
に
聞
こ

え
る
。

　

｢

青
は
ま
こ
と
に
美
し
い
色
で
あ
り
ま
す
、
岡
田
さ
ん
」
と
総
理
大
臣
の
声
は
静
か
に
言
っ
た
。「
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
私
の
好
き
な
短
歌
に
こ
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
白し
ら

鳥と
り

は
哀か

な

し
か
ら
ず
や
／
空
の

8

510

8
「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
…
」　

�

若
山
牧
水
の
短
歌
。
二
六
九

ペ
ー
ジ
参
照
。

9
ウ
ラ
ニ
ウ
ム　

uranium

（
英
語
）。
放
射
性
元
素
の
一

つ
。
核
燃
料
の
原
料
。
ウ
ラ

ン
。

10
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム　
　
　
　
　

東京タワー付近の夜景
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青
／
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
』、
な
ん
と
い
う
美
し
い
短
歌
で
し
ょ
う
、
岡
田
さ
ん
」

　

｢

ね
え
総
理
大
臣
、
青
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
僕
は
電
話
に
向
け
て
怒ど

鳴な

っ
た
。

　

｢

か
た
ち
の
あ
る
も
の
は
必
ず
な
く
な
る
の
で
す
、
岡
田
さ
ん
」
と
総
理
大
臣
は
言
い
聞
か
せ
る
よ
う

に
僕
に
言
っ
た
。「
そ
れ
が
歴
史
な
の
で
す
よ
、
岡
田
さ
ん
。
好
き
嫌
い
に
関
係
な
く
歴
史
は
進
む
の
で
す
。

石
油
だ
っ
て
な
く
な
り
ま
す
。
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
だ
っ
て
な
く
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
だ
っ
て
な
く
な
り

ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
だ
っ
て
、
二
十
世
紀
だ
っ
て
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
だ
っ
て
、
神
様
だ
っ
て
な
く
な
り
ま

す
。
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
だ
っ
て
、
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
だ
っ
て
、
人
力
車
だ
っ
て
な
く
な
り
ま
す
。
岡
田
さ

ん
、
ど
う
し
て
青
が
な
く
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
、
岡
田
さ
ん
。
明
る
い
面
に
目
を
向
け
な
さ
い
。

何
か
が
ひ
と
つ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
新
し
い
も
の
を
ひ
と
つ
作
れ
ば
い
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の

方
が
経
済
的
だ
し
、
そ
れ
が
経
済
な
の
で
す
よ
、
岡
田
さ
ん
」

　

僕
は
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ど
こ
ま
で
も
通
り
を
歩
い
た
。
や
が
て
町
中
の
時
計
が
十
二
時
を
打
っ

た
。
み
ん
な
が
一
斉
に
歓
声
を
あ
げ
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
物
を
投
げ
た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
、
シ
ャ
ン
パ

ン
を
抜
い
た
り
し
た
。
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
が
や
っ
て
き
た
の
だ
。
誰
も
消
え
た
青
の
こ
と
な
ん
か
気
に

し
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

で
も
青
が
な
い
ん
だ
、
と
僕
は
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
僕
が
好
き
な
色
だ
っ
た
の
だ
。

9

10

11

12

13

14

●

15

com
m
unism

（
英
語
）。

共
産
主
義
。

11
オ
ゾ
ン
層　

大
気
中
で
オ
ゾ

ン
を
多
く
含
む
層
。
現
在
、

フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の
排
出
に
よ

る
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
環
境

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

12
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン　

John 
Lennon

一
九
四
〇
年
〜
一

九
八
〇
年
。
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。

13
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ　

sw
ing jazz

（
英
語
）。
躍

動
的
な
リ
ズ
ム
感
を
伴
う

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
法
。

14
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド　

Ｃ
Ｄ
以
前

の
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
。

問
「
ど
こ
ま
で
も
通
り
を
歩
い

た
。」
と
あ
る
が
、「
僕
」
の

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
し

て
い
る
か
。

15
シ
ャ
ン
パ
ン　

cham
pagne

（
フ
ラ
ン
ス
語
）。
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
生

産
さ
れ
る
発
泡
性
の
ワ
イ
ン
。
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青
が
消
え
る



し
て
み
よ
う
。

2
「
水
を
さ
す
」（
二
三
八
・
6
）
の
よ
う
に
「
水
」
を
用
い
た
慣
用
的

用
法
を
集
め
て
み
よ
う
。

3
「
攻
防
戦
」（
二
三
八
・
16
）
の
よ
う
に
、「
…
戦
」
と
な
る
三
字
熟
語
・

二
字
熟
語
を
集
め
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

1
こ
の
小
説
の
設
定
が
１
９
９
９
年
の
大
晦
日
で
あ
る
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
こ
の
小
説
に
お
け
る
「
青
」
と
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
の
関
係
を
、
ほ

か
の
例
に
置
き
換
え
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

名
残
234
　
断
片
的
234
　
居
心
地
234
　
歳
月
235
　
書
斎
235
　
背
後
236

対
処
236
　
見
当
236
　
　
消
滅
236
　
　
邪
魔
237
　
制
服
238
　
迷
路
238

結
局
238
　
帽
子
239
　
　
公
衆
240
　
　
合
成
240
　
経
済
的
241

一
斉
241
　
歓
声
241

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
場
面
展
開
を
区
切
っ
て
、「
僕
」
の
行
為
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
「
僕
」
の
心
情
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を
考
え
て
み
よ
う
。

3
「
総
理
大
臣
」の
言
う「
そ
れ
が
歴
史
な
の
で
す
よ
」（
二
四
一
・
4
）「
そ

れ
が
経
済
な
の
で
す
よ
」（
二
四
一
・
10
）
の
意
味
を
話
し
合
っ
て
み

よ
う
。

4
「
僕
」
に
と
っ
て
「
青
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、「
で

も
青
が
な
い
ん
だ
、
と
僕
は
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
僕
が
好
き
な
色
だ
っ
た
の
だ
。」（
二
四
一
・
15
）
と
あ
る
太
字
体
の

箇
所
を
参
考
に
し
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
青
が
消
え
た
」（
二
三
四
・
1
）
こ
と
を
、「
ち
ょ
う
ど
機
械
の
…
と

い
う
風
に
」（
二
三
四
・
2
〜
6
）
の
よ
う
に
、
三
通
り
の
比
喩
で
表
現

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

村
上
春
樹
（
む
ら
か
み 

は
る
き
）　

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
～
。
小
説
家
。
京
都
府
の
生
ま
れ
。
現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
生
き
方
を
軽

妙
な
比
喩
表
現
を
交
え
て
描
く
。『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
は
ア
ジ
ア
圏
初
の
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ

カ
賞
を
受
賞
し
た
。『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』『
１
Ｑ
８
４
』『
騎
士
団
長
殺
し
』
な
ど
の
話
題
作
の
ほ
か
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
手
掛
け

て
い
る
。
本
文
は
『
村
上
春
樹
全
作
品
①
』〔
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

242
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離
さ
な
い

510

い
る
が
、
画え

の
道
具
や
ら
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
趣
味
の
カ
メ
ラ
や
ら
そ
れ

ら
の
分
野
の
雑
誌
や
ら
が
部
屋
じ
ゅ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。
わ
た
し
の

部
屋
よ
り
も
ぜ
ん
た
い
に
輪
郭
が
く
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、

そ
れ
が
面
白
か
っ
た
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
い
れ
て
く
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
は
「
お
い
し
い
」
と
言

う
だ
け
の
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
手
動
の
ミ
ル
で
豆
を
挽ひ

き
、
布

で
漉こ

す
。
あ
た
た
め
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
ゆ
っ
く
り
と
注
ぐ
。
香
り

も
味
も
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
で
、
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
か
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
」
の
電
話
が
あ
る
と
、
わ
た
し
は
多
少
の

用
が
あ
っ
て
も
う
っ
ち
ゃ
っ
て
階
段
を
と
ん
と
ん
の
ぼ
る
と
い
う
わ
け

な
の
だ
っ
た
。

1

＊

離
さ
な
い

　

旅
先
で
妙
な
も
の
を
手
に
入
れ
た
、
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
っ
て
き

た
の
が
二
か
月
ほ
ど
前
だ
っ
た
。

　

画
家
兼
高
校
教
師
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、
わ
た
し
の
部
屋
の
真
上
の

部
屋
に
住
ん
で
い
る
。
地
区
の
自
治
会
の
役
員
を
同
期
に
つ
と
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
以
来
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
い
れ
ま
す
よ
、
と
、
と
き
ど
き
電
話
を
か
け
て
く
る
。
階
段
を
と

ん
と
ん
の
ぼ
り
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
に
行
っ
て
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
世
間
話
を
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ま
た
階
段

を
と
ん
と
ん
下
り
、
自
分
の
部
屋
に
戻
る
。
そ
の
く
ら
い
の
仲
で
あ
る
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
は
わ
た
し
の
部
屋
と
ま
っ
た
く
同
じ
つ
く
り

な
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
印
象
が
違
う
。
男
所
帯
に
し
て
は
整
理
が
い
っ
て

川か
わ

上か
み

弘ひ
ろ

美み

● 	
 

「
離
さ
な
い
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
像
し
ま
す
か
。　

導
入
の
問
い

　

 �『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
五
月

1
ミ
ル　

m
ill

（
英
語
）。
コ
ー
ヒ
ー
の
豆
を
挽
く
器
具
。

問
「
そ
の
く
ら
い
の
仲
で
あ
る
。」
と
い
う
表
現
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
。

初
出

�
 

う
っ
ち
ゃ
る　
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そ
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
の
「
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
」
の
誘
い
が
、

最
近
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
か
月
前
、
妙
な
も
の
を
手
に
入
れ
た
と
い

う
電
話
を
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
し
て
き
て
以
来
、
誘
い
が
な
い
。
妙
な
も

の
と
は
何
な
の
か
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
話
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
い

ず
れ
ね
、
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
っ
た
の
だ
っ
た
か
。
桜
が
咲
き
は
じ

め
て
い
た
。
わ
た
し
の
部
屋
の
前
に
も
大
き
な
桜
の
木
が
生
え
て
い
て
、

風
が
吹
け
ば
花
び
ら
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
散
り
か
か
っ
て
く
る
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
か
ら
は
桜
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
が
見
え
る
に
ち

が
い
な
か
っ
た
。
桜
は
ま
だ
咲
き
満
ち
て
お
ら
ず
、
そ
れ
で
も
強
い
風

に
会
え
ば
い
く
ら
か
の
花
び
ら
を
散
ら
せ
る
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
花
び
ら
を

拾
っ
て
き
て
、
水
を
入
れ
た
皿
に
浮
か
し
て
み
た
。
ほ
ん
の
り
と
薄
も

も
い
ろ
に
色
づ
い
た
花
び
ら
は
、
水
に
浮
い
て
ふ
よ
ふ
よ
と
漂
っ
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
し
て
い
る
う
ち
に
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
よ
か
っ
た
ら
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
は
言
っ
た
の
だ
。
階
段
を
と
ん
と
ん
の
ぼ
り
、
４
０
２
号
室

の
ベ
ル
を
押
し
た
。

　

扉
を
開
け
た
と
た
ん
に
何
か
の
匂
い
が
し
た
。
何
の
匂
い
だ
ろ
う
か

と
思
い
な
が
ら
靴
を
脱
ぎ
、
部
屋
を
見
ま
わ
し
た
。
雑
誌
、
棚
に
大
事

に
お
さ
め
ら
れ
た
カ
メ
ラ
、
画
架
、
描
き
か
け
の
画
、
い
つ
も
の
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
の
部
屋
で
あ
る
。

　
「
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
い
、
台
所
に

立
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
部
屋
に
慣
れ
て
、
最
初
に
感
じ
た
匂
い
が

何
な
の
か
ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
く
な
る
。
匂
い
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も

わ
か
ら
な
く
な
る
。

　
「
さ
さ
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

を
両
手
に
持
っ
て
台
所
か
ら
出
て
き
た
。
少
し
痩
せ
た
か
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
、
元
気
だ
っ
た
？　

と
聞
く
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は

眉
を
寄
せ
な
が
ら
、

　
「
元
気
と
い
え
ば
元
気
、
元
気
で
な
い
と
い
え
ば
元
気
で
な
い
」
と

答
え
、
笑
っ
た
。

　
「
こ
れ
じ
ゃ
答
え
に
な
っ
て
な
い
ね
」
そ
う
言
っ
て
、
笑
っ
た
。
わ

た
し
も
一
緒
に
笑
い
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
は
こ
の
た
び

も
た
い
そ
う
よ
ろ
し
か
っ
た
。

　

お
い
し
い
で
す
ね
、
と
言
う
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
頷う
な
ずき
、
す
ぐ
に
、

　
「
二
か
月
前
ね
」
と
始
め
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
も
っ
た
い
ぶ
る
質た
ち

で
は
な
い
の
だ
。
少
し
下
を
向
き
か
げ
ん
に
座
り
な
が
ら
、
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
を
喋
し
ゃ
べ

っ
た
。

　

二
か
月
前
、
南
方
に
旅
を
し
た
。
海
沿
い
に
南
下
し
て
い
っ
た
の
だ
。

＊
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見
て
い
る
と
、
肩
が
上
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
生
き
て
い
る

ら
し
い
。
生
き
て
い
る
、
そ
れ
は
人
魚
で
あ
る
ら
し
か
っ
た
。
人
間
の

大
人
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
大
き
さ
の
、
そ
れ
は
人
魚
な
の
だ
っ
た
。

　

手
に
入
れ
た
も
の
っ
て
、
そ
れ
じ
ゃ
、
人
魚
な
の
？　

驚
い
て
わ
た

し
は
叫
ん
だ
。

　
「
そ
う
な
ん
だ
よ
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
い
、
髭ひ
げ

を
し
ご
い
た
。

あ
の
、
人
魚
っ
て
、
そ
ん
な
に
小
さ
な
も
の
な
の
。
聞
く
と
、

　
「
ほ
か
の
人
魚
は
ど
う
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
ね
え
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
は
答
え
た
。

　

二
人
で
な
ん
と
な
く
顔
を
見
合
わ
せ
、
そ
れ
以
上
何
を
聞
い
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
わ
た
し
が
黙
っ
て
い
る
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん

は
浴
室
の
扉
を
開
け
、
わ
た
し
を
招
き
入
れ
た
。

　

人
魚
が
い
た
。
浴
槽
の
三
分
の
一
く
ら
い
の
高
さ
に
張
ら
れ
た
水
の

中
を
、
人
魚
が
泳
い
で
い
た
。
端
ま
で
行
っ
て
く
る
り
と
反
対
側
を
向

き
、
違
う
端
ま
で
行
く
と
ま
た
反
対
側
に
向
く
。
何
回
で
も
そ
れ
を
繰

り
返
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
人
魚
は
、
浴
槽
の
中
を
往
復
し
て
い
る
の

だ
っ
た
。
潮
の
匂
い
が
強
か
っ
た
。
さ
き
ほ
ど
玄
関
で
感
じ
た
の
は
、

帰
る
前
の
日
に
、
漁
村
の
小
さ
な
民
宿
に
泊
ま
っ
た
。
い
つ
も
旅
の
最

後
の
日
に
は
寝
つ
か
れ
な
い
こ
と
が
多
く
て
、
そ
の
日
も
波
の
音
を
聞

き
な
が
ら
長
く
起
き
て
い
た
。
す
っ
か
り
目
が
冴さ

え
て
し
ま
っ
た
の
で
、

真
夜
中
起
き
出
し
て
、
海
岸
を
歩
い
た
。
海
岸
沿
い
の
道
路
に
あ
る
電

灯
が
浜
を
照
ら
し
て
い
た
。
遠
く
の
波
打
ち
際
に
漁
の
網
が
投
げ
出
し

て
あ
っ
た
。
ど
こ
か
座
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
と
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、

い
つ
の
間
に
か
網
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
ぼ
ん
や
り
網
を
眺
め
る

と
、
網
の
中
に
何
か
が
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
中
の
も
の
は
動
か
な

い
。
ま
ぐ
ろ
よ
り
は
小
さ
く
、
鯛た
い

よ
り
は
大
き
い
。
尾
ひ
れ
が
長
い
。

ひ
れ
か
ら
腹
に
か
け
て
は
大
き
な
虹
色
の
う
ろ
こ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

腹
か
ら
上
に
は
う
ろ
こ
が
な
い
。
白
く
、
な
め
ら
か
な
、
皮
膚
で
あ
る
。

長
い
髪
が
上
半
身
に
巻
き
つ
き
、
髪
の
隙
間
か
ら
豊
か
な
胸
が
見
え
る
。

あ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
の
で
顔
の
造
作
は
わ
か
ら
な
い
。
耳
が
髪
の
間

か
ら
つ
き
だ
し
て
い
た
。
こ
ま
か
な
虹
色
の
う
ろ
こ
が
、
耳
に
も
あ
る
。

息
を
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
思
っ
て
顔
の
見
え
る
側
に
ま
わ
っ
て
み

た
。
目
も
口
も
固
く
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
白
い
柔
ら
か
い
石
に
、
刃
物

で
切
れ
込
み
を
入
れ
た
よ
う
な
目
と
口
だ
っ
た
。
鼻
は
、
そ
の
石
を
少

し
練
っ
て
高
み
を
つ
け
薄
く
と
と
の
え
た
よ
う
か
。
し
ば
ら
く
じ
っ
と

�
 

も
っ
た
い
ぶ
る　
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こ
の
潮
の
匂
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
魚
は
長
い
髪
を
水
の
中
に
ゆ
ら

め
か
せ
な
が
ら
、
こ
ち
ら
を
見
る
こ
と
な
く
、
往
復
を
繰
り
返
し
て
い

た
。

　
「
こ
う
い
う
わ
け
な
ん
で
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
っ
た
。

　

そ
う
い
う
わ
け
か
、
と
答
え
た
が
、
何
が
「
わ
け
」
な
ん
だ
か
、
人

魚
は
わ
た
し
た
ち
が
入
っ
て
い
っ
て
か
ら
ず
っ
と
往
復
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　

ず
っ
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
泳
い
で
る
の
？　

聞
く
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
は
頷
き
、

　
「
腹
が
減
っ
て
な
い
と
き
は
た
い
が
い
ね
」
と
答
え
た
。

　

人
魚
、
と
言
い
か
け
た
が
や
め
に
し
て
、
こ
の
ひ
と
、
と
わ
た
し
は

言
い
な
お
し
た
。
人
魚
が
人
語
を
解
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
自
分
が
人
間
以
外
の
も
の
に
「
人
間
」
と
呼
び
捨
て
に
さ
れ
た
ら

気
分
悪
か
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
こ
の
ひ
と
」
と
い
う
指
示

が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
。

　

こ
の
ひ
と
、
ず
っ
と
い
る
の
？

　
「
い
る
よ
、
ぼ
く
が
連
れ
て
帰
っ
て
以
来
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
い
、

浴
槽
の
横
に
置
い
て
あ
る
盥た
ら
いか
ら
鰺あ
じ

を
一
匹
取
り
出
し
て
、
人
魚
に
手

渡
し
た
。

　

人
魚
は
泳
ぎ
を
止や

め
、
鰺
の
頭
と
し
っ
ぽ
を
両
手
で
お
さ
え
た
。
浴

槽
の
壁
に
寄
り
か
か
り
、
ち
ょ
う
ど
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
よ
う
な
様
子

●

で
、
鰺
の
頭
か
ら
し
っ
ぽ
ま
で
を
口
で
な
ぞ
る
。
一
回
な
ぞ
る
ご
と
に

鰺
は
き
れ
い
に
削そ

ぎ
と
ら
れ
て
ゆ
く
。
な
ん
と
も
優
雅
な
食
べ
か
た

だ
っ
た
。
一
片
も
食
べ
残
す
こ
と
な
く
、
水
を
汚
す
こ
と
も
な
く
、
人

魚
は
鰺
を
食
べ
つ
く
し
た
。
も
う
一
匹
渡
す
と
、
同
じ
よ
う
に
し
て
食

べ
る
。
五
匹
も
食
べ
た
だ
ろ
う
か
。
い
つ
ま
で
も
人
魚
が
鰺
を
食
べ
る

と
こ
ろ
を
見
て
い
た
か
っ
た
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
そ
れ
以
上
は
渡
さ

な
か
っ
た
。
最
後
の
一
匹
を
食
べ
て
し
ま
う
と
、
人
魚
は
ふ
た
た
び
浴

槽
を
往
復
し
は
じ
め
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
浴
室
を
出
て
い
っ
た
の
で
、

わ
た
し
も
し
ぶ
し
ぶ
浴
室
を
後
に
し
た
。
人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
た
く
な

か
っ
た
。

　
「
出
て
き
た
く
な
か
っ
た
で
し
ょ
」
二
杯
め
の
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て

く
れ
て
か
ら
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
っ
た
。

　

え
？　

と
聞
き
返
す
と
、

　
「
浴
室
か
ら
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
っ
た
か
も
。
答
え
る
う
ち
に
、
人
魚
の
そ
ば
を

離
れ
た
く
な
か
っ
た
気
分
を
は
っ
き
り
と
思
い
出
し
た
。

　
「
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
も
の
ら
し
い
」
い
に
し
え
の
昔
か
ら
、
人
魚

は
そ
う
い
う
も
の
と
決
ま
っ
て
い
る
し
、
な
ど
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言

い
、
人
魚
が
い
か
に
人
を
惹ひ

き
つ
け
て
離
さ
な
い
か
を
し
ば
ら
く
説
明
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最
初
は
、
人
魚
の
泳
ぐ
様
子
や
魚
を
食
べ
る
様
子
が
面
白
く
て
離
れ

が
た
い
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
う
ち
に
、
勤
め
に
出
る

の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
き
た
。
朝
魚
を
や
る
と
、
も
う
い
け
な
い
。

そ
の
ま
ま
ず
っ
と
浴
室
に
座
り
こ
ん
で
い
た
く
な
る
。
よ
う
や
く
の
思

い
で
勤
め
に
出
る
が
、
働
い
て
い
る
間
じ
ゅ
う
、
人
魚
の
こ
と
が
気
に

か
か
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
。
一
刻
も
早
く
終
業
時
間
が
き
て
ほ
し
い
と

切
望
し
て
し
ま
う
。
生
徒
に
も
の
を
教
え
て
い
て
も
昼
飯
を
食
べ
て
い

て
も
職
員
会
議
に
出
て
い
て
も
、
気
は
そ
ぞ
ろ
で
あ
る
。
飛
ぶ
よ
う
に

家
に
帰
っ
て
浴
室
に
行
く
。
人
魚
は
た
だ
泳
い
で
い
る
ば
か
り
な
の
だ

が
、
泳
い
で
い
る
姿
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
画
を
描
こ
う
と
思
っ
て
画

布
に
向
か
っ
て
も
、
す
ぐ
に
浴
室
に
足
が
向
い
て
し
ま
う
。
一
日
に
何

十
回
も
浴
室
を
覗の
ぞ

く
。
そ
の
う
ち
に
浴
室
に
入
り
び
た
り
に
な
っ
た
。

眠
る
と
き
と
食
事
の
と
き
以
外
は
浴
室
に
い
る
。
人
魚
の
そ
ば
に
い
れ

ば
落
ち
つ
く
の
だ
。
人
魚
の
そ
ば
で
本
を
読
ん
だ
り
仕
事
を
し
た
り
す

る
。

　

し
ば
ら
く
は
そ
の
状
態
で
満
足
し
て
い
た
が
、
あ
る
朝
ど
う
し
て
も

人
魚
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
欠
勤
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

と
き
か
ら
今
ま
で
五
回
も
欠
勤
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

＊

し
た
。

　

二
か
月
前
の
夜
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
人
魚
を
網
か
ら
は
ず
し
、
民
宿

の
部
屋
に
連
れ
帰
っ
た
の
だ
。
あ
ん
が
い
人
魚
は
軽
か
っ
た
。
水
で
濡ぬ

ら
し
た
布
で
く
る
ん
だ
人
魚
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん

は
そ
の
ま
ま
人
魚
を
家
ま
で
連
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
交

番
に
届
け
る
な
り
な
ん
な
り
す
れ
ば
い
い
よ
う
な
も
の
を
、
な
ぜ
連
れ

て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
と
き
に
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
連
れ
帰
る
の
が
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
気
が

つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
連
れ
て
帰
り
た
く
、
い
く

ら
軽
い
と
い
っ
て
も
大
き
な
荷
物
に
な
る
人
魚
を
袋
に
詰
め
て
連
れ
て

き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

交
番
に
届
け
る
も
の
な
の
？　

と
聞
く
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
顔
を

し
か
め
、

　
「
ぼ
く
は
真
面
目
に
話
し
て
る
ん
だ
か
ら
、
真
面
目
に
聞
い
て
よ
」

と
言
っ
た
。

　

真
面
目
に
聞
い
て
ま
す
よ
、
真
面
目
に
拾
得
物
の
処
理
方
法
に
つ
い

て
考
え
て
る
ん
だ
わ
よ
。
わ
た
し
も
言
っ
た
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
わ

た
し
の
言
葉
に
は
と
り
あ
わ
ず
、
話
を
続
け
た
。

�
 

そ
ぞ
ろ　
　

問
「
人
魚
、
と
言
い
か
け
た
が
…
言
い
な
お
し
た
」
こ
と
か
ら
、「
人
魚
」
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
か
。
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と
思
い
、
き
み
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

で
も
今
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
気
も
そ
ぞ
ろ
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
。
わ
た

し
が
言
う
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、

　
「
必
死
に
そ
う
い
う
ふ
り
し
て
る
ん
だ
よ
」
と
答
え
た
。

　
「
ほ
ん
と
は
今
も
人
魚
の
そ
ば
に
行
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
そ
う
言
っ
た
と
た
ん
に
、
わ
た
し
も
浴
室
に
行
き

た
く
て
し
か
た
な
く
な
っ
た
。
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

ど
う
し
て
そ
れ
ほ
ど
人
魚
の
そ
ば
に
行
き
た
い
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
の
だ
が
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

　

し
ば
ら
く
二
人
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
様
子
を
し
て
い
た
が
、
二
人
と

も
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
ぜ
ん
ぜ
ん
味
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
先
に
立
ち
上

が
っ
た
の
が
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
で
、
直
後
に
わ
た
し
も
足
を
踏
み
出
し
た
。

二
人
で
、
争
う
よ
う
に
、
浴
室
へ
向
か
っ
た
。
人
魚
は
す
い
す
い
泳
い

で
い
た
。
涼
し
げ
な
様
子
で
、
浴
槽
の
中
を
往
復
し
て
い
た
。

　

お
願
い
だ
か
ら
預
か
っ
て
ほ
し
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
は
だ
め
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
繰
り
返
す
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
願
い
を
何
回
で
も

断
っ
た
が
、
最
後
は
断
り
き
れ
な
か
っ
た
。
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
人
魚

を
海
に
帰
す
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
も
わ
た
し
も
知
っ

て
い
た
が
、
二
人
と
も
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
し
か

●

＊

人
魚
に
触
れ
て
い
な
い
わ
た
し
が
こ
の
あ
り
さ
ま
な
の
だ
か
ら
、
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
は
ど
ん
な
か
と
思
う
と
、
少
し
ば
か
り
ぞ
っ
と
し
た
。
最
後

は
預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

浴
槽
に
水
を
満
た
し
て
待
っ
て
い
る
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
人
魚
を

袋
に
入
れ
て
運
ん
で
き
た
。
袋
か
ら
、
人
魚
を
す
る
り
と
水
に
放
つ
。

人
魚
は
す
ぐ
に
浴
槽
を
泳
ぎ
は
じ
め
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

い
る
の
と
、
ち
っ
と
も
変
わ
り
が
な
い
。

　

さ
、
出
ま
し
ょ
。
お
茶
で
も
い
れ
る
わ
よ
。
わ
た
し
が
そ
う
言
っ
て

も
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
浴
槽
の
横
か
ら
動
こ
う
と
し
な
い
。
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
の
手
を
引
っ
ぱ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
動
こ
う
と
し
な
い
。

　

わ
た
し
が
預
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
そ
う
わ
た
し
が
言
う
と
、
エ
ノ
モ

ト
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
と
顔
を
あ
げ
た
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
わ
た
し
を
睨に
ら

ん
だ
。
目
に
、
光
が
な
い
。
光
の
な

い
目
で
、
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
か
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
じ
っ
と
わ
た

し
を
睨
ん
だ
。
い
つ
ま
で
も
黙
っ
て
睨
ん
で
い
る
。

　

ど
う
し
た
の
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
。
問
い
か
け
て
も
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん

は
黙
っ
て
い
る
。

　

ね
、
こ
こ
か
ら
出
ま
し
ょ
。
夕
飯
で
も
一
緒
に
ど
う
。

　

そ
れ
で
も
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
黙
っ
て
い
る
。
黙
っ
て
、
わ
た
し
を
睨

ん
で
い
る
。
怖
く
な
っ
て
、
先
に
浴
室
を
出
た
。
扉
越
し
に
耳
を
澄
ま

●

●
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2
で
き
あ
い　

注
文
を
受
け
て
か
ら
作
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
作
っ
て
あ
る
も
の
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
惣そ
う

菜ざ
い

な
ど
を
指
す
。

問
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
は
、
な
ぜ
、「
わ
た
し
」
に
相
談
し
た
の
か
。

問
「
こ
の
あ
り
さ
ま
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
か
。

問
人
魚
を
「
最
後
は
預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
は
、
な
ぜ
か
。　
問
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
同
じ
状
態
」
と
は
、
ど
う
い
う
状
態
か
。

を
人
魚
に
食
べ
さ
せ
て
、
そ
の
あ
と
に
会
社
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

が
特
に
つ
ら
か
っ
た
。

　

人
魚
を
預
け
ら
れ
て
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら

連
絡
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
聞
い
た
「
う
わ
あ
」
と
い
う
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
の
声
が
何
回
で
も
耳
に
よ
み
が
え
っ
た
。
あ
れ
は
何
の
声
だ
っ
た
の

か
。
わ
た
し
は
い
つ
も
と
変
わ
り
な
く
会
社
に
行
き
家
に
帰
り
食
事
を

と
り
眠
っ
た
。
会
社
に
行
き
家
に
帰
り
食
事
を
と
り
人
魚
を
眺
め
眠
っ

た
。
会
社
に
行
き
家
に
帰
り
食
事
を
と
り
人
魚
を
眺
め
人
魚
の
そ
ば
に

な
る
べ
く
長
く
座
り
眠
っ
た
。
会
社
に
行
き
家
に
帰
り
食
事
を
と
り
人

魚
を
眺
め
人
魚
の
そ
ば
に
な
る
べ
く
長
く
座
り
人
魚
と
共
に
眠
っ
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
わ
た
し
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
同
じ
状
態
に
な
っ
て

い
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
夜
眠
る
と
き
に
は
人
魚
か
ら
離
れ
た
と
言
っ

て
い
た
が
、
た
ぶ
ん
噓う
そ

だ
っ
た
。
食
事
を
と
る
の
だ
っ
て
、
き
っ
と
浴

室
の
中
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
食
事
の
支
度
を
す
る
時
間
が
惜
し
く

て
、
で
き
あ
い
の
も
の
を
わ
た
し
は
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。
掃
除
を
し

な
い
の
で
、
部
屋
の
中
が
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
。
カ
ー
テ
ン
も

●

2

せ
た
が
、
人
魚
が
浴
槽
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
る
水
音
が
す
る
ば
か
り
だ
。

一
時
間
待
っ
て
も
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
部
屋
の
中

は
し
ん
と
し
て
い
て
、
人
魚
の
た
て
る
水
音
ば
か
り
が
浴
室
の
壁
越
し

に
響
く
。
音
を
ぜ
ん
ぜ
ん
た
て
な
い
の
に
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
気
配
が

部
屋
じ
ゅ
う
に
濃
く
漂
っ
て
い
る
。
二
時
間
た
っ
て
も
三
時
間
た
っ
て

も
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
あ
き
ら
め
て
眠
ろ
う
と
し

た
が
、
眠
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
真
夜
中
、
突
然
大
き
な
音
が
し

た
か
と
思
う
と
、
浴
室
の
扉
が
開
き
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
こ
ろ
が
る
よ

う
に
出
て
き
た
。
う
わ
あ
、
と
い
う
よ
う
な
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
は
わ
た
し
の
部
屋
か
ら
走
り
出
て
い
っ
た
。
人
魚
を
連
れ
て

い
っ
た
か
と
思
い
浴
室
を
覗
い
た
が
、
人
魚
は
そ
こ
に
い
た
。
顔
を
横

向
き
に
し
て
、
ふ
わ
ふ
わ
と
は
ん
ぶ
ん
水
に
浮
い
て
い
る
。
自
然
に
し

て
い
る
と
、
浮
く
ら
し
い
。
コ
ッ
プ
に
浮
か
せ
た
桜
の
花
び
ら
の
よ
う

に
、
ふ
わ
り
と
水
に
浮
き
な
が
ら
、
人
魚
は
眠
っ
て
い
た
。

　

た
し
か
に
人
魚
か
ら
離
れ
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
。
毎
朝
鰺
か
鰯い
わ
しか
鯖さ
ば

�
 

涼
し
げ　
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ろ
く
に
あ
け
ず
、
洗
濯
も
め
っ
た
に
せ
ず
、
た
だ
浴
室
の
中
に
い
つ
づ

け
た
。
椅
子
や
毛
布
や
食
器
を
持
ち
込
ん
で
、
浴
室
で
暮
ら
し
た
。
外

に
出
て
い
る
と
き
の
記
憶
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
誰
と
喋
っ
て
も
面
白

く
な
か
っ
た
。
電
話
が
鳴
っ
て
も
出
な
か
っ
た
。
た
だ
、
人
魚
だ
け
を

眺
め
て
暮
ら
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
と
き
ど
き
思
っ
た
が
、
す

ぐ
に
思
わ
な
く
な
っ
た
。
誰
と
も
喋
り
た
く
な
か
っ
た
が
、
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
と
だ
け
は
僅
か
に
喋
り
た
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
人
魚
が
浴
槽
の

中
を
泳
ぐ
の
を
眺
め
、
そ
の
ま
ま
眠
り
、
朝
に
な
る
と
ふ
ら
ふ
ら
と
会

社
に
行
っ
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う
回
数
は
次
第
に
減
っ
て

い
っ
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
来
た
の
は
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
ぜ
ん

ぜ
ん
思
わ
な
く
な
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
人
魚
を
預
か
っ
て
か
ら
た
っ
た

の
一
週
間
後
だ
っ
た
。

　

ど
し
ど
し
、
と
叩た
た

く
音
が
し
た
。
ベ
ル
な
ど
押
さ
ず
に
、
直
接
扉
を

強
く
叩
い
て
く
る
。
ほ
う
っ
て
お
い
て
も
、
止
ま
な
い
。
し
ば
ら
く
浴

室
で
息
を
ひ
そ
め
て
い
た
が
、
あ
ま
り
長
く
続
く
の
で
、
浴
室
か
ら
出

た
。
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
、
ど
な
た
で
す
か
、
と
聞
い
た
。
扉
を
叩
く

音
は
止
み
、

　
「
エ
ノ
モ
ト
で
す
」
と
い
う
声
が
し
た
。

　

扉
を
開
け
る
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
立
っ
て
い
た
。

　

ど
う
し
た
の
、
と
言
っ
た
わ
た
し
の
目
は
、
お
そ
ら
く
人
魚
を
預
け

に
来
て
浴
室
か
ら
出
な
く
な
っ
た
と
き
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
光
の
な
い

目
と
同
じ
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ど
う
し
た
の
。

　
「
人
魚
を
取
り
に
来
た
」

　

ど
う
し
て
。

　
「
ど
う
し
て
っ
て
、
も
と
も
と
預
け
た
だ
け
だ
っ
た
し
」

　

ま
だ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
の
。

　

ま
だ
、
と
言
い
な
が
ら
、
わ
た
し
は
後
じ
さ
っ
て
い
た
。
お
茶
で
も

い
れ
ま
し
ょ
う
、
と
言
い
な
が
ら
、
足
は
浴
室
に
向
か
っ
て
い
た
。
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
は
見
の
が
さ
ず
、
わ
た
し
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。

　
「
車
、
借
り
て
来
た
か
ら
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
っ
た
。

　

え
、
車
？

　
「
海
に
帰
す
」

　

そ
う
言
い
放
ち
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
わ
た
し
を
押
し
の
け
て
浴
室
に

入
っ
た
。
人
魚
を
水
の
中
か
ら
抱
き
あ
げ
、
い
つ
の
間
に
手
に
し
て
い

た
の
か
、
黒
い
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
。

　

だ
め
。
だ
め
よ
。
わ
た
し
は
叫
ん
で
い
た
。
袋
を
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か

ら
取
り
返
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
力
は
強
い
。

　
「
黒
い
か
ら
中
が
見
え
な
い
。
見
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
か
い
い
。
ぼ

く
だ
っ
て
長
く
そ
ば
に
い
れ
ば
ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
急
ぐ

●

＊
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河
口
か
ら
何
羽
も
飛
ん
で
く
る
。
日
の
光
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い
の
だ
が
、

海
面
が
い
や
に
ま
ぶ
し
い
。
海
岸
に
人
影
は
な
い
。
長
く
波
に
洗
わ
れ

た
ら
し
く
輪
郭
の
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
貝
が
い
く
つ
も
落
ち
て
い
る
。

波
の
音
を
聞
い
て
い
る
と
、
眠
く
な
っ
て
く
る
。
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て
い

る
の
に
、
眠
く
な
る
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
決
然
と
し
た
足
ど
り
で
歩
い
て
ゆ
く
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
。
呼
び
か
け
た
が
、
振
り
向
か
な
い
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ー
ん
。
声
を
波
に
消
さ
れ
な
い
よ
う
に
大
き
く
呼
び
か

け
る
が
、
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
っ
て
し
ま
う
。

　

水
際
で
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
袋
を
下
ろ
し
た
。
て
い
ね
い
に
口
を
開

く
。
開
い
た
と
た
ん
に
水
が
砂
浜
に
漏
れ
出
る
。
水
は
そ
の
ま
ま
砂
に

吸
い
こ
ま
れ
た
。

　

帰
す
の
、
ほ
ん
と
う
に
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
そ
ば
に
走
り
寄
っ
て
、

わ
た
し
は
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
言
っ
た
。

　
「
帰
す
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
声
は
さ
き
ほ

ど
来
の
声
よ
り
も
少
し
弱
々
し
か
っ
た
。

　

や
め
よ
う
よ
。
わ
た
し
が
言
う
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
目
を
し
ば
た

よ
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
早
口
で
言
い
な
が
ら
、
片
手
で
わ
た
し
の
手
を

引
き
、
片
手
で
人
魚
の
入
っ
た
袋
を
さ
げ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
こ

ん
だ
。
見
た
こ
と
の
な
い
緑
色
の
車
が
道
の
端
に
停と

め
て
あ
る
。
ト
ラ

ン
ク
に
人
魚
の
袋
を
し
ま
い
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
。

　

ト
ラ
ン
ク
な
ん
か
に
入
れ
た
ら
、
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
わ
た
し

が
言
う
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、

　
「
す
ぐ
に
着
く
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
っ
た
。

　

だ
め
。
や
め
て
よ
。
だ
め
よ
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
腕
を
ひ
っ
ぱ
り
な

が
ら
わ
た
し
が
言
っ
た
と
た
ん
に
車
が
走
り
始
め
た
。

　
「
腕
、
ひ
っ
ぱ
る
と
事
故
し
ち
ゃ
う
よ
。
ち
ゃ
ん
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

締
め
て
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
て
き
ぱ
き
と
言
わ
れ
、
わ
た
し
は
い
や
い

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
た
。
そ
の
ま
ま
、
海
ま
で
走
っ
た
。

　

ど
こ
の
海
岸
な
の
か
、
海
岸
沿
い
の
土
手
に
は
桜
の
並
木
が
あ
っ
た
。

風
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
、
花
び
ら
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
散
る
。
葉
桜

に
な
っ
て
い
る
木
も
あ
っ
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
人
魚
の
入
っ
た
袋
を

持
ち
、
早
足
で
波
打
ち
際
に
向
か
う
。
う
ら
ら
か
な
日
だ
っ
た
。
鷗か
も
めが

＊

3

3
鷗　

カ
モ
メ
科
の
鳥
の
総
称
。
海
岸
な
ど
に
す
む
も
の
の
ほ
か
に
、
冬
鳥
と
し
て
日
本
に
渡
来
す
る
種
も
あ
る
。

問
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
の
「
人
魚
を
取
り
に
来
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
。

�
 

後
じ
さ
る　

て
き
ぱ
き　
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い
た
。

　
「
や
め
な
い
」
も
っ
と
弱
々
し
い
声
で
あ
る
。

　

い
い
じ
ゃ
な
い
、
別
に
悪
い
こ
と
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
し
。
わ
た
し

は
誘
う
口
調
で
言
っ
た
。
自
分
の
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
声
が
出
る
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
ま
あ
そ
う
だ
が
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
が
落
ち
つ
か
な
い
。

　

よ
く
晴
れ
て
る
し
、
こ
の
ま
ま
散
歩
し
て
帰
ろ
う
。
人
魚
も
一
緒
に
。

甘
い
声
だ
っ
た
。
自
分
の
声
で
は
な
い
み
た
い
だ
っ
た
。
い
け
な
い
、

こ
ん
な
声
を
出
し
て
は
い
け
な
い
、
と
思
っ
た
が
、
や
め
ら
れ
な
い
。

　
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
催
眠
術
に
か
か
っ
た
み

た
い
に
ぼ
ん
や
り
と
し
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
け
な
い
、
い
け
な
い
。
そ
う
思
う
の
だ
が
、
声
に
な
ら
な
い
。
人

魚
は
帰
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
言
お
う
と
す
る
の
だ
が
、
声
が

出
な
い
。
人
魚
は
砂
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
か
ら
だ
全
体
を
砂
に
あ
ず

け
る
よ
う
に
し
て
、
ぐ
っ
た
り
と
横
た
わ
っ
て
い
る
。
何
を
言
う
わ
け

で
も
な
く
、
ど
ん
な
動
作
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
し
か
し
そ
の
人
魚

か
ら
わ
た
し
た
ち
は
離
れ
ら
れ
な
い
。

　
「
帰
す
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
絞
り
だ
す
よ
う
な
声
で
言
っ
た
。

　

口
を
開
く
と
さ
き
ほ
ど
の
甘
い
声
が
出
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
、
わ

た
し
は
懸
命
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
。

＊

　

無
言
で
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
一
緒
に
人
魚
を
か
か
え
、
水
の
中
に

入
っ
た
。
靴
が
濡
れ
た
が
、
か
ま
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
が
尾
ひ
れ
を
つ
か
み
、
わ
た
し
は
脇
に
両
手
を
さ
し
入
れ
、
二
人

し
て
人
魚
を
か
か
え
た
。
膝
よ
り
上
が
水
に
漬
か
る
あ
た
り
で
、
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
は
、

　
「
こ
こ
ら
に
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。

　
「
せ
え
の
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
掛
け
声
を
か
け
た
。
こ
ん
な
と
き

に
悠
長
な
声
を
、
と
思
っ
た
が
、
何
回
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
「
せ
え
の
」

と
言
っ
て
も
、
二
人
の
手
は
人
魚
か
ら
離
れ
な
い
の
だ
っ
た
。

　

む
つ
か
し
い
わ
よ
。
わ
た
し
が
言
う
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
少
し

笑
っ
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
笑
い
を
見
て
、
人
魚
を
離
せ
そ
う
な
気
が

し
た
。

　

せ
え
の
、
と
、
今
度
は
わ
た
し
が
言
い
、
つ
い
に
人
魚
を
海
に
放
り

投
げ
た
。
虹
色
の
う
ろ
こ
を
き
ら
め
か
せ
な
が
ら
、
人
魚
は
と
ぽ
ん
と

波
間
に
沈
み
、
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
な
い
。

　

帰
し
た
ね
。
そ
う
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
向
か
っ
て
言
っ
た
と
た
ん
、
人

魚
が
わ
た
し
た
ち
の
間
に
ぽ
っ
か
り
と
顔
を
出
し
た
。
驚
い
て
海
中
に

尻
餅
を
つ
い
た
。
肩
ま
で
水
に
漬
か
り
、
服
も
何
も
か
も
が
び
し
ょ
濡

れ
に
な
っ
た
。

　

人
魚
は
、
し
ば
ら
く
わ
た
し
の
顔
を
見
て
い
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の

●
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モ
ト
さ
ん
が
わ
た
し
の
手
を
引
い
て
く
れ
て
い
る
。
な
に
が
な
ん
だ
か

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
走
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
浜
に
上
が
っ
て
荒
い
息
を

吐
い
て
い
る
と
、
も
う
一
度
背
後
か
ら
、

　
「
離
さ
な
い
」

　

と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　

耳
を
ふ
さ
ぎ
、
砂
に
顔
を
う
ず
め
た
。

　

ど
の
く
ら
い
そ
う
や
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
顔
を
あ
げ
る
と
エ
ノ
モ

ト
さ
ん
が
目
の
前
に
し
ゃ
が
ん
で
い
て
、
わ
た
し
の
体
に
は
毛
布
が
か

け
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　

人
魚
は
い
つ
の
間
に
か
去
っ
て
い
た
。
沖
に
漁
船
が
見
え
る
。

　

桜
が
、
海
岸
に
ま
で
飛
ん
で
き
て
い
た
。
砂
の
上
に
、
花
び
ら
が
う

す
く
積
も
っ
て
い
た
。
淡
雪
の
よ
う
だ
っ
た
。
濡
れ
た
わ
た
し
の
髪
に

も
、
服
に
も
、
桜
の
花
び
ら
が
つ
い
て
い
た
。
し
ば
ら
く
散
る
桜
を
眺

め
て
い
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
一
緒
に
し
ゃ
が
ん
で
、
降
り
そ
そ
い
で

く
る
桜
の
花
び
ら
を
、
眺
め
て
い
た
。

ほ
う
は
見
な
い
。
わ
た
し
だ
け
を
見
て
い
る
。
こ
ん
な
に
人
魚
の
顔
を

真
近
で
見
た
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た
。
白
磁
に
切
れ
込
み
を
入
れ
た
よ

う
な
目
が
わ
た
し
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。

　

や
っ
ぱ
り
離
れ
ら
れ
な
い
、
と
わ
た
し
は
知
ら
ず
に
言
お
う
と
し
て

い
た
。

　

離
れ
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
刹
那
、
人
魚
が
口
を
開
い
た
。
赤
く
薄
い
く
ち
び
る
を
開
い
た
。

　
「
離
さ
な
い
」

　

人
魚
は
言
っ
た
。

　

は
っ
き
り
と
響
く
声
で
、
人
魚
は
言
っ
た
。

　

わ
た
し
の
顔
を
見
据
え
て
、
人
魚
は
言
っ
た
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
い
つ
か
出
し
た
、
う
わ
あ
、
と
い
う
声
が
、
わ
た

し
の
口
か
ら
も
も
れ
出
た
。

　

う
わ
あ
、
と
言
い
な
が
ら
、
わ
た
し
は
海
岸
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。

水
の
抵
抗
が
あ
る
う
え
に
、
服
も
濡
れ
て
い
る
の
で
、
思
う
よ
う
な
速

さ
で
走
れ
な
い
。
夢
の
中
で
走
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
エ
ノ

●

4

●●
4
白
磁　

純
白
の
磁
器
。
素
地
が
白
い
も
の
に
、
無
色
の
釉ゆ
う

薬や
く

を
か
け
、
高
温
で
焼
い
た
も
の
。

問
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
笑
い
を
見
て
、
人
魚
を
離
せ
そ
う
な
気
が
し
た
」
の
は
、
な
ぜ
か
。

問
人
魚
が
「
わ
た
し
だ
け
を
見
て
い
る
」
の
は
、
な
ぜ
か
。

問
「
や
っ
ぱ
り
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
た
の
に
、
人
魚
に
「
離
さ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、「
わ
た
し
」
が
逃
げ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

�
 

歯
を
食
い
し
ば
る　
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翌
日
か
ら
し
ば
ら
く
高
熱
を
出
し
て
、
体
調
が
よ
う
や
く
元
に
戻
っ

た
こ
ろ
に
は
、
桜
は
す
っ
か
り
散
っ
て
い
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
電
話

を
し
て
、
礼
を
言
っ
た
。

　
「
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
ま
す
よ
」と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
う
の
で
、

階
段
を
の
ぼ
っ
て
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
に
行
っ
た
。
葉
桜
に
な
っ
た

桜
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
の
窓
か
ら
見
え
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ね
、
葉
が
出
そ
ろ
っ
て
、
鳥
が
よ
く
来
る
よ

う
に
な
る
よ
」
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
な
が
ら
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
言
っ
た
。

　

鳥
か
。
鳥
は
い
い
な
。
わ
た
し
が
ぼ
ん
や
り
と
答
え
る
と
、
エ
ノ
モ

ト
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　
「
人
魚
よ
り
は
い
い
よ
ね
」
そ
う
言
っ
て
、
笑
っ
た
。

　

人
魚
、
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
つ
ぶ
や
く
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は

真
面
目
な
顔
を
し
て
、

　
「
魅
入
ら
れ
た
ね
」
と
答
え
た
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
、
ど
う
し
て
人
魚
を
帰
す
こ
と
が
で
き
た
の
。
聞
く

と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、

　
「
き
み
だ
っ
て
、
最
後
は
帰
せ
た
じ
ゃ
な
い
」
と
答
え
た
。

　

風
が
吹
い
て
、
桜
の
枝
が
揺
れ
た
。
海
岸
で
見
た
桜
を
思
い
出
し
た
。

＊

人
魚
の
す
が
た
か
た
ち
も
、
人
魚
か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

も
、
は
っ
き
り
と
は
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。
桜
が
散
る
様
子
ば
か
り
を

克
明
に
覚
え
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
も
、
人
魚
に
あ
の
言
葉
言
わ
れ
た
？　

と
聞
く
と
、

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
頷
い
た
。

　
「
き
み
の
部
屋
に
人
魚
を
預
け
に
行
っ
て
、
浴
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
た
、
あ
の
と
き
に
、
言
わ
れ
た
」
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
静
か
な
声
で

言
っ
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
っ
た
。

　
「
ず
っ
と
離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
が
ぼ
く
に
は
な
か
っ
た
の

か
な
」
や
が
て
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
し
み
じ
み
し
た
口
調
で
言
っ
た
。

 

そ
れ
は
わ
た
し
も
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
っ
そ
り
と

答
え
、
わ
た
し
は
窓
の
外
に
視
線
を
向
け
た
。

 

う
す
み
ど
り
の
若
葉
が
、
ど
の
木
か
ら
も
芽
吹
い
て
い
た
。
風
が

新
緑
を
揺
ら
し
て
い
た
。
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
窓

の
外
を
眺
め
て
い
た
。

●

問
「
離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�
 

魅
入
る　
　

�



川
上
弘
美
（
か
わ
か
み 

ひ
ろ
み
）　

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
～
。
小
説
家
・
俳
人
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
短
い
淡
々
と
し
た
言
葉
で
、
現
実

世
界
と
異
世
界
の
交
流
を
描
く
作
品
が
多
い
。
高
校
の
生
物
科
教
員
を
経
て
、『
神
様
』
で
新
人
賞
を
受
賞
。
主
な
作
品
に
『
蛇
を
踏
む
』『
溺

レ
る
』『
セ
ン
セ
イ
の
鞄か

ば
ん』
な
ど
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
『
神
様2011

』
を
発
表
。
本
文
は
、『
神

様
』〔
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
か
ら
「
離
さ
な
い
」「
離
れ
ら
れ
な
い
」
の
よ
う
な
、「
離
…
」

と
い
う
語
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
持
つ
印
象
に
つ
い
て
、

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2 

1
で
抜
き
出
し
た
語
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

1
本
文
の
描
写
を
も
と
に
、「
人
魚
」
の
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

2
人
魚
は
、
世
界
各
国
で
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た

の
か
、
伝
説
・
小
説
や
図
像
を
調
べ
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

同
期
243
　
　
世
間
話
243
　
印
象
243
　
　
男
所
帯
243
　
輪
郭
243
　
手
動
243

画
架
244
　
　
民
宿
245
　
　
虹
色
245
　
　
皮
膚
245
　
　
隙
間
245
　
造
作
245

浴
槽
245
　
　
優
雅
246
　
　
真
面
目
247
　
拾
得
物
247
　
支
度
249
　
掃
除
249

催
眠
術
252
　
懸
命
252
　
　
尻
餅
252
　
　
背
後
253
　
　
克
明
254

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
人
魚
が
「
モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
表
現
と
、
そ
う
で
な

い
表
現
を
文
中
か
ら
探
し
て
み
よ
う
。

2
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
と
「
わ
た
し
」
の
日
常
が
、
人
魚
を
預
か
っ

て
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3
人
魚
を
海
に
帰
し
に
行
っ
て
か
ら
の
、「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
と
「
わ

た
し
」
の
様
子
を
「
声
」
に
着
目
し
て
抜
き
出
し
、
気
づ
い
た
こ

と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

4
作
品
の
中
で
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
モ
ノ
」
が
果
た
す
役
割

を
考
え
て
み
よ
う
。（
例
：
コ
ー
ヒ
ー
）

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

255

現
代　

  

離
さ
な
い



　
話
し
合
う
と
何
が
起
こ
る
か
確
か
め
る

　 
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か 

　

　

こ
の
単
元
で
は
、
様
々
な
形
態
で
小
説
が
発
表
さ
れ
た
現
代
の
作
品

を
二
編
読
ん
だ
。
二
編
と
も
、
何
か
に
執
着
し
た
と
き
の
周
囲
と
の
関

係
の
変
化
を
扱
っ
て
い
た
。

 
 

『
青
が
消
え
る
』で
は「
青
」、『
離
さ
な
い
』で
は「
人
魚
」の
こ
と
を
、

主
人
公
が
誰
か
と
語
り
合
っ
た
と
き
の
相
手
の
か
か
わ
り
方
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
、
比

較
し
て
み
よ
う
。

 
 

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
大
切
だ

と
思
う
順
に
、
１
〜
10
の
順
位
を
つ
け
て
み
よ
う
。
ｊ
は
自
分
で
一

 

　

自
分
だ
け
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
か
け
が
え
が
な

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
他
人
と
語
り
合
っ
た
と
き
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
か
、
確
か
め
て
み
よ
う
。

課
題

１２

つ
設
定
し
て
み
よ
う
。

　

ａ　

家
族　

ｂ　

友
人　

ｃ　

お
金　

ｄ　

仕
事　

ｅ　

趣
味

　

ｆ　

健
康　
ｇ　

教
育　

ｈ　

安
全　

ｉ　

自
然　

ｊ　
（　
　

）

 
 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
順
位
を
つ
け
て
み
よ
う
。
ｊ

を
一
つ
に
絞
る
必
要
は
な
い
。
順
位
を
数
値
化
し
た
り
、
多
数
決
で

決
め
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合
い
で
決
め
よ
う
。
そ
の
話
し

合
い
の
過
程
で
分
か
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
て
み
よ

う
。

 
  

ｊ
（　
　
　

）に
、「
青
」「
人
魚
」が
入
っ
た
と
き
、
話
し
合
い
は

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
、
文
学
作
品
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
表
現
す
る
の
が
得
意
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

 
  �

自
分
だ
け
が
、
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
か
け
が
え
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
一
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

 
  　

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
っ
て
み
よ
う
。
語
り
合
う
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
か
、
確
か
め
て
み
よ
う
。

３４５６

５

❖
単
元
の
言
語
活
動
3
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�

古
代
か
ら
現
代
に
ま
で
続
く
、
和
歌
・
短
歌
の
形
式
を
理
解
し
、
そ
の
代
表

的
作
品
を
読
み
味
わ
う
。

�

和
歌
・
短
歌
に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
を
理
解
し
、
語
感
を
磨
く
。

�

本
歌
取
り
や
折
句
な
ど
を
用
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
短
歌

で
表
現
す
る
。

和
歌

短
歌

和
歌
の
修
辞

　
　 

見
立
て

❖
単
元
の
言
語
活
動

1

　
折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る

窓詩
歌
の 和

歌
・
短
歌

1
奈
良

平
安

鎌
倉

江
戸

明
治

大
正

昭
和

平
成

万葉集

古今和歌集

後拾遺和歌集

新古今和歌集

みだれ髪（与謝野晶子）
竹の里歌（正岡子規）

別離（若山牧水）、一握の砂（石川啄木）
赤光（斎藤茂吉）

魚歌（齋藤史）

空には本
（寺山修司）
未青年（春日井建）

サラダ記念日
（俵万智）

700

800

900

1000

1100

1200

1700

1800

1875

1900

1925

1950

1975

2000

令和

元げ
ん

暦り
ゃ
く

校
本
万
葉
集

平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
『
万
葉
集
』。
万
葉
仮
名
と
変
体
仮
名
が

並
記
さ
れ
て
い
る
。
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和
歌万

葉
集

　
　
天
皇
、
蒲か
ま

生ふ

野の

に
遊み

猟か
り

す
る
と
き
に
、
額ぬ
か
た
の
お
ほ
き
み

田
王
の
作
る
歌�

額
田
王

あ
か
ね
さ
す
紫

む
ら
さ
き
の野

行
き
標し

め

野の

行
き
野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖
振
る�

（
巻
一
・
雑
歌
）

　
　
皇
太
子
の
答
ふ
る
御み

歌う
た�

大お
ほ
あ
ま
の

海
人
皇み

子こ

紫
の
に
ほ
へ
る
妹い

も

を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我あ

れ

恋
ひ
め
や
も�

（
巻
一
・
雑
歌
）

　
　
軽か
る
の皇み

子こ

、
安あ

騎き

の
野
に
宿
ら
せ
る
と
き
に
、
柿
か
き
の
も
と
の
あ
そ
み

本
朝
臣
人ひ
と

麻ま

呂ろ

が
作
る
歌�

柿
本
人
麻
呂

東
ひ
む
が
しの
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾か

た
ぶき
ぬ�
（
巻
一
・
雑
歌
）

1

2

3

4

5

6

7

＊

8

9
10

5

額
田
王
　
生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
後
半
に
活
躍

し
た
。

1
天
皇
　
天て
ん

智じ

天
皇（
六
二
六
年
〜
六
七
一
年
）。

2
蒲
生
野
　
現
在
の
滋
賀
県
近お

う
み江

八は
ち

幡ま
ん

市
付
近

の
野
。

3
遊
猟
　
こ
こ
で
は
、
鹿
の
角
や
薬
草
を
採
る

薬
狩
り
を
指
す
。
行
楽
を
伴
う
。

4
あ
か
ね
さ
す
　「
紫
」
を
導
く
枕
ま
く
ら

詞こ
と
ば。

5
紫
野
　
根
を
染
料
と
す
る
紫
草
（
ム
ラ
サ
キ

科
の
多
年
草
）
を
栽
培
す
る
野
。

6
標
野
　
一
般
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
野
。

大
海
人
皇
子
　
生
年
未
詳
、
六
八
六
年
没
。
天

智
天
皇
の
弟
で
、
後
の
天
武
天
皇
。

7
紫
　
こ
こ
で
は
、
紫
草
の
こ
と
。
花
は
白
い
。

柿
本
人
麻
呂
　
生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
か
ら
八

世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
。

8
軽
皇
子
　
文も
ん

武む

天
皇
（
六
八
三
年
～
七
〇
七

年
）。

9
安
騎
の
野
　
現
在
の
奈
良
県
宇う

陀だ

市
一
帯
の

野
。

紫草

額田王（安田靫
ゆき

彦
ひこ

筆）

    

和
歌

●

万
葉
集
●

天1

皇
、2
蒲か
ま

生ふ

野の

に3
遊
猟
み
か
り

す
る
と
き
に
、
額ぬ
か

田た
の

王
の
お
ほ
き
み

作
る
歌

額
田
王

あ
か
ね
さ
す4

紫
野

む
ら
さ
き
の

行
き5
標し
め

野の

行
き
野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

（
巻
一
・
雑
歌）

6

軽か
る
の皇み

子こ

、7
安あ

騎き

の
野
に
宿
ら
せ
る
と
き
に
、
柿
か
き
の

本も
と
の朝あ

臣そ
み

人ひ
と

麻ま

呂ろ

が
作
る
歌

柿
本
人
麻
呂

東
ひ
む
が
しの
野
に
か8

ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾か
た
ぶき
ぬ

（
巻
一
・
雑
歌）

額
田
王

生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
後
半
に
活

躍
し
た
。

1
天
皇

天て
ん

智じ

天
皇
（
六
二
六
年
〜
六
七
一

年
）。

2
蒲
生
野

現
在
の
滋
賀
県
近
江
お
う
み

八は
ち

幡ま
ん

市
付

近
の
野
。

3
遊
猟

こ
こ
で
は
、
鹿
の
角
や
薬
草
を
採

る
薬
狩
り
を
指
す
。
行
楽
を
伴
う
。

4
紫
野

染
料
と
す
る
紫
（
ム
ラ
サ
キ
科
の

多
年
草
）
を
栽
培
す
る
野
。

5
標
野

一
般
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
野
。

柿
本
人
麻
呂

生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
か
ら

八
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
。

6
軽
皇
子

文も
ん

武む

天
皇
（
六
八
三
年
〜
慶
雲

四
〔
七
〇
七
〕
年
）。

7
安
騎
の
野

現
在
の
奈
良
県
宇う

陀だ

市
一
帯

の
野
。

8
か
ぎ
ろ
ひ

明
け
方
の
陽
光
。

5

5
和
歌

額田王（安田靫
ゆき

彦
ひこ

筆）

万葉集
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山や
ま

部べ
の

宿す
く

禰ね

赤あ
か

人ひ
と

、
富ふ

士じ

の
山
を
望
む
歌�

山
部
赤
人

天あ
め

地つ
ち

の
　
分
か
れ
し
時
ゆ
　
神か

む

さ
び
て
　
高
く
貴
き
　
駿す

る
が河

な
る
　
富
士
の
高た

か

嶺ね

を
　
天あ

ま

の

原
　
振
り
さ
け
見
れ
ば
　
渡
る
日
の
　
影
も
隠
ら
ひ
　
照
る
月
の
　
光
も
見
え
ず
　
白
雲
も�

い
行
き
は
ば
か
り
　
時
じ
く
そ
　
雪
は
降
り
け
る
　
語
り
継
ぎ
　
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
　
富
士

の
高
嶺
は�

（
巻
三
・
雑
歌
）

　
　
反
歌

田た

子ご

の
浦
ゆ
う
ち
出い

で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る�

（
巻
三
・
雑
歌
）

　
　
山や
ま
の
う
へ
の
お
く
ら
お
み

上
憶
良
臣
、
宴う
た
げを
ま
か
る
歌�

山
上
憶
良

憶
良
ら
は
今
は
ま
か
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
我あ

を
待
つ
ら
む
そ�

（
巻
三
・
雑
歌
）

　
　
東あ
づ
ま
う
た歌�

作
者
未
詳

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
な
に
そ
こ
の
児こ

の
こ
こ
だ
か
な
し
き

�

（
巻
十
四
・
相
聞
）

11

12

13

14

15

16●

17

18
19

20

21

510

10
か
ぎ
ろ
ひ
　
明
け
方
の
陽
光
。

山
部
赤
人
　
生
没
年
未
詳
。
八
世
紀
前
半
に
活

躍
し
た
。

11
分
か
れ
し
時
ゆ
　
分
か
れ
た
（
神
代
の
）
時

代
か
ら
。「
ゆ
」は
起
点
や
経
由
地
を
表
す
上

代
の
格
助
詞
。

12
神
さ
び
て
　
神
々
し
く
て
。

13
駿
河
　
六
一
ペ
ー
ジ
注
10
参
照
。

14
い
行
き
は
ば
か
り
　
進
み
あ
ぐ
ね
。

15
時
じ
く
　
い
つ
も
。

16
田
子
の
浦
　
現
在
の
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区

の
海
岸
。

山
上
憶
良
　
六
六
〇
年
〜
七
三
三
年
頃
。

問
「
憶
良
ら
は
」
の
歌
は
、
ど
こ
で
切
れ
る
か
。

17
ら
　
接
尾
語
。
こ
こ
で
は
、
へ
り
く
だ
る
意

を
表
す
。

18
東
歌
　
東
国
地
方
の
歌
。
庶
民
的
な
発
想
・

表
現
を
持
つ
歌
が
多
い
。

19
多
摩
川
　
現
在
の
東
京
都
西
部
を
経
て
東
京

湾
に
注
ぐ
川
。

20
手
作
り
　
手
織
り
の
布
。

21
こ
こ
だ
　
た
い
そ
う
。｢

こ
こ
ら｣

の
古
形
。

憎
し

和
歌
・
短
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二
十
五
日
に
作
る
歌
一
首�

大
お
ほ
と
も
の伴

家や
か
も
ち持

う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心こ

こ
ろ
が
な悲し

も
ひ
と
り
し
思
へ
ば�

（
巻
十
九
）

�

防さ
き

人も
り

歌う
た

父
母
が
頭か

し
らか
き
な
で
幸さ

く
あ
れ
て
言
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る�

（
巻
二
十
）

古
今
和
歌
集

　
　
春
立
ち
け
る
日
詠
め
る�

紀き
の

　
貫つ

ら

之ゆ
き

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
凍
れ
る
を
春
立
つ
今
日
の
風
や
と
く
ら
む�

（
巻
一
・
春
上
）

　
　
桜
の
花
の
散
る
を
詠
め
る�

紀
　
友と

も

則の
り

ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む�
（
巻
二
・
春
下
）

22

23

24

25●26

5

大
伴
家
持
　
七
一
八
年
頃
〜
七
八
五
年
。

22
二
十
五
日
　
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
二

月
二
十
五
日
。

防
人
歌
　「
防
人
」は
、
現
在
の
九
州
北
部
の
辺

境
の
地
の
防
衛
の
た
め
に
、
主
に
東
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
兵
士
。

23
幸
く
あ
れ
て
　「
幸さ

き

く
あ
れ
と
」の
東
国
方
言
。

達
者
で
い
ろ
と
。

24
言
葉
ぜ
　「
言こ

と

葉ば

ぞ
」
の
東
国
方
言
。

紀
貫
之
　
八
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

25
袖
ひ
ち
て
　
袖
も
濡ぬ

れ
る
ほ
ど
に
し
て
。

問
「
袖
ひ
ち
て
」の
歌
に
は
、
幾
つ
の
季
節
が
表

現
さ
れ
て
い
る
か
。

紀
友
則
　
生
年
未
詳
〜
九
〇
五
年
頃
。『
古
今
和

歌
集
』
撰せ
ん

者じ
ゃ

の
一
人
。

26
ひ
さ
か
た
の
　「
天
」「
空
」「
光
」
を
導
く
枕

詞
。
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題
知
ら
ず�

よ
み
人
知
ら
ず

五さ

月つ
き

待
つ
花
橘

た
ち
ば
なの

香か

を
か
げ
ば

昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る�

（
巻
三
・
夏
）

　
　
秋
立
つ
日
、
詠
め
る�

藤
ふ
ぢ
は
ら
の原

敏と
し

行ゆ
き

秋
来き

ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る�

（
巻
四
・
秋
上
）

�

在
あ
り
は
ら
の原

業な
り

平ひ
ら

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜た

つ

田た

川が
は

か
ら
紅
に
水
く
く
る
と
は�

（
巻
五
・
秋
下
）

　
　
冬
の
歌
と
て
詠
め
る�

源
み
な
も
と
の　
宗む

ね

于ゆ
き

山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば�

（
巻
六
・
冬
）

　
　
題
知
ら
ず�
小を

野の
の

小こ

町ま
ち

思
ひ
つ
つ
寝ぬ

れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を�

（
巻
十
二
・
恋
二
）

27

28

●29

30

31

32

●

510

27
五
月
待
つ
　
五
月
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
咲
い
て
い
る
。

28
花
橘
　
ミ
カ
ン
科
の
常
緑
小
高
木
。
花
は
初

夏
に
咲
き
、
白
色
で
香
り
高
い
。

問
「
昔
の
人
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
か
。

藤
原
敏
行
　
生
年
未
詳
〜
九
〇
一
年
。
九
〇
七

年
没
と
も
。

在
原
業
平
　
八
二
五
年
～
八
八
〇
年
。
六
歌
仙

の
一
人
。

29
ち
は
や
ぶ
る
　「
神
」
を
導
く
枕
詞
。

30
竜
田
川
　
現
在
の
奈
良
県
北
西
部
を
流
れ
、

大
和
川
に
注
ぐ
川
。

31
か
ら
紅
　
唐
紅
。
韓
紅
。
濃
い
紅
色
。

32
く
く
る
　
く
く
り
染
め
に
す
る
こ
と
。

源
宗
于
　
生
年
未
詳
〜
九
三
九
年
。

小
野
小
町
　
生
没
年
未
詳
。
九
世
紀
半
ば
頃
に

活
躍
し
た
。
六
歌
仙
の
一
人
。

問
「
思
ひ
つ
つ
」
と
あ
る
が
、
何
を
か
。

橘の花
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五ご

節せ
ち

の
舞
姫
を
見
て
詠
め
る�

良
よ
し
み
ね
の岑

宗む
ね

貞さ
だ

天
つ
風
雲
の
通
ひ
路
吹
き
と
ぢ
よ
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む�

（
巻
十
七
・
雑
上
）

33

34後
拾
遺
和
歌
集

も
の
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く

が
れ
出
づ
る
魂た

ま

か
と
ぞ
見
る

�

　(

巻
二
十
・
雑
六
）

　
　�

男
に
忘
ら
れ
て
侍は
べ

り
け
る
こ
ろ
、
貴き

船ぶ
ね

に

参
り
て
、
御み

た
ら
し

手
洗
川が
は

に
蛍
の
飛
び
侍
り
け

る
を
見
て
詠
め
る�
和い

づ
み泉

式
部

35

＊

新
古
今
和
歌
集

　
　
男を

の
こど

も
詩
を
作
り
て
歌
に
合
は
せ
侍は
べ

り
し
に
、
水
郷
の
春
望
と
い
ふ
こ
と
を�

後ご

鳥と

羽ば

上
皇

見
渡
せ
ば
山
も
と
霞か

す

む
水み

無な

瀬せ

川が
は

夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
む�
（
巻
一
・
春
上
）

36

37

38

10

5

良
岑
宗
貞
　
八
一
六
年
〜
八
九
〇
年
。
出
家
し

て
遍へ

ん

昭じ
ょ
うと
名
乗
る
。
六
歌
仙
の
一
人
。

33
五
節
の
舞
姫
　
陰
暦
十
一
月
に
行
わ
れ
た�

豊
と
よ
の
あ
か
り
の
せ
ち
え

明
節
会
で
舞
う
少
女
。

34
雲
の
通
ひ
路
　
天
と
地
を
つ
な
ぐ
、
雲
の
中

の
通
路
。

和
泉
式
部
　
二
四
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

35
貴
船
　
現
在
の
京
都
市
左
京
区
鞍く

ら

馬ま

貴
船

町
に
あ
る
、
貴
船
神
社
。

後
鳥
羽
上
皇
　
一
一
八
〇
年
〜
一
二
三
九
年
。

承じ
ょ
う

久き
ゅ
うの
乱
に
敗
れ
、
隠お

岐き
（
現
在
の
島
根
県

隠お
き
の岐
島
）
に
流
さ
れ
た
。

36
詩
を
作
り
て
…
侍
り
し
に
　
元
久
二
（
一
二

〇
五
）
年
六
月
の
「
元
久
詩し

い
か歌

合あ
わ
せ」。

37
水
郷
の
春
望
　「
水
辺
の
里
の
春
の
眺
望
」と

い
う
意
味
の
題
。

38
水
無
瀬
川
　
現
在
の
大
阪
府
三
島
郡
島
本

町
を
流
れ
、
淀よ

ど

川が
わ

に
注
ぐ
川
。

宮
内
卿
　
生
没
年
未
詳
。
後
鳥
羽
上
皇
の
女
房
。

39
千
五
百
番
歌
合
　
建け

ん

仁に
ん

二
（
一
二
〇
二
）
年

〜
三
年
に
後
鳥
羽
上
皇
主
催
で
行
わ
れ
た
、

史
上
最
大
の
歌
合
。

問
「
跡
ま
で
見
ゆ
る
」
と
あ
る
が
、
何
の
跡
が
、

何
に
よ
っ
て
分
か
る
の
か
。

和泉式部（佐
さ

多
た

芳
よし

郎
ろう

筆）
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千
五
百
番
歌う
た

合あ
は
せに

、
春
歌�

宮く
な
い
き
や
う

内
卿

薄
く
濃
き
野
辺
の
緑
の
若
草
に
跡
ま
で
見
ゆ
る
雪
の
む
ら
消
え�

（
巻
一
・
春
上
）

　
　
題
知
ら
ず�

藤
原
俊と

し

成な
り

誰た
れ

か
ま
た
花
橘
に
思
ひ
出
で
む
我
も
昔
の
人
と
な
り
な
ば�

（
巻
三
・
夏
）

　
　
西
行
法
師
勧
め
て
、
百
首
歌
詠
ま
せ
侍
り
け
る
に�

藤
原
定さ

だ

家い
へ

見
渡
せ
ば
花
も
紅も

み
ぢ葉

も
な
か
り
け
り
浦
の
苫と

ま

屋や

の
秋
の
夕
暮
れ�

（
巻
四
・
秋
上
）

　
　
摂
政
太だ
い
じ
や
う
政
大
臣
家
歌
合
に
、
湖
上
の
冬
の
月�
藤
原
家い

へ

隆た
か

志
賀
の
浦
や
遠
ざ
か
り
ゆ
く
波
間
よ
り
凍
り
て
出
づ
る
有あ

り

明あ
け

の
月�

（
巻
六
・
冬
）

39

●

40

41

42

43

44

45

5

藤
原
俊
成
　
一
一
一
四
年
〜
一
二
〇
四
年
。『
千

載
和
歌
集
』
の
撰
者
。

40
誰
か
ま
た
…
　『
古
今
和
歌
集
』の
「
五
月
待

つ
」（
二
六
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
歌
の
本
歌
取

り
。

藤
原
定
家
　
一
一
六
二
年
〜
一
二
四
一
年
。
俊

成
の
子
。『
新
古
今
和
歌
集
』
撰
者
の
中
心

的
存
在
。

41
西
行
　
一
一
一
八
年
〜
一
一
九
〇
年
。
俗
名

は
佐
藤
義の

り

清き
よ

。

42
苫
屋
　
粗
く
織
っ
た
む
し
ろ
で
屋
根
な
ど
を

覆
っ
た
粗
末
な
小
屋
。

藤
原
家
隆
　
一
一
五
八
年
〜
一
二
三
七
年
。

43
摂
政
太
政
大
臣
家
歌
合
　
正
治
元
（
一
一
九

九
）
年
冬
、
藤
原
良よ

し

経つ
ね

の
家
で
行
わ
れ
た
歌

合
。

44
志
賀
の
浦
　
琵び

琶わ

湖こ

の
西
岸
で
、
現
在
の
滋

賀
県
大
津
市
唐
崎
付
近
。

45
遠
ざ
か
り
ゆ
く
　
本
歌
の
「
さ
夜
ふ
く
る
ま

ま
に
み
ぎ
は
や
凍
る
ら
む
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志

賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
冬
・
快
覚

法
師
）
を
踏
ま
え
た
表
現
。

あ
く
が
る

藤原定家（『新三十六歌
か

仙
せん

画
が

帖
ちょう

』）

    

西
行
法
師
勧
め
て
、
百
首
歌
詠
ま
せ
侍
り
け
る
に

藤
原
定さ
だ

家い
へ

見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
み
ぢ

も
な
か
り
け
り
浦
の6
苫と
ま

屋や

の
秋
の
夕
暮
れ

（
巻
四
・
秋
上）

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
と
き

藤
原
良よ
し

経つ
ね

き7

り
ぎ
り
す
鳴
く
や
霜し
も

夜よ

の
さ
む
し
ろ
に
衣8
片か
た

敷し

き
ひ
と
り
か
も
寝
む

（
巻
五
・
秋
下）

摂9

政
太だ
い

政じ
や
う大
臣
家
歌
合
に
、
湖
上
の
冬
の
月

藤
原
家い
へ

隆た
か

志10

賀
の
浦
や
遠11

ざ
か
り
ゆ
く
波
間
よ
り
凍
り
て
出い

づ
る
有あ
り

明あ
け

の
月

（
巻
六
・
冬）

藤
原
定
家

応お
う

保ほ
う

二
（
一
一
六
二
）
年
〜
仁に
ん

治じ

二
（
一
二
四
一
）
年
。
俊
成
の
子
。

『
新
古
今
和
歌
集
』
撰
者
の
中
心
的
存
在
。

6
苫
屋

粗
く
織
っ
た
む
し
ろ
で
屋
根
な
ど

を
覆
っ
た
粗
末
な
小
屋
。

藤
原
良
経

嘉か

応お
う

元
（
一
一
六
九
）
年
〜
元

久
三
（
一
二
〇
六
）
年
。

7
き
り
ぎ
り
す
…
…
「
さ
筵む
し
ろに
衣
片
敷
き

今こ

宵よ
ひ

も
や
我
を
待
つ
ら
む
宇
治
の
橋
姫
」

（『
古
今
和
歌
集
』
恋
四
・
よ
み
人
知
ら

ず
）
の
本
歌
取
り
。

8
片
敷
き

自
分
の
衣
だ
け
を
敷
い
て
。
独

り
寝
の
さ
ま
。

藤
原
家
隆

保ほ
う

元げ
ん

三
（
一
一
五
八
）
年
〜
嘉か

禎て
い

三
（
一
二
三
七
）
年
。

9
摂
政
太
政
大
臣
家
歌
合

正
治
元
（
一
一

九
九
）
年
冬
、
藤
原
良
経
の
家
で
行
わ
れ

た
歌
合
。

10
志
賀
の
浦

琵び

琶わ

湖こ

の
西
岸
で
、
現
在
の

滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
付
近
。

11
遠
ざ
か
り
ゆ
く

本
歌
の
「
さ
夜
ふ
く
る

ま
ま
に
み
ぎ
は
や
凍
る
ら
む
遠
ざ
か
り
ゆ

く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』

冬
・
快
覚
法
師
）
を
踏
ま
え
た
表
現
。

5

藤原定家（『新三十六歌
か

仙
せん

画
が

帖
ちょう

』）

和歌

310
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百
首
歌
の
中
に
、
忍
ぶ
る
恋
を�

式し
よ
く子し

内な
い

親し
ん

王わ
う

玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね
な
が
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る�

（
巻
十
一
・
恋
一
）

　
　
東あ
づ
まの

方
へ
修
行
し
侍
り
け
る
に
、
富ふ

士じ

の
山
を
詠
め
る�

西
行

風
に
な
び
く
富
士
の
煙け

ぶ
りの
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な�

（
巻
十
七
・
雑
中
）

46

式
子
内
親
王
　
一
一
四
九
年
～
一
二
〇
一
年
。

後
白
河
天
皇
の
皇
女
。

西
行
　
二
六
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

46
思
ひ
　「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
「
火
」
を
掛
け
、

「
煙
」
の
縁
語
。

　
　
万�

葉
集
　
二
十
巻
。
四
千
五
百
首
余
り
を
収
め
る
。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
。
奈
良
時
代
後
期
、
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内

容
の
上
か
ら
雑
歌
・
相
聞
・
挽ば

ん

歌か

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
長
歌
と
短
歌
を
中
心
に
、
旋せ

頭ど
う

歌か

な
ど
の
歌
体
も
見
ら
れ
る
。
本
文
は
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

　
　
古�

今
和
歌
集
　
二
十
巻
。
約
千
百
首
を
収
め
る
。
醍だ

い

醐ご

天
皇
の
勅

ち
ょ
く

命め
い

に
よ
り
、
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
凡

お
お
し
こ
う
ち
の

河
内
躬み

恒つ
ね

、
壬み

ぶ
の生
忠た

だ

岑み
ね

が
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
に
撰せ

ん

進し
ん

し

た
、
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
。
四
季
・
恋
・
雑
な
ど
を
中
心
に
、
整
然
と
し
た
構
成
と
、
自
然
と
貴
族
生
活
に
か
か
わ
る
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
を
持
ち
、
以
後
の
和

歌
集
の
規
範
と
な
っ
た
。
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

　
　
後�

拾
遺
和
歌
集
　
二
十
巻
。
約
千
二
百
二
十
首
を
収
め
る
。
白
河
天
皇
の
命
に
よ
り
、
藤
原
通み

ち

俊と
し

が
、
応
徳
三
（
一
〇
八
六
）
年
に
撰
進
し
た
、
四
番
目
の
勅
撰
和

歌
集
。
女
性
歌
人
の
歌
を
多
く
集
め
る
。
本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

　
　
新�

古
今
和
歌
集
　
二
十
巻
。
約
千
九
百
八
十
首
を
収
め
る
。
後
鳥
羽
上
皇
の
命
に
よ
り
、
源
通み

ち

具と
も

、
藤
原
有あ

り

家い
え

、
藤
原
定
家
、
藤
原
家
隆
、
藤
原
雅ま

さ

経つ
ね

が
、
元
久
二

（
一
二
〇
五
）
年
に
撰
進
し
た
、
八
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
。
上
皇
自
身
も
積
極
的
に
編
集
に
関
与
し
て
い
る
。
貴
族
文
化
の
復
興
を
目
指
し
、
本
歌
取
り
な
ど
多

様
な
技
巧
を
駆
使
し
た
精
妙
な
美
意
識
に
特
徴
が
あ
る
。
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。
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1
枕

ま
く
ら
こ
と
ば
詞

　

特
定
の
語
を
導
き
出
す
た
め
の
修
飾
語
で
、
五
音
か
ら
成
る
。
古
く

か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
を
利
用
し
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
枕
詞
が
導

き
出
す
語
は
決
ま
っ
て
い
る
。「
あ
し
ひ
き
の　

山
」「
た
ら
ち
ね
の　

母
」
な
ど
、
多
数
あ
る
。
通
常
、
現
代
語
訳
し
な
い
。

　

例� 

あ
か
ね
さ
す 

紫
む
ら
さ
き

野の

行
き
標し
め

野の

行
き
野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖
振

る
（
二
五
八
・
３
）

		


　

�「
あ
か
ね
さ
す
」
が
、「
紫
」
を
導
く
枕
詞
。

和
歌
の
修
辞　

2
序じ

ょ
こ
と
ば

詞

　

枕
詞
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
語
を
導
き
出
す
た
め
の
七
音
以
上
の
語

句
。
そ
の
歌
ご
と
に
工
夫
さ
れ
て
、
音
や
イ
メ
ー
ジ
の
連
想
か
ら
あ
る

語
が
導
き
出
さ
れ
る
。
具
体
的
な
事
柄
や
風
景
か
ら
、
作
者
の
心
情
を

説
得
的
に
伝
え
る
。
通
常
、
現
代
語
訳
す
る
。

　

例� 

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り 

さ
ら
さ
ら
に
な
に
そ
こ
の
児こ

の
こ
こ

だ
か
な
し
き
（
二
五
九
・
11
）

	
	

　�「
多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
」
が
、「
さ
ら
さ
ら
に
」
を
導
く
序
詞
。

3
掛か

け
こ
と
ば
詞

　

同
音
異
義
語
を
利
用
し
て
、
一
つ
の
語
に
複
数
（
通
常
は
二
つ
）
の

意
味
を
持
た
せ
る
技
法
。
一
方
の
意
味
は
自
然
な
ど
の
景
物
、
も
う
一

方
は
心
情
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
作
者
の
心
と
具
体

物
が
重
な
り
、
奥
行
き
の
あ
る
歌
と
な
る
。
一
首
の
中
に
、
二
つ
の
文

脈
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
す
る
。

　

例�

山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も 

草
も 

か
れ 

ぬ
と
思
へ

ば
（
二
六
一
・
９
）

	
	

　�「
か
れ
」
が
、「
枯
れ
」
と
「
離
れ
」
と
の
掛
詞
で
、
冬
の
山
里
の
風
景
と
、

孤
独
な
心
情
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

枯
れ

離か

れ

　
和
歌
に
は
、
幾
つ
か
の
表
現
の
決
ま
り
事
（
修
辞
）
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
言
葉
と
言
葉
の
間
に
、
意
味
的
な
結
び
付
き
に
と
ど

ま
ら
な
い
特
別
な
関
係
を
生
み
出
す
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
作
者
の
感
動
や
思
い
を
、
よ
り
深
く
伝
え
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
る
。
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4
縁
語

　

一
つ
の
語
に
関
係
の
深
い
語
を
詠
み
込
む
技
法
。
縁
語
に
よ
っ
て
、

あ
た
か
も
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
歌
の
心
情
や
内
容
に
統
一
感

を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
。
縁
語
の
関
係
そ
の
も
の
は
現
代
語
訳
し
な

い
。

　

例��

玉
の
緒
よ 

絶
え 

な
ば 
絶
え 

ね 

な
が
ら
へ 

ば
忍
ぶ
る
こ
と
の

　
　

 

弱
り 

も
ぞ
す
る
（
二
六
四
・
2
）

	
	

　�「
絶
え
」「
な
が
ら
へ
」「
弱
り
」
が
、「
緒
」
の
縁
語
。

5
見
立
て

　

あ
る
事
物
を
、
別
の
事
物
に
な
ぞ
ら
え
る
技
法
。
比
喩
の
一
種
で
あ

る
が
、
表
現
し
た
い
事
物
の
、
現
実
と
は
思
え
ぬ
美
し
さ
を
強
調
し
た

い
と
き
に
用
い
る
。
花
を
雪
や
雲
に
、
月
を
霜
や
氷
に
見
立
て
る
例
な

ど
が
あ
る
。

　

例�

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜た
つ

田た

川が
は

か
ら
紅
に
水
く
く
る 

と�

は
（
二
六
一
・
７
）

	
	

　�「
竜
田
川
の
水
面
の
紅
葉
」
を
「
く
く
り
染
め
」
に
見
立
て
て
い
る
。

紅
葉＝

6
本
歌
取
り

　

有
名
な
古
歌
（
本
歌
）
の
表
現
や
内
容
の
一
部
を
取
り
入
れ
て
、

新
し
い
歌
を
作
る
技
法
。
本
歌
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内

容
に
深
み
が
増
し
、
し
か
も
新
鮮
味
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

例
本
歌

　
　

 

さ
夜
ふ
く
る
ま
ま
に
み
ぎ
は
や 

凍
る 

ら
む 

遠
ざ
か
り
ゆ
く 

　
　

 

志
賀
の
浦  

波 

（『
後
拾
遺
和
歌
集
』）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　

 

志
賀
の
浦 

や 

遠
ざ
か
り
ゆ
く  

波 

間
よ
り 

凍
り 

て
出い

づ
る

　
　

 

有あ
り

明あ
け

の
月
（
二
六
三
・
８
）

	
	

　�

本
歌
か
ら
、
冬
の
夜
の
湖
面
が
水
際
か
ら
凍
っ
て
い
き
、
波
が
し
だ
い
に

遠
ざ
か
っ
て
い
く
と
い
う
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
志

賀
の
浦
や
」
の
歌
は
、
月
を
新
た
に
登
場
さ
せ
て
新
味
を
も
た
ら
し
、
ま

た
感
覚
の
う
え
で
も
、
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
と
主
眼
を
転
換
さ
せ
て
い
る
。

　
和
歌
の
修
辞
は
、
表
現
し
た
い
内
容
か
ら
は
遠
回
り
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
誰
も
が
よ

く
知
っ
て
い
る
具
体
的
な
事
物
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
作
者
が

描
こ
う
と
し
た
情
景
や
作
者
の
思
い
を
、
多
く
の
人
々
が
共
有
で

き
る
効
果
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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窓詩
歌
の

見
立
て

　

あ
る
事
物
を
別
の
事
物
に
な
ぞ
ら
え
る
見
立
て
は
、
文
学
に
限
ら
ず
、

絵
画
や
芸
能
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
物
を
架
空
の
貝
に
見
立
て
た
『
絵え

本ほ
ん

見み

立た
て

仮か

譬ひ

尽づ
く
し

』（
竹た

け

杖つ
え

為の
す

軽が
る

編
、
天
明
三
〔
一
七
八
三
〕
年
刊
）
を
例
に
、
文
学
と
絵
画
が
融
合
し
た

見
立
て
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。
次
に
引
用
す
る
の
は
「
た
貝
」
と
い
う

貝
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。
何
を
貝
に
見
立
て
て
い
る
か
、
分
か

る
だ
ろ
う
か
。
挿
絵
も
見
な
が
ら
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

た
貝

　
　

�　

駿す
ん

州し
う

田
子
の
浦
の
名
物
に
し
て
、
異
国
に
て
も
是こ
れ

を
賞
美
す
。
六

月
を
旬
と
す
。
正
月
二
日
の
夜
、
此こ

の

形
を
夢
見
る
時
は
。
富
士
の
山

ほ
ど
金
を
持
つ
也な

り

。

　
　

�　

田
子
の
浦
う
つ
る
浪
間
の
し
ら
雪
を
わ
け
て
た
貝
を
み
る
ふ
じ
の

山�

秦は
だ

野の

玖く

呂ろ

面つ
ら

1

（
駿
河
〔
現
在
の
静
岡
県
〕
の
田
子
の
浦
の
名
物
で
、
外
国
で
も
こ
れ
を
褒
め
た

た
え
る
。
六
月
が
旬
で
あ
る
。
一
月
二
日
の
夜
に
こ
れ
を
夢
に
見
れ
ば
、
富
士
山

ほ
ど
の
金
に
恵
ま
れ
る
。）

2

（
田
子
の
浦
の
波
間
に
映
る
白
雪
、
そ
の
白
雪
を
分
け
て
見
れ
ば
、
と
り
わ
け
そ

の
高
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
富
士
の
山
で
あ
る
。）

　

正
解
は
「
富
士
山
」
で
あ
る
。
六
月
に
は
富
士
山
の
山
開
き
が
あ
り
、

初
夢
に
富
士
山
を
見
る
と
縁
起
が
よ
い
と
の
俗
信
も
あ
っ
た
。「
た
貝
」

は
富
士
山
が
日
本
一
「
高
い
」
こ
と
を
掛
け
た
洒し

ゃ
れ落

で
、
挿
絵
に
は
富
士

山
が
二
枚
貝
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
富
士
山
と
貝
と
い
う
無
関
係
の

二
つ
の
物
が
、
形
の
類
似
と
い
う
一
点
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、
見
立
て
の
発
想
を
も
っ
た
表
現
は
生
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
お
か
ら
（
豆
腐
を
作
る
と
き
に
出
る
大
豆
の
か
す
）
の

別
名
を
「
う
の
は
な
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
お
か
ら
の
白
さ
を
ウ
ツ
ギ
の

花
（
う
の
は
な
）
に
見
立
て
た
言
い
方
で
あ
る
。

（
注
）

1
・
2
竹
杖
為
軽
・
秦
野
玖
呂
面　

と
も
に
江
戸
の
狂
歌
師
。
狂
歌
は
和
歌
と

同
形
式
の
韻
文
で
、
滑
稽
味
が
あ
り
、
洒
落
や
機
知
に
富
む
。

た貝（絵本見立仮譬尽）
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短
歌

�

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

く
れ
な
ゐ
の
二
尺
伸
び
た
る
薔ば

薇ら

の
芽
の
針
や
は
ら
か
に
春
雨
の
ふ
る

い
ち
は
つ
の
花
咲
き
い
で
て
我わ

が

目め

に
は
今
年
ば
か
り
の
春
行ゆ

か
ん
と
す

�

与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

清き
よ

水み
づ

へ
祇ぎ

園を
ん

を
よ
ぎ
る
桜さ

く
ら

月づ
き

夜よ

こ
よ
ひ
逢あ

ふ
人
み
な
う
つ
く
し
き

や
は
肌
の
あ
つ
き
血
潮
に
ふ
れ
も
見
で
さ
び
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く
君

1

2

●

3

4

●

5

正
岡
子
規　

一
八
六
七
年
～
一
九
〇
二
年
。
愛

媛
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に『
竹
の
里
歌
』、
句

集
に
『
寒
山
落
木
』
な
ど
。

1
二
尺　
「
尺
」は
長
さ
の
単
位
。
一
尺
は
約
三

〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

2
い
ち
は
つ　

ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。
五
月
頃
、

茎
を
出
し
、
紫
ま
た
は
白
の
花
を
つ
け
る
。

問
「
今
年
ば
か
り
の
春
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
か
。

与
謝
野
晶
子　

一
八
七
八
年
～
一
九
四
二
年
。

大
阪
府
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
み
だ
れ
髪
』

『
舞
姫
』
な
ど
。

3
清
水　

京
都
府
京
都
市
東
山
区
の
清
水
寺

を
指
す
。

4
祇
園　

京
都
府
京
都
市
の
代
表
的
な
繁
華

街
。
八
坂
神
社
付
近
。

問
「
桜
月
夜
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
情
景
か
。
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�

若わ
か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

白し
ら

鳥と
り

は
哀か

な

し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

幾い
く

山や
ま

河か
は

越
え
さ
り
行
か
ば
寂
し
さ
の
終は

て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く 

�

石い
し

川か
わ

啄た
く

木ぼ
く

い
の
ち
な
き
砂
の
か
な
し
さ
よ

さ
ら
さ
ら
と

握
れ
ば
指
の
あ
ひ
だ
よ
り
落
つ

ふ
る
さ
と
の
訛な

ま
りな
つ
か
し

停て
い

車し
や

場ば

の
人
ご
み
の
中
に

そ
を
聴き

き
に
ゆ
く

●

5

510

若
山
牧
水　

一
八
八
五
年
～
一
九
二
八
年
。
宮

崎
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
海
の
声
』『
別

離
』
な
ど
。

問
「
哀
し
か
ら
ず
や
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

石
川
啄
木　

一
八
八
六
年
～
一
九
一
二
年
。
岩

手
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
一
握
の
砂
』『
悲

し
き
玩
具
』
な
ど
。

5
停
車
場　

こ
こ
で
は
、
上
野
駅
を
指
す
。
当

時
、
東
北
方
面
へ
の
列
車
が
発
着
し
た
。
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�

斎さ
い

藤と
う

茂も

吉き
ち

の
ど
赤
き
玄つ

ば
く
ら
め鳥ふ

た
つ
屋は

梁り

に
ゐ
て
足た

ら

乳ち

根ね

の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

最も

上が
み

川
逆さ

か

白し
ら

波な
み

の
た
つ
ま
で
に
ふ
ぶ
く
ゆ
ふ
べ
と
な
り
に
け
る
か
も

�

齋さ
い

藤と
う

史ふ
み

野
に
捨
て
た
黒
い
手
袋
も
起
き
上
が
り
指
指
に
黄
な
花
咲
か
せ
だ
す

水
滴
よ
り
つ
め
た
く
断
を
下
す
も
の
わ
れ
の
背
筋
に
添
ひ
て
流
れ
つ

6

7

8

玄鳥

9

●

5

9
最
上
川　

山
形
県
を
南
北
に
貫
流
し
、
日

本
海
に
注
ぐ
川
。

問
「
逆
白
波
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
波
か
。

斎
藤
茂
吉　

一
八
八
二
年
～
一
九
五
三
年
。
山

形
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
赤
光
』『
あ
ら
た

ま
』
な
ど
。

6
玄
鳥　

つ
ば
め
。
ス
ズ
メ
目
ツ
バ
メ
科
の
鳥
。

7
屋
梁　
「
梁は
り

」
に
同
じ
。

8
足
乳
根
の　
「
母
」
を
導
く
枕
ま
く
ら

詞こ
と
ば。

齋
藤
史　
一
九
〇
九
年
～
二
〇
〇
二
年
。
東
京

都
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
魚
歌
』『
ひ
た
く
れ

な
ゐ
』
な
ど
。
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�

寺て
ら

山や
ま

修し
ゅ
う
じ司

ふ
る
さ
と
の
訛な

ま

り
な
く
せ
し
友
と
い
て
モ
カ
珈コ

ー
ヒ
ー琲

は
か
く
ま
で
に
が
し

マ
ッ
チ
擦
る
つ
か
の
ま
海
に
霧
ふ
か
し
身
捨
つ
る
ほ
ど
の
祖
国
は
あ
り
や

�

春か
す
が日

井い

建け
ん

太
陽
が
欲
し
く
て
父
を
怒
ら
せ
し
日
よ
り
む
な
し
き
も
の
ば
か
り
恋
ふ

母
に
は
じ
ま
り
無
限
の
人
を
並
べ
た
る
不
滅
の
列
に
わ
た
し
は
を
ら
ず

�

俵た
わ
ら万ま

智ち

「
こ
の
味
が
い
い
ね
」
と
君
が
言
っ
た
か
ら
七
月
六
日
は
サ
ラ
ダ
記
念
日

「
寒
い
ね
」
と
話
し
か
け
れ
ば 

「
寒
い
ね
」
と
答
え
る
人
の
い
る
あ
た
た
か
さ

10

●

●●

●

5

寺
山
修
司　

一
九
三
五
年
～
一
九
八
三
年
。
青

森
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
空
に
は
本
』『
田

園
に
死
す
』
な
ど
。

10
モ
カ
珈
琲　

コ
ー
ヒ
ー
の
種
類
。

問
「
霧
ふ
か
し
」に
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
が
表

さ
れ
て
い
る
か
。

春
日
井
建　
一
九
三
八
年
～
二
〇
〇
四
年
。
愛

知
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
未
青
年
』『
行
け

帰
る
こ
と
な
く
』
な
ど
。

俵
万
智　

一
九
六
二
年
～
。
大
阪
府
の
生
ま
れ
。

歌
集
に
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

革
命
』
な
ど
。

問
短
歌
の
中
に
「  

」
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。
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❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
枕
詞
に
つ
い
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

⑴
あ
か
ね
さ
す
（
二
五
八
・
３
）

⑵
ひ
さ
か
た
の
（
二
六
〇
・
９
）

⑶
ち
は
や
ぶ
る
（
二
六
一
・
７
）

⑷
足
乳
根
の
（
二
七
〇
・
２)

2	

1
で
話
し
合
っ
た
枕
詞
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
枕
詞
が
あ
る
か
、

調
べ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
句
切
れ
に
注
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
音
読
し
て
み
よ
う
。

2
「
紫
の
」
の
歌
（
二
五
八
・
5
）
は
、「
あ
か
ね
さ
す
」（
二
五
八
・
3
）
の

歌
と
呼
応
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
呼
応
し
て
い
る
の
か
、
考
え

て
み
よ
う
。

3　
「
誰
か
ま
た
」
の
歌
（
二
六
三
・
四
）
と
、
そ
の
本
歌
で
あ
る
「
五
月

待
つ
」
の
歌
（
二
六
一
・
2
）
を
比
較
し
、
本
歌
取
り
の
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
て
み
よ
う
。

4　
「
ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
く
せ
し
」
の
歌
（
二
七
一
・
2
）
が
踏
ま
え
て

い
る
歌
を
、
こ
の
教
科
書
掲
載
歌
の
中
で
指
摘
し
、
そ
の
手
法
の

効
果
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。　

5　
「
和
歌
」
の
中
で
、
係
り
結
び
を
用
い
て
い
る
歌
を
指
摘
し
、
現

代
語
に
訳
し
て
み
よ
う
。

6　
「
短
歌
」
の
中
で
、
助
詞
「
や
」「
よ
」「
ぞ
」「
か
も
」
を
用
い

て
い
る
歌
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
に
留
意
し
て
、
作
者
の
心

情
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る�

　

日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』
の
成
立
は
、
奈
良
時
代

後
期
の
八
世
紀
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

約
一
三
〇
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
詠
ま
れ
て
き
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
言
葉
の
表
現
や
歌
作
上
の
技
法
な
ど
に
変
化

は
見
ら
れ
る
が
、
表
出
さ
れ
た
人
々
の
心
に
は
、
時
代
を
超
え
て
共
感

で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

長
い
伝
統
に
培
わ
れ
た
歌
の
形
式
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
生
き
た
人
々
と
心
情
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち

の
感
性
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
情
趣
を
解
す
る
、
よ
り
豊
か
な
心
へ
と
導

か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
心
に
浮
か
ぶ
気
持
ち
や

発
見
し
た
こ
と
な
ど
を
歌
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　

歌
を
詠
む
に
当
た
っ
て
、
正
岡
子
規
と
そ
の
知
人
で
京
都
に
住
む
愚ぐ

庵あ
ん

和
尚
と
の
や
り
と
り
が
参
考
に
な
る
。

　

子
規
は
愚
庵
か
ら
柿
を
贈
ら
れ
た
際
、
次
の
歌
を
受
け
取
っ
た
。

　
　

�

正
岡
は
ま
さ
き
く
て
あ
る
か
柿
の
実
の
あ
ま
き
と
も
言
は
ず
し
ぶ

き
と
も
言
は
ず

　
「
正
岡
は
無
事
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
贈
っ
た
柿
の
実
を
甘
い

❖
単
元
の
言
語
活
動

1

と
も
渋
い
と
も
言
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
後
日
、
子
規

は
次
の
歌
を
返
し
た
。

　
　

�

柿
の
実
の
あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
柿
の
実
の
し
ぶ
き
も
あ
り
ぬ
し
ぶ
き

ぞ
う
ま
き

　
「
柿
の
実
は
甘
い
の
も
あ
り
渋
い
の
も
あ
り
、
渋
い
の
が
お
い
し

か
っ
た
」
と
い
う
も
の
だ
。
諧か
い

謔ぎ
ゃ
くも

交
え
た
子
規
の
こ
の
よ
う
な
日
常

的
で
平
易
な
歌
の
詠
み
方
は
画
期
的
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
歌
を
詠
む

折
は
自
分
の
思
い
を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
。

 
 

歌
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
各

自
で
自
由
に
テ
ー
マ
を
立
て
、
こ
の
教
科
書
掲
載
歌
の
中
か
ら
、
そ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
歌
を
四
～
五
首
、
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

　
（
例
）�「
春
の
歌
」「
秋
の
歌
」「
冬
の
歌
」「
恋
の
歌
」「
色
彩
が
印
象

的
な
歌
」「
孤
独
を
詠
ん
だ
歌
」「
父
母
を
詠
ん
だ
歌
」
な
ど
。

 
  �

　
で
抜
き
出
し
た
歌
の
中
か
ら
、
特
に
好
き
な
歌
一
首
を
選
び
、

心
情
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の

１２
１
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単
元
の
言
語
活
動
1

 
 

今
ま
で
学
ん
で
き
た
歌
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
折
句
の
技

法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
っ
て
み
よ
う
。

課
題



か
、
確
か
め
て
み
よ
う
。

 
  

次
の
手
順
に
従
い
、
感
じ
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
、
折
句
を

用
い
て
、
短
歌
に
し
て
み
よ
う
。

①�

『
伊い

勢せ

物
語
』
の
「
東
あ
づ
ま

下く
だ

り
」（
六
〇
～
六
三
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
、
折

句
の
技
法
を
確
認
す
る
。

②�

詩
歌
や
日
常
の
言
葉
の
中
か
ら
五
音
の
語
を
選
ん
で
、
下
表
の
⑴

の
欄
に
一
字
ず
つ
書
き
入
れ
る
。

　
（
例
）・�

う
め
の
は
な
（
梅
の
花
）・
か
し
わ
も
ち
（
柏
餅
）・
む
し

の
こ
え
（
虫
の
声
）・
ふ
ゆ
や
す
み
（
冬
休
み
）
な
ど
、
季

節
や
行
事
に
か
か
わ
る
も
の

　
　
　

・�

自
分
が
住
ん
で
い
る
町
の
名
前
や
自
分
の
名
前
な
ど
、
自

身
に
関
連
す
る
も
の

　
　
　

・
地
名
・
人
名
・
植
物
名
・
動
物
名
な
ど

③�

歌
の
内
容
を
考
え
な
が
ら
、
下
表
の
⑴
の
欄
に
記
入
し
た
文
字
か

ら
始
ま
る
五
音
・
七
音
の
語
を
、
⑵
の
欄
に
幾
つ
か
書
き
入
れ
る
。

④�

歌
の
内
容
を
考
え
な
が
ら
、
第
一
句
か
ら
第
五
句
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
切
な
語
を
選
択
し
、
一
首
の
歌
に
仕
上
げ
る
。

⑤�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
各
自
が
折
り
込
ん
だ
語
と
、
短
歌
に
よ
っ
て

表
現
し
た
心
情
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

３

　
　

▼
Ｗ
杯
（
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）
を
特
集
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
の
仕
掛
け
が
話
題
に
な
っ
た
。
横
書
き
の
新
聞
番
組
表
を
縦
に
読
ん
で
み

る
と
「
日
本
ガ
ン
バ
レ
Ｗ
杯
」
の
文
字
が
現
れ
る
。（
中
略
）
▼
こ
う
し
た
言

葉
遊
び
を
「
折
句
」
と
い
う
。
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
「
恋
文
」
と
も
呼
ば
れ

る
詩
が
あ
る
。〈
あ
く
び
が
で
る
わ
／
い
や
け
が
さ
す
わ
／
し
に
た
い
く
ら

い
／
て
ん
で
た
い
く
つ
／
ま
ぬ
け
な
あ
な
た
／
す
べ
っ
て
こ
ろ
べ
〉
▼
各
行

の
頭
の
語
を
つ
な
げ
ば
「
あ
い
し
て
ま
す
」。
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
の

悪
態
の
中
に
愛
の
告
白
を
忍
ば
せ
る
。
そ
の
落
差
が
絶
妙
。
詩
人
の
技
に
は

か
ぶ
と
を
脱
ぐ
。（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
四
・
六
・
二
一
「
春
秋
」
よ
り
）

参
考 ⑥�

各
自
が
作
成
し
た
短
歌
の
中
で
、
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
っ
た

ら
、
互
い
に
指
摘
し
、
修
正
す
る
。

⑴

⑵　

⑴
の
欄
の
文
字
か
ら
始
ま
る
語

第一句

５音
第二句

7音
第三句

５音
第四句

7音
第五句

7音
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�

俳
諧
か
ら
近
現
代
の
俳
句
へ
と
続
く
形
式
を
理
解
し
、
そ
の
代
表
的
作
品
を
読

み
味
わ
う
。

俳
諧
・
俳
句
に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
を
理
解
し
、
語
感
を
磨
く
。

�

俳
句
の
英
訳
を
読
み
、
互
い
の
解
釈
の
違
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

俳
諧

俳
句

俳
句
の
修
辞

俳
句
の
英
訳
（
長
谷
川 

櫂
）

❖
単
元
の
言
語
活
動

2

　

Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
鑑
賞
す
る

俳
諧
・
俳
句

2

水
引
草
（『
草
花
帖
』）

正
岡
子
規
自
筆
の
ス
ケ
ッ
チ

275

江
戸

明
治

大
正

昭
和

平
成

野ざらし紀行
（松尾芭蕉）

新花摘（与謝蕪村）
おらが春
（小林一茶）

寒山落木（正岡子規）

鉢の子（種田山頭火）、山廬集（飯田蛇笏）
五百句（高浜虚子）

火の島（中村草田男）
天の狼（富沢赤黄男）

遠星（山口誓子）、続立子句集（星野立子）

惜命（石田波郷）
紅糸（橋本多佳子）
帰心（水原秋桜子）

金子兜太句集（金子兜太）	
変身（西東三鬼）
流万抄以後（久保田万太郎）

枯野の沖（能村登四郎）
春の道（飯田龍太）
白泉句集（渡辺白泉）

雪起し（加藤楸邨）
自選自解 鷹羽狩行句集（鷹羽狩行）
自人（永田耕衣）

万の翅（高野ムツオ）

1600

1700

1800

1875

1900

1925
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1975
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令和



俳
諧

�

松ま
つ

尾を

芭ば

蕉せ
う

か
れ
枝
に
烏か

ら
すの

と
ま
り
け
り
秋
の
暮く

れ

　
　
大
津
に
至
る
道
、
山
路
を
こ
え
て

山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草ぐ

さ

　
　
　
病
中
吟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旅
に
病
ん
で
夢
は
枯か

れ

野の

を
か
け
め
ぐ
る

●

発句画賛（芭蕉・許
きょ

六
りく

画）

1

＊

2

5

松
尾
芭
蕉　
一
〇
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

問
「
秋
の
暮
」が
句
の
最
後
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
か
。

1
大
津　

現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
。

2
病
中
吟　

元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
十
月
八

日
、
旅
先
の
難な
に
わ波（
現
在
の
大
阪
市
の
古
称
）

で
病
中
に
詠
ん
だ
句
。
四
日
後
に
没
し
、
最

後
の
句
と
な
っ
た
。
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�

与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
か
な

五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒

牡ぼ

丹た
ん

散
つ
て
う
ち
重
な
り
ぬ
二
三
片

�

小こ
ば

林や
し

一い
つ

茶さ

有あ
り

明あ
け

や
浅
間
の
霧
が
膳
を
は
ふ

　
　
十
二
月
二
十
四
日
、
故
郷
に
入
る

こ
れ
が
ま
あ
つ
ひ
の
栖す

み
かか
雪
五
尺

　
　

蛙か
は
づ

戦
ひ
見
に
ま
か
る
、
四
月
二
十
日
な
り
け
り

痩
せ
蛙が

へ
るま

け
る
な
一
茶
こ
れ
に
あ
り

●

3

●

4

5

6

510

与
謝
蕪
村　

一
七
一
六
年
〜
一
七
八
三
年
。
撰せ

ん

集し
ゅ
うに

『
此こ

の

ほ
と
り
』『
夜
半
楽
』、
俳
諧
句
文

集
に
『
新し

ん

花は
な

摘つ
み

』
な
ど
。

問
「
五
月
雨
や
」の
句
は
、
ど
の
よ
う
な
情
景
を

描
い
て
い
る
か
。

小
林
一
茶　

一
七
六
三
年
〜
一
八
二
七
年
。
句

日
記
に『
父
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

日
記
』、
俳
諧
句
文
集
に

『
お
ら
が
春
』
な
ど
。

3
浅
間　

浅
間
山
。
現
在
の
群
馬
県
と
長
野

県
と
の
境
に
あ
る
山
。

問
「
霧
が
膳
を
は
ふ
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子

か
。

4
故
郷　

信し
な
の濃
の
国
柏か

し
わ
ば
ら原（
現
在
の
長
野
県
上か

み

水み
の
ち内
郡
信
濃
町
）
の
こ
と
。

5
五
尺　

二
六
八
ペ
ー
ジ
注
１
参
照
。

6
蛙
戦
ひ　

多
く
の
蛙
が
集
ま
り
、
争
っ
て
交

尾
す
る
さ
ま
。
蛙
が
戦
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
う
。

ゆ
か
し
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正
岡
子
規　

二
六
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

高
浜
虚
子　

一
八
七
四
年
〜
一
九
五
九
年
。
愛

媛
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
虚
子
句
集
』『
五

百
句
』
な
ど
。

種
田
山
頭
火　

一
八
八
二
年
〜
一
九
四
〇
年
。

山
口
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に『
草
木
塔
』、
遺

稿
集
に
『
愚
を
守
る
』
な
ど
。

1
し
ぐ
れ
て　

し
ぐ
れ
に
包
ま
れ
て
。「
し
ぐ
れ
」

は
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に
降
る
通
り
雨
。

飯
田
蛇
笏　

一
八
八
五
年
〜
一
九
六
二
年
。
山

梨
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
山さ

ん

廬ろ

集し
ゅ
う』『

椿ち
ん

花か

集し
ゅ
う』

な
ど
。

2
秋
の
ほ
た
る　

立
秋
の
後
も
光
を
放
つ
蛍
。

俳
句

い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を
尋
ね
け
り�

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

遠と
ほ

山や
ま

に
日
の
当あ

た

り
た
る
枯か

れ

野の

か
な�

高た
か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か�

種た
ね

田だ

山さ
ん

頭と
う

火か

た
ま
し
ひ
の
た
と
へ
ば
秋
の
ほ
た
る
か
な�
飯い

い

田だ

蛇だ

笏こ
つ

1

2
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湯
豆
腐
や
い
の
ち
の
は
て
の
う
す
あ
か
り�

久く

保ぼ

田た

万ま
ん

太た

郎ろ
う

滝
落
ち
て
群
青
世
界
と
ど
ろ
け
り�

水み
ず
は
ら
し
ゅ
う
お
う
し

原
秋
桜
子

雪
は
げ
し
抱
か
れ
て
息
の
つ
ま
り
し
こ
と�

橋は
し

本も
と

多た

佳か

子こ

白
梅
や
天
没
地
没
虚
空
没�

永な
が

田た

耕こ
う

衣い

秋
の
暮く

れ

大
魚
の
骨
を
海
が
引
く�

西さ
い

東と
う

三さ
ん

鬼き

万
緑
の
中
や
吾あ

子こ

の
歯
生は

え
初
む
る�

　

中な
か

村む
ら

草く
さ

田た

男お

●●

3

久
保
田
万
太
郎　

一
八
八
九
年
～
一
九
六
三
年
。

東
京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に『
道
芝
』、
小
説

に
『
末う

ら

枯が
れ

』
な
ど
。

問
「
い
の
ち
の
は
て
の
う
す
あ
か
り
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

水
原
秋
桜
子　

一
八
九
二
年
〜
一
九
八
一
年
。

東
京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
葛か

つ

飾し
か

』『
霜

林
』
な
ど
。

問
「
群
青
世
界
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
か
。

橋
本
多
佳
子　

一
八
九
九
年
〜
一
九
六
三
年
。

東
京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
海う

み

燕つ
ば
め』『
紅

糸
』
な
ど
。

永
田
耕
衣　

一
九
〇
〇
年
〜
一
九
九
七
年
。
兵

庫
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
加
古
』『
驢ろ

鳴め
い

集し
ゅ
う』

な
ど
。

3
虚
空　

何
も
な
い
空
間
。

西
東
三
鬼　

一
九
〇
〇
年
〜
一
九
六
二
年
。
岡

山
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
旗
』『
夜
の
桃
』

な
ど
。

中
村
草
田
男　

一
九
〇
一
年
〜
一
九
八
三
年
。

中
国
福
建
省
厦ア
モ
イ門

の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
長

子
』『
万
緑
』
な
ど
。

5
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5

山
口
誓
子　

一
九
〇
一
年
〜
一
九
九
四
年
。
京

都
府
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
凍
港
』『
激
浪
』

な
ど
。

問
「
炎
天
の
遠
き
帆
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
情
景

か
。

富
沢
赤
黄
男　

一
九
〇
二
年
～
一
九
六
二
年
。

愛
媛
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
天
の
狼

お
お
か
み』『

蛇

の
笛
』
な
ど
。

星
野
立
子　

一
九
〇
三
年
〜
一
九
八
四
年
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
立
子
句
集
』『
実み

生し
ょ
う』
な
ど
。

加
藤
楸
邨　

一
九
〇
五
年
〜
一
九
九
三
年
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
寒
雷
』『
ま
ぼ
ろ

し
の
鹿
』
な
ど
。

4
百
代
の
過
客　
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

5
し
ん
が
り　

最
後
尾
。

能
村
登
四
郎　

一
九
一
一
年
〜
二
〇
〇
一
年
。

東
京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
咀そ
し
ゃ
く
お
ん

嚼
音
』

『
天て

ん
じ
ょ
う
か

井
華
』
な
ど
。

石
田
波
郷　

一
九
一
三
年
〜
一
九
六
九
年
。
愛

媛
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
鶴
の
眼め

』『
酒
中

花
』
な
ど
。

炎
天
の
遠
き
帆
や
わ
が
こ
こ
ろ
の
帆�

山や
ま

口ぐ
ち

誓せ
い

子し

蝶て
ふ

墜お

ち
て
大
音
響
の
結
氷
期�

富と
み

沢ざ
わ

赤か

黄き

男お

囀さ
へ
づり

を
こ
ぼ
さ
じ
と
抱
く
大
樹
か
な�

星ほ
し

野の

立た
つ

子こ

百は
く

代た
い

の
過か

客か
く

し
ん
が
り
に
猫
の
子
も�

加か

藤と
う

楸し
ゅ
う
そ
ん
邨

春
ひ
と
り
槍や

り

投
げ
て
槍
に
歩
み
寄
る�

能の

村む
ら

登と

四し

郎ろ
う

胸
の
上
に
雁か

り

ゆ
き
し
空
残
り
け
り�
石い

し

田だ

波は

郷き
ょ
う

●
4

5
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5

渡
辺
白
泉
　
一
九
一
三
年
〜
一
九
六
九
年
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
渡
辺
白
泉
全
句

集
』
な
ど
。

金
子
兜
太
　
一
九
一
九
年
〜
二
〇
一
八
年
。
埼

玉
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
少
年
』『
東
国

抄
』
な
ど
。

6
彎
曲
　
弓
形
に
曲
が
る
こ
と
。

7
爆
心
地
　
こ
こ
で
は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

長
崎
県
長
崎
市
を
指
す
。

飯
田
龍
太
　
一
九
二
〇
年
〜
二
〇
〇
七
年
。
山

梨
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
百ひ

ゃ
っ
こ戸

の
谿た

に

』『
忘

音
』
な
ど
。

鷹
羽
狩
行
　
一
九
三
〇
年
〜
二
〇
二
四
年
。
山

形
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に『
誕
生
』『
十じ

ゅ
う
ご
ほ
う

五
峯
』

な
ど
。

高
野
ム
ツ
オ
　
一
九
四
七
年
〜
。
宮
城
県
の
生

ま
れ
。
句
集
に
『
陽
炎
の
家
』『
万ま

ん

の
翅は

ね

』
な

ど
。

8
陽
炎
　
地
表
近
く
の
空
気
が
日
射
に
よ
っ
て

温
め
ら
れ
、
炎
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立
ち

上
る
現
象
。

戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
つ
て
ゐ
た�

渡わ
た

辺な
べ

白は
く

泉せ
ん

彎わ
ん

曲き
ょ
くし

火か

傷し
ょ
うし

爆
心
地
の
マ
ラ
ソ
ン�

金か
ね

子こ

兜と
う

太た

一
月
の
川
一
月
の
谷
の
中�

飯い
い

田だ

龍り
ゅ
う
た太

胡く
る
み桃

割
る
胡
桃
の
中
に
使
は
ぬ
部
屋
　�

鷹た
か

羽は

狩し
ゅ
ぎ
ょ
う

行

陽か
げ

炎ろ
う

よ
り
手
が
出
て
握
り
飯
摑つ

か

む
　�

高た
か

野の

ム
ツ
オ

6

7

8
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◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
各
作
品
の
季
語
と
季
節
を
確
認
し
、
季
語
の
あ
る
句
と
な
い
句
の

印
象
の
違
い
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
季
語
の
あ
る
句
に
つ
い
て
、
季
語
の
果
た
す
役
割
を
考
え
、
発
表

し
て
み
よ
う
。

3
印
象
に
残
っ
た
句
を
選
び
、
言
葉
に
託
さ
れ
た
風
景
や
、
作
者
の

心
情
を
想
像
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
作
品
中
の
切
れ
字
「
や
」「
か
な
」「
け
り
」
の
働
き
に
つ
い
て
調

べ
て
み
よ
う
。

1
五
七
五
定
型
と
自
由
律

　

俳
句
は
も
と
も
と
、
俳
諧
の
発
句
と
呼
ば
れ
、
俳
諧
の
連
歌（
連
句
）

の
第
一
句
が
単
独
で
独
立
し
た
も
の
で
、
五
七
五
定
型
の
音
数
律
を
持

つ
の
が
基
本
で
あ
る
。
近
代
に
入
っ
て
、
そ
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
律
俳
句
が
現
れ
た
。

2
季
語
と
季
感

　

季
語
は
、
そ
の
句
の
季
節
を
示
す
た
め
に
詠
み
込
ま
れ
る
語
で
あ
る
。

季
題
と
も
呼
ば
れ
る
。
発
句
が
季
節
の
景
物
を
詠
み
込
む
の
を
約
束
事

俳
句
の
修
辞

と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
季
語
が
な
い
句
を
無
季
（
雑
）
句
と
い
う
。

季
語
に
は
、
和
歌
以
来
の
伝
統
的
な
美
意
識
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
、

比
較
的
、
歴
史
の
浅
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
季
語
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
季
感
（
季
節
感
）
が
あ
る
句
と
な
い
句
が
あ
る
。

3
切
れ
字
と
切
れ

　

俳
句
に
は
切
れ
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
切
れ
字
は
、
そ
こ

で
言
い
切
っ
た
形
に
な
り
、
意
味
を
完
結
さ
せ
る
、
感
動
を
示
す
、
な

ど
の
働
き
を
持
つ
。「
や
」「
か
な
」「
け
り
」
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

ま
た
、
切
れ
字
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
意
味
が
切
断
さ
れ
る

場
合
、「
切
れ
」
と
い
う
。
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（
注
）

1 

Ｒ
・
Ｈ
ブ
ラ
イ
ス　

R.H
. Blyth　

一
八
九
八
年
～
一
九
六
四
年
。
日
本
文
化

研
究
者
。
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
日
本
で
長
く
英
語
・
英
文
学
を
講
じ
、
俳
句

を
広
く
欧
米
に
紹
介
し
た
。

　
　

長
谷
川
櫂　

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
～
。
俳
人
。
熊
本
県

の
生
ま
れ
。
新
聞
の
俳
壇
撰せ

ん

者じ
ゃ

も
務
め
、
俳
論
・
日
本
文
化
史
論
な
ど

の
著
作
も
多
い
。
句
集
に
『
虚
空
』『
柏

か
し
わ

餅も
ち

』
な
ど
。
本
文
は
『
古
池
に

蛙か
わ
ずは
飛
び
こ
ん
だ
か
』〔
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
の
場
合
、
回
想
の
助
動
詞
で
あ
る
切
れ
字
「
け

り
」
の
働
き
で
、「
か
れ
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
」「
秋
の
暮
」
と
い
う
順

で
あ
っ
て
も
、
秋
の
一
日
が
と
っ
ぷ
り
と
夕
暮
れ
て
き
た
、
ふ
と
気
が
つ

く
と
烏
が
枯
れ
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
英
語
で
は
切
れ
字
「
け
り
」
に
相
当
す
る
言
葉
が
な
い
か

ら
、
も
し
原
句
の
と
お
り
の
順
に
言
葉
を
並
べ
る
と
、
芭
蕉
が
言
お
う
と

し
た
こ
と
は
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
「A

utum
n evening

」
か
ら
一

句
を
始
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

俳
句
の
英
訳�

長は

谷せ

川が
わ 

櫂か
い

　

か
れ
枝
に
烏か
ら
すの

と
ま
り
け
り
秋
の
暮く
れ　
　
　

芭ば

蕉し
ょ
う

　

芭
蕉
の
句
は
明
治
以
降
、
何
人
か
の
優
れ
た
翻
訳
者
に
よ
っ
て
外
国
語

に
訳
さ
れ
て
い
る
。
Ｒ
・
Ｈ
ブ
ラ
イ
ス
も
そ
の
一
人
。
そ
の
代
表
的
な
著

作
『H

A
IK
U

』
第
三
巻
に
「
か
れ
枝
に
」
の
句
の
英
訳
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
　

A
utum

n evening;

　
　

A
 crow

 perched

　
　
　

O
n a w

ithered bough.　
　
　

Basho

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
第
一
に
烏
が
一
羽
（A

 crow
）
で
あ
る

こ
と
。
次
に
「
秋
の
暮
」（A
utum

n evening

）
が
一
句
の
冒
頭
に
移

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
芭
蕉
の
原
句
は
「
か
れ
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
」
が

先
で「
秋
の
暮
」が
あ
と
だ
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ス
は
こ
れ
を
英
訳
す
る
際
、「
秋

の
暮
」
を
先
に
出
し
、
次
い
で
「
か
れ
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
」（A

 

crow
 perched / O

n a w
ithered bough

）
を
お
い
た
。

　

な
ぜ
そ
う
し
た
か
。
そ
れ
は
こ
の
句
の
世
界
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し

1
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俳
諧
・
俳
句　

  

俳
句
の
修
辞
・
俳
句
の
英
訳



　

Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
鑑
賞
す
る�

　
「
俳
句
」
と
は
、
五
・
七
・
五
の
十
七
音
節
を
基
本
と
す
る
短
詩
型

の
名
称
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
五
・
七
・
五
と
七
・
七
を
複
数
連
続

し
て
詠
む
「
連
歌
」
や
「
連
句
」
の
第
一
句
で
あ
る
「
発
句
」
が
、
室

町
時
代
中
期
以
降
、
単
独
で
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来

し
、
江
戸
時
代
に
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。「
俳
句
」
と
い

う
呼
称
は
、
明
治
時
代
中
期
、
正
岡
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
に
よ
っ
て
、

完
全
に
一
句
独
立
し
た
詩
型
の
名
称
と
し
て
定
着
し
た
。
十
九
世
紀
後

半
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」（
日
本
趣
味
）

の
一
つ
と
し
て
、
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
日
本
語
以
外

の
言
語
で
も
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
俳
句
の
英
訳
」（
二
八
三
ペ
ー
ジ
）
文
中
の
ブ
ラ
イ
ス
は
、
俳
句
を
西

洋
世
界
に
伝
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
長
谷
川
に
よ
れ
ば
、
英
訳
に

当
た
っ
て
、
単
純
に
日
本
語
か
ら
英
語
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
の
で
は

な
く
、
語
順
を
入
れ
替
え
て
、
原
句
の
意
図
を
表
現
す
る
工
夫
が
施
し

て
あ
る
と
い
う
。
ブ
ラ
イ
ス
が
ど
の
よ
う
に
英
訳
し
た
の
か
、
な
ぜ
、

そ
の
よ
う
に
英
訳
し
た
の
か
、
俳
句
の
英
訳
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ

う
。

 
 

本
文
を
読
み
、
ブ
ラ
イ
ス
の
英
訳
と
日
本
語
の
原
句
と
の
違
い
を

確
認
し
て
み
よ
う
。

 
 

英
和
辞
典
を
使
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ス
の
英
訳
を
日
本
語
に
訳
し
直
し

て
み
よ
う
。

　 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
語
訳
と
、
本
文
中
の
解
釈

「
秋
の
一
日
が
と
っ
ぷ
り
と
夕
暮
れ
て
き
た
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
烏

が
枯
れ
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
」と
共
通
す
る
と
こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ

を
比
較
し
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

 
  �

　
の
訳
と
原
句
を
比
較
し
、
助
動
詞「
け
り
」の
働
き
に
よ
っ
て
、

十
七
音
の
句
の
中
に
、
文
字
数
以
上
の
表
現
の
広
が
り
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　 
和
英
辞
典
を
使
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ス
の
英
訳
と
は
異
な
る
英
訳
を
考

え
て
み
よ
う
。

 
 

「
俳
句
の
英
訳
」
文
中
の
「
か
れ
枝
に
」
の
句
の
英
訳
を
、

改
め
て
現
代
日
本
語
に
訳
し
て
み
よ
う
。

課
題

１２３４
３

５

❖
単
元
の
言
語
活
動

2
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�

近
現
代
の
詩
が
、
古
典
詩
歌
の
文
化
的
蓄
積
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
。

各
作
品
を
、
表
現
上
の
特
色
や
工
夫
に
留
意
し
な
が
ら
読
み
味
わ
う
。

�

詩
と
散
文
と
の
違
い
に
注
目
し
、
詩
的
な
言
語
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
考
え
る
。

小
景
異
情

お
よ
ぐ
ひ
と

永
訣
の
朝

汲
む

室
生
犀
星

萩
原
朔
太
郎

宮
沢
賢
治

　
　
人
生
の
〈
救
い
〉
と
し
て
の
詩

茨
木
の
り
子

参
考

❖
単
元
の
言
語
活
動

3

　

文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩
を
読
み
比
べ
る

近
現
代
詩

3

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
の
口
絵
校
合
摺ず

り

田
中
恭
吉
作
の
木
版
画
「
画
稿
よ
り
」

285

明
治

大
正

昭
和

平
成

月に吠える（萩原朔太郎）
抒情小曲集（室生犀星）
春と修羅（宮沢賢治）

鎮魂歌（茨木のり子）
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1900
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1975
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令和



5

1
異
土　

故
郷
で
な
い
土
地
。
異
郷
。

問
「
帰
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や
」
と
あ
る
が
、

理
由
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
か
。

小
景
異
情

室む
ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

　
　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の

　
　

そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の

　
　

よ
し
や

　
　

う
ら
ぶ
れ
て
異
土
の
乞か
た
ゐ食
と
な
る
と
て
も

　
　

帰
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や

　
　

ひ
と
り
都
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に

　
　

ふ
る
さ
と
お
も
ひ
涙
ぐ
む

1

●
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室
生
犀
星
（
む
ろ
う 

さ
い
せ
い
）　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
〜
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
。
詩
人
・
小
説
家
。
石
川
県
の
生
ま
れ
。
大

正
四
（
一
九
一
五
）
年
、
萩は

ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

・
山
村
暮
鳥
と
『
卓
上
噴
水
』
を
創
刊
。
詩
集
に
『
愛
の
詩
集
』『
抒じ

ょ
じ
ょ
う情小

曲
集
』、
小
説
に
『
幼
年
時
代
』

『
杏あ

ん
ず
つ
子
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
、（
そ
の
一
）
〜
（
そ
の
六
）
の
六
章
か
ら
成
る
詩
の
う
ち
の
（
そ
の
二
）
で
、『
定
本 

室
生
犀
星
全
詩

集 

第
一
巻
』〔
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

検定教科書　新　精選現代文B（白表紙）
cb00150_h_a04_01.ps : 0001 : 2017/2/14(13:16:53)●

室
生
犀
星

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
〜
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
。
詩
人
・
小
説
家
。
石
川
県
の
生
ま
れ
。
大
正
四
（
一

九
一
五
）
年
、
萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

・
山
村
暮
鳥
と
『
卓
上
噴
水
』
を
創
刊
。
作
品
に
『
愛
の
詩
集
』『
抒じ
ょ

情じ
ょ
う小
曲
集
』（
詩
集
）、

『
杏あ
ん
ずつ
子
』（
小
説
）
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
六
章
か
ら
成
る
詩
の
う
ち
三
編
の
章
。『
定
本
　
室
生
犀
星
全
詩
集
　
第
一

巻
』〔
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

研
究

1

朗
読
し
て
リ
ズ
ム
感
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
リ
ズ
ム
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
説
明
し

て
み
よ
う
。

2

作
者
に
と
っ
て
「
ふ
る
さ
と
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
か
、
三
つ
の
章
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

3

四
〇
〇
字
程
度
で
鑑
賞
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

言
葉
の
学
習

1

「
涙
ぐ
む
」（
六
四
・
9
）
の
接
尾
語
「
ぐ
む
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
働
き
と
意
味
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
よ

う
。
ま
た
「
□
□
ぐ
む
」
と
い
う
言
葉
が
ほ
か
に
あ
る
か
、
探
し
て
み
よ
う
。

2

「
ち
よ
ろ
ち
よ
ろ
」（
六
五
・
4
）
に
は
ど
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
か
を
調
べ
、
本
文
に
ふ
さ
わ
し
い
意
味
を

確
認
し
て
み
よ
う
。

詩

66

　
　

そ
の
こ
こ
ろ
も
て

　
　

遠
き
み
や
こ
に
か
へ
ら
ば
や

　
　

遠
き
み
や
こ
に
か
へ
ら
ば
や　
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近
現
代
詩　

  

小
景
異
情



萩
原
朔
太
郎
（
は
ぎ
わ
ら 

さ
く
た
ろ
う
）　

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
〜
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
。
詩
人
。
群
馬
県
の
生
ま
れ
。
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
、
室む

ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

と
『
感
情
』
を
創
刊
。
詩
を
定
型
の
韻
律
や
意
味
の
説
明
か
ら
解
放
し
、
鋭
い
感
覚
を
口
語
に
移
す
独
自
の
ス
タ
イ

ル
を
定
着
さ
せ
た
。
詩
集
に
『
月
に
吠ほ

え
る
』『
青
猫
』『
氷
島
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
刊
〕

に
よ
っ
た
。

萩
原
朔
太
郎

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
〜
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
。
詩
人
。
群
馬
県
の
生
ま
れ
。
詩
を
定
型
の
韻
律
や
意
味
の

説
明
か
ら
解
放
し
、
鋭
い
感
覚
を
口
語
に
移
す
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ
た
。
詩
集
に
『
月
に
吠ほ

え
る
』『
青
猫
』

『
氷
島
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

研
究

1

作
者
が
「
行
き
た
し
」（
五
五
・
2
）
と
し
て
い
る
「
ふ
ら
ん
す
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ら

れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2

こ
の
詩
が
呼
び
起
こ
す
情
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

言
葉
の
学
習

1

「
ふ
ら
ん
す
」
と
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、「
フ
ラ
ン
ス
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
場
合

と
の
違
い
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2

「
し
の
の
め
」（
五
五
・
9
）
と
同
様
に
夜
明
け
方
を
表
す
言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
類
語
辞

典
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
を
表
す
言
葉
も
調
べ
て
み
よ
う
。

詩

56

問　
「
心
臓
」
を
「
こ
こ
ろ
」、「
瞳
」
を
「
め
」

と
読
ま
せ
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
。

5

お
よ
ぐ
ひ
と

萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

　
　

お
よ
ぐ
ひ
と
の
か
ら
だ
は
な
な
め
に
の
び
る
、

　
　

二
本
の
手
は
な
が
く
そ
ろ
へ
て
ひ
き
の
ば
さ
れ
る
、

　
　

お
よ
ぐ
ひ
と
の
心こ

こ
ろ臓

は
く
ら
げ
の
や
う
に
す
き
と
ほ
る
、

　
　

お
よ
ぐ
ひ
と
の
瞳め

は
つ
り
が
ね
の
ひ
び
き
を
き
き
つ
つ
、

　
　

お
よ
ぐ
ひ
と
の
た
ま
し
ひ
は
水
の
う
へ
の
月
を
み
る
。

●●
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永え
い

訣け
つ

の
朝

　
　

け
ふ
の
う
ち
に

　
　

と
ほ
く
へ
い
つ
て
し
ま
ふ
わ
た
く
し
の
い
も
う
と
よ

　
　

み
ぞ
れ
が
ふ
つ
て
お
も
て
は
へ
ん
に
あ
か
る
い
の
だ

　
　
　
　
　

 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　

う
す
あ
か
く
い
つ
さ
う
陰い

ん

惨ざ
ん

な
雲
か
ら

　
　

み
ぞ
れ
は
び
ち
よ
び
ち
よ
ふ
つ
て
く
る

　
　
　
　
　

 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　

青
い
蓴じ

ゅ
ん
さ
い菜の

も
や
う
の
つ
い
た

　
　

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
か
け
た
陶た

う

椀わ
ん

に

　
　

お
ま
へ
が
た
べ
る
あ
め
ゆ
き
を
と
ら
う
と
し
て

　
　

わ
た
く
し
は
ま
が
つ
た
て
つ
ぽ
う
だ
ま
の
や
う
に

宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

1

2

●

510

1
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や　
「
雨
雪

を
取
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
の
意
。
病
床
の

妹
か
ら
作
者
へ
の
言
葉
。
岩
手
県
花
巻
地
方

の
方
言
。

2
蓴
菜　

ス
イ
レ
ン
科
の
多
年
草
。
古
く
か
ら

食
用
と
し
て
な
じ
み
深
い
。

問
「
ふ
た
つ
の
か
け
た
陶
椀
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
。
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こ
の
く
ら
い
み
ぞ
れ
の
な
か
に
飛
び
だ
し
た

　
　
　
　
　

 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　

蒼さ
う
え
ん鉛

い
ろ
の
暗
い
雲
か
ら

　
　

み
ぞ
れ
は
び
ち
よ
び
ち
よ
沈
ん
で
く
る

　
　

あ
あ
と
し
子

　
　

死
ぬ
と
い
ふ
い
ま
ご
ろ
に
な
つ
て

　
　

わ
た
く
し
を
い
つ
し
や
う
あ
か
る
く
す
る
た
め
に

　
　

こ
ん
な
さ
つ
ぱ
り
し
た
雪
の
ひ
と
わ
ん
を

　
　

お
ま
へ
は
わ
た
く
し
に
た
の
ん
だ
の
だ

　
　

あ
り
が
た
う
わ
た
く
し
の
け
な
げ
な
い
も
う
と
よ

　
　

わ
た
く
し
も
ま
つ
す
ぐ
に
す
す
ん
で
い
く
か
ら

　
　
　
　
　

 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　

は
げ
し
い
は
げ
し
い
熱
や
あ
え
ぎ
の
あ
ひ
だ
か
ら

　
　

お
ま
へ
は
わ
た
く
し
に
た
の
ん
だ
の
だ

　
　
　

銀
河
や
太
陽
、
気
圏
な
ど
と
よ
ば
れ
た
せ
か
い
の

3

4

5

51015

3
蒼
鉛　

ビ
ス
マ
ス
。
金
属
元
素
の
一
つ
。
鉱

石
は
、
や
や
赤
み
を
帯
び
た
銀
白
色
を
し
て

い
る
。

4
と
し
子　

作
者
の
二
歳
年
下
の
妹
の
通
称
。

戸
籍
名
は
宮
沢
ト
シ
。
大
正
十
一
（
一
九�

二
二
）
年
十
一
月
二
十
七
日
、
二
十
四
歳
で

病
没
し
た
。

5
気
圏　

地
球
を
取
り
囲
む
気
体
の
存
在
し
て

い
る
範
囲
。
大
気
圏
。
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そ
ら
か
ら
お
ち
た
雪
の
さ
い
ご
の
ひ
と
わ
ん
を
…
…

　
　

…
ふ
た
き
れ
の
み
か
げ
せ
き
ざ
い
に

　
　

み
ぞ
れ
は
さ
び
し
く
た
ま
つ
て
ゐ
る

　
　

わ
た
く
し
は
そ
の
う
へ
に
あ
ぶ
な
く
た
ち

　
　

雪
と
水
と
の
ま
つ
し
ろ
な
二
相
系
を
た
も
ち

　
　

す
き
と
ほ
る
つ
め
た
い
雫し

づ
くに

み
ち
た

　
　

こ
の
つ
や
や
か
な
松
の
え
だ
か
ら

　
　

わ
た
く
し
の
や
さ
し
い
い
も
う
と
の

　
　

さ
い
ご
の
た
べ
も
の
を
も
ら
つ
て
い
か
う

　
　

わ
た
し
た
ち
が
い
つ
し
よ
に
そ
だ
つ
て
き
た
あ
ひ
だ

　
　

み
な
れ
た
ち
や
わ
ん
の
こ
の
藍
の
も
や
う
に
も

　
　

も
う
け
ふ
お
ま
へ
は
わ
か
れ
て
し
ま
ふ

　
　
（O

ra O
rade Shitori egum

o

）

　
　

ほ
ん
た
う
に
け
ふ
お
ま
へ
は
わ
か
れ
て
し
ま
ふ

　
　

あ
ぁ
あ
の
と
ざ
さ
れ
た
病
室
の

6

7

8

51015

7
二
相
系　

み
ぞ
れ
が
氷
（
固
体
）
の
相
と
水

（
液
体
）
の
相
と
の
二
つ
の
相
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
。

8 O
ra O

rade Shitori egum
o　

「
私
は
私

で
独
り
行
き
ま
す
」
の
意
。
妹
の
言
葉
（
方

言
）
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
て
い
る
。

6
み
か
げ
せ
き
ざ
い　

一
般
に
は
御み

影か
げ

石い
し

と
い

い
、
花か

崗こ
う

岩
質
の
石
材
の
こ
と
。
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く
ら
い
び
や
う
ぶ
や
か
や
の
な
か
に

　
　

や
さ
し
く
あ
を
じ
ろ
く
燃
え
て
ゐ
る

　
　

わ
た
く
し
の
け
な
げ
な
い
も
う
と
よ

　
　

こ
の
雪
は
ど
こ
を
え
ら
ば
う
に
も

　
　

あ
ん
ま
り
ど
こ
も
ま
つ
し
ろ
な
の
だ

　
　

あ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
み
だ
れ
た
そ
ら
か
ら

　
　

こ
の
う
つ
く
し
い
雪
が
き
た
の
だ

　
　
　
　
　

 

（
う
ま
れ
で
く
る
た
て

　
　
　
　
　
　

こ
ん
ど
は
こ
た
に
わ
り
や
の
ご
と
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　

く
る
し
ま
な
あ
よ
に
う
ま
れ
て
く
る
）

　
　

お
ま
へ
が
た
べ
る
こ
の
ふ
た
わ
ん
の
ゆ
き
に

　
　

わ
た
く
し
は
い
ま
こ
こ
ろ
か
ら
い
の
る

　
　

ど
う
か
こ
れ
が
天
上
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
な
つ
て

　
　

お
ま
へ
と
み
ん
な
と
に
聖き

よ

い
資か

糧て

を
も
た
ら
す
や
う
に

　
　

わ
た
く
し
の
す
べ
て
の
さ
い
は
ひ
を
か
け
て
ね
が
ふ

●

9

51015

9
う
ま
れ
で
く
る
た
て
…
う
ま
れ
て
く
る　

「
ま
た
人
に
生
ま
れ
て
く
る
と
き
は
、
こ
ん

な
に
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
苦
し
ま
な
い
よ

う
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
」
の
意
。
妹
の
言
葉
。

問
「
や
さ
し
く
あ
を
じ
ろ
く
燃
え
て
ゐ
る
」
と

は
、「
い
も
う
と
」
の
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表

し
て
い
る
か
。　

292



　
　
人
生
の〈
救
い
〉と
し
て
の
詩

　

詩
が
扱
う
主
題
に
は
、
生
命
や
愛
の
賛
歌
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
暗

い
面
、
は
か
な
い
面
を
取
り
扱
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
悲
し
み
の
歌
で
も
、
そ
れ
が
生
活
の
奥
底
に
触
れ
、
人
間
性
の
真
実

に
つ
な
が
っ
て
お
れ
ば
、
私
た
ち
を
強
く
感
動
さ
せ
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
私
た
ち
の
人
生
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
輝
か
し
い
瞬
間
は
移
ろ
い

や
す
く
は
か
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が
い
く

ら
で
も
あ
る
こ
と
を
、
誰
し
も
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私

た
ち
の
詩
も
、
そ
の
よ
う
な
人
生
の
暗
い
面
か
ら
多
く
の
素
材
を
見
い
だ

し
、
生
活
の
真
実
を
啓
示
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　

あ
る
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
当
に
一
人
の
友
を
求
め
、
心
の
慰
め

を
必
要
と
す
る
の
は
、
人
生
に
幻
滅
を
感
じ
た
と
き
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

参
考

う
。

　

私
た
ち
は
、
決
定
的
最
終
的
な
救
い
が
、
こ
の
世
に
存
在
し
え
な
い
こ

と
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
、
最
終
的
な
も
の
は
あ

り
え
ず
、
い
つ
で
も
〈
救
い
〉
は
瞬
間
的
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
生
存
の
宿
命
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
苦
痛
や
困
難
、
あ
る
い
は
幻
滅
に
よ
っ
て
、

自
己
破
壊
の
道
を
た
ど
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
か
ら
生
長
し
て
ゆ
く
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
た
め
に
、
最
良

の
友
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

（
鮎あ
ゆ

川か
わ

信の
ぶ

夫お

『
日
本
の
抒じ
ょ

情
詩
』
よ
り
）

鮎
川
信
夫　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
～
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
。
詩

人
・
評
論
家
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
代
を

生
き
る
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
な
救
い
と
な
る
べ
き
詩
の
可
能
性
を
追

求
し
た
。
本
文
は
『
鮎
川
信
夫
著
作
集 

第
三
巻
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七

五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

宮
沢
賢
治
（
み
や
ざ
わ 

け
ん
じ
）　

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
〜
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
。
詩
人
・
児
童
文
学
者
。
岩
手
県
の
生
ま
れ
。
高

等
農
林
学
校
時
代
に
詩
作
を
始
め
、
農
学
校
教
師
と
し
て
、
郷
土
の
風
土
に
密
着
し
つ
つ
、
農
民
生
活
を
真し

ん

摯し

な
態
度
で
歌
い
上
げ
た
。
作
品

に
『
春
と
修
羅
』（
詩
集
）、『
注
文
の
多
い
料
理
店
』『
銀
河
鉄
道
の
夜
』（
童
話
）
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
新
校
本 

宮
澤
賢
治
全
集 

第
二
巻
』

〔
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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参
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汲く

む

　
　

大
人
に
な
る
と
い
う
の
は

　
　

す
れ
っ
か
ら
し
に
な
る
こ
と
だ
と

　
　

思
い
込
ん
で
い
た
少
女
の
頃

　
　

立た
ち

居い

振ふ
る

舞ま
い

の
美
し
い

　
　

発
音
の
正
確
な

　
　

素
敵
な
女
の
ひ
と
と
会
い
ま
し
た

　
　

そ
の
ひ
と
は
私
の
背
の
び
を
見
す
か
し
た
よ
う
に

　
　

な
に
げ
な
い
話
に
言
い
ま
し
た

　
　

初
々
し
さ
が
大
切
な
の

　
　

人
に
対
し
て
も
世
の
中
に
対
し
て
も

茨い
ば
ら

木ぎ

の
り
子

1＊

＊

510

1
す
れ
っ
か
ら
し　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
た

た
め
に
、
世
間
ず
れ
し
て
、
悪
賢
く
な
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
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人
を
人
と
も
思
わ
な
く
な
っ
た
と
き

　
　

堕
落
が
始は

じ
まる

の
ね　

堕お

ち
て
ゆ
く
の
を

　
　

隠
そ
う
と
し
て
も　

隠
せ
な
く
な
っ
た
人
を
何
人
も
見
ま
し
た

　
　

私
は
ど
き
ん
と
し

　
　

そ
し
て
深
く
悟
り
ま
し
た

　
　

大
人
に
な
っ
て
も
ど
き
ま
ぎ
し
た
っ
て
い
い
ん
だ
な

　
　

ぎ
こ
ち
な
い
挨
拶　

醜
く
赤
く
な
る

　
　

失
語
症　

な
め
ら
か
で
な
い
し
ぐ
さ

　
　

子
供
の
悪
態
に
さ
え
傷
つ
い
て
し
ま
う

　
　

頼
り
な
い
生
牡が

蠣き

の
よ
う
な
感
受
性

　
　

そ
れ
ら
を
鍛
え
る
必
要
は
少
し
も
な
か
っ
た
の
だ
な

　
　

年
老
い
て
も
咲
き
た
て
の
薔ば

薇ら　
　

柔
ら
か
く

　
　

外
に
む
か
っ
て
ひ
ら
か
れ
る
の
こ
そ
難
し
い

2

＊

510

2
失
語
症　

こ
こ
で
は
、
緊
張
な
ど
の
心
理
的

な
原
因
で
言
葉
が
う
ま
く
話
せ
な
い
状
態
を

指
す
。

立
居
振
舞　

見
す
か
す　

悪
態
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茨
木
の
り
子
（
い
ば
ら
ぎ 

の
り
こ
）　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
〜
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
。
詩
人
。
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
同
人
誌
『
櫂か

い

』

を
川
崎
洋ひ

ろ
しと
創
刊
。
平
明
な
言
葉
を
用
い
、
明
る
さ
を
失
わ
ず
、
人
間
の
自
立
的
な
生
き
方
を
人
々
に
喚
起
し
た
。
詩
集
に
『
自
分
の
感
受
性

く
ら
い
』『
倚よ

り
か
か
ら
ず
』
な
ど
が
あ
る
。「
汲
む
」
は
『
鎮
魂
歌
』〔
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
刊
〕
の
中
の
一
編
で
、
本
文
は
『
茨
木
の

り
子
詩
集
』〔
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

茨
木
の
り
子

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
〜
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
。
詩
人
。
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
同
人
誌
『
櫂か
い

』
を
川
崎
洋ひ
ろ
しと

創
刊
。
平
明
な
言
葉
を
用
い
、
明
る
さ
を
失
わ
ず
、
人
間
の
自
立
的
な
生
き
方
を
人
々
に
喚
起
し
た
。
詩
集
に
『
自
分
の

感
受
性
く
ら
い
』『
倚よ

り
か
か
ら
ず
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
見
え
な
い
配
達
夫
』〔
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年

刊
〕
に
よ
っ
た
。 

研
究

1

「
わ
た
し
」
は
戦
争
中
と
戦
争
後
の
周
り
の
様
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
ま
と
め
て

み
よ
う
。

2

「
わ
た
し
」
は
戦
争
中
と
戦
争
後
の
「
わ
た
し
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、
考
え

て
み
よ
う
。

3

「
長
生
き
す
る
」（
二
四
〇
・
6
）
と
い
う
決
意
と
「
フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ
ー
爺
さ
ん
」（
二
四
〇
・
8
）
と
は
ど
の

よ
う
に
関
連
す
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

言
葉
の
学
習

1

「
と
て
も
」（
二
四
〇
・
3
）
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と
用
法
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、「
と
て

も
」
の
類
義
語
を
本
文
中
か
ら
探
し
て
み
よ
う
。

わたしが一番きれいだったとき

241

　
　

あ
ら
ゆ
る
仕
事

　
　

す
べ
て
の
い
い
仕
事
の
核
に
は

　
　

震
え
る
弱
い
ア
ン
テ
ナ
が
隠
さ
れ
て
い
る　

き
っ
と
…
…

　
　

わ
た
く
し
も
か
つ
て
の
あ
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
年
に
な
り
ま
し
た

　
　

た
ち
か
え
り

　
　

今
も
と
き
ど
き
そ
の
意
味
を

　
　

ひ
っ
そ
り
汲
む
こ
と
が
あ
る
の
で
す

●

3

5

問
「
震
え
る
弱
い
ア
ン
テ
ナ
が
隠
さ
れ
て
い
る
」

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
ア
ン
テ
ナ　

antenna

（
英
語
）。
電
磁
波
を

送
信
し
た
り
受
信
し
た
り
す
る
装
置
。
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❖
言
葉
と
表
現

1
「
涙
ぐ
む
」（
二
八
六
・
7
）
の
接
尾
語
「
ぐ
む
」
に
は
、
ど
の
よ
う

な
意
味
と
働
き
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

2
動
詞
「
汲
む
」（
二
九
六
・
7
）
に
つ
い
て
、
詩
の
中
で
使
わ
れ
て
い

る
の
と
同
じ
意
味
で
の
使
い
方
に
な
る
よ
う
、
短
文
を
作
っ
て
み

よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
室
生
犀
星
「
小
景
異
情
」（
二
八
六
〜
二
八
七
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、「
ふ

る
さ
と
」
と
「
み
や
こ
」
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
作
者

の
生
き
た
時
代
な
ど
も
参
考
に
し
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
萩
原
朔
太
郎
「
お
よ
ぐ
ひ
と
」（
二
八
八
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
全
体
的
に
平

仮
名
表
記
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
宮
沢
賢
治
「
永
訣
の
朝
」（
二
八
九
〜
二
九
二
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、「
い

も
う
と
」
へ
の
思
い
と
「
み
ぞ
れ
」
や
「
雪
」
と
の
描
写
は
、
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

4
茨
木
の
り
子
「
汲
む
」（
二
九
四
〜
二
九
六
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、「
大
人

に
な
る
」
こ
と
と
「
初
々
し
さ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、

作
者
の
考
え
の
変
化
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

5
詩
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
比
喩
や
反
復
な
ど
の
表
現
技
法
を
抜

き
出
し
、
そ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
文
脈
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
効
果
を
持
つ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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近
現
代
詩　

  

汲
む



　

文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩
を
読
み
比
べ
る�

　

近
代
以
降
の
詩
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
と

い
う
古
典
的
な
形
式
に
縛
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
代
以
降

の
詩
人
た
ち
は
、
音
数
律
に
よ
る
安
定
し
た
リ
ズ
ム
と
は
別
種
の
口
語

的
な
リ
ズ
ム
や
、
通
常
の
散
文
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な
表
記
を
用

い
て
、
一
連
の
言
葉
を
精
彩
あ
る
詩
と
し
て
輝
か
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し

て
き
た
。
一
方
で
、
も
と
も
と
な
じ
み
深
い
古
典
的
な
修
辞
技
法
や
題

材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
新
し
い
時
代
感
覚
を
際
立
た
せ

る
詩
も
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
古
典
詩
歌
の
豊
か
な
文
化

的
蓄
積
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
優
れ
た
作
品
を
成
立
さ
せ
た
り
、
ま
た

詩
的
表
現
を
革
新
し
よ
う
と
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
編
の
詩
が
、
詩
歌
の
歴
史

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
、
ど
の
よ
う
に
し
て
散
文
と
は
違
う
表
現

世
界
を
形
作
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

❖
単
元
の
言
語
活
動

3

 
 

文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩
を
読
み
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
微
や
詩
的
効
果
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

文
語
定
型
詩
で
あ
る
室
生
犀
星「
小
景
異
情
」（
二
八
六
〜
二
八
七
ペ
ー
ジ
）

を
読
み
、
和
歌
や
短
歌
と
の
違
い
、
ま
た
口
語
自
由
詩
と
の
違
い
に

つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

①�

こ
の
詩
は
、
故
郷
へ
の
思
い
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
掲

載
の
古
典
詩
歌
の
中
か
ら
、
故
郷
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
作
品
を
探

し
、
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

②�

こ
の
詩
を
口
語
的
に
書
き
直
し
て
み
て
、
朗
読
し
た
と
き
の
リ
ズ

ム
や
内
容
上
の
印
象
、
ま
た
読
後
感
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、

話
し
合
う
。

 
 

口
語
自
由
詩
で
あ
る
宮
沢
賢
治「
永
訣
の
朝
」（
二
八
九
〜
二
九
二
ペ
ー
ジ
）

を
読
み
、
口
語
表
現
や
表
記
上
の
工
夫
が
ど
の
よ
う
な
詩
的
効
果
を

生
ん
で
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

①�

こ
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
平
仮
名
や
片
仮
名
、
ロ
ー
マ
字
な
ど

の
表
記
を
ほ
か
の
表
記
に
書
き
換
え
た
場
合
、
言
葉
の
印
象
が
ど

う
変
わ
る
か
、
確
認
す
る
。

②�

こ
の
詩
の
特
徴
の
一
つ
に
方
言
の
使
用
が
あ
る
が
、
詩
歌
や
芸
能

に
お
い
て
方
言
が
用
い
ら
れ
た
例
を
探
し
、
そ
の
表
現
効
果
に
つ

い
て
考
え
る
。

１２
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ら
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日
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ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
か
な
り
遅
れ
て
（
解
散
直
前
に
な
っ
て
）
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た

し
の
周
り
で
、
音
楽
に
「
う
る
さ
い
」
友
達
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
す
る
前
か
ら
フ
ァ
ン
で
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
は
映
画
の
『
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て
来
る
／
ヤ
ア
！ 

ヤ
ア
！ 

ヤ
ア
！
』
を
見
て
（
も
ち
ろ
ん

初
公
開
さ
れ
た
と
き
よ
り
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
の
こ
と
で
す
）、「
こ
り
ゃ
、
す
ご
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

ス
タ
イ
ル
も
、
セ
ン
ス
も
、
曲
も
、
何
も
か
も
が
、
で
す
！

　

そ
し
て
、
友
人
た
ち
に
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ね
？
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
友
人
た

ち
は
、
す
っ
か
り
わ
た
し
を
バ
カ
に
し
て
「
お
ま
え
、
い
っ
た
い
、
い
つ
の
時
代
に
生
き
て
ん
だ
よ
。」

と
言
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

高た
か

橋は
し

源げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

1

1
ビ
ー
ト
ル
ズ　

The Beatles 

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年

に
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
出
身

の
四
人
組
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
。

斬
新
な
楽
曲
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
世
界
の
若
者
を
熱
狂
さ

せ
、
社
会
現
象
に
な
っ
た
。

初
来
日
は
一
九
六
六
年
。

『
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て
来

る
／
ヤ
ア
！
ヤ
ア
！
ヤ
ア
！
』

は
、
一
九
六
四
年
公
開
。

　

 �『
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い

日
本
文
学
史 

こ
と
ば
の

た
め
に
』平
成
二
十
一（
二

〇
〇
九
）
年

初
出
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わ
た
し
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
過
去
の
名
曲

を
聴
き
、
レ
コ
ー
ド
を
買
い
、「
こ
ん
な

偉
大
な
人
た
ち
と
同
じ
時
代
に
生
き
て
い

て
良
か
っ
た
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
つ
い
に
、
あ
の
日
が
や
っ
て
き
た
の

で
す
。
つ
ま
り
、「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
新
曲
」

が
ラ
ジ
オ
で
（
わ
た
し
に
と
っ
て
）
初
め

て
放
送
さ
れ
る
日
が
。

　

わ
た
し
は
、
ラ
ジ
オ
の
前
で
正
座
し
、
激
し
く
緊
張
し
た
ま
ま
、
そ
の
瞬
間
を
待
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

お
そ
ら
く
、「
玉
音
放
送
」
を
聞
い
た
日
本
人
た
ち
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
Ｄ
Ｊ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
が
簡
単
に
曲
を
紹
介
す
る
と
、
最
後
に

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
新
曲
で
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ピ
ア
ノ
の
音
が
流
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
レ
デ
ィ
・
マ
ド
ン
ナ
」
と
い
う
曲
で
し
た
。

わ
た
し
は
何
と
も
言
え
ぬ
複
雑
な
、
そ
し
て
大
き
な
感
動
に
駆
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
で
、
き
ち

ん
と
曲
を
聴
く
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
「
レ
デ
ィ
・
マ
ド
ン
ナ
」
と
い
う
新
曲
を
聴
い
た
こ
と
に
で
は
な
く
、「
歴
史
的
瞬
間
」
に

2

3

4

●

2
玉
音
放
送　

こ
こ
で
は
、
一

九
四
五
年
八
月
十
五
日
に
、

昭
和
天
皇
が
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
終
結
を
国
民
に

伝
え
た
放
送
を
指
す
。

3
Ｄ
Ｊ　

デ
ィ
ス
ク
・
ジ
ョ
ッ

キ
ー（disc jockey 

英
語
）

の
略
。
こ
こ
で
は
、
音
楽
の

選
曲
・
解
説
や
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
番
組

を
進
行
す
る
人
。

4
「
レ
デ
ィ
・
マ
ド
ン
ナ
」　

一

九
六
八
年
、
発
表
の
楽
曲
。

問
「
感
動
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
感
動
か
。

問
自
分
の
こ
と
を
「
す
ご
く
単

純
」
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
か
。

5
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

Ludw
ig van Beethoven

一
七
七
〇
年
～
一
八
二
七
年
。

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。

6
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

W
olfgang A

m
adeus

M
ozart　

一
七
五
六
年
～
一

七
九
一
年
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
作
曲
家
。

7
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ　

Leonardo 

映画「ビートルズがやって来る
ヤァ！ ヤァ！ ヤァ！」ポスター
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立
ち
会
っ
た
こ
と
に
感
動
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
初
め
て
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
に
触
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
わ
た
し
は
、
す
ご
く
単
純
な
少
年
で
し
た
。

　

音
楽
と
い
う
も
の
は
（
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
）、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
い
っ
た
過
去

の
偉
大
な
作
曲
家
が
過
去
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
（
だ
か
ら
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
例
外
で
し
た
）、
絵
と
い

う
も
の
は
（
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
）、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
や
ゴ
ッ
ホ
と
い
っ
た
過
去
の
偉
大
な
画
家
が
描
い

た
も
の
だ
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
い
で
に
言
う
な
ら
、
文
学
と
い
う
も
の
は
（
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
）、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゲ
ー

テ
や
セ
ル
バ
ン
テ
ス
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
夏
目
漱そ
う

石せ
き

と
い
っ
た
過
去
の
偉
大
な
作
家
が
書
い
た
も
の

だ
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
（
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

　

じ
ゃ
あ
、
新
し
い
音
楽
や
新
し
い
絵
や
新
し
い
文
学
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
知
っ
た
こ
と
か
、
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
唯
一
の
考
え
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
決
ま
っ
て
る
、
と
さ
え
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
い
っ
た
い
、

ど
う
し
て
、
わ
た
し
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
学
校
で
受
け
た
歴
史
教
育
の
せ
い
だ
っ
た
の
で
す
。

●

5

6

7

8

9

10

11

12

13

da V
inci　

一
四
五
二
年
～

一
五
一
九
年
。
イ
タ
リ
ア
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
画
家
、

彫
刻
家
・
科
学
者
。

8
ゴ
ッ
ホ　

V
incent van

G
ogh　

一
八
五
三
年
～
一
八

九
〇
年
。
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
。

9
ト
ル
ス
ト
イ　

Lev N
. 

Tolstoi　

一
八
二
八
年
～
一

九
一
〇
年
。
ロ
シ
ア
の
文
学

者
。

10
ゲ
ー
テ　

Johann
W

olfgang von G
oethe 

一
七
四
九
年
～
一
八
三
二
年
。

ド
イ
ツ
の
文
学
者
・
科
学

者
・
政
治
家
。

11
セ
ル
バ
ン
テ
ス　

M
iguel 

de Cervantes Saavedra

一
五
四
七
年
～
一
六
一
六
年
。

ス
ペ
イ
ン
の
小
説
家
。

12
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー　

Fyodor M
. D

ostoevskii

一
八
二
一
年
～
一
八
八
一
年
。

ロ
シ
ア
の
小
説
家
。

13
夏
目
漱
石　
一
八
六
七
年
～

一
九
一
六
年
。
日
本
の
文
学

者
。
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古
代
か
ら
中
世
、
そ
し
て
近
代
へ
。「
歴
史
」
の
中
で
は
た
く
さ
ん
の
事
件
が
起
こ
る
。
た
く
さ
ん
の

偉
大
な
人
た
ち
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

）
が
、
次
々
現
れ
て
、
新
し
い
時
代
を
作
っ
て
ゆ
く
。

　

と
こ
ろ
が
、「
現
代
」
に
近
づ
く
ほ
ど
、「
歴
史
」
の
授
業
は
加
速
度
的
に
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

偉
大
な
も
の
も
、
立
派
な
も
の
も
、
お
も
し
ろ
い
も
の
も
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
つ
い
に
は

ゼ
ロ
に
な
る
。
わ
た
し
は
、「
歴
史
」
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

昔
は
は
や
っ
て
い
た
け
ど
、
現
在
に
近
づ
く
ほ
ど
さ
び
れ
て
く
る
も
の
だ
と
。

　

お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
は
、
い
つ
も
過
去
に
あ
る
。

　

立
派
な
も
の
や
価
値
の
あ
る
も
の
は
、
い
つ
も
過
去
に
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
幼
い
わ
た
し
に
、
い
つ
の
間
に
か
備
わ
っ
た
考
え
方
で
し
た
。

　

こ
の
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
に
関
す
る
独
特
の
考
え
方
は
、
わ
た
し
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
類
が
、
自
分
が
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
、
理
解
す
る
た
め
に
、
作
り
出
し
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
級

の
発
明
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
現
在
」
と
は
自
分
の
こ
と
で
す
。

　

少
し
古
い
「
過
去
」
と
は
父
親
（
や
母
親
）
で
あ
り
、
も
っ
と
古
い
「
過
去
」
は
祖
父
（
や
祖
母
）
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

父
親
（
や
母
親
）
は
、
自
分
よ
り
ず
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
し
、
力
も
あ
る
。
そ
し
て
、

14

15

＊

＊

16

●

14
ナ
ポ
レ
オ
ン　

N
apoléon 

Bonaparte　

一
七
六
九
年

～
一
八
二
一
年
。
フ
ラ
ン
ス

第
一
帝
政
の
皇
帝
。

15
織
田
信
長　
一
五
三
四
年
～

一
五
八
二
年
。
戦
国
・
安
土

桃
山
時
代
の
武
将
。

16
ノ
ー
ベ
ル
賞　

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー

ベ
ル
の
遺
産
を
基
に
し
た
、

世
界
的
な
賞
。
物
理
学
、

化
学
、
生
理
学
・
医
学
、

文
学
、
平
和
、
経
済
学
の

部
門
が
あ
る
。

問
父
母
や
祖
父
母
の
た
と
え

か
ら
、
著
者
は
距
離
感
と

立
派
さ
の
関
係
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
か
。
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祖
父
（
や
祖
母
）
に
な
る
と
、
想
像
で
き
な
い
ぐ
ら
い
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
た
、
立
派
な
人
だ
。
そ
ん

な
ふ
う
に
、
人
々
は
考
え
、「
歴
史
」
も
そ
う
い
う
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

け
れ
ど
、
今
で
は
、
父
親
（
や
母
親
）
や
祖
父
（
や
祖
母
）
へ
の
敬
意
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
歴
史
」
が
な
く
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
せ
い
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
こ
れ
と
は
全
く
別
の
考
え
方
も
存
在
し
ま
す
。

　

最
も
古
い
「
過
去
」
は
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
も
の
だ
。
何
も
か
も
が
新
し
く
、
新

鮮
で
、
み
ず
み
ず
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
古
い
「
過
去
」
に
な
る
と
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
成
長

し
て
、
青
年
に
な
り
、
さ
ら
に
大
人
に
な
る
。
傷
つ
き
、
自
分
の
可
能
性
を
疑
い
、
で
も
、
少
し
ず
つ
、

経
験
を
積
ん
で
ゆ
く
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
現
在
」
に
到
達
す
る
。
ボ
ロ
ボ
ロ
で
老
い
さ
ら
ば
え
た
姿
に

な
っ
て
。

　

一
見
、
正
反
対
に
見
え
る
、「
歴
史
」
に
関
す
る
、
こ
の
二
つ
の
考
え
方
に
は
、
実
は
共
通
点
が
存
在

し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
、
時
間
と
い
う
も
の
は
「
不
可
逆
的
」
だ
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
激
し
く
求
め
て
も
、「
過
去
」
は
戻
っ
て
は
こ
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
本
当
に
、
そ
う
な

＊

＊

加
速
度
的　

さ
び
れ
る　

老

い
さ
ら
ば
え
る　

不
可
逆
的
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の
で
し
ょ
う
か
？

　

わ
た
し
は
も
う
半
世
紀
以
上
も
、
た
く
さ
ん
の
本
を
、
と
り
わ
け
小
説
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。「
現
在
」

の
小
説
を
、
ち
ょ
っ
と
「
過
去
」
の
小
説
を
、
そ
れ
か
ら
、
も
の
す
ご
く
「
過
去
」
の
小
説
を
。
そ
し
て
、

あ
る
日
、
わ
た
し
は
突
然
、
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
小
説
た
ち
が
、
僕
が
聞
い
て
き
た
評
判
と
は
、
え
ら
く
違
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
で
す
。

　

そ
の
「
評
判
」
と
い
う
の
は
、「
文
学
史
」
と
い
う
、「
文
学
」
に
関
す
る
「
歴
史
」
の
中
で
の
評
判
で

し
た
。「
文
学
史
」
と
い
う
「
歴
史
」
の
中
で
、
例
え
ば
、「
過
去
」
の
小
説
た
ち
は
、
時
に
は
、
敬
愛
す

べ
き
祖
父
（
や
祖
母
）
の
よ
う
に
、
時
に
は
、
み
ず
み
ず
し
い
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
取
り
扱
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
遠
い
「
過
去
」
の
出
来
事
、
と
い
う
か
、
遠
い
「
過
去
」
に
、
も
う
死
ん
で

し
ま
っ
た
知
ら
な
い
作
家
が
書
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

な
ん
か
違
う
、
と
わ
た
し
は
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
祖
父
（
や
祖
母
）
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
で
も
な
く
、
よ
く
知
っ
て
い
る
友
達
の
よ
う
な

気
が
し
た
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
文
学
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「『
過
去
』
な
ん
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
五
十
年
前
も
、
百
年
前
も
、
み
ん
な
今
と
同
じ
よ
う
な
こ

＊
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と
を
考
え
て
小
説
を
書
い
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
小
説
は
、
進
歩
も
し
て
な
い
し
、
退
化
も
し
て
な

い
し
、
要
す
る
に
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
な
ん
か
、
そ
ん
な
気
が
す
る
。」

　

す
る
と
、
そ
の
人
た
ち
は
、
こ
う
答
え
た
の
で
す
。

　
「
な
に
、
子
ど
も
み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
る
ん
だ
い
。『
文
学
史
』
を
読
ん
で
み
な
よ
。
そ
ん
な
こ
と
、

ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
ぜ
。」

　

わ
た
し
は
、
ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
に
「
文
学
史
」
と
い
う
も
の
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
確
か
に
、
そ
の

人
た
ち
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

わ
た
し
が
、
自
分
で
「
文
学
史
」
を
書
こ
う
と
思
っ
た
の
は
、
そ
の
と
き
が
最
初
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

わ
た
し
は
、「
過
去
」
の
小
説
を
、
そ
の
「
評
判
」
か
ら
取
り
戻
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
陳
列
さ
れ
て

い
る
ガ
ラ
ス
の
棚
か
ら
脱
走
す
る
よ
う
、
説
得
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
、「
過
去
」
で

眠
っ
て
い
る
の
を
や
め
、
起
き
て
、
現
在
に
遊
び
に
く
る
よ
う
言
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、「
現
在
」
の
小
説
に
は
、
そ
の
逆
に
、「
過
去
」
に
行
っ
て
、「
過
去
」
の
小
説
と
遊
ん
で
く

る
よ
う
命
じ
た
の
で
し
た
。

　
「
歴
史
」と
い
う
も
の
は
、
鑑
賞
す
る
た
め
に
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
言
う
か
、

●

●

●

●

問
「
確
か
に
、
そ
の
人
た
ち
の

言
う
と
お
り
だ
っ
た
の
で
す
」

か
ら
、
筆
者
の
ど
の
よ
う
な

思
い
が
読
み
取
れ
る
か
。

問
「
説
得
し
て
み
る
」「
眠
っ
て

い
る
」「
遊
び
に
く
る
」
な
ど

の
表
現
か
ら
、
筆
者
が
「
過

去
」
の
小
説
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

か
。

え
ら
く
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❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

⑴
う
る
さ
い
（
二
九
九
・
3
）　
　

⑵
さ
び
れ
る
（
三
〇
二
・
6
）

⑶
老
い
さ
ら
ば
え
る
（
三
〇
三
・
11
）

2
次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
時

間
の
感
じ
方
に
関
わ
る
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

⑴	

加
速
度
的
（
三
〇
二
・
3
）　
　

⑵
不
可
逆
的
（
三
〇
三
・
15
）

❖
漢
字
熟
語

　

公
開
299　
　

瞬
間
300　
　

余
裕
300　
　

単
純
301　
　

例
外
301　

　

唯
一
301　
　

立
派
302　
　

価
値
302　
　

独
特
302　
　

想
像
303　

　

経
験
303　
　

敬
意
303　
　

可
能
性
303　

突
然
304　
　

評
判
304　

　

進
歩
305　
　

退
化
305　
　

陳
列
305　
　

鑑
賞
305

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
筆
者
が
学
校
で
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
「
歴
史
」
に
つ
い
て
の
二

つ
の
考
え
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
整
理
し
て
み
よ
う
。

2
1
の
二
つ
の
考
え
方
の
共
通
点
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
筆
者
に
と
っ
て
、「
歴
史
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
、
整
理
し
て
み
よ
う
。

⑴
「
現
在
」
と
「
歴
史
」
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

⑵
「
過
去
」
の
小
説
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
た
い
と
考
え
て

い
る
か
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

問
「
い
や
」
と
い
う
否
定
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
状
況
や
筆
者
の

考
え
が
読
み
取
れ
る
か
。

そ
れ
を
使
っ
て
、
誰
も
考
え
た
こ
と
の
な
い
ヘ
ン
テ
コ
な
も
の
を
作
り
出
せ
る
オ
モ
チ
ャ
み
た
い
な
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
そ
う
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。

●

高
橋
源
一
郎
（
た
か
は
し 

げ
ん
い
ち
ろ
う
）　

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
～
。
小
説
家
。
広
島
県
の
生
ま
れ
。
日
本
文
学
の
作
家
や
作
品
を
題

材
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
な
ど
、
既
成
の
概
念
を
超
え
る
小
説
と
と
も
に
、
評
論
で
も
活
躍
し
て
い
る
。『
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
』『
日

本
文
学
盛
衰
史
』（
小
説
）、『
文
学
が
こ
ん
な
に
わ
か
っ
て
い
い
か
し
ら
』（
評
論
）
な
ど
。
本
文
は
『
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
』〔
平

成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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　「
自
分
の
文
学
史
」を
作
る�

　

こ
の
単
元
で
は
、「
文
学
史
」
と
い
う
「
歴
史
」
に
つ
い
て
書
か
れ

た
文
章
を
読
ん
だ
。
既
に
存
在
す
る
「
文
学
史
」
は
誰
か
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
分
は
、
ど
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
見

い
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
「
文
学
史
」
を
作
る
の
か
、
答
え
は
一
つ
で
は

な
い
。

❖
単
元
の
言
語
活
動

 

　
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
文
学
（
詩
歌
・
漢
文
を
含
む
）
の

中
か
ら
、
自
分
が
良
い
と
思
う
も
の
を
選
び
、「
自
分
の
文
学
史
」

を
作
っ
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
文
学（
詩
歌
・
漢
文
を
含
む
）の
中
か
ら
、
興

味
を
持
っ
た
も
の
を
三
つ
以
上
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
読
み
直

し
て
、
概
要（
あ
ら
す
じ
）を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
、
良
い
と
思
う
点
・
自
分
が
引
き
付

け
ら
れ
る
点
を
中
心
に
据
え
て
、
推
薦
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

 
 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
順
番
に
、
自
分
の
選
ん
だ
作
品
と
そ
の
概
要

（
あ
ら
す
じ
）・
推
薦
文
を
発
表
し
て
み
よ
う
。
発
表
後
、
順
番
に
質

問
し
、
作
品
の
内
容
や
良
さ
に
つ
い
て
相
互
に
理
解
を
深
め
よ
う
。

 
 

発
表
と
質
問
を
踏
ま
え
て
、
概
要（
あ
ら
す
じ
）・
推
薦
文
に
つ
い

て
加
筆
・
修
正
し
、
各
作
品
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ
け
、「
自

分
の
文
学
史
」を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

１２３４
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文
法
要
覧

文
法
要
覧

日
本
文
学
史
年
表

重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引

漢
文
の
基
本
句
形

漢
文
の
重
要
単
語

常
用
漢
字
表

常
用
漢
字
表
　
付
表

読
書
の
す
す
め

参
考
図
録

付 
録

文
　
　
　
　
　
　
　
　
語

口
　
　
　
　
　
　
　
　
語

下
に
続
く
語
の
例

︱
ず

︱
け
り

︱
た
り

︱
て
　
言
い
切
り
︱
こ
と

︱
と
き
︱
ど
　

︱
ど
も
命
令
の
　

言
い
切
り

下
に
続
く
語
の
例

︱
な
い

︱
う
　

︱
よ
う

︱
ま
す

︱
た
　

︱
て
　
言
い
切
り

︱
こ
と

︱
と
き

︱
ば

命
令
の
　

言
い
切
り

活
用
の
種
類

行

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已い

然ぜ
ん

形
命
令
形
活
用
の
種
類

行

例
語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形
連
体
形
仮
定
形

命
令
形

四　　　段

カ
咲
く

さ

かａ

きｉ

くｕ

くｕ

けｅ

けｅ

五　　　段

カ

咲
く

さ

かａ
・・
こｏ
き
ｉ・
い

くｕ

くｕ

けｅ

けｅ

ガ
脱
ぐ

ぬ

が

ぎ

ぐ

ぐ

げ

げ

ガ

脱
ぐ

ぬ

が
・
ご
ぎ
・
い

ぐ

ぐ

げ

げ

サ
流
す

な
が

さ

し

す

す

せ

せ

サ

流
す

な
が

さ
・
そ

し

す

す

せ

せ

タ
待
つ

ま

た

ち

つ

つ

て

て

タ

待
つ

ま

た
・
と
ち
・
っ

つ

つ

て

て

バ
遊
ぶ

あ
そ

ば

び

ぶ

ぶ

べ

べ

バ

遊
ぶ

あ
そ

ば
・
ぼ
び
・
ん

ぶ

ぶ

べ

べ

マ
読
む

よ

ま

み

む

む

め

め

マ

読
む

よ

ま
・
も
み
・
ん

む

む

め

め

ラ
散
る

ち

ら

り

る

る

れ

れ

ラ

散
る

ち

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

ハ
言
ふ

い

は

ひ

ふ

ふ

へ

へ

ワ
・
ア
言
う

い

わ
・
お
い
・
っ

う

う

え

え

◆
　

■
　

文
語
・
口
語
動
詞
活
用
表
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ナ
変

ナ
死
ぬ

し

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

ナ

死
ぬ

し

な
・
の
に
・
ん

ぬ

ぬ

ね

ね

ラ
変

ラ
あ
り

あ

ら

り

り

る

れ

れ

ラ

あ
る

あ

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

下
一
段

カ
蹴
る

（
け
）

けｅ

けｅ

けｅ
る

けｅ
る

けｅ
れ

けｅ
よ

ラ

蹴
る

け

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

上　一　段

ヤ
射
る

（
い
）

いｉ

いｉ

いｉ
る

いｉ
る

いｉ
れ

いｉ
よ

上　　　　一　　　　段

ア

射
る

（
い
）

いｉ

いｉ

いｉ
る

いｉ
る

いｉ
れ
いｉ
ろ
・
いｉ
よ

ワ
居
る

（
ゐ
）

ゐ

ゐ

ゐ
る

ゐ
る

ゐ
れ

ゐ
よ

ア

居
る

（
い
）

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

カ
着
る

（
き
）

き

き

き
る

き
る

き
れ

き
よ

カ

着
る

（
き
）

き

き

き
る

き
る

き
れ
き
ろ
・
き
よ

ナ
似
る

（
に
）

に

に

に
る

に
る

に
れ

に
よ

ナ

似
る

（
に
）

に

に

に
る

に
る

に
れ
に
ろ
・
に
よ

ハ
干
る

（
ひ
）

ひ

ひ

ひ
る

ひ
る

ひ
れ

ひ
よ

ハ

干
る

（
ひ
）

ひ

ひ

ひ
る

ひ
る

ひ
れ
ひ
ろ
・
ひ
よ

マ
見
る

（
み
）

み

み

み
る

み
る

み
れ

み
よ

マ

見
る

（
み
）

み

み

み
る

み
る

み
れ
み
ろ
・
み
よ

上　　二　　段

ハ
強
ふ

し

ひｉ

ひｉ

ふｕ

ふｕ
る

ふｕ
れ

ひｉ
よ

ア

強
い
る
し

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

ヤ
悔
ゆ

く

い

い

ゆ

ゆ
る

ゆ
れ

い
よ

ア

悔
い
る
く

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

カ
起
く

お

き

き

く

く
る

く
れ

き
よ

カ

起
き
る
お

き

き

き
る

き
る

き
れ
き
ろ
・
き
よ

ガ
過
ぐ

す

ぎ

ぎ

ぐ

ぐ
る

ぐ
れ

ぎ
よ

ガ

過
ぎ
る
す

ぎ

ぎ

ぎ
る

ぎ
る

ぎ
れ
ぎ
ろ
・
ぎ
よ

ダ
閉
づ

と

ぢ

ぢ

づ

づ
る

づ
れ

ぢ
よ

ザ

閉
じ
る
と

じ

じ

じ
る

じ
る

じ
れ
じ
ろ
・
じ
よ

タ
落
つ

お

ち

ち

つ

つ
る

つ
れ

ち
よ

タ

落
ち
る
お

ち

ち

ち
る

ち
る

ち
れ
ち
ろ
・
ち
よ

バ
滅
ぶ

ほ
ろ

び

び

ぶ

ぶ
る

ぶ
れ

び
よ

バ

滅
び
る
ほ
ろ

び

び

び
る

び
る

び
れ
び
ろ
・
び
よ

マ
試
む

こ
こ
ろ

み

み

む

む
る

む
れ

み
よ

マ

試
み
る
こ
こ
ろ

み

み

み
る

み
る

み
れ
み
ろ
・
み
よ

ラ
降
る

お

り

り

る

る
る

る
れ

り
よ

ラ

降
り
る
お

り

り

り
る

り
る

り
れ
り
ろ
・
り
よ
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下　　　　二　　　　段

ア
得（
う
）（
う
）

えｅ

えｅ

うｕ

うｕ
る

うｕ
れ

えｅ
よ

下　　　　一　　　　段

ア

得
る

（
え
）

えｅ

えｅ

えｅ
る

えｅ
る

えｅ
れ
えｅ
ろ
・
えｅ
よ

ハ
考
ふ

か
ん
が

へ

へ

ふ

ふ
る

ふ
れ

へ
よ

ア

考
え
る
か
ん
が

え

え

え
る

え
る

え
れ
え
ろ
・
え
よ

ヤ
越
ゆ

こ

え

え

ゆ

ゆ
る

ゆ
れ

え
よ

ア

越
え
る
こ

え

え

え
る

え
る

え
れ
え
ろ
・
え
よ

ワ
飢
う

う

ゑ

ゑ

う

う
る

う
れ

ゑ
よ

ア

飢
え
る
う

え

え

え
る

え
る

え
れ
え
ろ
・
え
よ

カ
受
く

う

け

け

く

く
る

く
れ

け
よ

カ

受
け
る
う

け

け

け
る

け
る

け
れ
け
ろ
・
け
よ

ガ
逃
ぐ

に

げ

げ

ぐ

ぐ
る

ぐ
れ

げ
よ

ガ

逃
げ
る
に

げ

げ

げ
る

げ
る

げ
れ
げ
ろ
・
げ
よ

サ
寄
す

よ

せ

せ

す

す
る

す
れ

せ
よ

サ

寄
せ
る
よ

せ

せ

せ
る

せ
る

せ
れ
せ
ろ
・
せ
よ

ザ
混
ず

ま

ぜ

ぜ

ず

ず
る

ず
れ

ぜ
よ

ザ

混
ぜ
る
ま

ぜ

ぜ

ぜ
る

ぜ
る

ぜ
れ
ぜ
ろ
・
ぜ
よ

タ
捨
つ

す

て

て

つ

つ
る

つ
れ

て
よ

タ

捨
て
る
す

て

て

て
る

て
る

て
れ
て
ろ
・
て
よ

ダ
撫
づ

な

で

で

づ

づ
る

づ
れ

で
よ

ダ

撫
で
る
な

で

で

で
る

で
る

で
れ
で
ろ
・
で
よ

ナ
兼
ぬ

か

ね

ね

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね
よ

ナ

兼
ね
る
か

ね

ね

ね
る

ね
る

ね
れ
ね
ろ
・
ね
よ

ハ
経（
ふ
）（
ふ
）

へ

へ

ふ

ふ
る

ふ
れ

へ
よ

ハ

経
る

（
へ
）

へ

へ

へ
る

へ
る

へ
れ
へ
ろ
・
へ
よ

バ
比
ぶ

く
ら

べ

べ

ぶ

ぶ
る

ぶ
れ

べ
よ

バ

比
べ
る
く
ら

べ

べ

べ
る

べ
る

べ
れ
べ
ろ
・
べ
よ

マ
改
む

あ
ら
た

め

め

む

む
る

む
れ

め
よ

マ

改
め
る
あ
ら
た

め

め

め
る

め
る

め
れ
め
ろ
・
め
よ

ラ
流
る

な
が

れ

れ

る

る
る

る
れ

れ
よ

ラ

流
れ
る
な
が

れ

れ

れ
る

れ
る

れ
れ
れ
ろ
・
れ
よ

カ
変

カ
来（
く
）（
く
）

こ

き

く

く
る

く
れ

こ
・
こ
よ

カ
変

カ

来
る

（
く
）

こ

き

く
る

く
る

く
れ

こ
い

サ
変

サ
す

（
す
）

せ

し

す

す
る

す
れ

せ
よ

サ
変

サ

す
る

（
す
）
せ
・
し
・
さ

し

す
る

す
る

す
れ
し
ろ
・
せ
よ

念
ず

ね
ん

ぜ

じ

ず

ず
る

ず
れ

ぜ
よ

念
ず
る
ね
ん

じ
・
ぜ

じ

ず
る

ず
る

ず
れ
じ
ろ
・
ぜ
よ
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◆
　

■
　

文
語
・
口
語
形
容
詞
活
用
表文

　
　
　
　
　
　
　
　
語

口
　
　
　
　
　
　
　
　
語

種
　
類

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
仮
定
形
命
令
形

ク
活
用

白
し

し
ろ

（
く
）

く

し

き

け
れ

○

白
　
い

し
　
　
ろ

か
ろ

く

い

い

け
れ

○

か
ら

か
り

○

か
る

○

か
れ

シ
ク
活
用

美
し
う
つ
く
（
し
く
）
し
く

し

し
き

し
け
れ

○

美
し
い

う
つ
く
し

か
っ

し
か
ら
し
か
り

○

し
か
る

○

し
か
れ

◆
　

■
　

文
語
・
口
語
形
容
動
詞
活
用
表文

　
　
　
　
　
　
　
　
語

口
　
　
　
　
　
　
　
　
語

種
　
類

例
　
語

語
　
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
仮
定
形
命
令
形

ナ
リ
活
用

静
か
な
り

し
づ
か

な
ら

な
り

な
り

な
る

な
れ

な
れ

静
か
だ

し
ず
か

だ
ろ

だ
っでに

だ

な

な
ら

○

に

タ
リ
活
用

堂
々
た
り
だ
う
だ
う

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

た
れ

と
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◆
　

■
　

文
語
助
動
詞
一
覧
表

接続

助
動
詞
の
種
類

主
な
意
味

活
　
　
　
　
用

活
用
の
型

接
続
す
る
語
の
種
類

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

未　　　然　　　形

受う
け

身み
尊
敬

可
能

自
発

る

受
身（
…
れ
る
・
…
ら
れ
る
）

尊
敬（
…
な
さ
る
・
お
…
に
な
る
）

可
能（
…
で
き
る
）

自
発（
自
然
と
…
れ
る
）

れ

れ

る

る
る

る
れ

れ
よ

下
二
段
型

（
自
発
、
可
能
に

命
令
形
は
な
い
）

四
段
、ナ
変
、ラ
変
動
詞
の
未
然
形

ら
る

ら
れ

ら
れ

ら
る

ら
る
る

ら
る
れ

ら
れ
よ

右
以
外
の
動
詞
の
未
然
形

使
役

尊
敬

す

使
役（
…
せ
る
・
…
さ
せ
る
）

尊
敬（
…
な
さ
る
・
お
…
に
な
る
）

せ

せ

す

す
る

す
れ

せ
よ

下
二
段
型

四
段
、ナ
変
、ラ
変
動
詞
の
未
然
形

さ
す

さ
せ

さ
せ

さ
す

さ
す
る

さ
す
れ

さ
せ
よ

右
以
外
の
動
詞
の
未
然
形

し
む

し
め

し
め

し
む

し
む
る

し
む
れ

し
め
よ

活
用
語
の
未
然
形

打う
ち

消け
し

ず

打
消（
…
な
い
）

（
ず
）

ざ
ら

ずざり

ず

ぬざる

ねざれ

ざ
れ

特
殊
型

活
用
語
の
未
然
形

推
量

む
〈
ん
〉
推
量（
…
だ
ろ
う
）　
意
志（
…〈
よ
〉う
）　
仮
定

（
…
と
し
た
ら
）　
婉え
ん

曲き
ょ
く（

…
よ
う
な
）　
適
当（
…

の
が
よ
い
）　
勧
誘（
…
の
が
よ
い
・
…
て
く
だ
さ

い
）

○

○

む
〈
ん
〉

む
〈
ん
〉

め

○

四
段
型

む
ず

〈
ん
ず
〉

○

○

む
ず

〈
ん
ず
〉

む
ず
る

〈
ん
ず
る
〉
む
ず
れ

〈
ん
ず
れ
〉

○

サ
変
型

ま
し

反
実
仮
想（
も
し
…
と
し
た
ら
…
だ
ろ
う
に
）　
実
現
不
可
能

な
願
望（
…
ば
よ
か
っ
た
の
に
）　
た
め
ら
い（
…〈
よ
〉う
か
し
ら
）

ま
し
か

（
ま
せ
）

○

ま
し

ま
し

ま
し
か

○

特
殊
型

打
消
推
量

じ

打
消
推
量（
…
な
い
だ
ろ
う
）

打
消
意
志（
…
ま
い
・
…
な
い
つ
も
り
だ
）

○

○

じ

じ

じ

○

特
殊
型

願
望

ま
ほ
し
願
望（
…
た
い
・
…
て
ほ
し
い
）

（
ま
ほ
し
く
）

ま
ほ
し
か
ら

ま
ほ
し
く

ま
ほ
し
か
り

ま
ほ
し

ま
ほ
し
き

ま
ほ
し
か
る
ま
ほ
し
け
れ

○

形
容
詞

シ
ク
活
用
型

　用　　　形

過
去

き

過
去（
…
た
）

（
せ
）

○

き

し

し
か

○

特
殊
型

活
用
語
の
連
用
形（
カ
変
、
サ
変

は
未
然
形
に
も
接
続
）

け
り

過
去（
…
た
・
…
た
そ
う
だ
）　
詠
嘆（
…〈
た
〉こ
と
よ
）
（
け
ら
）

○

け
り

け
る

け
れ

○

ラ
変
型

活
用
語
の
連
用
形

完
了

つ

完
了（
…
た
・
…
て
し
ま
っ
た
）

強
意（
確
述
）（
き
っ
と
…
・
た
し
か
に
）

並
列（
…
た
り
…
た
り
）

て

て

つ

つ
る

つ
れ

て
よ

下
二
段
型

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

ナ
変
型

た
り

完
了（
…
た
・
…
て
し
ま
っ
た
）

存
続（
…
て
い
る
・
…
て
あ
る
）

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

た
れ

ラ
変
型

312



連

推
量

け
む

〈
け
ん
〉

過
去
推
量（
…
た
だ
ろ
う
）　
過
去
の
原
因
推

量（〈
ど
う
し
て
〉…
た
の
だ
ろ
う
）　
過
去
の
伝

聞（
…
た
そ
う
だ
・
…
た
と
か
い
う
）　
過
去
の

婉
曲（
…
た
よ
う
な
）

○

○

け
む

〈
け
ん
〉

け
む

〈
け
ん
〉

け
め

○

四
段
型

願
望

た
し

願
望（
…
た
い
・
…
て
ほ
し
い
）

（
た
く
）

た
か
ら

た
く

た
か
り

た
し

た
き

た
か
る

た
け
れ

○

形
容
詞

ク
活
用
型

終　　　止　　　形

推
量

べ
し

推
量（
…
だ
ろ
う
）　
意
志（
…〈
よ
〉う
）　
可
能

（
…
こ
と
が
で
き
る
）　
当
然（
…
べ
き
だ
・
…
は
ず

だ
）　
適
当（
…
の
が
よ
い
）　
命
令（
…
な
さ
い
）

（
べ
く
）

べ
か
ら

べ
く

べ
か
り

べ
し

べ
き

べ
か
る

べ
け
れ

○

形
容
詞

ク
活
用
型

活
用
語
の
終
止
形（
ラ
変
型
活
用

語
に
は
連
体
形
）

ら
む

〈
ら
ん
〉

現
在
推
量（
今
ご
ろ
…
て
い
る
だ
ろ
う
）　
現
在

の
原
因
推
量（〈
ど
う
し
て
〉…
の
だ
ろ
う
）　
現

在
の
伝
聞（
…
そ
う
だ
・
…
と
か
い
う
）　
現
在

の
婉
曲（
…
よ
う
な
）

○

○

ら
む

〈
ら
ん
〉

ら
む

〈
ら
ん
〉

ら
め

○

四
段
型

ら
し

推
定（
…
ら
し
い
）

○

○

ら
し

ら
し

ら
し

○

特
殊
型

め
り

推
定（
…
よ
う
だ
・
…
よ
う
に
見
え
る
）

婉
曲（
…
よ
う
だ
）

○

（
め
り
）

め
り

め
る

め
れ

○

ラ
変
型

伝
聞

推
定

な
り

伝
聞（
…
そ
う
だ
・
…
と
か
い
う
）

推
定（
…
よ
う
だ
・
…
ら
し
い
）

○

な
り

な
り

な
る

な
れ

○

ラ
変
型

打
消
推
量

ま
じ

打
消
推
量（
…
な
い
だ
ろ
う
）　
打
消
意
志（
… 

ま
い
）　
不
可
能（
…
で
き
そ
う
も
な
い
）　
打
消

当
然（
…
は
ず
が
な
い
）　
不
適
当（
…
な
い
の
が

よ
い
）　
禁
止（
…
て
は
な
ら
な
い
）

（
ま
じ
く
）

ま
じ
か
ら

ま
じ
く

ま
じ
か
り

ま
じ

ま
じ
き

ま
じ
か
る
ま
じ
け
れ

○

形
容
詞

シ
ク
活
用
型

連体形・体言

断
定

な
り

断
定（
…
だ
・
…
で
あ
る
）

存
在（
…
に
あ
る
・
…
に
い
る
）

な
ら

な
りに

な
り

な
る

な
れ

な
れ

形
容
動
詞

ナ
リ
活
用
型

体
言
、
活
用
語
の
連
体
形
、
助
詞
、

副
詞

た
り

断
定（
…
だ
・
…
で
あ
る
）

た
ら

た
りと

た
り

た
る

た
れ

た
れ

形
容
動
詞

タ
リ
活
用
型

体
言

比
況

ご
と
し
比
況（
…
よ
う
だ
・
…
と
同
じ
だ
）

例
示（〈
た
と
え
ば
〉…
よ
う
な
も
の
だ
）

（
ご
と
く
）
ご
と
く

ご
と
し

ご
と
き

○

○

形
容
詞

ク
活
用
型

体
言
、
活
用
語
の
連
体
形
、
助
詞

その他

完
了

り

完
了（
…
た
）

存
続（
…
て
い
る
・
…
て
あ
る
）

ら

り

り

る

れ

れ

ラ
変
型

四
段
活
用
動
詞
の
已
然
形（
命
令

形
と
い
う
説
も
あ
る
）、
サ
変
動

詞
の
未
然
形
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◆
　

■
　

口
語
助
動
詞
一
覧
表

接続

助
動
詞
の
種
類

主
な
意
味

活
　
　
　
　
用

活
用
の
型

接
続
す
る
語
の
種
類

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

未　　　然　　　形

受
身

尊
敬

可
能

自
発

れ
る

受
身

尊
敬

可
能

自
発

れ

れ

れ
る

れ
る

れ
れ

れ
ろ

れ
よ

下
一
段
型

（
可
能
、
自
発
に

命
令
形
は
な
い
）

五
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
、
サ
変
動
詞
の
未
然
形
「
さ
」

ら
れ
る

ら
れ

ら
れ

ら
れ
る

ら
れ
る

ら
れ
れ

ら
れ
ろ

ら
れ
よ

右
以
外
の
動
詞
・
助
動
詞
「
せ
る
」「
さ
せ
る
」
の
未
然
形
、
サ

変
の
未
然
形
「
せ
」

使
役

せ
る

使
役

せ

せ

せ
る

せ
る

せ
れ

せ
ろ

せ
よ

下
一
段
型

五
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
、
サ
変
動
詞
の
未
然
形
「
さ
」

さ
せ
る

さ
せ

さ
せ

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
れ

さ
せ
ろ

さ
せ
よ

右
以
外
の
動
詞
の
未
然
形

打
消

な
い

打
消

な
か
ろ

な
く

な
か
っ

な
い

な
い

な
け
れ

○

形
容
詞
型

動
詞
・
動
詞
型
活
用
の
助
動
詞
の
未
然
形

ぬ（
ん
）

○

ず

ぬ（
ん
）

ぬ（
ん
）

ね

○

特
殊
型

推
量

う

推
量

意
志

勧
誘

○

○

う

（
う
）

○

○

特
殊
型

五
段
活
用
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
そ
の
同
型
の
助
動
詞
な

ど
の
未
然
形

よ
う

○

○

よ
う

（
よ
う
）

○

○

特
殊
型

右
以
外
の
動
詞
・
助
動
詞
「（
ら
）れ
る
」「（
さ
）せ
る
」
の
未
然

形（
サ
変
動
詞
は
未
然
形
の
「
し
」）

連　　用　　形

過
去

た

過
去

完
了

存
続

た
ろ

○

た

た

た
ら

○

特
殊
型

活
用
語
の
連
用
形

希
望

た
い

希
望

た
か
ろ

た
く

た
か
っ

た
い

た
い

た
け
れ

○

形
容
詞
型

動
詞
・
助
動
詞
「（
ら
）れ
る
」「（
さ
）せ
る
」
の
連
用
形

た
が
る

た
が
ら

た
が
ろ

た
が
り

た
が
っ

た
が
る

た
が
る

た
が
れ

○

五
段
型

動
詞
・
助
動
詞
「（
ら
）れ
る
」「（
さ
）せ
る
」
の
連
用
形

丁
寧

ま
す

丁
寧

ま
せ

ま
し
ょ

ま
し

ま
す

ま
す

ま
す
れ

ま
せ

ま
し

特
殊
型

動
詞
・
動
詞
型
活
用
の
助
動
詞
の
連
用
形

様
態

そ
う
だ
様
態

そ
う
だ
ろ
そ
う
だ
っ

そ
う
で

そ
う
に

そ
う
だ

そ
う
な

そ
う
な
ら

○

形
容
動
詞
型

動
詞
・
動
詞
型
活
用
の
助
動
詞
の
連
用
形
、
形
容
詞
・
形
容
動

詞
・
助
動
詞
「
な
い
」「
た
い
」
の
語
幹

形

推
定

ら
し
い
推
定

○

ら
し
く

ら
し
か
っ

ら
し
い

ら
し
い

ら
し
け
れ

○

形
容
詞
型

動
詞
・
形
容
詞
・
一
部
の
助
動
詞
の
終
止
形
、
体
言
、
形
容
動
詞

語
幹
、
格
助
詞
「
の（
体
言
の
代
用
）」、「
ま
で
」「
だ
け
」
な
ど

の
副
助
詞
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終　止

打
消
推
量

ま
い

打
消
推
量

打
消
意
志

○

○

ま
い

ま
い

○

○

特
殊
型

五
段
活
用
動
詞
・
助
動
詞
「
た
が
る
」「
ま
す
」
の
終
止
形
、

そ
の
他
の
動
詞
・
助
動
詞
「（
さ
）せ
る
」「（
ら
）れ
る
」
の
未
然

形

伝
聞

そ
う
だ
伝
聞

○

そ
う
で

そ
う
だ

○

○

○

形
容
動
詞
型

活
用
語
の
終
止
形

連体形・体言

断
定

だ

断
定

だ
ろ

だ
っで

だ

（
な
）

な
ら

○

形
容
動
詞
型

体
言
、「
の（
体
言
の
代
用
）」
な
ど
の
格
助
詞
、「
だ
け
」「
ま
で
」

な
ど
の
副
助
詞

で
す

丁
寧
な
断
定

で
し
ょ

で
し

で
す

（
で
す
）

○

○

特
殊
型

体
言
、
格
助
詞
「
の（
体
言
の
代
用
）」「
か
ら
」「
だ
け
」「
ま
で
」

な
ど
の
副
助
詞

比
況

よ
う
だ
比
況

例
示

不
確
か
な
断
定

よ
う
だ
ろ
よ
う
だ
っ

よ
う
で

よ
う
に

よ
う
だ

よ
う
な

よ
う
な
ら

○

形
容
動
詞
型

用
言
、
一
部
の
助
動
詞
、
助
動
詞
「
ぬ
」「
た
」
の
連
体
形
、
格

助
詞
「
の
」、
連
体
詞
「
こ
の
、
そ
の
、
あ
の
、
ど
の
」

◆
　

■
　

文
語
・
口
語
助
詞
一
覧
表

種
　
　
類

用
　
　
　
　
　
　
　
法

文
　
　
　
　
　
　
　
語

口
　
　
　
　
　
　
　
語

格
助
詞

主
に
体
言
に
付
き
、
そ
の
文
節
が
他
の
文
節
と
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
か
を
示
す
。

が
・
の
・
を
・
に
・
に
て
・
し
て
・
へ
・
と
・
よ
り
・

か
ら

が
・
の
・
を
・
に
・
へ
・
と
・
よ
り
・
か
ら
・
で
・
や

接
続
助
詞

主
に
活
用
語
に
付
き
、
そ
の
文
節
と
他
の
語
や
文
節
と

の
接
続
関
係
を
示
す
。

ば
・
と
・
と
も
・
ど
・
ど
も
・
で
・
て
・
し
て
・
つ

つ
・
な
が
ら
・
が
・
を
・
に
・
も
の
ゆ
ゑ
・
も
の
か

ら
・
も
の
を
・
も
の
の

ば
・
と
・
て
も（
で
も
）・
て（
で
）・
つ
つ
・
な
が
ら
・
が
・

け
れ
ど
〔
け
れ
ど
も
〕・
の
に
・
の
で
・
も
の
の
・
か
ら
・

た
り（
だ
り
）・
し

副
助
詞

種
々
の
語
に
付
き
、
副
詞
の
よ
う
に
あ
る
意
味
を
添
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
の
用
言
を
修
飾
す
る
。

だ
に
・
す
ら
〔
そ
ら
〕・
さ
へ
・
の
み
・
ば
か
り
・
ま

で
・
な
ど
〔
な
ん
ど
〕・
し
・
し
も

他
を
類
推
―
も
・
す
ら
・
さ
え
・
で
も

限
定
―
し
か
・
だ
け

程
度
―
ば
か
り
・
ほ
ど
・
く
ら
い（
ぐ
ら
い
）

範
囲
―
ま
で
　
例
示
―
な
ど
　
強
意
―
こ
そ

主
題
の
提
示
―
は
　
並
列
―
な
り
・
や
ら
・
か

係
助
詞

文
中
の
語
を
強
調
し
た
り
、
文
末
の
語
に
か
か
っ
て
、

強
意
・
疑
問
・
反
語
の
意
味
を
添
え
た
り
す
る
。

は
・
も
・
ぞ
・
な
む
〈
な
ん
〉・
や
〔
や
は
〕・
か
〔
か

は
〕・
こ
そ

終
助
詞

文
末
で
用
い
ら
れ
、
禁
止
や
詠
嘆
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
を
添
え
る
。

な（
禁
止
）・
そ
・
な
む
〈
な
ん
〉・
ば
や
・
に
し
が
・

に
し
が
な
・
て
し
が
・
て
し
が
な
・
も
が
な
・
が
な
・

か
・
か
な
・
か
も
・
な（
詠
嘆
）・
か
し

禁
止
―
な
　
疑
問
―
か
・
か
し
ら
・
の

詠
嘆
―
な
〔
な
あ
〕・
わ
・
こ
と

念
押
し
―
ぞ
〔
ぜ
〕・
ね
〔
ね
え
〕・
さ
・
よ

強
意
―
と
も
　
呼
び
か
け
―
や
　
理
由
―
も
の

間
投
助
詞

文
節
の
終
わ
り
に
置
か
れ
て
、
詠
嘆
や
呼
び
か
け
な
ど

の
意
味
を
添
え
る
。

を
・
や
・
よ

ね
・
さ
・
よ
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◆
　

■
　

文
語
助
詞
一
覧
表

種
類

語

意
味
・
用
法

接
続

格　　　　助　　　　詞

が
・
の

主
格（
…
が
）

連
体
修
飾
格（
…
の
）

同
格（
…
で
）

体
言
の
代
用（
…
の
も
の
）

比
喩（
…
の
よ
う
に
）
※
「
の
」
の
み
の
用
法
。

主
に
体
言
、
活

用
語
の
連
体
形

を

動
作
の
対
象（
…
を
）

動
作
の
起
点（
…
を
）

経
過
す
る
時
・
場
所（
…
を
・
…
を
通
っ
て
）

に

場
所
・
時
間（
…
に
・
…
で
）

方
向
・
帰
着
点（
…
に
・
…
へ
）

変
化
の
結
果（
…
に
・
…
と
）

動
作
の
対
象（
…
に
）

原
因
・
理
由（
…
に
よ
っ
て
・
…
の
た
め
に
）

目
的（
…
た
め
に
）

受
身
の
相
手
・
使
役
の
対
象（
…
に
）

比
較
の
基
準（
…
よ
り
・
…
に
比
べ
て
）

添
加（
…〈
の
〉う
え
に
）

に
て

場
所
・
時
間（
…
で
・
…
の
と
き
に
）

資
格
・
状
態（
…
で
・
…
と
し
て
）

手
段
・
方
法
・
材
料（
…
で
）

原
因
・
理
由（
…
に
よ
っ
て
・
…
の
た
め
に
）

し
て

手
段
・
方
法（
…
で
・
…
に
よ
っ
て
）

動
作
を
と
も
に
す
る
相
手（
…
と
と
も
に
）

使
役
の
対
象（
…
に
・
…
に
命
じ
て
）

へ

動
作
の
方
向（
…
へ
）

と

動
作
を
と
も
に
す
る
相
手（
…
と
・
…
と
も
に
）

変
化
の
結
果（
…
と
・
…
に
）

比
較
の
基
準（
…
と
・
…
と
比
べ
て
）

比
喩（
…
の
よ
う
に
）

格　助　詞

引
用（
…
と
・
…
と
い
う
の
で
）

並
列（
…
と
）

よ
り

動
作
の
起
点（
…
か
ら
）

経
過
す
る
場
所（
…
を
・
…
を
通
っ
て
）

手
段
・
方
法（
…
で
・
…
に
よ
っ
て
）

即
時（
…
と
す
ぐ
に
・
…
や
い
な
や
）

比
較
の
基
準（
…
よ
り
）

限
定（
…
よ
り
・
…
以
外
）

か
ら

経
過
す
る
場
所（
…
を
・
…
を
通
っ
て
）

動
作
の
起
点（
…
か
ら
）

原
因
・
理
由（
…
の
た
め
に
・
…
の
で
）

手
段
・
方
法（
…
で
）

接　　続　　助　　詞

ば

順
接
の
仮
定
条
件（
も
し
…
な
ら
ば
）

活
用
語
の
未
然
形

　
　
　
　
　
　
　
　
原
因
・
理
由（
…
の
で
・
…
か
ら
）

順
接
の
確
定
条
件

偶
然
条
件（
…
と
・
…
と
こ
ろ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
恒
常
条
件（
…
と
必
ず
・
…
と
い
つ
も
）
活
用
語
の
已
然
形

と
・
と
も
逆
接
の
仮
定
条
件（〈
た
と
え
〉…
て
も
）

活
用
語
の
終
止
形

ど
・
ど
も
逆
接
の
確
定
条
件（
…
け
れ
ど
も
・
…
だ
が
・
…
の
に
）

逆
接
の
恒
常
条
件（〈
た
と
え
〉…
て
も
・
…
て
も
必
ず
）

活
用
語
の
已
然
形

で

打
消
接
続（
…
な
い
で
）

活
用
語
の
未
然
形

て
・
し
て
単
純
接
続（
…
て
）

原
因
・
理
由（
…
の
で
）

逆
接
の
確
定
条
件（
…
の
に
・
…
け
れ
ど
も
）

活
用
語
の
連
用
形

つ
つ

動
作
の
反
復（
…
し
て
は
、
ま
た
…
し
て
）

動
作
の
継
続（
…
し
続
け
て
・
…
て
い
て
）

二
つ
の
動
作
の
並
行（
…
な
が
ら
）

動
詞
・
助
動
詞

の
連
用
形
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な
が
ら

そ
の
ま
ま
の
状
態（
…
の
ま
ま
で
）

二
つ
の
動
作
の
並
行（
…
な
が
ら
）

逆
接
の
確
定
条
件（
…
の
に
・
…
け
れ
ど
も
）

動
詞
・
助
動
詞

（
動
詞
型
活
用
・

「
ず
」）
の
連
用

形
・
体
言
な
ど

が

単
純
接
続（
…
が
）

逆
接
の
確
定
条
件（
…
け
れ
ど
・
…
が
・
…
の
に
）

活
用
語
の
連
体
形

を
・
に

逆
接
の
確
定
条
件（
…
け
れ
ど
も
・
…
の
に
）

順
接
の
確
定
条
件（
原
因
・
理
由
）（
…
の
で
・
…
か
ら
）

単
純
接
続（
…
と
・
…
が
・
…
と
こ
ろ
）

も
の
の
　

も
の
を
　

も
の
か
ら

も
の
ゆ
ゑ

逆
接
の
確
定
条
件（
…
の
に
・
…
け
れ
ど
も
）

副　助　詞

だ
に

最
小
限
の
限
定（
せ
め
て
…
だ
け
で
も
）

類
推（
…
で
さ
え
）

種
々
の
語

す
ら〔
そ
ら
〕
類
推（
…
で
さ
え
）

さ
へ

添
加（
…
ま
で〈
も
〉）

の
み

限
定（
…
だ
け
・
…
ば
か
り
）　
強
意（
特
に
…
・
と
り
わ
け
…
）

ば
か
り

限
定（
…
だ
け
）

お
よ
そ
の
程
度
・
範
囲（
…
ほ
ど
・
…
く
ら
い
）

ま
で

範
囲
・
限
度（
…
ま
で
）

程
度（
…
ほ
ど
・
…
く
ら
い
に
）

な
ど〔
な
ん
ど
〕
例
示（
…
な
ど
）　
引
用（
…
な
ど
と
）　
婉
曲（
…
な
ど
）

し
・
し
も
強
意（
訳
に
反
映
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
）

係　助　詞

は

提
示
し
て
強
調（
…
は
）　
区
別
し
て
強
調（
…
は
）

種
々
の
語

も

似
た
も
の
を
列
挙（
…
も
）

同
類
の
も
の
の
存
在
を
暗
に
示
す（
…
で
も
）

強
意（
…
も
）

ぞ
　
　
　
　

な
む〈
な
ん
〉
強
意（
訳
に
反
映
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
）

※
結
び
は
連
体
形
。

や〔
や
は
〕

か〔
か
は
〕

疑
問（
…
か
）

反
語（
…
か
、
い
や
…
な
い
）

※
結
び
は
連
体
形
。

こ
そ

強
意（
…
こ
そ
）（
訳
に
反
映
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
）

※
結
び
は
已
然
形
。

終　助　詞

な（
禁
止
）
禁
止（
…〈
す
る
〉な
）

活
用
語
の
終
止

形（
ラ
変
型
に

は
連
体
形
）

そ

禁
止（
…〈
す
る
〉な
）

※
単
独
で
も
使
う
が
、
多
く
「
な（
副
詞
）…
そ
」
で
禁
止
の
意
を

表
す
。

活
用
語
の
連
用

形（
カ
変
、
サ

変
動
詞
に
は
未

然
形
）

な
む〈
な
ん
〉
他
に
対
す
る
願
望（
…
て
ほ
し
い
）

活
用
語
の
未
然
形

ば
や

自
己
の
願
望（
…
た
い
な
あ
）

活
用
語
の
未
然
形

て
し
が
　

て
し
が
な

に
し
が
　

に
し
が
な

自
己
の
願
望（
…
た
い
も
の
だ
）

活
用
語
の
連
用
形

も
が
な

が
な
　

願
望（
…
が
あ
れ
ば
な
あ
・
…
て
ほ
し
い
な
あ
）

種
々
の
語

か
・
か
な
・

か
も
　
　
　
詠
嘆（
…〈
だ
〉な
あ
）

体
言
、
活
用
語

の
連
体
形

な（
詠
嘆
）
詠
嘆（
…〈
だ
〉な
あ
）

文
末

か
し

念
押
し（
…
よ
・
…
ね
）

文
末

間投
助詞

を

詠
嘆（
…〈
だ
〉な
あ
）

強
意（
訳
に
反
映
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
）

種
々
の
語

や
・
よ

詠
嘆（〈
だ
〉な
あ
）　
呼
び
か
け（
…
よ
）
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日
本
文
学
史
年
表

時
代
区
分

年　

号

西　

暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・

随
筆
・
評
論
な
ど

社
会
・
文
化

参　
　
　

考
（
外　
　

国
）

前
八
〇
〇　

イ
リ
ア
ス
・
オ
デ 

ュ
ッ
セ
イ
ア
（
ホ
メ
ロ
ス
）　＊

前
七

世
紀　

詩
経
・
書
経　
＊

論
語　
＊

孟も
う

子し

（
孟も
う

軻か

）　＊

楚そ

辞じ

（
屈
原
）　＊

前
二
〇
〇　

旧
約
聖
書　
＊

前
一
二
二　

淮え

南な
ん

子じ

（
劉
り
ゅ
う

安あ
ん

）　＊

前
九
七　

史
記
（
司
馬
遷
）　＊

礼
記　
＊

戦
国
策
（
劉
り
ゅ
う

向き
ょ
う）　＊

前
一
一
〇
〇　

殷い
ん

滅
び
、
周
興
る　
＊

前
七
七
〇　

洛ら
く

陽よ
う

に
遷
都（
東
周
）

春
秋
時
代
始
ま
る

前
五
五
七
―

前
四
八
六　

釈し
ゃ

迦か
　

＊

前
五
五
二

頃
―

前
四
七
九　

孔
子

前
四
〇
三　

戦
国
時
代
始
ま
る

前
三
七
二
―

前
二
八
九　

孟
軻　
＊

前
三
四
〇
―

前
二
七
八　

屈
原　
＊

前
二
二
一　

秦し
ん

の
始
皇
帝
、
中
国

を
統
一

前
二
〇
二　

前
漢
高
祖
即
位

前
一
四
五
―

前
八
六　

司
馬
遷　
＊

上　　　　代

五
世
紀
初
め
頃
、
王わ

仁に

が
『
論
語
』
な
ど
を
伝

来
し
た
と
い
う

六
世
紀
半
ば
頃
、
仏
教

が
伝
わ
る

六
四
五　

大
化
の
改
新

八
二　

漢
書
（
班
固
）　＊

三
九
七　

新
約
聖
書

五

世
紀　

世
説
新
語
（
劉
り
ゅ
う

義ぎ

慶け
い

）　＊

文も
ん

選ぜ
ん

（
昭
明
太
子
）　＊

六
一
一　

コ
ー
ラ
ン
（
マ
ホ
メ
ッ

ト
）

二
二
〇　

後
漢
滅
び
、
三
国
時

代
、
晋し
ん

、
南
北
朝
時
代
と

続
く

三
六
五
―
四
二
七　

陶
潜

五
八
九　

隋ず
い

中
国
を
統
一

六
一
八　

隋
滅
び
、
唐
興
る

六
八
九
―
七
四
〇　

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

奈良時代

和
銅　
五

　
　
　

六

養
老　
四

天て
ん
ぴ
ょ
う

平
勝
宝
三

七
一
二

七
一
三

七
二
〇

七
五
一

懐
風
藻

古
事
記
（
太
お
お
の

安や
す

万ま

侶ろ

）

風
土
記
の
編
集
を
命
ず

日
本
書
紀
（
舎と
ね
り人
親
王
ら
）

七
一
〇　

平
城
京
に
都
を
定
め
る

七
五
二　

東
大
寺
大
仏
開
眼

七
〇
一
―
七
六
一　

王
維　
＊

七
〇
一
―
七
六
二　

李り

白は
く

七
一
二
―
七
七
〇　

杜と

甫ほ

七
五
五　

安あ
ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱

〔
重
要
作
品
・
事
項
は
太
字
に
し
た
。
＊
印
は
年
代
未
詳
あ
る
い
は
不
確
定
の
も
の
〕
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天
平
宝
字
三

七
五
九

万
葉
集　
七
五
九

年
の
大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

の
歌

が
最
後
の
歌　
＊

七
七
二
―
八
四
六　

白
居
易

七
七
三
―
八
一
九　

柳
宗
元

中　　　　　　　　古

平　　　安　　　時　　　代

弘こ
う

仁に
ん

一
四

延
喜　
五

承し
ょ
う
へ
い平　

五

天
延　
二

寛か
ん

和な

元

長
徳　
二

寛か
ん

弘こ
う　

四

　
　
　

五

　
　
　

七

長
和　
元

天
喜　
三

康
平　
三

応
徳　
三

元
永　
二

嘉か

応お
う

元

文
治　
三

　
　
　

六

八
二
三

九
〇
五

九
三
五

九
七
四

九
八
五

九
九
六

一
〇
〇
七

一
〇
〇
八

一
〇
一
〇

一
〇
一
二

一
〇
五
五

一
〇
六
〇

一
〇
八
六

一
一
一
九

一
一
六
九

一
一
八
七

一
一
九
〇

古
今
和
歌
集
（
紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

ら
）　＊

和
漢
朗
詠
集
（
藤
原
公き
ん

任と
う

）　＊

後
拾
遺
和
歌
集
（
藤
原
通み
ち

俊と
し

）

梁り
ょ
う

塵じ
ん

秘ひ

抄し
ょ
う（
後
白
河
院
）　＊

千せ
ん

載ざ
い

和
歌
集
（
藤
原
俊と
し

成な
り

）

山さ
ん

家か

集
（
西
行
）　＊

日に

本ほ
ん

霊り
ょ
う

異い

記き

（
景
き
ょ
う

戒か
い

）　＊

竹た
け

取と
り

物
語　
＊　　

伊い

勢せ

物
語　
＊

土と

佐さ

日
記
（
貫
之
）　＊　　

大
和
物
語　
＊

蜻か
げ

蛉ろ
う

日
記
（
藤ふ
じ

原わ
ら
の

道み
ち

綱つ
な
の

母
）　＊

往
生
要
集
（
源
信
）

宇
津
保
物
語　
＊　　

落お
ち

窪く
ぼ

物
語　
＊

枕
ま
く
ら
の

草そ
う

子し

（
清
少
納
言
）　＊

和い
ず
み泉
式
部
日
記
（
和
泉
式
部
）　＊

源げ
ん

氏じ

物
語
（
紫
式
部
）
一
部
流
布　
＊

紫
式
部
日
記
（
紫
式
部
）　＊

栄え
い

花が

物
語　
＊

堤
中
納
言
物
語
の
中
の
一
編
成
る

更さ
ら

級し
な

日
記
（
菅す
が

原わ
ら
の

孝た
か

標す
え
の

女む
す
め）　＊

大
鏡　
＊　　

今
昔
物
語
集　
＊

七
九
四　

平
安
京
に
遷
都

平
仮
名
の
発
明　
＊

八
九
四　

遣
唐
使
を
廃
止

九
三
五
―
九
四
〇　

平
た
い
ら
の

将ま
さ

門か
ど

の
乱

一
〇
一
七　

藤
原
道み
ち

長な
が

太だ
い

政じ
ょ
う

大

臣
と
な
る

一
〇
五
一
―
一
〇
六
二　

前
九
年
の
役

一
〇
八
三
―
一
〇
八
七　

後
三
年
の
役

一
〇
八
六　

院
政
を
開
始

一
一
五
六　

保ほ
う

元げ
ん

の
乱

一
一
五
九　

平
治
の
乱

一
一
八
五　

平
家
滅
亡
、
鎌
倉
幕

府
開
く

八
四
六　

白
氏
文
集
（
白
居
易
）　＊

九
〇
七　

唐
滅
び
、
五
代
始
ま
る

九
六
〇　

宋そ
う

興
る

九
七
七　

太
平
広
記
（
李り

昉ほ
う

ら
）

一
〇
三
六
―
一
一
〇
一　

蘇そ

軾し
ょ
く

一
〇
五
〇　

ロ
ラ
ン
の
歌　
＊

一
〇
八
四　

資し

治じ

通つ

鑑が
ん（

司
馬
光
）

ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト　
＊

一
一
二
七　

宋
遷
都
し
、
南
宋
成

立
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌　
＊

中　　　　　世

鎌　倉　時　代

元
久　
二

建け
ん
り
ゃ
く

暦　
二

建け
ん

保ぽ
う

元

承
じ
ょ
う
き
ゅ
う
久
元

　
　
　

三

建
長　
四

一
二
〇
五

一
二
一
二

一
二
一
三

一
二
一
九

一
二
二
一

一
二
五
二

新
古
今
和
歌
集
（
藤
原
定
家
ら
）

金き
ん

槐か
い

和
歌
集
（
源
み
な
も
と
の

実さ
ね

朝と
も

）　＊

方
丈
記
（
鴨
か
も
の

長ち
ょ
う

明め
い

）　

無
名
抄
（
長
明
）　＊

保
元
物
語　
＊　　

平
治
物
語　
＊

平
家
物
語　
原
形
成
る
か　
＊

宇
治
拾
遺
物
語　
＊

十じ
っ

訓き
ん

抄し
ょ
う

一
二
二
一　

承
久
の
変

一
二
五
〇　

三
体
詩
（
周
し
ゅ
う

弼ひ
つ

）

一
二
七
九　

元
、
南
宋
を
滅
ぼ
す

一
二
九
九　

東
方
見
聞
録
（
マ
ル

コ
・
ポ
ー
ロ
）
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時
代
区
分

年
　
号

西
　
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社
会
・
文
化

参
　
　
考
（
外
国
）

中　　　　世

鎌倉時代

建
長　
五

　
　
　

六

弘こ
う

安あ
ん　

三

一
二
五
三

一
二
五
四

一
二
八
〇

正
法
眼
蔵
（
道
元
）　＊

古
今
著
聞
集
（
橘
た
ち
ば
な
の

成な
り

季す
え

）

歎た
ん

異に

抄し
ょ
う（

唯ゆ
い

円え
ん

）　＊

十い
ざ
よ
い

六
夜
日
記
（
阿あ

仏ぶ
つ

尼に

）　＊

一
二
七
四　

文
永
の
役

一
二
八
一　

弘
安
の
役

古
文
真
宝
（
黄
堅
）　＊

十
八
史
略
（
曽そ
う

先せ
ん

之し

）　＊

一
三
〇
七
―
一
三
二
一　

神
曲
（
ダ
ン

テ
）

南 北 朝 時 代

元
徳　
二

元げ
ん

弘こ
う

元

延
元　
四

暦り
ゃ
く
お
う応　

二

正
平　
四

貞
和　
五

正
平
一
一

延
文
元

文
中　
二

応
安　
六

一
三
三
一

一
三
三
九

一
三
四
九

一
三
五
六

一
三
七
三

風
雅
和
歌
集
（
光こ
う

厳ご
ん

上
皇
）　＊

菟つ

玖く

波ば

集
（
二
条
良よ
し

基も
と

ら
）

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

（
兼
好
）　＊

神じ
ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

（
北き
た

畠ば
た
け

親ち
か

房ふ
さ

）

増ま
す

鏡か
が
み

　

＊

太
平
記　
＊　　

曽そ

我が

物
語　
＊

一
三
三
三　

建
武
の
新
政

 

一
三
六
八　

明み
ん

興
る

三
国
志
演
義
（
羅
貫
中
）　＊

水す
い

滸こ

伝
（
施し

耐た
い

庵あ
ん

）　＊

剪せ
ん

灯と
う

新
話
（
瞿く

佑ゆ
う

）　＊

室町時代

応
永　
七

永
享
一
一

明
応　
四

一
四
〇
〇

一
四
三
九

一
四
九
五

新し
ん

続し
ょ
く

古
今
和
歌
集
（
飛あ
す
か鳥

井い

雅ま
さ

世よ

）

新し
ん

撰せ
ん

菟
玖
波
集
（
宗そ
う

祇ぎ

ら
）

風
姿
花
伝
（
世ぜ

阿あ

弥み

）　

義
経
記　
＊

御お

伽と
ぎ

草
子　
こ
の
頃
作
ら
れ
る　
＊

一
三
九
二　

南
北
朝
合
一

一
四
六
七
―
一
四
七
七　

応お
う

仁に
ん

の
乱

一
四
五
〇　

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
活

字
印
刷
を
発
明

安土（あづち）・
桃山時代

永
正
一
五

天
文　
八

　
　
　

九

一
五
一
八

一
五
三
九

一
五
四
〇

閑
吟
集

新
撰
犬い
ぬ

筑つ
く

波ば

集
（
宗
鑑
）　＊

守も
り

武た
け

千
句
（
荒あ
ら

木き

田だ

守
武
）

一
五
四
三　

鉄
砲
伝
来

一
五
四
九　

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

唐
詩
選
（
李り

攀は
ん

竜り
ょ
うか

）　＊

一
五
七
〇　

西
遊
記
（
呉
承
恩
）　＊

世

　代

元げ
ん

和な　

九

天て
ん

和な　

二

貞
じ
ょ
う
き
ょ
う

享　
五

元げ
ん

禄ろ
く　

四

　
　
　

五

　
　
一
五

　
　
一
六

寛
延
元

一
六
二
三

一
六
八
二

一
六
八
八

一
六
九
一

一
六
九
二

一
七
〇
二

一
七
〇
三

一
七
四
八

猿さ
る

蓑み
の

（
去
来
・
凡
兆
）
刊

醒
睡
笑
（
安あ
ん

楽ら
く

庵あ
ん

策
伝
）

好
色
一
代
男
（
井
原
西さ
い

鶴か
く

）
刊

日
本
永
代
蔵
（
西
鶴
）
刊

世
間
胸
算
用
（
西
鶴
）
刊

お
く
の
ほ
そ
道
（
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
う）

刊

曽
根
崎
心
中
（
近ち
か

松ま
つ

門も
ん

左ざ

衛え

門も
ん

）
初
演

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
（
竹
田
出い
ず
も雲
ら
）
初
演

一
五
八
二　

本
能
寺
の
変

一
六
〇
三　

江
戸
幕
府
開
く

一
六
三
七　

島
原
の
乱

一
六
三
九　

鎖
国
令

一
七
〇
二　

赤あ
こ
う穂

浪
士
の
討
ち
入

り
一
七
一
六　

享
き
ょ
う

保ほ
う

の
改
革

一
六
〇
一　

ハ
ム
レ
ッ
ト
（
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
）　＊

一
六
四
四　

清し
ん

、
中
国
を
支
配

一
六
七
〇　

パ
ン
セ（
パ
ス
カ
ル
）

一
七
〇
七　

全
唐
詩（
彭ほ
う

定て
い

求き
ゅ
うら

）

一
七
三
九　

唐
宋
八
家
文
読
本

320



近

江　　戸　　時

安
永　
五

寛
政　
九

　
　
一
〇

享
和　
二

文
化　
六

　
　
一
一

　
　
一
二

文
政　
二

　
　
　

八

天
保　
三

万
延
元

一
七
七
六

一
七
九
七

一
七
九
八

一
八
〇
二

一
八
〇
九

一
八
一
四

一
八
一
五

一
八
一
九

一
八
二
五

一
八
三
二

一
八
六
〇

新し
ん

花は
な

摘つ
み

（
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

）
刊

お
ら
が
春
（
小
林
一い
っ

茶さ

）

雨
月
物
語
（
上
田
秋あ
き

成な
り

）
刊

古
事
記
伝
（
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

）
完
成

東
海
道
中
膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ
―
一
八
〇
九

（
十
返
舎
一
九
）
刊

浮う
き

世よ

風
呂
―
一
八
一
三

（
式
亭
三
馬
）
刊

南
総
里
見
八
犬
伝
―
一
八
四
二

（
曲
亭
馬
琴
）
刊

蘭ら
ん

学が
く

事こ
と

始は
じ
め（

杉
田
玄
白
）

東
海
道
四
谷
怪
談
（
鶴
屋
南
北
）
初
演

春
色
梅う
め

児ご

誉よ

美み
―
一
八
三
三

（
為た
め

永な
が

春
水
）
刊

三
人
吉き
ち

三さ

廓
く
る
わ
の

初は
つ

買が
い

（
河
竹
黙も
く

阿あ

弥み

）
初
演

一
七
八
七　

寛
政
の
改
革

一
八
三
七　

大
塩
平
八
郎
の
乱

一
八
四
一　

天て
ん

保ぽ
う

の
改
革

一
八
五
三　

ペ
リ
ー
来
航

（
沈し
ん

徳
潜
）

唐
詩
三
百
首
（
孫そ
ん

洙し
ゅ

）　＊

紅
楼
夢
（
曹そ
う

雪せ
っ

芹き
ん

）　＊

一
八
〇
八　

フ
ァ
ウ
ス
ト
（
ゲ
ー

テ
）

一
八
三
〇　

赤
と
黒
（
ス
タ
ン

ダ
ー
ル
）

近　　　　代

明　　治　　時　　代

明
治　
三

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
一
一

　
　
一
五

　
　
一
六

　
　
一
七

　
　
一
八

　
　
二
〇

　
　
二
一

　
　
二
二

　
　
二
三

　
　
二
四

　
　
二
八

　
　
三
〇

　
　
三
一

　
　
三
三

一
八
七
〇

一
八
七
一

一
八
七
二

一
八
七
八

一
八
八
二

一
八
八
三

一
八
八
四

一
八
八
五

一
八
八
七

一
八
八
八

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
一

一
八
九
五

一
八
九
七

一
八
九
八

一
九
〇
〇

新
体
詩
抄
（ 

外と

山や
ま

正ま
さ

一か
ず

ら
）

寒
山
落
木
―
一
八
九
六

（
正
岡
子
規
）

於お

母も

影か
げ

（
森
鷗お
う

外が
い

ら
訳
）

蓬ほ
う

萊ら
い

曲き
ょ
く（

北
村
透
谷
）

若
菜
集
（
島
崎
藤
村
）

西
国
立
志
編
―
一
八
七
一

（
中
村
正ま
さ

直な
お

訳
）

安あ

愚ぐ

楽ら

鍋な
べ
―
一
八
七
二

（
仮か

名な

垣が
き

魯ろ

文ぶ
ん

）

学
問
の
す
す
め
―
一
八
七
六

（
福
沢
諭
吉
）

八
十
日
間
世
界
一
周
―
一
八
八
〇

（
川
島
忠ち
ゅ
う

之の

助す
け

訳
）

経
国
美
談
―
一
八
八
四

（
矢
野
竜
渓
）

怪
談
牡ぼ

丹た
ん

灯
籠
（
三
遊
亭
円
朝
）

当
世
書
生
気か
た
ぎ質

―
一
八
八
六

・
小
説
神
髄
―
一
八
八
六

（
坪
内

逍し
ょ
う

遥よ
う

）

浮う
き

雲ぐ
も

―
一
八
八
九

（
二
葉
亭
四
迷
）

あ
ひ
び
き
（
四
迷
訳
）

二に

人に
ん

比び

丘く

尼に

色い
ろ

懺ざ
ん

悔げ

（
尾
崎
紅
葉
）

舞
姫
（
鷗
外
）

五ご

重
じ
ゅ
う
の

塔と
う

―
一
八
九
二

（
幸
田
露
伴
）

た
け
く
ら
べ
―
一
八
九
六

・
に
ご
り
え
（
樋ひ

口ぐ
ち

一
葉
）

金こ
ん

色じ
き

夜や

叉し
ゃ
―
一
九
〇
二

（
紅
葉
）

武む
さ
し蔵

野の

（
国
木
田
独
歩
）

高こ
う

野や

聖ひ
じ
り（

泉
鏡
花
）
自
然
と
人
生
（
徳と
く

冨と
み

蘆ろ

花か

）

一
八
五
八　

日
米
修
好
通
商
条
約

一
八
五
八
―
一
八
五
九　

安
政
の
大
獄

一
八
六
八　

明
治
維
新

一
八
七
二　

学
制
発
布

一
八
七
七　

西
南
戦
争

自
由
民
権
運
動
高
ま
る　
＊

政
治
小
説
の
隆
盛　
＊

文
学
革
新
と
言
文
一
致
運
動

高
ま
る　
＊

一
八
八
七　

国こ
く

民み
ん

之の

友と
も

創
刊

一
八
八
九　

帝
国
憲
法
発
布

一
八
九
〇　

第
一
回
帝
国
議
会
召

集
一
八
九
一　

早わ

稲せ

田だ

文
学
創
刊

一
八
九
三　

文
学
界
創
刊

一
八
九
四
―
一
八
九
五　

日に
っ

清し
ん

戦
争

一
八
九
七　

ホ
ト
ト
ギ
ス
創
刊

一
九
〇
〇　

明
星
創
刊

一
八
六
四　

戦
争
と
平
和
―
一
八
六
九

（
ト
ル
ス
ト
イ
）

一
八
六
七　

資
本
論
―
一
八
九
四

（
マ

ル
ク
ス
）

一
八
七
九　

人
形
の
家
（
イ
プ
セ

ン
）
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄

弟
―
一
八
八
〇

（
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
）

一
八
八
三　

女
の
一
生
（
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
） 

宝
島
（
ス

チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
）

一
八
八
六　

イ
リ
ュ
ミ
ナ
シ
オ
ン

（
ラ
ン
ボ
ー
）

一
八
九
三　

に
ん
じ
ん
（
ル
ナ
ー

ル
）

一
八
九
六　

ク
オ
・
バ
デ
ィ
ス

（
シ
ェ
ン
ケ
ビ
ッ
チ
）
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時
代
区
分

年
　
号

西
　
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社
会
・
文
化

参
　
　
考
（
外
国
）

代

明　治　時　代

明
治
三
四

　
　
三
八

　
　
三
九

　
　
四
〇

　
　
四
一

　
　
四
二

　
　
四
三

一
九
〇
一

一
九
〇
五

一
九
〇
六

一
九
〇
七

一
九
〇
八

一
九
〇
九

一
九
一
〇

み
だ
れ
髪
（
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

）

海
潮
音
（
上
田
敏
訳
）

白
羊
宮
（
薄
す
す
き

田だ

泣き
ゅ
う

菫き
ん

）
孔く

雀じ
ゃ
く

船ぶ
ね

（
伊い

良ら

子こ

清
白
）

う
た
日
記
（
鷗
外
）

有あ
り

明あ
け

集
（
蒲か
ん

原ば
ら

有あ
り

明あ
け

）

邪
宗
門
（
北
原
白
秋
）

別
離
（
若
山
牧
水
）
一
握
の
砂
（
石

川
啄た
く

木ぼ
く

）

墨
汁
一
滴
（
子
規
）

吾わ
が

輩は
い

は
猫
で
あ
る
―
一
九
〇
六

（
夏
目
漱そ
う

石せ
き

）

野
菊
の
墓
（
伊
藤
左さ

千ち

夫お

）
破
戒
（
藤
村
）
運
命

（
独
歩
）
坊ぼ

つ
ち
や
ん
・
草
枕
（
漱
石
）

蒲ふ

団と
ん

（
田
山
花
袋
）
平
凡
（
四
迷
）

三
四
郎
（
漱
石
）
新あ
ら

世じ
ょ

帯た
い

（
徳
田
秋
声
）

そ
れ
か
ら
（
漱
石
）
田
舎
教
師
（
花
袋
）

家
―
一
九
一
一

（
藤
村
）
土
（
長
塚
節た
か
し）
時
代
閉
塞
の

現
状
（
啄
木
）
刺
青
（
谷
崎
潤
一
郎
）

一
九
〇
三　

馬あ

酔し

木び

創
刊

一
九
〇
四
―
一
九
〇
五　

日
露
戦
争

自
然
主
義
最
盛
期　
＊

一
九
〇
八　

ア
ラ
ラ
ギ
創
刊

一
九
〇
九　

ス
バ
ル
創
刊

一
九
一
〇　

大
逆
事
件

白し
ら

樺か
ば

・
三
田
文
学
創
刊
さ

れ
反
自
然
主
義
の
動
き
強

ま
る

一
九
〇
四　

桜
の
園
（
チ
ェ
ー
ホ

フ
）
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト

フ
―
一
九
一
二

（
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
）

一
九
〇
七　

母
（
ゴ
ー
リ
キ
ー
）

一
九
〇
九　

狭
き
門
（
ジ
イ
ド
）

一
九
一
〇　

マ
ル
テ
の
手
記
（
リ

ル
ケ
）

大　　　正　　　時　　　代
　
　
四
四

大
正
元

　
　
　

二

　
　
　

三

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
　

六

　
　
　

七

　
　
一
〇

　
　
一
一

　
　
一
二

　
　
一
三

　
　
一
四

一
九
一
一

一
九
一
二

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
五

一
九
一
六

一
九
一
七

一
九
一
八

一
九
二
一

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
四

一
九
二
五

思
ひ
出
（
白
秋
）

悲
し
き
玩
具
（
啄
木
）

桐き
り

の
花
（
白
秋
）
赤
し
ゃ
っ

光こ
う
（
斎
藤
茂
吉
）

道
程
（
高
村
光
太
郎
）

切き
り

火び（
島
木
赤あ
か

彦ひ
こ

）聖せ
い

三さ
ん

稜り
ょ
う

玻は

璃り（
山

村
暮
鳥
）

碧へ
き

梧ご

桐と
う

句
集
（
河か
わ

東ひ
が
し

碧
梧
桐
）

月
に
吠ほ

え
る
（
萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

）

抒じ
ょ

情じ
ょ
う

小し
ょ
う

曲き
ょ
く

集し
ゅ
う（

室む
ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

）

殉
情
詩
集
（
春
夫
）

青
猫
（
朔
太
郎
）

春
と
修し
ゅ

羅ら

（
宮
沢
賢
治
）

海
や
ま
の
あ
ひ
だ
（
釈
し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

）

或あ

る
女
―
一
九
一
九

（
有あ
り

島し
ま

武た
け

郎お

）

哀か
な

し
き
父
（
葛か

西さ
い

善
蔵
）

阿あ

部べ

一
族
（
鷗
外
）
銀
の
匙さ
じ
―
一
九
一
五

（
中
勘
助
）

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

峠
―
一
九
四
一

（
中
里
介
山
）

こ
こ
ろ
（
漱
石
）
三
太
郎
の
日
記
（
阿
部
次
郎
）

入い
り

江え

の
ほ
と
り
（
正ま
さ

宗む
ね

白
鳥
）
最
後
の
一
句
（
鷗

外
）
羅
生
門
（
芥
あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

）

高
瀬
舟
（
鷗
外
）
鼻
（
龍
之
介
）
明
暗
（
漱
石
）

出
家
と
そ
の
弟
子
―
一
九
一
七

（
倉
田
百ひ
ゃ
く

三ぞ
う

）

父
帰
る
（
菊
池
寛
） 

城き

の
崎
に
て
・
和
解
（
志
賀

直な
お

哉や

）
田
園
の
憂
鬱
―
一
九
一
九

（
佐
藤
春は
る

夫お

）

新
し
き
村
の
生
活
（
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

）

暗
夜
行
路
―
一
九
三
七

（
直
哉
）

藪や
ぶ

の
中
（
龍
之
介
）

蠅は
え

（
横よ
こ

光み
つ

利
一
）
山さ
ん

椒し
ょ
う

魚う
お

（
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

）

伸の
ぶ

子こ
―
一
九
二
六

（
宮
本
百ゆ

合り

子こ

）

檸レ
モ
ン檬

・
城
の
あ
る
町
に
て
（
梶か
じ

井い

基
次
郎
）
女
工

哀
史
（
細
井
和
喜
蔵
）

一
九
一
一　

青せ
い

鞜と
う

創
刊

一
九
一
二　

乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

殉
死

一
九
一
三　

島
村
抱
月
芸
術
座
創

立
一
九
一
四　

第
一
次
世
界
大
戦
始

ま
る

一
九
一
八　

赤
い
鳥
創
刊

一
九
二
〇　

国
際
連
盟
設
立

一
九
二
一　

種
蒔ま

く
人
創
刊

一
九
二
三　

文
芸
春
秋
創
刊

　

関
東
大
震
災

一
九
二
四　

文
芸
戦
線
・
文
芸
時

代
創
刊

一
九
一
一　

辛し
ん

亥が
い

革
命
起
こ
る

一
九
一
二　

清
滅
び
、
中
華
民
国

成
立

一
九
一
三　

息
子
と
恋
人
（
ロ
レ

ン
ス
）
失
わ
れ
た
時
を
も

と
め
て
―
一
九
二
七

（
プ
ル
ー

ス
ト
）

一
九
一
六　

変
身
（
カ
フ
カ
）

一
九
一
七　

ロ
シ
ア
革
命

一
九
一
九　

デ
ミ
ア
ン（
ヘ
ッ
セ
）

月
と
六
ペ
ン
ス（
モ
ー
ム
）

　

五
・
四
運
動

一
九
二
一　

阿あ

Ｑ
正
伝
（
魯ろ

迅じ
ん

）

一
九
二
二　

ユ
リ
シ
ー
ズ
（
ジ
ョ

イ
ス
）
チ
ボ
ー
家
の
人
々

―
一
九
四
〇

（ 

マ
ル
タ
ン
・

デ
ュ
・
ガ
ー
ル
）

一
九
二
四　

魔
の
山
（
マ
ン
）
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近

　
　
一
五

一
九
二
六

海
の
聖
母
（
吉よ
し

田だ

一い
っ

穂す
い

）

伊い

豆ず

の
踊
お
ど
り

子こ

（
川
端
康や
す

成な
り

）
海
に
生
く
る
人
々
（
葉

新
感
覚
派
の
文
学
台
頭　
＊

一
九
二
八　

静
か
な
る
ド
ン

昭　　和　　時　　代　 （戦前・戦中）

昭
和　
三

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
　

八

　
　
　

九

　
　
一
〇

　
　
一
一

　
　
一
二

　
　
一
三

　
　
一
四

　
　
一
六

　
　
一
七

　
　
一
八

一
九
二
八

一
九
二
九

一
九
三
〇

一
九
三
三

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
三
九

一
九
四
一

一
九
四
二

一
九
四
三

軍
艦
茉ま

莉り

（
安
西
冬ふ
ゆ

衛え

）

葛か
つ

飾し
か

（
水
原
秋
桜
子
）
測
量
船
（
三み

好よ
し

達
治
）

A
あ
む
ば
る
わ
り
あ

m
barvalia

（
西
脇
順じ
ゅ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

）

山や

羊ぎ

の
歌
（
中
原
中ち
ゅ
う

也や

）

わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
（
伊い

東と
う

静

雄
）

長
子
（
中
村
草く
さ

田た

男お

）

萱わ
す
れ

草ぐ
さ

に
寄
す
（
立た
ち

原は
ら

道
造
）
五
百

句
（
高
浜
虚
子
）

在
り
し
日
の
歌
（
中
也
）

鶴
の
眼め

（
石
田
波
郷
）

智ち

恵え

子こ

抄
（
光
太
郎
）

高こ

志し

（
木き

俣ま
た

修お
さ
む）

　

山
嘉よ
し

樹き

）

放
浪
記
―
一
九
三
〇

（
林
芙ふ

美み

子こ

）

夜
明
け
前
―
一
九
三
五

（
藤
村
）
蟹か
に

工こ
う

船せ
ん

（
小
林
多た

喜き

二じ

）
太
陽
の
な
い
街
（
徳
永
直す
な
お）

機
械
（
利
一
）
聖
家
族
（
堀
辰た
つ

雄お

）

若
い
人
―
一
九
三
七

（
石
坂
洋
次
郎
）

春
琴
抄
（
潤
一
郎
）

文
章
読
本
（
潤
一
郎
）

雪
国
―
一
九
四
七

（
康
成
）
蒼そ
う

氓ぼ
う
―
一
九
三
九

（
石
川
達た
つ

三ぞ
う

）

私
わ
た
く
し

小
説
論
（
小
林
秀ひ
で

雄お

）

晩
年
（
太だ

宰ざ
い

治お
さ
む）
風
立
ち
ぬ
―
一
九
三
八

（
辰
雄
）

路
傍
の
石
（
山
本
有ゆ
う

三ぞ
う

）
旅
愁
―
一
九
四
六

（
利
一
）

濹ぼ
く

東と
う

綺き

譚た
ん

（
永
井
荷
風
）

麦
と
兵
隊
（
火
野
葦あ
し

平へ
い

）

富ふ

嶽が
く

百
景
（
治
）
歌
の
わ
か
れ
（
中
野
重し
げ

治は
る

）

人
生
論
ノ
ー
ト
（
三
木
清き
よ
し）

山
月
記
（
中
島
敦あ
つ
し）
無
常
と
い
ふ
事
（
秀
雄
）

細さ
さ
め

雪ゆ
き
―
一
九
四
八

（
潤
一
郎
）

一
九
二
五　

ラ
ジ
オ
放
送
開
始

一
九
二
六　

円え
ん

本ぽ
ん

時
代
始
ま
る

一
九
二
七　

芥
川
龍
之
介
自
殺

一
九
二
八　

赤
旗
・
戦
旗
創
刊

一
九
三
一　

満
州
事
変

一
九
三
二　

五
・
一
五
事
件

一
九
三
三　

小
林
多
喜
二
検
挙
、

虐
殺　

国
際
連
盟
脱
退　

文
学
界
創
刊

一
九
三
四　

四
季
創
刊

一
九
三
五　

歴
程
創
刊

一
九
三
六　

二
・
二
六
事
件

一
九
三
七　

日
中
戦
争
始
ま
る

一
九
四
一　

太
平
洋
戦
争
始
ま
る

一
九
四
五　

終
戦

　
（
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
）
三
文

オ
ペ
ラ
（
ブ
レ
ヒ
ト
）

一
九
二
九　

武
器
よ
さ
ら
ば
（
ヘ

ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
）

　

世
界
経
済
恐
慌

一
九
三
三　

人
間
の
条
件
（
マ
ル

ロ
ー
）

一
九
三
六　

風
と
共
に
去
り
ぬ

（
ミ
ッ
チ
ェ
ル
）

一
九
三
八　

嘔お
う

吐と

（
サ
ル
ト
ル
）

一
九
三
九　

怒
り
の
葡ぶ

萄ど
う

（
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
）

一
九
四
二　

文
芸
講
話（
毛
沢
東
）

異
邦
人
（
カ
ミ
ュ
）

一
九
四
三　

星
の
王
子
さ
ま
（
サ

現　　　代

昭和時代（戦後）
　
　
二
一

　
　
二
二

　
　
二
三

　
　
二
四

　
　
二
五

　
　
二
六

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五
〇

一
九
五
一

群
鶏
（
宮
柊し
ゅ
う

二じ

）

旅
人
か
へ
ら
ず
（
順
三
郎
）

落
下
傘
（
金
子
光み
つ

晴は
る

）
定
本
蛙か
え
る（

草

野
心
平
）

白
き
山
（
茂
吉
）

原
爆
詩
集
（
峠
三
吉
）

暗
い
絵
（
野
間
宏ひ
ろ
し）
な
よ
た
け
（
加
藤
道み
ち

夫お

）

死
霊
―
一
九
九
五

（
埴は
に

谷や

雄ゆ

高た
か

）

夏
の
花
（
原
民
喜
）
斜
陽
（
治
）

虫
の
い
ろ
い
ろ
（
尾
崎
一か
ず

雄お

）
人
間
失
格
（
治
）

野
火
―
一
九
五
一

（
大
岡
昇
平
）
風
土
―
一
九
六
八

（
福
永

武た
け

彦ひ
こ

）

夕
鶴
（
木き
の

下し
た

順
二
）
千
羽
鶴
―
一
九
五
一

（
康
成
）

風
俗
小
説
論
（
中
村
光み
つ

夫お

）
絵
本
（
田
宮
虎と
ら

彦ひ
こ

）

壁
（
安あ

部べ

公
房
）
炎
の
人
（
三
好
十
郎
）

一
九
四
六　

日
本
国
憲
法
公
布

　

当
用
漢
字
表
・
現
代
か
な

づ
か
い
告
示

　

近
代
文
学
創
刊

一
九
四
七　

六
・
三
制
教
育
実
施

　

荒あ
れ

地ち

創
刊

一
九
四
八　

新
制
高
校
発
足

一
九
五
一　

民
間
放
送
開
始

　

ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
）

一
九
四
八　

裸
者
と
死
者
（
メ
イ

ラ
ー
）

一
九
四
九　

中
華
人
民
共
和
国
成

立
一
九
五
〇　

朝
鮮
戦
争
起
こ
る
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時
代
区
分

年
　
号

西
　
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社
会
・
文
化

参
　
　
考
（
外
国
）

代

昭　　　　和　　　　時　　　　代　（戦　　　　後）

昭
和
二
七

　
　
二
八

　
　
二
九

　
　
三
〇

　
　
三
一

　
　
三
二

　
　
三
四

　
　
三
五

　
　
三
六

　
　
三
七

　
　
三
九

　
　
四
〇

　
　
四
一

　
　
四
二

　
　
四
三

　
　
四
四

　
　
四
五

　
　
四
六

　
　
四
七

　
　
四
八

　
　
四
九

一
九
五
二

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
五
九

一
九
六
〇

一
九
六
一

一
九
六
二

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
一

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

二
十
億
光
年
の
孤
独（
谷
川
俊
太
郎
）

他
人
の
空
（
飯い
い

島じ
ま

耕
一
）

鮎あ
ゆ

川か
わ

信の
ぶ

夫お

詩
集

記
憶
と
現
在
（
大
岡
信ま
こ
と）

亡
羊
記
（
村
野
四
郎
）

谷
川
雁が
ん

詩
集

言
葉
の
な
い
世
界
（
田
村
隆
一
）

死
の
淵ふ
ち

よ
り
（
高
見
順
）

音
楽
（
那な

珂か

太
郎
）

鵜う

原ば
ら

抄し
ょ
う（

中
村
稔み
の
る）

含
紅
集
（
吉よ
し

野の

秀
雄
）

表
札
な
ど
（
石
垣
り
ん
）

花
眼
（
森
澄す
み

雄お

）

感
傷
旅
行
（
吉
野
弘ひ
ろ
し）

日
本
文
壇
史
―
一
九
六
九

（
伊
藤
整
）
真
空
地
帯
（
宏
）

主
題
と
変
奏
（
吉
田
秀ひ
で

和か
ず

）

驟し
ゅ
う

雨う

（
吉よ
し

行ゆ
き

淳じ
ゅ
ん

之の

介す
け

）
潮し
お

騒さ
い

（
三
島
由ゆ

紀き

夫お

）

太
陽
の
季
節
（
石
原
慎
太
郎
）

雑
種
文
化
（
加
藤
周
一
）
金
閣
寺
（
由
紀
夫
）
楢な
ら

山や
ま

節ぶ
し

考こ
う

（
深
沢
七
郎
）

天て
ん

平ぴ
ょ
うの
甍い
ら
か（
井い
の

上う
え

靖や
す
し）
死
者
の
奢お
ご

り
（
大
江
健け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

）
裸
の
王
様
（
開
高
健た
け
し）

海
辺
の
光
景
（
安
岡
章
太
郎
）

死
の
棘と
げ
―
一
九
七
六

（
島
尾
敏と
し

雄お

）
静せ
い

物ぶ
つ

（
庄
し
ょ
う

野の

潤じ
ゅ
ん

三ぞ
う

）
忍
ぶ
川
（
三
浦
哲て
つ

郎お

）

雁が
ん

の
寺
（
水
上
勉つ
と
む）

楡に
れ

家け

の
人
び
と
―
一
九
六
四

（
北
杜も
り

夫お

）
秀ひ
で

吉よ
し

と
利
休
―

一
九
六
三

（
野の

上が
み

弥や

生え

子こ

）
砂
の
女
（
公
房
）

さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
々
―
（
柴し
ば

田た

翔し
ょ
う）

氷
点
―
一
九
六
五

（
三
浦
綾あ
や

子こ

）

黒
い
雨
―
一
九
六
六

（
鱒
二
）
幻
化
（
梅
崎
春は
る

生お

）
邪

宗
門
―
一
九
六
六

（
高
橋
和か
ず

巳み

）

沈
黙
（
遠
藤
周
作
）
夏
の
砦と
り
で（

辻つ
じ

邦く
に

生お

）

レ
イ
テ
戦
記
―
一
九
六
九

（
昇
平
）

海
市
（
武
彦
）
輝
け
る
闇
（
健
）

暗
室
（
淳
之
介
）
富ふ

士じ
―
一
九
七
一

（
武た
け

田だ

泰
淳
）

漱
石
と
そ
の
時
代
Ⅰ
Ⅱ
（
江
藤
淳じ
ゅ
ん）

劇
的
な
る
日
本
人
（
山
崎
正ま
さ

和か
ず

）

恍こ
う

惚こ
つ

の
人
（
有あ
り

吉よ
し

佐
和
子
）

洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
（
健
三
郎
）

兔う
さ
ぎの

眼め

（
灰
谷
健
次
郎
）

一
九
五
一　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
調
印

一
九
五
三　

テ
レ
ビ
放
送
開
始

一
九
五
六　

日
本
、
国
際
連
合
に

加
盟

一
九
六
四　

第
十
八
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会

一
九
六
八　

川
端
康
成
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞

一
九
七
〇　

大
阪
万
国
博
覧
会

一
九
七
二　

沖
縄
県
復
帰

　

日
中
国
交
回
復

一
九
七
三　

石
油
危
機
に
よ
る
社

会
混
乱

一
九
五
二　

老
人
と
海
（
ヘ
ミ
ン

グ
ウ
ェ
イ
）

一
九
五
四　

悲
し
み
よ
こ
ん
に
ち

は
（
サ
ガ
ン
） 

雪
ど
け
―
一

九
五
五

（
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
）

一
九
五
七　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
・
カ
ル
テ
ッ
ト
―
一
九
六
〇

（
ダ
レ
ル
）

　

ソ
連
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

に
成
功

一
九
六
二　

イ
ワ
ン
・
デ
ニ
ソ

ビ
ッ
チ
の
一
日
（
ソ
ル

ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
）

一
九
六
三　

調
書
（
ル
・
ク
レ
ジ

オ
）

一
九
六
五　

中
国
文
化
大
革
命
始

ま
る

一
九
六
七　

百
年
の
孤
独
（
マ
ル

ケ
ス
）

一
九
六
九　

ア
メ
リ
カ
ア
ポ
ロ
十

一
号
、
月
面
に
着
陸
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現

　
　
五
〇

　
　
五
一

　
　
五
二

　
　
五
三

　
　
五
五

　
　
五
七

　
　
五
八

　
　
五
九

　
　
六
一

　
　
六
二

一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
八
〇

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
六

一
九
八
七

固
い
芽
（
清
岡
卓た
か

行ゆ
き

）

夏
の
鏡
（
佐
佐
木
幸ゆ
き

綱つ
な

）

足あ
し

利か
が

（
石
原
吉よ
し

郎ろ
う

）

日
々
の
地
図
（
俊
太
郎
）

星
宿
（
佐
藤
佐
太
郎
）

馬
場
あ
き
子
歌
集

サ
ラ
ダ
記
念
日
（
俵
万ま

智ち

）

時
に
佇た

つ
（
佐
多
稲
子
）

枯か
れ

木き

灘な
だ
―
一
九
七
七

（
中
上
健
次
）

僕
っ
て
何
（
三
田
誠ま
さ

広ひ
ろ

）

吉き

里り

吉き

里り

人じ
ん

―
一
九
八
〇

（
井
上
ひ
さ
し
）

兵
隊
宿
（
竹
西
寛ひ
ろ

子こ

）
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・
ベ
イ

ビ
ー
ズ
（
村
上
龍り
ゅ
う）

羊
を
め
ぐ
る
冒
険
（
村
上
春は
る

樹き

）

戦
後
史
の
空
間
（
磯い
そ

田だ

光
一
）
破
獄
（
吉よ
し

村む
ら

昭あ
き
ら）

忠
臣
蔵
と
は
何
か
（
丸
谷
才
一
）

シ
ン
グ
ル
・
セ
ル
（
増ま
す

田だ

み
ず
子
）

キ
ッ
チ
ン
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
（
春
樹
）

一
九
七
六　

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

一
九
八
一　

常
用
漢
字
告
示

一
九
八
五　

筑つ
く

波ば

科
学
万
国
博
覧

会

一
九
七
五　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
わ

る
一
九
七
七　

中
国
文
化
大
革
命
終

わ
る

一
九
八
〇　

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
始
ま
る

一
九
八
六　

ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故

一
九
八
九　

共
産
主
義
国
の
自
由

平　　　成　　　時　　　代

平
成
元

　
　
　

二

　
　
　

六

　
　
　

八

　
　
　

九

　
　
一
〇

　
　
一
一

　
　
一
二

　
　
一
四

　
　
一
五

　
　
一
六

　
　
一
七

一
九
八
九

一
九
九
〇

一
九
九
四

一
九
九
六

一
九
九
七

一
九
九
八

一
九
九
九

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
四

二
〇
〇
五

無
頼
の
墓
（
福
島
泰や
す

樹き

）

夕ゆ
う

陽ひ

に
赤
い
帆
（
清
水
哲て
つ

男お

）

辻
征ゆ
き

夫お

詩
集
成

倚よ

り
か
か
ら
ず
（
茨
木
の
り
子
）

ア
メ
リ
カ
（
耕
一
）

河
原
荒
草
（
伊
藤
比
呂
美
）

仮
往
生
伝
試
文
（
古
井
由よ
し

吉き
ち

）

志
賀
直
哉
（
本
多
秋
五
）
夢
使
い
（
島
田
雅ま
さ

彦ひ
こ

）

志
賀
直
哉
（
阿あ

川が
わ

弘ひ
ろ

之ゆ
き

）

季
節
の
記
憶
（
保
坂
和か
ず

志し

）
信の
ぶ

長な
が

（
秋
山
駿し
ゆ
ん）

敗
戦
後
論
（
加
藤
典の
り

洋ひ
ろ

）

日に
っ

蝕し
ょ
く（
平
野
啓
一
郎
）

マ
ロ
ニ
エ
の
花
が
言
っ
た
（
卓
行
）

羽
根
と
翼
（
黒
井
千
次
）

海
辺
の
カ
フ
カ
（
春
樹
）
8
月
の
果
て
―
二
〇
〇
四

（
柳ゆ
う

美み

里り

）
本
格
小
説
（
水
村
美み

苗な
え

）

博
士
の
愛
し
た
数
式
（
小
川
洋
子
）
蹴
り
た
い
背

中
（
綿
矢
り
さ
）
蛇
に
ピ
ア
ス
（
金か
ね

原は
ら

ひ
と
み
）

エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
（
多
和
田
葉
子
）

父
の
肖
像
（
辻つ
じ

井い

喬た
か
し）

泥
人
魚
（
唐か
ら

十
郎
）
私
の

昭
和
史
（
稔
）

半
島
を
出
よ
（
龍
）
告
白
（
町
田
康こ
う

）

一
九
九
四　

大
江
健
三
郎
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞

一
九
九
五　

阪
神
淡
路
大
震
災 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

一
九
九
七　

ア
ラ
ラ
ギ
終
刊

二
〇
〇
四　

新
潟
県
中
越
地
震

二
〇
〇
五　
「
愛
・
地
球
博
」
開
催 

郵
政
民
営
化
法
案
可
決

　

化
強
ま
る

一
九
九
〇　

東
西
ド
イ
ツ
統
一

一
九
九
一　

湾
岸
戦
争　

ソ
連
邦

解
体
・
ロ
シ
ア
共
和
国
成

立
二
〇
〇
一　

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多

発
テ
ロ
発
生

二
〇
〇
三　

イ
ラ
ク
戦
争

二
〇
〇
四　

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
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時
代
区
分

年
　
号

西
　
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社
会
・
文
化

参
　
　
考
（
外
国
）

現　　　　　　　　　　　代

平　　　成　　　時　　　代

平
成
一
八

　
　
一
九

　
　
二
〇

　
　
二
一

　
　
二
二

　
　
二
三

　
　
二
四

　
　
二
五

　
　
二
六

　
　
二
七

　
　
二
八

　
　
二
九

　
　
三
〇

　
　
三
一

令
和
元

二
〇
〇
五

二
〇
〇
六

二
〇
〇
七

二
〇
〇
八

二
〇
〇
九

二
〇
一
〇

二
〇
一
一

二
〇
一
二

二
〇
一
三

二
〇
一
四

二
〇
一
五

二
〇
一
六

二
〇
一
七

二
〇
一
八

二
〇
一
九

生
首
（
辺
見
庸
）

詩
の
礫つ
ぶ
て（

和
合
亮り
ょ
う

一い
ち

）

薔ば

薇ら

断
章
（
尾
崎
左さ

永え

子こ

）

白
寿
（
後
藤
比
奈
夫
）

遠と
お

音ね

よ
し
遠と
お

見み

よ
し
（
伊
藤
一か
ず

彦ひ
こ

）

六り
く

六り
く

魚ぎ
ょ

（
小
島
ゆ
か
り
）

　

沖
で
待
つ
（
絲い

と

山や
ま

秋
子
）

虹
の
鳥
（
目め

取ど
る

真ま

俊
）
真ま
な

鶴づ
る

（
川
上
弘ひ
ろ

美み

）

乳
と
卵
（
川
上
未み

映え

子こ

）
川
の
光
（
松
浦
寿ひ
さ

輝き

）

日
本
語
が
亡
び
る
と
き
（
美
苗
）
光
の
曼ま
ん

陀だ

羅ら

（
安

藤
礼
二
）

１
Ｑ
８
４ Book 1

・2

（
春
樹
）
掏ス

摸リ

（
中
村

文ふ
み

則の
り

）

パ
ン
と
ペ
ン
（
黒
岩
比
佐
子
）
漂
砂
の
う
た
う
（
木

内
昇の
ぼ
り）

こ
れ
は
ペ
ン
で
す
（
円
城
塔
）

冥
土
め
ぐ
り
（
鹿
島
田
真
希
）
何
者
（
朝
井
リ
ョ

ウ
）
ａ
ｂ
さ
ん
ご
（
黒
田
夏
子
）

冬
の
旅
（
辻つ
じ

原は
ら

登の
ぼ
る）

荒
神（
宮
部
み
ゆ
き
）た
ま
も
の（
小
池
昌ま
さ

代よ

）『
ボ

ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
論
（
蓮は
す

實み

重し
げ

彦ひ
こ

）
九
年
前
の

祈
り
（
小
野
正ま
さ

嗣つ
ぐ

）
サ
ラ
バ
！
（
西
加
奈
子
）

献
灯
使
（
葉
子
）

火
花
（
又ま
た

吉よ
し

直
樹
）
羊
と
鋼
の
森
（
宮
下
奈
都
）

コ
ン
ビ
ニ
人
間
（
村
田
沙さ

耶や

香か

）
そ
の
姿
の
消
し

方
（
堀
江
敏と
し

幸ゆ
き

）
蜜
蜂
と
遠
雷
（
恩
田
陸
）

騎
士
団
長
殺
し
（
春
樹
）
か
が
み
の
孤
城
（
辻つ
じ

村む
ら

深み

月づ
き

）
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
（
若
竹
千

佐
子
）

夏
物
語
（
未
映
子
）
む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女

（
今
村
夏
子
）

二
〇
〇
六　

ケ
ー
タ
イ
小
説
盛
ん

二
〇
〇
九　

民
主
党
が
大
勝

二
〇
一
〇　

改
定
常
用
漢
字
表
告

示
二
〇
一
一　

東
日
本
大
震
災

　

福
島
第
一
原
発
で
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
・
爆
発
発
生

二
〇
一
二　

自
民
党
が
総
選
挙
で

勝
利

二
〇
一
四　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件

二
〇
一
六　

熊
本
地
震

二
〇
〇
七　

世
界
金
融
危
機

二
〇
〇
八　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ア
メ
リ
カ
、
オ
バ
マ
政
権

発
足

二
〇
一
〇　

上
海
万
博

二
〇
一
五　

米
・
キ
ュ
ー
バ
国
交

回
復

二
〇
一
七　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
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重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引

①
〈
古
文
編
〉〈
詩
歌
編
（
和
歌
・
俳
諧
）〉
の
本
文
で
、
＊
印
を
付
し
た
「
重
要
古
語
」
の
解
説
お
よ
び
索
引
で
あ
る
。

②
配
列
は
表
記
の
五
十
音
順
に
よ
っ
た
。

③
数
字
は
本
文
の
ペ
ー
ジ
を
示
す
。
ペ
ー
ジ
の
示
し
は
、
教
材
ご
と
の
初
出
に
限
っ
た
。

あ
行

暁
あ
か
つ
き〔
名
〕夜
明
け
前
。〈「
あ
け
ぼ
の
」

よ
り
前
の
時
間
帯
〉
…
…
…
…
…
36

飽あ

く〔
動
・
四
〕①
十
分
に
満
足
す
る
。

②
飽
き
て
、
そ
の
結
果
嫌
に
な
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
75
・
77
・
79

あ
く
が
る〔
動
・
下
二
〕①（
ふ
ら
ふ
ら

と
）さ
ま
よ
い
歩
く
。
②（
魂
が
）体

か
ら
抜
け
出
す
。
③（
心
を
）奪
わ
れ

る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
262

あ
け
ぼ
の〔
名
〕夜
が
明
け
よ
う
と
す
る

頃
。
夜
明
け
方
。
…
…
…
…
…
…
101

あ
さ
ま
し〔
形
・
シ
ク
〕①
驚
く
ば
か
り

だ
。
意
外
だ
。
②
興
ざ
め
だ
。
あ
き

れ
た
感
じ
だ
。
情
け
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
・
25

悪あ

し〔
形
・
シ
ク
〕①
悪
い
。
②
不
快
だ
。

「
悪
し
」は
客
観
的
基
準
に
照
ら
し
て

よ
く
な
い
さ
ま
、「
わ
ろ
し
」は
物
事

の
外
面
に
対
す
る
相
対
的
な
よ
く
な

い
と
い
う
評
価
だ
と
い
う
。

　
…
…
…
…
…
…
…
20
・
47
・
65
・
77

遊あ
そ

ぶ〔
動
・
四
〕①
楽
し
ん
で
心
を
慰
め

る
。
②
山
野
で
狩
り
な
ど
を
楽
し
む
。

③
音
楽
・
詩
歌
・
舞
な
ど
を
楽
し
む
。

④
気
楽
に
動
き
回
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
47
・
49
・
62
・
64

あ
だ
な
り〔
形
動
〕①
実
を
結
ば
な
い
。

無
駄
だ
。
②
誠
意
が
な
い
。
③
頼
り

に
な
ら
な
い
。
…
…
…
…
…
…
…
36

あ
て
な
り〔
形
動
〕①
身
分
が
高
い
。
高

貴
だ
。
②
上
品
だ
。
…
…
…
…
…
47

あ
な〔
感
〕（
驚
い
た
り
感
動
し
た
り
し

て
）あ
あ
。
ま
あ
。
…
…
…
17
・
59

あ
は
れ〔
感
〕あ
あ
。
な
ん
と
ま
あ
。〈
喜

び
・
悲
し
み
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る

し
み
じ
み
と
し
た
感
動
を
表
す
〉

〔
名
〕し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
。
情
愛
。

悲
哀
。
同
情
。
…
…
…
…
…
20
・
79

あ
は
れ
な
り〔
形
動
〕し
み
じ
み
と
し
て

い
る
。〈
対
象
に
応
じ
て
、「
趣
深
い
」

「
感
慨
深
い
」「
い
と
し
い
」「
気
の
毒

だ
」「
悲
し
い
」「
寂
し
い
」「
は
か
な

い
」な
ど
の
気
持
ち
を
含
む
〉

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36
・
67

あ
ふ
・
逢あ

ふ
・
合あ

ふ
・
会あ

ふ〔
動
・
四
〕

①
一
つ
に
な
る
。
②
似
合
う
。
③
出

会
う
。
④
面
会
す
る
。
⑤
結
婚
す
る
。

⑥〈
補
助
動
詞
〉互
い
に
…
す
る
。

い
っ
し
ょ
に
…
す
る
。…
…
…
…
16
・

21
・
36
・
62
・
64
・
69
・
75
・
91
・
100

あ
ま
た〔
副
〕①
た
く
さ
ん
。
②
ひ
ど
く
。

非
常
に
。
…
…
…
…
…
49
・
91
・
106

あ
ま
ね
し〔
形
・
ク
〕広
く
行
き
渡
っ
て

い
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
108

あ
や
し〔
形
・
シ
ク
〕①
異
常
だ
。
珍
し

い
。
②
不
思
議
だ
。
③
疑
わ
し
い
。

④
見
苦
し
い
。
⑤
み
す
ぼ
ら
し
い
。

粗
末
だ
。
⑥
身
分
が
低
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
38
・
46
・
68
・
75

有あ
り

明あ
け〔
名
〕①
陰
暦
で
十
六
日
以
後
の
、

月
が
空
に
あ
る
ま
ま
で
夜
が
明
け
よ

う
と
す
る
頃
。
②
夜
が
明
け
て
も
ま

だ
空
に
残
っ
て
い
る
月
。〈「
有
明
の

月
」の
略
〉…
…
…
…
…
…
…
…
…
101

あ
り
く〔
動
・
四
〕①
あ
ち
こ
ち
動
き
回

る
。
移
動
す
る
。
出
掛
け
る
。
②

〈
補
助
動
詞
〉…
し
て
回
る
。〈
足
を

一
歩
一
歩
運
ぶ
の
意
の「
あ
ゆ
む
」と

異
な
り
、
動
き
回
る
と
い
う
気
持
ち

が
強
い
〉
…
…
…
…
…
…
…
34
・
67

い
か
が〔
副
〕①
ど
う
。
ど
の
よ
う
に
。

ど
ん
な
に
。
②〈
反
語
〉ど
う
し
て
…

か
。
③
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
79

い
か
で〔
副
〕①
ど
う
し
て
。
ど
う
や
っ

て
。
②〈
反
語
〉ど
う
し
て
…
か
。
③

ど
う
か
し
て
。
ぜ
ひ
。
…
…
…
…
47

い
か
で
か〔
連
語
〕①〈
疑
問
〉ど
う
し
て

…
か
。
②〈
反
語
〉ど
う
し
て
…
か
。

③
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
…
…
62

い
か
な
る〔
連
体
〕ど
の
よ
う
な
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68
・
90

い
か
に〔
副
〕①
ど
の
よ
う
に
。
な
ぜ
。

②
ど
ん
な
に
か
。
さ
ぞ
。
③
な
ん
と

ま
あ
。
④
い
く
ら（
～
で
も
）。

　
…
…
…
20
・
24
・
35
・
68
・
89
・
108
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語
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
89

仰お
ほ

す〔
動
・
下
二
〕①
お
っ
し
ゃ
る
。〈「
言

ふ
」の
尊
敬
語
〉②
お
命
じ
に
な
る
。

〈「
命
ず
」の
尊
敬
語
〉…
…
…
…
…
30

お
ぼ
す〔
動
・
四
〕お
思
い
に
な
る
。〈「
思

ふ
」
の
尊
敬
語
〉
…
…
…
…
24
・
49

お
ぼ
ゆ〔
動
・
下
二
〕①
思
わ
れ
る
。
感

じ
る
。
②
意
識
す
る
。
③
思
い
出
さ

れ
る
。
④
似
る
。
⑤
思
い
出
す
。
⑥

記
憶
す
る
。
…
…
37
・
49
・
89
・
109

お
も
し
ろ
し〔
形
・
ク
〕①
趣
深
い
。
風

流
だ
。
②
楽
し
い
。
愉
快
だ
。
興
味

深
い
。
…
…
…
…
…
…
61
・
67
・
108

か
行

か
か
る〔
連
体
〕こ
う
い
う
。
こ
の
よ
う

な
。〈
一
説
に「
か
か
り
」〔
動
・
ラ
変
〕

の
連
体
形
〉
…
…
25
・
62
・
77
・
79

か
く〔
副
〕こ
の
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
。

　
…
…
…
49
・
59
・
64
・
67
・
79
・
108

影か
げ〔
名
〕①
光
の
当
た
ら
な
い
所
。
②
身

を
隠
す
所
。
③
恵
み
。
お
か
げ
。
④

光
。
⑤
姿
。
形
。
⑥
光
に
よ
っ
て
生

ず
る
物
の
陰
影
。
⑦
面
影
。

　
…
…
…
…
…
…
…
37
・
78
・
101
・
259

え〔
副
〕〈
下
に
打
消
の
語
を
伴
っ
て
〉…

で
き
な
い
。
…
…
32
・
58
・
69
・
80

お
ど
ろ
く
・
驚お

ど
ろ
く〔
動
・
四
〕①
は
っ
と

気
づ
く
。
注
意
が
引
か
れ
る
。
②
目

が
覚
め
る
。
眠
り
か
ら
覚
め
る
。
③

（
意
外
な
こ
と
に
）び
っ
く
り
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16
・
261

お
の
づ
か
ら〔
副
〕①
自
然
に
。
自
然
の

成
り
行
き
で
。
ひ
と
り
で
に
。
②
偶

然
に
。
③
万
一
。
も
し
も
。
④
時
た

ま
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
109

お
は
す〔
動
・
サ
変
〕①
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

お
い
で
に
な
る
。〈「
あ
り
・
を
り
・

行
く
・
来
」の
尊
敬
語
〉②〈「
お
は
し

＋
動
詞
」の
形
で
〉お
…
に
な
る
。
…

な
さ
る
。
③〈
補
助
動
詞
〉…
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
…
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
20
・
46
・
49
・
59

お
ぼ
え
・
覚お

ぼ

え〔
名
〕①
人
か
ら
思
わ
れ

る
こ
と
。
寵ち

ょ
う

愛あ
い

。
②
世
の
評
判
・
評

価
。
③
記
憶
。
…
…
…
…
…
…
…
25

お
ほ
か
た〔
副
〕①
大
体
。
②〈
下
に
打

消
の
語
を
伴
っ
て
〉全
く（
…
な
い
）。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

お
ぼ
し
め
す〔
動
・
四
〕お
思
い
に
な
る
。

お
考
え
に
な
る
。〈「
思
ふ
」の
尊
敬

し
ゃ
る
。
お
い
で
に
な
る
。〈「
あ
り
・

を
り
・
行
く
・
来く

」の
尊
敬
語
〉②〈
補

助
動
詞
〉…
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
…

て
お
い
で
に
な
る
。
お
…
に
な
る
。

お
…
な
さ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
62

い
み
じ〔
形
・
シ
ク
〕①
甚
だ
し
い
。

並
々
で
な
い
。
②
大
変
だ
。
恐
ろ
し

い
。
③
す
ば
ら
し
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49
・
58
・
67

い
や
し
・
卑い

や

し〔
形
・
シ
ク
〕①
身
分
が

低
い
。
②
み
す
ぼ
ら
し
い
。
③
下
品

だ
。
心
が
汚
い
。
…
…
…
…
47
・
109

い
ら
ふ〔
動
・
下
二
〕返
事
を
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

失う

す〔
動
・
下
二
〕①
な
く
な
る
。
消
え

去
る
。
②
死
ぬ
。
…
…
34
・
92
・
104

う
つ
く
し〔
形
・
シ
ク
〕①（
肉
親
に
対

し
て
）か
わ
い
く
思
う
。
い
と
し
い
。

②（
子
供
や
小
さ
い
形
の
も
の
が
）か

わ
い
ら
し
い
。
愛
く
る
し
い
。
③
美

し
い
。
④
立
派
だ
。
…
…
…
46
・
50

う
つ
つ〔
名
〕①
現
実
。
②
正
気
。
③
夢

心
地
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

う
る
は
し
み
す〔
動
・
サ
変
〕む
つ
ま
じ

く
す
る
。
敬
愛
し
て
仕
え
る
。
親
し

み
愛
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
69

い
た
し〔
形
・
ク
〕①
ひ
ど
い
。
②
す
ば

ら
し
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

い
た
づ
ら
な
り〔
形
動
〕①
無
駄
だ
。
②

も
の
足
り
な
い
。
③
手
持
ぶ
さ
た
だ
。

④
む
な
し
い
。
…
…
…
…
…
30
・
70

い
づ
れ〔
代
名
〕①
ど
れ
。
ど
ち
ら
。
②

い
つ
。
③
ど
こ
。
…
…
…
…
100
・
109

い
と〔
副
〕①
非
常
に
。
た
い
そ
う
。
②

〈
下
に
打う

ち

消け
し

の
語
を
伴
っ
て
〉大
し
て
。

そ
れ
ほ
ど
。
…
…
…
…
36
・
46
・
48
・

58
・
61
・
65
・
67
・
69
・
75
・
77
・
79

い
と
き
な
し〔
形
・
ク
〕（
年
齢
、
あ
る

い
は
気
立
て
が
）幼
い
。（「
い
と
け

な
し
」と
も
）…
…
…
…
…
…
…
…
32

い
と
ど〔
副
〕①
ま
す
ま
す
。
②
そ
う
で

な
く
て
さ
え
。
…
…
…
…
…
…
…
32

い
に
し
へ〔
名
〕過
去
。
昔
。
…
…
…
108

往い

ぬ〔
動
・
ナ
変
〕①
去
る
。
行
っ
て
し

ま
う
。
②
時
が
経
過
す
る
。
時
が
移

る
。
…
…
…
…
…
…
…
65
・
67
・
69

言い

ふ
か
ひ
な
し〔
形
・
ク
〕①
言
っ
て
も

し
か
た
が
な
い
。
②
ふ
が
い
な
い
。

意
気
地
が
な
い
。
③
取
る
に
足
り
な

い
。
卑
し
い
。
④
つ
ま
ら
な
い
。
下

手
だ
。
…
…
…
…
…
…
64
・
79
・
90

い
ま
す〔
動
・
四
・
サ
変
〕①
い
ら
っ
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お
仕
え
す
る
。
②
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

り
ま
す
。
お
り
ま
す
。〈「
あ
り
・
を

り
」の
丁
寧
語
〉③〈
補
助
動
詞
〉…
で

す
。
…
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16
・
89

さ
ら
に〔
副
〕〈
下
に
打
消
の
語
を
伴
っ

て
〉全
然
。
決
し
て
。�

…
…
…
…
67

さ
ら
ば〔
接
〕①
そ
れ
な
ら
ば
。
そ
れ
で

は
。
②
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
。
そ

れ
な
の
に
。
…
…
…
…
…
…
…
…
90

さ
る
は〔
接
〕①
そ
れ
と
い
う
の
は
。
②

そ
う
は
い
う
も
の
の
。
③
し
か
し
な

が
ら
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

し
の
ぶ
・
忍し

の

ぶ〔
動
・
四
・
上
二
〕①
思

い
慕
う
。
懐
か
し
む
。
②
じ
っ
と
こ

ら
え
る
。
我
慢
す
る
。
③
包
み
隠
す
。

目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36
・
67
・
264

し
ば
し〔
副
〕少
し
の
間
。
し
ば
ら
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32
・
262

知し

ろ
し
め
す〔
動
・
四
〕①
お
治
め
に
な

る
。
統
治
な
さ
る
。〈「
治
む
」の
尊

敬
語
〉②
理
解
な
さ
る
。
お
知
り
に

な
る
。〈「
知
る
」の
尊
敬
語
〉…
…
90

す
ず
ろ
な
り〔
形
動
〕①
な
ん
と
な
く
…

だ
。
②
わ
け
も
な
く
…
だ
。
や
た
ら

②
意
向
。
③
自
然
界
の
あ
り
さ
ま
。

景
色
。
④
き
ざ
し
。
…
…
…
…
…
65

心こ
こ
ろ

得う

〔
動
・
下
二
〕①
理
解
す
る
。
事

情
な
ど
を
飲
み
込
む
。
②
用
心
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
・
109

心こ
こ
ろ

憂う

し〔
形
・
ク
〕①
心
に
つ
ら
く
思

う
。
情
け
な
い
。
②
不
快
だ
。
嫌
だ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

心こ
こ
ろ

に
く
し〔
形
・
ク
〕①
奥
ゆ
か
し
い
。

心
が
ひ
か
れ
る
。
②
気
を
も
ま
せ
る
。

気
が
か
り
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
65

心こ
こ
ろ

ば
へ〔
名
〕①
趣
向
。
趣
意
。
②
性

質
。
③
心
構
え
。
…
…
…
…
…
…
50

心こ
こ
ろ

も
と
な
し〔
形
・
ク
〕①
気
が
か
り

だ
。
じ
れ
っ
た
い
。
待
ち
遠
し
い
。

②
不
安
だ
。
③
は
っ
き
り
し
な
い
。

か
す
か
だ
。
…
…
…
…
…
…
24
・
77

こ
と
わ
り〔
名
〕①
道
理
。
筋
道
。
②
訳
。

理
由
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94

さ
行

さ
な
が
ら
①
そ
の
ま
ま
。
②
全
て
。
全

部
。
③
あ
た
か
も
。
ま
る
で
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
・
32

さ
ぶ
ら
ふ（「
候さ

う
ら
ふ
」と
も
）〔
動
・
四
〕①

…
申
し
上
げ
る
。
…
…
49
・
86
・
108

き
は〔
名
〕①（
も
の
に
）接
し
た
所
。
ご

く
近
い
所
。
そ
ば
。
②
限
界
。
極
限
。

③
程
度
。
④
家
柄
。
身
分
。
…
…
32

清き
よ

ら
な
り〔
形
動
〕①（
容
姿
な
ど
が
）輝

く
ば
か
り
に
美
し
い
。
②（
服
装
な

ど
が
）華
麗
だ
。
…
…
…
…
…
…
67

具ぐ

す〔
動
・
サ
変
〕①
備
わ
る
。
そ
ろ
う
。

②
備
え
る
。
そ
ろ
え
る
。
③
従
う
。

連
れ
立
つ
。
④
従
え
る
。
引
き
連
れ

る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
88

口く
ち

惜を

し〔
形
・
シ
ク
〕①
情
け
な
い
。
残

念
だ
。
②
物
足
り
な
い
。
不
満
だ
。

③
卑
し
い
。
劣
っ
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80
・
90

く
ま
な
し〔
形
・
ク
〕①
暗
い
所
が
な
い
。

曇
り
や
陰
が
な
い
。
②
届
か
ぬ
所
が

な
い
。
残
す
所
が
な
い
。
③
抜
け
目

が
な
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

希け

有う

な
り〔
形
動
〕め
っ
た
に
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35

け
う
ら
な
り〔
形
動
〕清
ら
か
で
美
し

い
。〈「
き
よ
ら
な
り
」の
変
化
し
た

語
〉�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

気け

色し
き〔
名
〕①（
人
や
物
の
内
面
の
表
れ

と
し
て
の
）様
子
。
態
度
。
機
嫌
。

か
こ
つ〔
動
・
四
〕①
他
の
せ
い
に
す
る
。

か
こ
つ
け
る
。
②
嘆
く
。
不
平
を
言

う
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

か
し
こ
し〔
形
・
ク
〕①
恐
ろ
し
い
。
②

畏
れ
多
い
。
③
利
口
だ
。
④
優
れ
て

い
る
。
⑤
好
都
合
だ
。
⑥〈
副
詞
的

に
用
い
て
〉ひ
ど
く
。
盛
大
に
。…
47

か
た
く
な
な
り〔
形
動
〕①
心
が
ね
じ
け

て
い
る
。
偏
屈
だ
。
頑
固
だ
。
②
物

の
情
緒
を
解
し
な
い
。
教
養
が
な
い
。

③
見
苦
し
い
。
…
…
…
…
…
…
…
36

か
た
ち〔
名
〕①
外
形
。
姿
。
②
顔
の
外

形
。
容
貌
。
…
…
…
…
47
・
59
・
67

か
な
し
・
悲か

な

し〔
形
・
シ
ク
〕①
い
と
お

し
い
。
か
わ
い
い
。
②
心
が
ひ
か
れ

る
。
③
悲
し
い
。
嘆
か
わ
し
い
。

　
…
…
…
49
・
65
・
68
・
69
・
79
・
259

が
り〔
名
〕…
の
も
と
へ
。
…
の
い
る
所

に
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

聞き

こ
ゆ〔
動
・
下
二
〕①
聞
こ
え
る
。
②

世
に
知
ら
れ
る
。
う
わ
さ
さ
れ
る
。

③
意
味
が
分
か
る
。
④
思
わ
れ
る
。

⑤
匂
う
。
⑥
申
し
上
げ
る
。〈「
言
ふ
」

の
謙
譲
語
〉⑦〈
手
紙
な
ど
を
〉差
し

上
げ
る
。〈「
遣や

る
」の
謙
譲
語
〉⑧
…

（
と
）お
呼
び
す
る
。
⑨〈
補
助
動
詞
〉
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

な
行

な〔
副
〕〈
文
末
の「
そ
」（
禁
止
）と
と
も

に
用
い
て
〉禁
止
を
表
す
。
…
17・65

な
か
な
か〔
名
〕①
中
途
。
②
中
途
半

端
。〔
副
〕
①
か
え
っ
て
。
む
し
ろ
。

②
ず
い
ぶ
ん
。
③〈
下
に
打
消
の
語

を
伴
っ
て
〉と
て
も
。
ど
う
し
て
も
。

〔
感
〕い
か
に
も
。
そ
の
と
お
り
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
109

な
が
む〔
動
・
下
二
〕①
ぼ
ん
や
り
と
物

思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
見
や
る
。
物

思
い
に
ふ
け
る
。
②
遠
く
を
見
る
。

眺
め
る
。
…
…
…
20
・
36
・
65
・
67

情な
さ

け〔
名
〕①（
他
者
へ
の
）心
づ
か
い
。

思
い
や
り
。
②
情
趣
・
風
情
を
理
解

す
る
心
。
③
愛
情
。
恋
心
。
恋
情
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32
・
36

な
ほ〔
副
〕①
や
は
り
。
依
然
と
し
て
。

②
ま
す
ま
す
。
さ
ら
に
。
③
再
び
。

④〈
漢
文
訓
読
調
で
、
下
に「
ご
と

し
」を
伴
っ
て
〉ち
ょ
う
ど
。
ま
る
で
。

　
…
36
・
62
・
67
・
79
・
88
・
101
・
108

憎に
く

し〔
形
・
ク
〕①
気
に
入
ら
な
い
。
②

十
二
月
の
み「
お
ほ
つ
ご
も
り
」）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

つ
つ
む〔
動
・
四
〕遠
慮
す
る
。
気
が
ね

す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

つ
ら
し〔
形
ク
〕①
薄
情
だ
。
②
苦
痛

だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

つ
れ
づ
れ
な
り〔
形
動
〕①
す
る
こ
と
も

な
く
暇
だ
。
手
持
ち
ぶ
さ
た
だ
。
②

暇
で
物
足
り
な
い
。
退
屈
だ
。
③
物

思
い
に
ふ
け
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し
て

い
る
。
し
ん
み
り
と
し
て
寂
し
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

つ
れ
な
し〔
形
・
ク
〕①
よ
そ
よ
そ
し
い
。

そ
っ
け
な
い
。
②
無
関
心
だ
。
変
わ

り
が
な
い
。
何
の
変
化
も
な
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

疾と

し〔
形
ク
〕①
鋭
利
だ
。
よ
く
切
れ
る
。

②
機
敏
だ
。
敏
感
だ
。
③（
速
度
・
時

期
・
進
行
な
ど
が
）は
や
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80
・
87

年と
し

ご
ろ〔
名
〕長
年
の
間
。
数
年
来
。
多

年
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
・

32
・
50
・
64
・
67
・
75
・
90
・
108

と
ぶ
ら
ふ〔
動
・
四
〕①
訪
れ
る
。
見
舞

う
。
②
尋
ね
る
。
調
べ
る
。
③
死
者

を
悼
む
。
弔
問
す
る
。
供
養
す
る
。

て
く
だ
さ
い
。
…
な
さ
い
。
③〈
補

助
動
詞
〉…
な
さ
る
。
お
…
に
な
る
。

…
し
て
く
だ
さ
る
。
…
…
…
…
16
・

20
・
30
・
46
・
48
・
59
・
68
・
69
・
89

頼た
よ

り
・
便た

よ

り〔
名
〕①
頼
み
。
よ
る
べ
。

縁
故
。
②
よ
い
機
会
。
つ
い
で
。
③

便
宜
。
都
合
。
④
具
合
。
配
置
。
⑤

音
信
。
消
息
。
手
紙
。
連
絡
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64
・
79

契ち
ぎ

り〔
名
〕①
約
束
。
②
前
世
か
ら
の
因

縁
。
③
縁
。
ゆ
か
り
。
④
男
女
の
深

い
関
係
。
…
…
…
…
…
…
…
36
・
49

契ち
ぎ

る〔
動
・
四
〕①
約
束
を
す
る
。
②
男

女
の
交
わ
り
を
す
る
。
…
…
…
…
69

つ
か
う
ま
つ
る（
つ
か
ま
つ
る
）〔
動
・

四
〕①
お
仕
え
申
し
上
げ
る
。〈「
仕

ふ
」の
謙
譲
語
〉②
…
し
申
し
上
げ
る
。

致
す
。〈「
す
」の
謙
譲
語
〉③
致
し
ま

す
。〈「
す
」の
丁
寧
語
〉…
…
59
・
89

つ
か
は
す
・
遣つ

か

は
す〔
動
・
四
〕①
御
派

遣
に
な
る
。
お
遣
わ
し
に
な
る
。
②

お
贈
り
に
な
る
。
③
派
遣
す
る
。
使

い
と
し
て
行
か
せ
る
。
④
…
し
て
お

や
り
に
な
る
。
…
…
…
…
…
…
…
24

つ
ご
も
り〔
名
〕①
月
の
下
旬
。
②
み
そ

か
。（
毎
月
の
）最
終
日
。（
た
だ
し

…
だ
。
③
い
い
か
げ
ん
だ
。
④
か
か

わ
り
な
い
。
⑤
思
い
が
け
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

た
行

猛た
け

し〔
形
・
ク
〕①
勇
ま
し
い
。
強
気
だ
。

②
立
派
だ
。
優
れ
て
い
る
。
③
丈
夫

だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94

た
て
ま
つ
る
・
奉

た
て
ま
つる〔
動
・
四
〕①
差
し

上
げ
る
。
献
上
す
る
。〈「
与
ふ
・
贈

る
」の
謙
譲
語
〉②
参
上
さ
せ
る
。
③

召
し
上
が
る
。〈「
食
ふ
・
飲
む
」の

尊
敬
語
〉④
お
召
し
に
な
る
。〈「
着

る
」の
尊
敬
語
〉⑤
お
乗
り
に
な
る
。

〈「
乗
る
」の
尊
敬
語
〉⑥〈
補
助
動
詞
〉

…
申
し
上
げ
る
。
…
し
て
差
し
上
げ

る
。
…
…
…
…
…
17
・
20
・
49
・
88

頼た
の

む〔
動
・
四
〕①
信
頼
す
る
。
②
頼
み

に
す
る
。
あ
て
に
す
る
。〔
動
・
下

二
〕頼
み
に
思
わ
せ
る
。
あ
て
に
さ

せ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

た
ま
ふ
・
給た

ま

ふ〔
動
・
四
〕①
お
与
え
に

な
る
。
下
さ
る
。〈「
与
ふ
・
授
く
」

の
尊
敬
語
〉②〈
命
令
形
の
形
で
、
他

の
動
詞
の
代
わ
り
と
し
て
〉な
さ
っ
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召め

す〔
動
・
四
〕①
お
呼
び
に
な
る
。〈「
呼

ぶ
・
招
く
」の
尊
敬
語
〉②
役
職
に
就

か
せ
る
。
③
お
取
り
寄
せ
に
な
る
。

〈「
取
り
寄
す
」の
尊
敬
語
〉④
特
に
か

わ
い
が
る
。
⑤
召
し
上
が
る
。
お
召

し
に
な
る
。〈「
食
ふ
・
着
る
」な
ど

の
尊
敬
語
〉⑥〈
連
用
形
を
他
の
動
詞

の
上
に
添
え
て
〉呼
び
寄
せ
て
…
な

さ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

め
づ
・
賞め

づ〔
動
・
下
二
〕①
か
わ
い
が

る
。
愛
す
る
。
気
に
入
る
。
②
褒
め

る
。
賞
美
す
る
。
③
感
心
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21
・
47
・
78

め
で
た
し〔
形
ク
〕①
魅
力
的
だ
。
②
立

派
だ
。
す
ば
ら
し
い
。
…
…
30
・
59

望も
ち

月づ
き〔
名
〕満
月
。
…
…
…
…
…
…
…
36

唐も
ろ
こ
し土（「
唐と

う

土ど

」と
も
）〔
名
〕①
中
国
。
②

非
常
に
遠
い
所
の
例
え
。
…
…
…
77

や
行

や
う
や
う〔
副
〕①
だ
ん
だ
ん
と
。
②
そ

ろ
そ
ろ
と
。
③
や
っ
と
の
こ
と
で
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46
・
59

や
が
て〔
副
〕①
す
ぐ
に
。
早
速
。
②
そ

の
ま
ま
。
③
と
り
も
な
お
さ
ず
。
言

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
109

ま
ど
ふ
・
惑ま

ど

ふ〔
動
・
四
〕①
迷
う
。
②

心
が
乱
れ
る
。
③
慌
て
る
。
う
ろ
た

え
る
。
④〈
補
助
動
詞
〉ひ
ど
く
…
す

る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47
・
60

ま
も
る〔
動
・
四
〕①
見
守
る
。
見
定
め

る
。
様
子
を
う
か
が
う
。
②
守
護
す

る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

ま
ゐ
ら
す
・
参ま

ゐ

ら
す〔
動
・
下
二
〕①
差

し
上
げ
る
。〈「
与
ふ
」の
謙
譲
語
〉②

〈
補
助
動
詞
〉お
…
す
る
。
…
申
し
上

げ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

ま
ゐ
る
・
参ま

ゐ

る〔
動
・
四
〕①（
神
社
や

仏
閣
な
ど
に
）参
詣
す
る
。
②
参
上

す
る
。
伺
う
。〈「
行
く
・
来
」の
謙

譲
語
〉③
入じ

ゅ

内だ
い

す
る
。
④
差
し
上
げ

る
。〈「
与
ふ
」の
謙
譲
語
〉⑤
…
し
て

差
し
上
げ
る
。
…
し
申
し
上
げ
る
。

〈「
す
」の
謙
譲
語
〉⑥
お
召
し
に
な
る
。

召
し
上
が
る
。〈「
着
る
・
飲
む
・
食

ふ
」な
ど
の
尊
敬
語
〉…
24
・
59
・
262

無む

常じ
や
う〔
名
〕①
絶
え
ず
変
化
し
永
久
不

変
で
な
い
こ
と
。
②
死
。
…
32
・
94

む
つ
ま
じ〔
形
・
シ
ク
〕①
仲
が
よ
い
。

親
し
い
。
②
慕
わ
し
い
。
懐
か
し
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
101

日ひ

ご
ろ〔
名
〕①
数
日
。
②
こ
の
頃
。
数

日
来
。
③
ふ
だ
ん
。
…
…
…
…
…
89

本ほ

意い
〔
名
〕本
来
の
意
志
。
か
ね
て
か
ら

の
望
み
・
目
的
。
…
…
…
…
32
・
64

ま
行

申ま
う

す〔
動
・
四
〕①
申
し
上
げ
る
。〈「
言

ふ
」の
謙
譲
語
〉②
お
願
い
す
る
。
所

望
す
る
。〈「
願
ふ
・
請
ふ
」の
謙
譲

語
〉③
申
し
ま
す
。
言
い
ま
す
。〈「
言

ふ
」の
丁
寧
語
〉④
…
と
申
し
上
げ

る
。〈「（
世
間
の
人
々
が
）…
と
言
ふ
」

の
謙
譲
語
〉⑤〈
補
助
動
詞
〉お
…
申

し
上
げ
る
。
…
…
16
・
49
・
89
・
94

ま
う
づ〔
動
・
下
二
〕①（
神
仏
に
）お
参

り
す
る
。
参
詣
す
る
。
②（
上
位
の

人
の
所
へ
）参
上
す
る
。〈「
行
く
・

来
」の
謙
譲
語
〉…
…
…
…
…
…
…
49

ま
か
る〔
動
・
四
〕①（
敬
意
を
表
す
べ

き
場
所
か
ら
）退
出
す
る
。
引
き
下

が
る
。
②
出
掛
け
る
。〈「
行
く
」の

謙
譲
語
〉③
死
ぬ
。
④〈
連
用
形
を
他

の
動
詞
の
上
に
添
え
て
〉お
…
す
る
。

…
ま
す
。
…
36
・
49
・
90
・
259
・
277

ま
こ
と
に〔
副
〕本
当
に
。
実
に
。

醜
い
。
③
無
愛
想
だ
。
④
奇
妙
だ
。

感
心
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
258

ね
む
ご
ろ
な
り（
ね
ん
ご
ろ
な
り
）〔
形

動
〕①
心
の
底
か
ら
。
念
を
入
れ
て
。

②
親
し
み
合
っ
て
。
懇
意
に
。
…
69

の
た
ま
ふ〔
動
・
四
〕①
お
っ
し
ゃ
る
。

お
話
し
に
な
る
。〈「
言
ふ
」の
尊
敬

語
〉②
言
い
聞
か
せ
る
。
…
…
49
・
88

の
の
し
る〔
動
・
四
〕①
声
高
く
騒
ぎ
立

て
る
。
②
う
わ
さ
を
す
る
。
評
判
を

す
る
。
③
勢
い
が
盛
ん
で
あ
る
。
④

声
高
く
鳴
く
。
音
高
く
鳴
る
。
⑤
が

み
が
み
言
う
。
悪
口
を
言
う
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49
・
75
・
79

は
行

果は

つ〔
動
・
下
二
〕①
終
わ
る
。
②
死
ぬ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
32
・
69
・
74

侍は
べ

り〔
動
・
ラ
変
〕①（
身
分
の
高
い
人

の
そ
ば
に
）お
仕
え
す
る
。〈「
あ
り
・

を
り
」の
謙
譲
語
〉②
あ
り
ま
す
。
お

り
ま
す
。
ご
ざ
い
ま
す
。〈「
あ
り
・

を
り
」の
丁
寧
語
〉③〈
補
助
動
詞
〉…

ま
す
。
…
で
す
。
…
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
…
…
…
…
…
49
・
103
・
262
・
263
・
264
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⑥
閑
寂
を
楽
し
む
。
⑦〈
補
助
動
詞
〉

し
か
ね
る
。
た
や
す
く
…
で
き
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62
・
69

わ
ろ
し〔
形
・
ク
〕①
よ
く
な
い
。
②
美

し
く
な
い
。
み
っ
と
も
な
い
。
③
下

手
だ
。
④
下
品
だ
。
⑤
貧
し
い
。
⑥

不
都
合
だ
。
…
…
…
…
16
・
20
・
67

ゐ
る（
率ゐ

る
）〔
動
・
上
一
〕引
き
連
れ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58

ゐ
る（
居ゐ

る
）〔
動
・
上
一
〕①
座
る
。
②

動
か
な
い
で
い
る
。
③
住
む
。
④

（
雲
・
塵
な
ど
が
）か
か
る
。
⑤〈
補

助
動
詞
〉ず
っ
と
…
す
る
。
…
て
い

る
。

　
…
16
・
46
・
48
・
58
・
61
・
65
・
67

を
か
し〔
形
・
シ
ク
〕①
興
味
が
あ
る
。

お
も
し
ろ
い
。
②
風
情
が
あ
る
。
趣

が
あ
る
。
③
優
れ
て
い
る
。
④
美
し

い
。
愛
ら
し
い
。
⑤
滑
稽
だ
。
…
36

惜を

し
む〔
動
・
四
〕①
大
切
に
思
う
。
物

惜
し
み
す
る
。
②
名
残
惜
し
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21
・
69
・
77

わ
行

わ
ざ
・
業わ

ざ〔
名
〕①
行
い
。
②
仕
事
。
③

技
術
。
方
法
。
…
…
…
…
…
…
…
67

わ
た
り〔
名
〕①
辺
り
。
一
帯
。
②（
人

を
間
接
的
に
指
し
て
）お
方
。
人
々
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

わ
た
る
・
渡わ

た

る〔
動
・
四
〕①
水
な
ど
の

上
を
越
え
る
。
②
通
る
。
③
行
く
。

来
る
。
④
年
月
を
過
ご
す
。
⑤
通
じ

る
。
⑥
お
あ
り
に
な
る
。
⑦〈
補
助

動
詞
〉ず
っ
と
…
し
続
け
る
。
一
面

に
…
す
る
。

　
…
…
…
…
…
58
・
62
・
74
・
77
・
259

わ
づ
ら
ふ〔
動
・
四
〕①
思
い
悩
む
。
②

病
気
に
な
る
。
③
難
儀
す
る
。
…
67

わ
び
し
・
侘わ

び

し〔
形
・
シ
ク
〕①（
思
い

ど
お
り
に
な
ら
ず
）切
な
い
。
②
寂

し
い
。
心
細
く
頼
り
な
い
。
③
つ
ら

い
。
苦
し
い
。
④
つ
ま
ら
な
い
。
お

も
し
ろ
く
な
い
。
⑤
貧
し
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
17
・
62
・
77
・
106

わ
ぶ〔
動
・
上
二
〕①
気
落
ち
す
る
。
②

つ
ら
く
思
う
。
③
寂
し
く
暮
ら
す
。

④
悩
み
苦
し
む
。
⑤
落
ち
ぶ
れ
る
。

う
ま
で
も
な
く
。
全
く
。
④
間
も
な

く
。
そ
の
う
ち
。
…
…
…
…
…
…
34

や
む
ご
と
な
し（
や
ん
ご
と
な
し
）〔
形
・

ク
〕①
捨
て
て
お
か
れ
な
い
。
②
大

切
で
あ
る
。
③
並
々
で
な
い
。
重
々

し
い
。
④
身
分
が
高
貴
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

ゆ
か
し〔
形
・
シ
ク
〕①
心
が
ひ
か
れ
る
。

見
た
い
。
聞
き
た
い
。
知
り
た
い
。

②
慕
わ
し
い
。
懐
か
し
い
。
恋
し
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
276

世よ

（
の
中な

か

）〔
名
〕①
過
去
・
現
在
・
未
来

の
三
世
。
特
に
、
現
世
。
こ
の
世
。

②
時
代
。
年
代
。
③
世
間
。
世
の
中
。

社
会
。
④
統
治
者
が
そ
の
国
を
治
め

る
期
間
。
ま
た
、
そ
の
政
治
。
⑤
天

皇
。
朝
廷
。
⑥
人
の
一
生
。
⑦
年
齢
。

⑧
世
人
。
世
評
。
⑨
男
女
や
夫
婦
の

仲
。
…
…
…
…
…
20
・
25
・
47
・
108

よ
し〔
名
〕①
由
緒
。
②
手
段
。
方
法
。

③
理
由
。
④
趣
。
⑤
そ
ぶ
り
・
様
子
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16
・
74

よ
ば
ふ〔
動
・
四
〕①
何
度
も
呼
び
続
け

る
。
②
言
い
寄
る
。
求
婚
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58
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漢
文
の
基
本
句
形

一
　
否
定
形
（
～
し
な
い
・
～
で
な
い
・
～
は
な
い
・
～
す
る
な
）

　
⑴
　
否
定
の
助
字
（
不
・
非
・
無
・
未
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
数
人ニ

テ　

飲マ
バ　

之こ
れ
ヲ　

不ず
　

足ラ

、
一
人ニ
テ　

飲マ
バ　

之ヲ

有リ
　

余リ

。（
一
二
六
）〈
戦
国
策
〉

　
　
　
未い
ま
ダ　

成ラ

、
一
人
之の

蛇
成ル

。（
一
二
六
）〈
戦
国
策
〉

　
⑵
　
否ざ

ル
ニ定

詞
を
重
ね
て
用
い
る
。（
二
重
否
定
）

　
　
　
吾わ

ガ

矛
之
利と
キ
コ
ト、

於お
イ
テ　

物ニ

無キ
　

不ざ
ル
モ
ノ

　
　

陥と
ほ
サ　

也な
り

。〈
韓か

ん

非ぴ

子し

・
難
一
〉

　
　
　
土
佐ハ

無シ
　

物ト
シ
テ

　
　

不ル
　

有ラ

。〈
先
哲
叢さ

う

談だ
ん

〉

　
⑶
　
否
定
詞
＋
副
詞
の
形
で
用
い
る
。（
部
分
否
定
）

　
　
　
千
里ノ

馬ハ

常ニ

有レ
ド
モ、

而
伯
楽ハ

不
　

常ニ
ハ　

有ラ

。（
一
五
八
）〈
韓か

ん

愈ゆ

「
雑
説
」〉

　
⑷
　
勿
・
莫
な
ど
の
否
定
の
助
字
を
用
い
て
、
禁
止
を
表
す
。

　
　
　
己ノ

所
　

不ル
　

欲セ

、
勿な
カ
レ　

施ス
コ
ト

　
　

於
人ニ

。（
一
七
〇
）〈
論
語
〉

二
　
疑
問
形
（
～
か
・
何
を
～
か
・
ど
う
し
て
～
か
・
誰
が
～
か
）

　
⑴
　
疑
問
詞
（
何
・
安
・
焉
・
誰
・
孰
・
何
為
・
何
如
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
於イ

テ　

斯こ
ノ

三
者ニ
　

何ヲ
カ　

先ニ
セ
ン。（

一
六
八
）〈
論
語
〉

　
⑵
　
疑
問
の
助
字
（
乎
・
邪
・
也
・
哉
・
歟
な
ど
）
を
文
末
に
用
い
る
。

　
　
　
与フ

ル
ニ　

　

若な
ん
ぢ
ニ　
芧し
よ
ヲ、

朝あ
し
た
ニ　

三ニ
シ
テ　
而
暮レ
ニ　

四ニ
セ
ン。

足ル

乎か

。（
一
二
八
）〈
列
子
〉

　
⑶
　
疑
問
詞
＋
疑
問
の
助
字

　
　
　
此こ

レ

何ノ

虫ゾ

也や

。〈
淮え

南な
ん

子じ

〉

　
⑷
　
否
定
の
助
字
（
不
・
否
・
未
な
ど
）
を
文
末
に
用
い
る
。

　
　
　
視み

ヨ
　

吾わ
ガ

舌ヲ

、
尚な
ホ

在リ
ヤ　

不い
な
ヤ。〈

史
記
・
張
儀
列
伝
〉

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

三
　
反
語
形
（
ど
う
し
て
～
か
、
い
や
～
な
い
）

　
⑴
　
疑
問
詞
を
用
い
る
。

　
　
　
子
安い

づ
ク
ン
ゾ

　
　

能よ
ク

為つ
く
ラ
ン
ヤ

　
　
　

之ガ

足ヲ

。（
一
二
六
）〈
戦
国
策
〉

　
⑵
　
疑
問
の
助
字
を
文
末
に
用
い
る
。

　
　
　
不
仁
者ハ

可べ
ケ
ン　

与と
も
ニ　

言フ
　

哉や

。〈
孟ま

う

子し

・
離り

婁ろ
う

上じ
や
う

〉

　
⑶
　
疑
問
詞
＋
疑
問
の
助
字

　
　
　
安い

づ
ク
ン
ゾ

　
　

求メ
ン　

其そ
ノ

能ク

千
里ナ
ル
ヲ　

也や

。（
一
五
八
）〈
韓
愈
「
雑
説
」〉

　
⑷
　「
豈
」
を
用
い
る
。

　
　
　
豈あ

ニ

遠シ
ト
セ
ン

　
　
　

千
里ヲ
　

哉
。（
一
三
五
）〈
十
八
史
略
〉

　
⑸
　
そ
の
他
の
形
を
用
い
る
。

　
　
　
百
獣
之
見テ
　

我ヲ

、
而
敢あ
へ
テ　

不ラ
ン　

走ラ

乎や

。〈
戦
国
策
・
楚そ

策さ
く

〉

四
　
使
役
形
（
～
に
～
さ
せ
る
）

　
⑴
　
使
役
の
助
字
（
使
・
令
・
教
・
遣
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
出
入ス

ル
ニ　
使し
メ
テ　

人ヲ
シ
テ　
呼バ
　

曰い
ハ
ク、

…
（
一
四
〇
）〈
十
八
史
略
〉

　
⑵
　
使
役
を
暗
示
す
る
文
字
（
命
・
説
・
挙
・
遣
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
説キ
　

燕え
ん
ノ　

文
侯ニ

、
与と
　

趙て
う

従し
よ
う

親し
ん
セ
シ
ム

。
　（
一
三
六
）〈
十
八
史
略
〉

　
⑶
　
文
脈
か
ら
使
役
に
読
む
。

　
　
　
見テ
　

信ノ

飢ヱ
タ
ル
ヲ

　
　

飯セ
シ
ム　
信ニ

。〈
十
八
史
略
・
西
漢
〉

五
　
受う
け

身み

形
（
～
さ
れ
る
）

　
⑴
　
受
身
の
助
字
（
被
・
見
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
信ナ

レ
ド
モ

　
　

而
見れ
　

疑ハ

、
忠ナ
レ
ド
モ

　
　

而
被る
　

謗そ
し
ラ。〈

史
記
・
屈
原
賈か

生せ
い

列
伝
〉

　
⑵
　「
為
～
所
～
」
の
形
を
用
い
る
。

　
　
　
襄じ

や
う

公こ
う

為な
リ

　

弟
無
知ノ

所ト
　

弑し
い
ス
ル、

…
（
一
三
八
）〈
十
八
史
略
〉

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一レ

漢
文
の
基
本
句
形

①
基
本
句
形
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
を
示
し
た
。

②�

（
　
）
内
の
数
字
は
本
文
の
ペ
ー
ジ
、〈
　
〉 

内
は
出
典
を
示
す
。
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⑶
　
前
置
詞
の
働
き
を
す
る
置
き
字
（
於
・
乎
）
を
用
い
る
。

　
　
　
祇た

ダ

辱メ
ラ
レ

　
　

於
奴
隷
人
之
手ニ

、
…
（
一
五
八
）〈
韓
愈
「
雑
説
」〉

　
⑷
　
文
脈
か
ら
受
身
に
読
む
。

　
　
　
遊
─

説シ
テ　

秦し
ん
ノ　

恵
王ニ
　

不
　

用ヰ
ラ
レ。（

一
三
六
）〈
十
八
史
略
〉

六
　
比
較
形
（
～
よ
り
～
だ
・
～
は
～
に
及
ば
な
い
）

　
⑴
　
前
置
詞
の
働
き
を
す
る
置
き
字
（
於
・
于
・
乎
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
霜
葉ハ

紅ナ
リ　

於
二
月ノ

花ヨ
リ
モ。〈

杜と

牧ぼ
く

「
山
行
」〉

　
⑵
　「
如
・
若
」
な
ど
の
助
字
を
用
い
る
。

　
　
　
莫な

シ
　

若し
ク
ハ　

六り
く

国こ
く

従
親シ
テ、
以も
つ
テ　

擯し
り
ぞ
ク
ル
ニ

　
　

　
秦ヲ

。（
一
三
七
）〈
十
八
史
略
〉

七
　
選
択
形
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
～
し
て
も
、
～
す
る
な
）

　
⑴
　「
寧
～
無
～
」
の
形
を
用
い
る
。

　
　
　
寧む

し
ロ　

為ル
ト
モ

　
　

鶏
口ト

、
無カ
レ　

為ル
コ
ト

　
　

牛
後ト

。（
一
三
七
）〈
十
八
史
略
〉

八
　
仮
定
形
（
も
し
～
な
ら
ば
・
た
と
え
～
と
し
て
も
）

　
⑴
　
仮
定
を
表
す
副
詞
（
如
・
若
・
苟
・
縦
・
仮
令
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　�

如も
シ

詩
不ン
バ　

成ラ

、罰ハ

依よ
ラ
ン　

金
谷ノ

酒
数ニ

。（
一
六
一
）〈
李り

白は
く「

春
夜
宴
　

桃た
う

李り

園ゑ
ん

　

序
」〉

　
⑵
　
使
役
の
助
字
（
使
・
令
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
使メ

バ　

我ヲ
シ
テ　

有ラ
　

雒ら
く

陽や
う

負
郭ノ

田
二に

頃け
い

、
…
〈
史
記
・
蘇そ

秦し
ん

列
伝
〉

　
⑶
　「
雖
」
を
用
い
る
。

　
　
　
雖い

へ
ど
モ　

　

覆ス
ト　

一い
つ

簣き
ヲ

、
進ム
ハ　

吾ガ

往ゆ
ク

也な
り

。（
一
六
七
）〈
論
語
〉

　
⑷
　
文
脈
か
ら
仮
定
に
読
む
。

　
　
　
数
人ニ

テ　

飲マ
バ　

之ヲ

不
　

足ラ

、
…
（
一
二
六
）〈
戦
国
策
〉

九
　
抑
揚
形
（
～
さ
え
～
だ
か
ら
、
ま
し
て
～
は
、
な
お
さ
ら
～
だ
）

　
⑴
　「
～
且
～
況
～
乎
」
の
形
を
用
い
る
。

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

三

二

一

レ

二

一

レ

レ

　
　
　
死
馬ス
ラ　

且か
ツ

買フ
　

之ヲ

、
況い
は
ン
ヤ　

生ケ
ル　

者ヲ

乎や

。（
一
三
四
）〈
十
八
史
略
〉

十
　
限
定
形
（
た
だ
～
だ
け
だ
）

　
⑴
　
限
定
の
副
詞
（
但
・
唯
・
徒
・
直
・
祇
・
独
・
纔
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
祇ダ

辱メ
ラ
レ

　
　

於
奴
隷
人
之
手ニ

、
…
（
一
五
八
）〈
韓
愈
「
雑
説
」〉

　
⑵
　�

限
定
の
助
字（
已
・
耳
・
爾
・
而
已
・
而
已
矣
な
ど
）を
文
末
に
用
い
る
。

　
　
　
書ハ

足ル
　

以テ

記ス
ニ　

名
姓ヲ
　

而の

已み

。〈
史
記
・
項
羽
本
紀
〉

　
⑶
　
限
定
の
副
詞
＋
限
定
の
助
字

　
　
　
直た

ダ

不ル
　

百
歩ナ
ラ　

耳の
み

。〈
孟
子
・
梁り

や
う

恵け
い

王わ
う

上
じ
や
う

〉

　
⑷
　
文
脈
か
ら
限
定
に
読
む
。

　
　
　
土
階
三
等ノ

ミ。〈
十
八
史
略
・
五
帝
〉

十
一
　
累
加
形
（
た
だ
～
だ
け
で
は
な
い
）

　
⑴
　
否
定
の
助
字
＋
限
定
の
副
詞

　
　
　�

不
　

唯た
ダ
ニ　

忘ル
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

　
　
　

帰ル
ヲ、

可べ
シ

　

以テ

終フ
　

老ヲ

。〈
白
居
易
「
与
　

微び

之し
　

書
」〉

十
二
　
詠
嘆
形
（
あ
あ
、
～
だ
な
あ
・
な
ん
と
～
で
は
な
い
か
）

　
⑴
　
感
動
詞
（
唉
・
噫
・
嗚
呼
・
嗟
呼
な
ど
）
を
用
い
る
。

　
　
　
嗚あ

呼あ

、
其そ
レ

真ニ

無キ
　

馬
邪か

、
其レ

真ニ

不ル
　

知ラ
　

馬ヲ

也か

。（
一
五
九
）〈
韓
愈「
雑
説
」〉

　
⑵
　
詠
嘆
の
助
字
（
矣
・
乎
・
哉
・
夫
な
ど
）
を
文
末
に
用
い
る
。

　
　
　
逝ク

者ハ

如ご
と
キ　

斯か
ク
ノ　

夫か
な

。
不
　

舎お
カ

　

昼
夜ヲ

。（
一
七
〇
）〈
論
語
〉

　
⑶
　
疑
問
詞
「
何
」
を
用
い
る
。

　
　
　
是こ

レ

何ゾ

楚そ

人ひ
と

之
多キ

也や

。〈
史
記
・
項
羽
本
紀
〉

　
⑷
　
そ
の
他
の
形
を
用
い
る
。

　
　
　
学ビ

テ　

而
時ニ

習フ
　

之ヲ

、
不
　

亦ま
た

　

説よ
ろ
こ
バ
シ
カ
ラ

　
　
　
　
　

乎や

。（
一
六
六
）〈
論
語
〉

レ

二

一

三

二

一

二

一

二

一レ

二

一レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一



漢
文
の
重
要
単
語

①�

漢
文
編
の
本
文
で
＊
印
を
付
し
た
「
重
要
単
語
」
を
、
音
読
み
の
五
十
音
順
に
ま
と
め
た
。
主
に
本
文
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用�

法
の
意
味
を
示
し
た
。

②
色
数
字
は
重
要
単
語
で
取
り
上
げ
た
ペ
ー
ジ
、
黒
字
は
そ
の
用
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
初
出
の
ペ
ー
ジ
を
示
し
た
。

③
「
漢
文
の
基
本
句
形
」
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
→
句
形
一
【
否
定
形
】
の
よ
う
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
字
の
単
語

已イ
　［
や
ム
］終
わ
る
。や
め
る
。�

161
・
168

以イ
　［
ひ
き
ヰ
ル
］率
い
る
。�

140

　
　�［
も
つ
テ
・
も
つ
テ
ス
］…
で
。
…
に
よ
っ
て
。
…

を
。
…
と
し
て
。【
手
段
・
理
由
・
対
象
・
資
格

な
ど
】�

119
・
158

　
　�［
ゆ
ゑ
］理
由
。�

160

矣イ
　�［
読
ま
な
い
］断
定
の
語
気
を
表
す
置
き
字
。

�

120
・
136

為イ
　［
た
め
ニ
］…
の
た
め
に
。�

119

　
　［
た
リ
］…
で
あ
る
。�

134

　
　［
つ
く
ル
］作
る
。�

126

　
　［
な
ス
］…
と
す
る
。�

118

　
　［
な
ル
］…
と
な
る
。�

137

于ウ
　�［
読
ま
な
い
］…
に
。
…
を
。【
場
所
・
対
象
な
ど
】

�

140

亦エ
キ

　［
ま
た
］…
も
ま
た
。�

128

焉エ
ン

　�［
読
ま
な
い
］強
調
の
語
気
を
表
す
置
き
字
。�

120
・
128

　
　�［
い
づ
ク
ン
ゾ
］ど
う
し
て
…
か
（
い
や
…
な
い
）。

→
句
形
三
【
反
語
形
】�

122

於オ
　�［
読
ま
な
い
］…
に
。
…
を
。
…
よ
り
。【
場
所
・

対
象
・
起
点
】�

120

　
　［
読
ま
な
い
］…
よ
り（
も
）。
→
句
形
六【
比
較
形
】

�

135

　
　�［
読
ま
な
い
］…
に
…
さ
れ
る
。
→
句
形
五
【
受う

け
身み

形
】�

120
・
158

　
　［
お
イ
テ
］…
に
お
い
て
。【
場
所
・
対
象
な
ど
】�

168

可カ
　�［
か
ナ
リ
］よ
い
。�

134

　
　［
き
ク
］聞
き
入
れ
る
。�

142

　
　［
べ
シ
］…
で
き
る
。�

142

看カ
ン

　�［
み
ル
］見
る
。�

151

其キ
　�［
そ
ノ
］そ
の
。（
主
部
）�

158

　
　［
そ
ノ
］そ
の
。（
属
性
）�

119

　
　［
そ
レ
］強
調
の
語
気
を
表
す
。�

159

宜ギ
　�［
よ
ろ
シ
ク
…
べ
シ
］…
す
る
の
が
よ
い
。�

122
・
173

客キ
ャ
ク　�［

か
く
］旅
人
。�

149

今キ
ン

　�［
い
ま
］も
し
。�

135

　
　［
い
ま
ニ
］す
ぐ
に
。�

135

君ク
ン

　�［
き
み
］君
主
。�

134

　
　［
き
み
］あ
な
た
。�

150

故コ
　�［
ふ
る
シ
］古
い
。昔
の
こ
と
。�

166

　
　［
ゆ
ゑ
ニ
］だ
か
ら
。�

158

之シ
　�［
こ
れ
］こ
れ
。
こ
の
。
こ
こ
。�
120
・
128

　
　［
の
］…
の
。
…
が
。
…
で
。�
119

子シ
　�［
し
］あ
な
た
。�

126

　
　［
し
］男
子
に
対
す
る
敬
称
。
先
生
。�

166

字ジ
　�［
あ
ざ
な
］成
人
し
た
男
子
が
本
名
の
ほ
か
に
付
け

る
呼
び
名
。�

138

而ジ
　�［
読
ま
な
い
］…
て
。
…
し
て
。【
順
接
】�

120

　
　［
読
ま
な
い
］…
け
れ
ど
も
。【
逆
接
】�

120

　
　［
し
か
シ
テ
］そ
し
て
。【
順
接
】�

138

　
　［
な
ん
ぢ
］お
前
。�

140

自ジ
　�［
み
づ
か
ラ
］自
分
で
。
自
分
か
ら
。�

138

　
　［
よ
リ
］…
か
ら
。�

166

爾ジ
　�［
な
ん
ぢ
］お
前
。�

173

者シ
ャ

　�［
も
の
］人
。
も
の
。
こ
と
。�

119

　
　［
は
］…
は
。�

160

若ジ
ャ
ク　�［

し
ク
］及
ぶ
。
→
句
形
六
【
比
較
形
】�

137

　
　［
ご
と
シ
］…
の
よ
う
だ
。�

160

　
　［
な
ん
ぢ
］お
前
。�

128

従ジ
ュ
ウ　�［

し
た
が
フ
］従
う
。�

169

　
　［
よ
リ
］…
か
ら
。�

135

且シ
ョ

　�［
か
ツ
］そ
の
上
。
ま
た
。�

135

　
　�［
ま
さ
ニ
…（
ン
ト
）す
］…
し
よ
う
と
す
る
。
…
し

そ
う
だ
。�

126

如ジ
ョ

　�［
ご
と
シ
］…
の
よ
う
だ
。�

154

335

付
録
　  

漢
文
の
重
要
単
語

cam0081_335-336_漢文の重要単語／令和7年.indd   335 2024/08/01   10:34:13



二
字
以
上
の
単
語

不
能
　�［
あ
た
ハ
ず
］…
で
き
な
い
。�

159

遊
説
　�［
い
う
ぜ
い
］諸
国
を
巡
っ
て
、
諸
侯
に
自
分
の

意
見
・
政
策
の
正
当
性
を
説
得
す
る
こ
と
。�

136

所
謂
　�［
い
は
ゆ
る
］世
に
い
う
。�

173

江
上
　�［
か
う
じ
や
う
］長
江
の
ほ
と
り
。�

142

客
舎
　�［
か
く
し
や
］旅
館
。�

150

学
者
　�［
が
く
し
や
］学
問
を
す
る
者
。�

172

期
年
　�［
き
ね
ん
］ま
る
一
年
。�

135

君
子
　�［
く
ん
し
］徳
の
高
い
人
。
優
れ
た
為
政
者
。

�

119
・
166

於
是
　�［
こ
こ
ニ
お
イ
テ
］こ
う
し
て
。
そ
こ
で
。�

135

故
人
　�［
こ
じ
ん
］古
く
か
ら
の
友
人
。�

150

千
里
馬
　�［
せ
ん
り
の
う
ま
］一
日
に
千
里
を
走
る
名

馬
。�

134
・
158

多
少
　�［
た
せ
う
］ど
れ
ほ
ど
。
多
く
の
。�

148

不
足
　�［
た
ラ
ず
］足
り
な
い
。
→
句
形
一
【
否
定
形
】

�

126
・
134

以
為
　�［
も
つ
テ
…
ト
な
ス
］…
と
思
う
。�

138

所
以
　�［
ゆ
ゑ
ん
］…
す
る
た
め
の
も
の
。�

172

能ノ
ウ

　�［
の
う
］能
力
。�

158

　
　［
よ
ク
］…
で
き
る
。�

126

夫フ
　�［
か
な
］…
だ
な
あ
。
→
句
形
十
一
【
詠
嘆
形
】�

170

　
　［
そ
レ
］そ
も
そ
も
。�

160

復フ
ク

　�［
ふ
く
ス
］報
い
る
。�

140

　
　［
ふ
た
た
び
］二
度
と
。�

167

　
　［
ま
タ
］再
び
。�

140

勿ブ
ツ

　�［
な
カ
レ
］…
し
て
は
い
け
な
い
。
→
句
形
一
【
否

定
形
】�

170

北ホ
ク

　�［
に
グ
］逃
げ
る
。�

142

未ミ
　�［
い
ま
ダ
…
ず
］ま
だ
…
な
い
。
→
句
形
一
【
否
定

形
】�

122
・
126

也ヤ
　�［
か
・
や
］…
か
。【
疑
問
・
反
語
・
詠
嘆
】
→
句

形
三
【
反
語
形
】�

158

　
　［
な
り
］…
で
あ
る
。�

134
・
167

　
　［
や
］…
は
。�

128
・
172

猶ユ
ウ

　�［
な
ホ
…（
ノ
・
ガ
）ご
と
シ
］ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。�

122

　
　［
な
ホ
］そ
れ
で
も
。
な
お
。�

153

与ヨ
　�［
あ
た
フ
］与
え
る
。�

128

　
　［
と
］…
と
。�

136

　
　［
と
も
ニ
］一
緒
に
。�

134

欲ヨ
ク

　�［
よ
く
］欲
望
。�

128

　
　［
ほ
つ
ス
］…
し
た
い
と
思
う
。�

135

　
　［
ほ
つ
ス
］…
し
そ
う
だ
。�

152

　
　［
し
ク
］及
ぶ
。
→
句
形
六
【
比
較
形
】�

119

　
　［
も
シ
］も
し
…
な
ら
ば
。
→
句
形
七
【
仮
定
形
】

�

161

恕ジ
ョ

　�［
じ
よ
］思
い
や
り
。
他
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

�

170

将シ
ョ
ウ　�［

ま
さ
ニ
…（
ン
ト
）す
］…
し
よ
う
と
す
る
。
…
し

そ
う
だ
。�

122
・
128

勝シ
ョ
ウ　�［

た
フ
］た
え
る
。�

152

嘗シ
ョ
ウ　�［

か
つ
テ
］以
前
。�

138

城ジ
ョ
ウ　�［

じ
や
う
］町
。�

150

食シ
ョ
ク　�［

し
よ
く
］食
べ
物
。
食
事
。�

128

　
　［
や
し
な
フ
］育
て
る
。�
158

雖ス
イ

　�［
い
へ
ど
モ
］た
と
え
…
と
し
て
も
。
→
句
形
七

【
仮
定
形
】�
158

請セ
イ

　�［
こ
フ
］ど
う
か
…
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。�

126
・
141

走ソ
ウ

　�［
は
し
ル
］逃
げ
る
。�

139

相ソ
ウ

　�［
あ
ひ
］互
い
に
。�

126

　
　［
あ
ひ
］動
作
の
対
象
を
表
す
。�

153

即ソ
ク

　�［
す
な
は
チ
］…
し
て
は
。
…
す
る
度
に
。�

141

則ソ
ク

　�［
す
な
は
チ
］…
は
。�

139

　
　［
す
な
は
チ
］…
な
ら
ば
。�

166

卒ソ
ツ

　�［
そ
つ
］兵
士
。�

136

乃ダ
イ

　�［
す
な
は
チ
］そ
こ
で
。�

126

誅チ
ュ
ウ　�［

ち
ゆ
う
ス
］罪
を
と
が
め
て
殺
す
。�

140

道ド
ウ

　�［
み
ち
］正
し
い
道
理
。�

118

　
　［
み
ち
び
ク
］先
に
立
っ
て
導
く
。�

168
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常
用
漢
字
表

こ
の
表
は
、「
常
用
漢
字
表
」（
平
成
二
十
二
年
内
閣
告
示
）
を
も
と
に
、
常
用
漢
字
二
一
三
六
字
を
字
音
に
よ
り
五
十
音
順
に
配
列
し

た
。
字
音
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
は
訓
に
よ
り
示
し
た
。
漢
字
の
下
の
片
仮
名
は
音
、
平
仮
名
は
訓
（
色
字
は
送
り
仮
名
）、 

＊
印
は
学
年
別
漢
字
配
当
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
示
す
。

あ亜
ア

哀
ア
イ

あ
わ
れ

あ
わ
れ
む

挨
ア
イ

愛
ア
イ

曖
ア
イ

悪
ア
ク

オわ
る
い

握
ア
ク

に
ぎ
る

圧
ア
ツ

扱
あ
つ
か
う

宛
あ
て
る

嵐
あ
ら
し

安
ア
ン

や
す
い

案
ア
ン

暗
ア
ン

く
ら
い

＊＊＊＊＊＊

い以
イ

衣
イこ

ろ
も

位
イく

ら
い

囲
イか

こ
む

か
こ
う

医
イ

依
イエ

委
イゆ

だ
ね
る

威
イ

為
イ

畏
イお

そ
れ
る

胃
イ

尉
イ

異
イこ

と

移
イう

つ
る

う
つ
す

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

萎
イな

え
る

偉
イえ

ら
い

椅
イ

彙
イ

意
イ

違
イち

が
う

ち
が
え
る

維
イ

慰
イな

ぐ
さ
め
る

な
ぐ
さ
む

遺
イユ

イ

緯
イ

域
イ
キ

育
イ
ク

そ
だ
つ

そ
だ
て
る

は
ぐ
く
む

一
イ
チ

イ
ツ

ひ
と

ひ
と
つ

壱
イ
チ

＊＊＊＊＊

逸
イ
ツ

茨
い
ば
ら

芋
い
も

引
イ
ン

ひ
く

ひ
け
る

印
イ
ン

し
る
し

因
イ
ン

よ
る

咽
イ
ン

姻
イ
ン

員
イ
ン

院
イ
ン

淫
イ
ン

み
だ
ら

陰
イ
ン

か
げ

か
げ
る

飲
イ
ン

の
む

隠
イ
ン

か
く
す

か
く
れ
る

韻
イ
ン

＊＊＊＊＊＊＊

う右
ウユ

ウ
み
ぎ

宇
ウ

羽
ウはは

ね

雨
ウあ

め
あ
ま

唄
う
た

鬱
ウ
ツ

畝
う
ね

浦
う
ら

運
ウ
ン

は
こ
ぶ

雲
ウ
ン

く
も

え永
エ
イ

な
が
い

泳
エ
イ

お
よ
ぐ

＊＊＊＊＊＊＊＊

英
エ
イ

映
エ
イ

う
つ
る

う
つ
す

は
え
る

栄
エ
イ

さ
か
え
る

は
え

は
え
る

営
エ
イ

い
と
な
む

詠
エ
イ

よ
む

影
エ
イ

か
げ

鋭
エ
イ

す
る
ど
い

衛
エ
イ

易
エ
キ

イや
さ
し
い

疫
エ
キ

ヤ
ク

益
エ
キ

ヤ
ク

液
エ
キ

駅
エ
キ

悦
エ
ツ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

越
エ
ツ

こ
す

こ
え
る

謁
エ
ツ

閲
エ
ツ

円
エ
ン

ま
る
い

延
エ
ン

の
び
る

の
べ
る

の
ば
す

沿
エ
ン

そ
う

炎
エ
ン

ほ
の
お

怨
エ
ン

オ
ン

宴
エ
ン

媛
エ
ン

援
エ
ン

園
エ
ン

そ
の

煙
エ
ン

け
む
る

け
む
り

け
む
い

猿
エ
ン

さ
る

＊＊＊＊＊

遠
エ
ン

オ
ン

と
お
い

鉛
エ
ン

な
ま
り

塩
エ
ン

し
お

演
エ
ン

縁
エ
ン

ふ
ち

艶
エ
ン

つ
や

お汚
オけ

が
す

け
が
れ
る

け
が
ら
わ
し
い

よ
ご
す

よ
ご
れ
る

き
た
な
い

王
オ
ウ

凹
オ
ウ

央
オ
ウ

応
オ
ウ

こ
た
え
る

往
オ
ウ

＊＊＊＊＊＊＊

押
オ
ウ

お
す

お
さ
え
る

旺
オ
ウ

欧
オ
ウ

殴
オ
ウ

な
ぐ
る

桜
オ
ウ

さ
く
ら

翁
オ
ウ

奥
オ
ウ

お
く

横
オ
ウ

よ
こ

岡
お
か

屋
オ
ク

や

億
オ
ク

憶
オ
ク

臆
オ
ク

虞
お
そ
れ

乙
オ
ツ

＊＊＊＊＊

俺
お
れ

卸
お
ろ
す

お
ろ
し

音
オ
ン

イ
ン

お
と

ね

恩
オ
ン

温
オ
ン

あ
た
た
か

あ
た
た
か
い

あ
た
た
ま
る

あ
た
た
め
る

穏
オ
ン

お
だ
や
か

か下
カゲし

た
し
も

も
と

さ
げ
る

さ
が
る

く
だ
る

く
だ
す

く
だ
さ
る

お
ろ
す

お
り
る

化
カケば

け
る

ば
か
す

＊＊＊＊＊
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幹
カ
ン

み
き

感
カ
ン

漢
カ
ン

慣
カ
ン

な
れ
る

な
ら
す

管
カ
ン

く
だ

関
カ
ン

せ
き

か
か
わ
る

歓
カ
ン

監
カ
ン

緩
カ
ン

ゆ
る
い

ゆ
る
や
か

ゆ
る
む

ゆ
る
め
る

憾
カ
ン

還
カ
ン

館
カ
ン

や
か
た

環
カ
ン

簡
カ
ン

観
カ
ン

韓
カ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

看
カ
ン

陥
カ
ン

お
ち
い
る

お
と
し
い
れ
る

乾
カ
ン

か
わ
く

か
わ
か
す

勘
カ
ン

患
カ
ン

わ
ず
ら
う

貫
カ
ン

つ
ら
ぬ
く

寒
カ
ン

さ
む
い

喚
カ
ン

堪
カ
ン

た
え
る

換
カ
ン

か
え
る

か
わ
る

敢
カ
ン

棺
カ
ン

款
カ
ン

間
カ
ン

ケ
ン

あ
い
だ

ま

閑
カ
ン

勧
カ
ン

す
す
め
る

寛
カ
ン

＊＊＊

褐
カ
ツ

轄
カ
ツ

且
か
つ

株
か
ぶ

釜
か
ま

鎌
か
ま

刈
か
る

干
カ
ン

ほ
す

ひ
る

刊
カ
ン

甘
カ
ン

あ
ま
い

あ
ま
え
る

あ
ま
や
か
す

汗
カ
ン

あ
せ

缶
カ
ン

完
カ
ン

肝
カ
ン

き
も

官
カ
ン

冠
カ
ン

か
ん
む
り

巻
カ
ン

ま
く

ま
き

＊＊＊＊＊＊

穫
カ
ク

学
ガ
ク

ま
な
ぶ

岳
ガ
ク

た
け

楽
ガ
ク

ラ
ク

た
の
し
い

た
の
し
む

額
ガ
ク

ひ
た
い

顎
ガ
ク

あ
ご

掛
か
け
る

か
か
る

か
か
り

潟
か
た

括
カ
ツ

活
カ
ツ

喝
カ
ツ

渇
カ
ツ

か
わ
く

割
カ
ツ

わ
る

わ
り

わ
れ
る

さ
く

葛
カ
ツ

く
ず

滑
カ
ツ

コ
ツ

す
べ
る

な
め
ら
か

＊＊＊＊＊＊

柿
か
き

各
カ
ク

お
の
お
の

角
カ
ク

か
ど

つ
の

拡
カ
ク

革
カ
ク

か
わ

格
カ
ク

コ
ウ

核
カ
ク

殻
カ
ク

か
ら

郭
カ
ク

覚
カ
ク

お
ぼ
え
る

さ
ま
す

さ
め
る

較
カ
ク

隔
カ
ク

へ
だ
て
る

へ
だ
た
る

閣
カ
ク

確
カ
ク

た
し
か

た
し
か
め
る

獲
カ
ク

え
る

嚇
カ
ク

＊＊＊＊＊＊＊＊

懐
カ
イ

ふ
と
こ
ろ

な
つ
か
し
い

な
つ
か
し
む

な
つ
く

な
つ
け
る

諧
カ
イ

貝
か
い

外
ガ
イ

ゲそ
と

ほ
か

は
ず
す

は
ず
れ
る

劾
ガ
イ

害
ガ
イ

崖
ガ
イ

が
け

涯
ガ
イ

街
ガ
イ

カ
イ

ま
ち

慨
ガ
イ

蓋
ガ
イ

ふ
た

該
ガ
イ

概
ガ
イ

骸
ガ
イ

垣
か
き

＊＊＊＊

拐
カ
イ

悔
カ
イ

く
い
る

く
や
む

く
や
し
い

海
カ
イ

う
み

界
カ
イ

皆
カ
イ

み
な

械
カ
イ

絵
カ
イ

エ

開
カ
イ

ひ
ら
く

ひ
ら
け
る

あ
く

あ
け
る

階
カ
イ

塊
カ
イ

か
た
ま
り

楷
カ
イ

解
カ
イ

ゲと
く

と
か
す

と
け
る

潰
カ
イ

つ
ぶ
す

つ
ぶ
れ
る

壊
カ
イ

こ
わ
す

こ
わ
れ
る

＊＊＊＊＊＊＊

牙
ガゲき

ば

瓦
ガか

わ
ら

我
ガわ

れ
わ

画
ガカ

ク

芽
ガめ

賀
ガ

雅
ガ

餓
ガ

介
カ
イ

回
カ
イ

エま
わ
る

ま
わ
す

灰
カ
イ

は
い

会
カ
イ

エあ
う

快
カ
イ

こ
こ
ろ
よ
い

戒
カ
イ

い
ま
し
め
る

改
カ
イ

あ
ら
た
め
る

あ
ら
た
ま
る

怪
カ
イ

あ
や
し
い

あ
や
し
む

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

荷
カに

華
カケは

な

菓
カ

貨
カ

渦
カう

ず

過
カす

ぎ
る

す
ご
す

あ
や
ま
つ

あ
や
ま
ち

嫁
カよ

め
と
つ
ぐ

暇
カひ

ま

禍
カ

靴
カく

つ

寡
カ

歌
カう

た
う
た
う

箇
カ

稼
カか

せ
ぐ

課
カ

蚊
か

＊＊＊＊＊

火
カひほ

加
カく

わ
え
る

く
わ
わ
る

可
カ

仮
カケか

り

何
カな

に
な
ん

花
カは

な

佳
カ

価
カあ

た
い

果
カは

た
す

は
て
る

は
て

河
カか

わ

苛
カ

科
カ

架
カか

け
る

か
か
る

夏
カゲな

つ

家
カケい

え
や

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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均
キ
ン

近
キ
ン

ち
か
い

金
キ
ン

コ
ン

か
ね

か
な

菌
キ
ン

勤
キ
ン

ゴ
ン

つ
と
め
る

つ
と
ま
る

琴
キ
ン

こ
と

筋
キ
ン

す
じ

僅
キ
ン

わ
ず
か

禁
キ
ン

緊
キ
ン

錦
キ
ン

に
し
き

謹
キ
ン

つ
つ
し
む

襟
キ
ン

え
り

吟
ギ
ン

銀
ギ
ン

＊＊＊＊＊＊＊

艦
カ
ン

鑑
カ
ン

か
ん
が
み
る

丸
ガ
ン

ま
る

ま
る
い

ま
る
め
る

含
ガ
ン

ふ
く
む

ふ
く
め
る

岸
ガ
ン

き
し

岩
ガ
ン

い
わ

玩
ガ
ン

眼
ガ
ン

ゲ
ン

ま
な
こ

頑
ガ
ン

顔
ガ
ン

か
お

願
ガ
ン

ね
が
う

き企
キく

わ
だ
て
る

伎
キ

危
キあ

ぶ
な
い

あ
や
う
い

あ
や
ぶ
む

机
キつ

く
え

＊＊＊＊＊＊＊＊

気
キケ

岐
キ

希
キ

忌
キい

む
い
ま
わ
し
い

汽
キ

奇
キ

祈
キい

の
る

季
キ

紀
キ

軌
キ

既
キす

で
に

記
キし

る
す

起
キお

き
る

お
こ
る

お
こ
す

飢
キう

え
る

鬼
キお

に

帰
キか

え
る

か
え
す

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

基
キも

と
も
と
い

寄
キよ

る
よ
せ
る

規
キ

亀
キか

め

喜
キよ

ろ
こ
ぶ

幾
キい

く

揮
キ

期
キゴ

棋
キ

貴
キた

っ
と
い

と
う
と
い

た
っ
と
ぶ

と
う
と
ぶ

棄
キ

毀
キ

旗
キは

た

器
キう

つ
わ

畿
キ

輝
キか

が
や
く

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

機
キは

た

騎
キ

技
ギわ

ざ

宜
ギ

偽
ギい

つ
わ
る

に
せ

欺
ギあ

ざ
む
く

義
ギ

疑
ギう

た
が
う

儀
ギ

戯
ギた

わ
む
れ
る

擬
ギ

犠
ギ

議
ギ

菊
キ
ク

吉
キ
チ

キ
ツ

喫
キ
ツ

詰
キ
ツ

つ
め
る

つ
ま
る

つ
む

＊＊＊＊＊

却
キ
ャ
ク

客
キ
ャ
ク

カ
ク

脚
キ
ャ
ク

キ
ャ

あ
し

逆
ギ
ャ
ク

さ
か

さ
か
ら
う

虐
ギ
ャ
ク

し
い
た
げ
る

九
キ
ュ
ウ

クこ
こ
の

こ
こ
の
つ

久
キ
ュ
ウ

クひ
さ
し
い

及
キ
ュ
ウ

お
よ
ぶ

お
よ
び

お
よ
ぼ
す

弓
キ
ュ
ウ

ゆ
み

丘
キ
ュ
ウ

お
か

旧
キ
ュ
ウ

休
キ
ュ
ウ

や
す
む

や
す
ま
る

や
す
め
る

吸
キ
ュ
ウ

す
う

朽
キ
ュ
ウ

く
ち
る

臼
キ
ュ
ウ

う
す

＊＊＊＊＊＊＊＊

求
キ
ュ
ウ

も
と
め
る

究
キ
ュ
ウ

き
わ
め
る

泣
キ
ュ
ウ

な
く

急
キ
ュ
ウ

い
そ
ぐ

級
キ
ュ
ウ

糾
キ
ュ
ウ

宮
キ
ュ
ウ

グ
ウ

クみ
や

救
キ
ュ
ウ

す
く
う

球
キ
ュ
ウ

た
ま

給
キ
ュ
ウ

嗅
キ
ュ
ウ

か
ぐ

窮
キ
ュ
ウ

き
わ
め
る

き
わ
ま
る

牛
ギ
ュ
ウ

う
し

去
キ
ョ

コさ
る

巨
キ
ョ

居
キ
ョ

い
る

拒
キ
ョ

こ
ば
む

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

拠
キ
ョ

コ

挙
キ
ョ

あ
げ
る

あ
が
る

虚
キ
ョ

コ

許
キ
ョ

ゆ
る
す

距
キ
ョ

魚
ギ
ョ

う
お

さ
か
な

御
ギ
ョ

ゴお
ん

漁
ギ
ョ

リ
ョ
ウ

凶
キ
ョ
ウ

共
キ
ョ
ウ

と
も

叫
キ
ョ
ウ

さ
け
ぶ

狂
キ
ョ
ウ

く
る
う

く
る
お
し
い

京
キ
ョ
ウ

ケ
イ

享
キ
ョ
ウ

供
キ
ョ
ウ

クそ
な
え
る

と
も

協
キ
ョ
ウ

＊＊＊＊＊＊＊＊

況
キ
ョ
ウ

峡
キ
ョ
ウ

挟
キ
ョ
ウ

は
さ
む

は
さ
ま
る

狭
キ
ョ
ウ

せ
ま
い

せ
ば
め
る

せ
ば
ま
る

恐
キ
ョ
ウ

お
そ
れ
る

お
そ
ろ
し
い

恭
キ
ョ
ウ

う
や
う
や
し
い

胸
キ
ョ
ウ

む
ね

む
な

脅
キ
ョ
ウ

お
び
や
か
す

お
ど
す

お
ど
か
す

強
キ
ョ
ウ

ゴ
ウ

つ
よ
い

つ
よ
ま
る

つ
よ
め
る

し
い
る

教
キ
ョ
ウ

お
し
え
る

お
そ
わ
る

郷
キ
ョ
ウ

ゴ
ウ

境
キ
ョ
ウ

ケ
イ

さ
か
い

橋
キ
ョ
ウ

は
し

矯
キ
ョ
ウ

た
め
る

＊＊＊＊＊＊

鏡
キ
ョ
ウ

か
が
み

競
キ
ョ
ウ

ケ
イ

き
そ
う

せ
る

響
キ
ョ
ウ

ひ
び
く

驚
キ
ョ
ウ

お
ど
ろ
く

お
ど
ろ
か
す

仰
ギ
ョ
ウ

コ
ウ

あ
お
ぐ

お
お
せ

暁
ギ
ョ
ウ

あ
か
つ
き

業
ギ
ョ
ウ

ゴ
ウ

わ
ざ

凝
ギ
ョ
ウ

こ
る

こ
ら
す

曲
キ
ョ
ク

ま
が
る

ま
げ
る

局
キ
ョ
ク

極
キ
ョ
ク

ゴ
ク

き
わ
め
る

き
わ
ま
る

き
わ
み

玉
ギ
ョ
ク

た
ま

巾
キ
ン

斤
キ
ン

＊＊＊＊＊＊＊
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護
ゴ

口
コ
ウ

クく
ち

工
コ
ウ

ク

公
コ
ウ

お
お
や
け

勾
コ
ウ

孔
コ
ウ

功
コ
ウ

ク

巧
コ
ウ

た
く
み

広
コ
ウ

ひ
ろ
い

ひ
ろ
ま
る

ひ
ろ
め
る

ひ
ろ
が
る

ひ
ろ
げ
る

甲
コ
ウ

カ
ン

交
コ
ウ

ま
じ
わ
る

ま
じ
え
る

ま
じ
る

ま
ざ
る

ま
ぜ
る

か
う

か
わ
す

光
コ
ウ

ひ
か
る

ひ
か
り

向
コ
ウ

む
く

む
け
る

む
か
う

む
こ
う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

湖
コみ

ず
う
み

雇
コや

と
う

誇
コほ

こ
る

鼓
コつ

づ
み

錮
コ

顧
コか

え
り
み
る

五
ゴい

つ
い
つ
つ

互
ゴた

が
い

午
ゴ

呉
ゴ

後
ゴコ

ウ
の
ち

う
し
ろ

あ
と

お
く
れ
る

娯
ゴ

悟
ゴさ

と
る

碁
ゴ

語
ゴか

た
る

か
た
ら
う

誤
ゴあ

や
ま
る

＊＊＊＊＊＊

源
ゲ
ン

み
な
も
と

厳
ゲ
ン

ゴ
ン

お
ご
そ
か

き
び
し
い

こ己
コキお

の
れ

戸
コと

古
コふ

る
い

ふ
る
す

呼
コよ

ぶ

固
コか

た
め
る

か
た
ま
る

か
た
い

股
コま

た

虎
コと

ら

孤
コ

弧
コ

故
コゆ

え

枯
コか

れ
る

か
ら
す

個
コ

庫
コク

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

謙
ケ
ン

鍵
ケ
ン

か
ぎ

繭
ケ
ン

ま
ゆ

顕
ケ
ン

験
ケ
ン

ゲ
ン

懸
ケ
ン

ケか
け
る

か
か
る

元
ゲ
ン

ガ
ン

も
と

幻
ゲ
ン

ま
ぼ
ろ
し

玄
ゲ
ン

言
ゲ
ン

ゴ
ン

い
う

こ
と

弦
ゲ
ン

つ
る

限
ゲ
ン

か
ぎ
る

原
ゲ
ン

は
ら

現
ゲ
ン

あ
ら
わ
れ
る

あ
ら
わ
す

舷
ゲ
ン

減
ゲ
ン

へ
る

へ
ら
す

＊＊＊＊＊＊＊

倹
ケ
ン

兼
ケ
ン

か
ね
る

剣
ケ
ン

つ
る
ぎ

拳
ケ
ン

こ
ぶ
し

軒
ケ
ン

の
き

健
ケ
ン

す
こ
や
か

険
ケ
ン

け
わ
し
い

圏
ケ
ン

堅
ケ
ン

か
た
い

検
ケ
ン

嫌
ケ
ン

ゲ
ン

き
ら
う

い
や

献
ケ
ン

コ
ン

絹
ケ
ン

き
ぬ

遣
ケ
ン

つ
か
う

つ
か
わ
す

権
ケ
ン

ゴ
ン

憲
ケ
ン

賢
ケ
ン

か
し
こ
い

＊＊＊＊＊＊

穴
ケ
ツ

あ
な

血
ケ
ツ

ち

決
ケ
ツ

き
め
る

き
ま
る

結
ケ
ツ

む
す
ぶ

ゆ
う

ゆ
わ
え
る

傑
ケ
ツ

潔
ケ
ツ

い
さ
ぎ
よ
い

月
ゲ
ツ

ガ
ツ

つ
き

犬
ケ
ン

い
ぬ

件
ケ
ン

見
ケ
ン

み
る

み
え
る

み
せ
る

券
ケ
ン

肩
ケ
ン

か
た

建
ケ
ン

コ
ン

た
て
る

た
つ

研
ケ
ン

と
ぐ

県
ケ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

継
ケ
イ

つ
ぐ

詣
ケ
イ

も
う
で
る

慶
ケ
イ

憬
ケ
イ

稽
ケ
イ

憩
ケ
イ

い
こ
い

い
こ
う

警
ケ
イ

鶏
ケ
イ

に
わ
と
り

芸
ゲ
イ

迎
ゲ
イ

む
か
え
る

鯨
ゲ
イ

く
じ
ら

隙
ゲ
キ

す
き

劇
ゲ
キ

撃
ゲ
キ

う
つ

激
ゲ
キ

は
げ
し
い

桁
け
た

欠
ケ
ツ

か
け
る

か
く

＊＊＊＊＊

茎
ケ
イ

く
き

係
ケ
イ

か
か
る

か
か
り

型
ケ
イ

か
た

契
ケ
イ

ち
ぎ
る

計
ケ
イ

は
か
る

は
か
ら
う

恵
ケ
イ

エめ
ぐ
む

啓
ケ
イ

掲
ケ
イ

か
か
げ
る

渓
ケ
イ

経
ケ
イ

キ
ョ
ウ

へ
る

蛍
ケ
イ

ほ
た
る

敬
ケ
イ

う
や
ま
う

景
ケ
イ

軽
ケ
イ

か
る
い

か
ろ
や
か

傾
ケ
イ

か
た
む
く

か
た
む
け
る

携
ケ
イ

た
ず
さ
え
る

た
ず
さ
わ
る

＊＊＊＊＊＊＊

窟
ク
ツ

熊
く
ま

繰
く
る

君
ク
ン

き
み

訓
ク
ン

勲
ク
ン

薫
ク
ン

か
お
る

軍
グ
ン

郡
グ
ン

群
グ
ン

む
れ
る

む
れ

む
ら

け兄
ケ
イ

キ
ョ
ウ

あ
に

刑
ケ
イ

形
ケ
イ

ギ
ョ
ウ

か
た

か
た
ち

系
ケ
イ

径
ケ
イ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

く区
ク

句
ク

苦
クく

る
し
い

く
る
し
む

く
る
し
め
る

に
が
い

に
が
る

駆
クか

け
る

か
る

具
グ

惧
グ

愚
グお

ろ
か

空
ク
ウ

そ
ら

あ
く

あ
け
る

か
ら

偶
グ
ウ

遇
グ
ウ

隅
グ
ウ

す
み

串
く
し

屈
ク
ツ

掘
ク
ツ

ほ
る

＊＊＊＊＊
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擦
サ
ツ

す
る

す
れ
る

雑
ザ
ツ

ゾ
ウ

皿
さ
ら

三
サ
ン

みみ
つ

み
っ
つ

山
サ
ン

や
ま

参
サ
ン

ま
い
る

桟
サ
ン

蚕
サ
ン

か
い
こ

惨
サ
ン

ザ
ン

み
じ
め

産
サ
ン

う
む

う
ま
れ
る

う
ぶ

傘
サ
ン

か
さ

散
サ
ン

ち
る

ち
ら
す

ち
ら
か
す

ち
ら
か
る

算
サ
ン

酸
サ
ン

す
い

賛
サ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

削
サ
ク

け
ず
る

昨
サ
ク

柵
サ
ク

索
サ
ク

策
サ
ク

酢
サ
ク

す

搾
サ
ク

し
ぼ
る

錯
サ
ク

咲
さ
く

冊
サ
ツ

サ
ク

札
サ
ツ

ふ
だ

刷
サ
ツ

す
る

刹
サ
ツ

セ
ツ

拶
サ
ツ

殺
サ
ツ

サ
イ

セ
ツ

こ
ろ
す

察
サ
ツ

撮
サ
ツ

と
る

＊＊＊＊＊＊＊

菜
サ
イ

な

最
サ
イ

も
っ
と
も

裁
サ
イ

た
つ

さ
ば
く

債
サ
イ

催
サ
イ

も
よ
お
す

塞
サ
イ

ソ
ク

ふ
さ
ぐ

ふ
さ
が
る

歳
サ
イ

セ
イ

載
サ
イ

の
せ
る

の
る

際
サ
イ

き
わ

埼
さ
い

在
ザ
イ

あ
る

材
ザ
イ

剤
ザ
イ

財
ザ
イ

サ
イ

罪
ザ
イ

つ
み

崎
さ
き

作
サ
ク

サつ
く
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

座
ザす

わ
る

挫
ザ

才
サ
イ

再
サ
イ

サふ
た
た
び

災
サ
イ

わ
ざ
わ
い

妻
サ
イ

つ
ま

采
サ
イ

砕
サ
イ

く
だ
く

く
だ
け
る

宰
サ
イ

栽
サ
イ

彩
サ
イ

い
ろ
ど
る

採
サ
イ

と
る

済
サ
イ

す
む

す
ま
す

祭
サ
イ

ま
つ
る

ま
つ
り

斎
サ
イ

細
サ
イ

ほ
そ
い

ほ
そ
る

こ
ま
か

こ
ま
か
い

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

混
コ
ン

ま
じ
る

ま
ざ
る

ま
ぜ
る

こ
む

痕
コ
ン

あ
と

紺
コ
ン

魂
コ
ン

た
ま
し
い

墾
コ
ン

懇
コ
ン

ね
ん
ご
ろ

さ左
サひ

だ
り

佐
サ

沙
サ

査
サ

砂
サシ

ャ
す
な

唆
サそ

そ
の
か
す

差
サさ

す

詐
サ

鎖
サく

さ
り

＊＊＊＊＊＊

谷
コ
ク

た
に

刻
コ
ク

き
ざ
む

国
コ
ク

く
に

黒
コ
ク

く
ろ

く
ろ
い

穀
コ
ク

酷
コ
ク

獄
ゴ
ク

骨
コ
ツ

ほ
ね

駒
こ
ま

込
こ
む

こ
め
る

頃
こ
ろ

今
コ
ン

キ
ン

い
ま

困
コ
ン

こ
ま
る

昆
コ
ン

恨
コ
ン

う
ら
む

う
ら
め
し
い

根
コ
ン

ね

婚
コ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

酵
コ
ウ

稿
コ
ウ

興
コ
ウ

キ
ョ
ウ

お
こ
る

お
こ
す

衡
コ
ウ

鋼
コ
ウ

は
が
ね

講
コ
ウ

購
コ
ウ

乞
こ
う

号
ゴ
ウ

合
ゴ
ウ

ガ
ッ

カ
ッ

あ
う

あ
わ
す

あ
わ
せ
る

拷
ゴ
ウ

剛
ゴ
ウ

傲
ゴ
ウ

豪
ゴ
ウ

克
コ
ク

告
コ
ク

つ
げ
る

＊＊＊＊＊＊

高
コ
ウ

た
か
い

た
か

た
か
ま
る

た
か
め
る

康
コ
ウ

控
コ
ウ

ひ
か
え
る

梗
コ
ウ

黄
コ
ウ

オ
ウ

きこ

喉
コ
ウ

の
ど

慌
コ
ウ

あ
わ
て
る

あ
わ
た
だ
し
い

港
コ
ウ

み
な
と

硬
コ
ウ

か
た
い

絞
コ
ウ

し
ぼ
る

し
め
る

し
ま
る

項
コ
ウ

溝
コ
ウ

み
ぞ

鉱
コ
ウ

構
コ
ウ

か
ま
え
る

か
ま
う

綱
コ
ウ

つ
な

＊＊＊＊＊＊

厚
コ
ウ

あ
つ
い

恒
コ
ウ

洪
コ
ウ

皇
コ
ウ

オ
ウ

紅
コ
ウ

クべ
に

く
れ
な
い

荒
コ
ウ

あ
ら
い

あ
れ
る

あ
ら
す

郊
コ
ウ

香
コ
ウ

キ
ョ
ウ

かか
お
り

か
お
る

候
コ
ウ

そ
う
ろ
う

校
コ
ウ

耕
コ
ウ

た
が
や
す

航
コ
ウ

貢
コ
ウ

クみ
つ
ぐ

降
コ
ウ

お
り
る

お
ろ
す

ふ
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

后
コ
ウ

好
コ
ウ

こ
の
む

す
く

江
コ
ウ

え

考
コ
ウ

か
ん
が
え
る

行
コ
ウ

ギ
ョ
ウ

ア
ン

い
く

ゆ
く

お
こ
な
う

坑
コ
ウ

孝
コ
ウ

抗
コ
ウ

攻
コ
ウ

せ
め
る

更
コ
ウ

さ
ら

ふ
け
る

ふ
か
す

効
コ
ウ

き
く

幸
コ
ウ

さ
い
わ
い

さ
ち

し
あ
わ
せ

拘
コ
ウ

肯
コ
ウ

侯
コ
ウ

＊＊＊＊＊＊＊
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習
シ
ュ
ウ

な
ら
う

週
シ
ュ
ウ

就
シ
ュ
ウ

ジ
ュ

つ
く

つ
け
る

衆
シ
ュ
ウ

シ
ュ

集
シ
ュ
ウ

あ
つ
ま
る

あ
つ
め
る

つ
ど
う

愁
シ
ュ
ウ

う
れ
え
る

う
れ
い

酬
シ
ュ
ウ

醜
シ
ュ
ウ

み
に
く
い

蹴
シ
ュ
ウ

け
る

襲
シ
ュ
ウ

お
そ
う

十
ジ
ュ
ウ

ジ
ッ

と
お

と

汁
ジ
ュ
ウ

し
る

充
ジ
ュ
ウ

あ
て
る

住
ジ
ュ
ウ

す
む

す
ま
う

柔
ジ
ュ
ウ

ニ
ュ
ウ

や
わ
ら
か

や
わ
ら
か
い

＊＊＊＊＊＊＊

儒
ジ
ュ

樹
ジ
ュ

収
シ
ュ
ウ

お
さ
め
る

お
さ
ま
る

囚
シ
ュ
ウ

州
シ
ュ
ウ

す

舟
シ
ュ
ウ

ふ
ね

ふ
な

秀
シ
ュ
ウ

ひ
い
で
る

周
シ
ュ
ウ

ま
わ
り

宗
シ
ュ
ウ

ソ
ウ

拾
シ
ュ
ウ

ジ
ュ
ウ

ひ
ろ
う

秋
シ
ュ
ウ

あ
き

臭
シ
ュ
ウ

く
さ
い

に
お
う

修
シ
ュ
ウ

シ
ュ

お
さ
め
る

お
さ
ま
る

袖
シ
ュ
ウ

そ
で

終
シ
ュ
ウ

お
わ
る

お
え
る

羞
シ
ュ
ウ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

守
シ
ュ

スま
も
る

も
り

朱
シ
ュ

取
シ
ュ

と
る

狩
シ
ュ

か
る

か
り

首
シ
ュ

く
び

殊
シ
ュ

こ
と

珠
シ
ュ

酒
シ
ュ

さ
け

さ
か

腫
シ
ュ

は
れ
る

は
ら
す

種
シ
ュ

た
ね

趣
シ
ュ

お
も
む
き

寿
ジ
ュ

こ
と
ぶ
き

受
ジ
ュ

う
け
る

う
か
る

呪
ジ
ュ

の
ろ
う

授
ジ
ュ

さ
ず
け
る

さ
ず
か
る

需
ジ
ュ

＊＊＊＊＊＊＊

遮
シ
ャ

さ
え
ぎ
る

謝
シ
ャ

あ
や
ま
る

邪
ジ
ャ

蛇
ジ
ャ

ダへ
び

尺
シ
ャ
ク

借
シ
ャ
ク

か
り
る

酌
シ
ャ
ク

く
む

釈
シ
ャ
ク

爵
シ
ャ
ク

若
ジ
ャ
ク

ニ
ャ
ク

わ
か
い

も
し
く
は

弱
ジ
ャ
ク

よ
わ
い

よ
わ
る

よ
わ
ま
る

よ
わ
め
る

寂
ジ
ャ
ク

セ
キ

さ
び

さ
び
し
い

さ
び
れ
る

手
シ
ュ

てた

主
シ
ュ

スぬ
し

お
も

＊＊＊＊＊＊＊

湿
シ
ツ

し
め
る

し
め
す

嫉
シ
ツ

漆
シ
ツ

う
る
し

質
シ
ツ

シ
チ

チ

実
ジ
ツ

みみ
の
る

芝
し
ば

写
シ
ャ

う
つ
す

う
つ
る

社
シ
ャ

や
し
ろ

車
シ
ャ

く
る
ま

舎
シ
ャ

者
シ
ャ

も
の

射
シ
ャ

い
る

捨
シ
ャ

す
て
る

赦
シ
ャ

斜
シ
ャ

な
な
め

煮
シ
ャ

に
る

に
え
る

に
や
す

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

時
ジと

き

滋
ジ

慈
ジい

つ
く
し
む

辞
ジや

め
る

磁
ジ

餌
ジえ

さ
え

璽
ジ

鹿
し
か

か

式
シ
キ

識
シ
キ

軸
ジ
ク

七
シ
チ

な
な

な
な
つ

な
の

叱
シ
ツ

し
か
る

失
シ
ツ

う
し
な
う

室
シ
ツ

む
ろ

疾
シ
ツ

執
シ
ツ

シ
ュ
ウ

と
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

摯
シ

賜
シた

ま
わ
る

諮
シは

か
る

示
ジシし

め
す

字
ジあ

ざ

寺
ジて

ら

次
ジシつ

ぐ
つ
ぎ

耳
ジみ

み

自
ジシみ

ず
か
ら

似
ジに

る

児
ジニ

事
ジズこ

と

侍
ジさ

む
ら
い

治
ジチお

さ
め
る

お
さ
ま
る

な
お
る

な
お
す

持
ジも

つ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

指
シゆ

び
さ
す

施
シセほ

ど
こ
す

師
シ

恣
シ

紙
シか

み

脂
シあ

ぶ
ら

視
シ

紫
シむ

ら
さ
き

詞
シ

歯
シは

嗣
シ

試
シこ

こ
ろ
み
る

た
め
す

詩
シ

資
シ

飼
シか

う

誌
シ

雌
シめめ

す

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

旨
シむ

ね

死
シし

ぬ

糸
シい

と

至
シい

た
る

伺
シう

か
が
う

志
シこ

こ
ろ
ざ
す

こ
こ
ろ
ざ
し

私
シわ

た
く
し

わ
た
し

使
シつ

か
う

刺
シさ

す
さ
さ
る

始
シは

じ
め
る

は
じ
ま
る

姉
シあ

ね

枝
シえ

だ

祉
シ

肢
シ

姿
シす

が
た

思
シお

も
う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

残
ザ
ン

の
こ
る

の
こ
す

斬
ザ
ン

き
る

暫
ザ
ン

し士
シ

子
シスこ

支
シさ

さ
え
る

止
シと

ま
る

と
め
る

氏
シう

じ

仕
シジつ

か
え
る

史
シ

司
シ

四
シよよ

つ
よ
っ
つ

よ
ん

市
シい

ち

矢
シや

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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侵
シ
ン

お
か
す

信
シ
ン

津
シ
ン

つ

神
シ
ン

ジ
ン

か
み

か
ん

こ
う

唇
シ
ン

く
ち
び
る

娠
シ
ン

振
シ
ン

ふ
る

ふ
る
う

ふ
れ
る

浸
シ
ン

ひ
た
す

ひ
た
る

真
シ
ン

ま

針
シ
ン

は
り

深
シ
ン

ふ
か
い

ふ
か
ま
る

ふ
か
め
る

紳
シ
ン

進
シ
ン

す
す
む

す
す
め
る

森
シ
ン

も
り

診
シ
ン

み
る

＊＊＊＊＊＊＊

植
シ
ョ
ク

う
え
る

う
わ
る

殖
シ
ョ
ク

ふ
え
る

ふ
や
す

飾
シ
ョ
ク

か
ざ
る

触
シ
ョ
ク

ふ
れ
る

さ
わ
る

嘱
シ
ョ
ク

織
シ
ョ
ク

シ
キ

お
る

職
シ
ョ
ク

辱
ジ
ョ
ク

は
ず
か
し
め
る

尻
し
り

心
シ
ン

こ
こ
ろ

申
シ
ン

も
う
す

伸
シ
ン

の
び
る

の
ば
す

の
べ
る

臣
シ
ン

ジ
ン

芯
シ
ン

身
シ
ン

み

辛
シ
ン

か
ら
い

＊＊＊＊＊＊＊

常
ジ
ョ
ウ

つ
ね

と
こ

情
ジ
ョ
ウ

セ
イ

な
さ
け

場
ジ
ョ
ウ

ば

畳
ジ
ョ
ウ

た
た
む

た
た
み

蒸
ジ
ョ
ウ

む
す

む
れ
る

む
ら
す

縄
ジ
ョ
ウ

な
わ

壌
ジ
ョ
ウ

嬢
ジ
ョ
ウ

錠
ジ
ョ
ウ

譲
ジ
ョ
ウ

ゆ
ず
る

醸
ジ
ョ
ウ

か
も
す

色
シ
ョ
ク

シ
キ

い
ろ

拭
シ
ョ
ク

ふ
く

ぬ
ぐ
う

食
シ
ョ
ク

ジ
キ

く
う

く
ら
う

た
べ
る

＊＊＊＊＊＊＊

憧
シ
ョ
ウ

あ
こ
が
れ
る

衝
シ
ョ
ウ

賞
シ
ョ
ウ

償
シ
ョ
ウ

つ
ぐ
な
う

礁
シ
ョ
ウ

鐘
シ
ョ
ウ

か
ね

上
ジ
ョ
ウ

シ
ョ
ウ

う
え

う
わ

か
み

あ
げ
る

あ
が
る

の
ぼ
る

の
ぼ
せ
る

の
ぼ
す

丈
ジ
ョ
ウ

た
け

冗
ジ
ョ
ウ

条
ジ
ョ
ウ

状
ジ
ョ
ウ

乗
ジ
ョ
ウ

の
る

の
せ
る

城
ジ
ョ
ウ

し
ろ

浄
ジ
ョ
ウ

剰
ジ
ョ
ウ

＊＊＊＊＊＊

掌
シ
ョ
ウ

晶
シ
ョ
ウ

焼
シ
ョ
ウ

や
く

や
け
る

焦
シ
ョ
ウ

こ
げ
る

こ
が
す

こ
が
れ
る

あ
せ
る

硝
シ
ョ
ウ

粧
シ
ョ
ウ

詔
シ
ョ
ウ

み
こ
と
の
り

証
シ
ョ
ウ

象
シ
ョ
ウ

ゾ
ウ

傷
シ
ョ
ウ

き
ず

い
た
む

い
た
め
る

奨
シ
ョ
ウ

照
シ
ョ
ウ

て
る

て
ら
す

て
れ
る

詳
シ
ョ
ウ

く
わ
し
い

彰
シ
ョ
ウ

障
シ
ョ
ウ

さ
わ
る

＊＊＊＊＊＊

松
シ
ョ
ウ

ま
つ

沼
シ
ョ
ウ

ぬ
ま

昭
シ
ョ
ウ

宵
シ
ョ
ウ

よ
い

将
シ
ョ
ウ

消
シ
ョ
ウ

き
え
る

け
す

症
シ
ョ
ウ

祥
シ
ョ
ウ

称
シ
ョ
ウ

笑
シ
ョ
ウ

わ
ら
う

え
む

唱
シ
ョ
ウ

と
な
え
る

商
シ
ョ
ウ

あ
き
な
う

渉
シ
ョ
ウ

章
シ
ョ
ウ

紹
シ
ョ
ウ

訟
シ
ョ
ウ

勝
シ
ョ
ウ

か
つ

ま
さ
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

序
ジ
ョ

叙
ジ
ョ

徐
ジ
ョ

除
ジ
ョ

ジの
ぞ
く

小
シ
ョ
ウ

ち
い
さ
い

こお

升
シ
ョ
ウ

ま
す

少
シ
ョ
ウ

す
く
な
い

す
こ
し

召
シ
ョ
ウ

め
す

匠
シ
ョ
ウ

床
シ
ョ
ウ

と
こ

ゆ
か

抄
シ
ョ
ウ

肖
シ
ョ
ウ

尚
シ
ョ
ウ

招
シ
ョ
ウ

ま
ね
く

承
シ
ョ
ウ

う
け
た
ま
わ
る

昇
シ
ョ
ウ

の
ぼ
る

＊＊＊＊＊＊

潤
ジ
ュ
ン

う
る
お
う

う
る
お
す

う
る
む

遵
ジ
ュ
ン

処
シ
ョ

初
シ
ョ

は
じ
め

は
じ
め
て

は
つ

う
い

そ
め
る

所
シ
ョ

と
こ
ろ

書
シ
ョ

か
く

庶
シ
ョ

暑
シ
ョ

あ
つ
い

署
シ
ョ

緒
シ
ョ

チ
ョ

お

諸
シ
ョ

女
ジ
ョ

ニ
ョ

ニ
ョ
ウ

お
ん
な

め

如
ジ
ョ

ニ
ョ

助
ジ
ョ

た
す
け
る

た
す
か
る

す
け

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

塾
ジ
ュ
ク

熟
ジ
ュ
ク

う
れ
る

出
シ
ュ
ツ

ス
イ

で
る

だ
す

述
ジ
ュ
ツ

の
べ
る

術
ジ
ュ
ツ

俊
シ
ュ
ン

春
シ
ュ
ン

は
る

瞬
シ
ュ
ン

ま
た
た
く

旬
ジ
ュ
ン

シ
ュ
ン

巡
ジ
ュ
ン

め
ぐ
る

盾
ジ
ュ
ン

た
て

准
ジ
ュ
ン

殉
ジ
ュ
ン

純
ジ
ュ
ン

循
ジ
ュ
ン

順
ジ
ュ
ン

準
ジ
ュ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊

重
ジ
ュ
ウ

チ
ョ
ウ

えお
も
い

か
さ
ね
る

か
さ
な
る

従
ジ
ュ
ウ

シ
ョ
ウ

ジ
ュ

し
た
が
う

し
た
が
え
る

渋
ジ
ュ
ウ

し
ぶ

し
ぶ
い

し
ぶ
る

銃
ジ
ュ
ウ

獣
ジ
ュ
ウ

け
も
の

縦
ジ
ュ
ウ

た
て

叔
シ
ュ
ク

祝
シ
ュ
ク

シ
ュ
ウ

い
わ
う

宿
シ
ュ
ク

や
ど

や
ど
る

や
ど
す

淑
シ
ュ
ク

粛
シ
ュ
ク

縮
シ
ュ
ク

ち
ぢ
む

ち
ぢ
ま
る

ち
ぢ
め
る

ち
ぢ
れ
る

ち
ぢ
ら
す

＊＊＊＊＊＊
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選
セ
ン

え
ら
ぶ

薦
セ
ン

す
す
め
る

繊
セ
ン

鮮
セ
ン

あ
ざ
や
か

全
ゼ
ン

ま
っ
た
く

す
べ
て

前
ゼ
ン

ま
え

善
ゼ
ン

よ
い

然
ゼ
ン

ネ
ン

禅
ゼ
ン

漸
ゼ
ン

膳
ゼ
ン

繕
ゼ
ン

つ
く
ろ
う

そ狙
ソね

ら
う

阻
ソは

ば
む

祖
ソ

租
ソ

＊＊＊＊＊＊

染
セ
ン

そ
め
る

そ
ま
る

し
み
る

し
み

扇
セ
ン

お
う
ぎ

栓
セ
ン

旋
セ
ン

船
セ
ン

ふ
ね

ふ
な

戦
セ
ン

い
く
さ

た
た
か
う

煎
セ
ン

い
る

羨
セ
ン

う
ら
や
む

う
ら
や
ま
し
い

腺
セ
ン

セ
ン

践
セ
ン

箋
セ
ン

銭
セ
ン

ぜ
に

潜
セ
ン

ひ
そ
む

も
ぐ
る

線
セ
ン

遷
セ
ン

＊＊＊＊＊

摂
セ
ツ

節
セ
ツ

セ
チ

ふ
し

説
セ
ツ

ゼ
イ

と
く

舌
ゼ
ツ

し
た

絶
ゼ
ツ

た
え
る

た
や
す

た
つ

千
セ
ン

ち

川
セ
ン

か
わ

仙
セ
ン

占
セ
ン

し
め
る

う
ら
な
う

先
セ
ン

さ
き

宣
セ
ン

専
セ
ン

も
っ
ぱ
ら

泉
セ
ン

い
ず
み

浅
セ
ン

あ
さ
い

洗
セ
ン

あ
ら
う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

脊
セ
キ

隻
セ
キ

惜
セ
キ

お
し
い

お
し
む

戚
セ
キ

責
セ
キ

せ
め
る

跡
セ
キ

あ
と

積
セ
キ

つ
む

つ
も
る

績
セ
キ

籍
セ
キ

切
セ
ツ

サ
イ

き
る

き
れ
る

折
セ
ツ

お
る

お
り

お
れ
る

拙
セ
ツ

つ
た
な
い

窃
セ
ツ

接
セ
ツ

つ
ぐ

設
セ
ツ

も
う
け
る

雪
セ
ツ

ゆ
き

＊＊＊＊＊＊＊＊

誓
セ
イ

ち
か
う

静
セ
イ

ジ
ョ
ウ

し
ず

し
ず
か

し
ず
ま
る

し
ず
め
る

請
セ
イ

シ
ン

こ
う

う
け
る

整
セ
イ

と
と
の
え
る

と
と
の
う

醒
セ
イ

税
ゼ
イ

夕
セ
キ

ゆ
う

斥
セ
キ

石
セ
キ

シ
ャ
ク

コ
ク

い
し

赤
セ
キ

シ
ャ
ク

あ
か

あ
か
い

あ
か
ら
む

あ
か
ら
め
る

昔
セ
キ

シ
ャ
ク

む
か
し

析
セ
キ

席
セ
キ

＊＊＊＊＊＊＊＊

星
セ
イ

シ
ョ
ウ

ほ
し

牲
セ
イ

省
セ
イ

シ
ョ
ウ

か
え
り
み
る

は
ぶ
く

凄
セ
イ

逝
セ
イ

ゆ
く

い
く

清
セ
イ

シ
ョ
ウ

き
よ
い

き
よ
ま
る

き
よ
め
る

盛
セ
イ

ジ
ョ
ウ

も
る

さ
か
る

さ
か
ん

婿
セ
イ

む
こ

晴
セ
イ

は
れ
る

は
ら
す

勢
セ
イ

い
き
お
い

聖
セ
イ

誠
セ
イ

ま
こ
と

精
セ
イ

シ
ョ
ウ

製
セ
イ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

生
セ
イ

シ
ョ
ウ

い
き
る

い
か
す

い
け
る

う
ま
れ
る

う
む

お
う

は
え
る

は
や
す

きな
ま

成
セ
イ

ジ
ョ
ウ

な
る

な
す

西
セ
イ

サ
イ

に
し

声
セ
イ

シ
ョ
ウ

こ
え

こ
わ

制
セ
イ

姓
セ
イ

シ
ョ
ウ

征
セ
イ

性
セ
イ

シ
ョ
ウ

青
セ
イ

シ
ョ
ウ

あ
お

あ
お
い

斉
セ
イ

政
セ
イ

シ
ョ
ウ

ま
つ
り
ご
と

＊＊＊＊＊＊＊＊

随
ズ
イ

髄
ズ
イ

枢
ス
ウ

崇
ス
ウ

数
ス
ウ

スか
ず

か
ぞ
え
る

据
す
え
る

す
わ
る

杉
す
ぎ

裾
す
そ

寸
ス
ン

せ瀬
せ

是
ゼ

井
セ
イ

シ
ョ
ウ

い

世
セ
イ

セよ

正
セ
イ

シ
ョ
ウ

た
だ
し
い

た
だ
す

ま
さ

＊＊＊＊＊

尋
ジ
ン

た
ず
ね
る

腎
ジ
ン

す須
ス

図
ズトは

か
る

水
ス
イ

み
ず

吹
ス
イ

ふ
く

垂
ス
イ

た
れ
る

た
ら
す

炊
ス
イ

た
く

帥
ス
イ

粋
ス
イ

い
き

衰
ス
イ

お
と
ろ
え
る

推
ス
イ

お
す

酔
ス
イ

よ
う

遂
ス
イ

と
げ
る

睡
ス
イ

穂
ス
イ

ほ

＊＊＊＊

寝
シ
ン

ね
る

ね
か
す

慎
シ
ン

つ
つ
し
む

新
シ
ン

あ
た
ら
し
い

あ
ら
た

に
い

審
シ
ン

震
シ
ン

ふ
る
う

ふ
る
え
る

薪
シ
ン

た
き
ぎ

親
シ
ン

お
や

し
た
し
い

し
た
し
む

人
ジ
ン

ニ
ン

ひ
と

刃
ジ
ン

は

仁
ジ
ン

ニ

尽
ジ
ン

つ
く
す

つ
き
る

つ
か
す

迅
ジ
ン

甚
ジ
ン

は
な
は
だ

は
な
は
だ
し
い

陣
ジ
ン

＊＊＊＊
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断
ダ
ン

た
つ

こ
と
わ
る

弾
ダ
ン

ひ
く

は
ず
む

た
ま

暖
ダ
ン

あ
た
た
か

あ
た
た
か
い

あ
た
た
ま
る

あ
た
た
め
る

談
ダ
ン

壇
ダ
ン

タ
ン

ち地
チジ

池
チい

け

知
チし

る

値
チねあ

た
い

恥
チは

じ
る

は
じ

は
じ
ら
う

は
ず
か
し
い

致
チい

た
す

遅
チお

く
れ
る

お
く
ら
す

お
そ
い

痴
チ

＊＊＊＊＊＊＊

旦
タ
ン

ダ
ン

担
タ
ン

か
つ
ぐ

に
な
う

単
タ
ン

炭
タ
ン

す
み

胆
タ
ン

探
タ
ン

さ
ぐ
る

さ
が
す

淡
タ
ン

あ
わ
い

短
タ
ン

み
じ
か
い

嘆
タ
ン

な
げ
く

な
げ
か
わ
し
い

端
タ
ン

は
し

はは
た

綻
タ
ン

ほ
こ
ろ
び
る

誕
タ
ン

鍛
タ
ン

き
た
え
る

団
ダ
ン

ト
ン

男
ダ
ン

ナ
ン

お
と
こ

段
ダ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

滝
た
き

宅
タ
ク

択
タ
ク

沢
タ
ク

さ
わ

卓
タ
ク

拓
タ
ク

託
タ
ク

濯
タ
ク

諾
ダ
ク

濁
ダ
ク

に
ご
る

に
ご
す

但
た
だ
し

達
タ
ツ

脱
ダ
ツ

ぬ
ぐ

ぬ
げ
る

奪
ダ
ツ

う
ば
う

棚
た
な

誰
だ
れ

丹
タ
ン

＊＊

泰
タ
イ

堆
タ
イ

袋
タ
イ

ふ
く
ろ

逮
タ
イ

替
タ
イ

か
え
る

か
わ
る

貸
タ
イ

か
す

隊
タ
イ

滞
タ
イ

と
ど
こ
お
る

態
タ
イ

戴
タ
イ

大
ダ
イ

タ
イ

お
お

お
お
き
い

お
お
い
に

代
ダ
イ

タ
イ

か
わ
る

か
え
る

よし
ろ

台
ダ
イ

タ
イ

第
ダ
イ

題
ダ
イ

＊＊＊＊＊＊＊＊

汰
タ

打
ダう

つ

妥
ダ

唾
ダつ

ば

堕
ダ

惰
ダ

駄
ダ

太
タ
イ

タふ
と
い

ふ
と
る

対
タ
イ

ツ
イ

体
タ
イ

テ
イ

か
ら
だ

耐
タ
イ

た
え
る

待
タ
イ

ま
つ

怠
タ
イ

お
こ
た
る

な
ま
け
る

胎
タ
イ

退
タ
イ

し
り
ぞ
く

し
り
ぞ
け
る

帯
タ
イ

お
び
る

お
び

＊＊＊＊＊＊＊

俗
ゾ
ク

族
ゾ
ク

属
ゾ
ク

賊
ゾ
ク

続
ゾ
ク

つ
づ
く

つ
づ
け
る

卒
ソ
ツ

率
ソ
ツ

リ
ツ

ひ
き
い
る

存
ソ
ン

ゾ
ン

村
ソ
ン

む
ら

孫
ソ
ン

ま
ご

尊
ソ
ン

た
っ
と
い

と
う
と
い

た
っ
と
ぶ

と
う
と
ぶ

損
ソ
ン

そ
こ
な
う

そ
こ
ね
る

ソ
ン

た他
タほ

か

多
タお

お
い

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

憎
ゾ
ウ

に
く
む

に
く
い

に
く
ら
し
い

に
く
し
み

蔵
ゾ
ウ

く
ら

贈
ゾ
ウ

ソ
ウ

お
く
る

臓
ゾ
ウ

即
ソ
ク

束
ソ
ク

た
ば

足
ソ
ク

あ
し

た
り
る

た
る

た
す

促
ソ
ク

う
な
が
す

則
ソ
ク

息
ソ
ク

い
き

捉
ソ
ク

と
ら
え
る

速
ソ
ク

は
や
い

は
や
め
る

は
や
ま
る

す
み
や
か

側
ソ
ク

が
わ

測
ソ
ク

は
か
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

装
ソ
ウ

シ
ョ
ウ

よ
そ
お
う

僧
ソ
ウ

想
ソ
ウ

ソ

層
ソ
ウ

総
ソ
ウ

遭
ソ
ウ

あ
う

槽
ソ
ウ

踪
ソ
ウ

操
ソ
ウ

み
さ
お

あ
や
つ
る

燥
ソ
ウ

霜
ソ
ウ

し
も

騒
ソ
ウ

さ
わ
ぐ

藻
ソ
ウ

も

造
ゾ
ウ

つ
く
る

像
ゾ
ウ

増
ゾ
ウ

ま
す

ふ
え
る

ふ
や
す

＊＊＊＊＊＊＊＊

荘
ソ
ウ

草
ソ
ウ

く
さ

送
ソ
ウ

お
く
る

倉
ソ
ウ

く
ら

捜
ソ
ウ

さ
が
す

挿
ソ
ウ

さ
す

桑
ソ
ウ

く
わ

巣
ソ
ウ

す

掃
ソ
ウ

は
く

曹
ソ
ウ

曽
ソ
ウ

ゾ

爽
ソ
ウ

さ
わ
や
か

窓
ソ
ウ

ま
ど

創
ソ
ウ

つ
く
る

喪
ソ
ウ

も

痩
ソ
ウ

や
せ
る

葬
ソ
ウ

ほ
う
む
る

＊＊＊＊＊＊

素
ソス

措
ソ

粗
ソあ

ら
い

組
ソく

む
く
み

疎
ソう

と
い

う
と
む

訴
ソう

っ
た
え
る

塑
ソソさ

か
の
ぼ
る

礎
ソい

し
ず
え

双
ソ
ウ

ふ
た

壮
ソ
ウ

早
ソ
ウ

サ
ッ

は
や
い

は
や
ま
る

は
や
め
る

争
ソ
ウ

あ
ら
そ
う

走
ソ
ウ

は
し
る

奏
ソ
ウ

か
な
で
る

相
ソ
ウ

シ
ョ
ウ

あ
い

＊＊＊＊＊＊＊
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豆
ト
ウ

ズま
め

東
ト
ウ

ひ
が
し

到
ト
ウ

逃
ト
ウ

に
げ
る

に
が
す

の
が
す

の
が
れ
る

倒
ト
ウ

た
お
れ
る

た
お
す

凍
ト
ウ

こ
お
る

こ
ご
え
る

唐
ト
ウ

か
ら

島
ト
ウ

し
ま

桃
ト
ウ

も
も

討
ト
ウ

う
つ

透
ト
ウ

す
く

す
か
す

す
け
る

党
ト
ウ

悼
ト
ウ

い
た
む

盗
ト
ウ

ぬ
す
む

陶
ト
ウ

＊＊＊＊＊

徒
ト

途
ト

都
トツみ

や
こ

渡
トわ

た
る

わ
た
す

塗
トぬ

る

賭
トか

け
る

土
ドトつ

ち

奴
ド

努
ドつ

と
め
る

度
ドトタ

ク
た
び

怒
ドい

か
る

お
こ
る

刀
ト
ウ

か
た
な

冬
ト
ウ

ふ
ゆ

灯
ト
ウ

ひ

当
ト
ウ

あ
た
る

あ
て
る

投
ト
ウ

な
げ
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

典
テ
ン

店
テ
ン

み
せ

点
テ
ン

展
テ
ン

添
テ
ン

そ
え
る

そ
う

転
テ
ン

こ
ろ
が
る

こ
ろ
げ
る

こ
ろ
が
す

こ
ろ
ぶ

塡
テ
ン

田
デ
ン

た

伝
デ
ン

つ
た
わ
る

つ
た
え
る

つ
た
う

殿
デ
ン

テ
ン

と
の

ど
の

電
デ
ン

と斗
ト

吐
トは

く

妬
トね

た
む

＊＊＊＊＊＊＊＊

艇
テ
イ

締
テ
イ

し
ま
る

し
め
る

諦
テ
イ

あ
き
ら
め
る

泥
デ
イ

ど
ろ

的
テ
キ

ま
と

笛
テ
キ

ふ
え

摘
テ
キ

つ
む

滴
テ
キ

し
ず
く

し
た
た
る

適
テ
キ

敵
テ
キ

か
た
き

溺
デ
キ

お
ぼ
れ
る

迭
テ
ツ

哲
テ
ツ

鉄
テ
ツ

徹
テ
ツ

撤
テ
ツ

天
テ
ン

あ
め

あ
ま

＊＊＊＊＊＊

弟
テ
イ

ダ
イ

デお
と
う
と

定
テ
イ

ジ
ョ
ウ

さ
だ
め
る

さ
だ
ま
る

さ
だ
か

底
テ
イ

そ
こ

抵
テ
イ

邸
テ
イ

亭
テ
イ

貞
テ
イ

帝
テ
イ

訂
テ
イ

庭
テ
イ

に
わ

逓
テ
イ

停
テ
イ

偵
テ
イ

堤
テ
イ

つ
つ
み

提
テ
イ

さ
げ
る

程
テ
イ

ほ
ど

＊＊＊＊＊＊＊

つ追
ツ
イ

お
う

椎
ツ
イ

墜
ツ
イ

通
ツ
ウ

ツと
お
る

と
お
す

か
よ
う

痛
ツ
ウ

い
た
い

い
た
む

い
た
め
る

塚
つ
か

漬
つ
け
る

つ
か
る

坪
つ
ぼ

爪
つ
め

つ
ま

鶴
つ
る

て低
テ
イ

ひ
く
い

ひ
く
め
る

ひ
く
ま
る

呈
テ
イ

廷
テ
イ

＊＊＊＊

潮
チ
ョ
ウ

し
お

澄
チ
ョ
ウ

す
む

す
ま
す

調
チ
ョ
ウ

し
ら
べ
る

と
と
の
う

と
と
の
え
る

聴
チ
ョ
ウ

き
く

懲
チ
ョ
ウ

こ
り
る

こ
ら
す

こ
ら
し
め
る

直
チ
ョ
ク

ジ
キ

た
だ
ち
に

な
お
す

な
お
る

勅
チ
ョ
ク

捗
チ
ョ
ク

沈
チ
ン

し
ず
む

し
ず
め
る

珍
チ
ン

め
ず
ら
し
い

朕
チ
ン

陳
チ
ン

賃
チ
ン

鎮
チ
ン

し
ず
め
る

し
ず
ま
る

＊＊＊＊

町
チ
ョ
ウ

ま
ち

長
チ
ョ
ウ

な
が
い

挑
チ
ョ
ウ

い
ど
む

帳
チ
ョ
ウ

張
チ
ョ
ウ

は
る

彫
チ
ョ
ウ

ほ
る

眺
チ
ョ
ウ

な
が
め
る

釣
チ
ョ
ウ

つ
る

頂
チ
ョ
ウ

い
た
だ
く

い
た
だ
き

鳥
チ
ョ
ウ

と
り

朝
チ
ョ
ウ

あ
さ

貼
チ
ョ
ウ

は
る

超
チ
ョ
ウ

こ
え
る

こ
す

腸
チ
ョ
ウ

跳
チ
ョ
ウ

は
ね
る

と
ぶ

徴
チ
ョ
ウ

嘲
チ
ョ
ウ

あ
ざ
け
る

＊＊＊＊＊＊＊＊

沖
チ
ュ
ウ

お
き

宙
チ
ュ
ウ

忠
チ
ュ
ウ

抽
チ
ュ
ウ

注
チ
ュ
ウ

そ
そ
ぐ

昼
チ
ュ
ウ

ひ
る

柱
チ
ュ
ウ

は
し
ら

衷
チ
ュ
ウ

酎
チ
ュ
ウ

鋳
チ
ュ
ウ

い
る

駐
チ
ュ
ウ

著
チ
ョ

あ
ら
わ
す

い
ち
じ
る
し
い

貯
チ
ョ

丁
チ
ョ
ウ

テ
イ

弔
チ
ョ
ウ

と
む
ら
う

庁
チ
ョ
ウ

兆
チ
ョ
ウ

き
ざ
す

き
ざ
し

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

稚
チ

置
チお

く

緻
チ

竹
チ
ク

た
け

畜
チ
ク

逐
チ
ク

蓄
チ
ク

た
く
わ
え
る

築
チ
ク

き
ず
く

秩
チ
ツ

窒
チ
ツ

茶
チ
ャ

サ

着
チ
ャ
ク

ジ
ャ
ク

き
る

き
せ
る

つ
く

つ
け
る

嫡
チ
ャ
ク

中
チ
ュ
ウ

ジ
ュ
ウ

な
か

仲
チ
ュ
ウ

な
か

虫
チ
ュ
ウ

む
し

＊＊＊＊＊＊＊＊
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抜
バ
ツ

ぬ
く

ぬ
け
る

ぬ
か
す

ぬ
か
る

罰
バ
ツ

バ
チ

閥
バ
ツ

反
ハ
ン

ホ
ン

タ
ン

そ
る

そ
ら
す

半
ハ
ン

な
か
ば

氾
ハ
ン

犯
ハ
ン

お
か
す

帆
ハ
ン

ほ

汎
ハ
ン

伴
ハ
ン

バ
ン

と
も
な
う

判
ハ
ン

バ
ン

坂
ハ
ン

さ
か

阪
ハ
ン

板
ハ
ン

バ
ン

い
た

版
ハ
ン

＊＊＊＊＊＊＊＊

博
ハ
ク

バ
ク

薄
ハ
ク

う
す
い

う
す
め
る

う
す
ま
る

う
す
ら
ぐ

う
す
れ
る

麦
バ
ク

む
ぎ

漠
バ
ク

縛
バ
ク

し
ば
る

爆
バ
ク

箱
は
こ

箸
は
し

畑
は
た

は
た
け

肌
は
だ

八
ハ
チ

やや
つ

や
っ
つ

よ
う

鉢
ハ
チ

ハ
ツ

発
ハ
ツ

ホ
ツ

髪
ハ
ツ

か
み

伐
バ
ツ

＊＊＊＊＊＊

売
バ
イ

う
る

う
れ
る

倍
バ
イ

梅
バ
イ

う
め

培
バ
イ

つ
ち
か
う

陪
バ
イ

媒
バ
イ

買
バ
イ

か
う

賠
バ
イ

白
ハ
ク

ビ
ャ
ク

し
ろ

し
ら

し
ろ
い

伯
ハ
ク

拍
ハ
ク

ヒ
ョ
ウ

泊
ハ
ク

と
ま
る

と
め
る

迫
ハ
ク

せ
ま
る

剝
ハ
ク

は
が
す

は
ぐ

は
が
れ
る

は
げ
る

舶
ハ
ク

＊＊＊＊＊

派
ハ

破
ハや

ぶ
る

や
ぶ
れ
る

覇
ハ

馬
バう

ま
ま

婆
バ

罵
バの

の
し
る

拝
ハ
イ

お
が
む

杯
ハ
イ

さ
か
ず
き

背
ハ
イ

せせ
い

そ
む
く

そ
む
け
る

肺
ハ
イ

俳
ハ
イ

配
ハ
イ

く
ば
る

排
ハ
イ

敗
ハ
イ

や
ぶ
れ
る

廃
ハ
イ

す
た
れ
る

す
た
る

輩
ハ
イ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

年
ネ
ン

と
し

念
ネ
ン

捻
ネ
ン

粘
ネ
ン

ね
ば
る

燃
ネ
ン

も
え
る

も
や
す

も
す

の悩
ノ
ウ

な
や
む

な
や
ま
す

納
ノ
ウ

ナ
ッ

ナナ
ン

ト
ウ

お
さ
め
る

お
さ
ま
る

能
ノ
ウ

脳
ノ
ウ

農
ノ
ウ

濃
ノ
ウ

こ
い

は把
ハ

波
ハな

み

＊＊＊＊＊＊＊＊

弐
ニ

匂
に
お
う

肉
ニ
ク

虹
に
じ

日
ニ
チ

ジ
ツ

ひか

入
ニ
ュ
ウ

い
る

い
れ
る

は
い
る

乳
ニ
ュ
ウ

ち
ち

ち

尿
ニ
ョ
ウ

任
ニ
ン

ま
か
せ
る

ま
か
す

妊
ニ
ン

忍
ニ
ン

し
の
ぶ

し
の
ば
せ
る

認
ニ
ン

み
と
め
る

ね寧
ネ
イ

熱
ネ
ツ

あ
つ
い

＊＊＊＊＊＊＊

曇
ド
ン

く
も
る

丼
ど
ん
ぶ
り

ど
ん

な那
ナ

奈
ナ

内
ナ
イ

ダ
イ

う
ち

梨
な
し

な
ぞ

鍋
な
べ

南
ナ
ン

ナみ
な
み

軟
ナ
ン

や
わ
ら
か

や
わ
ら
か
い

難
ナ
ン

か
た
い

む
ず
か
し
い

に二
ニふ

た
ふ
た
つ

尼
ニあ

ま

＊＊＊＊＊＊

得
ト
ク

え
る

う
る

督
ト
ク

徳
ト
ク

篤
ト
ク

毒
ド
ク

独
ド
ク

ひ
と
り

読
ド
ク

ト
ク

ト
ウ

よ
む

栃
と
ち

凸
ト
ツ

突
ト
ツ

つ
く

届
と
ど
け
る

と
ど
く

屯
ト
ン

豚
ト
ン

ぶ
た

頓
ト
ン

貪
ド
ン

む
さ
ぼ
る

鈍
ド
ン

に
ぶ
い

に
ぶ
る

＊＊＊＊＊＊＊

藤
ト
ウ

ふ
じ

闘
ト
ウ

た
た
か
う

騰
ト
ウ

同
ド
ウ

お
な
じ

洞
ド
ウ

ほ
ら

胴
ド
ウ

動
ド
ウ

う
ご
く

う
ご
か
す

堂
ド
ウ

童
ド
ウ

わ
ら
べ

道
ド
ウ

ト
ウ

み
ち

働
ド
ウ

は
た
ら
く

銅
ド
ウ

導
ド
ウ

み
ち
び
く

瞳
ド
ウ

ひ
と
み

峠
と
う
げ

匿
ト
ク

特
ト
ク

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

塔
ト
ウ

搭
ト
ウ

棟
ト
ウ

む
ね

む
な

湯
ト
ウ

ゆ

痘
ト
ウ

登
ト
ウ

トの
ぼ
る

答
ト
ウ

こ
た
え
る

こ
た
え

等
ト
ウ

ひ
と
し
い

筒
ト
ウ

つ
つ

統
ト
ウ

す
べ
る

稲
ト
ウ

い
ね

い
な

踏
ト
ウ

ふ
む

ふ
ま
え
る

糖
ト
ウ

頭
ト
ウ

ズトあ
た
ま

か
し
ら

謄
ト
ウ

＊＊＊＊＊＊＊
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癖
ヘ
キ

く
せ

別
ベ
ツ

わ
か
れ
る

蔑
ベ
ツ

さ
げ
す
む

片
ヘ
ン

か
た

辺
ヘ
ン

あ
た
り

べ

返
ヘ
ン

か
え
す

か
え
る

変
ヘ
ン

か
わ
る

か
え
る

偏
ヘ
ン

か
た
よ
る

遍
ヘ
ン

編
ヘ
ン

あ
む

弁
ベ
ン

便
ベ
ン

ビ
ン

た
よ
り

勉
ベ
ン

ほ歩
ホブフあ

る
く

あ
ゆ
む

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
ヘ
イ

ビ
ョ
ウ

た
い
ら

ひ
ら

兵
ヘ
イ

ヒ
ョ
ウ

併
ヘ
イ

あ
わ
せ
る

並
ヘ
イ

な
み

な
ら
べ
る

な
ら
ぶ

な
ら
び
に

柄
ヘ
イ

が
ら

え

陛
ヘ
イ

閉
ヘ
イ

と
じ
る

と
ざ
す

し
め
る

し
ま
る

塀
ヘ
イ

幣
ヘ
イ

弊
ヘ
イ

蔽
ヘ
イ

餅
ヘ
イ

も
ち

米
ベ
イ

マ
イ

こ
め

壁
ヘ
キ

か
べ

璧
ヘ
キ

＊＊＊＊＊＊

物
ブ
ツ

モ
ツ

も
の

粉
フ
ン

ここ
な

紛
フ
ン

ま
ぎ
れ
る

ま
ぎ
ら
す

ま
ぎ
ら
わ
す

ま
ぎ
ら
わ
し
い

雰
フ
ン

噴
フ
ン

ふ
く

墳
フ
ン

憤
フ
ン

い
き
ど
お
る

奮
フ
ン

ふ
る
う

分
ブ
ン

フ
ン

ブわ
け
る

わ
か
れ
る

わ
か
る

わ
か
つ

文
ブ
ン

モ
ン

ふ
み

聞
ブ
ン

モ
ン

き
く

き
こ
え
る

へ丙
ヘ
イ

＊＊＊＊＊＊

部
ブ

舞
ブま

う
ま
い

封
フ
ウ

ホ
ウ

風
フ
ウ

フか
ぜ

か
ざ

伏
フ
ク

ふ
せ
る

ふ
す

服
フ
ク

副
フ
ク

幅
フ
ク

は
ば

復
フ
ク

福
フ
ク

腹
フ
ク

は
ら

複
フ
ク

覆
フ
ク

お
お
う

く
つ
が
え
す

く
つ
が
え
る

払
フ
ツ

は
ら
う

沸
フ
ツ

わ
く

わ
か
す

仏
ブ
ツ

ほ
と
け

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

訃
フ

負
フま

け
る

ま
か
す

お
う

赴
フお

も
む
く

浮
フう

く
う
か
れ
る

う
か
ぶ

う
か
べ
る

婦
フ

符
フ

富
フフ

ウ
と
む

と
み

普
フ

腐
フく

さ
る

く
さ
れ
る

く
さ
ら
す

敷
フし

く

膚
フ

賦
フ

譜
フ

侮
ブあ

な
ど
る

武
ブム

＊＊＊＊

浜
ヒ
ン

は
ま

貧
ヒ
ン

ビ
ン

ま
ず
し
い

賓
ヒ
ン

頻
ヒ
ン

敏
ビ
ン

瓶
ビ
ン

ふ不
フブ

夫
フフ

ウ
お
っ
と

父
フち

ち

付
フつ

け
る

つ
く

布
フぬ

の

扶
フ

府
フ

怖
フこ

わ
い

阜
フ

附
フ

＊＊＊＊＊＊＊＊

筆
ヒ
ツ

ふ
で

姫
ひ
め

百
ヒ
ャ
ク

氷
ヒ
ョ
ウ

こ
お
り

ひ

表
ヒ
ョ
ウ

お
も
て

あ
ら
わ
す

あ
ら
わ
れ
る

俵
ヒ
ョ
ウ

た
わ
ら

票
ヒ
ョ
ウ

評
ヒ
ョ
ウ

漂
ヒ
ョ
ウ

た
だ
よ
う

標
ヒ
ョ
ウ

苗
ビ
ョ
ウ

な
え

な
わ

秒
ビ
ョ
ウ

病
ビ
ョ
ウ

ヘ
イ

や
む

や
ま
い

描
ビ
ョ
ウ

え
が
く

か
く

猫
ビ
ョ
ウ

ね
こ

品
ヒ
ン

し
な

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

悲
ヒか

な
し
い

か
な
し
む

扉
ヒと

び
ら

費
ヒつ

い
や
す

つ
い
え
る

碑
ヒ

罷
ヒ

避
ヒさ

け
る

尾
ビお

眉
ビミま

ゆ

美
ビう

つ
く
し
い

備
ビそ

な
え
る

そ
な
わ
る

微
ビ

鼻
ビは

な

膝
ひ
ざ

肘
ひ
じ

匹
ヒ
ツ

ひ
き

必
ヒ
ツ

か
な
ら
ず

泌
ヒ
ツ

ヒ

＊＊＊＊＊＊

ひ比
ヒく

ら
べ
る

皮
ヒか

わ

妃
ヒ

否
ヒい

な

批
ヒ

彼
ヒか

れ
か
の

披
ヒ

肥
ヒこ

え
る

こ
え

こ
や
す

こ
や
し

非
ヒ

卑
ヒい

や
し
い

い
や
し
む

い
や
し
め
る

飛
ヒと

ぶ
と
ば
す

疲
ヒつ

か
れ
る

秘
ヒひ

め
る

被
ヒこ

う
む
る

＊＊＊＊＊＊＊＊

班
ハ
ン

畔
ハ
ン

般
ハ
ン

販
ハ
ン

斑
ハ
ン

飯
ハ
ン

め
し

搬
ハ
ン

煩
ハ
ン

ボ
ン

わ
ず
ら
う

わ
ず
ら
わ
す

頒
ハ
ン

範
ハ
ン

繁
ハ
ン

藩
ハ
ン

晩
バ
ン

番
バ
ン

蛮
バ
ン

盤
バ
ン

＊＊＊＊
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や冶
ヤ

夜
ヤよよ

る

野
ヤの

弥
や

厄
ヤ
ク

役
ヤ
ク

エ
キ

約
ヤ
ク

訳
ヤ
ク

わ
け

薬
ヤ
ク

く
す
り

躍
ヤ
ク

お
ど
る

闇
や
み

ゆ由
ユユ

ウ
ユ
イ

よ
し

油
ユあ

ぶ
ら

ユ

＊＊＊＊＊＊＊＊

も茂
モし

げ
る

模
モボ

毛
モ
ウ

け

妄
モ
ウ

ボ
ウ

盲
モ
ウ

耗
モ
ウ

コ
ウ

猛
モ
ウ

網
モ
ウ

あ
み

目
モ
ク

ボ
ク

めま

黙
モ
ク

だ
ま
る

門
モ
ン

か
ど

紋
モ
ン

問
モ
ン

と
う

と
い

と
ん

＊＊＊＊＊

命
メ
イ

ミ
ョ
ウ

い
の
ち

明
メ
イ

ミ
ョ
ウ

あ
か
り

あ
か
る
い

あ
か
る
む

あ
か
ら
む

あ
き
ら
か

あ
け
る

あ
く

あ
く
る

あ
か
す

迷
メ
イ

ま
よ
う

冥
メ
イ

ミ
ョ
ウ

盟
メ
イ

銘
メ
イ

鳴
メ
イ

な
く

な
る

な
ら
す

滅
メ
ツ

ほ
ろ
び
る

ほ
ろ
ぼ
す

免
メ
ン

ま
ぬ
か
れ
る

面
メ
ン

お
も

お
も
て

つ
ら

綿
メ
ン

わ
た

麺
メ
ン

＊＊＊＊＊＊＊

岬
み
さ
き

密
ミ
ツ

蜜
ミ
ツ

脈
ミ
ャ
ク

妙
ミ
ョ
ウ

民
ミ
ン

た
み

眠
ミ
ン

ね
む
る

ね
む
い

む矛
ムほ

こ

務
ムつ

と
め
る

つ
と
ま
る

無
ムブな

い

夢
ムゆ

め

霧
ムき

り

娘
む
す
め

め名
メ
イ

ミ
ョ
ウ

な

＊＊＊＊＊＊＊

昧
マ
イ

埋
マ
イ

う
め
る

う
ま
る

う
も
れ
る

幕
マ
ク

バ
ク

膜
マ
ク

枕
ま
く
ら

又
ま
た

末
マ
ツ

バ
ツ

す
え

抹
マ
ツ

万
マ
ン

バ
ン

満
マ
ン

み
ち
る

み
た
す

慢
マ
ン

漫
マ
ン

み未
ミ

味
ミあ

じ
あ
じ
わ
う

魅
ミ

＊＊＊＊＊＊

撲
ボ
ク

没
ボ
ツ

勃
ボ
ツ

堀
ほ
り

本
ホ
ン

も
と

奔
ホ
ン

翻
ホ
ン

ひ
る
が
え
る

ひ
る
が
え
す

凡
ボ
ン

ハ
ン

盆
ボ
ン

ま麻
マあ

さ

摩
マ

磨
マみ

が
く

魔
マ

毎
マ
イ

妹
マ
イ

い
も
う
と

枚
マ
イ

＊＊＊＊

傍
ボ
ウ

か
た
わ
ら

帽
ボ
ウ

棒
ボ
ウ

貿
ボ
ウ

貌
ボ
ウ

暴
ボ
ウ

バ
ク

あ
ば
く

あ
ば
れ
る

膨
ボ
ウ

ふ
く
ら
む

ふ
く
れ
る

謀
ボ
ウ

ムは
か
る

頰
ほ
お

北
ホ
ク

き
た

木
ボ
ク

モ
ク

きこ

朴
ボ
ク

牧
ボ
ク

ま
き

睦
ボ
ク

僕
ボ
ク

墨
ボ
ク

す
み

＊＊＊＊＊＊

飽
ホ
ウ

あ
き
る

あ
か
す

褒
ホ
ウ

ほ
め
る

縫
ホ
ウ

ぬ
う

亡
ボ
ウ

モ
ウ

な
い

乏
ボ
ウ

と
ぼ
し
い

忙
ボ
ウ

い
そ
が
し
い

坊
ボ
ウ

ボ
ッ

妨
ボ
ウ

さ
ま
た
げ
る

忘
ボ
ウ

わ
す
れ
る

防
ボ
ウ

ふ
せ
ぐ

房
ボ
ウ

ふ
さ

肪
ボ
ウ

某
ボ
ウ

冒
ボ
ウ

お
か
す

剖
ボ
ウ

紡
ボ
ウ

つ
む
ぐ

望
ボ
ウ

モ
ウ

の
ぞ
む

＊＊＊＊

宝
ホ
ウ

た
か
ら

抱
ホ
ウ

だ
く

い
だ
く

か
か
え
る

放
ホ
ウ

は
な
す

は
な
つ

は
な
れ
る

ほ
う
る

法
ホ
ウ

ハ
ッ

ホ
ッ

泡
ホ
ウ

あ
わ

胞
ホ
ウ

俸
ホ
ウ

倣
ホ
ウ

な
ら
う

峰
ホ
ウ

み
ね

砲
ホ
ウ

崩
ホ
ウ

く
ず
れ
る

く
ず
す

訪
ホ
ウ

お
と
ず
れ
る

た
ず
ね
る

報
ホ
ウ

む
く
い
る

蜂
ホ
ウ

は
ち

豊
ホ
ウ

ゆ
た
か

＊＊＊＊＊＊

保
ホた

も
つ

哺
ホ

捕
ホと

ら
え
る

と
ら
わ
れ
る

と
る

つ
か
ま
え
る

つ
か
ま
る

補
ホお

ぎ
な
う

舗
ホ

母
ボは

は

募
ボつ

の
る

墓
ボは

か

慕
ボし

た
う

暮
ボく

れ
る

く
ら
す

簿
ボ

方
ホ
ウ

か
た

包
ホ
ウ

つ
つ
む

芳
ホ
ウ

か
ん
ば
し
い

邦
ホ
ウ

奉
ホ
ウ

ブた
て
ま
つ
る

＊＊＊＊＊＊＊
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齢
レ
イ

麗
レ
イ

う
る
わ
し
い

暦
レ
キ

こ
よ
み

歴
レ
キ

列
レ
ツ

劣
レ
ツ

お
と
る

烈
レ
ツ

裂
レ
ツ

さ
く

さ
け
る

恋
レ
ン

こ
う

こ
い

こ
い
し
い

連
レ
ン

つ
ら
な
る

つ
ら
ね
る

つ
れ
る

廉
レ
ン

練
レ
ン

ね
る

錬
レ
ン

ろ呂
ロ

＊＊＊＊

累
ル
イ

塁
ル
イ

類
ル
イ

た
ぐ
い

れ令
レ
イ

礼
レ
イ

ラ
イ

冷
レ
イ

つ
め
た
い

ひ
え
る

ひ
や

ひ
や
す

ひ
や
か
す

さ
め
る

さ
ま
す

励
レ
イ

は
げ
む

は
げ
ま
す

戻
レ
イ

も
ど
す

も
ど
る

例
レ
イ

た
と
え
る

鈴
レ
イ

リ
ン

す
ず

零
レ
イ

霊
レ
イ

リ
ョ
ウ

た
ま

隷
レ
イ

＊＊＊＊＊

領
リ
ョ
ウ

寮
リ
ョ
ウ

療
リ
ョ
ウ

瞭
リ
ョ
ウ

糧
リ
ョ
ウ

ロ
ウ

か
て

力
リ
ョ
ク

リ
キ

ち
か
ら

緑
リ
ョ
ク

ロ
ク

み
ど
り

林
リ
ン

は
や
し

厘
リ
ン

倫
リ
ン

輪
リ
ン

わ

隣
リ
ン

と
な
る

と
な
り

臨
リ
ン

の
ぞ
む

る瑠
ル

涙
ル
イ

な
み
だ

＊＊＊＊＊＊

竜
リ
ュ
ウ

た
つ

粒
リ
ュ
ウ

つ
ぶ

隆
リ
ュ
ウ

硫
リ
ュ
ウ

侶
リ
ョ

旅
リ
ョ

た
び

虜
リ
ョ

慮
リ
ョ

了
リ
ョ
ウ

両
リ
ョ
ウ

良
リ
ョ
ウ

よ
い

料
リ
ョ
ウ

涼
リ
ョ
ウ

す
ず
し
い

す
ず
む

猟
リ
ョ
ウ

陵
リ
ョ
ウ

み
さ
さ
ぎ

量
リ
ョ
ウ

は
か
る

僚
リ
ョ
ウ

＊＊＊＊＊

里
リさ

と

理
リ

痢
リ

裏
リう

ら

履
リは

く

璃
リ

離
リは

な
れ
る

は
な
す

陸
リ
ク

立
リ
ツ

リ
ュ
ウ

た
つ

た
て
る

律
リ
ツ

リ
チ

慄
リ
ツ

略
リ
ャ
ク

柳
リ
ュ
ウ

や
な
ぎ

流
リ
ュ
ウ

ルな
が
れ
る

な
が
す

留
リ
ュ
ウ

ルと
め
る

と
ま
る

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

雷
ラ
イ

か
み
な
り

頼
ラ
イ

た
の
む

た
の
も
し
い

た
よ
る

絡
ラ
ク

か
ら
む

か
ら
ま
る

か
ら
め
る

落
ラ
ク

お
ち
る

お
と
す

酪
ラ
ク

辣
ラ
ツ

乱
ラ
ン

み
だ
れ
る

み
だ
す

卵
ラ
ン

た
ま
ご

覧
ラ
ン

濫
ラ
ン

藍
ラ
ン

あ
い

欄
ラ
ン

り吏
リ

利
リき

く

＊＊＊＊＊

養
ヨ
ウ

や
し
な
う

擁
ヨ
ウ

謡
ヨ
ウ

う
た
い

う
た
う

曜
ヨ
ウ

抑
ヨ
ク

お
さ
え
る

沃
ヨ
ク

浴
ヨ
ク

あ
び
る

あ
び
せ
る

欲
ヨ
ク

ほ
っ
す
る

ほ
し
い

翌
ヨ
ク

翼
ヨ
ク

つ
ば
さ

ら拉
ラ

裸
ラは

だ
か

羅
ラ

来
ラ
イ

く
る

き
た
る

き
た
す

＊＊＊＊＊＊

要
ヨ
ウ

か
な
め

い
る

容
ヨ
ウ

庸
ヨ
ウ

揚
ヨ
ウ

あ
げ
る

あ
が
る

揺
ヨ
ウ

ゆ
れ
る

ゆ
る

ゆ
ら
ぐ

ゆ
る
ぐ

ゆ
す
る

ゆ
さ
ぶ
る

ゆ
す
ぶ
る

葉
ヨ
ウ

は

陽
ヨ
ウ

溶
ヨ
ウ

と
け
る

と
か
す

と
く

腰
ヨ
ウ

こ
し

様
ヨ
ウ

さ
ま

瘍
ヨ
ウ

踊
ヨ
ウ

お
ど
る

お
ど
り

窯
ヨ
ウ

か
ま

＊＊＊＊＊

誘
ユ
ウ

さ
そ
う

憂
ユ
ウ

う
れ
え
る

う
れ
い

う
い

融
ユ
ウ

優
ユ
ウ

や
さ
し
い

す
ぐ
れ
る

よ与
ヨあ

た
え
る

予
ヨ

余
ヨあ

ま
る

あ
ま
す

誉
ヨほ

ま
れ

預
ヨあ

ず
け
る

あ
ず
か
る

幼
ヨ
ウ

お
さ
な
い

用
ヨ
ウ

も
ち
い
る

羊
ヨ
ウ

ひ
つ
じ

妖
ヨ
ウ

あ
や
し
い

洋
ヨ
ウ

＊＊＊＊＊＊＊＊

愉
ユ

諭
ユさ

と
す

輸
ユ

癒
ユい

え
る

い
や
す

唯
ユ
イ

イ

友
ユ
ウ

と
も

有
ユ
ウ

ウあ
る

勇
ユ
ウ

い
さ
む

幽
ユ
ウ

悠
ユ
ウ

郵
ユ
ウ

湧
ユ
ウ

わ
く

猶
ユ
ウ

裕
ユ
ウ

遊
ユ
ウ

ユあ
そ
ぶ

雄
ユ
ウ

おお
す

＊＊＊＊＊＊
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あ
す
　
　
　
　
　
明
日

あ
ず
き
　
　
　
　
小
豆

あ
ま
　
　
　
　
　
海
女
・
海
士

い
お
う
　
　
　
　
硫
黄

い
く
じ
　
　
　
　
意
気
地

い
な
か
　
　
　
　
田
舎

い
ぶ
き
　
　
　
　
息
吹

う
な
ば
ら
　
　
　
海
原

う
ば
　
　
　
　
　
乳
母

う
わ
き
　
　
　
　
浮
気

う
わ
つ
く
　
　
　
浮
つ
く

え
が
お
　
　
　
　
笑
顔

お
じ
　
　
　
　
　
叔
父
・
伯
父

お
と
な
　
　
　
　
大
人

お
と
め
　
　
　
　
乙
女

お
ば
　
　
　
　
　
叔
母
・
伯
母

お
ま
わ
り
さ
ん
　
お
巡
り
さ
ん

お
み
き
　
　
　
　
お
神
酒

お
も
や
　
　
　
　
母
屋
・
母
家

か
あ
さ
ん
　
　
　
母
さ
ん

か
ぐ
ら
　
　
　
　
神
楽

か
し
　
　
　
　
　
河
岸

か
じ
　
　
　
　
　
鍛
冶

か
ぜ
　
　
　
　
　
風
邪

か
た
ず
　
　
　
　
固
唾

か
な
　
　
　
　
　
仮
名

か
や
　
　
　
　
　
蚊
帳

か
わ
せ
　
　
　
　
為
替

か
わ
ら
　
　
　
　
河
原
・
川
原

き
の
う
　
　
　
　
昨
日

き
ょ
う
　
　
　
　
今
日

く
だ
も
の
　
　
　
果
物

く
ろ
う
と
　
　
　
玄
人

け
さ
　
　
　
　
　
今
朝

け
し
き
　
　
　
　
景
色

こ
こ
ち
　
　
　
　
心
地

こ
じ
　
　
　
　
　
居
士

こ
と
し
　
　
　
　
今
年

さ
お
と
め
　
　
　
早
乙
女

ざ
こ
　
　
　
　
　
雑
魚

さ
じ
き
　
　
　
　
桟
敷

さ
し
つ
か
え
る
　
差
し
支
え
る

さ
つ
き
　
　
　
　
五
月

さ
な
え
　
　
　
　
早
苗

さ
み
だ
れ
　
　
　
五
月
雨

し
ぐ
れ
　
　
　
　
時
雨

し
っ
ぽ
　
　
　
　
尻
尾

し
な
い
　
　
　
　
竹
刀

し
に
せ
　
　
　
　
老
舗

し
ば
ふ
　
　
　
　
芝
生

し
み
ず
　
　
　
　
清
水

し
ゃ
み
せ
ん
　
　
三
味
線

じ
ゃ
り
　
　
　
　
砂
利

じ
ゅ
ず
　
　
　
　
数
珠

じ
ょ
う
ず
　
　
　
上
手

し
ら
が
　
　
　
　
白
髪

し
ろ
う
と
　
　
　
素
人

し
わ
す（
し
は
す
）　
師
走

す
き
や
　
　
数
寄
屋
・
数
奇
屋

す
も
う
　
　
　
　
相
撲

ぞ
う
り
　
　
　
　
草
履

だ
し
　
　
　
　
　
山
車

た
ち
　
　
　
　
　
太
刀

た
ち
の
く
　
　
　
立
ち
退
く

た
な
ば
た
　
　
　
七
夕

た
び
　
　
　
　
　
足
袋

ち
ご
　
　
　
　
　
稚
児

つ
い
た
ち
　
　
　
一
日

つ
き
や
ま
　
　
　
築
山

つ
ゆ
　
　
　
　
　
梅
雨

で
こ
ぼ
こ
　
　
　
凸
凹

て
つ
だ
う
　
　
　
手
伝
う

て
ん
ま
せ
ん
　
　
伝
馬
船

と
あ
み
　
　
　
　
投
網

と
う
さ
ん
　
　
　
父
さ
ん

と
え
は
た
え
　
　
十
重
二
十
重

ど
き
ょ
う
　
　
　
読
経

と
け
い
　
　
　
　
時
計

と
も
だ
ち
　
　
　
友
達

な
こ
う
ど
　
　
　
仲
人

な
ご
り
　
　
　
　
名
残

な
だ
れ
　
　
　
　
雪
崩

に
い
さ
ん
　
　
　
兄
さ
ん

ね
え
さ
ん
　
　
　
姉
さ
ん

の
ら
　
　
　
　
　
野
良

の
り
と
　
　
　
　
祝
詞

は
か
せ
　
　
　
　
博
士

は
た
ち
　
　
　
二
十
・
二
十
歳

は
つ
か
　
　
　
　
二
十
日

は
と
ば
　
　
　
　
波
止
場

ひ
と
り
　
　
　
　
一
人

ひ
よ
り
　
　
　
　
日
和

ふ
た
り
　
　
　
　
二
人

ふ
つ
か
　
　
　
　
二
日

ふ
ぶ
き
　
　
　
　
吹
雪

へ
た
　
　
　
　
　
下
手

常
用
漢
字
表
付
表

（
二
字
以
上
の
漢
字
に
よ
る
熟
字
や
当
て
字
の
う
ち
、
慣
用
の
広
く
久
し
い
も
の
。）

録
ロ
ク

麓
ロ
ク

ふ
も
と

論
ロ
ン

わ和
ワオや

わ
ら
ぐ

や
わ
ら
げ
る

な
ご
む

な
ご
や
か

話
ワは

な
す

は
な
し

賄
ワ
イ

ま
か
な
う

脇
わ
き

惑
ワ
ク

ま
ど
う

枠
わ
く

湾
ワ
ン

腕
ワ
ン

う
で

＊＊＊＊

炉
ロ

賂
ロ

路
ロじ

露
ロロ

ウ
つ
ゆ

老
ロ
ウ

お
い
る

ふ
け
る

労
ロ
ウ

弄
ロ
ウ

も
て
あ
そ
ぶ

郎
ロ
ウ

朗
ロ
ウ

ほ
が
ら
か

浪
ロ
ウ

廊
ロ
ウ

楼
ロ
ウ

漏
ロ
ウ

も
る

も
れ
る

も
ら
す

籠
ロ
ウ

か
ご

こ
も
る

六
ロ
ク

むむ
つ

む
っ
つ

む
い

＊＊＊＊＊

へ
や
　
　
　
　
　
部
屋

ま
い
ご
　
　
　
　
迷
子

ま
じ
め
　
　
　
　
真
面
目

ま
っ
か
　
　
　
　
真
っ
赤

ま
っ
さ
お
　
　
　
真
っ
青

み
や
げ
　
　
　
　
土
産

む
す
こ
　
　
　
　
息
子

め
が
ね
　
　
　
　
眼
鏡

も
さ
　
　
　
　
　
猛
者

も
み
じ
　
　
　
　
紅
葉

も
め
ん
　
　
　
　
木
綿

も
よ
り
　
　
　
　
最
寄
り

や
お
ち
ょ
う
　
　
八
百
長

や
お
や
　
　
　
　
八
百
屋

や
ま
と
　
　
　
　
大
和

や
よ
い
　
　
　
　
弥
生

ゆ
か
た
　
　
　
　
浴
衣

ゆ
く
え
　
　
　
　
行
方

よ
せ
　
　
　
　
　
寄
席

わ
こ
う
ど
　
　
　
若
人
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書
の
す
す
め

読

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
訳
『Essays in Idleness

』

『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』の
英
訳
版
。
原
典
自
体
が
平
易
な
文
が
多
い
の
で
、
英

語
で
も
無
理
な
く
読
め
る
章
段
も
数
多
く
あ
る
。
興
味
の
赴
く
ま

ま
に
ひ
も
と
い
て
み
た
い
。

久
保
田
淳じ

ゅ
ん

『
日
本
文
学
の
古
典　

選
』

上
代
・
中
古
・
中
世
・
近
世
の
代
表
的
な
古
典
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
文
学
史
の
流
れ
を
捉
え
る
概
説
と
略
年
表
を
付
す
。

古
文
編

50

江え

國く
に

香か

織お
り

文　

立た
ち

原は
ら

位い

貫ぬ
き

画
『
竹た

け

取と
り

物
語
』

現
代
の
小
説
家
が
『
竹
取
物
語
』
を
忠
実
に
現
代
語
訳
。
ス
ト
ー

リ
ー
全
体
を
的
確
に
理
解
し
た
い
人
に
は
お
勧
め
。
小
説
家
の
文

章
だ
け
に
味
わ
い
深
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

俵
万ま

智ち

『
恋
す
る
伊い

勢せ

物
語
』

現
代
の
歌
人
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
現
代
語
訳
。
和
歌
ま
で
も

現
代
語
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
読
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

大
岡
信ま

こ
と

『
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

』

『
土と

佐さ

日
記
』の
作
者
で
あ
る
紀
貫
之
に
つ
い
て
、
現
代
の
詩
人
が

読
み
解
く
。
的
確
な
論
理
で
貫
之
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
を
記
す
。

鈴
木
健
一
『
知
っ
て
る
古
文
の
知
ら
な
い
魅
力
』

文
学
作
品
は
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
表
現
の
連
鎖
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
著
名
な
古
典
を
例
に
あ
げ
て
論
じ
る
。

　

こ
の
教
科
書
掲
載
の
教
材
に
関
連
す
る
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
ら
を
読
む
こ
と
で
、
教
材
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
読
書
を
通
し
て
、
新
し
い
知
識
を
得
た
り
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
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木き
の

下し
た

順
二
文　

瀬
川
康や

す

男お

絵
『
絵
巻
平
家
物
語
』

編
年
体
の
『
平
家
物
語
』
を
、
い
わ
ば
紀
伝
体
に
再
構
成
し
て
い

る
。
大
胆
に
人
物
中
心
に
話
を
絞
っ
て
い
る
の
で
理
解
し
や
す

い
。
絵
も
魅
力
的
で
あ
る
。

一
海
知と

も

義よ
し

『
漢
詩
入
門
』

漢
詩
っ
て
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
こ
の
一
冊
。
親
し
み
や

す
い
語
り
口
で
、基
礎
知
識
や
歴
史
、そ
し
て
魅
力
が
よ
く
分
か
る
。

中
島
敦あ

つ
し

『
山
月
記
・
李り

陵り
ょ
う

』

中
国
古
典
に
材
を
と
っ
た
諸
編
を
収
載
。
中
で
も
「
弟
子
」
は
、

門
人
子
路
の
目
を
通
し
て
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
姿
を
活
写
す
る
。

小
川
洋
子
（
編
著
）『
小
川
洋
子
の
偏
愛
短た

ん

篇ぺ
ん

箱
』

編
著
者
が
宝
物
を
収
集
箱
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
編
ん
だ
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
。
内
田
百

ひ
ゃ
っ

閒け
ん

「
件く

だ
ん
」
ほ
か
十
六
作
品
。
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説

エ
ッ
セ
イ
が
付
い
て
い
る
。

近
現
代
文
編

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

『
羅
生
門　
蜘く

蛛も

の
糸　
杜と

子し

春し
ゅ
ん　

外
十
八
篇
』

「
鼻
」
や
「
地
獄
変
」
か
ら
「
歯
車
」
に
至
る
主
要
作
品
を
収
め

た
、
近
現
代
の
著
名
作
家
に
焦
点
を
当
て
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊

で
、
親
切
な
語
釈
と
評
伝
・
年
譜
を
付
す
。

足あ

立だ
ち

巻け
ん

一い
ち

『
や
ち
ま
た
』

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
子
ど
も
春
庭
が
主
人
公
。
春
庭
は
独
自
の
分
類
で
古

典
文
法
を
確
立
し
た
。
今
、
我
々
が
使
っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
よ

う
な
も
の
を
独
力
で
作
り
上
げ
る
様
子
が
感
動
的
に
語
ら
れ
る
。

多
久
弘ひ

ろ

一い
ち

『
故
事
成
語
で
中
国
を
読
む
』

故
事
成
語
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
豊
富
な
余
談
が
加
わ
る
こ
と
で
、
漢

文
が
描
く
世
界
を
楽
し
く
学
べ
る
。

漢
文
編

宮み
や

城ぎ

谷た
に

昌ま
さ

光み
つ

『
管
仲
』

管
仲
の
一
生
を
、
史
実
を
も
と
に
再
構
築
し
た
歴
史
小
説
。
管
仲

と
鮑ほ

う

叔し
ゅ
くの
友
情
が
興
味
深
く
描
か
れ
る
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
憧
れ
の
雑
誌
に
載
っ
た
驚
き
を
語
る
序
文
が

印
象
的
。

『
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学　
　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
』

太だ

宰ざ
い

治お
さ
む「
待
つ
」
を
巻
頭
に
、
敗
戦
後
の
梅
崎
春は

る

生お

「
ル
ネ
タ
の

市
民
兵
」
や
三
島
由ゆ

紀き

夫お

「
英
霊
の
声
」、
平
成
期
の
蓮は

す

見み

圭け
い

一い
ち

ま

で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
書
き
継
が
れ
た
作
品
を
広
く

採
録
。

２

幸こ
う

田だ

文あ
や 『
台
所
の
お
と
』

「
台
所
の
お
と
」「
祝
辞
」「
お
き
み
や
げ
」
な
ど
、
十
編
を
収
め
た

短
編
小
説
集
。
こ
の
時
代
の
暮
ら
し
の
様
子
が
丁
寧
な
言
葉
で
描

か
れ
て
い
る
。

紅
野
敏と

し

郎ろ
う

他
編
『
日
本
近
代
短
篇
小
説
選　
昭
和
篇　

』

梅
崎
春
生
「
蜆し

じ
み
」
ほ
か
、
原
民
喜
・
坂
口
安あ

ん

吾ご

・
林
芙ふ

美み

子こ

な
ど
、

一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
短
編
を
収
め
る
。

２

村
上
春
樹
『
象
の
消
滅　
短
篇
選
集　
　
　

–　
　
　

』

ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
に
よ
る
第
一
選
集
の
日
本
語
版
で
、「
納
屋
を

焼
く
」「
パ
ン
屋
再
襲
撃
」
な
ど
十
七
編
。「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
が

1980
1991

川
上
弘ひ

ろ

美み 『
神
様
』『
神
様　
　
　
　

 

』

『
神
様
』は「
神
様
」「
離
さ
な
い
」ほ
か
九
編
の
短
編
集
。『
神
様
２

０
１
１
』は
、福
島
の
原
発
事
故
を
受
け
、「
神
様
」で
描
か
れ
た
日

常
を
書
き
直
し
た「
神
様
２
０
１
１
」と「
神
様
」の
二
本
を
収
録
。

２
０
１
１

三み

好よ
し

行ゆ
き

雄お

『
日
本
の
近
代
文
学
』 

い
ろ
い
ろ
な
作
家
を
読
ん
だ
ら
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
文

学
史
も
見
て
み
た
い
。
文
学
史
を
理
解
す
る
う
え
で
の
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

斎
藤
美み

奈な

子こ

『
日
本
の
同
時
代
小
説
』 

一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
の
文
学
史
を
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
も
目
配
り
し
て
、
平
易
に

記
述
。
作
品
の
あ
ら
す
じ
の
紹
介
も
多
く
、
読
み
た
い
本
を
探
し

や
す
い
。
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三
好
達
治
『
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
』

心
を
柔
軟
に
、
精
神
を
平
ら
か
に
、
近
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
詩
に
虚

心
に
従
い
、
楽
し
く
遍
歴
す
る
こ
と
を
流
儀
と
し
て
、
若
い
読
者

に
詩
を
勧
め
る
。

茨
木
の
り
子
『
詩
の
こ
こ
ろ
を
読
む
』

馥ふ
く

郁い
く

た
る
香
り
を
保
ち
、
著
者
の
心
を
豊
か
に
し
続
け
て
く
れ
た

詩
を
選
び
、
な
ぜ
好
き
か
、
な
ぜ
良
い
の
か
、
そ
の
魅
力
を
伝
え

る
。

谷
川
俊
太
郎
『
詩
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』

意
味
に
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
な
い
韻
文
の
音
の
お
も
し
ろ
さ
、
豊

か
さ
に
触
れ
、
日
本
の
詩
歌
の
時
間
的
、
空
間
的
広
が
り
の
見
取

り
図
を
示
し
て
く
れ
る
。

渡わ
た

部な
べ

泰や
す

明あ
き

『
古
典
和
歌
入
門
』

高
校
生
の
み
な
ら
ず
、
現
代
を
生
き
る
人
々
に
、
古
典
和
歌
の
読

み
方
と
楽
し
み
方
を
教
え
て
く
れ
る
絶
好
の
入
門
書
。

大
岡
信
『
折
々
の
う
た
』

短
歌
、
俳
句
、
漢
詩
（
書
き
下
し
）、
川
柳
、
近
現
代
詩
（
翻
訳
を

含
む
）、
歌
謡
の
短
評
集
。
新
聞
の
朝
刊
一
面
の
コ
ラ
ム
欄
に
連

載
さ
れ
た
も
の
。

永
田
和か

ず

宏ひ
ろ

『
近
代
秀
歌
』

日
本
人
の
感
性
の
基
盤
を
形
成
し
て
き
た
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
近
代
の
歌
百
選
と
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
エ
ッ
セ
イ
。

村
上
護ま

も
る
『
き
ょ
う
の
一
句　
名
句
・
秀
句　
　
　

日
』

四
季
折
々
に
詠
ま
れ
た
、
江
戸
初
期
か
ら
現
代
に
至
る
名
句
・
秀

句
を
一
日
一
句
選
び
、
一
年
間
三
百
六
十
五
句
を
短
く
評
釈
し
て

い
る
。 詩

歌
編

３
６
５
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封
筒
・
は
が
き
の
書
き
方

頭
語
・
結
語
の
例（
手
紙
文
）

敬
称
の
例（
手
紙
文
）

手
紙
の
種
類

頭
　
　
語

結
　
　
語

一
般
的
な
場
合

拝
啓
　
　
拝
呈
　
　
啓
上

敬
具
　
　
敬
白

丁
重
な
場
合

謹
啓
　
　
粛
啓
　
　
恭
啓

謹
言
　
　
頓
首
　
　
謹
白

急
ぎ
の
場
合

急
啓
　
　
急
呈
　
　
急
白

不
一
　
　
草
々
　
　
以
上

略
式
の
場
合

（
は
が
き
）

前
略
　
　
冠
省

草
々
　
　
不
一

返
信
の
場
合

拝
復
　
　
復
啓

敬
具
　
　
敬
白

　
追
伸
の
頭
語
の
例
に
は
、「
追
伸
」「
追
っ
て
」「
二
伸
」「
追
啓
」「
再
白
」が
あ
る
。

　
女
性
の
場
合
は
、
結
語
に「
か
し
こ
」を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

名
称

使
　
　
用
　
　
例

様

一
般
的
に
用
い
る
。

殿

主
に
、
公
用
文
・
商
業
文
な
ど
で
用
い
る
。

先
生

教
員
・
医
師
な
ど
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
用
い
る
。

御
中

会
社
・
団
体
な
ど
個
人
名
を
書
か
な
い
と
き
に
用
い
る
。

各
位

個
人
名
を
省
略
す
る
と
き
に
用
い
る
。（「
会
員
各
位
」な
ど
）
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原
稿
用
紙
の
使
い
方

①
　
題
　
名

二
行
目
の
三
～
四
ま
す
目
か
ら
書
く
の
が
よ
い
。

副
題
を
付
け
る
場
合
に
は
、
小
さ
め
の
字
で
題
名
の
下
に
書
く
か
、
改
行
し
て
ダ
ッ

シ
ュ（
―
―
）を
頭
に
付
け
、
題
名
よ
り
少
し
下
げ
て
書
く
。

②
　
氏
　
名

三
行
目
の
下
の
ほ
う
に
書
く
。
い
ち
ば
ん
下
は
一
ま
す
空
け
た
ほ
う
が
よ
い
。
学

年
・
組
・
番
号
が
必
要
な
場
合
は
、
氏
名
の
上
の
ほ
う
に
書
く
。

③
　
書
き
始
め

五
行
目
く
ら
い
か
ら
書
き
始
め
る
の
が
よ
い
。
そ
し
て
行
の
最
初
を
必
ず
一
ま
す
空

け
る
。

④
　
句
読
点
及
び
符
号

句
点
（
。
）
や
読
点
（
、
）
及
び
符
号
は
、
一
字
分
ず
つ
使
う
。
句
読
点
や
中
点

（
・
）、
ま
た
）
や
」
な
ど
の
よ
う
な
終
わ
り
に
く
る
括
弧
や
か
ぎ
は
、
行
の
最
初

に
書
か
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
行
末
の
一
ま
す
に
入
れ
る
か
、
欄
外

に
書
く
。
ま
た
、（
や
「
な
ど
の
よ
う
な
括
弧
や
か
ぎ
は
、
行
の
最
後
に
書
か
な

い
よ
う
に
工
夫
す
る
。
？
や
！
の
後
は
一
ま
す
空
け
る
。
―
―
や
…
…
な
ど
の
棒
線

や
点
線
は
二
字
か
三
字
分
使
う
。

⑤
　
段
　
落

段
落
の
初
め（
改
行
の
場
合
）は
、
行
の
最
初
を
必
ず
一
ま
す
空
け
る
。

⑥
　
通
し
番
号

原
稿
用
紙
が
二
枚
以
上
に
な
る
場
合
は
、
通
し
番
号
を
付
け
る
。

〈
そ
の
他
の
注
意
〉

　
　
会
話
は
普
通
「
　
」
で
示
し
、
な
る
べ
く
行
を
改
め
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
文
字
は
ま
す
目
の
中
に
き
ち
ん
と
正
し
く
、
楷
書
で
書
く
。

　
　
と
じ
る
場
合
は
、
特
に
指
定
が
な
い
限
り
、
右
上
を
と
じ
る
。
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月の異名と二十四節気

陰暦月齢表

月
の
異
名
二
十
四
節
気

二
十
四
節
気
の
意
味

現
在
の
日
付

春
一
月

睦む

月つ
き

立り
っ 

春し
ゅ
ん

暦
の
上
で
春
が
始
ま
る
。

2
月
4
日
頃

雨う 

水す
い

雪
か
ら
雨
へ
と
変
わ
り
、
雪
が
解
け
だ
す
。

2
月
18
日
頃

二
月

如き
さ
ら
ぎ月

啓け
い 

蟄ち
つ

冬
ご
も
り
し
て
い
た
虫
が
外
に
は
い
出
て
く
る
。
3
月
5
日
頃

春し
ゅ
ん 

分ぶ
ん

昼
の
長
さ
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
。

3
月
20
日
頃

三
月

弥や
よ
い生

清せ
い 

明め
い

万
物
が
す
が
す
が
し
い
空
気
に
満
ち
る
。

4
月
5
日
頃

穀こ
く 

雨う

春
の
雨
が
全
て
の
穀
物
を
潤
す
。

4
月
20
日
頃

夏
四
月

卯う

月づ
き

立り
っ 
夏か

暦
の
上
で
夏
が
始
ま
る
。

5
月
5
日
頃

小し
ょ
う 
満ま

ん

秋
に
ま
い
た
麦
な
ど
の
穂
が
つ
き
、
一
安
心
す
る
。
5
月
21
日
頃

五
月

皐さ

月つ
き

芒ぼ
う 

種し
ゅ

稲
や
麦
な
ど
、
穂
が
出
る
穀
物
の
種
を
ま
く
。

6
月
5
日
頃

夏げ 

至し

一
年
中
で
昼
が
最
も
長
い
。

6
月
21
日
頃

六
月

水み

無な

月づ
き

小し
ょ
う 

暑し
ょ

暑
さ
が
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
っ
て
い
く
。

7
月
7
日
頃

大た
い 

暑し
ょ

一
年
中
で
最
も
暑
い
。

7
月
23
日
頃

秋
七
月

文ふ

月づ
き

立り
っ 

秋し
ゅ
う

暦
の
上
で
秋
が
始
ま
る
。

8
月
7
日
頃

処し
ょ 

暑し
ょ

暑
さ
が
落
ち
着
く
。

8
月
23
日
頃

八
月

葉は

月づ
き

白は
く 

露ろ

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
始
め
る
。

9
月
7
日
頃

秋し
ゅ
う 

分ぶ
ん

昼
の
長
さ
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
。

9
月
23
日
頃

九
月

長な
が

月つ
き

寒か
ん 

露ろ

草
花
に
冷
た
い
露
が
宿
る
。

10
月
8
日
頃

霜そ
う 

降こ
う

霜
が
降
り
始
め
る
。

10
月
23
日
頃

冬
十
月

神か
ん

無な

月づ
き

立り
っ 

冬と
う

暦
の
上
で
冬
が
始
ま
る
。

11
月
7
日
頃

小し
ょ
う 

雪せ
つ

寒
く
な
っ
て
雨
か
ら
雪
へ
と
変
わ
る
。

11
月
22
日
頃

十
一
月
霜し

も

月つ
き

大だ
い 

雪せ
つ

雪
が
降
り
積
も
り
始
め
る
。

12
月
7
日
頃

冬と
う 

至じ

一
年
中
で
昼
が
最
も
短
い
。

12
月
22
日
頃

十
二
月

師し
わ
す走

小し
ょ
う 

寒か
ん

寒
の
入
り
で
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
。

1
月
5
日
頃

大だ
い 

寒か
ん

一
年
中
で
最
も
寒
い
。

1
月
20
日
頃

※
二
十
四
節
気
の
太
字
は
八
節
。

ふ
み
づ
き

か
み  

な  

づ
き

①�節
せつ

分
ぶん

…現在は立春の前日のみ。もともとは四季の全てにあった。
②�彼

ひ

岸
がん

…春分・秋分を中日とする 7 日間。
③�八

はち

十
じゅう

八
はち

夜
や

…立春から 88 日目の日。作物の種をまく季節。
④�入

にゅう

梅
ばい

…梅雨入りする季節。
⑤�半

はん

夏
げ

生
しょう

…夏至から 11 日目。
⑥�土

ど

用
よう

…四季の終わりの 18 日間。夏の土用が有名。
⑦�二

に

百
ひゃく

十
とお

日
か

…立春から 210 日目。台風が来る頃。

月
の
名

日
付

月
の
形
月
の
出 

時
　
刻

新
月

（
朔さ

く

）

30
日
頃

6:00

三
日
月

3
日
頃

8:30

七
日
月

（
上

じ
ょ
う

弦げ
ん

の
月
）

7
日
頃

11:30

十
日
余
り
の

月

11
日
頃

14:30

十
三
夜
月

小こ

望も
ち

月づ
き

13
日
頃

16:30

満
月

望も
ち

月づ
き

15
日
頃

18:00

十い

ざ

よ

い

六
夜
月づ

き

16
日
頃

18:30

立た
ち

待ま
ち

月づ
き

17
日
頃

19:00

居い

待ま
ち

月づ
き

18
日
頃

20:00

臥ふ
し

待ま
ち

月づ
き

寝ね

待ま
ち

月づ
き

19
日
頃

21:00

更ふ
け

待ま
ち

月づ
き

20
日
頃

22:00

二
十
三
夜
月

（
下か

弦げ
ん

の
月
）

23
日
頃

23:00

①②② ③④⑤⑥⑦
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十干・十二支・干
え

支
と古方位

古時刻

江戸時代の不定時法

暁
九
つ

暁
九
つ

四
つ

夜
五
つ

夕
七
つ

昼
九
つ

朝
五
つ

冬
至

夏
至

春
分

秋
分

八
つ

四
つ

七
つ
八
つ

暮
れ
六
つ

明
け
六
つ

夜間を
六等分

12 12時1210 108 86 64 42 2

昼間を六等分

方　位

子
丑 艮北

西

北
西

南
西

南
東

北
東

北
北 北

北

北北

西

西
西

西
西南

南

南

東

南
南

南

東

東

東
東

東

東

南
西

うしとら

寅

卯

辰

巳
午

未

申

酉

戌

亥乾
いぬい

坤
ひつじさる �

たつみ

子
丑

寅

卯

辰

巳
午

未

申

酉

戌

亥

三
刻
四
刻一

一

一 一

一

一

一一

一

二

二

二

二

二

二
二

二

二

三

三

三

三

三

三三
三

三

四

四

四

四

四

四四

四
四

二
刻一刻

一

一

二
二 三
三

四

四

九
つ 八
つ 七つ 七つ半

六 つ 半

六 つ 半

五つ

五つ

四
つ九

つ
八
つ

七つ
九
つ
半

八つ半

七つ半
五つ半

五つ半

四
つ
半

四
つ
半

四
つ 八つ半

九
つ
半

六つ六つ

12 1
2

3

4

5

7

8

9
10

11121
2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

6

五
行
兄
弟

十
　
干

木き

兄え

甲
き
の
え

コ
ウ

弟と

乙
き
の
と
　

オ
ツ
・
イ
ツ

火ひ

兄

丙
ひ
の
え

ヘ
イ

弟

丁
ひ
の
と

テ
イ

土つ
ち

兄

戊
つ
ち
の
え

ボ

弟

己
つ
ち
の
と

キ

金か

兄

庚
か
の
え

コ
ウ

弟

辛
か
の
と

シ
ン

水み
ず

兄

壬
み
ず
の
え

ジ
ン

弟

癸
み
ず
の
と

キ

干
　
支

1
甲
子
き
の
え
ね

コ
ウ(

カ
ツ
）シ

11
甲
戌
き
の
え
い
ぬ

コ
ウ
ジ
ュ
ツ

21
甲
申
き
の
え
さ
る

コ
ウ
シ
ン

31
甲
午
き
の
え
う
ま

コ
ウ
ゴ

41
甲
辰
き
の
え
た
つ

コ
ウ
シ
ン

51
甲
寅
き
の
え
と
ら

コ
ウ
イ
ン

2
乙
丑
き
の
と
う
し

イ
ツ
チ
ュ
ウ

12
乙
亥
き
の
と
い

イ
ツ
ガ
イ

22
乙
酉
き
の
と
と
り

イ
ツ
ユ
ウ

32
乙
未
き
の
と
ひ
つ
じ

イ
ツ
ビ

42
乙
巳
き
の
と
み

イ
ツ
シ

52
乙
卯
き
の
と
う

イ
ツ
ボ
ウ

3
丙
寅
ひ
の
え
と
ら

ヘ
イ
イ
ン

13
丙
子
ひ
の
え
ね

ヘ
イ
シ

23
丙
戌
ひ
の
え
い
ぬ

ヘ
イ
ジ
ュ
ツ

33
丙
申
ひ
の
え
さ
る

ヘ
イ
シ
ン

43
丙
午
ひ
の
え
う
ま

ヘ
イ
ゴ

53
丙
辰
ひ
の
え
た
つ

ヘ
イ
シ
ン

4
丁
卯
ひ
の
と
う

テ
イ
ボ
ウ

14
丁
丑
ひ
の
と
う
し

テ
イ
チ
ュ
ウ

24
丁
亥
ひ
の
と
い

テ
イ
ガ
イ

34
丁
酉
ひ
の
と
と
り

テ
イ
ユ
ウ

44
丁
未
ひ
の
と
ひ
つ
じ

テ
イ
ビ

54
丁
巳
ひ
の
と
み

テ
イ
シ

5
戊
辰
つ
ち
の
え
た
つ

ボ
シ
ン

15
戊
寅
つ
ち
の
え
と
ら

ボ
イ
ン

25
戊
子
つ
ち
の
え
ね

ボ
シ

35
戊
戌
つ
ち
の
え
い
ぬ

ボ
ジ
ュ
ツ

45
戊
申
つ
ち
の
え
さ
る

ボ
シ
ン

55
戊
午
つ
ち
の
え
う
ま

ボ
ゴ

6
己
巳
つ
ち
の
と
み

キ
シ

16
己
卯
つ
ち
の
と
う

キ
ボ
ウ

26
己
丑
つ
ち
の
と
う
し

キ
チ
ュ
ウ

36
己
亥
つ
ち
の
と
い

キ
ガ
イ

46
己
酉
つ
ち
の
と
と
り

キ
ユ
ウ

56
己
未
つ
ち
の
と
ひ
つ
じ

キ
ビ

7
庚
午
か
の
え
う
ま

コ
ウ
ゴ

17
庚
辰
か
の
え
た
つ

コ
ウ
シ
ン

27
庚
寅
か
の
え
と
ら

コ
ウ
イ
ン

37
庚
子
か
の
え
ね

コ
ウ
シ

47
庚
戌
か
の
え
い
ぬ

コ
ウ
ジ
ュ
ツ

57
庚
申
か
の
え
さ
る

コ
ウ
シ
ン

8
辛
未
か
の
と
ひ
つ
じ

シ
ン
ビ

18
辛
巳
か
の
と
み

シ
ン
シ

28
辛
卯
か
の
と
う

シ
ン
ボ
ウ

38
辛
丑
か
の
と
う
し

シ
ン
チ
ュ
ウ

48
辛
亥
か
の
と
い

シ
ン
ガ
イ

58
辛
酉
か
の
と
と
り

シ
ン
ユ
ウ

9
壬
申
み
ず
の
え
さ
る

ジ
ン
シ
ン

19
壬
午
み
ず
の
え
う
ま

ジ
ン
ゴ

29
壬
辰
み
ず
の
え
た
つ

ジ
ン
シ
ン

39
壬
寅
み
ず
の
え
と
ら

ジ
ン
イ
ン

49
壬
子
み
ず
の
え
ね

ジ
ン
シ

59
壬
戌
み
ず
の
え
い
ぬ

ジ
ン
ジ
ュ
ツ

10
癸
酉
み
ず
の
と
と
り

キ
ユ
ウ

20
癸
未
み
ず
の
と
ひ
つ
じ

キ
ビ

30
癸
巳
み
ず
の
と
み

キ
シ

40
癸
卯
み
ず
の
と
う

キ
ボ
ウ

50
癸
丑
み
ず
の
と
う
し

キ
チ
ュ
ウ

60
癸
亥
み
ず
の
と
い

キ
ガ
イ

十じ
ゅ
う

二に

支し

子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥
ねシ 

 

…（
鼠ね

ず
み

）

う
し

チ
ュ
ウ 

…（
牛う

し

）

と
ら

イ
ン  

…（
虎と

ら

）

うボ
ウ  

…（
兔う

さ
ぎ

）

た
つ

シ
ン  

…（
竜た

つ

）

みシ 
 

…（
蛇へ

び

）

う
ま

ゴ  

…（
馬う

ま

）

ひ
つ
じ

ビ

…（
羊ひ

つ
じ

）

さ
る

シ
ン  
…（
猿さ

る

）

と
り

ユ
ウ  
…（
鶏

に
わ
と
り）

い
ぬ

ジ
ュ
ツ 

…（
犬い

ぬ

）

い
　
ガ
イ  

…（
猪

い
の
し
し）
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〔
著
作
者
〕

中
島
　
国
彦	

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

渡
部
　
泰
明	

国
文
学
研
究
資
料
館
館
長

安
藤
　
信
廣	

東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授

�

佐
野
　
摩
美	
元
光
塩
女
子
学
院
中
・
高
等
科
校
長

十
重
田
裕
一	
早
稲
田
大
学
教
授

馬
場
　
祐
一	

慶
應
義
塾
高
等
学
校
教
諭

皆
川
　
裕
紀	

埼
玉
県
立
川
越
女
子
高
等
学
校
教
諭

横
堀
　
利
明	

東
京
都
立
豊
多
摩
高
等
学
校
教
諭

石
黒
　
　
圭	

国
立
国
語
研
究
所
教
授

石
出
　
靖
雄	

明
治
大
学
教
授

坂
口
　
陽
子	

富
士
見
丘
中
学
高
等
学
校
教
諭

廣
瀬
　
　
愛	

東
京
都
立
白
鷗
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
教
諭

和
智
　
　
潔	

文
京
学
院
大
学
女
子
中
学
・
高
等
学
校
教
諭

小
澤
　
　
純	

慶
應
義
塾
志
木
高
等
学
校
教
諭

小
平
麻
衣
子	

慶
應
義
塾
大
学
教
授

中
村
　
早
知	

新
渡
戸
文
化
学
園
中
学
・
高
等
学
校
教
諭

田
口
　
麻
奈	

明
治
大
学
准
教
授

●
表
紙
作
品
　
加
藤
一
「
輝
く
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
」　（A

ndrom
ède brillante

）　
一
九
七
一
年

●
表
紙
・
本
文
レ
イ
ア
ウ
ト
　
ア
ー
ト
工
房
　
　
●
見
返
し
・
口
絵
レ
イ
ア
ウ
ト
　
町
田
え
り
子

●
挿
絵
・
図
版
・
写
真
　
ア
ー
ト
工
房
　
朝
日
新
聞
社
　am

anaim
ages

　
出
光
美
術
館
　Im
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M
 Im
age A
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イ

メ
ー
ジ
ナ
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京
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物
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青
山
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史
文
学
博
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館
　
九
州
国
立
博
物
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山
﨑
信
一
　
京
都
府
京
都
文
化
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物
館
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人
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楽
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黒
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達
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経
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ン
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リ
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術
館
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ー
シ
ー
・
フ
ォ
ト
　
青
蓮
院
門
跡
　

昭
和
の
暮
ら
し
博
物
館
　
神
宮
徴
古
館
　
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ\D

N
Partcom

　
醍
醐
寺
　
中
部
大
学\

池
浩
三

研
究
室
　
鉄
道
博
物
館
　
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
　
東
京
国
立
博
物
館
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
　

中
尾
松
泉
堂\

岩
波
書
店
　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
　
西
本
願
寺
　
日
本
近
代
文
学
館
　
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座\

国
立
文
楽
劇
場
　
根
津
美
術

館
　
林
原
美
術
館\D

N
Partcom

　
范
曽
美
術
館
　PIXTA

　
風
俗
博
物
館
　
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
　
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
　
文
藝
春
秋\am

anaim
ages

　
町
田
え
り
子
　
満
タ
ンw

eb

　
宮
沢
賢
治
記
念
館
　
明
星
大
学
　
大
和
文
華
館
　
山
梨
県
立

文
学
館
　
弥
生
美
術
館
　
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館

精
選
言
語
文
化

令
和
三
年
三
月

五

日
　
検
定
済

令
和
四
年
一
月
二
十
日
　
初
版
発
行

令
和
七
年
一
月
二
十
日
　
四
版
発
行

定
価
　
文
部
科
学
大
臣
が
認
可
し
官
報
で
告
示
し
た
定
価

（
上
記
の
定
価
は
、
各
教
科
書
取
次
供
給
所
に
表
示
し
ま
す
。）

著
作
者
　
中
島
国
彦

渡
部
泰
明

安
藤
信
廣

（
他
二
十
六
名
別
記
）

発
行
者
　
株
式
会
社
　
明
治
書
院

代
表
者
　
三
樹
蘭

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
一
─
一
─
七

印
刷
者
　
大
日
本
法
令
印
刷
株
式
会
社

代
表
者
　
田
中
達
弥

長
野
県
長
野
市
中
御
所
三
─
六
─
二
五

発
行
所
　
株
式
会
社
　
明
治
書
院

郵
便
番
号
　
一
六
九
─
〇
〇
七
二

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
一
─
一
─
七

電
話
　
〇
三
（
五
二
九
二
）
〇
一
一
七
（
代
）

振
替
口
座
　
〇
〇
一
三
〇
─
七
─
四
九
九
一

植
田
　
敦
子	

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

川
村
　
　
大	

東
京
外
国
語
大
学
教
授

小
林
　
俊
洋	

浅
野
中
学
・
高
等
学
校
教
諭

佐
藤
　
至
子	

東
京
大
学
教
授

田
村
　
　
隆	

東
京
大
学
准
教
授

畠
山
　
　
俊	

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

齋
藤
　
希
史	

東
京
大
学
教
授

坂
口
　
三
樹	

文
教
大
学
教
授

前
田
　
康
晴	

城
西
国
際
大
学
講
師

宮
　
　
利
政	

開
成
中
学
・
高
等
学
校
教
諭

�

小
川
洋
子	

小
説
家

�

明
治
書
院
編
集
部

�〔
編
集
協
力
者
〕

阿
毛
　
久
芳	

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授

小
倉
真
理
子	

元
東
京
成
徳
大
学
教
授

橋
本
　
　
直	

神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師

田
中
　
洋
美	

椙
山
女
学
園
高
等
学
校
教
諭
・
司
書
教
諭

本
書
の
解
説
書
・
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
な
ら
び
に
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
無
断
発

行
を
禁
じ
ま
す
。

117 明治 言文 711

©NAKAJIMA Kunihiko, WATANABE Yasuaki, ANDO Nobuhiro, MEIJISHOIN 2021

cam0081_360_奥付／令和7年.indd   360 2024/08/01   10:34:46



古
典
参
考
図
録

住
居

▲寝殿の内部　奥にある母
も

屋
や

を中心として、その周囲に廂
ひさし

（廂の間）、簀
す の こ

子（縁）が
設けられた。開放的な空間であり、几

き

帳
ちょう

・御
み

簾
す

（簾
すだれ

）・屏
びょう

風
ぶ

・障子などで区切って用
いた。壁を塗り固めた空間は特に塗

ぬり

籠
ごめ

という。（考証・製作� 中部大学 池浩
こう

三
ぞう

研究室）

▲寝
しんでんづくり

殿造　平安時代に発達した貴族の住宅様式。敷地は、一町（約 110 メートル）
四方が標準的。中央南向きに主人が住む寝殿があり、その周囲（東・西・北な
ど）に、対

たい

（対
たいのや

屋）と呼ばれる別棟の建物を配する。各建物の間は、渡
わたどの

殿と呼ばれ
る屋根のある渡り廊下で結ばれていた。また、東西の対から南へ中門廊が伸び、
中門が設けられた。寝殿の南には遣

やりみず

水を通した庭が広がり、池があった。

塗
壁

簀す
の
こ子

階
はしがくし

隠の間
ま

階
きざはし 昼

ひ

の御
お

座
まし

南
みなみ

廂
びさし

壁
かべ

代
しろ

障子
御
み

簾
す

中の戸（枢
くるるど

戸）塗
ぬり

籠
ごめ
几
き

帳
ちょう

北
きたのたい

対

寝
しんでん

殿

透
すきわたどの

渡殿 透
すきわたどの

渡殿

東
ひがしのたい

対

侍
さむらいどころ

所

車
くるまやどり

宿

築
つきやま

山平橋

平橋

中庭（南庭）

池

平
ひらばし

橋

反
そりはし

橋

遣
やりみず

水
東ひ

が
し
ち
ゅ
う
も
ん
ろ
う

中
門
廊

中
なかじま

島

釣
つりどの

殿

東
とうほくのたい

北対
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女
性
の
装
束

◀
袿う

ち
き　
貴
族
女
性
の
平
常
服
。
小こ

袖そ
で

（
平
安
後
期
以
降
）、

袴は
か
ま

、
単ひ

と
え（

裏
地
の
な
い
衣
）を
身
に
つ
け
た
上
に
着
る
。
袿
は

何
枚
も
重
ね
て
着
る
こ
と
が
多
い
。

畳
たとう

紙
がみ

単
ひとえ

唐
から

衣
ぎぬ

表
うわ

着
ぎ

袿
うちき

裳
も

◀
小こ

袿う
ち
き

　
丈
を
短
く
仕
立
て

た
袿
。
略
式
正
装
の
際
、
唐

衣
の
代
わ
り
に
着
る
。

小
こ

袿
うちき

袿
うちき

紅
あか

の袴

単
ひとえ

袿
うちき

単
ひとえ

紅
あか

の袴

小袖

◀
唐か

ら

衣ぎ
ぬ

・
裳も

　
貴
族
女
性
の
正
装
時
に
着
用
。
袿う

ち
き

、
表う

わ

着ぎ

の
上

に
重
ね
て
、
上
半
身
に
唐
衣
（
装
飾
用
で
短
い
）、
下
半
身
に
裳

（
後
方
を
覆
う
）を
身
に
つ
け
る
。

男
性
の
装
束

武
装

▲武官束帯　武官は脇から下を
前後縫い合わせない闕

けってきのほう

腋袍を着
る。

▶
直の

う
し衣

　
貴
族
男
性
の
平
常
服
。
形
は

縫
腋
袍
と
同
じ
で
、
色
の
規
定
が
な
い
。

▲大鎧　騎射戦での、矢に対する防御効果
を高めるために発達した鎧。

◀
狩か

り
ぎ
ぬ衣

　
貴
族
男
性
の
平
常
服
。
外
出
時
な

ど
に
着
用
す
る
。
活
動
的
な
仕
立
て
。

冠

直
の う し

衣

指
さし

貫
ぬき

◀
文
官
束そ

く

帯た
い

　
束
帯
は
男
性
貴
族
の
正
装
。
参
内
な
ど

の
際
に
着
用
す
る
。
文
官
は
脇
か
ら
下
の
前
後
を
縫
い

合
わ
せ
た
縫ほ

う

腋え
き

袍の
ほ
うと

い
う
上
着
を
着
る
。
位
に
応
じ
て

色
の
規
定
が
あ
っ
た
。

冠

縫
ほう

腋
えき

袍
のほう

笏
しゃく

平
ひら

緒
お

平
ひら

緒
お

闕
けっ

腋
てき

袍
のほう

冠

立
たて

烏
え

帽
ぼ

子
し

狩
かり

衣
ぎぬ

指
さし

貫
ぬき

重
しげどうのゆみ

籐弓

鳩
きゅう

尾
びの

板
いた

弦
つる

走
ばしり

腰
こし

刀
がたな

太
た

刀
ち

（兵
ひょうごぐさり

庫鎖）

鍬
くわがた

形

吹
ふき

返
かえし

栴
せんだん

檀の板
いた

鎧
よろい

直
ひた

垂
たれ

軍
ぐんせん

扇

前
まえくさずり

草摺

鎧直垂の袴

臑
すねあて

当

貫
つらぬき
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衵
あこめ

扇
おうぎ
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近
代
の
文
学
人
と
作
品

や
は
肌
の
あ
つ
き
血
し
ほ
に
ふ
れ
も
み
で
さ
び
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く
君
（『
み
だ
れ
髪
』
よ
り
）

与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

『
み
だ
れ
髪
』
初
版
表
紙

宮沢賢治『永訣の朝』原稿

森鷗
おう
外
がい

石川啄
たく
木
ぼく
『ココアのひと匙

さじ
』

（『「呼
よぶ
子
こ
と口笛」ノート』）

『
ス
バ
ル
』
創
刊
号
表
紙

正
岡
子
規
「
絶
筆
三
句
」
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ら
べ
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原
稿
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葉
亭
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迷
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編新
浮う
き

雲ぐ
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第
一
篇ぺ
ん
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初
版
表
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りゅう

之
の

介
すけ

「羅生門」草稿芥
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りゅう

之
の

介
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ね
い
か
か
い
ぞ
く

け
い

広西壮族自治区
こうせいそうぞく

台北
タイ ペイ

台北
タイ ペイ

涇け
い

寧
夏
回
族

　
　自
治
区

新 彊ウイグル自治区
しん きょう

新 彊ウイグル自治区
しん きょう

寧
夏
回
族

　
　自
治
区

ね
い
か
か
い
ぞ
く

広西壮族自治区
こうせいそうぞく

陝

　西

せ
ん

せ
い

中
国
新
旧
参
考
地
図

赤　字

華山
かざん
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